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まえがき

天災の多いわか国のうちても特に本県は地理的条件から見て、台風と地震によ

る被害の確率か極めておおぎいことは、今更言をまたないところてあり、災害の

都度県民の尊い生命、財産等の損失は、ぱかり知れないぽう大なものかありま

す，ことに昭和28年 9月25日 (1953年）の台風13号による被害の惨状か末だ生々

しく県民の脳裡に残っているとき、昭和34年 9月26日(1959年）更に、これをぱる

かにヒ廻る伊勢湾台風か本県を縦断し、これがもたらした異状な高潮、激風、豪

雨等により特異な台風の様相を示して猛威をふるい、その惨禍は末曽有のものて

あって、死者1,246人、行方不明27人、負傷者4,625人、その被害総額は、約1.826

億円、罹災者総数は実に、316,658人にものぼる数字を示し、本県災害史上空前の

大被害か一瞬にして発生し被災地は見るにたえない惨状を呈したのてあります。

したかって、これか応急救助活動、復旧活動等も従来の災害対策に例を見ない

人規模な組織をもって当り、県および県下各市町村ぱもとより、政府自からも現

地に中部日本災害対策本部を設闘し全力をあけて、これか処理にあたる等、数々

の異例な施策か講せられたのてあります，

幸い、関係機関はもとより、市町村当局ならびに地元住民の連日連夜にわたる不

眠不休の活動と涙くましい努力と、全国民からの温かい友愛により、無惨な台風

の爪跡も近代的丁：法をもって復興する市となり、翌年の桐付期には潰滅に瀕した

臨海部の水没耕地においても順調な農作物の生育を見せ、被災者・』同明るい希喫

をいたくようになったのてあります。

このような涙くましい伊勢湾台風の初期対策の大事業もややもすれば時日の経

過とともに忘れられかおとなるのて、ここに正確な資料を巻におさめ、単なる災

害記録にととめることなく、次の天災に備えて、あらゆる努力をつくし、過去に

経験したところを視介に生かして、災害の起因、機構、性質等を科学的に究明し、

合理的な防災対策の樹立により災害の克服に力をつくすことを誓つてこの書を発

行した次第てあります。

抜本的な復興対策は伊勢湾台風復輿計両に詳述したのて、当書は特に罹災当時

の初期対策に重点をおいて、編集した次第てあります。

昭和 36年 6月

土を斗集w多 は］牛忍



発刊に際して

昭和34年 9月26日夜半紀伊半島に上陸木県を縦断し県下各地に激風、豪雨、高

潮と—三拍子そろって猛威をふるった伊勢湾台風は、 一瞬にして 1,400余名の生命

と1.800億の巨費を奪い、その惨状1ま県政史ヒ永久に忘れ得ない痛恨事てあり、

当時を回想するとき未だに胸を剌ず想いがいたします。

本県は災害常襲地帯として、相当大規模な天災も経験しており、その対策も講

ぜられておったのてありますが、伊勢湾台風の如ぎ超大郡のものに対しては、ま

たしても人力の弱さをまぎまざと味わされたのてあります，

勿論、災害発生と同時に、関係当間は文字通り不眠不休て人命救助を初め、あ

らゆる応急対策に務めたのてありますが、通信交通網の潰滅、機動力の不足等悪

条件の山積1ま如何ともしかたく、最少限度の罹災者の救助すら意の如く行われず

人心の焦慮、不安はその極に達したこともまた、無理からぬことてあります3

我々県議会もこの致命的な非常災害に対処するため、昭和34年10月 6日臨時県

義会を開き、全員学げての已重県非常災害対策特別委員会を設置し県当局と一丸

となり、政府国会並びに中央諸機関に対して強力なる援助措置を要請する一方、

地域別の災害復旧対悛に全力を傾注したのてありまず，

幸い国に於てもこの事態を極めて重視し直ちに名内犀市に中部災害対策本部を

設置して強力な救助復旧措置をとったのを初め、各方面からの温かいご支援にカ

づけられ、わずか 1ヶ年余て原形程度の復旧ぱ一応完成すると云ったスピード振

りて更に潰滅の状態にあった水没地帯を初め各地の被害個所にぱ近代工法を採用

した改良復旧工事か進められていることぱ将来の防災1こ明るい希睾かもてるもの

として心強い想いかいたします，

然し乍らこの際特に強調致したいこと 1ま、現代の科学進歩をもってしても台風

0)来襲を回避し得ない以上、過よ幾度かの大災害0)悲惨な試諌を生かし、少くと

も人命の犠牲をなくし、被害を最少限度に止めるため治山、冶水の根本対策を樹

立し、積極的 llつ利学的な防災施策を早急に実現し得るより万全の措置を講ぜら

れたいのてあり走す，このことこそ過去幾千に及ふ尊い繕牲者の霊を慰める唯一

の途てあり、また［員家百年の人計を樹てる一大支杜と出たり、諸咋業の開発詐ひ

に住民福祉の増進も初めて実現し得るも 0)と忙しまず，

ここに木曽有0)惨’ドをもたらし竺伊勢湾台風災＇ L.鰭史か発刊せられるに当たり、

謹んて特牲者各怜 （l）こ冥似と将来ウか g't遺戸）招束~わることり）ないより心からお

祈りいたし序文といたしまず，

I'・和 36年 6月

ミま配設を設とふ久保久玄
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昭和34年10月5日三重県庁において 皇太子殿下に災害状況を説明する田中知事
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永久椅り流失（名張市炉治町―橋）

(34.9樹影）

決壊堤防と道路流失 （阿山郡阿山村地内）

(34.9搬影）
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潮止仮堤防完成（木曽岬村藤甲）

(34. I 1.5撮彩）

応怨仮設住宅完成（四日市市）

(34.11.6撮影）



締切間近の潮止下市（木合岬村源緑）

(34.11.6撮影）

自衛隊がつくつた潮止堤防（木晉岬村）

(34.11.6撮影）



海粁堤防決壊 (JII越村亀綺新田）

こ・
(34 9抒げ；：） 

同 I: !厄―l: 11：完成

(34.10撮影）



破壊された漁船

（四日市富洲原）

(34. 9捐影）



27名庁死 1)―r場件宅（門日市市）

(34.9撮影）

破壊された化学丁場（四日市市）
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河川堤防決壊（朝明川J_「}覧）

（こ4.10撮影）

同卜仮 7―:,lと｛完成

(34.9撮影）



無惨に吹者とんだ荘校体育煎（伊勢高校）

(34 9捐砂）

閂 然 の 絵 咸 （伊勢市地内）

(34.9撮影）



附壊した鉄じ所 （ 伊 勢 市 大 湊 ）

(34.9 I最影）

[ l杉て押し倒された冗丈殴（伊勢神宮）

(34.9撮彩）



校舎の倒壊（鳥羽鏡浦中学校）

(,4.9提影）

離島痴港の被害防波堤決壊 （鳥羽市菅島漁港）

(34.9捐影）



真珠筏被害（志摩町）

(34.9担影）

国道 165号線の惨状（名張市内）

(34 9撮彩）



頭首[.. 0) 欠 壊 （ 青 山 町 ）

(3 4 9 t,1 ［影）

づたづたになつた港湾施設（北牟霙郡長島港）

(24.9枷影）



酒尉堤防の崩壊（尾駕市賓賀利町地内）

(34.9撮影）

同市仮護岸完成

(34.9撮影）



ー級国道の流失（熊野由志原地内）

(34.9・影）

護岸策堤決壊（洞山町）

(34.9撮影）



防波堤崩壊（鳥羽市神島漁港）

(34.9撮影）

架橋に懸命の自衛隊（熊野市古泊）

(34.9撮影）



昭和34年12月10日 高田本山専修寺

における合同慰霊法会

涙も新たに黙とうする遺族
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の底質分布図伊勢湾近海
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伊勢巖料羮湾における恒流涜況図 (17図）

（第四区管iii/し保安本部水路虚：渥災灼及ひ伊勢の防悔象並びに潮流観翡報古）

潮の平均涜況図（翡渕暉 •-11む落潮流はこれと反対） （図18)

（第四管区海上係本沼水路部：柑笑湾及び伊勢湾の海潮並びに潮流安観測報告）
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伊勢湾台 風 災 害 史

第一 i℃ 序 説

第一節県tの自然的条件

第一項位骰、地）杉、地質

（位置）

本県は、近畿地方の内東部に勺し、北緯33'-45勺こ始まり、 35"ー 15'に至り、東径135'-05'

より 136°--59'に終る。北は岐阜、愛知の二県に、北西は滋賀県、西は奈良凰及び京都府の一部

に、南西て和歌山原に接し、東は伊勢湾を経て遠洲灘に臨み、南は熊野灘に面している。東西

109.9粁、南北159,8粁、出積5,765平方粁強てあり、人口I,473,738人（昭和33年I0月1日現在）

を捕している。

（地形）

本県は、伊勢誇と熊野灘との間に突入し地形．上、山岳部、平坦部およひ盆地綿の＝つに分れて

いる。山地綿を構成するものとしては、養老、鈴鹿、笠岡、紀伊の諸山脈かある。鈴鹿山脈は

で三重、滋賀の県境となって、紀伊山脈に連り、南北の延長I00粁に達し、西に緩煩斜し、東に急

傾斜して伊勢誇、大阪漑および、琵琶湖との分水界をなしている。

（地質）

地質は、古世肘状花蘭岩を字としていて本原に属する紀伊山脈は平行山脈となり走向ぱ主脈

の走向と一致して東西の方向をとり、地質は、古世暦を字として、南に中世居を露出して其の

配列は山脈の走向にともなっている。 （別紙図示参昭）

これ等諸山脈の中には国見、高見、三国の峻峰を始め至るところ急峻幽谷の山岳芙をなし、中

にも国立公喧人一台ケ原、志摩鵜方を始め赤目、香落の伊賀仙境、鈴底連蜂、湯の山、藤原ゲ岳、

矢の川峠等は最も著名てある。伊勢平野は、年勢湾の陥没後地盤の隆起作業と鈴鹿山脈より涜

出する17河川の堆積作用によって成生した海阜平野であり、主として第4紀習よりなり、とこ

ろところに第 3紀層を露出する巾12粁、長さ102粁におよふ帯状の一大沖積平野てある。伊賀

盆地は第 3紀および第4紀層よりなり四囲に花岡岩、地変状、花岡岩地を巡らしている。伊勢

平野は土地肥沃て田薗よく拓け枢要の経済地帯を形成し人口密度は棚密な地域をなしている。

特に桑名、四日市、津、松阪、伊勢、各市を中心とした附近は、この平野の中枢地域をなしている。

第二項気 象、湘 洋

（気象）

気象を地勢的見地より大別すれば、北勢、中勢、南勢、及び伊賀の四つに分れる。季節の区

別は判然としており、年平均気温は北勢且l岳部てIO"C内外を示し、北勢、南勢共に、海岸地
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帯に進むに従い［けし 15'C内外となり、熊野灘沿岸では17'C内外を示す。伊賀は四囲山岳の

ため盆地気候の特徴を表し、気曲は中心か秤i々 高く既ね14'C内外を示している。阻鼠ぱ伊賀

盆地の1卜平均!500粍内外を最低とし、次に北勢沿岸て1700粍、北勢山岳地帯およひ南勢で2000

耗以しとなり、餞野灘ては更に多く、大合ケ原およひ尾鷲を中心とする地帯ては実に4000粍に

達し、本邦に於ても著名の多雨地てある 凧は全般的に見て夏季の南東風を除ぎ最多風向は酉

およひ北西字の喋か多く、中ても北勢山岳地帯は冬の季節風強く暫々暴風を起している。雷は

伊賀盆地およひ北勢山岳池諧が最も多く仝国有数の雷発生か所として知られている。霜は大体

に於て県内を主る山岳笠を中心として切霜ぱ北勢地帯で10月l・句、中勢地帯て11月上句、南幣

および熊野灘沿磨ては11月中句から多く始まる。終霜は、籾霜と逆て熊野灘沿岸て三月下旬、

北、中勢地帯の沿岸て四月上句、鈴鹿山脈に近づくに従って遅くなり伊賀盆地とともに四月中句

から四月下旬になって終る。雪は北勢山岳が最も多積雪も藤原岳てはスキーか可能てあるがほ

とんどか駿雪であるため、多く積考を見ることは稀てある。

（海洋）

一般的流況

1.恒涜

海面下 2米層の恒流（潮汐に左右されぬ平均的な流れ）図のように伊勢淡と渥芙湾とは異っ

ている。

伊勢麿においては略外面に向つているか渥芙湾ては湾澳に向っている。

そのため、伊勢湾の↑且涜は白『町、鬼ケ崎を結ぶ線の北部は南方に流れ南部は沿岸に沿って

北 lし、『］ （叫，およひ鬼ケ騎糾,ii付近は氾涜し、中央部にて南方に変流する，，—•9部は南下し、津市、

野間叫を結ふ中央：屈にて微弱な環流か見られな，

2.潮時

図のように、伊艮湖水山中央湛と什久島1！付近とは同時に転流し、水道中央駕から伊良湖崎に

岱るに従い、）＇ぷ般に潮時は早くなり、沿罪附五ては 1時間20分1初に肱疏する。

3.副疏

嵐開l•,＜l は、汁I11HI ！ ？木増0)人潮平町I'朝涜を示したものてある，この大1朝期の平均洸況ば、存

秋の"i)]望の頃の衛1月いこHI'りしている 伊勢湾ては丸岸を文配する主流森と束岸およひ中央水路

を支曹心するi計虞の 2つに分けて杓えられかまた、肝芙誘ては抑島と篠品、師崎間を涜れる

干流祝わよひ伊艮湖崎、立見綺沿臣より尻美湾南謡涌披を流れる主疏祝0)2つに分けて衿えら

れる。

高1朝叶およひその 1時間前位は、伊勢贅、四部およひ神島より篠島に至る誨域ぱ、お＼むね

北流ずるか、！）トガ滋束郊および中央嘩水路は南流する Q また、渥芙湾南昂海域は四流し、伊良

湖崎沿！悼は加叫こ涜れる，低潮時頃には、これと反対の流麗を示している．，上げ潮0)中央期に

ぱ I]喝喜、 i鼠だ湾ともに潮崎は湾由に向って硫れて主涜綜は沿1i囁に圧統される、，また、 卜げ

潮崎の中央期には、廟流は溝 1」に向っ C流れ、二t流嘉は沿岸に沿って涜れる•, 1心謁的な流れは

非常に応唯てあるから、涜乳を以て示したこ 小潮期になると人剖期の涜速0)0.5倍に減し、夏
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冬の大潮期にぱ、その強い方は涜速は1.11音に、弱い方の涜速は0.8信に変る。冬の小潮期は後

0.2倍の流速となる。 （図示0)とおり）

第三項地盤変動

1・伊勢湾沿岸の地盤沈下状況

昭和19年12月7日に起った東南涌地震のあとて、伊勢、吉摩の沿皐はかなり、大錢な地盤の

沈下かあり、そのために水田の一部には海水が浸入するようになった。

また、低い海岸地帯ては新たに護岸工事の必要を生したところや、このほか、港満工事や埋

立工事等は設計の変更をしなければならないようなところや、色々面倒な事か起って来た。伊

勢湾西岸は地形的に二っの部分に分れている。

そのーは桑名から二見まての砂湾て、いわゆる白砂青松の沖積海岸てあり、他の一ぱ、二見

から志摩-帯の磯浜て「リアス」蔀岸をなしている。前者はその成因は隆起海岸てあるが、最

近は沈下の傾向にある。たとえば日本三津のーとして知られいた津の港は1494年 3月7日の奈

良の地震、 1498年 6月11日の大地震、同じく 1498年12月,5日の大地震と津波とによって潰れ、

この時安濃松原として知られた海浜も海衷に没して無くなったという事である。また安政元年

の地震の際にも海犀線か後退し、海浸を受けたところかある。次に、後者のリアス洒岸は現在

もなお沈下を続けているもようてある，

2・三重県沿岸地域の水準測量

東南海人地震以後、伊勢誇沿臣の地盤沈1か IIに見えて顕著になったのて、―重児ては水準

測祉を行った[)その紐果は人要次の迎りてある。 I;¼は昭和21 仔 12月に行なったものて、鈴鹿

郡加太から1：I打打県庁之の間を翡箪した結呆てある。

これによると、加太を枯平にすれば津は1.8米も沈卜していた］

1 表加太—~糾Il1] の沈下状況 ？表 ）；〔縞府木沖町―•津市閃庁前間

地 名 ！！ 沈干ht(）て表す 地
． I i ~~ 昭~和~~ ~ 1~ ~ 1~ ．年9し~．仙度．及．~ び

名 ． 22．．年祖．11~~ の睾~~ ~ 
鈴媒郡閃町字金場 払 準 米 木 律 士

゜ク ク 字字城山 (-) 0,004 閲 IB」金場 0,勾7米

99 ク 字木崎 •{- 0,073 ク 城しlJ 0,29[ 

安芸部又浪iIIj字1歯加 _L 0, 153 ク 木崎 0, 2 l 8 

ク ク 字林 1,264 安芸郡芸：農町楠原

ク ク 中野 l,972 ／9 林

＂ 
ク 北翌久野 1,867 ケ 椋本

ク 也里村字新町 l,860 /9 悲久野 0.254 

ヵ ク 字旺合 l,894 ', 豊退村高野厄 0,277 

夕 ク 窪1廿字北已 1,850 ', 野崎 D,3D5 

ク ク 字森添 1,648 ク 江田
，： 一

0,305 

汁恥ii↓Jllllll『'れ阻f 1,874 沖，ij-身田町 0,347 

¢ 下駕｝II 1.843 /9 県Ii前
＇ 

0,382 
l •—--- ----- ----―•‘’ー，．．‘•--- --------------------------------------

2 表は京都府木t,tilljから始まり、加太から束は氾•一回の測凪コースを逆って、津市県庁前ま
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ての測凰を（了い、同閂に律から桑名迄と津から伊勢市に逹ずる両区間を沿岸の国道一号線、国

ili23号綜に沿うて翡姑した その鈷呆は、 2、 3、 4、の各表に示す通りてある。

これ方の人を見ると、木律を見ボにして、罪ては38糎の沈卜になり、その他の沿，1号の各地も

すへて20糎ないし40詞の沈卜をしている。 また、 この時の測絨結果によると 1表から判る様

に、加大と且位）沈l‘州の社は10糎になる，， したかって第 1回の測定崎時に比較して津は170糎

も隆起した事になる。この数字は少し大き過ぎるようもに考えられるが、他方松阪港の検潮記

録もほゞ同様の変化を示しているのて、之に近い昇隆を行うように思われる。

3,伊勢湾西部 沿岸 の潮 位の 変化

昭和18年 1月から25年 6月までの松阪港の月平均潮位から天体潮（島羽港の値を用いた）を

さし引いた結果を示したものてある。この図を見ると、松阪港ては昭和18年 1月から19年12月

まては地盤の昇降はほとんとなかったのてあるが、東南海地震後急に地盤は沈下し、 20年 1月

まては60糎以上沈下し、さらに沈下を続け、同年 8月には90糎も沈下していた。その後少し隆

起していたか、21年 4月から再び沈下し、21年 8月には昭和18年頃に較へ 1米沈下した。その後

再び隆起し、 21年12月頃には東南海地震前に較へ80糎の差まて回復し、 22年12月には、その塗

が約30糎まてに回復している。その結果ぱ、前に述へた水準測呈の結果とよく一致している。

この間、昭和,21年12月21日に南海道沖の大地震があり、震源附近の各地には相当大きな地変が

あったが、松阪港ては大した変化はなくその後も隆起を続けているようてある。

次に、二見から志摩にかけては、水準測鼠の結果がないか、鳥羽港には大正15年以来にの検

潮記録があるのて、その記録を調査した。

3表 津市県庁前一桑名郡間の沈下状況
- ------ -- ---- - - ヽ 99 '̂ヽ 9 9,、'‘9999 9ヽ9,

地名 I
昭和II年及び22 , 
年測定値の差 ， 

i 地 名 1昭和11年及び22

-~------·-・
年測定値の差．，．，．，，、一

沖市県 1i 前 0,382 四日市市河原田大冶田 I - 0,221 
ク 附 苓 ： i -- D,386 ク 日永南出口 •- 0,251 

小/II o :349 I ;, 常盤町赤堀 1 - 0,256 
ク 河芸町！野 ， 0,331 手里 ： ： 、 北町 0,250 
鈴腐い — 0,301 j e 羽津宮東 ー 0, 182 

ク磯9,1」
ク 白子町寺家
ク l - 0,325 1 ク 宮田茂福 ー 0,192 

| 0,298 ク 大矢知蒔田 0, 188 
ク 江島 0,260 , 9三重郡朝日柿 0, 194 

ク芳松1町岸岡 ー 0,273 1 ク ク縄生 i - 0, 179 
ク 囮讀I辻間 ・- 0,237 桑名市江島町浅/II i - 0,246 
ク 神戸町地子 0,220 ク て輪 0,264 
ク 河田村十宮 0,232 ク 播麻附宮東 0,310 
四日市市河原田里南 i 0,219 桑名郡長島町又木 0,315 

/‘~、~

4表 津市県庁前ー伊勢市浦口間の沈下状況
--- - - --.一．．．．．．．

地 名
i 昭和11年及び22 : 9 
l 

年測定値の芹 ， 地名

＇ 0,382 ! 松阪市川井町
0,373 ク 愛宕町
0,383 ク 下村
o,368 1 .,, 下村
0,348 ヶ 早馬瀬
0,370 多気郡明和町竹川
0,359 ク r-野
0.388 ヶ 薪茶屋
D,363 I 度会郡小俣町明野

ク ク立野
伊勢市浦I1町

津市県庁 前
ヶ 伊予町
ク 八幡町
ク 高茶屋
ク 雲出島貫
一志郡三‘雲村小野江
ク ク 中村
松阪市六軒
一志郡三雲久米

昭和II年及び22

年測定値の差

6
0
2
3
1
4
8
8
7
7
7
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8
8
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8
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8
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図ぱ応羽港の月別平均潮位を示したものてあ恥この同によると、旦羽て1ま叩和 3ケ11月叩か

ら7江 2月頃迄の間およそ 3年

乎位は約30飼の地盤隆起があっ

た様に思われるが、 7年 6月頃

には元に戻り、その後、約101エ間

はほとんと変化はなかった。と

ころが、昭和19年12月7日の東

南洵地震によって地盤は沈l‘し

た。此の時の沈下菫は約40糎で

ある。この沈下が地震動と同時

に起ったのてあるかとうかは、

地震によって検潮儀に故障を生

じたのでよくわからないが、同

年12月28日に検潮儀が修理され

た頃には、既にこの程度の沈下

が起っていた。

その後も次第に沈下し、昭和

24年12月には約70糎の沈下を示

している。

松陪港；§！ I立安化

-」こ/旦̀”い沼竺：，戸~工~6 ・～→/戸←戸三［三ヽ·似． 99

伊勢湾沿界地盤変動概略図

島羽楼印9月9り平均；99位 ＇ 大正!1~
隻闘利9↓ 92 

子'" l 

i 
(～いJサ

9ヽ え 3 4 5 5,----8—~—'',- -,,_,,’ら 99 90 9 95 99 97 9 3 9 9 ]0 i 9 39 
ク叉

99 "’• 9;g 晶，＇“

第四項河川および洵岸

木県の河川総数はI.200河川、この延長約5,200粁てあり、このうち、太曽川、揖嬰J!！、長良

川の三：大川を始め、鈴鹿川、新宮川存河）1＇法施行河川か 12河川、準用河川 148河川で、この延

長は約I,300粁てある。こく大ざっばに見て、これ等準用河川以上の !60河川の約30％は改修を~

要する部分てあって、その延長も740粁にのぼつている。古来営々として築かれてきた堤防も

時代の涜れとともにしたいに改良を要求され、近年改修事業を行った部分を箆弓［いても、なお

80％余りは再び改修の手を加えなければならない現況てある。一方、海岸線はI,013粁という、

全国有数の延長を有し保全区域も500粁におよばんとしている。

特定用要港誘の四日市港を始め地方港誇万港、漁港70港があり、また延々と続く白砂宵松の

海芹線は、おのおの産業、観光窄に充分その割役を果しつつ、久しく師事平隠に過してきたの

てあったが、昭和19年、 20年、 21年と相次いて起った東海、~―河、南海の震災および、28年の13

号台風により、全くかい滅に帰し、一時は、再起不能とさえ思われたのてあったか、今やその傷

跡も殆となくなり、延々とその偉容を誇っているのてある。前述の13号合風は全く近代まれに

みる大災害をもたらしたのてあって、人心産業の而に与えた影翌はまさに戦災に婚る大打撃で
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あったといえよう。 ‘!4時の悲惨な状況ぱ、次の数字を五ただげても推察てぎると思われろ。

綺＼ ，I支け｛箇1 600｛(11汀

死 者 50人

罹災者 36万人

家屋損壊

家屋浸水

田畑（琉失、雌没）

田間（没水、冠水）

公共施設

堤防欠壊

道路欠壊

災害救助法発動

6,671戸

87. 000戸

約5.000ヘクタ -1レ

的50,ODOヘククール

8.770.000下円

1.985か所

6,095// 

6 i1了102附村

?8年災害は、今まてに受けたことのない激誌なものてあったか、毎年これだけの披内を受ける

はずもなく、統叶上から見ても、例外的なものてあった。しかしながら少くともり~々十木災害

だけても、やはり 4-5（在い］はあり、災汽と復旧のいたちこつこは、杞度らす続けられている

わけて何から抜本策が講じられない限り、悪循I悶止まらない。

毎i「投資されている改良事業費ぱ、本県の場合減少する傾向にあり、関係者等しく、迎慮に

堪えないところてあるか、 28年災害における海岸、およひ河川の復Ii]事業鼠かけたはずれに大

ぎいこと、従って、県の財政而に大ぎな打撃を伊えたことを考えれは、また止むを得ないこと

も思われる。ちなみに、数字をあげてみると、 28年災に起因する関連改良事業費は約38億円

（災害復旧費は約83億円）てあった。 33年における改良事業の実施額は約 5億円、 33年度は 2~

3億円てある。今、総括的に河川、海岸の改修状況を眺めてみると、河川ては、約80％が末改

良、梅臣ては80％が完了と言う形になっているのてある。従って残された字要な課題は、河川

に山積しているわけて、右の数字は水防計画より、逆算も出来るわけてある。

昭和34年度の県水防計両によると、重要水防区域ぱ、阿i!l484粁、悔岸20粁、計504粁となっ

ており、危険区域は約91粁（内海岸4粁）てある，これに対しl62棟の水防介庫と20指定管理団

体を含む市町村17,000人の水防団貝て、水の守りを固めているわけてあるか、水防活動が果し

うる任務には、おのずから限界があるわけてある。本県の砂防工事は鈴鹿山脈、大台山朕を根

幹とする、大小水系にわたり、明治32年から、主として渓涜工事を璽点的に実施せられている。

そのうち鈴鹿川、木津川の一部は、建設省直轄区域になっているか、いまだ、本格的事業伸展の

段階にいたっていない。県下における砂防設備指定面積は約330平方粁て全地而積3,900平方粁

約ー割を占めているが近時山間部の荒廃がいちしるしい。既殷工作物のおもなものとして朝明

川、＝滝川、鈴鹿川、を主流とする鈴鹿山系と伊賀一円にまたかる木津）！！涜域の堰堤、床固め

護岸、山腹工事か実施され、これにより治水の効果も大いにあがっているが、戦後山粗の激変

から、逐年災害の累増する結果となり、砂防施設は広く県下に必要とする現況においては、さ

らに、その整備拡充をはからなければならないのてあるが、要対策渓涜405(71水系）のうち、
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叩和34年度開在？Oli笑院 (59火菜）に対して、 撃木叶阿を検計されていろ，詞＇！、悔臣の『月況

から、り政の；＂直施翌として、治 1月治水対策と総合開発事業に［＂ぎかおかれているのもまた晋

奴てあり、応tの安之に欠くことの出来ない公且事業の促進と、積極的に鍔箔発徊をはかろた

めの総合開発事業の推進とか両々相まって、 ますます民牛の向上に寄け屯来るものと思われ

る。

各種事業の現状と計画

CI) 河川改修事業

瓢I］問‘の戸亨/II は、昭和初期か閂改修に隋了し、叩げてに—応玲下したのば、櫛叩 11

（松限市、昭和 7-12仔）のみて、 令初！1（四日 1了々、叩和16年芹丁）安滉川（罪市、昭和 8

仔惰丁）官）！ （伊勢市、昭和14ゲ習丁）五十鈴川（昭和18年魯丁）席は、いずれも継続実施中

てあり、その後、赤羽川（長饒町、昭和23々F~27年竣丁）中の川（鈴鹿市、昭和28午許丁）長

IIIJII (I野巾、囮和30介i(i丁） □ 1'，川（汀町「及びー古郡、昭和31 年着丁）＇りを含め汀 7 河'11 を~

中小河川改修市業として施 Iしている'I.l]存まての峻［率ぱ 1期訂阿20{1．「］に対し40％程度て

あるか、また改作0)軌爪に気らなし、｛化の西JIii／バ含めると？0％にも＼乎しない‘|i態て出る，新規0)

小規拉河川改修屯業は、 3411！どから着［したか、この、新:fI ｛［ ←，十両は 6河川を「＇出し、今後 3.5

釦］を要ずる見込みてある。河川！ふ噌攻良 1-9ドは、日 18河川を継続匁：施中てあるが、さし％

り、13河川、 2.5位円の事業ぱ治水しの見地か凡特に、早期完成の必要に追られている。いずれ

にしても、 28仔災の復l[］か県財政而に影愕をもたらし、治水市業費か減少していることぱ、ま

ことに寂しい限りて、最近のベースては、河川！心部改良工市は200万、小河川か700万円、中小

河川て800-1,200万円程度となっている。一方卯内の建翌省施「阿川は木曽、揖翡、長良の 3

大川関係か年間事業費 8-10億円程度、鈴鹿）リが6,000万円程度で実施している。

河川改修事業の推移 （単位平円）
---- -- ---- ---- ----- --•…" "-

＼ 事業i 中 小 河 川 ！ ！ 
！ 

種矧
^ ；，I- ,. 1唆じ河Jill

ヽ•—ー＾＾・-----
＼ 日改県．fli 9_9 •-:_ 1 県 Ii ＄↑： 中小榜四

午良 事業特河ill数 1 市業 1\• 乳t!―畠 1 | （河11)| 
!.  ~~ I.  I,~-I I,  ""'I,,, i 昭和21乍 i.,oo I , 1 3961 I 1.1961 964] 2s&.670 

22 2 800 1 4 ! 2 433 5,233 ! 3, !34 i 911,751 

23 I 22.,00 ! s I 10. 10, I I 3□.so, I 1s. 190 i 2.20,. 19s 

2, I 54.500 I s I 1s.soo I I 11.000 I 36,500 I 3,651,824 
25 I 100.000 I s I 12.000 i I 11s.ooo I 55,500 I 4,6ss.ss2 

2s I 11,.ooo I 6 I 19.soo I o ! 100.soo I 6s.ooo i 6.0,,.,09 
! 

27 i 111.0001 sjl9,59□1 01 130.5901 65.0601 7,622.378 
I 

2s i 100.000 I s ! 2,.000 I o I 12,.000 I s1.soo I 13.874.sas 

29 I 92,550 I 5 j 21,000 I O I I 13,550 I 55,550 I 16,433,269 

30 I 99,060 I 6120,680 I O i 119,740 I 61,925 I 13,834,490 
-3: 89,610 7 29. 718 ; 0 9 19, 328 55.656 I 15.422, 578 

32 79, 350 / 1 1 5, 1 20 0 94. 470 1 4pl. 1 20 1 5. 3 1 3. 737 
| 

33 I 66.400 I 7 ! 16,020 ! 0 I 82,420 ! 37,240 I 15,295,860 I -I --. --I 
~ ; •- ----- ~-.__ 

2
 

(2) 河川総合開発事業
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ー、、奈良両県にまたがる本邦有数の多雨地帯てある大今ヶ原山にその痴を発し、東院して

伊勢誘に1主くところの宮川は、本児直罪0万［要河川てあり、昭和18年 8月3日計1後約 薗間に

わたる大降雨により、伊勢市局辺の数か所か破堤し、甚大な被害をもたらした、これがため、

昭和14年度から宮川改修事業が実施され、さらに昭和27年度から、宮）’|総合開発事業は、宮JIl

の上涜地点に、多目的ダムを築造し、下涜伊勢市一帯における洪水被害を訪除し、また、干害

に悩まされている下流の平地をうるおすため、昭和32年度に着工をみた宮川用水事業と相まっ

て、ダム地点よりかんがい用水の補給をなし、あわせて三暇県の電力事情を打開せんとするも

のて、年平均 2億円の災害軽減と年 5.3万石（米に換算）。増産および年間約2.3億K.¥V.H.

の霊力量をうる。また吉野、熊野国立公菌に属するこのダム地帯は貯水池により、観光上一段

とその景勝を加え、交通路の開設下により、林産物の開発を促進し、発電により、本県のマン

ガン鉱、石灰石等の末開発資源の開発、電気化学工業、軽金属工業を図ることか出来る。

宮川総合開発一覧表

---

”流減ダム有 I 効 果 脊埃
，効'--- -: 

系川目的 i 堤堤 貯洪水調節1かんがい 発電事 業 野
ェ丘

名名 1而柏
体 水 1 ----— ー＿． 年年

！ 邸 積 黛 i流入 i調節1補給i新規 i最入：年間発生総専 建設省

I ! 

----------------I--—------_'-----— ―--------，璧 麓＿＿＿＿＿＿＿］匝肛開田：出力 l電力情！事業 i共同費公共費度度
紅2lm m‘91 103m'’ms m'/sへ9炉へ?'iMKWiM,¥V.11

-------…―"_ _＿ -------- ---
i)J円1 カ円力円宮官i洪水調節 本 ! |＠ i -レー 9し9

溌電11256 87 0 386900i56,5002 500 1,000 4會 8156. 15 24 800 226 392| 8 283 3 691 1 340|27 31 

川）！1|かんかい | l計1J4600| 1 IMl)32 
| 

-------―--- ----------—- ＿＿＿ _^_ ＿＿＿＿＿＿＿- -- ------•--_ ＿_ ＿-------、＿___J ＿＿＿1_ -L 27.60D 

宮川ダム洪水調節実績表

_....-- ~^, 
年月 日 1 名称洪水鼠］調節鼠

l 

I放流閉 調節率！推定調節効果
9-• 、----- -------

面／s ! m'/s 切／s ! 
＇ 

％ 千円
33, 8, 24~,8. 26 台風17号 1, 730 1 45じ l, 280 25、95 9 1 20, 000 

: l 

33,9,16-9.18 I ;, 21;; I 940 I 394 I 546 I 31、,I 40.000 

---·---••-···- -…ーー・"”‘_____L____L__I

(3) 砂防事業

昭和21年以降34年度まての砂防事業としては、その宇体が、国庫補助による通常砂防事業て

あり、過去14乍間の総事業費に対して、約913％となっている。地すへり防止市業は、昭和34

年度において、初めて木津川水系名張川を施工されることとなった。

緊負砂防市業は、昭和27年から 5か年間施工されたか、実施額は全体汁両の6,6%1こすぎない

状態てある。

木県の砂防丁・コドは、建設省直轄施工分を除ぎ、明治32年朝明J'1渓流に下事か施工苔れて以来

今日まで201渓涜に対し、 26憶円余の丁市牲が鈴鹿、大合l_［」系を可点的に投入されてぎたのて

あるか、水源地帯の荒廃にともないJ百年災害が累睾する状態てあり、なお、渓院に対し約150億

円の工事費を痰する。

- 8 --



（叩汀・円）
砂防事業｛『 ：地すへり［約土緊氣砂 l訂i県爪独砂！ l 

-

年度i打1]ヽ―---- Jリ］，事業粋袖見'|屯業！攣助［功巾応li'， Iその他 i合 叶
--------------- -- -----------______,_ -------- -----.,._ 

昭和屯了・竹誓流，事業1,誓'Ij市業｛囁刈m＿変1i誓戸l1業1噂げI-K業 1f 地方i＇限庁鰐

負担額 I-----,-------,-----------一•-----------、- ----、--•"-.-----. -------- -―,．．--------
2: 1 950 2 ! | | 1 '|  ! i l, 950 650; 288, 670 

2,970 22 ! : ： ! 22 : 
i i ! I i I I i 2'97Di 9901 911'751 9,  

23 1 5, 000 3 1 l | i 1 5, 000! 5, 0001 2, 207, 1 98 

! I | ! 300 10; 19,500 6, 500 3 651,824 24 I 19 500 23 I 響 2 

25 40, 000 24 | 660 4 9 

| 496 8| l 42, 750 1 4, ； 50 4,686,882 

26 75, 00e| 3 l i i , 3, 150! I! 2,603'14 |＇|  76, 1 56, 25, ？20 6, 074, 309 

27 96,000 34! 9', ＇ 952,000 17 48C I IOl, 753 33, C50 7,662, 378 

28 ] | 9, 400 4e| ! I 6, 000 2 3, 1 16 i 6 ! 1 7 1, 880 57, 1 33 1 3 874, 588 

29 1 59, 000 52| l ; ; 6,600, 4 498 4i I i :68 1 16 55,000 16 433 269 

30, 156, 786, 4 5 ’ ’  j j22, 731 
| 

7| 360 4, i i63,687 54,463 1 3, 834, 490 

31 I "'・4171 451 ; ! 
895'3 

! |, 
9 | 1 70, 5081 42, 537, 1 5, 422, 578 

32 138 340 43 i | 250| 1 139,235 34, 585 心， 3］3,737 

33 : 04, 000 46 | i ' 9  !,  104,250 26,000 l5,295,863 

34 I 90_ 19: 1,500 I I ; I I I 91,5001 35,0001 14,096,614 |,＇  
斗 1,165,963!4761 1,soo!,:9o,,si'31is,998: s1i 2,5101 6: 1,269,455] 390,2781 129,714,356 

| 
ー＿＿＿”"一 9----- ---------"＂----99----- ： I 

(4) 海 岸保全事業

総延長I,013粁のうち、保全区域は、約500粁、施殻延長400粁てあり、その施設延長の大部分の

改良は、昭和28年災を契磯として、おおむね復輿したことは前述のとおりてあるが、なお改良

を要する海岸か51粁、 20億円におよぶ事業鼠を残しているのて、このうち早急に実施しなけれ

はならないものとして、 10粁約2億円の改良を予定している。これは海岸法施行に伴い、建設

省所管となった166粁の一部てあって、主として紀州熊野灘の沿岸てある。現在施丁中の海岸事

業は局部改良を主としたぎわめて小規模な範囲にととまっているか、これは28年災を受けなか

った部分のうち弱小堤防の補強を主としているからてある。また、叉計阿中の保全事業ぱ、吉摩

悔岸を主とする海岸侵水対策事業約23粁が含まれていることと、硯在伊勢湾沿岸て施工中のい

わゆる三色海岸助成事業が含まれていないことに注目すへきてあろう。特にこの助成事業は世

紀の大事業として、特筆されるへぎものと考えちたのて、次にその慨略を述へてみたい。

13号合風は昭和28年9月25日夕刻、三重県を経て愛知県岡綺附近に再上陸したのてあるが、た

またま秋の高潮と合致したため、北は四日市附近から伊勢市に至る海岸堤防は全く寸断され、実

に144か所約60粁にわたり被災し、全壊延長も 10.2粁におよんたのてあるが、同様の被害を受け

た愛知海界とともに「特号り措岡法」に見く三重海岸復liJ助成事業として、延長117粁総額141億

円の再建事業に着手したのてあるか、その後可検討を加え、 これをド7粁約80億□＇｛こ圧縮して
施工、開右約90％の出来高をみているが、在来T.P.(+) 3-4米程度の堤防（大部分が上

堤）かこれにより T.P.(+) 4-6米程度の完全巻堤となり、延々と続く海岸が万全の守り

を誇ることとなったのてある。この構造については、建殻省土木研究所を中心として綿密評網

は検討を加えられ、丁費米当り最大30万円から 1万円程度まて、平励 8万円ということになろ。

海岸線の総延長 1,013粁

保全区域延長 499粁
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海岸市業実施一究衷 （単位丁月）
―-- --’’‘’,．，,．、-．---9一--- -一",.．．9 -，．．．．，’'＂9 99,.•- --9 9,．9 -• •" ＂ ＂.，.,，.，，．．- 9ー -

洵 ii'I)閉l初悔 ii’ 同，''II
修＇］§市業 1改良事業 i

i i/lj「ド助成事叉― i 文ill
99- -．．,.. 9 -’‘99  9999 ----••’’’‘9, ……•9-----•••ー，、 唆工個所名

年良か所数市業抒か所数市業 jfiか所数1事業 特| 
•9-• i •一一＇ 9， 1 --- 7-9-―--"1 •一••--••-, .i 

27 1 10 000 2 ! 4 80C l 
26 I I ¥ I'. 13,000 I 

28 1 2 | 4, 500 I 

29 I ! 4,050 j 

30 I I I I I 4,275 
31 I I I 4 

33 l 
:! I I I : I :~ ;:; I 

4 1 1, l oo i 

341 I I 31 9.000I 

-・―"--

(5) 災害復旧事業

191,500 

374,000 

402,500 

574,000 

腿 0,165

311,044 

374,000 

津海庁提防修築事業

津、磯山、二見

尾跨、阿曽、て色海平

尾鰐、で色悔岸

クグ

鵜殴、尾箭、川越、新廂て派海岸

屯箭、新鹿、国府、鵜殿、二派淮iド

鵜殿、新鹿、国府、井田、 叶兵悔摩

鵜殿、井llI、口'i'l悔iが

本県は、不連続線または、梅雨前線による璽I炭雨および毎介腿来する合風により、公！9：E 

木施設に幾忽の被害をもたらされているのてあるか、とくに昭和28灯0)13号台風はずてに述べ

たとおり、異常高潮時により、 ・瞬にして海岸堤防0)全域が寸断ぢれたのを始め、その他土木

施設に甚大な被害を受けたのてある。このように、「1然の猛威に連年さらされている現快に対

処するためには、再度の被害を徹底的に防止するため、堅牢な改良復旧事業を、すみやかに実

施てきるよう、特別の措置か望ましい。過年度災害の復旧状況は、昭和21年災害から27’E災宝、

およひ昭和30年災害復旧か昭和33年度に完成した。

昭和28介災害、 29年災害、31年災害は、昭和34年度に完成の見込み。昭和33年災害は20.8％の

進捗率を示している。さらに安乗川は昭和24年災害て服部）iiは昭和28年災害により両岩がいち

じるしく破堤し、災害復旧事業の実施のみては治水の完璧を期することが出来ない伏熊てあっ

たため、実害の最もはなはだしい区域における復111事業は、災害復旧に助成改良喪を加えて実

施したのてあるか、安帝JIIぱ昭和 9什度に完成、服部川は昭和35年度に完成したのてある。

昭和28年災害による海罪堤防および、感潮河川災害復罪事業の早期実施をはかるので、同屯

業の一部を災害関連事業に振替え、昭和．9年度、およひ30年度にくり上げ実施した。なお、 28

年、 29年、 30年、 3こ年の災害のうち構造物の強化を図るため、災害復旧四に関連改良費を加え

ることか採択された河川、他防、海岸復旧事業を逐次実施している。また、地盤沈下の発生ぱ、

昭和19年の東海地震、ならびに、昭和20年の三河地震、および昭和21年の南海震災に起因する

ものてあって、当時局部的の沈下て判然としていたものは、震災復旧事業として実施されたの

てあるか、その後における余震により時日の経過とともに、地盤沈下の現象が顕著となり、海

岸地帯およひ感潮河川の塩害範囲も拡大され、伊勢沿岸ては0.3-0.6米沈下をぎたしている。

これがため、河川および海岸の地盤変動対策事業を連年実施しているが、昭和34乍度まてに、

全体計画額の約50％か完成する見込てある。
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国庫負担（補助）災害復旧事業費凋書 （単位千国）

22 l 23 24 25 : 26 27 28 1 29 1 30 i 31 32 1 33 
―̀ ―-1 -] 1 •--•9 •一9 9一•I ―--―9 ―-9 9------

区分＼―＿＿|--• --- -' 9-•一•- 1 --I_. --9- — --9—--1 •- | ．］ 
| | | i l 1 | 1,  

事業距9,022[1]8,3121304,0691479,915j305'1381309,872il,77D,535i3,1os,835:I, !90,499:1,331,64011,128,1981843,507 

I I I 
国1，1'，負 i I I I I 担袖助6000 76,727 202,494 454,0]9 200,277:269,632 1,599,！42 2,926,315 1 083,30411,232,7374,051'384 744,547 

額 I I i --.,_, ____,J _______,_,, ___, -•一-…••9・—',,,,·------一，,_一

国庫負担（補助）災専復旧事業費年度支出一覧表 （単位千円）

戸~ 22 1 23 24 --• -；5 26 27 i 28 29 30 3i ! •-32 

区分 1 - --」_I _＿． I | 1 | 』-
I | I 21 I 
i 

1,.0221 
I I I I I I し 1

22 9, 022 3 1,500 27,066 30, 798i 

23 | |86 735 1 12 066 197,49396,852 73 535 189,338 1 

?4 | 1 164 937 1 96 49694 571 |52 1 86 72 592 124 666 I I 
25 i I I i s5. 12年．7I 3j83,] 34I 7!, 229I 44, 875I 89, 897[ 50, 2791 

,s I I I I b1.002l9s.,s,I 63.6661 37.8461 _. 

27 i 
?8 1 

I 86 5331 72,985i 1 6 821 i i 0,998 1 3,321 8 657 23,512 

I 1 1,300,725 2.7 1 7,545 928, 202 1, 1 09,909 930'086 588, 775 

29 137.snl 1,o.9s6I 15,5611 79,911I 53,689 

30 i 1 7,325i 12, ！ 85| 4,45 11 4,261 

31 i 
I I 

32 

33 
I I I l I ¥'6-9151 :~:~] ~::;:; 

89,719 
I I I I ----- — り一＂

単 独災害復旧事 業費一覧表 （単位千円）

三¥-ー----------- 1 ----•『-- | -- --支出年度
------・ ~I 25 I 26 I 2, I 2s i 29 I 30 I 31 I 32 I 33 

区分 ～ I ..- ＼ 

I 応氣抒 2,190: 9s6[ 1,s21j 310,ooo[ 121,315; 921[ 2,4901 6,241[ 7,039 

I 
＜！咽復 1日事業 l'i I 48,0071 44,9141 23,466: 600,9521301,4091 68,4591 58,9411 52,2441 52,961 

--- - ------ --- -- -- ----- -- - --

災害復旧市~業助成工市一覧表 （単位下円）
--- - -

支：＼／分河川数 1 事業野 1:―—-—戸＿ 竣工河川名
年度 ・ ！災害牲 1助成舒!,  ."•~ ~’‘’~ " ~, 

'9  :＇：  
2, i 1 l 11. 33sj 11. 33BI -． I , 安楽川

25 9 7,942 5,4521 2,400 ク

26 I I I ll,3611 6,1141 5,2451 e 
I g 

27 I I I 17,0351 2,002! 15,003I " 
I l 

28 I 1 I 15,6211 4,6211 l:,0001 --" 

29 | 2 63.567 33,943 29,6241 服部JII

30 I 1 I 1.113.8101 695.so,1,1s.003 ク

31 i 1 11.066,002I 445.635! 620.367 ク

32 I 1 I 102. 9581 10. sss1 632. 0101,, 

33 I 1 I 469.3891 105.8451 363.s,,,' 
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災宍関連下業一覧内
~ ~ 

二＼
, 30 
t < 

I 3 1 
"．＂ ~ "—~ 

―- I :---
2 I i I I 

！ 
—--—--•---~——--•—! ------ | ---•--1 •--•-....__ i ヽ―•一•-----

~・~ ~ ~ ~ ~ー•" "~ ~ -9ヽ ＾ ‘‘/． "

28 

29 

工溶
E

•~~j 

筒所数 l 
i 4, 1 68 

415.355 I ： 

429.523 

20.402 

38.409 

58.811 

（阿川、蔀岸、徊防）

---------------一
額
~・~

33 31 

L
 

,~4 

32 

2, l'/6 

2,506 

4,682 

ひit小＇f了戸］）

埒 ＿ーじ

か所敦

30 

3
 

30 

32 

----------・-・・・・--・-・--1 

33 4
 

4, 383, 

4,513 

＇ 8,896 

， i 

I i 
ー9 - ---9  - ;―--9-----9 -9 9-9 99 --9  9999-99--9---- 9----―― 

1,100 i'  —…—, 

2,087 I l 

9ー，… I… ,',,__,l----1-
：＇  ，:  

， 3,496 245, 
I' ： 

2.087 i 1,087 1 800 I 2 

! 4.583 , 1, 0 4 5 

'----·-----·-·__~——~ 
5,452 I 6,522 ! 

3,507 I 9,1so 

8、959I 1s,702 
・・--・ 

•一'

5,992 
| 

4
 

地盤変動対策事業—一覧表
-,---- - - -,~ --,-- ----- ----- - -…•-"" "--- 、 - -＇一ー• - ....＂ 

一ヘ一 区分！ ， 
支出年度 i j/1エか所数 事 業 野
~~ -•—‘-—---• •••一●ー・＿＿，．＿＿＿．．．＾●-一•---—•-•---•ー 、9'‘...--••--L•—●●●●ー—

28 ! 4 j 29,274 

29 I 5 27,900 

30 4 i 46,749 

31 ! 11 i 60,972 

J2 I 10 I 74,486 

:: _＿． 1: ---．:: ：:: I 

（河川海岸） （岨位千円）
”"..~ ＂ ~ ~ 

竣工か所数
/ •t ~ 

4 

5 

4 

11 

10 

12 

4 

(6) 河川管理

河川管珂のむづかしさと、これに伴う管理強化の必要性は、全国的な傾向として、 どこの県

ても数多くの間題に直面していることと思われる。各河川と、とくに工業地帯または、総合開

発地城における水利用の高度化について、既存水利権とのあつれぎかつねに生しており、それ

らの調粋に、なみなみならぬ努力がはらわれている。 とくに惜行水和1使用鼠なとについて1ぶ充

分の調杏とともに、河川、水利合帳の整備を必要とし、とくに他府県と関連のある河川における

水利権の取扱いに当っては、その調柩を慎韮にしなければならない。河川叶産物のうち砂利、

砂等の需要が近年とくに伸びてきたため、各河川とも各所て採取制限を行いはじめている。名

古犀方面向け最大の産地てあった員弁川は毎年許可数屋200,000立方米以しを続けてぎたが、農

業用取水、橋梁等河川［作物にいちじるしい悪影響か現われたため、昭和33年秋には、下涜部の

仝面的な採取制限を行い、現在は、上流部において厳竜な規制のもとに採取在続けているが、御

幣川、内部川、安乗川、宮川宵ても、徐々に機械採取の制限か行われている。一般に打取可能

骨材羅は先網りて、すてに砕石に対する業柿転換も指導しているか、近い将来人］ー：骨材を宇とし
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て使用すべぎ芍期がぎいているのてはないかと衿え氏れる。また、阿/II敷内におげる民有地

の取あつかいについても、上地不足にともない特に管理を厳州にする必要がある。

河 ） ＇ ！ 区 域 並延長凋総；「表

河 川柿別支弁別！河 JII 数延長（米） 1 | 
"—"• ~-• I 一"..~．~.~ ~." ~ ^‘"~ ̂‘~ ~ ~ ~ _..＂＂ ~ ＂ ~—~.. ＂ •~ " ~ "~ ＂ 

! ! 
河川怯 施行 河川 県 牲 12 

河川法準用河 JII ク
河川 147 

; ｛湖沼 ！ 

一 般河 JI! I ij I I 

.. t~”~~ ~ ~”~~~…”" 

備 考

2

0

8

 

4

4

1

 

2

9

8

 

9

9

.

 

3

6

3

 

5

6

 

1

2

 

次表は県内主要河川について水理概要を算定記したものてある。

表中の数値は、それぞれ次の方法により算定してあるから、工事計画にあたっては更に詳細

な検討が望ましい。

(l) 番号は、河川言葱定書の河川番号て「施」印は河川法施朽河川、他は準用河川である。

(2) 涜域面積、流路延長、絡恙等は 5万分の 1図による。

(3) 到達時間はBziha式によるか、これに用いる到達時間内の平均雨星強度係数は、伊藤剛

氏による A、B曲線間の数値を使用した。

(4) 計画洪水量は、改修中の河川流菫、雨量記録、河状、地勢等を勘案し時に比涜呈のBalance

に重点をおぎRational式により算定した。

(5) 日雨呈および雨量強度係数は、従って計算上の基礎を示すだけのものて、既往最大日雨

籠もしくは統計処理を行った確率日雨量を示すものてない。

(6) 支川の流最は、それぞれ合涜点における数値を示す。

(7) 流量の単位は100m3/sec、それ以上の河川ては 5m刃secの単位とした。

Rational式：Q~0.2778f.r.A

到達時間内平均雨最強度：r~CT.R匹

{ L 

i :：72V(／じ）゚゚
Q, ＝計酉洪水量

Rziha式

f． 一流水係数 m3/s 

r. ＝到達時間内平均雨量強度 mm  

A. -流域面積 km2 

CT.＝雨量強度係数（伊藤剛氏に依る）

Ru.＝計画［］雨量

T ~到達時間

L ＝涜路延長

V ＝洪水伝播速度

H ＝落恙
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摘 要

長良）II合流点迄3,700m'/s

0. 70 

o. 75 
閃卜合成1、こよる。
局改I.677t/Sとしていろ。
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県内逍路の現況

1如道 路

本原の道路の現況を述へれは人要次の通りてある。

(I) 道路網

（伊勢湾台風前）

東蔀直、参宮国道、旧熊野国道、和歌山術道等を中心に、その整備は交通機関の発達と、国

内交通の頻繁化に伴い、次第に発展しつつあったが、特に、大．［E8年に道路法が制定され、国

道、都道府県、市町村道咋の指定が行われるにおよび、国道 1号線（旧東海道）、国道23号線

（日参宮国道）、国道42号線（旧熊野街道）等の改修を初め、其の他の地方道の大改修がおこ

なわれた。

戦後産業の復興とともに、道路整備は、最重点施策として推進されることとなり、県下全域

にわたりその実砲をみつつあり、名四国道等の新しい道路建設も国家的串業としておこなわれ

ているのてある。

(2) 道路の密度

三重県の道路の密度は、昭和34年 3月末［］の調べによると、表に示す如く、菌府県道の密度

B/Aは、 529m/km2てある。

道 路 密 度 表 （昭和34年3月31日調）
．． 9， ．，  

有効II虞 C/A 面 粕： 国府県道 1方粁 i 延長 1
区分 人口 粁当り

3.5米以ヒ

囚 延長 (B)I当り人口
国府県道 m/;;/IC/B% 摘 要

(C) 
わ

ー• •一•平方粁―9 人―••一一．—-米 9-―米I ,＿一人 9--• ― 釆―-- ％ 

這県 9 5, 765, 85: 1, 473. 738 3. 048. 666 255, 483 1, ！ 6 1, 226 20 1 38. 1 

•~”~ ‘̀”~,.,p~”-’’"•~ —~…~..…•~…| | ＿_  

次に巾旦3.5米以上の国府県道延長は、約1.160粁て総延長に対する比率は38.I％てあり、そ

の密度は201m/km2て全国平均22m/km2の約0.90倍てある。

2.道路の構う造

(I) 道路の巾員

本県の道路1ま、国府県道密度からみると、前記のとおりてあるが、その内容を検計すると、

巾員、勾配、曲線等からみるとき自動車交通に適しない道路が、まだ粗当数を占めている。国

府県道については、次表の如く全延長の25.7％であり残り 74.3％は自動車か待雌するか、或ぱ

後赴を余儀なくされる道路てある。

なお、市町村道を含めた場合は、実延長23,557.670米に対し4.5米以上の区間は1,839,801米

て、あり、一応自動車がすれ違い出来る区間は、 7.8％という現状てある。

巾員別道路現況表 （単位米）
---- ---- --

有効 II］具別内訳 i ！ 
・--・・・.... ---・・・・・・・・--------------------・-

- i 未 改 9実延長，改良済 艮-------------------------------""--------＂.,――"＂,,,--,-,--,-" 

自動車交通
不能区間

7,5米以上5,5米以l-j4.5米以1」45米以上135米以＿113.5米未濶.. ．． --------—ーー 、ヽ—- - ^ -- - - --- -—ーー、一・-・・・-----・-・・、， 
i級国氾 276'7041 I 07'4591 32'9091 I 33'4 "I 30'3931 72'526 

2級：i] 沼 2238131 5 453 51 027 1 34 3571 27 072 105 904 

『要地方迎 507,9271 14,443! 79,1071 113,9771 704! 107,5801 192,1161 20,171 

''''  一般県逆 2,040,222] 24,4631 72,5151 193,3731 19,190] 213,787:i,516,3941 170,448 
I 

計 3,048,6661151,8181 235,5501307,3501 87,6681 378,832:1,887,4401 190,619 
-・ '' ' --・-・ L :__ :…------…—- 、――”"-----—ヽー...-一 、. . -. 1 ------… I . --』 | L _ 

(34年 3月31日調）
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(2) 路而

木県内、道路の舗笈ぱ次衷の如く 260.179来て仝延畏の（革かに8.5％てある。簡易舗悶を除げ

ばその令延長に付する比率は7.3％てある。

また、県内砂利道については全延長の91.5％てある．

路向別道路現 況 表 （単位米）

全延長 I砂利氾
―"-----＿＿て-39--

市県 3,048,666! 2,788,487 

（昭和34年 3月31日現在）

3.橋梁

(I) 橋 梁

橋梁現況 比 較 表 （単位米）
----、―—"

IA) I ― -—------- -^--―| ―(B) |．--(C)＿＿ ：橋梁数内訳： 橋受延長内訳 i
適路延長わ---~---——--------• -9竺．＿数橋竺色匝長／喜扉，-／玉□橋ーニ憂入麗I〗‘―麟＿＿ ~i_I3__I C/A 

三 重県 3,001,422! 3,3971 47,244: 2,12,, 1,273[ 29,9391 17,305[ 8~-;;:;:[ 1.6形
| 

―---

注迎路延長は橋梁延長を抜いた数字てある。
----._＿＿ ------一ヽ—--------------- --•—--------- 1 ~-- -------------~ 

（昭和34年 3月31日現在）

稲梁調 査表 （単位米）
"-―, ----,,----,~-------------

全休＇
＿路線各＿＿―- 二属二塁ーロニ壁＿口夏＿1-一｀三＿：＿廷橋長ロー：口数7直 □
ー 級国遊 427怜 8,135 j 379 i 7,628 i 48 i 507 

二級国造 279 3,239 196 2,476 83 763 

主要地方迎， 63 1 !9 7.760 424!9 5.798 207 1.962 

一般県迎 2.059 28. l i o ! 1, 124 1 4.037 935 ! 14,073 

計 3:3_9_7__J___ 47244L 2, 1241 29,9391 1,273 I IU05 ' |  
-------'＿ー・ 1 -~—"-------

注 怜とあるのは、両県にまたがるものてある (34年 3月31日調）

橋種別橋梁数推移表 （）内は100分率を示す
一 、 ‘・ー、 一”̀‘‘"＂---~,c, --------- ' -― "＂ --------------- --------- ―"― 
ベ•—--•--------年次

| 
2 8 年 29 年 30 年

区分～～ ，永久―橋I木璽．＿．計 l＿永久崖＿本橋」＿＿＿鬱 1,K久橋一人□誓ーし責
I 1,609 i 1,7491 3,358 i 1,696: 1,750 i 3,446 I 1,801叫 l,669怜 3,47 1 

ぞ直県：
! （48) （52) （100) （49) I (5!） （i00) （52) （48) （100) 

口年次―----------31 年 I ー百2 年 t-- i ---l百年--
怪分＿＿＿ ～薦種―！永久橋 i囚＿橋＿し＿＿計上永久橋 iポ＿橋 計 i 求久橋！木橋，＿＿〗十

| 
1,842 i I,印 0%13,3421/,1 1,92311,4031 3,326i 2,1241 1,2731 3,397 

軍県
(55) 1 (45) 1 (100) 1 (58) i (42) ! (100) 1 (63) 1 (37) 1 (100) 

_ _..-~- -- - ~- ---•---.-—-"-----'-- -----'-----

荷重制限揺梁現況表
~-~-

総数 1I 荷 軍 制 限橋梁 W 肖動車工事中！被災流
.,,ヽ'•…~ I 
1制限橋橋種別内訳

交 iifr
制限屯数内訳 不徒区間！の橋槃 1失橋梁
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県内港湾の概 況

1.特定重要港湾

(1) 概要

四日市港は三重県唯一の特定重要港誇てある。木港ぱ工業港として包激な発聰を示し、昭和

33年貨物取扱麓は戦前最高てある。昭和12年港諮坂扱貨物麓の2.7倍、入港船舶総トン数て3.

倍と急激に増加し、その後も筍速に増加の傾向にあるのて、港涙施設を緊急に昭備拡充ずる必

要か出てぎている。

(2) 現状における監路

（イ） 雑貨の増加に対応するけい船岸の不足ぱ、現在施行中の第2ふ頭の早期完成を必要とす

る。

（口） 公共石炭荷役施設がないため、不経済な孵荷役かおこなわれ、迎河沿いにある狭陸な貯

炭場を使用している状態てあり、昭和34午度清下した石炭ふ頭の緊急整備が要請とされる。

（分 門日市港は、東または東南東の風か最強風向を示しているため、現在の旭防波堤ては、

笥2ふ頸南寄りのi白地、および、けい印施設を遮蔽するのみて、まったく無防備てあるため、

しばしば災害を受けている。

（二） 小型汽船および機帆船の入港か増加しているが、従来から荘難水域として釆1]用されてい

た塩浜地区泊地およひ建設中の東邦町石炭ふ頭の前面水域か、大型船に使用されることになっ

たので、船瑠を他に求めなければならぬ現状てある。

（ホ） 大型タンカー用航路の拡巾および第 2ふ頭、第 3ふ頭の使用開始にともない、大型船用

錨泊地を沖に移設する必要にせまられているか、現状においては適当な移設水域かないため、

クンカーの入港、および第 2ふ頭、第 3ふ頸の使用に障害を与えている。

（へ） 臨海綿の工業用地ぱ、利用されつくして新規工場進出の余地かなく、工業階としての発

展をはばんている。

(3) 施設の現況
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(41 判用状況

（イ）航路

閉和34年に入遮した外館船について、その内訳を調べてみろと総佐数:i80位(4,56,908G/T)

のうちタンカー 136笠 Cl,649,942G/T)定期の貨物船および客船194坦 Cl,337,026G/T)な

らびに不定期船260復 Cl,57.54G/T)てある。

定）叩1船と不定期船との比率は坦数て44:56、総トン数て46:54となる。

（口）港誘取扱貨物

港誘瑕扱貨物麿 （単位トシ）

一99- ～9- ＿ _ 9-’,.. '—••— --••,．，．．9一 ： ， ー一ー••,．-•-- -

:: 年次 i : 

区分
昭和12年＇昭和 28年' 3 0 年

¥ I I i 

3 2 年 I3 3 年 3 4 年 3 5 年

―,．．．’’"'，.  -•マ．．．＂＂『＿，99●一＾＾”＂',．＂ J- -9,．ー•一•'^’

輸出 70,573: 11,091: 42,4731 46,9311 49,570: 150,7111 319,167 

翰 入 171678| 930 2 19 l i 18 7791 1 448 336 2 138 421 3 087 370| 4 616 967 

小 計 242251| 941 310 1 161 2441 1 495 2671 2 187991i 3 238,081 4 936 154 

移 cl¥I 153,0281 520,2631 706,6191 sc,9,7631 1,394,6951 2,041,3801 2,450,710 

移 入 1,21D,8011 402,2801 701,66',1 1,223, 7071 766,6241 767,8531 675,349 

小 計 11,363,829 922,5421 1, 408, 284 2,083,470 2, 1 63,319 2,809, 233 3, 1 25,559 

合計 1606,08011.863,852! 2,569,5281 3,578.7371 4,351.3101 6,047,3141 8,061713 

- --'----'---•-•--、/""""..、、~”~ ~ " ".--…~ ~ •—•........ -,・・・-・--

順調な伸びを示していた四日巾港の取扱貨物呈は、昭和12年を項点としてそれ以降は戦争の

影鴨により下降したか、戦後は、背後地の］業什：産力の回復に伴って、順次．［~~昇して叩和28年

にはほぽ旧位に復し、昭和35年には戦前最高を示しII(｛和12作の 51/¥に滓している。その推移状

況は次のとおりてある。
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2.地方港湾

(1) 概要

本某には、桑名、千代峙、白子、津、松阪、宇治山田、恥羽、的矢、腎島、浜島、五ケ所、

吉津、長島、引本、尾鷲、三木里、賀円、二木島、木本、鵜殿、の20陛の地方港湾がある。こ

れらの地方港誇ぱ、 1『後地内の伍活必需物資てある原材料の国内諸港間の輸送に当っている。

その取扱貨物は、年々増人しているのて、港湾施投の増強によって沿芹翰送力を強化する必要

にせまられている。

- 23 -



5

5

0

 

5

7

3

 

松

阪

2

3

~,~/~, 99 
.

5

5

 

-9.|＇9●:
 

―

―

 

.

-

2

2

 

4
 

―

―

 t{~•4 
1

.

-

｀

／

．

 ―
―

 

9

,

．
ー
、
●

9

●,
.. 

iooool| 

11~ 

/
j
5
 

J

↓
.
 

1
」

兄，i

＿

.

 

~
・
~

.

0

0

'

 

ー

・

66~ 

現

了

代

崎

｝

一

・

-

．

 

l

5

5

t

 

の
一
ー'i—
:
|
7
7
.4

4

.

 

一

桑

名

受
一

．

．

 

．
 

1-—-a-

-

．

-

疱

i

繋

戸
¥

＂

．

 

t
 一ー

・

仔

一

ヽ

．

誘
~
i

只
計
一

・

ト

―

一
，

i
~
1
_

一

痙

一

-

i

▲

▲

、

-

港

．

1

J

.

4

1

'

 

)

-
2

f

ー

．

l
-

r\• 

け

い

船

岸

一

（単杓m)
,----,---

,1」凡＇的＇六 ＇ぃ＇浜， 
Ill I, 手1 矢為I I島―|  | •-•9―---•,-•一

! 260'|  

423: 4271 i93'， 2351 1,497 

4231 687! 1931 2351 1,497 

--・---------- -------・●●―--]―---- - --------—, -＿_ ----- ----------- ----- ----ー-. | --I 厚ー「'-1 に引 困 木 i 吋 1 木 1 本訂、 計

け｛ r- 一；所1!中 扁 木i賛493 fI I島 1 本 i伊ーー：8

[] '］型けし船i-f | 823 160 1 802 658| 693 232 5281 1 028 56 152 9 142 

計 8231 1601 802¥ 658'1 1.186¥ 232I 5281, 1.02al 156! 1521 10.150 
―-------―-__-—- -------_________—-----—_!___ ＿―----3tm1__52t-――-I -----I_-—---’- ---

(3) 利用状況

（イ） 主要地方港達の取扱貨物量 （単位 ton)
'‘” 

I 
"＂ / /, 

- -/..,/9  ~ ~. - -~-

| 

I 
津 松阪，宇治山田＇鳥羽長島引本尾箭—-•9• , -------—--」 I _＿. ~-~」 ---~ --'-＿-＿__＿1ー、一ー•---····l\1·!-

| 3 3年 65,633 I 32,759 I soi,825 I 13,029 !, 101,023 ! 34,155 I 72,237 
3 4年 |68.676 I 36,530 I 459,630 I 14,513 1106,723 I 33,837 I, 76.308 
3 5年 i64, 565 53, 84 1 740, 250 58, 326 92, 1 23 36, 394 1 64, 366 i 

I --.[”"~ I I ...--・  -

（口） 主要地方港湾入港船舶

3 3 年の各港入港船舶
—•• 9 ハ~

i 油 松阪 宇治山田 島羽
一999"tw●●---------------'―~.．．．—● ~9  9- ~... ~—1- ---------------―" ~....."—• ● ●" • ~ 9•• 一I ，・
I疫数 絵トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数_J ―-~、9-」-．．．．．．．．999----- -•-'—------~——’--~~--••• 9-----: 9 ':  ： 

商 船 I.5941 92. 900: 706; 35,21 Di 6. 996: 360. 4921 7, 5901 909. 150 
漁船 l 3,850 39,050i l, 304, 26,080 265| 14 575 9,900 27,060 I'  避難船 i 69¥ ,.296¥ •1 l 3s'1 1.1so'1 9_3101 909_910 ， 
その他' 84j I,367j lj 406 

＇ 
: ］801 14,400 1 
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.•..••...•••.••• -----・-・ ・---- - -.......…  

長島 引本 ' ＇ 尾 鷲 二木島
ー・~，~一~．~ー• - -； ： 

隻 数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 i総トン数 隻数 総トン数ー• 9 1 i 1 1 ―—了 1 ---

65 330 4 920| 140, 1301 3, 314| 1 1 1 2591 1, 8401 104 1 30 
138,6201, 9osl, 52,560[ 20.000[ 44s,029j 1.520[ 23,100 

I 3501 221 I 55 2421 335i 37 6501 3951 ; ; ;;~ 
1, 1 80 32 8 1 101 1961 4, 6701,  

＇ ； ： ' 計 I13.6041 206.4801 6,o7•[ 2s6_0,,I 31,8451 60L6081 3.mj 
I 

I 
256.0421 31,8451 601,6081 3,7551 178.450 , 1 -• ~ • ~

ツ
~
・
~

船

船

船

他
難

の

商

漁

避

そ

9

6

8

1

 

9

3

1

5

 

2

2

 

．

．

 

1

2

 

- 24 --



第＝節 県士の社会的、経済的、条件

第一項農地（特に干拓）と緊落の発展過程

木只下拓の懇史1ま、 ぎわめて古いものてあるか、その規模は小さく 1[J]地I,000ヘククー！レ

以Tミてある，木曽川、揖菱川、に良川、 卜涜、即ち、伊勢誇ては下拓か古くから行われたのぱ、

幾多先覚者の努力の集積てあることは否めないか、これらの努力を結実せしめたのは、入噸時の

1―拓技術に適した立地条件をもっていたことてある。これらの地方ぱ、すへて誇内に涜入する

多くの河川をもっており、この河川の運搬する土砂か堆粗し、かっ干満の芋の大ぎな特徴をも

つこの地方ては、満潮時の運搬ナ砂を丁潮時に、海岸に堆積せしめて、河J'！の連搬ヒ、と合わ

せて、海岸「ひかた」の形成を促進せしめたものてある。

干拓事業の最も重要な下事は堤防てあり、その費用は下拓事業告の70％を占めている、しか

も、わか圏の宿命てある台風は、毎年干拓地のある地方を襲い、猛威を振い、波浪によってこ

の堤防を破損し干拓事業の進行過程においても重大な障害を与えている勺戦後施丁した城南干

拓もその一例てあって、この総面積182.8ヘクター！バ耕地而積132ヘクター！レ（田127ヘククー

！レ、畑 6ヘククール）となっており、この地区に70戸（立田30戸、大平19戸、福21戸）か入植

し集団配置され、緊落を形成したのてある。

また、本県の平野部、すなわち伊勢平野は東低、西高の鈴鹿山脈、紀伊山脈よりそれぞれ河

川（鈴鹿川、雲出川、櫛田川、宮川、其の他の河川）が士砂を撤して形成されたが、各河川ぱこ

の盆地構造およびひ＼その後の地盤運動に影響されて、その涜を東部の方向に平行的に伊勢湾に

流入している。これ等による沖積地帯は豊富なる水の恩恵により水稲栽培に適しているのであ

る。農村緊落1む輪中地域の線状緊落、鈴鹿山脈東麓の悶状地の前端にある緊落、伊勢平野に多

い昔の街道（旧国道一号線）に沿うた街村緊落櫛田川や鈴鹿川の下涜に見られる自然堤防の集

村緊落なと、いろいろの塑式か見られる、北線の合地や丘陵の上には散村緊落があり、リアス式

海炭てぱ闊村の漉村緊落等がある。伊賀盆地ては、農村が周囲の山麓線に沿うて環状にならん

ている。盆中盆地の平1l1小盆地ては、伊賀盆地の縮図のように山麓にならんだ緊落がある。ま

た、南側のものは、日当りを受けるために、山麓より少し離れている。以上のように、緊落が形

成され時代とともに発達して、本県経済の基盤となっている農業生産をあげているのてある。

第二項都市と廂業（工業）

概 説

主喧県の工業は、伊勢湾沿岸に住古から発逹しているが、なかても鈴鹿市以北の北納地方ては

昭和33年1241徳円の生産をあげているが、これは県全体I,783岱可の69％に相当している。 そ

のため、丁業の北勢における集中度は相当高く、この地方は名古屋市とともに伊勢誘北郊臨海
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丁業地帯の一費をなしている。

桑名市

（鋳物）

桑名市を特色づけるものぱ銑鉄鈎物であろう。古くより「桑名鋳物］として箸名てあり、美

肌のうす物に独特の技術を発揮している。景気変動を受け品い産業てあるにもかかわらず、最

近は輸出用ミジン部品、電動機祁品等かその生産の大部分を占めているため、逐年生産1ま上昇

し、昭和33年は 7万トン38億円を生産しているが、 昭和34年 8月には月産6.000トンという有

史以来の記録を作っている。全国的に比較しても（工場数70余）、了場当り生産窃、―工場、平

均規模等、優位にあり、貿易自由化の傾向にある現在、各企業！t、近代化による生産合珂化を

はかる尊、極力牛産増強につとめている。

（機械）

市内に、東洋ベアリング桑名丁湯、日立金属、桑名「＿場、郊外に東京芝商電気
＝•平丁場（朝

111月］）の大企業があって、それぞれ軸受、鉄管継「、電動機、変圧語を1：産しているが、その

系列1一にある機械丁場は約30エ喝あり、いづれも活況を呈していなミジン部品の鉛物を地元

て1産している関係て加上部門の業者か多く、年間10億円以Lを生産している。

（繊維）

束洋紡桑名製絨工場において毛織物を生産しているほか、クオル、織布等数工場がある。

（その他）

クンス、洋家具、その他の木丁品、段ボール箱、皮晶製品等の製品がある。

四日市市

（化学工業）

四日市港周辺にある大協、昭和等四日市の二大製油工場があって、石油精製を行なっている

か、その製品および排ガスを利用して石油関連製品を，t産する•-―菱油化、 菱化成、三菱モン

サント化成、四日市合成、 日木合成ゴム＜在の工場かあり、 近代産業の花形ともいうべ苔プラ

スチック工場の匝料てあるボリエチレン、マチレン毛ーコー、 塩化ピニール、 合成ゴム等関

連の石油化学即品を生産している。 石油化学コンピナートとしては世界に誇り得るものてあ

る。

石原産業、東海硫安、了＾菱化成、第一下業製薬等の大企業があって、硫酸化学肥料、カーパ

イト、流剤を生産している。港周辺に約10の製油工場かあり、柏物油の生産を行っている。こ

の地区における化学工業の生産は年間500億円に達している。

（窯素）

四日市市阿倉川地区周辺には約120におよぶ陶磁器工場があって、輸出向食器、 琉具等を生

産しているが、最近数年間海外需要か殆んと一定していて、景気変動に左右されやすいこの業

界も非常に恵まれている。年生産額28~30億うち、輸出は80~85％を占めている。日本板硝子

四日市」越訊ま普通板硝子を生産している。
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（機械金属）

富士電気ご電工湯において汎用電動磯、扇風機、衿蔵庫、洗濯磯を半産しているが、この系

列下にある下請工場は市内に約20丁褐あり、いづれも親丁場の店況によりめざましい生産．上昇

を示している。電機のほか、製圧、製機具、ボンプ、繊維磯械、建設機被なと産業円機械の生

産が盛んてある。銑鉄鮪物工場は、約20社てあるが桑名地区よりも規塙は大ぎい。ミジン部品、

電動機部，閉屑月約I,000トンを生産している。

（ 繊 維）

東洋紡、鏡紡、平田紡8つの大工場があり、 拡毛糸（生産高全国一）毛織物、綿糸、東亜

紡、綿織物、漁網等を生産している。また、中小企業としては準網 7丁越戸タオル20エ喝、メリ

ャス 5工場があり、特別に伸長はしないが、横ばい状態の牛産をつ＼けている。

鈴鹿市

（ 繊 維）

戦後誘致した呉羽紡、大東紡、介毛織等はいづれも拡毛糸、旭ダウぱサラン合繊糸な生互［し

ていな

（ 機 械）

木「日技研工業は現在エ市中てあるが、 35年に完成しオートバイ月産 5万合を牛庁すろ予定て

ある。

（その他）

市内白子地区に特荏品として型紙、思守の製造か行われているほか、中小企業としては見る

へぎものがすくない，

津 市

（ 繊 維）

倉敷紡、近江絹糸、中央毛織、中央整毛等の繊維工場があり拡毛糸、毛織物、綿糸を生産し

ている。津市および近郊久居には30のタオ lレ丁：場があり、四日市地方と合して、全国のナ要産

地の一つをなしている。生庁額は年間21億5,000万円に達している。

（合成樹脂）

松下屯丁^ （配線器具）住友ベークライト（通信機賭部品）において合成樹脂成咆品を生産し

ているほか、下請丁場か市内および周辺に20下場あって、いづれもフエノード系樹脂の成型加

工を行なっている。

亨

（その他）

呉羽ゴム（白転車クイヤチューヴ）、日本硝了絨維（硝了繊維）等の大企業がある。

松阪市

（ 繊 維）

鑓紡、興和紡、松阪紡の三紡績工場があって綿紡をおこなっている。

（その他）

作業工具、ジヤットル、小巾木綿有の生産がある。
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伊勢市

（機械金属）

神鋼雷憫印羽山田両丁鳩において汎用電動機、癸電槻、訂潅胄機器、宝庭用電気槻旦笠を作り菊

川鉄丁所において製材木工槻を牛産している。中小介業機械］坦はこれ＇庁の下請工場は約 30、

ミジン郊吊、舶用内燃機、繊維機械咋が17丁場ある。 内内人階地区に約10の木造船工場があ

り、全団ーの↑産を誇っている，

（その他）

入日本紡、 桝紡、東洋紡（拡毛糸および、棉紡）横浜コ＇ム（自動車タイヤ）＇庁の大丁場か

ある 3

そ の他

その他の都市において、それそれ特徴ある産業となっている丁業卯只ぱ、次のとおりてある。

工場名 製 古］

亀山市 亀山ローソク 芙術ローソク

亀山製糸 牛 糸

上野市 立川ペン ペ ン 先

安山鉄工 ミジン郭品

伊賀 窯 業 耐火 レン ガ

森下 弁 柄 弁 柄

名張市 賽北農機 農 機 7日S 

尾鷲市 海洋ゴム コs ム 製 品

長島町 中川産業 タイムスイッチ

第三項 臨洵］：業地幣の造成過程および計両

四日市港の背後には全国第一の設備をもつ毛紡績工業がひかえ、今もって繊維工業1ま、本県

のみならず、中京丁業地帯にあっても、首＇りをゆくが、近時、＿．菱油化、日本合成ゴム、昭和

四日市石油等三菱グJレープを中心とした、石油化学工業の進出にともない、北伊勢臨海て業地

帯は、我国の新鋭軍要工業地帯として、関係方面の注目を集めている。また八幡製鉄の進出が

期待されるのて、我国初のケースてある、石油化学と鉄銅の桔びつぎが実現するものと予想さ

れ、その発展が大ぎく期待されている。北伊勢臨海工業地帯とは鈴鹿市以北の臨海部はもとよ

り、内陸部も包含した 3市 3郡を広く呼称するのてあって、その而積、 772平方粁てあり、県の

総而積に対して、わずか14％にすぎないけれとも、人口ては、 30％にあたる45万人か常住して

いる四日市港を中心として、発展した、この工業地帯には、大小 3,000のエ湯があって、 6万

人の従業者か働ぎ、年間1.230億円の生産高をあげている。 これは、約10年前の昭和25年頃の

350億円と比較すれば、ほぼ 4倍の顕著な発展ぶりてある。 主な産業は繊維工業を柱として化

学石油、啜業、金属機械笠てあり、字要な会社工場は東詳紡績（株） 5丁場、鏡淵紡紹（株）、
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東雨紡績（株） 2丁坦、平田紡績（株）、只羽紡績（株）、大東紡績（株）、旭ダウ（株）、

ニ菱モンサン I- （株）、―-•-菱化成（株）、口菱油化（株）、石原産業（株）、人協石油（株）、

昭和四日市石油（株）、東海硫安（株）日本板硝子（株）、小野田セメント（株）、日忙金属

（株）、東洋ベアリング（株）、富士電機（株）、等32杜―1ご場てある。今後における発展は、

行））な会社の進出にまつところか多いのてあるか、近時把握したところによると、本県へ進出

計両をもつ会社は、八幡製鉄等？〇社におよび好兼気を反映している。今後の工場誘致は「工場

誘導」をいたすよう考慮しているのてあつて、北勢地方の臨海部へは原則として、既存工場と

関連の深い産業の誘導につとめ、重化学工業地帯の構成に重点を置く、また、中南勢地方につ

いては、基幹産業を中心とした重工業地帯の編成を目途にし、全般に内陸部へは繊維工業、食

糧品工業、電気産業等の軽工業を誘導する計画である。

生産見通しについては、客観的惰勢の推移か極めて激しいため見通しが立て難いが通産省に

おいて、昭和3？年実施した生産見通し調査結果の中間報告の見通し指数を利用して箕出すると、

昭和42年において、三重県の牛産高の生産が3,485億円となり、このうち、北伊勢臨海工業地帯

は、 2,179億円の生産をあげることになる。 しかし、この見通しには、八幡製鉄の進出が、全

面的に見込まれているか疑間てありまた、指数自体名古屋通産局管内全般の指数てあるから、

あくまて推定てある。これによると産業別にみてこの工業地帯にあっては、繊維工業は昭和30

年の187倍て69？億円、化学工業は？．37倍？即億円、石油工業、 503倍380億円、電気機械5倍203

億可となっている。

工業用地

工業用地は、臨海部にあっては、 30,580平方粁 (9,225千坪）の哩立造成可能な用地がある。

おもなものぱ、桑名、川越地先500ヘクター 1レ、霞ケ浦富田地先330ヘクク -1レ、楠打海岸300ヘ

クター！レ、津伊倉津海岸330ヘククー Jレ、松暇黒部海岸330ヘククール、伊勢村松海岸660ヘク

クー 1レ、等てあり、石原地先43ヘクター 1レ午起海岸76ヘクタールは目下埋立中てある。

また、内陸部にあつては16.933千平方粁(5,153千坪）、の適地があり人は伊勢市明野飛1予場附

近辺の415ヘククールから、小は鈴眼市の33ヘクタールにいたる33か所に点在している 3 且月発

公社を新設して、これら工業用地の埋立、或は、用地の買収を今後推進して工場誘導に便なら

しめる計画てある。

工業用水

工業用水は北伊勢地帯で、 1日67.7万トン消菩するのてあって、これは県内工業用水77.3万

トンの87％にあたる。上業用水を過度に、地「水から求める場合、阪神工業地帯に見られるよ

うに地盤沈下の現象か発化：．し収集不可能な事態にもなりかねないのて、昭和29年 1月～31年3

月、第一期工業用水建設工事をおこない、 1日5万トンを三滝川と鈴鹿）！の伏流水に求めたが、

さらに昭和31休 4月～33年 3月、第二期工業用水道建設工事によつて、 1日4.5万トンを叩屋川

の伏流水から採取し、国在 III 9.5万トンの［業用水道による用水か北勢地方て消毀されてい
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る。しかし、なお、不足をしているので、昭和33年4月から 6年計画により長良J日から、 1日

25万トンの表流水を採取するための、第三期工業用水道工事が41億円の予算によって進んてい

る。

八幡製鉄進出は、用水の分野においても、さらに多量を要することになるのて、第三期の完

成をまたず、第四期の計画を樹立せなければならないことになった。

港 湾

四日市港は、昭和33年616億円の貿見額をマークした。その内訳ぱ輸出が 3億円輸入613億円

てあり、板硝子、琉安過隣酸石灰は主たる輸出品で、翰入は、羊毛、原油、綿花、原糖等とな

っている。全国的に見れば神戸、横浜、大阪、名古屋、東京、若松、川崎の各港につき第 8位

てある。入港船は、年間6,776隻て、 1日約40隻、毎日入港したわけてある。このうち、外航船

は472隻200万トンて、内航船は、 12,304隻におよんている。目下、昭和38年度、完成を目途に、

第2ふ頭の整備工事がおこなわれている、この工事は、長さ190米、巾65米、 深さ 10米に岸壁

を整備し 2万トン級大型船の同時接岸を可能ならしめるものてある。また、航路の巾zoo米、深

さ20米とする、しゅんせつ工事が 3粁に渡り、実施中でこれが究成すれば、 3~4万トン級の

大型クンカーも人港可能となる。工業地帯へ補給する、石炭専用ふ頭は長さ115米、深さ7.5米

に整備し、 3,000I・ ン級輸送船の沼岸を可能ならしめるものて、年間、 8万トンの石炭を取扱

うことか目標とされている。しかし、四日市港も、八幡製鉄の進出により工業用地の造成とと

もに、さらに大々的な賂備が必要なわけて一応考えられる。

道路鉄道

道銘は、 1級国道 1号線か最高の利用度を示し、33113月調査によると県境（尼張人橋て 1日

6,630台の交通拭を記録した、この増加率は;o％て全国の約16％を上廻っている。名四国道はこ

の交通鼠を若干なりとも、 緩和させようとするものてありエ費139億円により愛知県海畠郡飛

烏村~一9桑名市ー川越村一四日市巾日／）＜て国道 1 号線と会うことになり、仝長36,695粁て昭和40

年3月完成予定となっている。この工9れは第四期工業用水丁事とも閲係があるのて、場合によ

っては、設計変更か必要てあるかとも考えられる、また、桑名一畠俣線、大阪ー四日市線等の

改修も、計画されている。

鉄道（連輸）は、国鉄、近鉄、三星交通、に依存しているか、今後の輸送鼠の増大に対処し

て、国鉄の複線電化の促進と、国鉄、四日市駅附近に貨物専用駅およひ、操車場の設匿を今後

考慮して貨物の取扱を便ならしめるよう計画をされている。
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昭和 42年の生産見通し
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伊勢湾に臨む三重県丁業用地 (35,2.25現在）
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而砧―rわ｝＇ 『面積詞い 面積千評
番り 1 (T面）番り I（千面） 1番号 番り］訊＇戸「番号＿面科汀坪

'''  
| （千9が） （芦） 1 (下面）
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| 1,332 ! 695 

小計 (359）小計 1(4 404）小計 (2 296）小計 1 1 077 小計 330 1小計 1 580 

; | ： | 
, （3,562)1 | （1,090) （5.222) 

iヽ，．．．99● 077 -- 1 ()J.ji,,,,, i ー，．．＇―,．ー• ----•し＿． 9．, •--•一—)
1. 499 | 4, 077'1.  014 | 2.077 i 
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1,330 I I 3,580 
(i3,466), (3,352)! （6,868)＇（ 4.396) | | I(11,822) 

＂ 9 ，．、9̀.．，.．-,.9, 9~…•, 9,．-,.. 9●9-，9,'＂" ＂、9.9 9 9 9,...9-」

総工業用地 13,577千坪 (44,759千n() ｛脚海if11 8,424千坪 (27,826千吋）
内隆部 5,153千坪 (16,933千加）

備考 ヒ記地区の内、桑名、四日巾地区は33年度に、また、鈴鹿、津地区は34年度に工場立地適地調
査を完rした。松阪および伊勢の両地区については35年良に調査を実施する予定である。
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第四項 七地利）llおよび廂業の立地条件

戦後の農地改革は、白作嬰の増加と小作農、小白作農の解渭と農民層の構成に変咽をもたら

した。本県ては昭和 6付'38％にすぎなかった自作農が25年には64％に増加し、一方小作農は20

％から 4％に絨少している、，これを地域別にみると、農地改革前は、伊賀、南勢は、自作農の比

］］が比較的人きかったのに対し、北勢の自作化はおくれていたか、現在ては、ほ＼県卜V均化

していな従って結果的にみると、北勢の自作化の成果は他の地域にくらべて、より顕著てあ

ったというごとかてぎる。このように農旭改革を通して、古い煤業生産の発展を阻害する要因

となっていた、これらl地の所／叶刈係は慨念的に解消しつ＼あるといえよう。耕地布積の田畑

の割合は、 1月か72.5%、J:/11は？7.5%、［[］は全国平均60.5%、畑の39.5％にくらへて、 il:]の占める

割合がかなり闘い。このことは穀作を偏！［する農業だということを表現しているものてあると

いえよう。耕地の分布は、北勢［、 I勢、伊賀に具中し、これらの地方ては、 11]の占める割合も

相対的に高条てある，これに対し、南勢、紀州の県南部は耕地か少い。しかし、考えねばなら

ないのは、 1[！面積か比較的高今てあるといっても、それだけは必すしも殻作生産上の優位な条

件とならないということてある。本肌は、 ヽ・毛作化が遅れていて、 111の利Ii」度は、著しく割引

され、ために農業1.：苑上、 Illの半分以上 (55%)かーも作田という実情にある。この之毛作化

をははむ理由は湿1』の多いことと、徘水不良田によるものか圧倒的て二毛作をおこなわない水

且13.6万ヘクタールのうち、 1.8万ヘクタールが排水不良によるという事実が栄げられている。

本県の」姐改良事業ては、このような，点かまず強湖されねはならない。田の利用状況を近県

と比較してみると、愛知、II文恥の，毛作ll]、50％を、奈良、和歌山か60％を超えているのにくら

へると、本県の45％は低闊てある。 rll]地て集団的な分布をしている地帯は、鈴鹿山ろくにそっ

た●一直:m、鈴鹿の両部の凸：駕茶園や普通の畑地帯と宇冶山山市近隣のi町村に拡かる疏菜園芸地帯

である。

また、南北布婁の御浜地帯は、氣候条件からみて宮崎、•冨知両県に匹敵する暖地隈芸地帯

て、その上、京阪神の山褐をひかえ、必かに存和1な条件にあるか、従来おこなわれてきた園芸

は、この有利なところを充分活用していないありさまてある。

蚊近この点に府日［た曖地隅芸の振製策か積極的に推進されてきていることば、その符末に

期待かかけられている。

(1) 林 地

本県は温暖多湿な気候と肥沃な地味とをもち材木の生育にぱ、有利な条件をそなえている、

林野面積は40万ヘクタール、蓄積2.077立方米て、 土地面積の66.2％か山林て蔽われている。

全国株野山積のうち、民有林面槙は68％てあるのに対し、本県の場合は93％を示し、国有林而

積は（革か6.2％に過ぎない。
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所有形態別林野而積構成
—- -___•—-- ------------------------------------ -•---—---[—-- - -

内
総 数団有林民有 林 l

訳
一＿＿ ＿ ー・＿ ＿ ＿ 

，都逃府県 l市 町 村

全『叡i i 

＇有林 有林 私有林··•··•···- -・-・・・  • ••••- -•~-···----c~•--·--- • 

ヘクター）レ，i 21.951.7451 7.938.8061 17.012.9391 936.691 2.580.5941 13.495.653 

国割合(%) 100.0 31.8 68.2! (5.5)! (15.2)! (79.3) 

ー『クタ ？ 1 338 880 24 134 l 364 146 1 3 225 l 37 1021 324 4 19 

直割合（形） 100.0j 6.21 93.8! 0.91 (10.2)1 (88.9) 

---------------•- -^.... ・. I —-- --------- -- ｀ -. -―----------------------- -•_ ＿＿-------------------------------—• I..．．．-------．----•-------------------
(ii.）林野而柏とは山林而柏（針策樹林、広偲樹林、針仏混交林に竹林及び伐採跡地災轡跡地而桔を加え

た総称）と原野而柏の総称である。

林業11恥喜上の特質の第ーはこのように民釘林面積の多いことてあり、第二は用材生産上の優

位条件として針虻樹林の多いことてある。すなわち樹地面積中に占める針虻樹林の割合が全国

平均9％なのに、本県はぷかに闘く 45％に逹し、そのうえ、人「林て林業生産の先進的な形態

てあることかうかかわれる。

山 林 噌l積樅成の現状
" ．． ． ．＿ ＿ ＿ー・—- ----• ----- ---- --̂ ＂•一• .. ． . -―― 

＇総 数 1針及樹林 i11没樹林 針 払 l 竹 l伐採跡地及ひ

｛央数 l ' 

-- -•-—-----• --— , ---―---＿＿I湿．．文柱＿＿］．一---~ •[[＿＿!匹翌翌應
全 22.733.2561 6.595,1751 10.591.9761 4.387.7551 147.7031 1.010.647 ヘクター）レ；

図割合(%) i 1□01 29.51 46.61 19.21 0.61 4.4 

-｛巴ククー一門 l 314 0021 1 10 A33 124 357 55 2221 1 866 22 924 

屯割合 (%l I 1001 45.51 33.21 14.71 o.61 6.1 

------ ----------- -

森林祖積はヘククー！レ当り、53立方米て全国第16位てあるか、昭和16年には66立方米全国第 7

位てあった。この凋落は、戦時戦後を通しての過伐のためてあることはいうまてもない。前述

のとおり県内林野のほとんと民有林てあるかなかても、私有林かその18％の29万ヘクタールを

占めている。しかし、私有林の所有規模別の構成をみると、別表の通り極めて零細なものてあ

る。すなわち、 1ヘククー！レ未満の山林所有者が全体の73％て 5ヘクター！レ未満の所打者数て

みると95％近くが合まれる状況にある。広い山林を所有している者はわずかあるのは例外とし

て、いかに細分化された零細な所有形態にあるかがわかる。

私有林所有規 模 別 構 成
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戦後の林業経済の憚造変化にともなう特異点は、製材業に集中的に表現されていることてあ

る。終戦後は個人企業の復活と、木材界の好況から、商業資本、土建資本等の進出か日立ち、

群小．上場が濫立した詰果、一時県下の製材能力は年間140万立方米 (1,211工場、 20.751房力）

を突破し、県内の素材生産量の 21音以上にのぼった。

その結果、遊休工場が続出し、弱小工場は幣理されて、相当の転廃工場を見るに至った。製

材工場は、伊賀、飯多地区に多く、一工場当りの男力数は、南牟璽？5.1馬力、ー吉地区て22男

カ、飯多地区ては20.5匡力、他は概ね20男力以下の小規模の工場てある。林業生産の主体ぱ木

材てあるということはいうまてもない。昭和25年度に立木伐採した材積からみると本県は全国

で第7｛空を占めており、その他薪炭、竹林、林産特産物（椎茸、杉、桧皮等）がある。

戦後の林業施設が、治山、治水の観点から陛伐のあとを回復するために阻林をすすめたの

て、昭和18年における木材生産量75万立方米というような大量生産は逐年抑圧されていった。

しかし、 24年頃から再ひ過伐の現象がおこりL5年には70万立方米近くの生産材を出すようにな

った。その後閤醇動乱と森林法施行とて、国内の事情を敏惑に反映して、漸次生産量を増すい

ぎおいとなっている。全国てI• 位の森林賢源をもって、このような上位の半産を学げた要因ぱ

とこにあるか、本県の林業の特性を再衿しなければならない。用材林としては、杉、松、松、

新炭材としては、くぬぎか代表的てあり、また本県は、人―L造林の先進原として林業用の苗木

の生産て名闘い。山林を柏＇」~上からみると、北勢は治 11」と造林、中勢は開発、紀州および伊賀

は閲発と造林の併用、南勢は水源油養上に色彩かり直く、今後のそれぞれの地区の林業施液の指

栖はここにおかれねはならなし、0

紀州の杉材、松材、伊賀の松材は現在の素材生産のi噸叫てあるが、未開発材は、中勢や紀州

の奥地にあって、今後の開発に期待かかけられる。そして未開発地域にある翌咽な森林賓源0)

活用を望むには、まずもつて現状の連材、連絡輸送の悪条件を是1Eしなけれはならない。木材

の使途は、約 8割まてか飴・般用材てある。木材生産の 3分の 2は肌外（愛知60%、人阪35％そ

の他、東困、神奈川、 Ju,1nnに移出するものて、原内消伐は残りの 3分の 1にととまつてい

る。従つて、人1肖費地の需要を敏感に感し、これに対応することか出来る閃係にあることは、

その集約林業と相侯って「巾協条件」を優怜にするものといえる。

今後は、森林資源活）l]の調節を若え、造林・:）；業の適．［Eなハランスに立ったして、農業部門と

経営経済との緊密な連！見の下に林業活動か進められねばならない。

水産業

本県は、600粁の海岸線の延長をもっている。海岸の状態は、遠浅て砂浜の伊勢湾沿岸、志摩

半島や熊野灘沿岸の典郡的リヤス式悔岸なと、変化に富み 近悔は年間を岨して暖流か流れ、

暖海性の廻遊漁族か豊富て、 i魚湯には恵まれている。

従って、本県の水産業の地位は、昭和;5年の瀕炒高が69,410トンて、全国の第13位にあり、近

海／魚業は勿論、遠洋出漁による「かつお」漁なとか盛んて、］魚業者の技術水準の高いことやそ

の行動範囲の広いことて良く知られている。
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しかし、木県の漁地は遠洋降業む教の条仲をかいており、特に、大平洋岸の憔港についてぱ背

後地との交通網の不備や、払地として機能と施設が劣っていることは、本県の漁業にとって大

ぎな欠陥て、ひいては水産業か本県の経済に対し、充分の寄＃がてきないて結果ともなってい

る。このような現状ては、他県の漁港を利用するのは止むを得ないことて、これがまた、県の

庶港の発逹をますます遅らすことになるのてある。一方、小塑船舶の比電か大きいのて、瀕熊

手段も全国水準より小規模にととまることを免れず漁業発展の過程は遅れている。真珠ぱ、古

文本県の特産品てあり、かつ、 我国が世界に誇る特産品の一つてあることは周知の通りてあ

ろ。木県は真欧捉殖業の発祥の地て、英虞湾を中心とした盛況は独占的な市業の感かあり、蒋

殖技術、製品の品質ともに他県より数年悛っていることは、その歴史からいつてもうなづげる

ものてある。

真珠養殖業者数
-一ー ---011 ―----- -•-- -----・ •V. 、 t • 9- - - - -

I ----•一··---· --....•- -•一• •-•- --••--'.... I--・ •-•..——-
図 分＇総 数 会社経臀 共 同 糾 合 1 糾 合 経 管 個人経営

全同 3・516 I 64 I 6 3.504 

-'li：2,355  I s1 I 5 2 I 2.297 

- -••一· --― ..----.．． ---•一—--1 -----•---- •• ヘヽ●9••• - i •一•--- 9--—•• -•-•••••••-- 9 

其珠は戦前から国内沿費よりも輸出か多く、戦後、悔外への宣伝か効を奏し、笠激な閤要を

’iした、外貨煎得か極めて高いのて、翰出品として介利てある。

現在輸出［：の間題，i,となっているのは、告激な加要に対して1産か追いつけず、直珠が一般

に小粒になっていることて、外国巾場の要苧は人粒に「句げられているから、極）J+｝目の培殖育

成をはかり、人那真改の収態に努力する必要かある。

rIr鳩はアメリカば勿命、欧州諸同やイントなとの由坦にその発展か期待されている。

第五項漁獲装ViiiとそのItptの現況

最近の庶船の勢力は、崩増を示しているか、しかし漁船の規椋ぱ依殊として 5トン以下の小

那船が、 総数の86％を占め全国平均の77.6％よりも低位にあり、 特に100トン以上の大型船

は、 75危漁港法によって指定された第一種漁港52、第一種15、第二 1、第四種 1の多ぎを数え

ているが、大部分はその設備か小規模て単なる船入港や、船靡の城を脱しないものもあり、大

半は地冗狗船の利用するものて、いわゆる一般漁港と称せられるものは20港に過ぎない。その

うち紀北の屡鷲港、志摩半島の！：i羽港ば崩港として、また、地方産業の発祥地として発吃が目

立つている。

本県漉業規模の零細なことは、半百水産加下の施設の多くか伊勢誘沿岸のいわし丁場にみる

ように小規模な家内．L業的てあることにも起因している。水産業の全国的な動向として、漁場

は近海から遠洋に移行し、漁船は大型化され、漁船の性能も高度化しつ＼ある。その基地とな

る漁港も、また、規模において大なるばかりてなく、背後地にある諸施設も相当の整備が要請

されているのてある。本県の場合も全く同し傾向にある。水産業の中枢地域てある紀州海岸線
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にある尾鷲港を中心とした漁業の形態も、現状の弱点を打開して、未開発地の資癒開発と同時

に解決されるならば、それは、洵港の発展のもとを立てることになり、やがては、遥代遠洋向

業に、さらに輝かしい結果をもたらすてあろう。最近の漁態高の推移をみると、全国的にぱ、

戦後年ごとに順調な回復を示しているのに比へると本県は必ずしも同一の傾向にあるとぱいえ

なし氾

本県の礁獲高の推移をみると、ジグザグな上昇線を描いているか、総体的には目立った回復

を示している。年により豊凶の差の甚たしいのは、全漁痙高のほぼ 7割か廻屹伍（いわし、さ

ば、かつを、ぷり等）てあるから、その豊凶にむらかあるのは、これがためてある。本県の第

一次産業の共通性として、その経営形態か小規模てあることを指摘してぎたが水産業もその例

にあたる。すなわち、本県て1魚業を経営しているものはその殆んとか海面漁業て、そしてその

過半数が個人経営なのてある。なお、この経営体の中には真珠養殖業者の大部分か含まれてい

るから、一般漁業の規模は一層劣勢てあることか想像される。水産条件に比較的恵まれた本県

において、今後、低生産を克服するにはI魚場の総合的利用、基礎的な諸施設の改良と拡張の上

に、これを充実して沿海漁業をとりいれた近代的遠洋漁業を開拓することか緊要てあろう。

第六項都市近郊

今回の伊勢湾合風てもっとも被害の激甚てあった、桑名市、四日市市も、また、河川下浣の

沖積平野に発達し、とくに近年にいたり、臨海部への工業化、市街化か急激に進むに伴って、

28年の13号、或は、今回の伊勢湾台風等と相次いて高潮による大災害か発生したのてある。

四日市市も、本誌に記載したように、未酋有の被害をこうむったのてあるが、特に臨海地帯

の工場において13号台風により大ぎな被害を受けた工場ては、其の復旧にあたり相当思い切っ

た、改良を加え、工場の動力等もっとも枢要な設備は相当高い場所に据えた市、あるいは、大

販との交通が杜絶しなかったことにより、海水に浸ったモーター数を直ちに人限に評送し、柩

備したことにより、 1i品の再開も早く、経堂 Lの加失を最少限に印めることか出来た。
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第二収 伊勢誇台風の状況

第一節台 風 の 解説

第一項台風の発IIぃ移動I．．陸など

台風は毎年、日木にやってくる、南方洋上に発生する台風の数は多い乍ては40個以上、少な

い年ても20個ぐらいて、平均すると一年に27個になる。発生後、したいに発達しなから、ふつ

う毎時20粁ぐらいの速度て酉、または北西に進み、全体の 6~7割は、その後、毎時20-30粁

の速度におちるが、転向後は衰弱しなから速度は速くなり、日本を襲うころは、毎時40-50粁

になるのがふつうてある。日本に上陸する台風の数は、多い年て 8個、少ない年て 2個くらい

で、平均して、年に 4~5個て全体の15％てある。

第二項台 風 に よ る 暴 風

台風城内の風の分布はモデル的に害けば、次図のようてあり、最大風速は中心から、 40-50

粁のところにあらわれ、台風の中心

気圧が低いほと城内の暴風も強いの

がふつうてある。もちろん、個々の

40 

↑20 

屈i

台風は、その発生条件、発達段階な

とにより風連分布はいろいろで、こ

とに、 ・1・陸後は分布が舌しれてくる。

また、一般に進打方向の右平而て風

速はとくに弥くなっている。

: 0 KM 200 4DO 叙
中心からの巨混~

合風により「1本付近て観測きれた

gI){) 般人／玉＼連は、次人のようて克り、史

！→｛f名な字戸合風は、 42m/sて16位

にあたっていな

第 三 項 台風の雨

台風の雨には、台風自体のうず巻にともなう雨と、地形や前線による雨の二つがある。前者
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ぱ、ふつうの中心から150粁以内て降り、その隠も合風によって忍うか、 100粍くらいてある。

後者はとくに「1本の南岸に前線か停滞しているとき、また進路によつて、その風向か地形的に

台風による日木附近の最 大風速
．．―・

順位！年月日 場所 i 胆＼岨m/sec!台風名 哨1 考

, I 1951. 10." 泉1,1島灯台 69.3)レ← ス

2 I ク佐l!lill咬］^台・| 
67. I 

s I 19s2.11. 6 応 島 55.3 アグネス

4 1955. 9. 29 困久島 49. I I 22 号，
5 1949. 10.28 1凡 島 48.6 バトンリア

6 I 19s1.10.3o I "， 46.5 セ）レス i
7 I 1948. 9.16 銚 予 44.3 アイオン，I 

I 

8 I 1943. 8.19 屋久島 i 43.8 

9 1945. 8 25 室戸岬 43.6 1 

10 I 1948. 9.16 富 崎 43.2 アイオン 1
I 

(it) 1925-1956。風速は現在のものに更王したもの。

上昇を強めるの

に都合のよい茶

付にあると含と

くに異1)ミな大雨

を降らせる，ざ守惑

野川台風により

伊豆の大仁付近

て1.000粍を越え

る豪雨があった

ことは、いまだ

記陀に新しい。

第四項泊J 潮

合風はしばしば高潮をおこしてその災害を信加する。高1朝の成因ぱ、次のように説明含れる。

／一つは合風の中心の気圧か低いため、合風域外との気I王判によって、す心付近の洵負］か吸い上

げられてふくれ士るためてある。これによる蔀面の l-位は 1ミリハールの気圧低下につぎ Icm 

てある。このふくれ．Lった海面は合風とともに進むが、進行連度か、その悔面の反妓の進冒速

度に近いときは、共I!['；作用て海而の上昇はいっそう高くなる。

つぎに、暴風のために海水か海岸に吹ぎよせられることによっておこる海而のし昇がある。

上昇菌は洵岸線に向って直角に風か吹くとぎか最大て、比例常数は湾形によって違うが、風速

の二乗に比例して増大する。大

平洋芹ては台風が西側を通ると ----------------------―----------------

きは、腎戒を要し、とくに来襲
年）I 11 場 所 最人気幻IIi | 仰 考

！ 況

時刻か人潮の満潮時に近いとき 大王 3.8.25 有明海 2, 0--? 5 
I 

み 6.10. 1 東京湾 2.3 

高潮はもっとも恐しい。次表は 昭和 2. 9. 13 有明悔 3.0 

日本における著名な商潮の記録 ク 9. 9.21 大阪清 3.1 

を示す。
ク 20, 9, 17 鹿児島湾 2.0 

,; 75. 9.3・I大阪恣 2.4 

ク 34,9,26 伊勢湾 3.6 

第二節 経 過 概 況

合風による高潮の記録

第一項総 説

その規摸からいっても、もたらした被害の大ぎさからいっても、特筆すべさ伊勢満合風の経
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渦をのへるに先立ち、その戸大ざを合風吏f殻大といわれている窄戸合吼とくらへてみろと、

次表のとおりてある。

室戸台風 伊劾誘合風

最盛期の閉じた存圧線の直径 2, 000km 2.500km 

上陸地点付近の最低気圧 9!2mb（室戸岬） 930mb（潮岬）

高潮の高さ（推尊潮位からの高さ） 3.1m（大阪誘） 3.6m（名古困港）

死者、イ予方不明者の数 約3,000人 約5.000人

これらの数値か氏みても、伊勢湾合風が室戸合風に匹敵する大規模なものてあったことがう

なずける。さて、この超大型合風の経過を順を追ってたとつてみよう。

9月21日マリアナの東にあった弱伊勢台風経路図

ヘ~

＇玲

’――― 

ロ
〗

。
3
 

丁，9:¥/ 
ロロ占

い熱帯低気圧は急速に発達して、 22

日12時には台風15号はサイパンの北

東およそ150粁の海上て970ミリバー

Jレの中心気圧を示した。

その後、北酉に進み？3日15時にぱ

硫苗島の南々東およそ600粁の海上

に達し、さらに発逹して中心気圧ぱ

894ミリパールと深まり最大風速ぱ

75m/secの超人那の台風となった。

そして毎時、 20-25粁の速度て北四

に進み、 25日の屈すぎには潮岬の南

およそ1,000粁の海ヒに逹した。

このころには、1.000ミリパールの

閉じた等圧線の長軸はおよそI,500

粁に達するほどになっていた（鯨路

図参間）

その後、向ぎを北西ないし北々西

道路のIC側の歎‘釘が11』CC,,c(ml,)/］肌(nlもと a¥J,I、細加lOOCc.;bび、訂心 に転じ：6116時には潮岬の南々およ

そ520粁の海上に達し、次第に速度をまし毎時35粁て北に向っていた。この時の中心付近の最大

風速は60m/sec、中径400粁以内の東側と300粁以内の西間ては、う5m/sec以上の暴風雨となっ

ていた。このように暴風圏か拡大すると普通は中心の気圧も上り、また台風眼も大ぎくなるの

てあるが、伊勢湾台風の場合は衰え方か少なく、 中心の気圧は920ミリハールに上ったに過ぎ

ず、また、眼の大きさは直径40粁て形状は、はっぎりしたものてあった。

このころぱ、遠州灘の沖合は"5m/sec以上の暴風圏に入っており、東海地方の沿海祁てもす

でにIOm/sec以上の風が吹いていた。

その後台風は、さらに速度をまし 9時すぎには北緯30度を越え、 14時ごろには紀伊水道の南、
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箔

およそ~OD粁の海しにせまり、熊野灘ては全域ずでに暴風囲に入り、大しげとなっていた。

また、，.¥,.海地方の海屯ても？O・n/s以上の団い東風か吹いていた，ー噌県や岐臼原の山岳忽て

は怖日からり蚕い雨が降りつづぎ、この時主てに150粍から200耗の雨鼠を観測していた，

その後、合風は毎時55粁くらいの速さて北々東に進み、 26日18時13分潮岬て最低気圧 929.5

ミリハールを観測した、このころ陸上の暴風圏1まさらに拡大して、紀伊半島、四国東部および

東海地方一帯は30m/soc内外、北陸、近畿北部、土国、九州北部は、 15-25m/secの暴風雨

となり、陸上て30m/s勺C以上の暴風圏か半径300粁に達するすさましい状況を呈した。

合風ぱ、その後、図に見られるように19時には奈良、和歌山の原境に、 20時には、奈良県中

部、 21時には揖娑川上流に達した。 このとぎ中心気圧は945ミリバールとなり暴風圏は北東に

移って東海地方、中部山岳部、北陸および近畿北部ては風速L0-30rn/secとなった。最大風速

(10分間平均）津て37m/sec（束南東） 19時37分、名古屋て22時に南々東37m/sec、岐阜て22

時南々東32m/sec御前崎で22時45分南々酉35m/secを観測した(9

なお、台風の中心か通過する前2~3時間は、時間雨量40-70粍の激しい雨が各所て降り、各

河川は急に水かさを増し、これと高潮により河口付近ては至る所堤防は壊決し、大災害をおこ

すにいたった。

このように、伊勢湾沿岸にとっては、最悪のコースを通ったわけて、前述 (3)て示す最大風速

の分布を見ても明らかなように、最大の強風域は不幸にして伊勢湾に集中し、あの、のろうべき

台風上陸時の地上天気図

H
 

930 

930 

大高潮の条件はすぺてこの間に満されてしまっ

たのてある。すなわち、21時半ごろ、名古屋港で

最高潮位5.81米（名古屋港検潮儀l)，I4，上）を

示し、これは推算潮位よりも3.55米高く、昭和

28作の台風13号のときよりも1.53米も高い記録

的な値を残し、合風災害史［かってない大災害

をもたらした。

ついて、台風は、'.!3時には、l岐阜県白川村付近、

27日0時には富山の東を通り、 0時45分ごろ高

11iと糸魚川の中間を経て日本紺に人った。この

中心の気圧は960ミリバー）レとなり、 鉦時75粁

米の早い速度て北々東進をを続けていった。台

風が潮岬付近に上陸してからわずか 2時間あま

りて本土を縦断したわけて、この間の平均速度

はおよそ毎時65粁米てあった。

その後台風は、27日2時には佐席付近、 4時に

は秋田の南西沖を通り、 6時には秋田の東およ

そ50粁米の地点に達し、 中心の気圧は978ミリ
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ベー；レとなった。そのと彦八戸の南方に副低気
合風径路順転、逆転の分布図

圧か発生し、台風の主体は、次第に副低気圧に

移り、 27日9時には、北海道の笞裳岬の南々丙

およそ50粁米のところを経て、毎時40粁米の早

さで北東に進み千島の南東海上を去った。

東海地方とくに、伊勢湾沿臣地方、渥芙湾沿

臣地方に大災害をもたらしたこの合風の特徴を

あげれは、次のとおりてある。

. -- -

I. マリアナ東方て発生してから上陸まての時「〗
‘ 

間、問隔か短かく僅か 6日しか要しなかったこ

と、および21日に発生して23日には中心気圧は

895ミリバールになり、 異常に早く、しかも深

く発生したこと。また、この発達期の頂点から 、9い上陸まてか僅か 3日あまりであったこと。

2.発生の初期から本土上陸の直前まて非常に

強い中心勢力を維持し、 9月26日18時13分潮岬

て観測した最低気圧929.5ミリパー Jレて本士へ

上陸した台風の観測記録値としては 3番目のも

● ●’●  9,m  

のてあったこと。 C I位は昭和 9年 9月21日室戸台風のさい室戸岬て観測した 911.9ミリバー

Jレ、 2位昭和20年 9月17日枕崎台風のさい枕崎て観測した9166ミリバール）

3.暴風圏の非常に広い超大型台風て、本州南方海上を北上するころは、最大風速75m/scc風

涼25m/sec以上の暴風圏が直径700粁米てあったこと。

4.本州付近を東四にのびていた停滞罰線か台風の接近とともに店発となり、各旭に大雨をも

たらしたこと。

5.上陸後も勢力の衰え方が少なく風による被害をとくに大ぎくしたこと。

6.伊勢誘および渥芙誘沿海地方なとに高潮をおこすのに非常に適した＂ース左通つたこと。

すなわち最大強風域が伊勢誘に集中し、最大風沌が’Iしるまてのi憎ー風向か伊怨汽にとつては殻

四の南東てあったこと。

7.経路の特徴は25日以後は、南北方向に沌度成分か大翌かったこと。 （町和34年の合風饉路

の特性として北上郡があけられる。）

襟尾平野に向って楔状に突き出ていて、本県ては西部山間地帯を除く大半の地域が風速30m

/sec以上となっている。そして志摩半島ては40m/sec以上に逹し、ことに大王岬ては最も強く

50m/secを測観した。

これらの最大風速 (10分間平均）の風向は、南東ないし南々東て木位川阿口付近ては所によ

り南てあった。また、一般に山間地帯に入るほと風は弱かったが、風は地形、地物の影響が大

ぎいので、山間地帯でも東から南がひらけていて北から北西へ、のびている、 Jいすじゃ台地で
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10分間平均の骰大風連m/secとその凧向

999' 

は、かなりの眸風もあったことぱ被翌快陀から

明らかてある。また、風は上窄ほと強いので、

南東または南む苔の斜面の山林は甚大な圏木被

害を出している。これらの最大風速0)出現時刻

の分布は、まず台風が最も早く接近した本県南

部から始まり、慮跨ては、 "6日18時ころ、津て

は、 19時半ころ、四「lThては、 20什『半ごろに現

われた。

最大風速0)出現呼刻は、最低気圧の屯開時刻

とを比較すると、本県ては、全域とも最大風速の

方が先に現れており、その間におよそ 1時間か

ら1峠間半の芹がある，最大風速は、本県て1ま

台風か按近する前に現われ、岐阜県と静岡県で

は、台風か通過した後に現われている。以上の

最大風速は、10分間平均風速の最大値てあるが、

瞬間最大風速の分布は、次図のとおりてもる。

これら0）ど）の分布はよく仰ているが、瞬門

殻大値の方かおよそ 3割から 6割）＼ぎい、そし

て40m/s℃にj)(しなかったのは、（恙かに伊賀方

面だけてあった。

最入風速 Cm/sec)とその風向瞬間

かくて、本県沿臣は全般に瞬間最大風速は、

50m/sec以上に逹し、なかても、古摩半島方面

（人王崎灯合、ダインス風沌計）ては60m/scc

以しの驚異的風連を記録した。瞬間最人風速の

出現時刻と前記齢~人風速の出現時刻とは必ずし

も一致しないが、人体30分以内の時間芯て現わ

れた所が多い。
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第二項暴 風

暴風の概況を謁へるにあたって、われわれは、広く部外各方百の風の観測資料を収集した。叫

在、気象官署ては、 10分間平均速風用として、 4杯の風杯型風速計（ロビンソン風速訂）を瞬

潤風連可として、ダインス風速計を使用しているが、部外機関ては風杯型風速計 (3杯または

4杯）のほか、風杯型発霞式風速計 (3杯）プロペラ型風速計（自記またば指示器）等か使用

されている。これらは、それぞれ自殊の変動する風に対して追随性か違うため、今度の台風の

ように風の，息か激しい場合には、その観測値（とくに瞬間最大値）が風速計の種類によって、

かなり違ってくることは避けられない。一般には、最近の 3杯型風速計は4杯ロビンソン風速

計がよりよく、また、プロペラ型はダインスより、追随性かよいことはわかっているが、今度

のように50-60m/sの強い風の息を伴った風速に対しては、その差かとのくらいなるかは、残

念ながら明らかてない。

さらに、一般に風速ぱ、地形の影響をうけることか多く、局地的に変動が大きいものてある

うえ、とくにこのような強風時には、付近の地物、地上からの設置高度によって、観測値が大ぎ

く変ってくる。これらの事情から、形人の違う風速計の観測位を厳密に同一基準にひぎなおす

ことは、不可能と考えられなまた多くの風速計か強風のため最盛時に故障をおこしているの

て、この章ては、主として気象官署の風速観測値をもとにその概況を述へることにした。した

かって、風速分／fi図は、すへておおよその傾向を示すものてあることを、おことわりしたい。

さて、合風域内の風の強さは進路の右側と左測とて劃然と異ることは周知のとおりてある。

すなわち、進路の左側ては台風への吹き込みの風と台風を涜す風とか相殺して風速が弱くなる

のに反して、右側てはこれらがともに加わって強い風を生ずる。

伊勢誘台風は超人型の合風として、東海地方の四部を通ったため、東海地方ー帯に暴風雨と

なったか、特に、伊勢湾局辺の風は激烈を極めた。

風連IOm/soc以上の風か最も早く吹きはしめたのは、伊勢誘入口の渥美半島突端および志摩

干島束部てあって26日午前 3時ころからIOm/sec以Lの風が吹ぎはしめた。なお、本章にいう

風速とは、特にことわらない限り、 10分間平均風速てある。

この強風は、台風の化Lに伴って次第に、伊勢湾や、渥入湾の澳に浸透し、：6119時から10

時ころまてに＿一直県 帯、知多半島およひ 河 I竹部に拡かった。津市IOm/s,cc以上の強風にな

り始めたのは、 26日8時過ぎころてあり、志摩地方ては、同 [13時ころてあった。また、名古

凰I•J付近ては、 10時ころてある。強風は各地とも、東、または、東南東の風向から始まり、風

速が強まるにつれて、本県の人部分のところては、風向は次第に時計まわりの回転をし、伊賀

地方ては反時計まわりをした。

各地の最大風速の分布を示すと、次図の通りて伊勢湾およびその周辺て圧剖的に強く、台風の

中心通過地帯てかえって弱かったことが明らかてある。すなわち、強風域は、伊勢湾の入口か

らその後、伊勢湾混辺の風は、白風か紋阜県北部、山岳地帯に入るにしたがい（乙Om/scclO分間

平均）以卜に衰え、さらに、台風か、日本海に抜けるにしたがって10m/scc以卜となった。こ

れらの分布図はすへて今後の台風が、本県ならびに中京地区に対していかに最悪のコースであ

ったかを示している。なお、集内の最低気圧およひ最大風速観測表は、図示したとおりてある。
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第三項降 雨

東海地方の雨は、台風が北緯刀度線に近ずいたころ、日本南崖にあった前線によって、 9‘3Fl

屈ごろから降り始め、台風か日本海に抜けた26日夜中過ぎごろまて続いた。

この雨を大ぎく分けると、

(I) ,3日1il;ころから：4日夜中すぎまての、偏占風波動としての気圧の谷の接近による前線活動

によるもの。

(2) 25日夕方から26[]朝まての、台風の北上掟近による前紛活動によるもの。

(3) 26日の台風の通過によるものに分けられる。

はしめの(I)の前線による雨は本県南部ては、 ？3日夜中まてて、 厖朝ては、366,5粍を観測し

た。 25日、日中は各地とも雨は小降りになったが、台風か北緯25度線に達し、向きを北四から

北にかえ始めた25日夕方ごろからふたたび本県仝般に強い雨か降り始めたQ これは台風の北上

に伴う前線活動によるものて100-:so粍に達し、 山岳方面では~00粍を越したところもあっ

た。

合風はその後も北上をつづけたか、本限北駕ては76日午前中は雨か降ったりやんだりした。

しかし、南部ては＾6日屈ころから暴風雨函内に入り、これと同時に台風による強い雨か降り始

めた。

26日12時頃から県内各地ともに強い雨か降り始め、夜中ころまて続いた。一時間雨址の最大

は、台風の中心か最も近ずいに直前に現れたところが多く、人体、 40-60耗てあった。

9月26日9時ー27日9時の雨鼠（日雨量） 9月25日9時ー27日9時の雨試 （連続雨拭）

I 

,;I'"• •...........,,、ヅ、マt匹O• 9 9 _」`I 

［ 
！． 9 }ヽ―- 9 ; 

北， 
I 

， 

！ 

,e・ ＼二三[1 -e・ 命
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26日の日雨蟻ぱ、前図に示すように300粍を越えたのは、本県の中部、南祁の山間郊て、特に

南部、中部の山岳部は400粍を越えている。 この多雨域の分布は本県においては、普通の状媒

で、雨鼠も日雨呈として驚くほとのものてはないが、各涜域にわたって数時間の間に集中的に

降ったため、所によっては、今まてにない記録的な山崩れ、かけ崩れや、洪水か現れた。特に、

この集中豪雨のひとかったのは、大台ケ原山から櫛「士1川と雲出川の上涜にかけた山間部てあっ

た。連続雨皇図は？3日の降り始めからう＿6日夜中ごろまての総雨絨を示したものてある。総雨鼠

の一番多かつたのは、日の出岳（大台ケ原）の8)6粍、宮川の725粍、 庵鷲の689粍てある。次

に本県各地の雨量観測表を掲げる a
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各地の日雨 抵 表
--
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第四項閥潮の実態

一般に海岸に向かって風か吹くと海の水か海岸におしよせられ、この状席か継続すると海旱

近くに海水の堆積か起こるこ，この堆積の祉は風向と風速によって変化し、大体風速の 2乗に比

例することか知られている。この鼠は地形に影響され、従って同し湾の中ても場所によって異

なるものてある。

台風の場合は風による影響のほか、気圧が低下するため海百が吸上げられて高くなる要素が

加わる。その関係は Imbの気圧低下につき約 Icmの海面上昇が起る割合てある。

伊勢麿台風と I3号台風との潮位比較図

＂ 
丘e~- （1 85) 

尾鷲）は’
+ 2 00°tt 

3 
;‘ 
亨合町』 08

炉熊野←J砂 粕勺 m
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台な主の 覧 表
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l 
99 99 9.、

昭和年月丘
-! (mb) 

戸ャップ島南東方 9. 9.13!900以f,.咀
: 9 '佐
i 

乃 l'  

崎グワム島東方 20. 9.12 

根

カスし一叫マリアナ東方 22, 9. 8 

アイオン中マーンヤ｝レ群島23・ 9 ・ 7 
部

ノ" カス島
'品’方

ジェーシ'’’'し 黄島
志四洋ヒ

ス＇ふ七
ワム島

洋上

旦「ノヽ；；ク島
ワ古 方

丸ふロール晟
ヵ

川；ャ
ワム島

方

豆ゾ 'l パン島
弓口 方

茫っ，iパン島
弓4レ東方

3．じ36
(200) 

2
 

3
 

970 

凡 9i0 
3. ]22 

(l.046) 

阿 久 877 

960 I,91D 

940 

,：
5

0

|

 

838 
(326) 

キ テ 956 160 

940 508 

jレ 924 943 

3
 

900 
393 

で
m

＂̀
i
 

狩

•7 

伊

今全
耳シ

こ
J

阻

勢

952 

島
京

風
• 9 9 

消滅場所と月日 I親測椴低；観速最人風速瞬間最大 久
死者行方不

気 圧 (ID分間平均）風 注 怜水臼災害の種類明共（）
内行方ズ呵

ー・'" ’̂ 9.'＂ ． 9 9 99 999 99 9 9 9,.. 

; i (mb) i (m/s) （m/s) （加）

金沢、! 9.9.21アリュージャ，．23!912室戸岬夏戸岬 45室戸岬 60以上大 分 355風水＇甚
iン南方海ト 9人阪40以上！大阪 60人 阪 20大阪湾裔潮

18.9.20 1964 杜崎 34枕崎 43宮碕 50 
i 18.9.20 i 名瀬，、巨 [li 26浜田 37'米了• 333i颯水害

し、

沖縄、九州、奥羽 20.9.17ベー＂ング海 9.23!917枕崎室戸岬 3］亡9

壺綺 55大 分 2'14
枕崎 63津山 281

応 lぐ苔

鹿児島、輪島、 r1憎海訣20.10.10: !964阿久根＇
細励 34枕崎 52徳島 474
鹿児島 37鹿児島 33広 島 330

風水害

紀朴I沖カヽ ら

i房総半島へ
i 22. 9.15北海逆， 17983酒 ク 網 代 19東京 20秩父 6ll風水害
, ＇東方海」＿ l 9)東京 15横浜 22伊 東 450利根川洪水

| 
硫黄島匹方 |23.9.16アラスカ方而9.19i943大島富崎 47宮崎 60中宮司 538/11¥水害 i 
房総半島 長津呂 40長律呂 44仙台 351北上川洪水！

i八丈島、伊五島、 ベーリング海，．5i
澳羽内）j海上 曲 部 i : 

I i四国東駕 室戸岬 43空戸岬 59尾駕 401風水害

i神戸付近上陸
25.9.3アラスカ9.I 1!962和歌山

i和歌山 37神戸 48iク尺吹 218高潮 ＇ 
潤匹諸島、九•I,1•I 'カムチャッ I 宮崎 503

中国地カ
i26. 10. 14 10.20:945枕崎枕崎 43枕崎 52 風水害

i力半島南東 屋久島 637

紀伊半島南部 ：カムチャッカ
I卜野 20 1 ^野 28I

：・9- ：上野 214風水害

名1]屋、松本、山形 128. 9.25半 島 南 部9.291953尾綺津 24rl! 31名占尻 193高潮
； 名古屋 23!名古屋 30; 

’ |  1 ! ! 

i石垣島、九州、四国 ，29. 9.26; 
lアリュージャ9.29i 

| ン 列 島 l

伊豆南端、三浦半島
| 

133. 9.2丘北海道東方9.29i955長津呂'大
！中部閲東、祖島、之陸沖 i 東| 

伊豆南端、静岡、
i山梨、長野、佐渡

34. 8. 13沿 海 州8.151980甲府甲

！紀伊半島、東海地方 I i根 室 東 方 i i 
噺潟、東北、北海逆 !34. 9.261海 上9.271929.5潮岬名古屋

; l i 1 

’年月日地過氏［な主

阪
岡

大
盛、、

国
渡

880 

960 

895 
ー・2
 

．．
 

8

0

0

 

2
 

7

8

8

6

 

2

L

]

1

2

1

 

．

．

．

．

．

．

．

 

8

0

9

9

9

8

9

 

．

．

．

．

．

．

．

 

8

9

3

4

4

 

3

3

 

4

6

 

2

2

2

2

3

 
26.10 

府

大
束

~. 6

1

 

3

2

 

島
京

讐
鷲

古名
尾

・
~8

7

 

ー

3

．． 

水

水
洪

洪

害

川

害

川

害

水

野

水

士

水

潮

風

狩

風

富

風

高

函

442402220317
叫

104 ー

島

島

京

府

根

山

屋

ケ

吹

古

彦
伊
名

~
~
~
＇
 

湯

大

東

甲

0

7

6

0

 

5

2

4

5

 

I,767 

1,276 

241 

5,041 
(282) 



伊勢湾合風
I 3号台風の最高廟位と 13号合風以前の既往高潮位

-- --- -- -.. 

伊 勢笥台風
| "... -…•---- --- ------------
潮

・ 位：起時
/ `”~ / ^~ "~ •…~..~ ~ ~." " ~ ~:……~ ＂ ~ ~ ~ ＂ ` 
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名 古因

鉛田川河JI

四「］ t I I 
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3
 

号 台 風
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ヽ

9'
ャしイ 起時

..．" 

愛知炉
、二重県9市伊勢湾台風被害既要I哭l

中怒地方建設周 伊勢涼台風速報

中部地方建設局 愛知、三噴海芹蜆肪受託工事誌

土木研究所 伊勢湾台風について

高ざの杭準ぱ東京湾中等潮位 (T.P.)によるも烏羽のみは読取値を示す。

松

息

的

浜

尾

阪

羽

矢

島

鷲

9

4

4

4

2

5

4

4

5

 

8

9

2

5

2

1

9

0

9

 

-

．

＿

＿

＿

＿

_

-

・

 

3

3

3

a

2

2

4

1

2

1

 

左記以外の高洵位
------- - --------

潮位起時

!｝、•□。 •9ニ

I 

21,35. 2_329 

21,30 : 2_537 

21 _ 10 I 2_3'/ 

19_00 2 ・ 7 9 _ 9 

＇ 
i 

21.00 I 2_63 I _ 
l 

＇ 20,26 I 4,65 I lS_OO 

I 2 _ 1 5 -

- l. 85 | 
l 

- i 

＇ 
- 1 1 278 I ---' 

l ―---し------- I_--- -

18.50 

1 8 ・ 35 

18 ・ 20 

8

4

6

 

9

0

1
・

••• 2

2

2

 

（出典）!.

2. 34. !O. 6 

3. 

4. 

（注）

以上に加えて、低気圧の移動速度と満内の長波の伝播速度との一致による共鳴現象、 i弯内の

水の固有振動、湾の断面形状の変化による水位上昇等が高潮を更に増大せしめる原因となる。

海町か月や太陽の影習を受けて干満をくり返すことはよく知られているか、これは天文潮と

言われており、検潮所を設けて観測を継続すれば、実用上十分な推定式が得られ何月何日何時

には天文潮がいくらという数値をあらかしめ知ることがてぎる。

今回の合風時に名古屠港の検潮所て最高潮勺か観測されたのは 21時35分て検潮儀基準而上

5.81mてあり、名古屋港工事基準面上 (N.P)5.81m、 東京湾中等潮Iウ (T.P)に直して

3.89mてあったか、ふ81mのうち天文潮位は2こ釦1て、小潮てあり干潮から満潮になる途中て

あった。

従って、天文潮を迄引いた3.55mは台風による高まりて、これは気象潮といわれるものてあ

る。

実際の現象ては海面に大きな波浪が見られこのため、海面は短周期て昇降を繰返して、いわ

ゆる高潮位より高くなったり低くなったりするが、この妓浪による波の変化は観測が難かしく、

今度の場合湾内の波高 3m内外と推測されているものの、その実態の究明は今後に残されてい

る問題てある。

名古尾港ばかりてなく伊勢麿沿岸、渥芙湾沿岸ては、各所に高潮がおしよせ、これが今回の

災害の直接の原因となったa

名古屋市由部の臨海地域には人，卜の丁椙やその従業員住宅、 店舗、 公営住宅穿かてぎてい

た。このあたりは元来下拓によって造成された水山地帯てあって、地盤闘は海面とほとんと同
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じか、所によっては海百より更に低く、堤防、機械排水およひ海に百する埋立地によって水宝

から守られていた。

伊勢湾台風による各地の最高潮位

乙
222 0 

宇怠山田

｀々208 、烏詞 2026 
cl 92 

二］
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第 互 項 河 川の高水状況

合風が近づく罰まては一様に降り続く雨て、各阿J!11まゆつくりと水かさを増していったが、

なお腎戒水位にはかなりの余裕かあった。ところか台風が接近するころから烈しい雨となり、

僅かの間に、警成水信を突破し計画高水信をこえた洪水波が発仕したのてある。

各河川とも出水のピークは26日伎半ごろから 2-3時間の間に現われた。

その河川の洪水涜鼠は正確な観測値かなかったがその高水状況は次表のとおりてある。
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| 1 1 | 1 1 1 （ヽ 283 15) 
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注• Mは11Ji治、＇l`は大正、 Sは昭和の年代を示す。

第六項県内気象管署の警戒の概要、警報の伝達

I.警戒の概要

伊勢湾台風の来腿に際して、とられた罪地方気象合および県内各測候所の発哀岱れた、畔戎

の概要は次のとおりてある。

I.台風の北上にともない本邦南岸の前線活動による大雨の心配もあるのて、昭和34年 9月

25日17時に県下に大雨注意報が発表された。

2.台風情報第 1号は、ラジオの最も聴取率の高い、 19時のニュースに間に合うよりに発表

された。

3. 9月26日午前中に近畿東海放送か津地方気象全に専用電話を設置し、特設マイクを気象

台に持ちこんて、ここから直接放送て蓉るような、 態訥をととのえた。 そしてこれらを使っ

て、台風の情況は、ほとんど毎時間放送された。

4. 9月26日午後になってから県腎察本部から専用電話の架設に来たが風雨がり念まっていた

ため、ケーブルの外線接続不能て、未通のままに終った。

5. 9月？6日は県内各気象合官署はほとんと全貝臀戒配置についた。

6．この今風は、超大郡大台風のため、県庁各課とは特に密接なる沌絡を保ち、 1叶町に数

同電括連絡をした。

7.腎戒のために発表された、沖芭報、贅報および情報穿は、次のとおりてある。

津地方気象台発表の警報、注意報、情報

＠ 大雨庄意報 C9月？5日17時 0分）

位滞前線の活動が店発となっているのて、県下全般に大甫か陪る恐れがあります。今晩から

明日の午前中まて強くなります。今後の市呈は、南部および山添地帯ては150~200粍汀f野駕て

は50~100粍の見込みて、河川は増水し、低い十地は浸水、 かけ崩れ、山崩れの恐れがある。

⑥ 風雨注育蔀 C9月26日8時 0分）

猛列な台風が当地方の南方に近づいていますのて、県下全般に風雨か強くなります。今日の

屈前から強くなり、今日夕方には著しく強くなりまず， 東の風て最人風速は、 陸ヒて15~20

m/scc、海しては25~30m/sec、今後の雨鼠は、南部および山悉地帯ては、150~200粍平野郊

ては50~100粍の見込みて、河川は増水し、低い士地は浸水、かけ崩れ、山崩れの恐れかある。
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＠ 風雨江齊親 (9月？6日8時0分）

猛列な台風か崎地方の南方に近づいていますのて、原下仝般に風雨が帷くなります。今日の

仄前から弥くなり、今日夕方には苦しく強くなりまず。東の風て最人風速は、陸上て15-20m

/sec、蒋上ては25-30m/sec、今後のm星ぱ、南部およひ山岳地帯ては150-200粁、ところに

より200-300粍、平野部ては100-150粍の見込みて河川は増水、かけ崩れ、山崩れの起る恐れ

かあり、海）岱ては大浪か打ち上げ、うねりも風浪も苦しく高くなる，当地方も品風阿に入るお

それかあり、今後の気象通報に注汽されたい。

~) 暴風雨懲親 (9月26日11時 0分）

猛烈な合風が当地方に近づいていますのて県下全般は、暴風雨になります。本日の応過ぎか

ら著しく強くなりましょう。東寄の風て最大風速は陸上て20-25m/sec、海上ては30m/secに

なりましょう。今後の雨量は南邪および山岳地帯は150-200粍、ところにより200-300粍、平

野部ては 100-150粍の見込みて河川は増水、 はんらんするおそれがあります。かけ崩れか起

り、大ぎな災害を起すおそれがあります。海岸ては大妓か打ち上げましょう。今後の、気絞通

報には充分御注意下さい。

＠ 高潮、波浪警報 (9月26日11時30分）

台風15号は紀伊半島日指して接近しています。今夜辛頃に紀伊半島、あるいは、東悔地方のど

こかに上陸する公算か非常に大蓉くなりました。このため、熊野灘およひ情勢湾ては今後さら

にうねりも波も高くなり大きな災害を起すおそれかあります。また、台風によって潮の賽さも

平常の日よりも 1米～1ぷ米ぐらい高くなる見込みてす。伊勢湾の灌潮時刻は、？7日の午前 0時

25分となっていますのて、台風の最も近づく時刻と重なります。この潮の高さは、昭和28年 9

月の台風13号に次く高さてすから各沿岸地方ては、厳重な瞥成か必要てす。

＠ 暴風雨瞥報更新 (9月26日17時0分）

猛烈な台風が近づいています。県下全般に暴風雨はますます強くなります。今夜半まて著し

く強くなります。東の風て最大風遠は陸上て30m/ses以上、 海上ては40m/sec以上、瞬間骰

大風速は50m/sec以卜になる見込みてす。今後の雨最は南部および山岳地帯ては100-150粍、

北部および平野郭ては100-150粍、ところにより 150-200湘［に逹しましょう。なお、河川は増水

はんらん、山崩れ、かけ崩れなとかあり、茄臣ては高潮か起るおそれかあり、近来まれな大含

な災害を起すおそれがあります。

ヽ 洪水腎報 (9月：6日18時0分）

台風15号による雨最は、今後さらに100-150粍、ところにより 150<00粍は降るものと下想

されます。このため河川の増水、はんらんによって、大ぎな災害をおこす恐れがあります，各

河川とも厳平な警戒が必要てす。

＠ 高廟、肢浪腎報解除 (9月26日：3F井―0分）

＠ 強風注意報 (9月27日0時0分）

台風は通過しましたが、原下仝般に風は主だ続ぎ9)7日の屈箭には男まりましょう。四の風骰

大風速は陸上1D-15m/sec、侮ヒ15-20m/sccて雨星は少ない見込みてす。
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＠ 洪水警報、強風注音報解除 (9月27日9時0分）

（〇 合風情毅第 1号 (9月25日18時45分）

合風15号は午後 3芦坦在、潮岬の南方約850粁の洋上にあります。中心の勢力は、 905ミリパ

ー！レて中心附近の最大風速は60m/sec、また、東側400粁、西側300粁以内ては、 25m/secの暴

風雨となっています。現在のところ台風は、毎時26粁くらいの速さて北西に進んており明朝1•こ

は、四国の南400-500粁の海上に達する見みてす。

その後の進路については、はっきり判りませんか進路を北から北東に変えることも％吠下門

されます。何れにしても、大型台風てすから今後充分腎戒する必要かありまず。なお、現在県

下に、大雨庄意報かてております。

＠ 台風情報第 2号 (9月25日21時 0分）

台風15号は午後 6時現在、北緯25.5、東径135.1の潮岬の南方約800粁の海上にあります。中

心の勢力は、 910 ミ•)ハールて中心附近の最大風速は60m/scc、東側40し粁と四側300粁以内て

は25m/sec以上の暴風となっています。

現在のところ台風は毎時25粁位の速さて北西～北々西に進んており、明日の朝には四国南方

400-500粁の海上に達する見込みてす。

その後の進路については、はっぎりわかりませんか、北から北東に進路を変える市も喝殊下

想されます。いずれにしても大塑台風てすから今後充分努成の必要がありまず。

なお、現在県下には大雨注き報がてております。

＠ 合風情親第 3号 (9月26「i5時30分）

台風15号は午前 3時現存、 高知南方500粁の蔀上にあって北々西～北に向って毎時28粁くら

いの速さて進んています。 中心示度は910ミリバール附近の最人風速は60m/sec、東側400粁

と西側300粁以内ては25m/sec以上の暴風雨となっています。

今後進路を北東にとることも予想されますか、 本[1午後には四国の南方200粁ぐらいに院近

する見込みてす。

いづれにしても大？甜台風てずのて、二平原地方も今［］は暴風国の固 I:！•)に入り、東寄の風が強

く雨も強くなってきますから充分腎成を要します。

＠ 台風情報第4号 (9月26日9時 0分）

台風15号は 6時現在、四国室戸岬の南450粁の北緯28.9、東経13.4の海上にあって、幾分速度を

速めて、毎時33粁て北上しています。 中心勢力は920ミリハールて最大風速は、60m/secて中心

から400-500粁離れたとこいても20-25米の暴風を伴っている。大郡台風てす、本日の夕方に

かけて、紀伊半島にかなり近づ紫三重県地方も暴風雨圏内に入る事は、ほぼ確実となりました。

各河川の沿岸地帯、また、いつも浸水のおこるところ、また、各家庭の東側から南側にかけ

充分な補強等今のうちに充分な態勢を整えて下さい、また 台風通過後は風向は北西に変り、

引続ぎ強く吹きますから併せて御注意下さい。このほか、がけ崩れ、山くずれ等も考えられま

すから充分御注意下さい。

＠ 台風情親第 5号 (9月26日11時45分）
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台風15号は 9時現在、潮岬の南々西約400粁にあって、 北上を続けています。合風ぱ今夜半

に紀伊半島から東海地方のとこかに上陸する公打が非常に大ぎくなりました。 II時屯在、県下

に暴風雨警報、 11畔30分に高潮、波浪鞘報が発今されました。すなわち、二［「限地方ては東寄

りの風が陸上ては20-25米、海上てはうねり、岐共に従々高くなり最大の時て 5米～ 6米ぐら

い、また、潮の高さも普段の日よりは1.0-1.5米ぐらいは高くなりましょう。

伊勢湾の満潮時は27日午前 0時る分となっていますのて、合風の最も近ずく頃と ，Jiなり大ぎ

な災害を起すおそれかあります。これは昭和8年 9月の台風13サに次く潮の高さてすから厳重

に注意して下さい。

(i) 台風情報第 6号 C9月26日14時 0分）

台風15号は12時には潮岬の南々西300の北綺30.8度、東経134.6度の海上にあって、毎時36粁

の速さて北上を続けております。 中心示度は920ミリハー 1レて最大風速は60m/secと昭禾[:28年

9月の台風13号と同じか、それより大型のものてす。三重県地方も午後から一段と風雨は強ま

つて来ました。現在、瞬間最大風速22m/secくらいとなっています。台風は今夜 9時頃から夜

半にかけて紀伊半島をかすめるか、あるいは上陸するか、ぎわといところてすか、原下全般に

今夕方から300粁圏内に入ることは確実てす。このため、河川の増水、 はんらん、かけ崩れ、

山くずれ、堤防の決壊、高潮守相• Iヽi人ぎな災内のおそれかあります。日中の明るいうちに充分

な野戒態勢を邦えて下さい。

(i) 台風情報第 7号 C9月26日15時45分）

台風15弓の午後 3時現在の位個は、いまだ、はっぎり判りませんが、 12時現存の位府からの

推定によりますと、潮岬の南々四約150粁ぐらいの海上にある校様てす。現在の状況から紀伊半

島に上陸の公打が強くなっていますか、その時刻は午後 8時頃となりそうてす。したがって、

て屯地方には午後 8時から夜半頃にかけて、影響が強くなりましょう。現在ても罪地方の瞬間

最大風速は30m/secをこえ、平均風速ても可米前後となっています。

何しろ規模が大ぎい台風てすから中心から少し位、はずれても今迄経験した台風より以上の

風の強さになりそうてす、伊繋誘ては、ますます、肢、うねりか高くなりますから、沿岸地帯

ては充分御注意下さい。

(i) 台風情報第 8号 C9月26日18時30分）

台風15号は、午後 5時の情報によれば、潮岬の南西約100粁の悔ヒにある規模で、ひ彦つづぎ

紀伊半島に接近しております。現在、三重地方には暴風瞥報、高潮、肢浪警報、洪水瞥親が発

令されています。この台風は今後、潮岬の丙側の半島に上陸して半島を縦断する公箕が強く、

あるいは紀伊水道に入るとも考えられています。

この暴風雨は今夜半頃まてが峠てしょう。現在、瞬問最大風速40米くらいて、これは津気象合

創立以来の記録的な風速てす。今後、更に、台風が接近するにつれて、ますます強まりましょう。
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また、今後の雨景も 100~150粁、 ところによつて＾00粁ぐちい降ることも下印岱れまずか氏河

川の増応ぱんらんに備えて各方而廿、厳巾な腎股か必酉てず3

． 合風情報第 9号 (9月？6日19時45分）

合風15号は、午後 6時には北緯33.41度、東鍔135.5度にあって、ますます、荻成を振いながら

北上を続けています。速度も可成り速くなっており、今後台風は午後 8時唄には津地方の南酉

60粁、 凧県と奈良原の印境を、吏に、午後 9 時には門日市と濁の山間を通り、＿•-田阻を樅断す

る見込みて土したかって、今後 3時間｛＇)か風雨の最も膝い時期て凧向は、東から次第に南 1こ

廻りましょう。現在の風の強さぱ、津地方て瞬間姫大風速46米ぐらいてす。ここ数時間が山で

すから各方面共頭張って下さい。

＠ 台風情報第I0号 (26日21時15分）

台風15号は今夕 8時過ぎには、 伊賀上野方而を通り、 現在瑞の山附遮を洒過中と思われま

す。間もなくご凰県を通り抜ける見込みてすが暴風はまだ暫く続彦、間もなく風向も西風に変

りましょう。この吹ぎ返しの西風も相当強く吹きますから引ぎ続き御注意下さい。雨鼠も一応

は峠を越しましたが、今夜半頃まては続きましょう。なお伊勢湾に於ける満潮時刻は、 27日の

午前の 0時25分てすが間もなく風向は西に変りますから三重県側としては一応高潮の峠も越し

たといえましょう。繰り返しますが、この暴風雨は、やまは越しましたが夜半頃まては続ぎま

すから今しばらく警戒をゆるめないて下さい。

＠ 台風情報第11号 (9月26日22時 0分）

台風15号は現在、岐阜の近くを通り、中部山岳方面に進行中と思われます。すなわち、今タ

6時20分頃紀伊半島の南部に上陸してから速度を急激に60粁くらいに増して、 7時頃に紀伊山

脈の南部、 8時頃には津の西南西、約50粁、 9時頃には鈴鹿山脈の北部を通過しました。この

間、津地方ては、 7時から 8時にかけて東の風か強く瞬間最大風速51.2米、津地方気象台始まっ

て以来の記録を作りました。台風の通過に伴う丙の風に変りましたが、この強風も夜半頃から

次第に収まってぎましょう、間もなく発令中の暴風腎報、高潮、波浪、洪水の各警報は解除さ

れましょう。

警報等の伝達記録

罪地方気象合の瞥報類の伝達の記録は次のとおりてある。

一般電話による伝逹は、 26 日 16時頃からぼつぼつ電話回線に被宰が、て始め~o時過ぎには一

般電話は完仝に不通になった。 K.T.Bの特設マイクのみか、かろうじて通話可能てあった

がそれも21時こ0分頃に完全通語不能となった。

その後の状況を関係機関に連絡のため、 26日23時40分頃からジープにより消i絡を同った。

尾鷲、亀山、上野、宮川各気象官署の伝逹の記録は略す。
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第三章 被害の原因とその特性

第一節総 説

伊勢湾台風をひ者起した要因てある台風については、風力、高潮、洪水等の姿を気象概要て、

詳細に申述べて来たからここては、特に、この台風を本県内の地域別に其の特性を分類してみ

ると、大体 3つの型にわけられる。

（別紙被害図参阻）

本県の北部、すなわち、北勢臨海工業地帯の被害は、別表異状高潮表に示したように、 13号

台風の高潮を上廻ること80糎におよび、これがために、本県の心臓部ともいう、この地帯は、

暴風雨とこの高潮による高浪のため瞬時にして、末曽有の大惨害を生じたのてある。特に沿海

部 154平方粁にもおよぶ冠水地域ては、人命の損傷、家屋の倒壊、流失等が甚だしく、わけて

も桑名市の一部、長島町、木曽岬村等の11,000世帯は台風通過後も、海岸堤防、および、木苦、

揖斐、長良の―て人）1|の感／朝区域の破堤のため溢水し、しかも、 2ヶ月の長期湛水の状態におち

いり、電侶霞話、交通等全く、麻ひの状態となったのてある。

次に、罪市、松阪市、および近郊の地域すなわち、本県て一般に中勢地区と称している地域

の被害の掠因について、辿へると、この地区の海岸堤防は28年13号台風の復1日・［事を建設省に

委託して思い切った改良復旧を加えたのと、異状潮位も13号台風の際より低かった）tなどによ

り、海犀堤防の破堤による被宝は極めて僅少てありましたか、この地方の．ー大水系となってい

る。未改修の因出川と、中卜涜部迄一応改修した櫛田川等による被害が別紙被害図てもわかる

ように、実に甚人てあったのてある。これ等両河川による被吉の原因を衿察すると、こり地区

0)降雨星は既往最人のものより下廻っていたが、各水源において、山腹崩壊、地すへり等によ

る、上石流の流下晶敷しく、これか河川敷に推積し、水流を一時的に、ダムア yプした事によ

り、河川は、はん濫し、いたるところて、道路、橋梁、鉄道は寸断され、或は、人家の涜失、

破損をこうむり、また、田畑0)埋没、冠水も非常に大ぎかったのてある。

また、伊賀地方においても、従来からも治水上、大きな間題をもっていたのてあるが、淀川水

系てある名張川か、中勢地区の雲出川、櫛田川と同様の理由により、上涜より土石流があって、名

張市内には14万立方米にもおよぶぽう人な土石か人家内に涜込み高さ 2米にもなり、藤堂藩時

代からこれという被害を受けなかった、旧市内もいたましい惨害を呈したのてある。

次に、南勢志摩および熊野灘方面てあるが、この地区て最も大きい河川てある宮）IIは、上涜部

に、先年多目的ダムを県営で築造致したのを、活用する態勢をととのえ気象の悪化か伝えられた

25日21時より、予備放流を開始し、貯水位273.35米、流入量245m3/secに対し、24時、500m3/sec

の放涜を行ったのて、 26日10時には、計画予備低水位272.39米迄低下させ、台風の接近に備へ
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たのてある。この地点ては、 26日16時10分に1ま、涜入騒も急激に増加し、 19時30分には計画共

水菫2,000m3/secを上延る、 2.I OOm 3 /secを記録したのてあるが、完全な洪水調節を行った

のて、幸い宮川水系による被害は極めてすくなくダムの効果は、まことに大きく、特筆すぺ含

ものがあったのてある。然しなから、秒間50米をこえる烈風による風害は、もの凄く、人家披

害は中す迄もなく、伊勢神宮も前古末曽有の人被害をうけ、両宮の参道の両側に盛立していた

巨木も無残にも倒伏し、御止殿を除く 24か所の御社殿が損壊し、神宮林全域に百る風倒木の被

国は50万石にもおよふと云われるのてあって、一般林もこれと同等以上の莫人な骰宮を，；；；って

いるのてある。また、海岸地帯において1ま烈風による激浪は漁港、港湾、船舶、真昧筏等に巨

大な被害をあたえたのてある 3 これら被害の状態を要やくしてみると、 北勢は高潮による被

害、中勢および伊賀地方は、治山、治水対策の不充分による被害てあり、図勢志摩より熊野灘

にかけては烈風と、これによる激浪の被害ということに分類することがてきるのてある。最後

にこの災害によって特に教えられたものを 2、 3述へると、北勢地区における中京経済圏の一

環てある北勢地区における名古屋市と、 2か月余に渉る陸上交通の杜絶は、総ゆる而に極めて

大ぎな打撃を与えたのでありますが、幸いにも、大阪との交通が杜絶しなかったので、被害エ

場の機具類等の修理は大阪に陸送し、急速にその再操業をすることにより、減産を喰いとめる

ことができたのてある。従って、この被害の実態にかんがみ、少くとも名古屋市との交通施殺

は、国鉄、近鉄、国道などの何れか 1線のみても、大潮満潮位を上廻る＋2.0米以上（東京湾中

等潮位換算）の路盤高を有する交通施設の改良復旧をするか、或は、また、目下計画中の名洞

国道の路面高の計画変更をして謀上げることか必要てあると、考えられた。なお、日下海阜エ

法については、中央関係官庁において、充分検討中て、晨林省、建設省、運輸省等と所轄官庁

か異っているが類似地区において、現地に適切な工法が、統一的に計画されることか望ましい

と思われ、また、臨海工場地帯においては、伊勢湾台風の異状潮位より高く全工場の敷地を収

しげすることは、とうてい不可能のことであるから、海水による被害度がもっとも大きい、機

械類を釣り上げる施設を完備する必要を痛惑するとともに、適格、迅速な気象の連絡を望みた

いのてある。なお本県か水防無電がなかった事により、この台風の際に、惰報、警報および指

令の伝達が極めて不円滑てあり、情勢判断による非常活動に支障を来たした事なとから、無線

通信網の完備と気象専門官の常置か望ましいと考えられたのて、 35年度より水防無線を設備す

ることとした。今回の台風被害が名古屋市の臨海部および北伊勢工業地帯の長期に亘った湛水

のため、海岸堤防のことについて大々的に報道され、ややもすると治山対策か忘れられるよう

な惑じもある、治山、治水の一貫した治水対策こそ必要性か大ぎいのてあって特に、本県の中

勢および伊賀地区の被害は、山腹崩壊、かけ崩れ等に起因しているのである。これらの河川の水

源地帯の地質の大部分は、花岡岩の風化地帯て表士層の、 うすい山腹てあって、被害は杉、

桧、等を植林した地帯に多く、雑木林地の崩壊がほとんとなかつたのにかんがみ、 （民有林て

あるから、経済植林を行う関係もあって、まことに、むつかしいことてあると思うが）水源涵

養の大乗的見地より、栢林の指導にあたり、特に樹種の横択を充分検討すへきてあると思うの

てあるっ更に貯砂堰堤、涜路工の完羹により、崩壊の拡人を防止し、治山、治水と一貫した水
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系別の河川改良復1日を実施して、再度災害を防止すべきてあるとの入教訓1を受けたのてある。

最後に、熊野灘方面てあるか、この地方は昭和19年以来、数度の大地震により、高潮の大被

害を受け、其の崎時、多数の人命をうしなっているのて、これ等の経験により、今回の災害の

際には行ぎ届いた茫［難対策が行われ、高さ10米にもおよぶ大激浪て、海岸の公共施設、住家、

建造物等、相当多大の損害かあったのに比較して、人命の被害が僅少てあった事などは過去の

責い試練の1湯と思われるのてある。これからの事により、今後、水防体制および救助対悛の確

立と、船舶をも含めた避難訓練を、関係各官公庁と民閲とか一体的に実施して、—朝有事の際

に人命の損失を最少限度に喰い止めることに万全を期すへぎてあり、また、今後、災害復旧市

業の実施にあたっては、被害の原因等を科学的に充分調査して、再度の災害を末然に防止する

よう、一段のエ大をこらし一貫した復興計画を樹立することの必要を痛感した。

第一項洵岸堤防、港湾、憔港等

海岸堤防、港濡、漁港等の被害の原因とその特性等については、痙輸技術研究所と運輸省港

湾局等により詳細に調査のうえ、中間報告をせられたものは、次のとおりてある。

海岸堤防、港湾漁港被害の規模や特性を支配する重要な要素は風、波および高潮であること

は云うまでもないのてあるが、それらがまた地理的条件と関連して、示す重要度も多分に異っ

て来るものてある。

三甫県海岸について云うならば、熊野灘海岸は高潮よりはむしろ風と波による被害が大ぎい

し、伊勢海沿岸ては高潮と波による被害が大きい。何れの地区についても海岸構造物に関して

は、河川の洪水は大きな要素となっていない。

これらの自然条件については、個々の港について異った特性を示していることが多いので、

各港別にその特性を述へることにしている。中ても、最も大きな特色の、熊野灘海岸について

は、合風による支配的な波がS方向てあり、此の方向による 8-10mの妓高によって、大部分

の港に大きな被害を生したと考えられることて、これは前回の昭和28年台風の場合と著しく相

異している。また、伊勢湾に面する四日市港附近ては、 S.S.E~S.E方向の技高 3m程度の

波によって、被害を生じていると考えられる事てある。これらの波の大きさおよひ作用に1ま、

特に、地形的な効果が大きいことを熊野灘のみならず、伊勢湾内において明らかに見ることが

出来るのてある。

従って、将来計画については、これらの詳細の条件を考慮した上て決定せねばなちない点が

多い。本報告書内の各港平面図には現在の段階て考えられる護岸、堤防等の所要天端高(D.L.

上）を記入してあるが、これらの値については、なお検討を要するものと思う。 （各港別は別

項に詳述）

第二項河 J l l 

河川堤防は妓の影響を考慮する必要か少ないため、基本的なクイプにぱ、海に直面する堤防
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のような栢違した考へ方はなくともよい、しかし、細部には各種の相違かみられる。やぱり海

に直面する堤防、あるいは、従来の河川堤防との接続部の設計条件を均衡させるためにもあまり

に単位予算額に相迎かあってはならない。長良、木笞、鍋田なとの大きな河川の堤防にも数多の

欠壊が見られるか、それらのうちには、堤防が元干拓堤防てあって、その上に家屋か建てられ

ていたため、思うように補強てきなかつたものか少くない。また、すてに指摘したように、長島

町、木苦岬村の様に堤防か竹藪て保護されているような旧堤防のままのところか広く存在して

いる。竹薮か十分に生長し、法面を保護していたところは抵抗力が強かった。とにかく、惑潮

河円の河1|＇堤防は統一的な設計基準を持って実施していなかったような惑か深いのてある。今

回の被害が発生した時間には、なおいずれの河川も涜量は比較的少なかつた。そういう点から

考えると、高潮を大含なフアクターと考えていなかったようにも考えられる。城南干拓の背後

堤は、西側は全而的に欠壊、大破損を生じている。北測は殆んと破損されていない。西側と北側

の堤防の高さに差かあり、西側は低く完全に溢涜したのてはないかと思われる。城南干拓の第

一線堤防は全丙的に欠壊しているから、一時に干拓地に浸入した大量の水は、脆弱な西側背後

堤を溢涜し、その背後l日城南村に激甚な被害を与えたのである。しかし、その背後堤の存在ぱ

桑名市の市由地の被害を緩和するのには大いに役立ったのてある。 （科学技術庁資料による）

a.破堤 b.溢水

第一線堤防の破渫掠因についてはそれそれの機閲て力学的、水理学的検叶か加えられている

ものと思う。ここては個々の堤防の破壊の原因については述へないことにする。しかし、概括

的にいうと三つの要因があるようてある。

(1) 堤防上を完全に溢流したと恩われるもの。

(2) 溢涜はしていないか砕波か堤防尺端あるいは背面に落卜し、それか原因だと思われるも

の，9

(3) 動水圧か加わって倒壊したと四われるものとある C)

堤防に作）IJする外）」としては、普近高潮の1¥｝附のエネルギーに波の運動エネルギーか衿えら

れている。このほかに、今回の高潮は妓長極端に人きな単独波てあり、その前進に伴う水の迎勁

のエネルギーか考えられる、今度の高潮の各地の試側誌果を総合して見ると、高潮は秒速IOm

以上の速度て前進していることになるのて、高潮の内部の水分•子かいかなる連動をおこなって

いるかは明かてないが、普通の彼のほかにある程度の運動のエネルギーを持っているわけてあ

る。しかし、このエネルギーは転化して観測された。潮位の中にある程度現れていることも考

えられる。このエネルギーの相互転化の程度は明かてない。高潮の位置のエネルギー（潮位）1ま

比較的よく観測されているっところか妓については 1~ 2の観測のほか、事実をたしかめるこ

とか出来ない状態てある。それも波高程度て絞圧については観測は一つもないようである。最

後の高潮個有の連動のエ不 Iレギーについては、要因として衿える必要かあるのかとうかさえま

た議紐された事かないようてある。十分実体のつかめない運動のエネルギーこそ、破壊力とし

てとのように作用したか、まずたしかめなければならない要素である。以上を総括すると、

(1) 破堤の状態を調査分析し、その桔論にもとずぎ外力の体質を、理論的実験的に確定する

こと。
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(2) 研究の鈷果確定された外力に対応する最も理想的な堤防のタイプ、ならびに材料施工法

を決定すること。

(3) 農林、建設なと官庁間て設計条件の ,1]要菜を統—ーすること 3

(4) 干拓を入柏、増反農家たけのものとみなさす、背後地の治水効果を人ぎく認めることな

とてある.,

第三項治 山（砂防）

伊勢誇台風は台高山脈を水源とする櫛田川水系、雲出川水系に被害が集中した。これらの被

災地域は集中崇雨に依り、山地の各所に多数の山崩を発生し、渓間を閉塞し、急激な増水によ

り渓岸を削り、巨大な土石涜となり多鼠の上砂礫、涜木を一時に押出し、小河川の下流部はこ

とごとく埋没し、沿岸の耕地等は、石礫泥上の原と化し、更に、下流本川に院入し、河床を上

昇せしめ堤防欠壊、橋梁の流失、はん濫、耕地の埋没等、土砂礫による被害を助長した1tは被

災地の現況がつふさに物語っている。

特に、今回の災害の実体は山地の崩壊ならびに小河川のt涜剖の荒廃が顕著てあり、砂防的

事業の被害が甚大てあった。

2.砂防被害の状況

山地崩壊および土石涜によって起った災害は、総て砂防的被害てあるが、山地崩壊に対して

は、治山事業として林務課の所管てあり、此は別項て述へられるへきものてあるから、本項て

は渓流工事について記すると、次のとおりてある。

先づ、渓涜の内の砂防指定地に編入されているものと、いないものとの取扱について述べる

と、砂防指定地てあって、既設砂防工作物の被害を受けたものは砂防災害復旧工事として、県

工事に採択されるが砂防指定地末編入のものは、県工事として採択の方法かないのて、町村エ

事として中請するほかなく、町村工事のうちには、砂防工事という種目かないので、町村河川

災害復1日工事として涜路工を申請し、荒廃釈涜を修復することとした。

なお、荒廃渓涜の渓間に残招せる土砂の流出防止のためには、緊忽砂防工事として、別途国

庫補助の道があるので72渓流に対し各谷 1悲づつの堰堤を新設することとし、昭和34年以降、

昭和37年迄の4か年間に実施することになった。

以上は、災害復旧対策として直ちに国庫補助の対象になるものであるが、今年の 7号台風お

よび、伊勢湾台風の被害によって新に砂防事業の計画を要する渓涜が多く発生し、更に既計画

中の渓流においても追加計画を必要とするもの多数あり、昭和28年策定の砂防全体計画、 102

億円が231億円を要することになった。

- 6 5 -



第四項港 湾、漁 港 （各港別）

地！弯被害の規模や特性を支配する重要な要菜は、風、波および高潮てあることは去うまでも

ないのてあるか、それらが、また地理的条件と閲連して、示す重要度も多分に異ってくるもの

てある。

本県海岸について述へれば、 熊野灘海臣は、高潮よりはむしろ風と波による被害が大きい

し、伊勢湾沿岸ては、高潮とi夜による被害か人きい。何れの地区についても海岸構造物に関し

ては、河川の供水は大ぎな要素とはなっていない。

これ等の白応条仰については、個々の港にっいて異つた特性を示していることが多いので、

この報告ては、各港別にその砕性を占へることとする。熊野灘海岸については、台風による支

配的な波か S方向てあり、こ 0)方向により起る 8-IOmの設高によって、人部分の港に人ぎな

被古を生したと名えられることて、これは訓1i]0)昭和28分合風13号台風の場合と著しく相異し

ている，また、伊勢湾に1丘［する四 II「I]地附近ては、 S鴫 s.i:: ~ ～ S ~ rり~方向の波高 3m程度の波

によって、被と国を化していると杓えられるれてある'これらの餃の人きさおよひ作用には特に

地形的な効果か人きいことを熊野灘のみならず、伊勢湾内においても明らかに見ることがてき

るのてある。

従って、 1『東，1!曲については、これ人りの叶細の，t件を考附した上て決定せねはならない点が

多い_,本報告古内の各港平伽図には、現在の段附て衿えられる詭岸、堤防寡の所要天端闘 (!l,

IJ.＿し）を記入してあるか、これらの伯についてはなお検砂を要するものと思う。

此の晶査は昭和34外12月 7IIから15日まての間に行ったものて、参加した者は次の通りてあ

るQ

連輸技術研究所地湾水丁部 連輸省港麿局建設課

叫輸技官 井島式土 連翰技官 森本茂男

// 光劫 恒 北海道開発局

グ 佐藤昭二 総理府技官 荒 木 郎

み 肯野 尚 ク 裔 田 陸朗

グ 柴山燐彦

‘‘ 土田 繁

木 本 港

a.木本地区

1.風 井戸川河口左岸の農地市称所の風向および風速の数値そのものば、機械の故障の

ため信頼することはてぎないか、この資料によれは、 26日10-19時まてはF..S.E．を中心と

する風向て、 18時は風向S.E．風速最大て30m/sec以上あったとてあると思われる。

2.波 沖波岐高は 8-10米程度と考えられるか、周期は不明、被向は S.S.Wてあると思

われる。鬼ケ城四側に波の集中か目視されており、ここて逆上高は＋ 12米くらいと痕跡より推

- 00 
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定される。防液堤収付部附近（天端高 l-10.8米）て最も大きな波が18時30分頃s.s. ¥V．方向

から15分間I,［連続しやってきた。そうして、この附近の防汐堤の裏の人家は相当に破壊してお

り、砂利が多鼠に堤を越えていない。昭和28年台風13号およびその他一般の台風の波向は S~

S.E．か多い。

3.潮代 汀戸川阿口て9.4米の潮勺放跡が、あるがこれは局部的現象と思われる。

4. 海岸性状 防汐堤前浜海岸は、女酋21/10巾100米て方向は S.W．に伸びており、河口は

西偏しているか、ほとんと安定した海岸と思われる3前浜の砂の粒径は10-50粍て、熊野川の

洗出士砂と思われる。堤防罰面の砂浜麻は束嬬て＋ 10~12米、中央部分て12-14米、江戸川左

岸附近て10米位てある。台風以前と比較して、東端附近は砂利の堆租か多くなり、中央から江

戸川河口にかけてては特に大きな変動はないか、勾配は急になった。

5. 河川 井戸川河口は台風により河LI閉塞した。その洪水洗鼠は、 t.003/sec位と思われ
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構造物被害にはさほと彩阿あるものと円われない。防汐堤東端の小111は涜量100m3/sec以下で

ほとんと間辿にならない，

6.描占物 既行描造としては防汐堤のみてあったか、天端＋ 16米の部分は越肢も少なか

った，［中央から束翡は大娼か低いのて、背後の人家の被宮も多く、この部分は＋ 16mに応上げ

する必要ある。しかし、この合風ては構迅物としての被害は熊かった。

7. 般被害 井戸川河口および東端0)小）1!附近が最も被害か多く、東端にはギとして波

による家墨破壊および道路洗掘が見られる。

防汐堤の十•:6米の大端高をもつものの背後は、他地区よりの浸入水が入って来た程度て人家

の被害もほとんとなかった。

8・ 対策 防汐堤は大部分を＋

16米の天踏にし、東罪は18米、江戸

)|！河口焔は＋ 13米にして、それそれ

+16米の天端にする部分と勾配をつ

ける。東端小川の河口には陪渠か出

来るようならつける。

い
人
〖

、水
E

木太浄．太京地区

fダ ／ -

I 

b.大泊地区

2.波 肢高は、 6米ぐらいと推定する。

3.潮！ゥ —人泊川の鉄道橋の右洋橋台5.7米、左岸橋合5.0米の痕跡ある。

4.海岸性状 欠壊性の海岸て、 汀附近勾配は1/50、砂の粒径は平均径0.5粍位て色は黄

色、大泊川の排出土砂てある。伊勢溝台風により西側に砂がかたよった。

5.河川 大泊川の洪水涜菫は100-200m3/secと思われるか、海摩構造物に対する影習ぱ

少さい。

6.構造物 天躊8.80米て、表法は、練石槙みて、笠石は場所打コンクリートてあった。

木本児穴泊t世E

6m IUm 

1 H 06、Om

x
ー
干
ー

南面する部分100米は全壊し、取付部ぱ

低かったため、 この部分から最も多く

越波したように思われる。 洗先の法面

張石も沈下している。防波堤は、その

先端が滑動し基礎捨石が抜かれている

ということである。

7.一般被害河口右岸側も浸水し

ているが、 これは対岸の反射によるも

のと思われる。 この地区は堤防破壊の

ため、完全に授水した。
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8.対策 防肢堤ぱ、原形復1月稗度でよいが、堤防ぱ南而ずる脊陀分ぱ特に高く 10-14来と

し、橋の所ては多少低くてよい．

c鴫小 泊地区

6.構造物 石租防肢堤144米のうち、先端部分70米全壊し、先端：の燈合をつげたまま相当

に滑動しているか、これは S方向の岐によって破褻されたものと思われる。この防妓堤は明治

時代に築造されたものて天端高は3.5米、 1 ~2トンの拾右て天端は場所打コンクリートてあ

ったぐ．右岸の短い防波堤は被宝はなかった。

8.対策 築造時の設計条件不明てあるが、今後の復1日には防岐堤に直角に入射ずる波に

対して設計すぺぎである。

ー木島地区

2.波 防波堤附近て推定妓高 4米ぐらい、里護岸および東護岸の棗半分に当った岐が小

向護罪に反射したと考えられるc+4.5米の東護岸の斜路附近は完全に波か護岸を越えたと思わ

れる。この港の入口にある英虞笥の高さ＋_5.0米の所を肢か朔上して越えたということである。

3.潮位 痰跡より推定すると二木島駅から小向護岸側は5.1米、東地区ては 4-4.2米て

ある。

4.海岸性状 東詭岩物椙場附近は1/10、これより西側は 1/3程度の包勾配て、小向護岸

側はI/15程度てある。海咲は、いづれも転石てある。

6.構造物 里防妓堤は中詰小石、表面は 2~3トンの石張りて、その上に場所打コンク

リートかしてあったが、下部が吸出されて上部コンクリートが東側に傾いた。

里防波堤附近をのそいては、海翔護岸としての被害はなかったが、物楊場は完全に破壊し、

鋪装の上にアンカー無しに取付けたパラペットは継日から飛んていた。物楊場の破壊は拮礎石

の吸屯しによるものと恩う勺

。
r) 

9
,
 

,5ぃ：月9証用如9を謬Il5
名可とする。

←— H玉
肪団屯
天晴5m1する

¥¥＼／／  I 

小向護岸ぱ、

工事中の部分の

み全壊した。

7.一般被害

疫水は全町に

およひ、里護岸

地区ては 6戸全

壊し、東護岸地

区ては郷少にし

て、小向護岸地

区ては歓減的家

応被内をうげ

た。
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8，対策 里護岸の天端を 7米にし、東護岸ぱ4.5米に淋上庁ずるにとどめ、里防波堤の

天端を 5米にするとともに、それより港内側に賃い突堤を出すことによって、そえ波を殺しな

ず、小向護岸への反射妓を減殺する。

小固護岸1ま十4.5米とするとともに、図のように突堤をつける。構造物の建設にあたっては、

特に根固および施工目地に注意をすることか必要てある。

甫母漁港

2.殺 波向は S,S E,～S，て最大岐高時は 6時30分～ 7咋頃と包われ、被頂高1ま、7.5-

8,0米位てあったと推定される。東側海臣は被による崖くづれは少ない。 四側海岸は高さ 1-20

米にあった道路か涜出し 3~5トンの巨石が西側悔岸にそって、湾の入口の方から院れて来て

いるが、東海岸にはあまりない。

3.潮位 十6.80米位と推定される。

4.海岸 転石海岸て海底勾配は東側I/10、西側1/15ぐらいてある。

6.構造物 東防波堤の被害前天端高は十4.0米て 32年度に施工した場所打コンクリート

てあったか、 5時30分頃破壊したということてある＿1 四防波堤は明治時代に築造した1.5-2.0

トンの石積みて、天端高は＋ 15.0米あり、今まて被害はほとんとうけたことはなかったが、こ

んとの台風て全壊した。

7.一般被害 人家は大部分浸水し、海岸に沿うた第一列目の家は全部涜失し、その他の

家屋も、被害は甚大であり、波の飛沫か強風て、相当に地盤高の高い C+20米）所まておよん

だ。

8.対策 四防肢堤復旧にあたっては、序附れによって生ずる転石が当ることを考慮し、

弧固な構造の石積みとし、束防肢堤は出来るだけ短かくするが、四防絞堤は延長をそれに応じ

て出来るたけ長くして、港「1在狭くする，文端高は十 7~ 8 米左必疫とし、防1朝 9〖り土ドの天端：高

はI6米てよしヽと思うっ

賀田港

2.波 間闊とする

ほとてなく、 彼高は10

米以下と考えられる。

賀田地区詭戸を越妓し

なかったと恩われる。

5.河川 古川の洪

水涜鼠は 4.000m3/scc

位てある。

6.構造物 構造物

として被害は特にな

＼ 
＂ 買日酒韮面図

S= I :IOCYJ 

＼□＾-＼99 ど-----~ ~----

•— H (iOm 

＼ 
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く、木橋の梱合部が多少洗掘された程度てある。

7.一般被宮 披害は古）1'河 n附近が多少の浸水があった程度て軽少てある。

8.対策 特に護犀の惑上げの必要はみとめられないか、古I'！河口町近ぱ謂庁の天端箭｀伎

をする必要はあると思われる。

三木浦漁港（古江、梶賀陥港の被害も含む）

2.波 波頂高は 3米位

6.構造物 石積護臣法先の石が流屯したのか謂岸破壊の主なる原因と恩われる。また練

石積の法而かそのまま海間にすへっているのか、いたる所て見られた。物褐湯愉T中のプロツ

ク (1.5x2x1.3m5~6屯）か飛散している。

7.一般被害 護岸の破壊したうしろの家屋の破壊は特にひとい。

8・ 対策 基礎洗掘による拾石の涜出に留意して施行し、護旱天端高ぱ十4.5~5.0m付で

よいと思う。

古江漁港ては岐高は 2~3米以下と思れるか、家！やが一部涜出している。

梶賀罰港ては 2x2x1.5米の枯礎プロックか抜け出しているも、 ［乳いは府形のまま残っ

ている。

＿木里港

2.波 波ぱ、名柄地区て最も大きく、了木里地図に秤くにつれて小さかったと思われる。

前者て肢高4~5m、後者て波高 3m位てあると考えられる。

3.潮位 拭跡による推定は5.17mてある。名柄地区とー木里地区の般跡の大きな相異は

妓の影薯と思う。

三木里屯平面図 ＄士 I~ ・ 809D 

¥
¥
 」口

H = 4~5ァ

¢ 
ば
現

W

4.河川 沓

川0罪水涜鼠100

n怜／s文、八十

川は？50m3/sec

てあると推定さ

れる。

5.蒋戸性状

名柄地区は前

浜狭く、名柄岬

から石が流れて

来ている。＝木

里地区は八十/II
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涜出土f少による砂浜が50~60mの巾て露出し、 0.3~0.4mmの平均径の砂から成て居る。八十川

の流出士砂は平時は三木里から名柄の方へ向って移動しているか、 15号台風てはこの反対に流

れた傾向あり、沓「1［は0.2トン～ 1トンの石の河床てあるが入十川の河床は砂てある。

6.構造物 名柄地区の木材物揚場は全壊した。この天端は+3.00mてあつた。また、こ

の地区の道路護岸の東部分は謹岸の破壊なくとも、裏かほれていた。西部分は、洗先が破壊し

て、パラペツトが陸側に倒れていた。

沓川の河口の防潮堤と橋との取付け部は西鬼とも全壊している。 ＝木甲防廟堤ぱ被内がな

い。八十川河口の古い導涜堤の先端の間知石か飛散している。

7.一般被害 家屋の損傷は目立たない。沓川および八十川河口から海水か浸入したこと

が家屋浸水の主たる原因てある。

8.対策 名柄地区物揚場は高さは原形と同じてよいか、構造は強固なるよう特に貿音し

て復旧すること、名柄地区の道路護岸の復旧天端高は原形と同しく 49米てよいか、道路鋪装と

排水を考慮し、洗先の洗掘に留意すること。また、沓川の河川堤防と、護岸との取付けは特に

留窟すること。

三木里防潮堤は構造の補強を考え、天端詫は原形のまま6.90米とし、天端を越えた波の排水

に考慮すること。

尾鷲 港

1、風 測候所資料（別紙参照）

尾虻港

戸遺;＼じ＇ぱ 丸河＆ 5•噂L9 り 10m99. ; 

℃ 

三々,95o;~‘~~ 
9身心'a;9 
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18芦10分S.E.28. I m/sccが殻大てあった。

2.妓 古里、水池地区 5~6米、この肢が国市、向井地図に皮針して 3mぐらいあった

と思われな防波堤前而て4.0米ぐらいてあろう。

3.潮位 検潮儀は故障に付ぎ推定て19時に3.10米となる。

4.海岸性状 水池古里地区は前浜かない。 国市防潮堤附近の海岸は0.4粍ぐらいの平均

径をもつ砂浜で、その勾配は1/20てある。 矢の川河口は0.4粍ぐらいの砂て中）1|河口に近づく

につれて粒径が大ぎくなり中川河口は砂利てある、 この地区は、近年次第に汀線が後退してお

り、伊勢湾合風てはI0米くらい後退した。向井防潮堤附近の前浜は次第に消失しつつあり、欠

壊性の海岸て、 矢の川河口の方向に砂か移動しているが、 矢の川河口は殆んと移動していな

し‘°

中川の左岸の砂利の州は護岸築造後次第に減って来ている。

防波堤の内側、すなわち、ふ頭附近の海底は泥てある。

6.構造物 向井防波堤は、多少越妓したるも背而が畑地なるため問四とするほどでなく、

酉よりの石積法面に亀裂かあり、根固めおよび、法先の砂か流出している。

国市防潮堤 中央部分の甘堤と新堤との継ぎ部分が破壊しており、これより南の音ド分てぱ砂

か天端を越えており、この破壊部分の前面て等深線か陸側に入りこんているものも、この破壊

の原因と思われる。この破懐は洗先の洗掘か決定的てあったと思われる。

長浜、天満護岸は石積がところところくづれている。防波堤の被害はほとんとなく、古里護

岸のプロックヤードの前面は欠壊している。

7.一般被害 人家の被害は軽少てあった。長浜、天満護臣の海岸に而した阻近の人家に

名少被害があった程度てある。

8.対策 向井防潮堤 そえ液を消して法の洗掘を防くために突堤を二木ぐらい出し、矢

の川河口によった石積部分の亀裂を補強し、その法先の補修すること。特に天端高を原形より

上げる必要はない。

国市防潮堤 法線を弊理して円滑にし、 I 00米間隔て長さ 50-70米の突堤を 3木ぐらい出

し、天嬬高は原形3.75米てよい。ただし、中川河口からその上涜の橋まては勾配をつけて次第

に高くし、橋の所て十6,0米とするとよい。

物揚場背後の防潮壁 天端は現在高、高さ3.5米主て腰巻蓋をなし、 描造および魚落しに注

意すること。

長翫、天満護岸は原形復1日とする。

防波堤 根本開口部を締め切り、 根本を6.5米とし、 それから勾配をつけて十5,0米におと

す。港口の位岡は再検討の余地がある。てきれば、もつと南に港口をもうける，

古年は原形復l日、水池地区は古里地区と同様4.10米とするの

須賀利漁港

2、妓 尾質市須賀利町の西端側貝殻地区て 3~4米、誘団に行くにつれて下り商市湯附近

て 1~2米ぐらいて、この出ては反射妓があったと思われる，9
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4.海岸性状 砂翫なく、 1/5-1/10の右塊海宍である。

6.虚告吻 ぞ木浦と同しような構造物の形状て、その被内状況も、同じてあろが、ー木

浦上り被害は大きい。

7.一般被害 海岸の第一列目の人家は殆んと被害をうけているが、護岸のこわれていな

い所の人家は被害も軽少てある。人家300戸のうち100戸か被害をうけたという。

8.対策 三木浦とはほとんと同しく洗先の石の吸出しに特に注意して護塁を復！日する

こと。特に貝殻ては岐か強いから波のエネ！レギーの吸収を考えることか必要である。

市場附近てパラペットの天端を更に15mぐらい上げて＋ 5-5.5米とし、貝殻附近で十 7米

くらいにし新浜ては＋4.0米くらいてよいと思う。

引本港

2.波 岐高は沖波が 6-7mと推定され、その方向は S.E-S.S.Eであると思う。 ,jヽ

山から猪0)鼻の海岸にそう妓が大ぎかったと思われる、，引本間は廻り波によるものて、波高ぱ

1米ぐらいてあったと推定する。

4.誨界形状 銚子川からの排出卜砂により砂利海臣て、小山海界の砂利ぱ遮年誡少の煩

向にあな河口の閉塞は銚了）IIの砂利によるもの思とわれる。一般には、この河口は、砂利で

閉塞しているのて、岐がこの部分て誡殺されるのて相賀浦は被害がない。しかし、伊勢湾合風

ては涜星が多かったため、河口が開さ、そのため岐はさほと減殺されることなく相賀浦海臣に

ぎたのて、被害が特に大きかったものと思われる。また、相賀浦の対岸は、この部分より、 1

米も高い護毘があったのてそれによる反射披がここに集中したものと思う。

5.河川 船津川の洪水涜歎1.000m3/sec、銚子川は1,700m3/secてある。

6.構迭吻 引如甫前面の防潮パラペットの狭睾のない四端部分が崩壊し、長浜附近の右積

み護臣およひ、引本浦市場前の物楊場か海測にくづれ落おまたは傾針した。引本洞前ii]の防潮

弓1本漫平面団

，ロ
白 5 ，碩

ジ 巨

uo 
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の扶階のある郊
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害なし。

7．一般被害

相賀浦の河ロ

の偶角部分の人

家は全壊、相賀

浦以外ての人家

の被害は浸水を

除いて軽少であ



った。

8.対第 相賀浦の偶角蔀ぱ対臣より高いバラペットを瑕付げ、＋ 6.0来とし、それから引

木洞前府のパラペットまて＋5.3米とし、扶罹を必ずつけるべぎてある。 引本浦干場附近ぱ、

パラペットの高さを十4.0米とし、長浜護岸は＋4.0米とする。なお、引木浦護岸の南端は＋5.3

米のパラペットに勾配て取付け、北端は+4.5米とする。

引本浦謹岸は洗先の洗掘に注意し、てぎれば、パイルを打つこと。

長島港

2.妓 周期は16m/sec、岐高は、東長島前而て 8米、、波間は、 S方向と考えられる。被の

屑期は、 8mmカメラによる合風時夕刻の撮影より推定すれば、この写真て被長は東長島の前面

て16.0米ぐらいと思われる。東長浜の 9米の堤防を妓が越波して砂利を後に投げ込んている。

波は赤羽川より北側の十 9米堤防および萩原）II北部の十4.00米防潮堤附近が最も大ぎかったよ

うてある。また、上記撮影フィルムによると C3時～ 3時半頃）長島および束長島の十 9米防

潮堤を南から北にそうて波か走るのを見られる。

妓高は、防波堤附近 5米、横町堤防前而 7~8米、 東長島附近 8~9米、 名介川口て＋80

米、それから次第に下り、偶角部て 5米くらいてあったと推定する。

3.潮位 亦羽川の長島橋の宴て＋3.54米、漁市場の後て＋3.50米の潮位痕跡かあった。

4.海岸性状 防波堤附近は岩盤床てあり、横町堤防前面は1/20の勾配をもつ砂利床の海

底てある。

赤羽川河口には左岸から右岩に向って伸びている砂禾1]があり、涜心は右岸寄りてある。そし

て、この砂浜のため左岸は天端＋4.00米の石稜（右岸は十4.40米）なるも被害全くなかった。

東長島の 9米護岸前而は1/10勾配の砂利床てその粒径は：o粍以下てあるか、この前浜は昔は

朴l＼附巾があったということてある。伊勢湾合風によつて15米くらい汀線が後退し、現在は20~

30米の巾てある。赤羽川河口の左臣布堤は取付部の砂か次第にとられて末ており、この蔀臣は

欠闊性の砂浜てある。

名企堤防（萩印川度側）の前面は、 1/5の勾配て、 氾路からこの堤肋市ては1/20の勾配の礫

浜て、この前而の浜は伊勢謗合風て10~15米ぐらい後退した。

肉羽川から出た他利は名倉海岸偶角部より東にも廻って来ている。

に島腐より東の古甲、海野海臣の｛i少利も 15号合風て東に向って移動した。

5.河川 功羽）111,160m町secの洪水菌かある。

5_隅造物 江の浦防潮堤学校前の誕罪前の海底勾配は2/3位て非常に急であるため、台風

以前より少しづつ洗先がくづれていたが、そこに台風が来て石積が多少欠壊した程度で、被害

は軽少てある。この護岸の原形天端は十3.2米てある。その他港内には被害はない。

中島防潮堤 港口近くの網干場前の護岸が138mにわたって全壊した。 この原形ぱ天端十

2. 70米、練石積の上にパラペットの湯所打コンクリートてあったか、この部分は、昭和28年の

13号台風ても被害をうけた。その他は憔業組合の石油桟橋のプロック摂みか飛散した程度で、
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特に被内ぱない。

防波堤および入江防潮堤は被害がなかった。

横町堤防 ，＋5.0米の大端高をもつ部分は、中間約100米にわたって仝壊、このうしろには20

米巾の潮屹びかあった。ート9.00米の天端高を有する部分は被害かなかった。これには、 i偽咽が

ついており、天端は工事中てコンクリートが打ってなかった。

東長島前面の 9米防潮堤 赤羽川側の堤防がくづれて、中間に30米にわたって仝闊したか所

があった。この堤防は隔壁かなく、表裏0)法頂Jlt1、こマンクリート打ち、文端もュンクリート鋪

装してあった。これは、中詰の砂利の沈 I•て天端の I'か多少空飼になっていたところに台風を

うけたのてはないかと思われる。

名倉防潮堤 十7.00の天端高の部分は被害なく、＋650と＋4.00の所は全壊し、パラペット

は道路近くまて飛散していた。

名倉木材用物揚場 これは全壊した。

7．一般被害 横町堤防の背後の人家および名倉地区の人家が大ぎな被害をうけたが、他

は浸水以外に大ぎな被害はなかった。

8．対第

江の浦防潮堤 全域にわたって天端高を十4.0米とする。対岸の入江部分も同じく十4.0米と

する。

中島防潮堤 網干し場附近1ま十6.0にバラペットの天端を上げ、 その港の内側端より江の浦

橋根本まて勾配をつけて下げ、描の所で＋5.0米とする。

防波堤先端ば＋•4.0米取付部を＋ 6.0米とする。

入江防潮堤 港口によった部分のみ、＋6.0米にする。

そ’昂息 ',oボ
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天堪 '40汎

長 島港 S合下号
（長巳内")
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横町堤防 仝面的に天端を十9.5来にし、その前而に 1: _ 13の法勾配て12.5トンのテトラポ

ットを投入し液を減殺する。赤羽川と取付けは、偶角部を完全に廻ってから勾配をつけて橋合

に＋5.55米て取付ける。

呼崎堤防 天端高＋ 9.5米、その前面に 1: 1.3の勾配てテトラポツトを投入し、赤羽川との

取付けは、一旦、萩原川て6.0米に勾配をつけて下げた後、 前記同様＋5.55て勾配をつけて赤

羽川の橋に取付ける。河口の防砂堤はその根本を堤防に取付けることなく開けておく。また、

+ 9.5米の天端高の堤防の煎面には、短いプロック突堤を 2本設ける。これは法先の砂の流失

を防止するためてある。

名倉防潮堤 法線を約：o米下げて突堤をその前面に 80-100米間隔に出す。 この突堤の長

さは、東偶角部て40米くらいとし両端て零となるように西にゆくにつれて次第に短くする。汎

端高は西端て＋6.5米、東端て十5.0米になるように勾配つける。

名倉物揚護岸 十4.0米の天端高とし、一端は道路に取付ける。

長息澄

（景長島皮び名倉北区）

Sキ
I 

JILOOO 

しご

吉津港

1.風 最多時間風向はE.S.E.て26日9時～17時に生じた。 10分間平均最大風速ば約30

m/secて 9時～？0時に生し、その風向は s-s.s.E．てあった。 （風速は大王と尾わせの資

料より推定）

2.波 台風時波高は、 S.S.E-8.E.方向て約1.0米と推定される。

3.潮位 台風時最大潮位＋3.84米 (D.L.）てあった。

4.海岸状態 砂浜なし。海底勾配1/2-1/10（河口部の洩瀬を除含忽に深くなっている）

西岸は岩盤に露出している。 防波堤の設置を希望している地点には与崎の鼻より東向に約

200米にわたり洩瀬 Ch手一10米）がある。湾口は S.S.E．に開いている。

5.河川 村山川は河口部て河巾約55米て台風時流羅は約100m3/sec、河内川は河口部て

- 77 -



s~ ½oooo 
河巾は17米である。

6.構造物およびその防害

神前防潮堤天端□は4.8m

(fl. L.）て右張

全壊は 2か所生じているが、

老化によるものと思われる。

半壊は 2か所てあるが全般的

に老化して、継目が、ゆるくな

N  ̂

っている。

船閤防妓堤天端高30m(ll.

L.) 

大端高か不足のため、防餃灼

果かない。

己津ぅ巷

~
 

ゾー、一

s; 1 
、•そ 6CC3

河口部か•一ー普1分破堤している

か、これは内側に被援かないた

めのようである。

南岸（防潮堤のない部分）

前1白は託さ2.5米 (l)~ r」▼)の
道路て没水により家屋がわずか

破損している。道路は建設省で

復II]する予定（現在は前端は石

積てある）河内川河口ぷ堤防ぱ

天端は洗掘により半壊してい

る。

7. 一般被害 防潮堤破堤『f|1の家裕は仝壊およひ半壊し他は没水約 1米（排水口、破堤謡

および1付岸の迅路の所よりの浸水とみられている）

8.対策 被害の原因は神前堤の老化によるものと思われる。護犀の建設にあたり排水口

に注意する必要かある。南岸の道路部もパラペットか必要て河内川河口の堤防は補強のみてよ

いとおもう。

五ケ所港

1.風 最多時間風向はE.S.E．て 26日9時～17時に生した。 I0分間平均最大風速は約

36m/secないし35m/secで20時～21時に起り、風向はSであつた。（風速は大王と尾わせの四

料より推定）

2.波 湾型より台風時波託は S.S.W．方向て中津浜は約5.5米、五ケ所浦ぱ先端部て約

1米港内護岸部て約0.5米程度と推定される。

- 78 -



3.潮位 台風時最大潮位は＋3＿60米 (DI9.)てあった。

（港内護岸部の漁業組合の所）

4.海岸状態 砂浜は全般的に極めて少い。中津浜は軟岩露出（中央部）護岸の前而は砂

浜（砂礫）北部は平坦な砂浜、南部は砂礫ましりてある。飯満は赤土の崖（浸蝕）崖上は家屋

および畑てある。港内（中津浜より奥）水深 7-17米て各所に浅顧か散在している。

り河川 五ケ所川は、ほとんと影響がなかった模様てある。

6 ・構造物およびその被害 五ケ所間は構造物の被害はなかった。

その一の地区 石積護岸は高さ2.6米 (I).I」.)て丁事中の所て家屋に浸水した。

その二の地区 先端 C+4.3米）部は、被害ない、背後浸蝕もない。

飯満地区 C +3.4-4.5米）天端不足により背後浸蝕している。

木谷地区 破損はしていないが、石積護岸が老化しているので危険な状態てある。 （災害復

旧の行なわれていない所）

中律浜地区 その一•• 高さ＋•80米の天蝶に砂が打上げられている。 上部はパヲペ y 卜が転

倒した。

その二 高さ+7.20米の設岸が全壊している。前面にパラベットかなく、構造は、そのーと

少し異る。

/j 
木谷地区ぱ、波はほとんど考える必要かない。

五ケ所湾束罪建設在の既存堤(+

4.2米）破損はしていないが、下部が石

積なので老化すると破損のおそれかあ

る。

7 ・一般被害 五ケ所浦（湾港地区）

の東岸のみ既存構造が弱体てあるため

没水している。 家屋0)一部破損を生し

た。

8.対策 中津浜および飯満地区

は、護界の誌さを更にあげないと危険

である。特に中津浜は、 強大な被力を

考慮して構造にも注意か必要てある。

五ケ所浦の先端は護岸の直後に家屋かなければ現況てまず妥当な高さと思われるが、直後に

構造物をすると少し滋上げが必要てある。上涜部の河川堤防は淫上げする必要ある。

浜島港

1.風 大王崎の観測買料によると、最多時間風向はE.S.F.．で 26日9時～17時の間で

生している、 10分間最大風速は約35m/secて、風向はSて時間は:.:o時頃起った。

2.波 s-s.s.w．より来襲、外海の防潮壁の所でも 6米程度の波高が考えられる。港
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内の護岸前てはほと

んと波はなかった。

普通の悪天時でも路

面にしふきか打ちあ

げる。

3.潮位 港内

護岸附近て最高3.3m

4. 海岸状態

外面に面したところ

ては全般的に背後の

がけは軟岩て越波に

より破壊され路面に軟岩の崩落上精る。ところどころこの崖の切れたところかあり、このため

ヨ ¥、／心／

9-／ 

背後の低地に土砂流か没人して大被害を受けた。汀線部には砂浜はあまりみられなかった。と

ころところ岩盤か露出していた。海底勾配は1LO~1/'0、背面は＋3.2m程度て前面より次第に

斜面となつて地盤か低下している。なお、崎港は S.W．の方向に開いた湾に突出しているのて

波の当りか極めて強い事か予想される。

6.構造物およひその被宙 構造物自体にぱ被害はない。背後の崖に切れ目のある所は背

後にも護岸が必要てある。

7.•一般被害 崖の切れ目より土砂涜の浸入により、水産試験場附近は被害はなく、西寄

の崖がない路団とほぽ同一高さに家屋のあるところは、越波により家屋破壊、港内側は天端高

不足のため、全般的に床―下浸水をした。

8.対策 沖に防波堤を設ける案もあるが、防潮壁の背後は道路てあるから、この護岸の

強化と謀上げすることかてきるのてある。背後の謹が切れた所は、道路の背後にも被覆された

護犀が必要て防潮壁は、高さ少くとも 賢息う 巷

9mは必要と思われる。 ＄字万

賢 島 港 “I 
I. 風 大王崎の観測資料より推定

すると、最多時間風向は E.S.E．て 6

日9時～17時に生した。 10分間最大風

速は約35m/secてS方向、時間は 0時

頃に生している。

2. 波 湾型より考え S~S.S.W.

て波高は約0.5米

3.潮位 台風時最大は＋8.68m

(D.L.）てあった。

口
U5 

ー／
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4.海岸状態 海岸線はほぼ全国右積護岸てあり、その背後がすぐ道路となっている。海

底勾配は、約1/2-1/5て軟岩と思われる。

6．構造物およひその被害 石弘護犀の入端高か低いため、波闘は小さかったか約60糎浸

水している。石張護犀の被害もひ小て約40糎程か半壊している。

7.一般被害 家屋没水のみて破損家1叶はほとんとない。

的矢港

1.風 入王綺の観測釘料より推定すると、瞬間最大風速は、 61m/secで、 20時に起り、

風向は S.S.W.と考えられる。

2. 波 F..S.F..の風によって湾口部には非常に高い被が立ちうる。波高は湾口外側ては

約 6米ともなりうる。平時の悪犬時でも湾口附近には、 2米程の妓があって舟がよく難破する。

この波は、堅了町および千賀町には直進して作用する。しかも畔蛸その他にはあまり影欝を与

えないだろう。 S~S.w．の風による港内の肢

浪も 1.3米程度になりうる。畔蛸の渡岸か約i.0

の余裕を有したにもかかわらず、背後先掘を大

規模に生したところより推測すると湾内発生肢

および湾口よりの浸入波により 15~2.0米の波

高となったことが推測される。

3.潮位 凡羽港より推定すると20時30分

頃最高潮位て約 1)．I9.＋3.2米と考えられる。

4.梅岸状態 非常に凹凸の多い湾て水深

は全般的に急に深くなっている。砂粒はあまり

なく、汀線はほとんと礫より構成されている。

的矢三賀町は急激に深くなって水深7~8米と

なる。

5.河川 池田川等小さな河川かあり、洪水時は上涜がたえずばん乱している模様である。

6.構造物および被害 的矢地区＋3.4-4.0米の護岸が地盤沈下対策で一部建造されてい

るか、残りが＋2.6米の石積の極めて老化した護岸であったのて、各所が破壊して、直後の家

屋が破損した。

渡鹿野地区 ＋3.5-2.5米のかなり上等の石積護岸であるが各所が越波により背後浸蝕を受

けている。完全に破壊した所もあるが残つている部分が大部分である。この被害状況より推測

すると波はせいぜい 1-1.5米程度であろう。

三ケ所地区 200米程度＋ 0.5米のコンクリート護岸が完成しているが、残部は、 2.3米ぐら

いの極めて老化した石積護岸で平時ても満潮時の時は水面すれすれの時がある。

堅子町 石積の護岸 (+3.5米）が6.0米ぐらい全壊、石積の上にコンクリートバラペットを

- 81 -



うつていて •+4-4.5米の手は残っているか背後が少し浸蝕されている。

千賀町地町 コンクリートまたはプロツクの +4.6米の護岸かあり、被害ぱ少なかった。

畔蛸地区 ＋4.5mの石積またはコンクリート護岸の背後は土てあるため、 各所に背後浸蝕

線を生じている。

間瀬地区 護岸の音さかはつぎりしないかパラペットのないところて、 3.5米パラペットの

ある所て十4.0m程度のコンクリート壁かあるが、ほとんど被害はなかった。

7.一般被害 的矢地区の家屋の破壊は一番ひどく、三ケ所地区も護岸が極めて低く老化

しているのて浸水はひとかつた模様である。畔蛸は家屋が海岸線より少し後方にあるのて破壊

は少なかったかかなり浸水を受けている。

8.対策 的矢海岸、 Eに面している所ては十4.5米でも不足の感じがするが、 Sに団して

いる所はこの程度てよいてあろう。畔蛸は4.5米程度の天端高が必要てあり。三ケ所十4.0米、

渡鹿野十4.5米、堅子十5.0米程度の天跳高がそれそれ必要なものと息われる。

鳥羽港

I.風 最多時間風向は、？6119時～19時に生し E.S.E．てあった。 10分間の平鉤最大風

速は約25rn/secて、 21時に生した。その時の風向は Sである。

鳥莉港 y, 2．波 荒天時の波の来襲方向はN.E．て、合風時はほと

s=／8謬 ［ んと設はなかったものと考えられる。

-1- 3.潮位 台風時最高潮位は、港附近て D.I」．上＋3.20米

加戊）し河口て、 I)．L.」．ナ3.04米てある。化した時刻は20時30

分てある Q

4.洵｝．胃状態

゜゚/ 
u
 

:
t
¥
¥
 

臣か設けられている。証底はヘトロのような軟弱地盤てある。

岩盤は一•29米の所てある。

鼠羽氾は、地口を北へ向け、北東方向に坂丁島があり、また

束には権現堂騎があるのて、地形的に、外海から遮断された形

てある。そして、地背：船に加茂川の河口かある"

5.河Ill

仝海店にわたり、石版またはコンクリート護

加戊Iiiの涜1立は、約150n悦／secて、影曹はほと

んとない (9

6.構造物およひその被古 廊．上保安署剖の物揚護）~\ (ト

2 80)の前端か一部破壊し、その他は般害はなかった。神鋼虚

磯横の護岩表而か多少洗掘されている。

7.一般被害 全般に殺岸天先端か低いため、底地の家屋は、かなり浸水した。昭和28年

災害のときは、床下 1米の没水たったか今回は、約20糎0)浸水程度にととまった。

8.対策 （イ） 現在施］：中の国道改良工事か究成すれば、それにより烏羽港奥の四岸ぱ、

だいぶ保詭される。路面か2.64米、パラベット鵡か＋3.04米てある 3

（口‘ 全般に、護岸天端か50糎位不足している。

（べ 真珠島行の船の出る岩崎桟橋を、 N.Jり．方向へ？〇米延長する計固がある。
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（二） 市内を涜れ、志摩虚鉄の下をくぐり、水族館横にて、海へ流出する小さな河川かあり、

高潮時には潮が、 この河川へ涜入して、市内へ浸水するおそれがあるため、志摩電鉄橋附近

に、水門を設置ずるとよい。

困 道路部のパラペット慮上けの際、支持力の再検討の必要ある。

（へ） 物揚場として使用する部分は、パラペットの位置が間題てある。

宇治山田港

I.風 最多時間風向 F:.s. F:.ては）6日の 9時～19時に生じ、10分間最大風速は25m/sec

で21時風向は Sであった。

2.波 台風時波高はN~N.E．方向て約2.5米と推定される。

3．潮位 台風時最高潮位は20時30分＋3.080米 (I)．IJ.)であった。

4.海岸状態 五十鈴J!！と勢田川とが海岸部て合院し、そこか宇治山田港となっている。

二見海岸は、白黒色の砂浜て（数1001,程度の細砂）勾配は約1/‘O、浸蝕かはなはたしく、各所に

突堤かある。前而に砂浜約数米を残し、その背後に、 3.5-4.2米の防潮堤がある。この砂浜の

浸蝕は、現在でも、なおはなはだしいらしい。石積突堤の崩壊か所もある。港口部に砂丘があ

るがこれは現在次第に浸蝕されている。防潮壁の北端かこれに取付てあったらしいか、現在で

は数10米の間があいて、満潮時はこの間の浜は水没する。

5.河川 五十鈴川の河川涜鼠は台風時相当あったらしく二見町の没水は、この河川の増

水によるものとみられる。合風時水位3.1米、勢田川の河川は影腎は少なかったようてある。

6.構造物およびその被害 ●ー・見地区 宇氾山田港

防潮堤（旅館社沿iJ) は＋•4.2米のコンクリー

ト防潮堤て多少越波はあったらしいかその

背後に、もう一段パラペットかあるため、没

水も少なく家厨被害はほとんとなかった。

このコンクリート防潮堤前面か、少し破損

した程度てある。

海水浴場附近 t-3.8米の石積の防潮堤

あり、背後も4.0米くらいの巾て匂配も1/20 

の砂浜て、越岐により、その砂浜は浸蝕を受

けている。 この防潮堤の被害は一部石積か

壊れている程度、この地点より西岸は、石

積の防潮堤かありその末雌は、砂丘に取付

けてあったが、砂丘が疫蝕されて取付部か

ロを開彦、そこから防潮堤背後地（砂浜）

ヘ海水が入ってきた。

宇治山田港内 十4.0-4.5米の防潮堤か

＼＼ 

(-

三□三：：＼
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ありそれにより高潮の浸入ば、防かれていろ．）構造物の被古はない。一色町の臣が一部破掛し

た程度てある、， （背後は水田）

7. 般被害 Ii. ［・鈴JII、川辺の点l尋は投水を受けたヮ

海犀地帯は、旅館山を除き他は、防潮堤背後に相Ji巾の広い砂浜かあるため、海岸の没水は

まぬかれている。

8.対悛 防潮堤が、浸蝕性の砂浜上に作られているため基礎を十分衿慮する必要がある。

また、県の計画ては、防潮堤を十7.20米に全長に渡り、沼；上げするらしいが、＋7．？0米も必要

なく、＋4.0米～4.2米てよい。

松阪港

I.風 最多時間風向は Eで、 26日9時～16時に起った。 10分間の平均最大風速は、約30

m/secて、 20時に生じた。その時の風向は S.S.F:．てあった。

2.波 北に港口を持った港て、平時はE~N.E．台風時の餃はN.E.より来襲し約＋2.5

米と推定される。

3.潮位 台風時最高潮位は、 D.T」．上十3.480米て、 20時30分に生じている。

4.海岸形状 港湾前面は、防潮堤により、防護されている。酌岸に金剛川があり、河ロ

部に大含な砂州がある。今回の台風時の出水ても、これらは消失しなかった。

5.河川 南岸に金剛川、北岸に阪内川があり、河川堤防は＋5.0米てある。

6.構造物及びその被害 護岸（物揚場）行後のパラペットか＋3.5米であったので、かろ

うして、浸水をまぬかれた。 構造物の
M -＇ 1 

被宮及ひ背後地の被害はなかった。

津港

I.風 津測候所の記録賓料より推

定すると、 26日9時～16時に Eの風 10

-20m/sec、17時～19時、 E.S.E．約

30:n/sec、I0分間の平均最大風速は、

S.E.方向約35m/secで、 LO時に起っ

ている。

2.波 来襲方向の防妓堤の方線方

向は、E-E.S.E波高は3.0米てある。

3.潮位 台風時最高潮位は D.L．上

+3.80米て、これは県の資料で、東大の

調査てはD.L．上＋3.5-3.8米てある。

4.海岸状態南岸は砂浜で、巾 50

~60米（推積性）海岸勾配は水深 5~

300 

津I’ 
5、00 

630 

6 3 0 

港

Sさ尺0000

11 
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10来のところで、勾配は約1/200てある。北岸はわずかに砂浜がある（欠懐性）勾配水深 5~

10米のところて、勾配は1/150てある。北岸は、＋7，3米のコンクリートの防潮壁かある。南岸

は砂浜の背後に、前而のみ鋪装された。上堤、これは芝ぼりてあるか、ほとんと没蝕されてい

ない。港は岩田川の河口に位置している。北方2.5粁に安濃川、志登茂川がある。 南方5粁に

雲出）II古川が 8粁に出宝川がそれぞれある。

5.河川 河床勾配は上涜て1/2,000、河口は平坦てある。感潮部は河口より約 1粁。岩川

川は涜贔190m刃secて、本涜より 100m3/secが安濃）1！より放出90m3/secが涜入するご如農）［I

は650m3/sec（計画洪水紐）。志登茂川は260m3/scc（計阿洪水星）。

6・ 構造物および被害 （イ） 防波堤 C+3.0米）のつけ根と海岸堤防 C+ 7.3米）との接合部

て、石張りの表面か破損している。この附近の高さは十 6米くらいてある。

（口） 舟溜の少し奥にある水向の附近が破堤している。これは水門防護のための、防肢堤（石

張）が破壊したため、その取付部か洗掘されて、全般的な破壊を生したものてある。

り 海岸堤防自体には被害はなかった。

7.一般被害 全般的に床附近迄浸水しているが、これは河川よりの浸入かもしれない。

8.備考 港内は48米～53米（現在）であるが、防波堤の揺上げおよび延長を行なう事によ

って、全般的に＋5.0米～5.5米程度の天端高におさえられるよう，，上流の河川堤防現在＋3.9米

てあるが+4.8米に媒あげる予定てある。 （建設）

千代崎港

1. 風 四日市の記録資料より推定すると最多時間風向はE.S.Eで26日9時～：0時に生

じた。 10分間最大風速は約32m/socて21時、風向は S}:．である。

2.波 この港は伊勢謗に直接面して居り、波高はSE]方向て約3.0米と推定される。

3.潮位 台風時最大潮位は D.L.+4.30米てあ

った。

4.海岸状態 原永地区海岸は前而に巾8.0-5. 0 

米、勾配11:0程度て径 1~ 2粍の粗砂他翫がある cこれ

は1年「J胄性の砂浜と芳えられる。山内地区海岸も原永地

区海1賛と同様てあるか、ここには名所に突堤がある。

5.河川 金沢川かある。千代騎港は、この合沢

川の河口港てある。

6.憚造物およびその被害 原永地区蔀臣の謹岸

堤防は天端高十5.355米て前而は附段状のコンクリート

て天端およひ裏面は．十砂に芝付がしてある。この芝付

部分が越肢により多少洗掘された程度てある。山内地

区海岸0)護岸堤防（天端高・ト6.96米）ば被害がなかっ

た。港内に突出している＋2.87米の物楊場は表面鋪装
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がしてないため、港外よりの疲をかぶり士砂が涜出した。

7.一般被害 海1号惹旱は充分な天端高があり、そこから襲水ばなかったか階内抗岸施設

の天端高 C+4.20米）か不足していろため、そこからの浸水および合沢）Iの溢水宮により低地

の家屋は浸水した。

白子港

I.風 津および四日市の記録資料より推定すると、最多時間風向ぱ S.E．て、？6~ 10時

~20時に生じ、 10分間最大風速は、約30m/secて21時に起り、風向は S.E．てある。

2.波 この港は伊勢湾に直接阿して居り岐腐は S.E．方向て3.0米と推定される。

4.海岸状態 前浜地区海

岸は前面巾60-80米て勾配I/20 

程度の砂浜かある。これは千代

崎港と同様附情性のものと思わ

れる。江原地区海庁は罰浜地区

海椙と同様たか、ここは欠壊性

て各所に突堤かある。海岸状態

および港の型は千代崎港とほぼ

同様。

5.河川 堀切/IIがある。

河川堤防の高さは不明だが、十4

米程度しかなさそうだから問悶

となる。

6.構造物およびその被害

前浜地区海岸の護臣C+5.35) 

白子港

の天端か少々洗掘された。

北防波堤のつけ根の石張りか所が少々破壊。 江原地区海界の護嘩 (15.355)は南怒てにさ90

9
9
 

涅

cn

一

米程が天跳洗掘をうけている。

7.一般被害 港内部の接岸施設（白子港内地区）の天端高 C+3.60)が不足なるため、

そこから海水が涜入し底地の家屋は浸水した。

8.対策 港内部接岸施設の天端高を＋5.50米に媒上げの必要がある。

四日市港

I.風 別紙風向風速資料参昭

20時にE.S.E.32.6m/secが最大であつた。

2.波 液向は S.S.E．方向、波高ぱ、鈴鹿／1|附近て3.0米、強午越地区で3.0米強、川越

地区て約3.0米と考えられた。
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4.河Ill 冬河川の洪水流悶ぱ、判明111510m3/sec、鈴鹿'112200叩／sec、悔歳1『200m3

/sec、ー滝！11450m3/secてあり、この他、阿床の細く］＇しい砂をもつ大井）＇ I(J|床の方か堤内地

より高い）ドをいう）の大井川があな

5.誨岸形状 川越地区海岸線の笠深線は、東から丙に向つて走っている。海底勾配はI/

2000て前浜はほとんとない。刺明川よりに黄色い砂か少し見られる。砂の移動はあまりない。

北から南に打くにつれて砂浜は減っている。

午越地区 河川の影愕はほとんとない。海底は泥て、勾配は S.S八V方向に1/700の勾配て

ある。 S.S.W．方向の波については、防波堤の遮蔽範囲内にあると考えられる。ご．滝）＇！左毘よ

り長さ600米の前1百は一 12米に柳ってあるため、この辺て海底勾配はI/30位になっているが、

それより北は茂くなっている。また、物楊場法線より約700米沖側水深ー2.4米に捨石の跡があ

る。

四日市地区 ここは防肢堤の遮蔽を卜分にうけており、 15号台風時は、大協石油前而て岐高

l 2.50米、旭硝了前て＋ 1.00米、塩浜地区前而て＋0.5米てあったと円われる。前翫はない。

石印地区 被向は15号合風時S.S.1り．と名えられる c鈴鹿川の砂か北］l• してこの地区に堆積

し防肢堤附近に煎浜を形成している~，鈴廂川の砂は粒抒0.5mmの直＼い砂てあるか、 防破堤附

近は0.2-0.3糎の黒い貝殻の砂てあり、これは浚渫土砂の批出によるものと思われる。この附

近の海底勾配は1/100てある。この浜の汀線に沿うての砂移動は著しくない。 浜の上方には鈴

鹿川の砂がある。 これらの土砂は、台風時、天端高、＋3.00米の防波堤を越えて、航路を埋没

せしめたように思われる。台風の前後て海靡形状に特に日立つ変化は見られなかった。

6.構造物（説明の番号は図参阻） 川越地区 ①の護岸は全壊し、②の部分1ま、水門の右

岸附近か全壊し、他の大部分は背而の法上か流I且しているが堤体の破損はなかった。③および
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パラペットであった。そして、この前面にば 1: 1.5の勾配て 1トンのテトラ峠ットがあり、

その下は100-200旺の石積りてあった。このテトラボットが波によつて堤内側に20米位も飛ば

されており、このテトラボットの飛散方向は彼向と一致し、また、鉄筋の1llJり方向もそれと一

致している。堤体自体には被害はなかった。

三滝川河口の偶角部（⑮の部分）のテトラポットは飛散することなく、堤の背後にうづ高く

積み重ねられている。

⑯と⑮の部分のテトラボットが飛ばされたのは、そえ波による。

四日市地区 大協石油前面の⑥の部分は全壊し、⑥は天端舗装がなかったのて、この天端の

土砂が掘り取られた後パラベットが倒壊したようである。④はコンクリート護岸がそのまま前

に上り出している。旭硝子前の練積パラペットは部分的に堤内に飛ばされている。

この地区の破壊の特徴は、基礎か残って上部が破壊したことてある。

石原地区 河口左岸の偶角部⑨附近は胸壁もあり、前及ひ裏の法面は張右をし、かつ、天端

は舗装してあったか、中詰が波てたたかれ沈下し、パラペットが 5糎位後退していた。

⑪地区は理想的断面てあったか、天端か低すぎたため、そこが波てたたかれ、中詰が飛び出

し全壊したものと思う。この断面にはパラペットがついてなかったことも、破壊を助長したこ

とと思う。

①～⑥は波がここに特に集中したために破壊したと思う。

7.一般被害

8.対策 川越地区 天端高は十7.50米てよい。裏法面は十分コンクリートを打つこと。

午越地区 埋立中の部分の前而は天端高を十8.LOとし、埋立部分の根本まて滝川左岸沿えに

+ 7.00に下げ、更に、大正橋て十6.00米になるように勾配をつけて、この橋台に取付ける。埋

立の前面に投入するテトラボットは 2トン以上か望ましいく、堤体前面に、 30-40米ことに扶

壁のような突堤を入れてそえ波を殺すことも考えた方がよい。

羽津地区天端高は＋7.00米かよい。

四日市地区 大協石油前面の護岸は＋8.00米の天端高にし、滝川右岸ぱそれより勾配をつげ

て下げ十7.00米から大正橋て+6.00米にする。日本板硝了のある坪立地は、南半分の前而を＋

6.5米の天端高し、北半分の前而は＋7.00米の天端靡とする。その後面は +6.0米の天端高にす

る。他全地域はすへて十6.0米に天端高を定める。

塩浜地区全域の天端高を十6.00米とする。

石原地区 防波堤はその先端を＋3.0米、取付部を十8.0米にして勾配をつける。この防肢堤

から南側の海岸は8.0米十8.2米の天端高にし、鈴鹿川の左岸の河口偶角部を卜分廻ってから勾

配をつけ磯律橋の橋台て＋7.6米になるようにする。 また、鈴鹿川左臣偶角部より防波堤方向

に近づく海岸にそっては、 その途中まてそえ波防止上の突堤をつけて、 この部分の欠壊を防

く。この部分は根入を特に注音すること。
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第五項防

海岸林の概況

潮 林

三重県は海痒にそって細長くのびた県てあり、旧くから台風に対する海岸の人家や耕地の防

禦に意か注がれ、藩制時代から海岸林の造成か行われてきた。海犀林は前面に士堤防を伴なっ

たものもあり、伴なわないものもあるか、往時は、三重県海岸一帯かクロマツの芙林て庇護さ

れていたといわれる。昭和ID年の林野庁品査によれば、海岸林て保安林に指定されているもの

だけても488か所、 302ヘククー！レにおよんているが、最近の人口増と土地不足等によって宅地

・農耕地か海岸線に向って進出する傾向となってあらわれ、反而、港湾、突堤等の築堤の影響

て海岸線の変化や後退が目立ち、これら海岸林の存立条件に異変をきたしている。さらに、海

岸防禦の土木的施設としての海岸堤防の築堤のための伐採や、堤防に対する信頼感のため、海

岸林が軽視されがちの傾向があって、往時のように整備された海岸林は非常に少なくなった。

それでも本県は、また多くの海岸林が残存する方てあり、特に、七里御浜℃粁におよぶ国有防

風林は、戦時中船材に供出したかいまだ昔日の面影をととめている。

伊勢湾海岸・志摩半島部海岸・熊野灘海岸のご已地区に大別される。そのうち志摩半島邦海岸

はリアス地形て凹凸かはげしく、海岸の断屈状をなすところか多く、人家や、耕地か直接高潮

等の浸水をうけることか少なく、 海岸林は主として魚付・防風等の役割をもって設定されて

いるが、他の二地区は内海と外洋に面するという相違はあるが、いずれも直接高潮や津波等に

洗われる危険が多い。特に、熊野難方面は過去にも台風や地震による波の被害を数度にわたっ

てうけている。海岸堤防は昭和28年の13号台風以来急速にすすみ、伊勢麿海岸はほぽ完成され

ておるか、反面、この地域の海岸林はその荒廃か目立つ。熊野灘はいまだ、ほとんと築堤がす

すんていないのてあるが、海岸林は比較的良好な状態を維持している，

a, 四日市市富田浜および霞ケ浦

向ケ間は海水浴場として知られるところて、比較的広い海界砂地には、以前は巾の広いクロ

マツの防潮•防風林かあって、合風時の災害を防卯してぎたのてあるが、硯在ては洞水浴施設

の閤個等のため大部分伐採され、辛うしてその而影をととめるにすぎない。［召ケ浦およひこれ

に隣接する冨田浜には海水浴場の一部をのぞ蓉干潮而上 5米位の海岸堤防か構築されている。

伊勢湾台風時における潮位上昇は、名古犀港とほぼ等しく、これに強風による波浪が加わって

干潮面上7~8米におよぶ波浪がおしよせたことが、海岸林等に残された痕跡からも推測され

る。そのため、海臣堤防は破瑕され、悔界の立木か倒れたほか、家／尋笠の破担倒壊なとを！卜じ

た。

調査地の関係位置は第 4図のとおりてあり、 A地点におけるものて洞岸堤防が破壊し背後の

作業小屋 1棟および住宅 2戸が倒壊流失した跡てある。ところがこれと同しような条件にある

B地屯ては、海岸堤防の背後にわずか10米巾の70-80年牛、直径30-49糎、界高15米位のクロ
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マツ林帯かあったため、後方の家困ぱ、全く

被害（；＇うけなかっ t三、また、 （：地区ては海

岸林の間百にあった諸施設か鉄骨を残し咬

壊され、 その破片は後方林内に押し流され

た。

涜木等はこのクロマツに衝突し、 クロマ

ツ樹幹左著しく祖傷しf～にとどまり、琉木

「？ ・ー の後方への流入を阻止したため、林幣背後

の住宅等は安全てあった。また、 I)地区においても巾10米程度の30年1位のクロマツ林帯が後

方の住宅を保護したかー郭疎開し、林木の庇詭かなかつた住宅（この住宅は他の住宅より立派

てあった）のみ破損していた。

以土、要するに、この地区ては、海犀林か肢浪のゴネJlや一左殺誡するとともに、院木等の

流入を阻止し、後方の施設究を災害から防いたものと判断された。

b，鈴鹿市北浜

ここには、往時かなり ¥t派な防潮林があって、暴風時の高潮被害、平時の潮風害（塩害）等

を防止してぎたものてあるが、戦時中の一部伐採や人家その他施設の割込のため、ひどく疎開

したところか多い。場所によっては、海岸林と海岸堤防の間に人家が建ちならび、これらの家

叩ま、今次の台風て非常に大きな被害をうけ、人命も奪われた。第24図は防潮林と家屋等の位

屑的関係を示中ものてある。

この地区に住む人々は、前面に新設され

た海岸コンクリート堤防に、全面的な信頼

をよせていたもののようてあるが、堤防に

激羹した妓浪は闘殻となり、連続的に背後

の家閲をたたぎ、 —方堤II方をこえる肢浪の

エネルギーとのニー重作用て、 これ等人家は

軒並に破壊されてしまった。調査地点にお

いてはこれら跡地は幣理されていたが、そ

の跡に建てられた応急住宅がその間の事情を物語っている。上図左端の人家は、距離的には被

牙笙切 jt ，日の海津

一丙い●賞•

害地と同じ位てあるのに、わずか数列の直径20-35糎樹府12米程度のクロマツ林帯の保護によ

って被害を全くうけなかった。なお、地冗民の語るところでは、海岸防潮林の背後の水田約20

ヘククールは林帯により台風被害を20-30％程度軽減したという事てある。

要するに、海岸堤防が如何に堅固てあって、高潮の浸水を防いても、跳肢の侵入を防ぐこと

は不可能とすらいわれ、これら跳破はかなり強力な破壊力をもっており、林帯は跳肢エネルギ

ーを減殺吸収し、塩分を含んだしぶぎを濾過し、背後被害を軽滅するものと衿えられる。
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c. 鈴鹿市若松

若松海岸には町殆仕間につくられた塊防（伊坂堤防と呼ばれろ）かあり坦在ば改平きれてコ

ンクリート堤防と生しているが、この悔臣堤防の背後にはクロマツか柄えられている,,現左で

は、堤防改築工事、戦事中の伐採て一郊けずられ、巾10米、責径20~30糎、糊高14米、て 5列

位に並んた延長490米の林帯てあるが、 この蔀岸林は伊勢湾台風の際、その10％は根倒れ、 30

％は梢折れまたは幹折れを生し、残木も強い塩風、跳妓にうたれて枝葉はいちしるしく損傷、

枯祖を牛している。この背後には農耕地かあるのみて被害の軽絨に役立つが、人家との古捺の

閃係をしらぺることは出来なかった。しかし林帯がこのようにいためつけられたことは跳肢、

しふぎの暴咸を物語るものてあり、 事実これに隣接する北若松地区ては堤防がこれよりも阿

く、堅固てあるにもかかわらず、林帯がなく堤防の背後に家屋かならんているところては、少

なくとも最前列の家屋は軒並に破壊または倒壊していた。

d 鈴鹿市鼓ケ浦

鼓ケ浦も遊園地・海水浴場てあり、砂浜ては松か生え、その背後にぱ七の堤防があり、堤防

～［および前後にクロマツが柏えられ、比較的巾の広い林帯を形成し、且冗径？0~40阿、樹高15米

になっている。ここてはその背後にあった県営臨海ハウスおよびその事務所等は全く被害を受

けなかった。この士の堤防はわずか 1~2米程度の高さにすぎず高潮にかなり破田されている

か、若松や北浜に見られるように跳波はあまり生しなかったため、松の緑に異変はなかった。

妓浪のエネルギーは松林の中に吸収し去つたものといえよう。すなわち、模型図的に表現すれ

ば、鼓ケ浦の場合は第25図てあり、北浜等の場合は27図てある。
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なお、堤外地に仕立てられたクロマツの破浜

の一時的侵蝕によってその一部か根部の洗掘に

よる根あかりをおこしたり、倒壊したりしてい

た。このことからしても、のぞましい形として

は、堤防の背後にクロマツを育成することてあ

り、・両者の協同作用により行後を護ることがよ

い。いわば堤防は父てあり、林帯はi]てあり柔

剛相和して防潮機能は一段と補完されるものと

いえよう。

—-

e. 鈴鹿市磯山

99遁

防粒

ここの海岸には明治30年代に胆えられた古いクロマツ林か堤外地に、壮令のクロマツ林が堤

防敷上にあり混交している。この両者を併せた林帯の巾は40-50米位あるが、前線の老令クロ

マツは台風の都度根倒れを生じ疎林化している。現在の堤防は老令の海岸林か造成されたはる

か後になつて築堤されたものて、以前はもっと前面に古い堤防かあったといわれる。

すなわち、杉野兵曹長戦死の際、この村の村葬が水葬としてこの浜て行われたが当時は現在

よりほぽ100-200米も先に汀線があったといわれる、この地区の海岸線は後退しているのてあ
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り、同様のこと 1ま北低や若松ても耳にしたことてあな海岸線の後退ぱ林帯の成立をかなり困

難にしているといえるのて、そのため林帯前面の堤防か必要となろう。

この海州には1角夫の作業小屋があるたげて背後は農耕地となっていたため、作業小岸の破壊

のほかには被害は見当らない。

f. 度会郡二見町

二見海岸は海岸堤防および防風林か比較的整備している。 （その一部は神社直轄の堤防と海

臣林てある）ここて注目されるのは海岸林の中にアカマツの混生をみることてある。海界のす

く近くまてアカマツが生えていることは、前にものべたように、この林の成立当時は汀線がか

なり先の方にあったものと見てよいてあろう。事実その当時はもっと先に汀線があり林帯の巾

も、もっと広かったといわれている。この海岸の後退は現在ても進行しており、これを防止す

るため石垣を設けている。その原因は明確てないが、港湾の突堤構築以来急激に変化したとい

われており、一考を要する間題てあろう。

なお、この地区ては風が内陸から海に向っていたため、風による被害はあるが、高潮の被害

は殆んとなみなかった。

g．志摩郡阿児町甲賀

志摩半島一帯は海岸が断崖をなしているところが多く、したがって、この地方にある断岸上の

林帯は防風およびしぶぎ等の害を防くためのものてある。甲賀附近の家屋は上壁や石垣て風の

害を防ぐとともに、その上に樹木を仕立てて保全を期している。また、ウハメガシやマキ等の

生垣が高く密に仕立てられ防災の効果をあげている。入江等比較的海臣の低いところにはクロ

マツを主木とし、下層にウハメガジ・トベラ・モチノキ・ヤブツバキ・タブノキなとの暖帯広

葉樹を交え、よく潮風害を防いている。

h.志摩郡大王町波切

波切海臣断崖上に植えられてあるクロマツ林は、 1蚕い潮風等によってかなりいためられて

いる。特に針朗の色は褐色に究って恢復が危ぷまれるものも多い。跳妓は高さ40米のこの位置

にもおよんだものと推定され、しぷ彦および潮風は強い塩分を含んてかなり遠くまてのび、海

岸か睾状てあれば、逆に潮風虜の人ぎいことを物語っている。

i. 北牟婁郡長島町

長島町は過夫にも合風や津妓て大ぎな被害にみまわれているが、伊勢誇台風の際も流失家扇

42戸、令壊98戸、半壊185戸の大被害をうけた。 そのため、住民の74％か羅災者となったが、幸

に褒山に逃げたため死傷者はほとんどみなかった。

長島町は汀線近くの海岸堤防を境として海にそって細長くのびた街てあり、堤防と人家の間

にぱ防潮林を介在しない。 26日午後 1時頃の干潮時におけるものてあるが、このとぎすてに、波

浪の高さは 4米の堤防をこえる状態てあり、その 1時間後には跳妓の高さか10米をこえるにい

たったといわれる。午後4時頃から風速は一段と強まり砂礫を交えた肢しぶ弐が弾丸のように
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民家をおそい、壁や摩根を貫いて侵入し、これを破壊していった勺 また、 うちょせられた漁船

は家屋に激突し、屋根にのりあげるといり惨状てあった。その後、風はいよいよ列しさを加え

午後7時の最大風速時の潮侍l昇は1.73米てあったから、この状態をわすか十 4米の海岸堤防

か防けなかったことは、説明するまてもない。長島町は、波浪や、砂礫を交えた跳波のあらしに

覆われたてあろうことは、地元住民の言葉をかりるまてもない。

このような強力な波浪や跳波に対しては、堤防のみに頼れるものてないことか卜分に想像出

来る。凋査時には被害跡地が大方整理され、その芦状を詳述しえないが、長島町名食の家屋お

よび作業場等47棟の流失、全壊の状況から当時をしのぶことが出来る。

j. 北牟婁郡三野瀬村古里•道瀬

占里および道瀬に古くからロクマツ防潮林か仕立てられてきたのてあるが、海罪堤防の設骰

および人家等の進出によって現在ては極めて貧弱な林相と化している。今次台風て海岸堤防は

破壊され、後方の人家にも被害がおよんているか、若干集団的に残存した林団は、その周辺を

多少保護したともいわれるか、明確な効果をみとめえなかった。単木または小集団では全面的

に来襲する裔潮波浪に抗すへくもなく、効果をあげることは出来ないといえよう。

また、その沖 500米ぐらいのところには丸山島があるか、第27図て示すように午後 6~ 7時の

最大風速時には高さ40米ぐらいのこの島がすっぽりと波浪に包まれたといわれ、このとき堤防

顎 11図遵：泊の海津 に激突した波浪およひ跳波も想像以上強烈なも

/'＂’? 

丑ら二言
＊グ，践9.

＾ ←王＿こ．．．”~””‘- -： : ：ーこ

r. 匹•旧
峨

磁躙
遭”

のてあったと恩われる。 破堤部の後方ては300

米以上も内陸（沢筋）に浸入し、スギ幼令造林

木や生垣を枯死させている。道顧てはそのため

人家の浣失 3戸、全壊 2戸、半壊 5戸を出している。

k. 熊野市新鹿

新鹿の海岸には立派な海臣堤防が築設されている。新鹿は昭和19年12月7日の津波によって

流失戸数149戸、死傷16人の甚大な被害をうけた経験をもっており、 そのとき防潮林が果した

役割は高く評価されている。近代的潮堤は麻潮の浸入をふせいても、跳波、波浪を全面的に防

ぐことは出来ないものと考え、海岸堤防の堤外に34年4月卒業記念に植樹を実施している程で

ある。

この街の海ぞいの部分は往時飛砂地を土堤て仕切ってつくられたものて、今ていう干拓に相

当するものてあろう。その堤防敷上にはみられ

るようにクロマツ林が仕立てられている。この

林帯は巾50米ぐらいの整備したものであったと

いわれ、堤外にはさらにマツ林および巾20米ぐ

らいのメダケ叢生地がみられたとのことである

が、今は残痕すらととめない。堤敷にうえられ

た林帯も大部分は、伐採（戦時●築堤等）によ
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り失われ、わずかに名残をととめるにすぎない。今次台風ては、この防潮林の効果がぱっきり

みとめられた。

第28図はその閃係を示すものてあり、市営住宅 4戸および作業所 1棟がパラペット付の高さ

5米くらいの堤防をこえた波浪および跳妓によって完全におしつぷされてしまった状態を示

し、防風林保護下ては被害はみなかった。

l．七里御浜

熊野市羽内木から新宮にいたる熊野灘海岸を七里御浜と呼ぶが、この海皐には全丙的に海岸

防潮林が仕立てられてぎた。

この防潮林は羽市木付近がわづか民有てあるがその大部分は国有林てある,300年前新宮城主

水野重仲入国の際拍えたのが、そのはじまりである。往時100-200米の巾をもつた立派なもの

てあったが、戦時中の伐採および農耕•宅地の浸入によって部分的には林相の破壊をみ、一部

には林帯の欠除するところも見うけられるが、しかし全般的には良好な林相か維持されており

樹高25米前後、直径30-60糎（その中に部分的に小径林帯を介在するところもある）位のクロマ

ツ林下に、ウバメガジ・トベラ・マサキ・ヤプニッケイ・グミ・クス・ツパキ•ヤマモモ・ネ

ズミモチ・クロバイ・クイミンタチパナなどの下木を比較的密に混交した林帯が汀線から大凡

50-100米（この林帯が造成された当初は100-200米あったといわれる）の位置に巾40-130米

延長20粁、而積110ヘクタール（戦前は183ヘククールあった）におよんている。

伊勢浜台風の際には、熊野市循ケ綺の突端の岩壁か、海上60米の高さまて肢浪や跳波に洗わ

れたのてあるが、この防潮林はこのような激浪、強風による被寅から背後に延々とつらなる

4,000戸の人家やI.500ヘクタール以上の農耕地、果樹園専を保護したようてある。すなわち、

林帯の欠除していた羽市木の一部・御浜叫阿 111 和•紀南町井田咋て人家建物の倒壊をみたのて

あるか林帯に保誕された部分には殆んと建物の被内を見なかった。

阿田和ては、防潮林か一部欠除しており、この地域ては海岸堤防の築設をみているが、堤防行

後の人家‘0余戸が仝壊した外、50戸の半壊を招彦、いたましい、惨状を呈した。これに隣接する

市街地ても前IJ,1：かクロマツ林帯て保渡されたところては、海岸堤防が欠除していたにもかかわ

らず人家は被古をうけずにすんだことか注目される J このような事柄は、紀南町井田、御浜町

一帯ても認められた，この場合、活娼堤防がなけれは被古は一厨ひとく、また著しく疎1娼し岨

木か生立するような林相のところては被害を即著にくいととめることはむずかしいものと判断

された。

七里御浜の海岸防潮林1ま大部分その前面に海岸堤防が構築されていない。そのために高潮が

林内および背後の宅地まで侵入するのを防ぐことはできなかったのであるか、高潮および波浪

か林帯を通過するあいたに、そのエネルギーが著しく滅殺され、背後の人家を倒壊、破損から

すくったものて、防潮林の機能か明確に認められた，比較的巾の狭い老令クロマツの林にみら

れる倒木てあるが、はげしい波浪および海臣I叫也0)~^ 時的侵蝕により、その使命を果し倒れた

ものてあり、波浪の強さを物語るに十分てあろう。
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また、堤防の欠除によって醒接高潮が林帯に激突するのてあるが、林帯ぱ土木的工作物と期］

か性質を異にし、柔軟て弾力に富み、幹枝とも円形てあり岐浪をやわらかくつつみ、その速度

を減殺し徐々にエネルギーを吸収しつくすため、跳波の発生を少なくし、後方の農耕地・果樹

菌•森林等の潮（塩）害を軽減している。また前面に工作物かあり、跳波の発生か著しい場合

ても、そのしふきを吸収濾過して塩分の少ない状態にし、風速を弱めるなとの効果がある。志

原川にある三重県農業試験場紀南分場のしらへによると、温州ミカンの例てはこの林帯の樹商

のほぽ10倍にあたる背後coo米附近まては、 潮害か頗る少なく葉色の変化すらみなかったが、

200-400米までの間は軽徴な被害をうけ、 400米をこえる地点ては、葉色の変化が目立ち、枝

折れや落果も多く防風林から遠くはなれた山手附近は80％の減収をみたといわれる。また荻内

の防風林の欠除しているところては収穫皆無てあったことからも、潮害防止上の効果がみとめ

られる。なお、潮害にもっとも弱いといわれる桃の場合ても、林帯背後I00米のところに禎えら

れたものが全く被害がなく、他、地方でみられた返り咲ぎをみなかったことが知られている。

今回と類似の強い潮害を伴った台風ぱ、この地方ては 2年に 1回位の割て経験されたのてある

か、その都度同じようなことが立証されている。

弔，．

/〕尋／二＇←ー•---＝
窒 串 翌—
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あろうと想像されるのてある。

また、熊野川からは洪水のたびに、木材や、

根株が上浣から涜出し、これら涜木は河口附近

の海岸に打ち上げられるのてあるが、今次台風

ても約200吃方米の流木が海浜に押し上げられ

た，これらは海岸林かなければ波にのつてさら

に内陸に涜入し、人家等に被害をおよげしたで

今後、，ロ地不足や、人口増加等によって、人家や耕地がますます悔岸に按近してゆくことか

予想され、海尉林を卜分に設けることか層むづかしい事情になるてあろうが、海岸林にかわ

るに海犀堤防等十木的丁作物にのみ頼ることは危険てあり、少なくとも堤防の背後に相刈巾の

林帯のをこすへきてあろう。現在この海片＇林そいに海臣堤防の構築か叶匝されているとのこと

てあるが、この点にi分料意されることかのそまれる。羽市木の民有防潮林の前1由に海面士16

米の高さをもつ海犀堤防兼道路（第ID図）が作られたため、附近住民は、その背後のクロマツ林

の保安林解除を強く要請し、宅地に転用しようという希望をもっていたか、その実現在みない

中に今次高潮を経験し、台風後においては保安林解除の申請をとり下げただけてなく、その林

相の整備に力を注いている状況てある。

m，志摩半島一帯の潮害

さぎにも少しふれたが、鳥羽以南の半島部'-帯は強い潮風におそわれ、森林だけても 15,300

ヘククールにのばる潮害をうけた。そのような被害は人なり小なり、果樹國や農耕地にもおよ

んているものと考えられるか、森林に例をとって設査の結果とのべると、仝被宮地のうち広虻

樹林か12,000ヘクター！レ、針虻樹林か3,300ヘクク--Iレて、針葉樹林の中I,800ヘクタールは恢
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復の見込かうすく、伐採のうえ新小林分を造成する必要かあると椎測されている。 （恢復する

ものと、枯死するてあろうと思われるものと区別を科学的に判断することか現段階てはむずか

しく、人凡の見・、りてある）

般に、広葉樹は潮害に対しつよく、針咬樹は弱いのてあるか、針葉樹の中では、クロマツか最

も耐えるようてある。車実、海水を冠つたスギの 2米位の幼令樹は全部枯死していたか、より

長時間風浪にもまれた同し程度のクロマツはなおい分活力があった。これはスギ•ヒノキ皮は

樹反か粗くかつ簿いために塩分の付清が多く、付着した塩分は容品に内部に滲透して形成層を

破壊するのてはないかとみられている。また、広葉樹は樹皮が滑かてあり、上記の点て有利な

上、落葉してもその生理機能を止めるまてにはいたらないのて被害は少ないものとみられる。

その他の針葉樹はゆれが人きく、根系の細根か切断されてその生理機能か甚だしく低下する等

のこのが知られている。

ともかく、このように広範に亘る被害も、＝重県伊勢林業事務所が造林木についてしらべた

ものによると地区別に区々てあり、大王町のように海岸線に防風林があってその背後地が平担

地か小立状地てある場合、または、海岸近くに高い山かあり内陸の山が低いところては被害が少

ないが、海岸に近い土地が低くそれから内陸に漸次高くなっているような地区ては被害が大ぎ

い。潮轡の大きいのはスギ・ピノキでマツはこれより幾分小さい。また、スギ・ヒノキては樹令

の若いもの程潮害が大きい傾向にある。潮害の水平的分布をみるのに、海岸から10粁以上てぱ

潮害が軽微てあり 5粁以内ては潮害をうけている。また垂直的には数百米の高さにおよんてい

る。尾笠林業市務所管内ても局部的には、スギ・ヒノキの壮令林の被害が目立ち、一団地が全滅

したようなところもあるが、このようなところは汀線から極く近い距離にあるが、急傾地の山

腹に植栽されたものて直接飛沫を浴びたものや潮風をまともにうけたようなところてあり、志

摩半島部程広範におよばないのは、地形的相違によるものてあろう。

さらに、比較のため、熊野灘沿岸一帯の森林の潮害についてみると、前述のように、海岸防

風●潮林か割合に整っているのて、地形の閑係て一様ではないか、潮害の範囲は極限され海岸

から余り遠くまておよんておらず2~3粁地点ては殆んと潮害か認められない。これに隣接す

る熊野市荒坂ては海岸がリアス地形て波浪の跳上りが大きく、海岸一帯の山腹は潮害のため茶

褐色にやけ、そのはげしさを示していた。

以上を要約すると、汀線て飛散する塩分をふくんだしふきは強風におくられて、地形によっ

ては、 10粁以上も深く内陸部に侵入して潮害を生ずるのてあるか、汀線に防潮林かある場合に

は、内陸の被害は大巾に軽滅されるもののようてある。飛散塩分の垂直分布は内陸深く吹き込

んだものては数百米にもおよふが、汀線付近における飛散は大体100米以下の高さにととまり、

したがって、海岸近くにそれ以上高い山があれはその後方ては潮害をうけない。

（科学技術庁資源調査会資料による）
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区

閃 I

WI 

第三節各部門 別 被 害

(1) 家屋関係

(2) 土木関係

(3) 農業関係

(4) 耕地関係

(51 林業関係

(6) 畜産関係

(7) 開拓関係

(81 水産関係

総 額 1,826億0,784万5千円

内 訳

80,667,170千門 (9) 商工関係

29,069,417千円 00) 観光関係

11,525,316千円 !I]) 教育関係

5.820. 191千円 1121 厚生関係

6,331.591千円 (13) 衛生関係

839,729千円 04) 一般公共施殺関係

566,199千円 ：15) そ 0) 他

9. 705,535千円

計 182,E07,845千円

上 太

3°,718,000千円

1,774,590千可

997. 745千可

74,575千円

369,446千可

254,007千円

I.894.334千円

屯 務

＇ 但 工事
＂ ＂ ●---●-．．＂ ＂ ＂―-●----- -------- ---・・—:••-．．ー＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿―-．＿―-● -●-ー・ーー ・，ー•-

分 河 III | i1，｝芹砂防 l心 烙 1柄 叉 l港酒
|――-----•- -.---•-• -•--..--•-- -.．．．- -.....--.．-- -.．--- -•..-.---- -． 

--．．．- -- --- I ！か所1 被'；1;令額か所被害企額か所被害拿窟［かIi『i被内令窟か所＇被害令額か所＇被害金額

-—ー：• i | 1 「―—_1----
桑名 431;,96s,ss6i 2i s,o.ooo] 12! 9.soo] 161171,3501'i 11,350; si 9,soo 

四日市 sol 4?8_7701 2012,469,716i 1oj 59,4381 161 26.so,[ ,1 2,290 
四日市
港務 1;,} ＇ ― 

, 1 29 557, 650 

鈴鹿 29 147 415i 2gI 425 365 14 i6 854| lC ?2 339 2 954| 5 55 020 
I I i 

/1t 43 9?3, 100 1 3 55 100 3 55 400 5 7 6oo! 4 4, 500: 8 24 070 

fi | l—野 155 1 57 4 1 8,  121 5_230'190! 189,犀!191 124,750! ! 

久『 86,15 225 2i 4 00C, 1 16 92 79C| 43 79 415 
相 I ! i 1,  

松阪 I907 ] 44 487 4{ 27 C00 41 75 000 20り 183.1091,1! 735.3841 I _ 
J: I伊勢 3!i 264,800 26i 188,550 2i 乞．670, 4el 35,5931 sj 5, 119j 261 681,872 

志 Iが 31 4,360[ 761 285,3011,1 53/ 311 33,90,! 11 2,200! 20! 52,565 
平 I

I 53・1 3II 33.9o,1 11 2.2001 201 

厄跨 191 33,8321 121 628,4971'1 6,617; 131 84,2671 2j I, 1001 391 102,167 

壌野 I2ij 13,86,!,I 59,8421 l5i 16,9331 371 49,5741 -I -I 12i 111,500 1151 I6 9331 37149 5741 -I -I 
計 |56713.402,1071 18715.012,9571 83! 248,479! 6871896,60li 1031455,562i 142 

単独事業計 — _＇ -I --: -i _ _ ＿ 

I ム計— , ＇ 
口 ―i ――;―I I I I I ! -
-- •一•一ー• ~―~ ---.．i__ 9. l _ l l _ ~ ＿ ! i ~—--

（注）木表の外に限轄河川0.308.000千円ある見込。
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2.土木関係 29,0ヽ7,417千円

区 分 か所数

河 ; 9 | 867 4,154,795千円

海 岸 191 5,030,307 、/

砂 防 83 248,479 “ 
道 路 I,013 I.582.562 ／ヽ

椿 梁 164 736.458 // 

港 湾 142 2,594,944 、9

小 計 2,557 14,347,545 グ

直轄河）1：1刃係 10,303,000 グ

合 計 29,059,417千円

所 別 （単位千円）
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農林水！f［関係被古総領

347億0,867万2千円

内 沢

I. 農賃関係 11.525.316丁円 4. 水産関係 9,705,535// 

2. 亥克 /9 839,729 // 5. 耕 地 ‘’ 5,8'0,191 ‘’ 
3 林陀 ‘ 6,331,591 ガ 6. 開 柘 ヽ 566,199// 

1.農産物の被官

(I) 主要農産物笠被害 （その一 円地作付のもの） 調杏年月日 昭和34年 10月26日
=い ＂ ＂ ~ ~ ~ ●●ー•~...．．．…．．．..

二．ーニ•-＿-―総＿．一面 兎責 ―-- 、_63,_7竺匝＿． ―-一• -----------
-～ー～作物別 水---- -- ------- - ------ - 稲

/ 9~ •~—~...--

被害態 様 l 面 積 i 被営
~ ~ ~ ~ 

、初
~ ~. ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~~. ~ ~ ~~ ~ ~ ~~. ~~― -------- -------- -------~ 

ha i 丁'q
流失埋没 i l,612 i 372曹 372

--1: 砂 流 入 1,473 170,868 

日 7,013 82,788 

冠 2 3 日 2,095 148,389 

水 4 5 日 154 18,180 

6 日 以 ヒ 3,960 891,349 
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（その＝畑叡F付のもの） 閃存年月日 昭和34年ID月26日
＼｛庁石―、名I ---99―,―9------------•-••一99--9----99- -•--9---9-•-99--9 - -• 9 ——• ---

陸 稲！廿しよ 雑 殻 lt要竹物心I! 桑 i飼料作物
： 9 -9 9 9^’’’’99,. —…,..．ー••,,．．．，,． 9 、一""'

被害熊；＼＼i面柏被＇阿額而矛責 i被害駕頂l 桔級宮訊而 !I被害額面机被害額面積被害額
_... 9 9,..， _ 、 . . . .... ・--・・・.........̂ "―‘"9-- -’’’’"" 

hal 丁円 haI 千I甲 hai '．了円 ha＇ 丁円 ha TI□' ha1 千円
全茂

汎失即没 39 3 900 3 4 3 887 77: 4 42C 150 12 207 100!12 090 69, 3 983 

土砂流入， 3 | 1 550 1 1 7 6 33C i 57 6 08C 305 13 968 40 960| 3 603 

冠水！ 6J 1 26C 937 42 06 ?C5! 9 25C l 205 52 57I 432 628 32 4 14 

没水 I 33 33C 1 7] 4 56 167 8S| ，28C’I C36 57 777 200 

凧内；43, 6, l l ! 3,387 36,38n 242 2 35Ci 3 772 44 854 121 9 600 

その他 l 17, i,65C| 3, 361 185,783 242| l l, ioc! 3 620 198,533 ' 

計 i 326114_807: 9,550! 330_62311.012j34.4so:10,808, 379,9101 893'22,5601 7001 37.ooo 

"．＂  - -:~—---·'······-'··~-·-··-·-··-— 

農作物別被害状況

（イ）主要食糧作物および肥、飼料作物 調―在年月可昭和34年］0月26日
・~

作 匿栽培！被害1 被 害程 良別面桔 ＇被害減、 1 

物 ，種 類佃鼠而積志召―元～―・面―こ---70ご言0ニ~ 単伺被害額 1 渭 考I 収早~
名 I i l ’ 以下9 50%| 70%i ,謬|j00%i I l | 

〗沢―--―稲／37誓53ーはr::悶13塁□贔 閤□竺•/8卜｀口／晶I3 880［汀I―
要物陸 稲 814| 326 99 132 44 

| l 
1 2 39 222 66, 700 1 4, 807: 

食 甘しより 1,53019,55015,37612,5401 l, 18,1： 4 i 3| 34 50 865 6 500 330 623 I 紺 l 雑 穀 3,200!J,012 484 204 100, 88i i369 431 80,000 34, 480 

］、トウモロ門ゾ79276164 28834 905 16 668 6 140 2 254 4 321 109 699 |4 260 582 

ソルゴー ~ 
240 68 ・ 8~ , ； 68 ・ 8'1, 376 2, 895 3, 983 

9 '|  | | ！ 

飼
クロ——バ類i 20 12,3, 4, 21 5, 5 2 6; 1 23 4 900 603 

Elf：ノ3,:~! :inl,q :~ ii :l〗口〗 ::~I U~ | ，  
その他 ！ 16 1,3 126 0 35 3| 1, 51 1 ] 3. 322 

小計 1
| , 100.01 173.51 302.3! 152.8! 

l,  | 
2 l6i 68 ・87, 258 ・ 3 i 37,000 —~—~ • -~ /—ハー------------ -----------~-

（口）菌芸作物および工芸作物 調杏年月日昭和34年10月26日
---,--—~ ~~一→~•~...~””~—^-.--~ --------------------------

作 被害程度而 積 i I ! 総栽 培被 害 ，被害減 ： 
物 種類 ---~ 

名
！面積而粕瓢 ,a::.-回ニ―--70ー 90~ ＇収局単価被害額 I り罰 考

| 
i i i 以下 50忽 70形 90形 100形 l | l 

そー『 し一： こ ん 2 203 2 20:＿＿ 誓I悶―-2竺l 仇 ，り?66 ̀  6 8[>I 452丁4[］―-—
里いも l,080 954 177i 284 274 123l 96 6,036i 1 3,000, 78, 468 

菜 その他 i,990 1,930 156 ?70 354 4721 6'18 i 7,238 8,000 l37,904 
! | |,  

小計！ 5,27315,087! 417] 720] 855! 1,363! 1.7321 89,812 I 668,829 

月！ ｛：入カヵ;'1 1 :：: 1 ::: 14: 20 8 2: | ？8:1 [:： ： 4;>::：::| 4：：口：I太，_Jー用門:::
柿 370 3?0 1 3}1 96’68 21 4 1 251 30 000 37 530 9 50 

樹 Iその他 t27 99 i€i 22 18, 17 ?6, 430 '14,900 ク 28
I ! i l 

小 計 12,717 2,093’297 343 434 440 5791 20,280 758,409' 

麟｛茶 1 1 9 

! 2, 450 2871 1 55! 76 54 
！ 

1 | 2 1,？切！9l, 300 26, 744 

なたね113000 867 1 867 £ 966’60 900 297 960 
I 

小計］15,450|1, 153| 155, 76i 54, 9 

| 
'869, 6,223 ! 324.704 

、~/ ~ ~ ~ ~ ＂ ＂ —~ ~ ~・~ ~.. ＂ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~．~ ~ ~．~ ~ ~ ~ ＂ ~ ~ ~ ~ ＂ ＂ ~ ~ ~ ． ＂ "~ ~ ~ ~ ~ヽ ・~ ~ ~ ~ ~ .~ ~.. ~ー・・~ー•一~
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附 間→勺乃び了竺翌作物秤芍（閉位1悶大含む）筐T状況 咽在年月 11 lmm14年 0月76n 

絆臀秤別 名稲1胄除の 百科数

1 3ア

県 ｛みかん： § 

5C 32 4,DOO | 
行胃］月 i 

夏みかん！！ 30 

'I 
6CC 

｛女かん
90 ， 450 

採種糾合 5 l | 
計 夏みかん， | 2C 

46 ， 
290 5,9001 

3
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3
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-
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/
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111 

--ル|
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r

r
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域

南
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丁

~
 

・
~

-

8

 

！ 

10 

2 ク

ー゚

槃釧の樹木被害快況

種

．
 

昂数... 9
 

．． 

し，
 

原＇阿．ー
~
~
~
/
 月

みかん

夏みかん

その他児樹

計

10アー）レ

i 9,130 
： ： 

叫
365 

． 
10.096 

ー、，オio
ャ
9・

771 539.ooo 

l?I 84、OCC

178I 1 386. ooo: 

i 

i 
被 宍和良

金額"•~ ~ ~ ~ 

|90~ i50~ 30~,30% i 
l l9D幻 90劣 50笏以下|
~ ~~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~．~ 

~ ~ ~~． 

エ•Iロ
i | 

I 

763 000, 270 9601 2.290 5,6 10 齋l/c訊、凧害による1内死、 千点令

| 
| l折れによる襲9杯

?90 630, ］，83C! 3, 260! 
| | 60 : 70! 4は 3,010

| l 
l 

620: 1,760 4.530'11.880 
| 

間

芍

（べ桑

！ 

柿類別 総栽培

面祐

吃 2.17ha5| 1 

園 "，1，引杏年月日 昭和34年 10月26Fl 

'''  
紗 害 秤 1支別面粕 ふ繭炭9g | 

‘‘~、~~ -99 ” ~. ~.. 9 ….....~.~ | ,iii 価 被 害
机 30形以130-• 59%15 1~ 70クク:70-9じ兌90%以 I減 l収 [,]~| t q--c•AL" --,,7・ -,,,-'Vl''V"'・;'n'V''I_ I 

ha ha, ha hai ha hai 仰',ri|
26 1 40 95i 33! 63 1 0日 5610o| 400 22, 

, 9 | i ; ！ 

（二） 農作物跨納害

区 分

］·•四食料i 竹物

飼 料 作 物

尉芸作物］｛ 呆そ
菜

樹

―［立＇、ダl物「 た ね

茶

秦 1点l

計

礼t}LI了[H了尼心 i:['，it iI.足l|{§: ／9i ci[t； 忍）1
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I {，9 芍

}、rel 丁！＇l
1 09, 199, 4 ・ ?60,958? 

l 

-1 ・ 25ら 37,000| 

89',1121 668'829 

17 
， 

. 100 
（：刀了本） 2,150,309樹、苗，Kの泣宮を企む

l 

4,966! 297,960! 

1,2571 26,774 

56 22,560 ：桑苗被叩なし

I 
230, 148 7, 464, 014l 
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調壺年月 1] 昭和34年II月 9日
~ ~ ~ 

考

茶

大

米

人

(2) 工芸および園芸農作物の収痙物峻冑快況
一 一ー" " " " ----- 、、------- --- ---

| 
＇ 災甚時における処）歴段陪が1位害数娯および金額

--- - --- - - ー
’’  作物名！収穫物 i 第 l次加工生茫物 i第2次加工生J万物夕 備， ＿t :被害総訪

-----------、，~-------·．’|  ・,額＇
数屈！令額名杓数屈立額名利忍刷金額, l | l 

I -―- •―—了寸緑＿＿＿条 __9：．ニ —-":'~-, 喜靡！げ` 久

： ， タル： i : I 

根 訳 ！他 935i 2.805 , 2,80ふ没加総敗
トン ドラ i | 1 

な たね 2, 123 135,872ナタネ油 l,542i'6.260! I : 1 8 2 ・ 1 3 2 ＇なたね原油、没水、流失
ヽ•一

： ！ ドラム 1 : ＇ 

＇フム当 30.000円

大 可 1,6451 90,700！大豆油 70!2 033 , I 100.730: 大豆原油、没水、流失
9や一

！ トンI i 
l、フム当 29,000円

9,  

：吐咽 25|2, 090| | 2. 000'‘f, ｝ 9. • l心入

: I •9 9~叫，＇
藷〗[23. 40a l. 434'  

, | 
I 1,404 

トン i トン ＇ 451 2,250イラコ 1211,260! ! , ! 3,450 
＇ リノト 9,_ i , 1 

洒 i.64C 420i ! 420 

｝ン！ ＇ トン l 
類 9 3001 IO OC0魏翡'i| 4o0 22 50CI 32 500 

繭

I I I 
I i 1:,, 扁匂・1,6;~! 9, l4｛ミ糸 りi ，̀l|10,016 

＇ 
: ！ ＇;  

計 I I I I ! 337 590 
l i i 
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被内家高の家；ド侶険加入状況 調在年月日 昭和34年II月30日□ 1 人 家ー：一了＿．＿中 ••9 

種
i ： 象 帝

＼翡l ―-9 ―•一~一~ •--•--•-•—- •--―・・＿~―~-＇合計
，乳外役肉I:11牛 馬 }豚|'" ヽ［めん ‘t

被 ＼ 月lj●

害
． ．~．~．~．~．~…~．．．~・汀 •. .~.. 9|_＿＿ ••一•一•一

態
¥ i加入）＼済会加入＇共済会加入し仄済、 1か加入i)し済和加入）［済令，力II人」し済金加入！共済金

．~~ ~ ~ ~.. 様 爪数見込額顔数見込額頭数見込額瀕数＇見込額吸数見込額頭磨'
-・ く兄込額頭数見込額

野了 円頭 干円 煩丁 叫頭| 1 丁1「1 91J＇｛了団碩 l •T"ド『頭 千円
l _,  • i l ! 342 12,796 死．． 0 3 1 7. 336’1 2. 479 

廃 II!| 2! 60 1し22 040 1 : I ! ！ ! 1041 2.100 

久 尺 1 | ！ | ! 

疫 約似占 3(＇i 9:: ？/c'362 i ! 3141 455 

i | |,  
計 44 470i 716 14.881 |＇|  | i l: 

| 
, ＇ 9 ! 760 1 5. 351 

| | ! 1 l 

被害家畜の衛生対策実績

(I) 家畜衛生対策の概要

災害後の家畜伝染病等に牛の涜い性感胃、隊コレラ、炭痢等の発生を＾予防するため、各家畜

保筵衛生所を中心に家畜防疫班を動鍼して防疫班を編成し、組織的、かつ迅速に、次の事項を

実施した。

（イ） 災害地の家畜徳康検査

被害地の状況、家畜の密度、疫学的見地等現地の状況を把握して、牛および豚に重点を指

向して、一般臨床検査を実施した。

位） 被害畜含消等

被害坦等に浸入地帯の密舎と過去の家畜伝染病砕に豚一9レラ、炭瑣の発生地を重点に25.000 

畜舎について、家畜防疫員を中心に各市＇町村、各閲係団体等の組織を動員して徽底的消毒を実

施した。

り 収容家畜および浸水家畜の緊急予防注射

没水孤立した桑名郡、桑名市、二重郡、四日市市ならびに被災した過去の疫項発生地周辺

の牛、およひ馬に対し緊急炭痕予防注射を実施した。

（二）応急救護

浸水地の牛および隊左員弁郡北勢＇町の臨時家畜収容所へ救出したが、これ等家畜の健康検

査、応急手当、消毒の実施とともに被災地協病家畜の応急救護を行った。

.."~ 1 l O 



被害をうけた畜合咬

三

(21 家畜の被害状況
---~----- -~-- -~， ~ •-・・~ ＂ 

般害の 被害地の家畜頭羽数および畜舎 被害をうけた家畜の頭羽数
: ~ • ^  三 … ---一 ~ ~." ~ ~ ~ ~ ~・一 ' 

めつこ ！めん＇ ！ i斎 死亡流失 i 疾 1内偽害
牛 ＇ 匡 i 豚 ＇にわとりうさぎ！ i -：  ー•--…•~―-t-9…, ． 9 …-~ ----~--~—~ ~--- --~----

郡巾名 i 99 [I屑 ， 知牛 i嗚 iめん豚にわとわうさ めん にわうさ謬久
， 1 : 9 ,山予 什ぎ 叶馬 豚，山→f とりぎ ！埋没一

仝壊半壊浸大'''-----'----'----'----, __―- ~ ＂―  

桑名郡 92ii 641 Iじ9
! (598)i(27,IOl)I,s' 
i -319i 14,944! 

35 ! 379, 50! 450 18, 300 訊 12i 98 | 365 447 

桑名丙 1,2031 111 97! (4i誓『喜旦l20 152 59 25 300 90 0J0 63 32 88 

呉弁郡 4,41 5' 342 1,236, 944, 26,370 149; | 1 ! , 600' ! 41 i 36 62i i 
四 I~ 内h 4 288 39 1,038| 2,089 64 216 307 41 39 255 10 500 54 | 20 52 i 

• :＇|  |（27, 1 3 8)i,'； 

ー 遺料i2 367 34i 648 1 020 44 1 1 49 43 267i 12 100 i 36 | 32 32' 
i'17,491: 

丼 4609 33 138| i 67 : 5 1,685i 307, 3 7 1 8 ! 2 72 1 5 ,  鈴鹿， 99,

鈴鹿郡 l,187' 17 354 437 6, 136 139 | I I ! 1201 15 I 

砲山雨 1864 22’ 40叫 312! 13,089: 1161 j ! j 

安 芸郡 3,236 65! 442| 684, 27, 1979 5?49, 
會 1, 1 : ! 1 07! ; 9 : 

| 5 1, 397 10' ， 

沖 巾 i655 22’1 07, 328 46, 49 1 : 22 1 | ！ 2 i | 2| 4 238 | 

一古郡 6344 99 1 019| 705 43 4 15 1 696 3 25| 3 1 560 ! 

(4,500): 
松阪市 4733 1 79 523l 1 226 38 055| 803 i 2 i | 18: 1 4 1 948i 45 12, 

飯南郡： 91 3i 「 393 296 18會 452! 631 9 | 33! 29 3,500 260; 15 
多 気 郡 3,82C 63' 906 1, 12 1, 35,998| 650 | 14 72| 70 4,900i 270 23 

伊勢市 1'426: Q4! 103! 1 -191 i 27'S901 282 I 1 ,191! 27,S90I 28Z, I 1 I I ! 18,600! I 3 

良会郡 4?14 170 782 1 593| 41 826 385 | 4 4| 74 8 443i ! 13 

砂甘方 288; i 48! 鴨 li 6,7961 37 I ; I 1 13| 807i, 34 

吉摩郡 l,168 2 379| l,781: 25,845, 30, 1 3 70 1 1 027! 2 

1野 両 3547 22 47 l| 946| 31 867 62 l l l i 700 

屈Jll | i隈 2:3211 261 6161 3S4! 16,6891 400! I'!  5: ！ 400 | l 

房＇］長 (if l, 732'6 353 298l 1 5, 958, 43 1 1 l 6 82! 5 700 42l 

心 ＇で 一且i; 755 1 7 1 29| 1 7 5, 072 53! , I 150 
1『鷲市 130 60, 29計 13,951 14 : 9, • | 6: 3 382! 9 9 9 

北牟妻郡 448 5 158| 5961 10,900 109 i 1 8 2 ] ： 884 ! 
熊野巾 l,190 1 95 76i 8,794' 25 | 1 | ll l,000 i : i 

南牟婁郡 2,127i 1 29 1 244! 17,684 109 l | 2 | 567,  

60 909 1 325 1 1 578’19 438 642 298! 7 674 674| 5 348! 1 678 130 701 605| 390! | 140 627| 

--~---------------- -

（注） （I) 「死亡、流失」には廃用を含む （2)被害地の家畜頭羽数は昭和33年農林省、三重農林統計調査事務所調（
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ii414422

…
•11120 
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9,300・
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備 考



| 1 ＇実施期日 家畜の種類別、頭羽数およひ畜舎数 所要延人員！指導監督 支 出 経 舒 i 

事業区分 実施郡市，＿＿ー・9,． ----9---------—•---- •一 1-!'- ----1--------~---,----------, I 

, （所要日数） I | 雇人il 2t l得 豚 めん山芋にわとり防疫貝 延人員旅費雇入日当薬品費血清類
…-…--＇  獣医

ー• --- ：'  
9 月 27 日＇桑名郡， 500 9' 250 58 534 27 39, ! 250 58 534 27, 39!) i 8. 100: 16,400! 121.000! 

＇桑名市， 600 5 170 30 386 24 35 
：クンゾール 125円

5 I 8,700; 14,200'110,0001 
I ！員弁郡 1 300 9 450 58 57 26 , | 1 7, ． } 5, 1009 10,800i 79,000! i i畜舎1本

10 月 16 日 1 四日市巾 400 | 1 850 46 672 59 88 16 500 36 200 9 272 009 10 000畜舎分
三重！郡 1,040 2, 9 550 49 26! 38 52 } !2 13,200 2i,000 175,000 10,000本

（所要日数）＇鈴鹿市 l i 50,  750 23 177 22, 33 6,600 12,400! 
20日 l ; ； ! 

鈴 鹿郡！ 400 3 190 17 31 13 19 l '3,900 7 
， 亀山市 l 70 | i59 18 26 9,  
i 800 

j,o:  ! 15'0 18 26: 6: 8 /'!  4,500: 3,400; 

安芸郡！ 95 2 290 25 57 9 14 4,500 5,200 
津市 I 55 I I 
:,  6 : 093 136 26 3s l / 800 13 500 

400 5 50/ 37 2 14 239 35 5 900 

:~~ I~ ：『: ;； ：：：『:『〗l i0 1; [:: 
160 9' 94 22 3 5;'  6,000 

誌｝ I O l : ：塁
13 
25 l 

摘 要

畜

産

ー
ニ

3,'

志

消 松
飯

多

毒 伊
度

烏
志

．
 

ヒ
阿
名
名

阪
南

気

勢
会

羽
摩

野
山
張
賀

郡

市
郡

郡

市
郡

市
郡

市
郡
市
郡

尾笛市
北牟婁郡

熊野市
南牟婁郡

計

．
 

7

1

9

3

7

 

5

9

4

5

4

 

1

6

 

300 
3C 

492 
18 

73 
87 

345 ＇ 
255 

7,500' 

・
~

~
~
~
~
 

ヽ

4

5

0

 

5
 

825 
650 

.~. 4
6
1
9
3
.
2
 

4

5

1

8

9

2

 

3

7

2

1

2

 

60 
291 

~' 

9

C

o

 

5

c

o

 

I

O

 2
 

ー

0

2

 

3

3

 
~
・
~

2

2

8

8

4

 

1

5

0

 

:: 
48 
42 

1,000 

296 
58 

24 
23 

125 
10 

319 
21 

ICO 
64 

： 

225 
50 

i 

4,500 

！ 

25 
28 

8

9

 

ー

~
・
~

4

5

4

2

5

9

3

9

0

 

1

2

1

0

 

5
 

9

9

,

9

:

＇
,
 

9

,

9

・9
9

9

9

9

9

9

,

9

~•~~~,.99 幻

7
3
4
1
8
7
1
4
2
0
1
3
4
1

4
7
 

5
 

4
 

2
 

2
 

65 

9

9

9

9

 

,

9

,

 

0

0

0

0

)

3

0

 

0

0

0

0

0

0

 

2

2

0

2

c

o

 

9

,

＇

,

'

，

 

2

2

7

3

3

7

 

1

2

1

1

1

 

100,000 

59,DOD 
24,DOD 

46,000 
118,000 

107,DOD' 

176,000 
邸，000

107,000 

, 114000 
128,000 

3,900 5曹400, 39,000: 
5,700! 10,200'77,000 

4,200'8,600, 63,000 
?, 700, 3, 000 2 1, 800 
7,200 12,600'110,000 

600 7.400 5,600 

2, i009 3, 000'22, 400' 
2, 700 5, 800 4 1, 200 

I 

3,900; 0,200 61,0001 
3, 300 5、soo, 40, ooo: 

i 161. lOOi 296.400! 2,300.000! 

…^ぶ

: N. （] • (! 280円

l畜舎％本

15,000畜舎分

3,750本



~ ~ 

I 
ー、一~”~ -~ ~ " 

事業区分実施期日 i天呻 郡 巾 予防沖射 ； 血清注射 I "~‘~—-------' 
i -----~ i-~ i扉｝ 旅舒 i屈
： 4- 馬 ： LI- I 熙 i防疫負獣辰延人員 U , ．！， ’l i ] . - ---.....  ---

l i l'  

9月27日桑名郡 5151 38i 23! 10! 13] 10! 4 

I ; | i '  

10月10日桑名市 424 i 10 i 15 : 12 
まて

員弁郡 ］98 I 21, I 12 I I 12 
! s i 

四日市市 i 219 ' i 8 
i I i 

三重郡 i 161 I ' 

鈴鹿郡 l
l 

一志郡

飯南郡

計

I 
事業区分 1 1 

実施月日 実施郡市

l（所要日数）！町村名
| 

~ ~ ~~一

入
当

-
1
1
4
|
 

緊

愁

予

防

注

射

41 

75 

6i 

I 
1,700 i 300 

_ I ___―- i ----
家畜の種類別頭羽数

牛

38 

50 

i 
1めん山羊！
t ! 

豚

6
 

6

5

 

3
 

2
 
3
 
2
 

5,100 

4,500 

4,2DD 

3,300 

2,400 

I 
i 4 l '1  ] 

！ 

I'I I I 
' 10 I 58 I 21 15 I 21,900 

| 

I所要延人員 指導監督i
, ____,,_,, ___,,,_ 

I 

防疫員 i雇人獣医延人員I旅

300 

1,500 

600 

支い経費

血清類
薬品牲 i-•-J り••••一＿＿＿••一m••一__＿＾----..--

予g,J出塩清：
., ＂―·—…-•-•---•ー・-

' 6.000 i 3.09C 9.6CO 炭そ予防改

5,000 

4,000 

2,400 

2,000 0

0

0

0

 

0

0

0

6

 

0

5

0

5

 

．
 

5

3

3

 

8.400 I 24.960 

L 

I,DOD 

900 

叶
t

~r 
ー

要

3,DDO 

~9999,

' 

o

o

n

a

0

0

0

"

 

0

0

じ

0

5

5

4

5

2

3

7

4

 

．
．
．
 

2

1

1

 

12,600 

6. 3CO 

5, !CD 

4,200 

l頸 0.21cc 

420cc 

清血

頭

そ炭

ー

•• 
~
~
/
 

70cc 

420cc 

25.200 

出

費雇入手判薬品費

支 経 粋

生物学射製剤

も
消
~

ー，9
1
 

甥

I 
I 

3,600 i I ＇ 
9月27日桑名郡 153 27 312 3 

9月I29日員弁郡 120 73 184 2 2,700 , 7 0 Q 

応

186 I I 
65 269 13 3 3,900 , 909 

急
oso ！ I 

3日 四日市市 131 37 156 8 2 2,400 
救 I 

三重郡 102 68 98 7 2 2,100 100 
護

鈴鹿市 98 50 

1,11460 1 I I | 

7 2 2,100 ,600 i 

I 計
790 320 56 14. I 15,800 ,500 I 

i 

！ 
＇ 

（庄） （!)過去に炭そ病の発生した地区は 1頭につき 10cc (2) 適去に炭そ病の発主のなかった地区は 1頭1こつき 0.21cc 



(5) 収支算苫

収入の謁

----- ----一• ・ヽ---- -… •一99

分 予節額 1iii年良f窟額

I I ~• ~、,--

I 

区

国

県

I9 !， 

文

区

祉1

計

助 合：

19 

差 弓 培咸
...~ 

減
ヽ•~~

出の部
...9--• 一●'●● ̂•—-....,.----.， i 

予 冥 粕 I計1年畏乃’認fr ! 
， 

了．．．．9 9- ＇- -，•一●●ー••ー•99 ヽ●9 ! 

I 610,800 l 

: 674, 800 | 
2, 878, 460, 

3 i, 800 

I 4,20J,860 l 
-、~｀ I 

分

防疫は旅奸

屈入手当

薬品抒

生物学的製剤

計

4 T?O l心も0

4,201.860 

4,201,000 

4,201.860 

I __—--~ 

• -ー-―------ ------ ------ --
＇ 五 弓1 培減

- ---- -

増！減
---~- ‘̀——-----—---_:_ ----…------― 

＇ 

610,600 

674,800 

2,878,460 

37,800 

4,201,860 

3・養蚕の被害 調査年月日昭和34年 10月26日
_＿----1―――-9一•------… i ＿_＿．＿__---…--------マ----…-ヽ_____T _____、-—-----------―----

被害発生放棄斎児数闘
l 減収繭数悟 ii 減収

状 況 （流失及活染）l 見込価額
被害戸数 備

-----—--—•_ ＿、-- --------＿ ＿＿___i_ ＿•一•---------1_＿＿＿＿-------..... •----—-—----- -----_____--—•—-•-----——•--------筍 トン 千円＇ 戸

I 
I I 晩秋蛋繭の流失したもの 15トン

県下―-1月 1 I I 

I-5 --0 i/＿_. 68 800 !I ，600 1 

4・林産物被害

林木等その他林産物被害状況 調査月日昭和34年10月26日
-…. ・--・・・・..... ・,・-・・・・-・・-・-・-・・・-・・----

I 被害状況
！事業主体件数単位—--— ---- ------
1, I I Ii受水＇.流失埋没 ＇折損'

------'---—ーー 被害額

I -—•-—----------•----- -—I _——-—--____ ＿＿、＿＿ ＿＿＿＿＿------—•一•---^-- --—- ----―-------，枯損等 i
：計

l ， 干円i I !下石 I

| 
I ク 63□1 ! 6; ;:：1 2 ::： ::: 

i ク I I 10, 710 10,710 53,527 

l I " I I 4.833! I 4.8331 1.852 i I 俵 20,1 39 12,347 i 32,486 7,547 

I I『i 7 570 7 5701 2 561 
干本 1 5 339| 5 339 71,693 

員 1 25 1 251 75 
本 1 4 1,680i 80,300 

束 1 30,000 51,5601 81 5601 1 1,800 

ii l 1 :-3[7 

考

晩秋蚕児のうち 471トンかぬれ繭
になり屈繭相当の取引しか出米な
いため減収した結果になったもの
上繭換尊157トン

林 産 物 名

立

索

製

薪

木 炭 原

木

材

村

木

炭

荷

幼，K

わさび

しいたけぽた木

竹（材）

計

- 1 15 -



森林種笥被害状況

経 営 種 別

(!) 

(2' 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(81 

県

市町 村

森林組合

種苗共同紐合

(4)以外の生産業抒

自家）｛1

会 社

学 校

計

5.水廂物被内

(1) 捉 殖 物

調査年月日 昭和34年 10月3日
こ~ "~”~~ 

| 被 雪状況,——••• •‘~”'…• ~ •~了―-•―" ＂ " ~ ~ '＾●  ~ 

i而 積数屈金額
被害程度, i 90.~1加易―歪こ§0蒻―冨：：：：g喜―[．．3露―貞デ

ー一．．．一●~ー 、" ' ."." •• ----~~- ~ ~ ＂ ~ ~ ~ ＂ ~ ~”'~ ~ ••…~ •••—--~ ＂．吋 ＿ 
アー）レ！ 1 千円 アー）レ！ アール， f-）レ i アー）レ

2' ！ ！O' ！ l l : I 

5 i 260 | 2 1 3 
i 18'9 29  ; 9 

| 
l 2 | 3 5 8 

66 | 5,064 6 ! ］5 | ：s 27 

24 I I 6,502 j 2 i 5 : 6 I ! I 

8 1 540 2 2 4 

251 
~~． 

被

123 10 

臣ュ
；二
L

謁査年111.I 

34 54 

昭和34年12月1日

羨殖物の種煩

、

^
9
‘

し
ょ
、
仔
~
、
ぅ
、
ま

カ
＇
上
し

き

貝

貝

貝

ぎ

ち

サ
い
、

IL
"
A
J
 

1,~J 

な

ま

計

瓜

珠

珠

被害漁業者数

44 

数

•
•
9

・

,
 

•• 

介

介

合

千

丁

・

灼

杓

尾

0

5

4

5

0

0

 

0

7

9

2

5

0

 

0

4

7

4

7

0

 

9

9

9

 

.

.

.

 

ー

8

4

,

a

7

2

2

7

6

7

3

 

1-,＂ 
A
．なi
 

額

----- -
l 

5,000 丁— I l l l ， 
532,560 1 

3,465,010 

500,450 

331,840 

19,000 

＇ 4,874,668千円

----------------------

年困

'~, 
芍

ぽら、こいを合む。

(2) 増殆物被古

増殆物般古状況（内水血）
-----—---------------、--!

~~ 

~数
培 舶 物 の 種 類

被

あ ゆ

，凋査年）］ 1＿1 昭和34年 12月1日
--------

也 類
~ 99W,~””" 9 W• 9, ．, 

金 額

千円
32.400 

~i ’
 

L

牡

135 

計 135,000 32.400 

増殖物被害状況（表海） 調査年月日 昭和34年 12月1日

—••~-- ---------------- --―~---------- --i —--·-— 
被宝

, 9ュ 額

i数帆；金額
| 

~ ~ •/"~ ＂ t ~ "~ "~ ~ ~ ~." "~ "~ 
屈 千円

171,000 i 1,235 

3, ::: ： ::： I 1 6,200 

3 836 000 1 17,955 

____J  ―-•.．ー• ~ ハ~ー一~ ~— -----

増 殖 物 の 種 類

あ

し

は

さ

じ

ま < 

り

み

り

計 35,390 

-116-



(3) 別吊閉被内状況

調在年月日 昭和34年 12月1日

一

る

る

る

r

る
すと

ろ

考

な

な

と

と

一
言
畠
〗

7

l

.

5

,

i

m

 

。

り

り

り

り

当

当

当

当

20

＿

勺

図

杯

埒

均

の

の

の

の

平

も
も
も
も
り
—

一

備

質

攻

質

敗

当

一

変

即

変

腐

拉

i

，
~
~
~
~
~
・

一ン

:

;

-

3

5

-

1

0

度

i

ト

2820

口
瓢
麟
麟
鰐

I~Ì

' 

_
：
：
＇
|
＇
:
、

-

3

-

0

-

0

3

 

i

m

4

3

5

0

8

-

9

6

0

5

.

 

i

額

千

額
―

-

3

9

1

6

5

6

＿

一竺

粒
"
i
i
'
-
|
：
：
、

i
l
_
1

ー1
~

4

-

8

'

0

2

 

？＇ 

ジ

ー

1

3

5

5

 

—,r 
9
1
9
1
 

-
r
~肝

皮

一

＿

ネ
―

丈
―
翌

~
~
~
~
9
9
 

~
~
 

者

者

者

者

者

者

業

業

□
業

喜

休主

業

漁

加

漁

加

漁

加

~
業
ェ
市

r

,

．

f
i・
'

‘

．
 

-
9
 

類

し

魚

節

種

お

~
の
干

-

＇

っ

ロ
"r↑
 

.＂
f

l

-

9

凡

ヽ

一

愈

闘

力

に 団

計

6.農地 の被礼f

田畑別

稲別

a
又

也'ー

r
 

~i 
I
~
~
 

，
 

t
 

の

の

計

失龍

そ
‘、’

種別

調査年月日 昭和35年2月1日
---~~----------

ilj’ 畑！計
．．9 99 9’’^  ＂，. " ' ’^,．,＇"  ＂,..． ’’’9,．＂＂ 9,  ＂ "'’'"  9 -9 -

而粘被 ',If額か所而利（：砂 ‘'i'

---
クタ 、打11 C，額か所面積 1被害額

I Iへ99 -9し 「□1| ヘクダーバ 了可
9i 8 6 690,944| 54 i 6 0'1  77,540! 4,44'1 1,078、0! 768.484 

-i 

913 6 690 944 541! 161 | 77 540 4 444 1 078 01 768 484 

I | ~ ~ "‘”-, ___ー•

7.林地の被',柊

応；I［発生地 1 
Iガ
； 

―『

か所

新生崩壊地 7,722 

拡大崩壊地 I,643 

I 
小 計 I

| 
9, 365 1 10, 5 380, 0 

5 8 ・ O 

小 計 I 5 I I 8.0 I 23.705 

合計， 9，370 1 1 105 | 388 2,576,750 

' ''  ' / ---~ •- - --＾――-

所

調音年月日 昭和34年ID月26日

喝、） 泊

如

9 i. 5 

i9.0 

1!1 腹

ha 

269,8 

I I O ・ 2 

被 害 頷

7,070,745 

482,300 

2.553,045 

23,705 

-117-



8．牧野、草生地等
--~ i ~-

| 
！ 匁 災害態様

…し~

新 生 拡人

！ 

区

分

件 数 被害金額

野

章

地

,＇―

-OO'_ 牧

草

h
1
 

J
 

廂

設

1
、几

.
T
J
 

~
、
．

上

薪 生 拡大

流

上

調査年月日 昭和34年11月30日
- ーヽ' '̂" " 

被害状況 I 
， 

__＿•一• • ＂．．_ • • ••—•• 9 9 9 9ヽ ヽヽ ● ’ 

l 放牧地 採草地 し 計 i 
•9 - 1 _• 一ー•--•一_[_tt● 、一~I

！ ！面積被害草艤面稼被害草盤面積被害草量
l 

l 
＿＿，~―ー" l --—- l _＿_ -----•__＿~―,_-_、

i | hai 切 haI 灼 杜J
l l 1 1 80,550 1 11 80,550~ 236,715 

i 
l 1 22I 161,500 23 

i ! 1301 947,4501 13 
l | 

36! 252, 650[ 3 

| 
I I I 19911.442.1501 19911,442.150 
I I I I I ,  

1 i i ! I i ! I I i 

l 
I I 61 138 9351 ol 138.3~ 

i ! | 
1 ,  l 9 204,670I 91 5204,670| 

| l | l i ! 

i | i 2 1 522, 1 05! 21'522, 105 
I ! ！ | l 
I ,  l.  
1 9 8 1 94, 790: 8! 194, 790, 
I 

! I I l I I 水ク 1 | 

, : l l 

水 " | i ! ! i i 
| i ! i ] : 

の 他ク I I l l 
' :＇：,  9 9 ’!  計， i i ! 125| 125 ! 449 1,060,500 44| 1,060,500 

l ! : i | ＇ 1 | | 
•~ ~ - --~ ＂ ＂ ＾~‘^‘ヘ ーヽ巫 ~…• - "→一

！ i 
I 

種 類 事業主体；件数 i単位 1 ！ 
i'1  9, 

! I 
＼ 大 破i中破 i小破計 i人破中破小破 計

I 

芙杉村 1 1 | 1 , 1 9 

, ——- 1 -----•l 千阿
咬 I

牧追： ＇ 
： 緬羊組合 i i I I I I I ! I i 
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（附2) 野草地の被害状況 （郡丙別）
... 

i事業 l崩壊地 塊すへり地 I 流失理 i吃 上砂流入 1 その他＇ 計
.. - -•…-·ヘ' "'--~.—; ＿ .. 

体面積被害章畠被害令額面積被害草菫被害金額面積被害草羅被害金額而積被害草羅被害金額面積被害草景祇害金額面積被害草量 被害金額
＿＿．．^．9- 樗_: . ^＂＂-i ha 円 ha 灼円 hal kりi_ PI haj 屈円 ha 切 円
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i ’’ ーi,,l i l 
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10、農業用施設被害 調杏年月日 昭和34年10月26日
．．．．．．．．  

.....-

--------------

被害状況
~..~ ~ ~ 

| 

種別 -- : ! .. - - i 
か所被害額 1

．．．．9 p . . . . . .．．．一●●●●'--．．．..．,．．．．．．．．

I I （千円）
かんがい排水施設 I 5.899 l ,,549,496 三穣県全域

農 氾（橋梁を含む） 805 252,244 } ＿•般災 6,522fl'l,739,000 

防 災 胞 設 430 I ,.249.967 海序災

計 7.134i 5,051.707 i 
！ I —- -I 

惜 考

II、林業用施設被害

I.治且」関係 調杏年月日 昭和34年ID月26日

一—~～~
，ー＿＿＿＿ー・• -.．---- ----

ー～ 被害状況i

＼ 種別 ＿＿！数 鼠＇被害頷
．―”" "  --`——---~-·-~-------
山地冶山施設 i 21か所 ！ 6，440下円

悔 摩保安林! 3ヘクタール i2.200 

防潮 林 1

その 他

計 18,640
--~ 

2，林道関係

一ー・—----- -―--～ 被害状況＇

種別
＼ 路 線数か所数 延 長 放害額

-------------1 
一，・•-------·------------- ---- ---------- ---…•- - -…------------,. -

林迎旅設 149 i 785 j 42,4青 314畠
内（橋 繁 ） （75) i c111) I (642) I (38.642) 

•-—へ• -

12、漁港施設被害 調杏年月日昭和34年l2月2日
---------- -----------~-------—- -` ^ ， ． . ． ． ． ．  

市 町村 名 i漁港数 1 漁 港内容 被苦全額
--------------』-______,.……- -..-…--""----------- ------------.．-----"＂ " - -- --- "＂- - -------

！ ！ 
町 I l I I}噌 !;b i 48悶
町 1 I JII越 I 5, 125 

i 市 I I 磯汁t 11,985 

」 1 | li{j | 7, ？38 

,!了 ！ 3 I 鈴腐、芥校、 [’1-「 | 61,343 

由 i 1 i り〖 f•1i 2,358 

町 1 1 1 大淀 I 4,375 

伊

9,9fi 

CHi ~` 9‘ 
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I] i― 

底

阪
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見 ln r 
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汀
h嶋、答志、和其浦、↑噂、坂下、石笥
相芹、安翌島、国崎
安迪、甲賀

[Il] ＇ 2 I 波切、名田

町 1
I 

3 I /i'lll、御塵和只

町 4 宿田曽、巴洞、 il'［間浦、相竹涌
叫 I : 位II曽油、加柄、応浦、茶厨浦、方崩浦、

古和浦
閂rI I 錦

町 2 海野、三浦

町 1 3 ， 島膀、白浦、相竹
市 7 須賀利、大曽根、行野、九木、古江、曽
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熊 野 市 5 甫母、遊K、新鹿、波田須、古泊

合 計- --―---—---ニ.-•----- _＿＿＿_ 
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1,379,953 

-121-



13、]［同「II用施茂披得

（l) 腿業且間］利叶柏喜骰宍快況

調査年月日 昭和34年'0月26日
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(3) 水産共同利用胞設破古状況 同杏年月日叩和34年12月1n
-·--------~~.·-·····-··-·--··········--···-

市菜
飾 改名

！ 被 ‘9月伏況 1 机 宇
i1放単位

e， 額
一----------•----1- ---9-99 -9--: ＿＿ __ ! ---—--—-------------------9-9-9 99 ---̂ 

実蘭，i主休 大破中破 9］咄'I計 大破中破小破 計
---~+------ ·----•--- - -"一ー： ・'-----'---・・ 、9、--- '------— 

組合ホ務所
1漁業協同

＇組合
96| fI-

；千円了・円千弓 下・［月
9 29 58 96 8,5 :0日，8609 622 

I 
32,992 

共販施設 9 68! ，| 1 5| 2] 32 68|10,040 1 1,500 7,605 29, 145 

資材介 I巾
| 

ク i l 46,9 |＇ C?| 24 9 146|3 1 2701 5 200, 2 301 38 771 

製品 介 I919 ク i 2 ヵじI 2i o 2 c 375 0 375 

給 油 施設＇ヵ 32i 々 ,1 !3! "I 321,,63CI 2'100, 1,5821 5.312 

給水施設!, I s, " : o 1! 21 6! cl 76oi 夕 9 4| 2 69 C 760 1 15 875 

充電施設 i " I,o'. i 
, l | ; l 

3! I 6, 10| 2.73C 6 1 0 2, 1 73 5,510 

製永冷蔵 I | 

貯水施設
み 95 9 9 i 4 7 '  41 15! 2,450, 2,1301 940[ 5,520 

, : ,  | i | 

漁船修理鮨設 ク I :I ク

共同作業所 ク
I 

2 4| 5 1 1 ]. i 30i l, 532i 800 4, 062 
: | 

77 ク I 19 2s1,o; 77lll,430: 4,250l 1,194[ 16.874 

加工施年ク
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99え 4，ク 0 3, H 4 0! 420i 85 505 
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そ の他ク i 66 ク 30 25| ＇’ 
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i I I 1 1 
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--,----—-------9_＿＿_、--9--------- --：- -,------------＿ 1------------| ＿」 I",u..l 
(41 畜産共同利用施設被寅状況

災害の稲類風水害 調査年月日昭和34年11月30日現在
---·····-.------···-------------------~--

事業実施 i 被害状況 ＇ 被 害 額
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(5) 蚤糸共同利月］施殺被害状況 謁杏年月日昭和34年10月26日
--- -----一9●^ ●ー• - - •…-·····--------

＇ 屯業実施| l 被害状況 扱 内 額
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14 非共同利用施設被害状況

(1) 農業非ヰ司剌可施設被害状祝
~ ~ ~ 

湿査年月日
9 9 9 9 9 9 

被害状況 被 宙 頷
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(2) 林業非共同利用施設被害状況

調査年月日
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(3) 水産非共同利用施設被害状況 調査年月口 昭和34年 12月 1日

施 設 名 i舌,n; 考
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1

巾
Lャu
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ヽ・＾• ・ •• ー・●ー・ ．．．． - - ---・ -I 
事業実施 I i i 被害状況 I 被 害 額

！件数！単位！ ． ， •一· •—-l — .＾•一•- .•.. - •一
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i i ~ ! 

79! 
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:,  i | 9,  1 

旅業者！ ，501 ＇ 
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叶ii i l '  
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場 ii
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↑ 月 拓 地 区 別 耕
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．．^ 一一 一— ---- --- ---- -------- ---------、一

100 cm 以下

，被',l[，I 内

: i 
： ； 
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農 業 用 砲 設 被

口
一

組 i

り

月

i
1

I 住

＇ 被菩状況 I 
全 I半 1大I全

宅

被 害 金一額

半

1 農 舎畜

被害状況 I被害金額 被害状況
ー ，

I全半 1大 I全 1半 I大 I全 I半 1大大
ー・ • ・ ・ • ---・ ・ ・ ・ • ・ 

山 螂 棟 3 3 6 750 400 420 1 4 3 90 150 I 90 3 3 ： 

員 弁 3 2 7 850 260 490 4 3 2 410 130 60 I 6 

平 古 4 5i 3 1, 110 740 250 I 25 3 

舞 谷 2 1 1 460 150 660 1 1 90 45 I I 

梅戸井 3 2 1 860 310 80 I 80 I 

城 南 70 24,460 70 6,885 60 

千 種 4 13 6 l,000 l,820 490 8 ， 13 720 540 390 7 ， 
小山田水沢 II 14 5 3,340 2.080 400, ， 6 18 1,150 410 950 19 B ： 

朝 明 4 14 6 l, 170 2,120 500 4 I 12 310 50 350 2 4 

県 村 3 3 5 870 460 400 I 6 50 90 7 2 

茶屋の上 1 3 3 200 430 180 1 I 2 90 45 35 2 I 

山の手 5 7 720 510 I 3 3 100 200 105 3 I 

褒 野 JO 36 22 2,800 5,040 1,540 21 ， 7 2, l 50 600 520 24 ， 
椿 2 6 16 620 870 I, 150 3 16 320 470 3 1 

椿第一 3 5 1,000 430 I 1 4 90 70 120 3 2 

深井沢 6 6 I 1,720 910 BO 3 I ， 85 60 250 4 I 

北鈴鹿 4 4 610 370 4 1 4 410 60 130 5 

武備野 3 900 1 6 90 170 3 I 

鈴 鹿 7 2 2 2,050 310 140 2 1 5 185 60 80 7 

高神山 1 160 5 4 590 80 3 1 

石 鈴 8 770 1 I 1 JO 40 3 

石 丸 3 5 2 960 800 170 7 3 450 110 3 

芸涙高野尾 5 7 2 1,470 1,050 150' 4 2 13 410 150 380 2 I 

'， 豊久野 7 l 4 2,200 140 350 3 3 5 350 200 180 4 3 

ク草明 3 820 1 I 80 20 I 

，，河内 2 4 600 1, l 20 I I 70 40 1 I 

ク安義 2 

>
540 280 I I 2 110 55 40 I I 

芸 浪

高茶屋 4 6 !,200 1,120 480 7 ， 630 250 5 3 

久 居 I I 1 290 140 80 3 3 340 70 2 

布引家城 7 17 1,800 2,210 3 2 190 40 10 

ク大広 6 6 I, 740 830 2 3 170 65 7 2 

，'天王 4 4 I, 100 520 I 28 4 1 

9 大洞ILl 5 3 1 l,390 410 70 2 70 6 4 

ク竹原 2 3 1 570 410 70 3 I 210 20 I 

布 弓I

嬉 野 3 210 3 
80 3 I 

中 勢 2 150 I 
40 

松 尾 3 2 II 890 280 900 4 7 7 390 400 250 3 I 

茅広江 4 I 610 80 4 3 2 410 160 50 3 1 

伊勢寺 2 1 280 230 1 1 80 45 I 

I 

5
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害 地 区 別 凋 書（その 1) （単付：千円）

舎 1 共 同施設

被 害 金 額 被害状況＿＿― | 被 害 金 額

半 l大 全 1 半 lー大 i全 I 半 L"'

堆

肥

全

平方米 平万米 平方米
150 135 70 50 

80 250 

120 

60 30 15 

65 

｛喜集塁会塁場 60 3,700 30 1,200 全壊 2棟90 大3農28 具台 4,471 
1 210 

480 370 110 

1,520 320 80 加工場 30 ｛翻璽贔1 
200 280 

160 180 

430 65 60 

150 35 40 
全壊 l棟30 

200 45 40 

2,350 360 110 加工場 270,｛喜閤悶 I,BOO 90 

170 250 

120 80 40 

285 60 135 

310 25 事務所 21 140 

190 40 120 

420 共同井戸 1 20 

200 45 

190 17 坪乾 18 60 

ISO 

150 35 45 

260 140 50 

75 

60 40 

I 65 35 

280 120 80 煙乾 36 130 

301 
810 170 倉止 72 500 

560 80 20 

210 40 

300 150 

60 

140 30 

160 30 20 ｛事焼務所乾 630 0 400 

190 50 25 

70 

含

農機具
（全壊、大破）

I台数 1金額
I 
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農 姜
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用 脆 夜 被

¥ --•••- --- -- -

/ l,1且i！二＿―-•已農 j‘/^4口 □＿
組 I 被＇甚状況 1 被宵令窟i i被＇古状況 釦，1 ，1仁怨！ 被＇；l了状況

合 ¥1位'-―--------------- ---'- --,＇-- - ----------

名 i ！全卜大i全 半 大仝・ド人ー I 全 i子 大仝 ir 大
， ; l l ,  

---------・・ -・-----・・ ----- ・・・・・・----・・・・・・・ --------- ------....  
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害 地 区 別 潤 内（その 2) （栄位： T円）

被 害金額
----- --------
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農 作 物 被 害

（昭和34年 9月26日伊勢湾台風による被害） （単位：下国）

・----------
被害程度別而積 (h) I (A) :(C)x(D) 

3割以卜1

｝ 被害殷家戸数

開拓組合名 ”F付面積被害而積――T--「―--
鱈 30~ 50~ 70~ 90形収穫苦無i, | •― Il 失額 I 内の内

I(10ア--e)¥(10アール） ， 以下1 50笏 70形 90彩以卜換算而積＇
り入栖農被宣農連年被
家戸数家戸数| | .ー| | （千円）， i害戸数

．． 

山 郷 l19,9j 119,9] I 32,9! 471 I 4□1 81.31 954.Bi 191 19] 19 
i 

員弁 163.□I 163.□I 9.si 48.51 14.51 63.3]21.2[ 105.91,.395.51 231 231 23 

梅戸井 20.01 20.01 I 
I 

81 3,I  1 4. 0 207. 5 6 6 6 

舞谷 65.8 65.8 28 22.8 15.o | 36.9 50.7 12 10 ]0 

平古 l14.01 1 14.0 50 49 15 44.4 483.5 18 18'18 
I 

城南 780.ol 780.0 780 780 ・0 2,480.0 701 70 70 

I 朝町 5201 50 0 13 12 5 2 0'28 8 68 0[ 349 34 34 
I 

小山田水沢 124.□i 124.□I I I s4] I 4□1 9□1 1s1.□1 911 641 64 

千種"'-□I 166.2I I 49.61 ] 116.6I I 113. 11 13u1 521 "I 44 
I 

山 の手 131I 1,11 50I 40I 12I 51 291 52.21 792.21 "I "I 1, 

県村 25D.0 142.0 68 50 1D 12! 2 38.0 61.5 2 1 2,1 21 

3.,133.61 64.sl 786.,I d 131 1, 上

野

村

の屋茶

褒

第

井

鈴

備

野菰

能

椿

椿
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開拓紺合名 I I 被害程度別而精 (h)
（い (CJx(DJ 

被害農家戸数

1作付而精1被害而桔130彩 30-~ー --50~―i70~ 190¢61譴悶嵐1損失額―• ! l后丙

1(10ア→）i（10ア～9レ）i以下 50%| 70形1,。形以上＇換罫面積
入相股被害農、
家戸数家戸数

連年被
l | ! （千円）I 国戸数-- - 1 :L』

60. 5; 166. 5 1 02. 8 1.298. 1 3 8 6 
i 

56.0i 138.2 
I I I • I 

919.2! 121 12! 12 

81.0i 
! 

23.0I I 1.190.41 131 131 13 
； 

38.41 1,1.61 64.61 835.81 101 101 10 

173.71 143.81 147.81 1、851.31 351 351 35 

: ~i I_: :I 5 41 69 31 71 71 7 
29.01 120.01 37.41 496.31 61 61 6 

47.71 120.41 49.0I 619.91 211 211 21 

42.5 
I 

27.9・I 
28 0 37.5! 

古9叫 根 127.OI ' 
127,0 2 o, 

'22_0I 1 
迫 間 94.2 94, 

奥 部 13!.C 131. 

其珠ケ丘 80,0 80.0 

宝 ケ 丘
217,， Q5i i 

217,5 

陽 光 6. 6,9 

安 楽 島 49. 49,0 

鏡 浦 68.'i I I 68. I 

畦 蛸 70,4 70.4 

松 ケ 原 65,5 65.5 

名 賀 郡 244 244 64 

壬 生 野 292 292 78 

上 野 77 77 54 

更 栄 89 89 21 8 

中 瀬 148 148 115 

伊賀ふるさと IOI 101 25 

75 

124 

10 

18 

20 

401 
698713181318 

6348 
321 

如 6935ii 20 20 20 

54.3 7Dl.6 7 7 7 

!69.2 1.352.l 32 32 30 

195.0 2,594.3 21 21 21 

40 : ao c 13 13 12 

5 l 7 6 l ~9 7 1 6 

71 l, 170.5 13 13 12 

66. 695.6 19 Iャ 19 

ロ水産関係被害

(1) 漁船被害状況

:: I 
調査年月日 昭和34年12月 1日

隻
20トン未滴 I 

l千円
被害数および＇

動

力

区

被害頷

分 単位

隻

戸

隻

和

隻

TPl

ー

し

r
i．
＇
し
，
．
し

0

箇

0

、
y言

ー

末
～

計

砂

。

。
2
 

2
 

保船漁中上同

計

被

「滅

，険加入状況お
船 隻

戸

隻

TPl
隻

□
隻

Hl
隻

TPl
隻

TPl

9

』

r

し

9

し

r
i
ー
し

r
_
1し
r

し

00

額

況

額

況

ー

～

計

害

状

害

状

O

被

入

被

入

ぴ

び

加

2
 

加

ょ

険

ょ

険

保

お

お

数

保

数害

船

害

船

被

漁

被

漁

,'~ 

無

動

力

船

計

よび保険金受

領見込額

3,527 

369,906 

3,527 

369,906 

害

失 ． 大

l

o

 

1

5

 

3

4

 

9

9

 

1

9

 
2
 

2
 

1.311 

229,450 

4

0

 

2

0

 

5

4

 
3
 

7
 

0

0

 

1

8

 

4

2

 

｀
 

1

8

 

ーー

1,4101 524 

118,2801 73,400 

2,0171 1,154 

42,8051 25,805 

4371 289 

8,5601 5,160 

5,5441 2,465 

412.7111 255,255 

1,8471 813 

126,8401 157,170 

程

破 1中

448 

70,220] 

I 

448 

70,220 

179 

22,420 

1791 
22.420! 

173 

8,500 

33 

l, 700 

度

-破|9]ヽ ～破

671 

78,720 

212 

24,120 

665 

42.130 

665, 

42.1301 

266 

13,480 

266! 
＇ 13.480! 

l, 103 

28,106 

1.103 

28. 106 

441 

8,980 
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2
 

．

．

．

．

 

5

1

7

4

 

6

1

 

441 

8,980 

431 

3,400 

72 

680 

1,534 

31,506 

513 

9,660 

- 139 -



(21 帷1旦'1り●．乍J灼巳1J‘:i'兄 隅杏年/lil

漁具柿類克たは

杏 材
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,
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9

;

 
宵 網

網

稲

9̂‘ 

9
ー‘、

9

I 
- -

, i I 
類 被 丸 角 業 者 婆q規 膵 i 計

-- l 
絨

，9 ＂ ＂＂＇ ’9 9 9 9,． 99 -"  

l 

i 49統
: 190,490千Pll
＇ l 

I 5,358統
229,373千Pl

， 
旦，ヽ

そ の 伽

漁 t就購買，閉，

28,129件
9,588千円

38,829千円

計

2, 140j 
205, 000i | 
21,060 
6, 126i 

38,829 
， 

23,208! 
331,255 

＇ 

33,536件 I

, 468,280千円
| 

也＇u, 
ー

,

‘

-

.

，

 

-
0
3
0
7
0
3
,
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0

0

0
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付
．

1

6

0

7
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9

9

9

 

6

9

、
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3

5

,

'
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0

3

 

8

8

 

3

9

 

9

.

 

5

4

 

7
 

叩和34年 12月I[]
~ ~ 

良
~~‘~~ 

破小破

E£ 平

16 
41,016 

l, 072| 
3，じ40}

I 2 ・ 1 95• 
42, 

3.247 
49,471 

： 
9...~•—•• ~ ~ / • 

15 
11,080 

9

3

 

3

3

 

5

3

 
7

3

 

4

5

 

1,701 
12,571 

簑殖施殻披害状況 調査年月日昭和34年12月1日
I●●●●●—•…....．．―丁―-...-•一•一••- ・・-・・・・-

被害漁業 被害程良
! I規模・ 計 —---•--•______..............---•• .........＂―----.. 

紐合： i滅失大破中破小破
•一· •-· •--• •-• i ·---• -—---• ----•-- ―-――i •一ー• :—• •一· •]—- •一• •一

99c | 1 77.003台 i 10, 1 1 8 1 5, 426 37, 253 1 4, 
707,174干円： 405,6001221,000; 75,300[ 

1.800件
| 

7201 5201 370 
171.000千円： 124,000! 37,000 8,700 1, 

270隻 21
I 

19 95 | ！甜漁船に含まず
9.900干円 4, 13C 1,770 2,800 1 

160千枚 160 
112.000千円； 1 12,000 | 

150千本！ l50・

4.500千円 4,500i 

5,48Si 
27,4401 

9.506 
l4U9DI I 

2, 744 i 1 

27,44D 

| 122| | 
23.4D0! 

44件： l 

| 
44 

5.280千円 5.280i 

1.ooo件 I.DCC
25,000千円! 25:000 | 

1.255.724千円： 877.98oi 283. 800! 86. 800! 7. 77 4 

．＂ ~ ・~ ~ • - ＂- -"  " ― ー一ヽー・ ・.... -----

(41 

施 設 種 類 備 考

j~'[ 珠

頁珠陸卜施設

作 閑 船

の り 網

の り 竹

の り t', 、
’f
 

の り

のり絨断「9'
チョッバー

,
t
 

↓

1
 

殴 施

箔

筑

了

匂竺
じi

没

はまお芥茄施設

かぎ礼殖施，没

5.488干枚
27.4<10千円

9.506千枚
142.590千円

2.744台，
27,440千円

{ 

122ha 
23.400千円

計
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， 商l：関係

ヽ~ ＼＼、` 、～三

地区別～＼~ー ~-~ 
-- -- --

I 

32. 718.000千円 （単位百万円）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・

l 
工業仇係 I 商 又 関係 鉱菜 I¥IJ係 1 その他 計
． ••一●●ー•--．＿_..._ 9 .----• --•-.... -..|．--•-•-•-ー＿•-●-●-●-●- ．．．．ー．．ーー・・ ー・ ' •-••-— 

,．！．．ー，．，
件数被古命額件数 l祖書金額件数被専令額 fl叡被占全各）1件数被害金額

l | -- ! •-• | l --• --- •--- i •--

3.oo,J 9.73216,8221 5.7661 1,1 64i I,.,9, 
| 

9,8681 

949! I, Iiふ 2,8171 7241 35 211 i 9331 3,801 

954 1, 565 2 005 548| s詞・30 I 1.44412.994 
406 625'l. 158 3 19, 6| 2 lo| 812 1,570 

rnl 303! 992! 478 351 2si I 4291 1,459 
1 

5.7721 13.418;i3.79•: 7.835! 126: 3501 I 11、115119,692
i ， 

一一 ―----- --~ —~ -~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

10・観光閾係 1. 774.590千円
·········-···--~-------------·· 

区 分 I被害金 額！備 考

丁占i
560! 

2,770! 

11, 160! 
， 

4, 720! 

i 572, 900| 

: 9, i e2, 480| 
i 1,774.590 

- 1••----- -----• •------•----• •--•-- -——• ---”＾ヽ•一••--•--- •一•----•-•--•.＿ ＿ 

分

北

中

南

紀

伊

勢

勢

勢

州

賀

計

23.059 

2.791 

3.587 

1.966 

1.315 

32.718 

困の直 轄 施

県営施設関

市 町村営施設関

団休常施設関

会社梱人関

神宮神社関

計

設

係

係

係

係

係

厚生省国立公［意1部所轄

国立、県立公園内公共施設

観凡協会営施設

観光旅館その他の施設

伊勢神宮その他の社殴、：E木等の被害

11・教育関係 997. 745千円
..................................................................................................................................................... 

事 務所 名 1 学校種別学校数！ 金 額 i事務所名 I 学校種別
• -..  ＂. .. ．. .....  ＂..．..........，,． ~9.'",.  ＂ 

13 ! 
TIIl| 

~;1,~; :~~I 阻f { 1J 

:： ：:：||』,・¥ jj] { !、!
:：::：I尾競{
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幼

小
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＇
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＇
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〗
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含
＿
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＜
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38,482 
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中
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2,509 

津

~
~
 

-

2

D

'

9

8

 

2

1

 

久 居

幼

小

中

幼

小

中

幼

小

i 1 

幼

,Jヽ

中
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12 
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~
~
~
~
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~
 

6

4

1

1

9

6

 

6
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4

2
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~
~
~
~
~
.
~
~
~
~
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3

9

,

5

6

1
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9

1

3

7

 

8

7

g

5

8

8

5

2

5

2

 

1

6

6

0

3

ヮ，

6

2

1

3

．
 

2

1

4

5

7

9

2

4

 

1

2

,

；

3

0

 

~i 

桧
投
学
校
粒
設
設
財
他
計

怜

施

施

幼

小

中

‘,. 

育
育

科
り
人
学
学

~—— 

，

教

休

,

h

化
の

・

会

全
：rr古

種
社
社

が
立

r」
\~ 

媒
県
県
払
各
公
公
文
そ
合

旨＂打＂ 野

（幼・小・中）
小 計

幼

小

中

9

9

9

9

9

 

7

8

1

7

8

1

1

8

-

9

9

,

4

1

4

0

2

2

1

6

 

3

1

3

1

2

3

1

2

4

6

4

 

3

1

 

6,668 

3,071 

7,233 

467,857 

263,370 

90,264 
2,’/CO 

22,624 
74,278 
19,512 
30,629 
3,040 
4,000 
12,158 

997,745 
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12・厚生関 係 74.575千円

区 分 カ、 所 数 被 害 金 額

蓑

授

徊

保

脊

低

同

そ

老

産

所 提

育所

護

和

施

施

施

施

施

供

子

地

の

計

設

設

設

設

設

療

区

他

7

8

3

0

9

1

1

1

0

 

1

4

1

8

3

0

 

1

3

 

千円
4,620 

640 

3,671 

25,363 

4,497 

8,463 

22,352 

4,969 

74,575 

13・衛生関 係 369.446千円
------- -- 1 - ----

区 分 被 害 か 所数 1
望

70 

90 

係

院

所

所

院

院

院

遊

道

場

場

一

院

所

場

者

係

計

ー

ク

ー

療

療

J

関

病

病

病

病

水

焼

ン

＂

字

便

関

セ

診

診

水

、

葬

畜

業

し

康

療

般

般

科

染

核

神

易

あ

健

護

共

保

f
 

合

ん

一

歯

伝

結

精

上

簡

じ

火

社

石

公

と

薬

国

医

1

0

6

5

4

7

5

1

3

9

6

2

9

8

3

8

 

7

1

1

4

1

3

1

5

2

 

1

2

1

 

ー

被 害 金 額

千円
184,347 

83,411 

57,352 

16,360 

12,530 

13,848 

846 

15,184 

45,293 

16,320 

18,150 

600 

2,040 

1,000 

4,000 

72,740 

9,762 

369,446 

1 4 ・ 一般公共施設関係 254,000千円

区 分 ヵ、 所 数 被 害 金

町

総

民

商

衛

農

土

警

小

県

市

本

関

務

労

水

生

農

木

寮

生
ェ

額

平円

働

産

地 林

係

部

部

部

部

綿

部

部

計

係

159 

10 

20 

19 

50 

665 

923 

村

計

関

8,192 

2,266 

40,680 

19,992 

18,830 

23,298 

23,607 

136,865 

117,142 

254,007 
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15・その他 1,894,334千円

区 分 i被害金額

中部電力関係

□ 91 

330,000 

三重交通関係 30,000 

霞 気 迎侶部関係 390,000 

国鉄 関 係 636,ODO 

近 鉄閃係 500,ODO 

合同ガス閲係 8,334 

計 1,894,334

備 考

名鉄管内は不明のため推定した (200,000千円）

→- "—'---~· 

第四節通信施設の被害とその措置
（二貢電気通信部資料による）

第一項通信施設の被害状況

伊勢湾台風による二重県下の通信施設の被害状況ぱ下記のとおりで、被害総額は 3億 9千万

円に達し、未習化の被害をこうむった。

I．加入電話の被害状況

被害時の総電話加入数は、 42.004加入てあったが、このうち18,539加入が罹災し、罹災率約

44％を示した。これを1晶別に見ると別表のとおりて、四日市、桑名、富田電報電話局管内の被

吉が特に甚だしかった。

2．市外回線の被害状況

被害時の総市外回線はI,591回線てあったか、このうち、 797回線か罹災し、罹災率約50％を

示した。

3.その他の被害状況

ィ、局舎の被害状況（電信電話に関係する郵便局舎を含む）

① 全壊した局舎 (1局） 須賀利郵便局

R 半壊した局舎 C1局）

③ 浸水した局舎 (13局）

ロ、電柱の流失、倒壊

ハ、地下線

断線、浸水

涜水

二、架線（ケーブlV)

断線、浸水

五ケ所郵便局

四日市、桑名、富田電報電話

菰野、河原田、南海、迫間、多気、井田川、河芸、

白子、若松、長島郵便局

4,855本

6,000か所

1,455m 

267か所
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疏夫

ホ、架線（裸線）

断線、没水

流失

へ、引替えを要するケープル

2, 150m 

I, 199か所

29,400m 

12.030m 

第二項応急措置

1.ヘリコプター等による電報の空輸 (9月28日～10月3日）

9月28日以降10月3日まて、ヘリコプター、自動車を借上げ、そのほか一般交通壊関なとを

利用して、 電報の便送を実施した。 取扱数は発信着信電報ともそれぞれ、約42心00通てあっ

た。

2.応援

通信施設の復旧作業には全力を挙げていったが、 同作業には特に、 霞電公社の他地区（四

国、中国、近畿等）からの応援、およひ白衛隊による通信路線の復旧エ市の応援をあおいだ。

3.罹災電報を無料扱

災害救助法の発動された市町村の罹災者か発信する、罹災状況の通報或は救護を求めること

を内容とする電報は無料て取扱った。さらに、罹災者か発信するその他の電報については料金

受信人払いや後払いの取扱いもした。

4.臨時無料公衆電話の設置

罹災者の収容施設、物資配給所、罹災激甚地等に臨時公衆這話を設猶した。同公衆電話は無

料て取扱いし、罹災者の便に供した。

臨時無料公衆電話は、三重県下て 7か所に設附されたが、特に、伊勢長島局管内に設置され

たものは無線の公衆電話てあった。

津局 管 内 2か所

鈴鹿局// 1 // 

庄野局ク 1グ

伊勢長島局管内 3 グ

（計） （7 //) 

5.臨時電話番号簿の発行、配布

四日市、冨［l]、桑名局管内の加入電話番号を収録した＇屯語番号簿（北勢版）ば、発行総部数

の約39％か流失、汚損したため、人名別心謡番号池（北勢版） 5,700部を罹災した這晶加入者

に無料交付した。

なお、富［廿電報霞話局管内については、被害後一先づ緊急重要加人者のみ復旧したので、同

加入者等を収録した臨時電話番号簿を発行して、 1周係加入者に無料交付した。

6.広報車による周知
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津、四日市、伊勢、松阪、桑名、富田電報電話局管内てば、 9月28、29日の 2日間にわたっ

て、広報車により電報電話の罹災状況、今後の復旧の見通しなどを巡回周知した。

7' 「電報電話新聞」の臨時発行

「電報電話新聞」の災害特集号を臨時発行した。同紙を県下の全電話加入者に配付し、電信

電話の被害の実情、復1[］の見通しを周知し今後の協力をお願いした。

8,料金の返還

災害により電話が不通となった期間に対応する各種電話料金を返還した。

9'災害激甚局への措置

(a)富田電報電話局

① 普通公衆電話（ポックス公衆）の市内通話は無料とした。

◎ 委託、簡易公衆電話 （赤てんわ） および委託局内公衆電話の市内通話は無料とし、

市外通話は一般の例により料金を徴収した。

◎ 電話交換を取扱う局は、その電話加入数により級局をさめ、それそれの電話使用料が

決めてある。富田局については、従来 5級局 (2,000以上8,000末満の電話加入数ある局）であ

ったものを11月 1日から 9級局 (100以上200未満の電話加入数ある局）に改訂し、電話使用料

を改正した。

なお、同局は仮復旧の完成した12月 1日から 5級局に改訂した。

Cb)伊勢長島郵便局

伊勢長島郵便同が浸水し、加入屯話全部が不通となったのて、附近の花林寺を臨時局舎と

し、とりあえず臨時42番を架設し、一般の通話を取扱った。

同局は、従来10級局であったが、 11月11[］から11級局に改訂し、電話使用料を改正した。そ

の後、 12月11日から10級に改汀した。 >'
加入氾話の罹障状況

同 名 I 災宮時の総加入数
， ヽヽ，．． ~~ ~. ． ~~~ ~~ ~. ~ ~~ ~ ~ ~ 

| 沖 6,163

四

伊

松

桑

H
 

巾

勢

阪

名

野

田

管

張

野

山

羽

鹿

島

王

野

計

上

冨

尾

名

熊

屯

烏

鈴

長

大

庄

6,399 

4,963 

4, 3 1 8 

3,706 

2,996 

2,003 

I,769 

1,435 

I,290 

I,253 

1,551 

I,417 

765 

1,641 

242 

42,004 

--------— 
罹叩加人数 1 廿1'|Itド比率

3,100 

4,600 

2,659 ! 

50% 

818 

2,500 

408 

1,862 

600 

327 

85 

80 

2uo 

700 

220 

380 

゜18,539 

72 

54 

19 

67 

14 

89 

34 

23 

7 

6 

13 

49 

29 

23 

4゚4 
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第五節鉄道の被害とその措置

1. 国鉄

CI)関西線（国鉄）

関西線は、冠水地域の蟹江、 桑名間の長期冠水を見越して、 まず亀山四日市間の復1日に惜

手、これを10月3[］に完了、引続ぎ桑名、四日市間は同 9日に開通を見、養老線経由、関四ヘ

の連絡の途iり開いた。これよりさき、名古屋方面からは八ll.1蟹江間の冠水地区の線路慰；上を、

次のように実施し11月1日には、永和下り場内附近に笈固した仮ホームまての小運転を開始し

た。この地区のり災者は非常によろこんだ。

地点 延長

名古屋起点 75粁 約500米

グ 8.4粁，，600米

楳上

約300粍

グ 400粍

残る冠水区間は、日光川、木曽川橋りよう間延長約5.5粁間にしぽらられ、 これが不通区間

の開通日時は、海岸堤防の破堤復旧日時に左右されるが、水没区間の実状を調査するため、小

舟による調査を進めた。

その結果、線路が 2か所涜され、特に、 弥富附近ては約200米の延長にわたり最大 5米も流

されている実状を認めた。また、水没区間に介在する全橋梁に対し、潜水夫を入れ桔礎先堀状

態を調査した結果、袖石積の変状等はもちろん多かったが、特に、基礎の洗掘されたものが多く

基礎杭がI.7米ものぞいているものや、 完全に基礎杭たけて支えられている橋台もあった。

ただちに休む暇もなく、次のエ区永和、桑名間の開通を計両、自衛隊の尾西作戦に呼応し、

その仮締切り予定の11月10日まてに不通区分を永和弥富間の最少区間にしぽるため、最も被宮

のじん人である、長島構内の水中作業に着手し、幾多の困難を克服してこれを11月10日に完成

最後の区間永和弥溢間の応急聟材約400両を名古屋方、 四日市方にそれぞれ準備し仮締切りを

待った0 11月10日仮締切り完了の報の接したが、排水作業は遅々として捗らない状態のため、

遂に意を決して名古屋および四日市の両方面から応急工事に着手、これまた、水中作業により

涜失軌桓の引上げ、道床流失か所の補充整備調査の結果による、 4か所の危険な橋りようにつ

いては、橋台の後方にステージングを立てて在来の桁より長い桁をかけて応急復旧し、少しで

も開通時期を早めるため、レールがいまだ水而すれすれのころからステージングの材料を筏に

組んて現湯に運び水上に足場を作って、杭打工事による仮桁架設等を敢行した。

なお、 11月24日試運転の際は施丁基面は、いまだ、冠水の状態てあった。次いて施行基面の

滅水を待ち、 11月？5日遂に凋西線の全通をみた。実に60日振りてあった。

(2)紀勢本線（国鉄）

高茶片］ー~六軒間 （迅床涜失） 9月29日開通

徳 和~ （櫛田川橋梁涜失） 10月17日開通（仮橋究成）

相 可一ー紀伊長島間 （道床涜失） 9月 8日開通

紅］イ戸 li，切—~ 野^噸間

(3)名松線（国鉄）

（海野橋流失） 10月1日開通
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松 阪＿伊勢竹原間 （迅床流失） 10月 1日開通

なお、伊勢竹原~珀床橋栄の流失土砂崩壊、山くすれ等の被害がかさなっ

たが復旧を急いで11月231]に閲通した。

2．社鉄

（1)近畿日本鉄道

かねてより名古厨線の広軌化を計両し、昭和35年度究成を f]途として、その引付りに全力を注

いでいたか、伊勢湾台風による海岸堤防破担のため、国鉄関酉線とともに長期氾水した。この

ため、昭和34年度は、名古屠線の広軌計固（事業芭245千万円）を繰上げて災害復工事？35百万

円、改良工事152百万円、橋梁工事470百万円、と同時に行った。 35年度は改良工事として、レ

-1パ更換、道床路盤改良工事等をおこなう。 36年度は海部郡地方等の各河川改良事業と相まっ

て線路の謀上げおよびその附近工事をおこなう。なお、この事業費の一部は公共事業の附帯エ

事喪となるので、公共事業費ておこなわれるものである。

第六 節 中部配電の被害とその措置

第一項被 害 の 状況

(1)概況

昭和34年 9月26日11時暴風雨腎報、 11時30分に高潮肢浪警報が全某下に発令含れた。これに

関連して津支店ては11時30分非常時対策本部を設置し、替戒態勢に入った。その後紀伊半島南

岸に上陸か、 ほぼ確実になったのて17時には第 1次動員、 17時30分には第 2次動員をおこな

い、各特級営業所以下もこれに応し動員態勢に入った。当日は土曜日半休てあったので、従業

員て近距離のものはf-め帰宅させ、家財の取かたづけ、住宅の補強等の準備完了ののち出社せ

しめることとしたが、これは後日の、復旧活動のうえに好結果をもたらした。

(2)被害の状況

?6日？0時5分以降名古屋方面15万ポールト系および 7万ポー！レト系送電線路ならびに三重火

カ2号機が停止し、これがため三雷県下全停電、また二重火力通信施投浸水のため名古屋方面

との連絡は翌27国 0時5分に至るまて杜絶した。

今般の台風て受けた施設の被害は次の通りてある。

設備別被 害 状 況
一——_、 --- - ハー-

名 称 1単位 1 総数被害数 I被害率％ 金額（千円）
----…--…-----,-,--------,-------" 

水 力発電所 i か所' II i II I I 00 I 29,353 

変屯 所 1 か所 281 261 931 11,080 

送屯線路回線 136 I 136 I 100 I 11s_ooo 

逍倍設備 1 線路， 63 : ,o I 63 I 9. 101 

建 物｛事務所 か所 1 80 1 80 900 3 266 

社宅戸 344 i 344 100 5 9 945 
寮＇-! -I -

研 泊所 ' 
ム か所！ 7 I 7 I I DD I ?;Q ::: ロ計

-一---- - -- -------- ------ I 249.214 
---------------- -

（注）被害令額は財産偶発損と修紹＇費の合計てある
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第二項復旧状況

（1)予想外に大きい被害を受けた施設の復旧にあたってぱ、先づ電源の復旧を第一と考え、

三重火力の立ち上りのため、取敢えず、宮川線の強行送電を行ったが不良（鉄塔 1基倒壊）で

あり、また15万ボールト系濃飛幹線は三滝川、揖斐川横断鉄塔各 1、名古屋支店区域鉄塔4基倒

壊の報に接したため、一先づこれからの線路の復旧は保留し、鋭意、岩塚7万ポー／レト系の復

活に努力し、 27日21時に岩塚からの本系統受電に成功し、逐次良好線路を辿り翌？8日中には管

内7万ポールト系全変電所（羽津（変） 29日15時）への供給を完了した。ついて同日 5時30分

三重火力 3号機が29日10時 5分 1号機が並列運転を開始した。

この間県営長発電所はよくその能力を保ちこのため27日16時 7分以後同所からの受電によ

り、松阪市、津市の水道その他重要施設の一部に送電することがてきた。

以上により一応の電源を確保することをえたが、需給上一層の安定を得るため宮川送電線の

復旧に努めた。

30日に至り宮川 1号線は倒壊した71号鉄塔の復旧工事を完了し、これにより22時10分宮川第

1発霞所の運転を開始した。同第 2発軍所は第 1発電所に連けいし、 10月 1日2時23分並列運

転に入った。

この間において、 7万ポー／レト系の故障を逐次修理し、宮川系の霞源をもって、 7万ポー Jレ

ト系を正常系統となすをえた。

一方、 4万ポールト系以下の送電線は29日まてに被害の大ぎかった、 2、 3、の線路を除い

て復lt]したが、被害の特に大きかった、 2万ポールト系山田、帖羽線（山頂の鉄塔 9基倒壊）

の復1日が10月3日に完『し、 12時46分鵜方変霞所への送電をもってほとんと旧系統に復した。

高圧配軍線については鋭意復1日に努めた結果10月 4日に令り、 配慮線136回線中水没地区の

木曽岬の一回線を残して135回線に全部または一部の送電を完了するに全った。 ついて10月12

日には1匁羽営業所管内の答志島、菅島の離島と桑名営業所管内の長島、木苦岬方［山の水没地域

を除いて全部送軍を完了した。

更に、昭和34年11月2日には海峡横断鉄塔の完成により凡羽の離島の送屯を、また昭和34年

11月12日に極島、木曽岬方面水没地域の送電を完了し、 これをもって136回線の仝送電を完了

した。

(2)復旧のための労務資材の動員および応援状況

災害の復l日にあたっては、文店在籍者中机上者四百数十名を投入したほか、随時復旧仮エ屯

完了の所より他所に応援隊を送る等、支店の総力を桔集した。ほかに、長野文店から発変電送

寛、配直に30名、飯田支社から配電16名、近畿霞気工市会社から箭後約240名、 その他、東海

軍気＿上事会社、慮気―l事協会を始めとする各業者から白数1•名の応援を得、予想外の速度をも

って、復旧を行うことかてきた。

（3)地元官庁等の協力

三重県災害対策本部とは、 26日中にいち早く連けいをとり、当社の復旧工事について自衛隊

-148-



の応摺、杏材下配窄につぎ、仲介吟旋の便宜の供与を受けたほか、当社としても桑名、長島方

而浸水地の仮締切同陵渫船用電力の供給には多大の人員、賢材の動員を打い水土作業の悪条件

を克服し、万難を排して突貫工事を行った結果、浚渫船の到着前に工事を完了した。

また、これと平育して浸水地域の排水用電力、避難所、現地対策木部、公共施設、堤防丁事

現湯の臨時打なちひに投光器の取付笠に全能力を傾注して早期送電に努め、民生の安定、復旧

工事等に全而的協力を行った。

また、陸上白衛隊叩野航牢学校よりは、県対策本部の斡旋により27日宮川線故障発見のため

ヘリコブターの出動を受け、さらに配霞線路復！日のため明野、隔知山等より、各30名の応援を~
受けることかてきた。

凡羽海上保安部よりも資材の海上輸送につ彦、便宜をあたえるとの快諾を得たが、荷褐げ砲

設等の郡合により実現を見なかつた。

34年 9ll26日

34年 9月27日

9月28日

第三項伊勢誇台風被古復111状況H誌

10時30分

11時00分

11時30分

17時00分

17時30分

20酎i05夕｝

払 暁

15時30分

16時07分

19時25分

20時06分

21時07分

21時18分

氾支店非常時対策本部設間

限下に暴風国腎報発令

高潮腔浪腎報発令

第 1次動員発令

第 2次動員発令

竹内仝1り霊 (150KV系70KV系送電鉄塔一部例壊三「火力

停止）

管内一斉に被害調査開始

銚子川発遣所から受電、尾習屯、重要施設に送電

長発慮所から受電、松阪市水道、重要施設の一部に送電

比奈地発電所から受電、名張市内重要施設に送電

長発電所から受電、津市、久居の水道、重要施設の一部に送

竃

岩塚変電所から70kV受電

比奈知発電所から受電、上野市内重要施設に送電

変電所主変受電12か所（総数28か所）

送電線充電 9線路（総数63線路）

5時30分 三重火力 3号機運転開始

変電所主変受電23か所

送電線充電41線路

9月29日 10時05分 三重火力 1号機運転開始

15時00分 羽津変電所受電70KV系全変電所受電完了

20時30分 千草発雷所運転開始
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究電所交電26か所、送電饒充電49綽路

9月30日 22時10分 宮川 1号線倒壊鉄塔仮復i[1により宮川第 1発霊所呵転開始

変慮所、受電26か所、送霞線充電50線路

10月 1日 2時23分 宮川第2発遣所運転閲始

15時00分 宜曲発屯所運転開始

変電所受謂26か所、送電線充電51線路

10月2日 変電所受電26か所、送霞線充霞53線路

ID月3日 12時46分 20KV系山田、鳥羽線復1日完了

14時05分
鵜！羞羽方変変電電所所｝配電開始以上て殆んど1日系統に復した14時47分

変電所受電28か所全変電所受電完了

送電線充電58線路

10月4日 配電線135回線に全那または一郭送霊を完了

10月 5日 20時10分 宮川 2号線仮復旧完了

送電線充電59線路

10月7日 送電線充電60線路

10月8「I 12時58分 150KV濃飛幹線 1号線、関西幹線に接続完了

19時40分 送電線充電62線路（関西幹線と連らく完了）

10月10日 14時00分 阿保発電所運転開始

10月11日 名古屋応援第 1陣62名出発

10月11日～10月20日

10月12日 12時27分 長島尾鷲線復旧完了 150KV濃飛幹線を除いて全部復旧完了

（送電線63線路仮復旧完了）

夕 刻 配霞線では次の特殊地域を除き全部送電を完了

伊勢営業所管内、答志島、菅島

四日市営業所管内、川越村一部桑名市の一郊および長島町、

木曽岬村等の浸水地域

名古屋支店応援第 1陣後続隊17名出発

(10月12日～10月20日）

10月13日 13時00分 鍬形発電所運転開始

10月19日 名古屋支店応援第2陣出発（宜堂10月19日～10月27日東海10

月19日～10月24日）

10月21日 3時00分 岐多瀬発電所運転開始

15時00分 宮前発電所運転開始

17時40分 下出江発電所運転開始

10月22日 桑名営業所に工事推進本郊設閥
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10月26日 名古磨支店応接隊第 3陣出発 (10月26日～11月2日）

11月 1n 14時00分 海峡横断鉄塔復旧し、答志島送電完了

15時00分 箕曲発雷所迎転開始

木笞岬変電所完成

11月2日 18時46分 禅峡横断鉄塔復旧

11月 9日

11月11日

11月12日

菅島送屯完了

非常時対第本部解散

長島町送電完了

木曽岬村送電完了以上て管内全部の配霊を完了した，9

名古屋支店応援第 4陣出発 ClI月12日～II月18日）

名古屋支店応援第 5陣出発 ClI月30日～12月8日）

名古屋支店応援第 6陣出発 (12月7日～12月15日）
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第五窄 緊急対 策

第一節救助活動

第一項水防活動

県は昭和34年 9月25日17.00時に大雨注音報発令と同時に水防体勢に入り、 諸情報の受理伝

逹および雨是、水位等の観測結果の記録収集に当った。また、各土木事務所内の水防支部にお

いては、 9月26日10.00時より河川海阜の巡視にあたり危険か所の早期発見につとめた。

(1)予警報の通信連絡情況

罪地方気象合より発表された予菩報は、県水防本部においては、加入電話て受理、県水防木

部を通して、水防管理団体に屯活連絡。水防符理団体においては、水防本部および水防支部を

通し水防［可反または、閏防[l1長および、水防分門長またば、附防分団長に霊嘉月または伝令にて

通逹した。

1.人雨注音報

9月25日17.00時津地方気象合発表を水防木部か受理と同時に、水防文綿に17.00時伝浮を隅

始し、 20時20分に伝逹終了、水防支部より水防管珂団体には、さらに、 2時間位の時間をつい

やして伝達を完了した。

2.風雨注意報

9月26日8.00時、津地方気象合発表（水防本部より支部への伝逹終了はI0峙30分てあり、さ

らに 2時間位の時間を要して、水防管理団体へ伝達を完了した。）

3.暴風雨警報

9月26日11.00時、津地方気象台発表（水防本邦より支部への伝達終了ぱ10時30分でありさら

に、 2時間位を要して水防管理団体へ伝達を完了した。）

4.高潮妓浪警報

9月26日11時30分、津地方気象合発表（水防本部より支部への伝達終了は14時10分であり、

さらに 1時間30分を要して水防管理団体に伝達完了。）

5.洪水警報

9月26日18.00時、津地方気象台発表（水防本部は受理するも一部の支節に伝達したが本部の

通信が19.00時頃杜絶のため通信不能となった。）

(2) 水防警報

水防本部は、暴風雨警報の発令があったので、台風情報により台風の規模、経路等について

検訂した結果、 11時40分水防警報第 1号を発表、水防活動の強化を指示した。指示事項ぱ次の
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とおりてある。

I.水防要員全員が待磯すること。

2.万ーに備えて応包工事用の四器材を準備ずること。

3.各市応村においては避難場所を定め住民に惚底させること。

4.危険か所には磐成に当ること。

(3) 水防本部より各水防支部に通報した事項

I.大雨注音毅発表（津地方気依台 9月25日17時00産表）

仰濶前線の店動か活澄となっているのて、原下全般に大雨が降る恐れがある。今晩から明日

の午罰中まて強くなり今後の雨藷は南呵および山岳地帯ては、 150-200粍平野部ては50~10°

粍の見込、河川は焙水、低地は浸水、かけ崩れ山崩れがあるから充分注音し、今後の気象通報

に注意されたい。

（県水防本部より各水防支部通親ず、 17時00分より20時20分まて）

2.台風情報第 1号発表（津地方気象合 9月25日18時45分発表） （内容略）

（県水防本部より各水防支郊に通報ず、 18時50分より21峙まて）

3.合風情報第 2号発表 (t『地方気依合 9月25日21時00分発表） （内宕略）

4. ダ 3号発表( // 9月26il 5時30分発表） （ // ) 

5.風雨注意報発表 ( // // 8時00分発表）

猛列な台風か当地方の南方に近づいているのて、県下仝般に風市が祢々強くなり、今日屈過

ぎから強くなり夕方には苦しく強くなる。束の風て最人風速、認．して15米～20米、海上て25米

~30米、今後の市贔は、南部およひ山岳地帯ては、 150粍～200粍、平野郊てはI00粍～150粍の

見込て河川は増水、低地は没水、かけ崩れ1月崩れの起るおそれがあり、海岸ては大肢か打ち上

げ、うねり風被も著しく高くなる。 当地方も暴風雨圏内に入るおそれかあるから、 充分腎戒

し、今後の気象通報に注意されたい。

（県水防本部より各水防支部に通報す、 8時00分より 10時30分まて）

6.台風清毅第4号発表（津地方気象合 9月26[19時00分発表） （内容略）

7.暴風雨腎報発表 ( // 9月26日11時00分発表）

猛烈な台風か当地方に近づいているのて、県下全般に暴風雨となり今日凰過ぎから著しく強

くなり、東寄の風て最大風速、陸上て20米～25米、海上ては30米になり、今後の雨鼠は、南祁

および山岳地帯ては、 150-200粍ところにより£00-300粍、平野部ては100-150粍の見込。そ

のため、河川は増はんらんずるおそれがあり、また、かけ崩れ山崩れがおこり、大きな災害を

起すおそれがあり、なお、海岸ては大波が打ちましよう。今後充分警成し、気象通報に注意さ

れたい。

（県水防本部より各水防支部に通報す、 11時00分より 13時00分まて）

8.高潮、波浪警報発表（津地方気象台 9月26日11時30分発表）

台風15号は、紀伊半島目指して接近している。今夜半頃には、紀伊半島或ぱ、東海地方のと

こかに上陸する公算か大ぎくなってきた、このため、熊野1難および伊勢溝では今後さらに、う
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ねりも腔も高くなり人ぎな災宍を起．fおそれか丸な tた、｛↑ff-¥によって、潮のり吋ヽもI’・常の

日よりも 1 米～ 1 ふ米くらい高くなる見込五~， 伊・見誓0) 沿砂閏叶！りま―'7 日の勺~計1 [J II『’5分となっ

ており合風の最も筐近ずる1古・i|1と爪なる、この南）の高一＼は、土る胃ばr:28午り月 11)｛吋載13芍に次

く高さてあるから、各沿臣地方ては、厳革なる慈汀賎か必要てある，

国水防木陥より各水：｛方文陥宛通報ず、 11且寺30分より 14時ID分まて）

，”合風情報第 5弓発｝9(罪地方気絞合 9月26ii 11芍45分発｝、） （内容略）

（県水防木判より各支鯰宛囲逹ず、 11時45分より 13時30分まて）

10 水閏腎報宜 1 号発令（~ー玉県）書IJ入ふに発表 9 il26 E 1 1時10分）

水防要員令員が待機ずること勺力 に 1f歯えて、応包］:-f¥/］］じ）責材をI!吋開ナること。各叩！『村

民の避難場所を決め、それを住民に徹底させること、また、危険か所には警成にまわること。

（三重県水防本部より各水防支部宛通知ず、 11時40分～13時40分まて）

IL合風情報第 6弓発表（罪地方気象合 9月26日14り考00分発表） （内容略）

12. "' 第7号発表（ " "' 15時45分発表）

台風15号は午後 3時現在の佑屑はいまだ判明しないが、 12時の行置から推定ずると潮岬の南

南四約150粁位の海上にある模様て、 現在の状況から紀伊半島に上陸する公笠か強くなつてい

るが、その時刻は＾0時頃となりそうてある。従って、―重県地方には20時から夜半頃にかけて

最も影響が強くなり、現在ては津地方の瞬間最人風速は30米を超え、平均風速ても：：：〇米前後と

なっている。なにしろ規模か大きい台風なのて中心からは少しぐらいはずれても今迄経験した

台風より以上の風の強さになりそうてある。伊勢誘ては益々波のうねりが高くなるから沿岸地

帯ては充分警戒されたい。

（県水防本蔀より各水防支部宛通報する、通信杜絶か所続1いのため通報連絡困難）

13.暴風雨智報更新発表（津地方気象台 9月26日17時00分発表）

猛列な台風が近づいているので、 県下全般に暴風雨は益々強くなり今夜半迄著しく強くな

り、東の風て、最大風速は、陸上て30米以上、海上て40米以上、瞬間最大風速は50米以上にな

る見込て、今後の雨量は南部および山岳地帯ては100-150粍、北邪および平野部ては100-150

粍ところにより 150-200粍に達する見込。なお、河川は増水はんらんし、かけ崩れ、山崩れ海

岸ては高潮が起るおそれかあり、近生まれな人ぎな災書を起ず恐れかあるから、充分瞥成され

たし％

（県水防本部より各水防支部宛珀報ずるも通信施殺の被害か所続出のため通報連絡不能）

14.洪水警毅発表（津地方気象台 9月26日18時00分発表）

台風15号による雨鼠は今後、更に、 100-150粍ところにより i50~;：00粍は降るものと予想さ

れ、このため、河川は増水、 1まんらんによって大ぎな災内をおこすおそれかあるから、各河｝1|

とも厳喧な警成か必要てある。

（原水防木部より各水防支闇宛通報するも通信施殺杜絶のため預報咆絡困岬）

15.台風情報第 8号発表（罪地方気象合 9月26日18時30分発表） （内容略）

16. ク 第 9号発表( // 9月26日19時45分発表）
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台風15号ば、 18時にはN.33．が、 F.135.5"、 にあって益々猛咸を振い乍ら北l・を続げてい

る。速度も可成り速くなっており、今後合筐贔箋 20時頃には津地方の南四60粁、 〗町と奈良限

の飢境をさらに21時には四日市と濫の山（て重肛）間を通り二重県を樅断する見込てあり。従

って、今後3咋間ぐらいか風雨の最も強い時期て、風向ぱ東から次常に南に廻る見込、現在の

風の強さは津地方て瞬間最大風速て46米勺てす．，

こ＼数時間か山てずから各方而とも類張って下さい。

（県水防本部より各水防支部宛通報ずるも通信嗅関仝般にわたり杜絶苔れ団苦直絡不能にお

もいる、その他、各県市務所管内におけ被害状胃報告＇『に関する通報連絡不能のため被災地

における状況のは握は不可能となった。

17.台風情蔀第10号発表（津地方気象台 9月16日21時15分発表） （内零略）

18. ク 第11号発表(

19.高潮、波浪警報解除(

20.暴風雨贅報解除 （ 

21.強風注意報発表

22.洪水警報解除

（ 

C 

、

‘’ 
、/

、/

、/

ダ 22時00分発表） （内容略）

み‘ ?3時20分発表）

9月27日00時00分発表）

‘ グ #) 

‘’ 9時00分発表）

23.水防警報解除 （て重県水防本部発表 9月27「l9時00分水防木爵闘長発令` ）

24.強風注意報解除 （津地方気象台 9月27日9時00分発表）

(4) 通信施設の被害状況

I.台風15号ば 9月26日18時00分、最大級の規槙て、紀伊半島に上陸した。その後、奈良県、

三重県の県境を縦断し、北東に進路をとり、岐阜市富山県を通過し、日本海に夫った。このた

め、本県ては、 26日18時頃より県下全般にわたり、有線通信網は次々と不通となり、また、無

線通信機関も無線局の浸水、空中線の倒かい、および電源等の障害が続出し、同日21時頃、遂

に県内全般の通信網は寸断され、水防活動における通報連絡事務か全くまひ状態におちいり、

災害現地の状況は握が困難となり最悪の市態となった。

なお、通信機関の復旧については、市内は 2日間、避地では 3~4日間無線施殺てぱ（宮JII

ダム） 10日間を要した。

水防活動状況表

． 、----り ～ v ハヽ ----- ----- ~-----

ーロ凰――-9 —-—材 ー 1 ＿ー―-水―-＿防―---—効＿＿＿＿＿墾 ＿＿＿ 

麻袋 I竹！ふとん叫金 額
家屋耕地

-~---------- I ＿戸＿数＿I會＿＿＿＿雹］言面利i__i__§二置＿合 計

枚 i

I 
束個， 円 1 戸

I 

一 千円[ ha i 千円＇千円

40 548 | 13 | 8 564 504 16 60 1 1 57 1 917 1 12 402 1 324 1 1 1 2 896 028 
＂ハ^＂"---------------←-- ---------'--------'---------'-------------I 
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避難立退 状 況 表
--- ----------------・------
l 

水防狩理団体避 哄11，ヵ尻
ー・ 指示IIi舷：［指示者，指示の伝逹状況 I

団休名 1 字区部落名退人只[ I 
------···········································~---------ー-- I ー ・

! i 
桑名巾深谷、亦須賀

1 | 
20.30～深谷支所長半鈍の乱打、消I坊車のサA深谷支所長は賓寮行と

i 22.00駐在巡査！vン 協議のうえ指示、

長島町松闘
| 

6001 19.00町職員と連呼 坦防巡祝中に愈険を寮
消防分団長

I 
知して指示する。

/II越村［し古、亀綺南福 I I 1s;~o～村長、区長消防車のサイレン又は連咋上吉は村長、外ば図艮
19.40 が指示

日町縄生
l I 

20.0]区長連呼

南冗味塚古崎、小介 2.3431 15.00町長 消

南冗昧塚 1 • I 

鈴 鹿 II]1『松湘／ード、箕田湘i『i 7051 20.10'市 長 ！連
、磯11誨 I字

｛ 

多度町古敷、福永、上之郷 220 16 001町 長 1連呼

北勢町阿1ミ弁、赤神 261 22.00警寮官 連呼

津 巾眉之前、外6町 ， l，703| 17. l5～町総代 手阪リン
10.30 

立•閲乃木『屹蛉卜寺、 ff叶：寺| ＿、 901 16.00-村 長 消防団貝が伝達
南神111 17.00 

・志町人仰、槌村八大 ， 4501 16.00附 長 1各戸に伝逹

久 居 Ill「須ケ瀬、中川I）;｛ 772 17.ooI区 長 i各戸に伝逹

否良洲Ill「i高附
！ 

| 

9、渇場 6001 22.DO仇II 長 区艮が伝逹

松阪市中）］＼射和、、 ： I,2001 21.DO［自治会長 各戸に伝逹
阿波怜 | 

飯南町深谷外屑落 ， 6761 19.30附 長 消防団員か各戸に伝達

多気町中池十、丙池 I、町田: 2201 !9.00区 長 ！連呼

勢和町閲l:、色太 10s! 19.oo消防団長 各戸に伝逹
I 

浜島町浜島 1951 16.00町 長 ‘‘’ 
| 

泊11)J団員か連呼
l l 

阿 児 Ill」・及乗 ， soo, 17.001町 長 い頭にて伝逹
| 

大王町船越、浦浜 1,0001 18.00'泊防副団長、．消防団員がメガホンにて伝
！ 迷

志摩町）千田 5001 17. 00)11防分団 長連呼

l野占小田、下郡 4201 17.00市長 サイレン、噂鐘

名張巾！夕見外14町 5,986 17.30～ 市 長 消防車のサイレン

i I 19.00 

肖山町：別府、高尾 i 34 17 30 ～消防長 i移動無線
19.00 

阿山 村 円 徳 寺 外 9弼落 i 2831 18.001 

伊賀町下野、御代 431 18.00：消防副団長口頭伝逹

大山田村下阿波、 JII北 1481 19.00村長 消防団員が伝達
| 

尾駕市梶賀町外i2町 6001 16.00j区長分［月長 17頭伝達

海山 町晶II券浦外 4部落 820i 18.00'町 長 消防団員が伝逹

長島町厚島 I 200| 18.001町長 消防車サイレン

熊野市頭野町外 9町 i 3,629! 15.10-市長 口頭伝逹

； 
i. I 16.20 

御浜町1神志山、下市木、阿 375! 16.00町 長 消防団員伝達
田和 ；． i 

紀宝町井田、成］！l
| 

j 7681 18.00町長 マイクにて伝達

鵜殿村！外校原、中松原 190l i7 001村 長 ！連呼I 1 1 | 

摘 要

朝

柿

呼

情勢を検討のうえ指未
した

坑闊巡視中危倹を忽め
指尿

名人、女了を竺寮官が
誘導
水防分［叉巨，と町総代と
協議のうえ指示

＼ 
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第 二 項 消防団活動

県下各市町村の消防団は、消防団或は水防団員として各地の管轄区域内において、水防体制

を強化し、其の対策に万仝を期していたが、今次台風の異常な猛威により各地に末曽有の被害

が発生するや災害対策本部、腎察、自衛隊と協力して、それぞれの管轄区域内の人命救助等に

活動するとともに、死者、行方不明者の捜索、道路啓開、倒壊家屋の除去、物費輸送、堤防仮

締切等について区域内はもとより、 隣接市町村ならびに、 長期湛水地域に対して応援をおこ

なった。

これに出動した団員数は11,059名てこれを地元出動と、応援出動に分けると、地冗出動は災

害の防止に12,368名、災害復旧（仮締切等）に56.761名があたり、また応援出動は相互応援協

定および自主応援によるものか2,218名、県要請によるものが4,985名におよんだ。

また、これ等緊急活動に従事中とうとくも 10名の殉職者を出した。

第三項災古救助法の発動

災害発生と同時に特に被害の人ぎい四日市市外14市町村に災害救助法を発動したが、その後

被害が県下全域にわたり法定基準を遥かに上廻ることが判明したのて27日午後 3時30分遂に県

下令市町村に災害救助法を発動し、これと前後し、県非常災害対策救助隊ならびに各市および

地方支隊は、り災者の救出、収容、炊出し、被服、生活必需品の支給、医療防疫等応急救助活

動を開始した。

災害救助法の発動状況は、次のとおりてある。

昭和34年 9月27日 午前 1時30分 四日市市、鈴鹿市、松咬市、名張市、熊野由、多気

＇町

‘’ グ 4時30分 桑名市、伊勢市

み’ // 10時00分 津市、一志町、畠山市、嬉野町、上野市

グ // 12時00分 木曽岬村、長島町

グ 午後 3時30分 県下全巾町村

なお、被害の最も甚人な木習岬村、長島町、川越村、桑名市に対しては11月30日まて、四日

市市、名張市に対しては11月2日まて、災害救助法による救助期間の延長を実施していた。

第四項樅災者の救出

某非常災古対策本部は、 10月 2日桑名郡長島町、木曽岬村長の要請にもとずいて被災者を緊

急避難させるため、陸上、海上各自衛隊および、米軍ヘリコフ゜クーの協力を得て避難者の輸送

を開始、 10月16日には、 9避難所に2.722名を避難させた。 11月 8日には、楠小学校に収容の長
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島北小学校児菫 (268名）が既に排水を完了した。 長島町に帰那をしたのを始め、一般避難者

にも帰郷するものもあり、 11月10日現在ては2.256名に減少、 当所各避難所の収容した人員ぱ

次の通りてあった。

避 難 所 名

鈴鹿電珀学園 （鈴1/t市）

料出本山屯修寺 （沖 II.i) 

三菫県立大学 （名It 市）

鈴 峯 荘^ （鈴鹿市）

如 雪 砂幽i （伊勢市）

五 鈴 館 (")  

奥 野 家 (ij)  

修 練 氾 場 （ク）
| 

計 I

謹難学童に対しては、町

村ならびに県教育委員会と

連携をとり、伊勢市地区に

おいては、 10月7日から授

業を実施、その他避難所に

おいても学童、生徒の学校

別教育体制の整罰を終えて

全学童、生徒の授業を実施

することにした。

一方避難所における栄養

管理、健粛維持のため、医

師、宥護婦、栄養上等を配

収 容 者 数 伽 考

356 
内 祖 木長曽島岬村町 103 

i36 内 訳 長k曽島岬町村
21 
115 

265 学童のみ
563 ク

495 ケ

144 ク

144 ケ

153 ク

2,256 

濁流を避難ゆうどうする消防団

隠するほか、冬期の体制を幣備するため、各避難所とも救援被服類の重点配給、布団の手当、

施設の整備なとをととのえ完備した。 また、避難者の就労希望者に対しては、 職業斡旋の桔

果、呉羽紡績、井村屋製菓等へ就職がきまり、一部の希望者に対しては、県立農業試験場の圃

場を与えて農耕に従事せしめるなとの措骰を講じた。

なお、り災者の救出および逝難所の生活状況については、自衛隊活動、智察活動ならびに別

項に詳細に記述されているのて本項においては省略する。
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第五項救助物賢

（1) 応急食糧の救援輸送

(a) 孤立した桑名、木曽岬、長島地区に対し 9月27日から自衛隊へ 9）コフ゜ターにより、カ

ンハン449,000食、米．＿94.000キロ、罐詰5,424個の輸送を実施した。

(b) 道路の寸断により輸送困難な飯南、飯高、芙杉および宇気郷地区に対し米、塩、み

そ、等自衛隊ヘリコプターにより空翰を実施した。 （自衛隊の活動のところに詮述）

(2) 応急復旧資材

(a) 応急復旧エ市用の賓材として、粗菜材26,756束をあっ旋、河川課を通じ、桑名、四日市

方面の仮締切工事用として供給し、さらに長島、川越、木曽岬、桑名、四日市の被災地に対し、薪6,

000束、木炭6,000俵をあっ旋ずるとともに赳難所に対して1ヽぶ薪2.150束、木炭65俵を斡旋した。

(b) 復 1[-•II.1] 木材のあっ旋

10月 1日から国1辻木および一般民問材のあっ旋を行い、 11月10日まてに潮止め用材70立方

米および仮殴住宅月］50戸分170汀方米をあっ旋した。

(C) 国有林材の払下げあっ旋

仮交住宅、公営住宅、学校等の復1日汽材として、 64,222立方米を中部日本災害対笈本郊に要

請の結果、 12月まてに25_ 820＼ゲ方米か侃給され、更に仮成住宅建設用の57.728立方米の国有林

払卜けを中請した紆果、人1奴営林見の協力により配材；1回通り貯々と入荷した。

なお、 ー・舷JII材としての11.944立方米も同いの協力により清々と入荷し、巾価の暴騰を防止

することに役立つ且か出来た。

(3) 救助物資等の調達

（イ） 災害救助法の規定によるもの

A.葛 1次 夏季慇準に 救助物資積込に一役買って奉仕する三重大学学生県庁正前

よる分 数鼠

毛布

45. 880点

ジャッ

198.944ダ

ノくンツ

198,4'4ダ

作業ズボン

5,6'i0グ

B．第？次 冬手見ぷリに
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よる追加分 数晟 妍を緊包輸送する自衛隊へ 9ゴプター

毛 布 53,879点

シャツ上 84,9004 

ん’ 下 63,550,, 

作業衣 5.750// 

C.第 3次追加支給分

数量

毛 布 64点

ジャッ上 2.512// 

、/ 下 970ク

（口） 法外によるもの

A. 国有無償物資

毛 布 1. 350点 外套 665点

下倍類 1,410// 下駄 490// 

子供服 286// 

B.一般救援物資

衣料品等 126. 756梱包 ピニロン袋 6,000枚

毛布 4,472枚 ノ<、 ン' 14,357個

醤油 10,886立 煙草 48,000本

ソーセーシ 1,660箱 (60本入） 芯,t、 200kg 

エックスフン布団 300枚 自衛隊衣類 64,355点

石ケン 60. 180個 缶 靴 ふ008足

歯磨扮 12,960袋 歯プラジ 12.960本

廊詰、食糾・口占等 5,000点 その他 58,900点

土食（米、麦） 390kg 

c.避難所救援物資

毛 布 7,900枚 汁杓子 95個

敷フトン 1.000枚 サ : ル 50個

タオ IV 3.200本 ノ＜ット 60個

石ケン 2.610個 ボー；レ 11個

下駄 850足 水 杓 21ダ

運動靴 I,908足 秤 3ク

歯ブラシ 3,300本 食器消毒カゴ 67グ

歯庖粉 2,900個 マナ板 359 

茶 碗 5,320// 包 丁 40グ
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皿 2.120個 コンロ 13個
箸 2.260膳 鋼 23ク

母のみ 530個 ・令ゴ 5ヽ
ヤカン 170ヽ タワシ 45,,, 
飯ピッ 160,, 火箸 □0 9 

杓子 300,, 卜能 10グ

火消ツボ 10ク ホーキ 150本
チリ紙 1,452束 雨傘 150// 
洗而器 150個 画板 500個
網花 600袋 マツチ 250// 
ノゞ ケッ 261個 ローソク 220// 
タライ 125ク その他 I,9↑0点

1)．その他あっ旋物資

味噌 1.500kg 醤油 2. 160立
食塩 1,808グ 茶 90kg 
筵 13,040枚 臥 67,000枚
沢庵 11,250kg 梅干 300kg 
砂糖 540kg 野菜 30屯
(4) 弔慰金および見舞金

（イ） 弔慰金および見舞金

県は、10月31日死亡者世帯に対し、一世帯当り 1万円（総額995万円）を弔阻金として！｛普皇した。
（じ；)見舞金

天皇、皇后両陛下、臭太子殿下の御見舞金をはしめ、全国各地から寄せられた、見舞金は総

額203.328,858円に達した，

この見舞金の公平且つ適正な配分を期するため、県ては出納長を見舞金管理者に指名し、こ

の管理に当らせるとともに、 34年10月10日、県および市町村代表ならびに、社会隔祉事業関係

者をもって、三重県災害見舞金義捐金配分委員会を構成し、配分にあたっては、そのつと前記
委且会の議を経ることとした。

配分状況を概説すれば、まず昨年10月10u、第一次分として、由町村り災者および避難所収

容者を対象に39.029.700円を、さらにII月25日には第2次分として涜失、全展世帯に対し、見
舞金に代えて「ふとん」上下一紐あて賠った。また12月24日には第 3次分として、一般り災者
に対する再配分のほか、被災孤児、盲ろう児州、身体応害者等への配分、高校学業継続資金、

使途指定分等、 116,208.8061りを配分、 3J'r7月29日に最終分として、災宙犠性者の慰蜜諸経
費、防災用（気象情報は握用）トランジスクーラジオ購入費、被災孤児への追加配分、各種輸

送毀、等、 27.202.857円を配分あるいは支出して、金額の配分を完了した。

その収支決算状況は、次のとおりてある。
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伊勢湾台風による災害見姉金収支決算状況

総収入額

配分額

内

203. 328. 858円

203. 328. 858円

沢

1 半壊以上被災世帯及び同被災世帯員への配分額…………………………，..,..J28.252.477円

a, 第．＾次般配分………………死斎 1人5,000円、涜失世帯3、000円、全壊2.000円、

半壊500円 長期段水地区半壊世帯I.000円

b.':1難所関係分…………………県設罹の避難所収容者 18オ以上 1.OOOfIJ 

‘’ 18オ未満 300円

C, 第―次一般配分… •••9., ………死者 1 人5,000円、流失世帯4,500円、全壊世帯3,000 円、

半壊世帯I,200円 床し浸水世帯1.200円、

流失世帯旦 1人750円、全壊世帯員 1人500門

半壊世帯具、床上疫水世帯且 1人？00円

cl, 伊勢湾台風更にチリ地震津波ての被害関係………

…………伊勢湾合風の被害か全壊涜失て、チリ地霞律肢災害か床I::

浸水以上の世帯5,000円、同世帯員 1人500円、伊勢湾台風

の被害が半壊て、チリ地震津妓災害が、床＿し浸水以上の世

帯3,000円、同世帯員 1人300円

< 身体障害者および母子世帯、 世活保護世帯、仮設住宅世帯への配分••……•15,625,100円

a. 身体障害者配分••…••••……...身体障害者丁帳所持者て半壊以上の被害者に対し、大人

2,000円、小人1.000円、新規障害者5,000円の割て配分。

b. は子世帯等配分……………半壊以上て、福祉資金の貸付対象者に対し2,000円の割て配分

半壊以上て、60オ以上の老人世帯に対し、 3,000円の割て配分

C. 応憩仮設住宅入居世帯… •••,,,1 世帯3,000 円

d. 生活保獲世帯配分…......•…••生活保護世帯て半壊以上の被災世帯に対し、 2.000円配分

圃被災孤児に対する配分・.......................................................................4, 190,000円

災害て孤児となった者 1人100.000(41人）準孤児 1人30,000円 (3人）あて配分

w 被災高校生ならびにろうあ児童の学業継続資金………………………••……•2.592,000円

a. 災害のため学業の継続不能となる、高校生の学業継続費として、 1ヶ月 1人1,000円あて

延2.196名分

b.災害のため学業の継続不能となる、ろうあ児童の学業継続費として、 1人12,000円

(33人分）

v 災害犠牲者慰霊諸経費配分金…•••…,．．．．．.....．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ,•10,700,000円

a. 慰需塔建設費………•………••死者100名以上の木苦岬村、長島町、四日市市、桑名市及び

川越村の 5市町村に対し8.700,000円を配分
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b.災害ー／周年追1中行巾費…………災害による死者のあった市町村に対し、死者数割で

2.000.000円を配分

II り災者用救援物資および資材費配分額・・・..................................．ー．．．．．．,..JJ,802.461円

a. 第一次見舞金ふとん百分費…涜失、仝壊世帯に対し、ふとん一糾を配分：0.887.:00円

b. トランジスクー購入毀……•••災円II与におけるニュース、気象惰執収集のためのトランジ

スクー購入費 1市町村 2台あて配分 1.440.000円

C, 雌閃11所建材四月費その他巾[]'『村施設災古復Ill費 9,854,800円

d.瞳難所における物品知購入費 5,963,800円

C, その他袋贔只窟購人費 835,633円

\> 使徒特定分見舞金の配分・・・・.....................................................1.765,859円

a. 太道銀行より名張市へ

b. 生命保険協会から薬品購入毀として

c. 合同粗翌祭供花代

d.米穀商業協同紐合から県米穀商業紐合へ

250,000門

1,000,000円

11,000円

30,000門

e.北加在米県人会から出身地へ 266,859円

f. 大阪府職員等から屎職員り災者へ 208,000円

渭 避難所収容者及び荷物輸送費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ••…"'・・・・・・・・・ 1,456,320円

轄送費 1,456,320円

IX 広告費及び通信費・・・・.................................................................944,641円

a, 新聞広告料 930.000円

b,通信費等市務我 14,641円

第六項 医根防疫給水等（日赤の活動を含む）

災害対策本部が設置せられると同時に衛生郊長室に救助隊衛生本部を設置、各保飩所に対し

被害状況の収集と防疫態勢の強化を指令、本祁要員 8名を待機せしめた。

衛生本部には衛生部長の下に医務、予防、薬事環境衛生の三課長の外、各課長補佐および関

係職旦をしてあたらしめ、各関係機関との連絡衛生活動の総括的指導に当った。

被害の判明および災害対策本部よりの連絡により、衛生部長は急拠、桑名方面の被害状況を

視察し午後8時帰庁周ちに、綜合的な災吉対策について検討をおこない、防疫班を編成し、現

地における、防疫対策について指令した。

次第に各地の被害状況か続々と入電したのて、災害対策に必要な惜置を講じた。

（ イ ） 医療救護

災害のため負傷者続出し、医療機閲も全く、麻ひ、混乱の状態てあり、り災地住民が医療の

みちを失っており、早急なる救護班の出璽力にせまられたが、通信および交通の杜絶により当初

は活動も思うようできなかったが、次第に救護体制も整い、次のような活動をおこなった。
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11 赤救護班の丙動状況
··-~ 

i 取扱
救護 班名 i ;／衣必期間 i 編 成！日数延班数 1

• I患者数
~”-~~t ~~”~~~~ヽ．．

： 

長 島 町班 i1月9月27日全10月12日 医l 石3 王事：

長島町伊曽島班，自 9月27日至12月15日 戻l 看3 主事！

木 曽 岬 IiiI Iぎ19月28日和2月95日図叩主事1

桑名市前逆杖地 I 9勺9月28日 査10月13日 1戻： 石2 主事l 葵剤i

桑名市巡回 jji:I I可9月27日至10月： 1 [l |知石2 主事1

富 田 班肖 9月28日哨10月 9日医l 石2 主事1

宮，1、卜1 原~; !自 9月28日野0月 9日 1医l 石2 -i渾 l

電逍学菌班自10月 2日杢12月19日＇！幻石 3 主市2

津市班 i 90月6日 医l 看l

多気町班 ， 9月27日 i医 l 看5 主事1

飯高町波瀬班自 10月 4日至ID月 8日i医｝看2 主事 l

飯高町森班自 10月 4日至10月 8日 i辰I 石2 主事l

伊勢市如雪園刊fI自l0月6日哨11月193日：図石:-2

伊勢市奥田 屋舟自 10月 6日至10月 9日I刷石l

伊勢市烏羽市班 1自9月27日 1医l 呑l

紀伊長島班，自 10月 1日至10月 3日I医l 看2

南紀地方班自 10月 2日至10月 6日 1図呑2 主事’

名張市班肖 9月30日至10月10日 i医l 看3 主事1
I 

鈴峯荘班自 11月 5日至12月19日｝医l 石2

飯南町班 1自10月 7日至i0月 8日 1医l 石2 i渾 I

I i医 440名

計
I看 936>
薬剤 17;; 

！主事並運転手 4ii ≪ 

!6 図 i

53 I 61 

51 
！ 

85 

16 i 16 

15 I 22 

12. 15 
： 

12 i 14 

＇ 69 ! 69 

2,929 

4,58S 

3,149 

I,793 

2, !43 

1,600 

1,522 

4,972 

’
,
・
 

班

1

1

5

5

9

4

1

3

5

4

9

2

9

 

3

1

4

2

 

4
 

ー

~
1
,

＇


日

1

5

5

9

4

3

5

1

9

2

0

 

3

1

4

7

 

3
 

18 

133 

13 

1,975 

5 

131 

268 

1,075 

2,259 

58 

28.725 

保娃所およひ公立医療機閲等救護班活動状況
~. 

救 護班名 ・期 間 ， 出動か所 諏扱I備考
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

悲者数99,． ． .  

桑名保健所 9月28日から 10月 7日まて 桑名市、木曽岬村、長嶋町 340 

四日市 ク 9月30Flから II月 6日まて 四日市々、椅町、 J!I越村 | 4,216避難所（楠小学校）

亀山 ク i 9月27日から 10月13日まで 鈴 腐I9 87' 

津 ク I 9月271:］から l0月24日まて ｛沖市、河芸町、安浪村、
！ 芸i農町、美里村

l,212！避難所高田本山

久居 ij i 9月30日から 10月 9日まて 美杉村、女喜野町 321 
（県立大学）

!ID月 1松阪 9 日から 10月 5日まて 飯南町，飯高町・多気IB
| 

, !、松阪市 201! 

伊勢 ヶ 99月28日から II月13日まて 伊勢ほ紀勢町•南勢町、南島町 579'避帷所（如雪園）

志摩 ク 9月29日から 10月 i日まて ，」鳥羽rii 49i 

厄鵞 ヶ i0月 3日 1長島町 34 

熊野 ク I 10月 1日から 10月 6日まて 紀和町、紀'•EI1J 、細浜町 48 

ト→野 ク 9月27日から 10月 2日まで 名張市 79 

::重県医帥会i]0月 6日から II月30日まて 長島町、木曽岬村 1,711 

伊勢恥 It,,；10月JO日から II月13日まて 伊勢1甘
| 

'/72避靴所（奥野家）

県立大学附属砧似月 9月28日から 10月12日まて 桑名市、木曽岬村、長島11甘 2,593! 
| 

国立鈴廊納院!!0月3日 18日 20日 24日 26 I:］鈴鹿市、木曽岬村 2481 

ク ＿ー：屯療乳所i;0月12日 16日 17日 II月1611木怜11川村、津市 223避難所（泊i[！1本山）

'， 静滑 l,1!jlO 月］ 2 日— t8 日 10月 30[1-IIJJill 木曽：i川村 259i 

ク ilt 約 1坑JO月22J!.. 24日 ］ 1 月 17 日—-23 日木曽岬村、沖巾
| 

120避難所（高田本山）

ク 1リ］）l＇療義所 10月12U IS日 10月281」 30!el！木曽岬村 l68i 

ヶ 榊原療義所'10 月 20 日— •-22 日 10月26日 28 [．［K曽岬村 184• 

13.1551 
． ~~ ・ ~~ ~~”~‘/ ~ • ~ ~• / J~‘•~ / ^  /— ~ ~• ~ー・~ ~ ~ ~. ． ~~~~ ~~ ~．~ ~..~ ~ ｀ 
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（口） 防疫班の活動状況

防疫活動については、叩和34年 9月28日より、各保健所管内節に実施したが、特に、被害誌

大な化勢地方については、人阪府および岡1り瓜、ならびに大阪市、京都市、神戸有より防疫班

の束援をうけ、本柁的な防疫店動を打ったが、衛生木郊は木位岬村加路戸に前進括地を設け桑

名保健所およひ内町村ともよく連繋して防疫に万仝を期した。その状況は次のとおりてある，

他府県よりの応援防疫班の活動状況

大阪府 i昭34.9.29
午廿0• 7 1 1] 

京部 iii 昭34. 9.29 
午前 7 時

I!闊水器大i
8 ホグマンジ

自動車

6 I慮水器
ホグマンン
自動車

人阪 1Il昭34. 9.29 医師 i ！塩素測定邪| ＇「前 8訪＇肪疫官吏 8 ホグマンジ
自勅車

! 神戸市昭34.9.29 医師 1 ホグマン‘/1,,,;「前 8時 ［坊疫官史 3 『1勤車
岡山県，昭34. 9.29 広師 l 濾水器

午前 12時 防巧官吏 7 ホグマジン
| 1月班It

計 1 医師 4 
防疫官史 32 i 

‘―-------------・・・・ 

各保健所防疫班の店動状況

―釦支藷査□訊実施且虫一飯除
！戸 数！延戸数実施延戸数------------ ---- -- -- - -- ~ 

桑名I,1.609 

四日市 10,694'

危山 5,071

沖 3,713

久居 1,533

松阪 3,6DO

｛計勢 11,011

志摩 3,413

尾鷲 5,626

熊野i2,775 

上野 9 4,007 

計 63,052

，
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132.849 

年
引iiL 

派追先
，＇  

| 帰県月日
l 
応援期間

9 9 9 ’‘9 99 9 ， 9 99 9 99 9 ,  9 9 99 9 9 9,  99 9 -

| |「j
川越村~ 廿召34.!O. 7 j 9 ! 
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・
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昭
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9
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町
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越
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．
 

~
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ー
長

»~~i 

~, 

1
1
2

て

i
1
2
1
,
~

ヽ＇ 

員
一

人

名

81
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27,864 

52,665 

3,596 

5,250 

1,023 

9,805 

5,154 

3,484 

2,541 

2,232 

2,803 

116.407 

（ハ） 給水班の活動状況

昭和34年 9月27日多気町は櫛田川決壌による

被害のため飲料水の保給困難となったのて、濾

水器を出動し、その確保をはかった。また、 9

月29日以後長島町にその濾水器を転配し、給水

班として常置せしめた。

飲料水のこ渇した、木習岬村に対しては、 9

月28日ー升ビン2,400本を、 長島町には一斗ビ

ン40本を衛生本部より直送して、急場をしのい

だ。なお戸衛隊給水班も木曽岬村に出動活動し

たく， （自衛隊については別項自衛隊の活動に詳

細記救されている。）

（二）し尿処理

災宝地のし尿処珂については、桑名市、及び四日市市等の要請により、他府県よりパキュに一

ムカーの応援を求め、次のような活動をおこなった。
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他府県より応援バキユームカー罪動状況

I 
期 間，府県市名 団動地域及び合数

1 
: 

- - -
9-

： 
自 10月 9日 至 10月23日 京 都 方 桑名保健所竹内 3合

自 10月17日至 10月23日彦根市 ；， 
| 

I合

自 10月14日至 -10月16日！大阪市 ク 4台

自 11月 8日至 11月13日京都 fij, 9 2合

自 10月 6日 至 10月11日 豊 中 市 旧日市保健所管内 2台

自 11月 4日至 11月12日大阪市 ; 4台

自 11月 4日至 11月12日！神戸市 i 々 lム

I 
口

自 II月 4日至 11月12日堺 市 I " 1台

寄 贈医薬品

伊勢湾台風により医薬品として寄贈されたものは次のとおりてある（衛生部の扱ったもの）

寄 贈者名 I iI椅 要
~ 

~一

社団法人東京医薬品工業協会 1

社団法人日本衛村工業会

東京家庭薬協同組合

日本橋料理飲食業組合

大阪医薬品協会

理水化学株式会社 1

川本継帯材料株式会社

富山県薬業連合会

奈良県製薬沼同組合

滋賀県薬業協同組合

望月衛生堂

日本赤十字社長崎支部

防 衛庁

米国カトリック協会

日本赤卜字社（義捐金による）

日本赤十字社（義捐金による）

チョコラ BB錠

脱脂綿

白油青

バルサンゾール

ドミアン

クロミツクス

ホータイ

クレオソート丸

感冒薬

スパー

アミセチン

注射針

脱脂綿

ピタミン剤

ピタミン剤

薬品 感日薬、クレゾール石けん
セット｛液、ピク：疇1、ホータイ｝ 2,70°.

マーキュロiiか脱脂綿 " 
―`  "”~~ ~•~• ~”‘~• ~~ ~ ~・~~~ ~ ~．~ ~~~ヽ．．．

他

他

他

他

点

点

点

4

2

D

 

2

1
 

4 3点

ク

他

他

他

他

他

点

点

点

点

点

1

9

9

1

1

 

ー、

1

2

他 2 点

第七項 瞥 察 の 活 動

県下各署ては、警戒態勢をとって対処していたところ、昭和34年 9月25日午後 5時腎察庁か

ら中部符区腎察局を通じ「腎戒腎備媒勢の確立の指示」をりけたのて、翡［本部においてば、宜

ちに印、卜各腎察署に指令して、腎備態勢の把備を開始した。

(1) 34年 9月26日午前11時桑名署外11署の固定）店地局に対し、次の通り指令した。

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

(e) 

発動発況機の点検と燃料の点検補給

予備宣源装岡の苫霊池の充胄

授水のおそれある局については、機賭の待避

栞地局の故障時の移動局相互間による代庁通信

非常通信の取扱とその記録
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(2) 

(3) 

(f) その他強風による、固定局アンテナ折損の場合の連絡

34年 9月26日正午 災害瞥儲木部を開設

腎察署のとった措置

腎戒態勢に入っていた、県下各腎察署は 9月25日および26日本部の指令により、贅戒態勢を

更に整備し、 同日午後 0時再度の指令により、 従来の整備計画に詰き、 25日午後 6時頃まで

に、全署員を召集または、待機せしめ堤防決潰または、浸水のおそれある海岸線各河川沿岸の

派出所、駐在所等に瞥察官を事前配阿したほか、その他の危険地域に対しては、腎成麿らを強

化して、磐成の万全を期した。

9月25日よりの事前配置は次表のとおりてある。

危険地域等に対する 瞥 察 官 配 置 状 況

＇ | 鈴沖久松 i 大伊，烏墨熊鵜 l• I名＇ 計
配置｛区分 ――一＿＼イコブ1―|'"!市 i'一ふ！ ！鹿 Ii居阪！台 1勢羽鷲！野殿野 i張
-- ~!----_____—---—----—--——---------------- ------------------

! i _I 
忙険地l危険力所 51 3 1 3 6i !21 7 | 21 34 3| : 1 2 5 10 10 2 6 5 126 

配置 I I ! 

域配笠 警寮官数 ， 361 241 2al 41 i 26: 2sl I si 541 21 i ! 21 12! 421 351 !51 61 23, 251 
i 1 

443 

当日の出勤警察官 84 
'，，|  

331 54i ! 451 41 i 68! 1291 70i 126! 201 1371 65: 53i |＇ 26, 27, 65 39 1, 182 
数 1 | ! ー、、! -＂―-一、~--'---~--_＿ー、ー、、____,__________ --'--、一—

(41 災害発生時における警察活動

イ、県警本部の状況とその活動

(a) 

した。

(b) 

34年 9月26日午後 5時県下各署に対し、被害状況のは握と、迅速な情況報告を指令

本県ぱ、 9月26日午後 5時から南部地方か台風圏に入り次第に激しい暴風雨とな

り、同日午後7時頃から県下各地て住家浸水、道路、田畑の冠水、各河川が危険水位に達して

いる等の被害状況か刻々と報告されつ＼あつたか、風雨はまずます激しく、中勢地区（罪地方）

ては、瞬間最人風速5|3米におよび、そのため停電し、原＾「各地は陪屯となつた。 （屈本部は

発動発霊機により点灯）この頃から電話線の切断等のため、桑名署ほか10署の有線通信が相次

いて不通となり、また、超短波無線通信は固定韮地局の桑名、富田、両署は段水により、

方、墨笠、熊野、両署は度会郡南島町（藤坂峠）の中継所の空中線鉄柱の倒壊、および電源故

笥等により通信杜絶の状態となった，，その桔呆、有線、舞線により通信可fi信の腎察署は、県］ミ

17買のうち僅かに、四［］市署ほか、 7署か残るのみとなった。 しかし腎察署と派出所、駐在所

間の有線通信が殆んと不通となったのて、被害の迅速的確なは据が困難な状況となった。

(C) 26日午後 8時頃に予り、被害が益々荘人の情勢が察知せられたが、反面通信連絡が

至難となったか、残された、四日市署ほか、 7署の有無線通信を最高度に店用し、 flii々 公社、

鉄道霞話、私設無線雷語笠、通に施設により、県卜の被害状況のは貯につとめたが、いずれも

故闘続出て困難を極めた。

(d) 26日午後 7時各署に対し瞥察通信施設の緊笞復l日に必要な処閤と、軍点和被害者の

救助活動に指向するよう指示した。
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(e) 午後10畔頃から、開特設賤動隊（3?名）を出動させ、津市藤方地内相川堤防欠壊か

所附近の住民の避難誘導に当らせた3

(f) 北勢方面被害甚大のため、翌27日午前 4峙、開本部員および肌腎察学校見習生、県

特設機動隊、合Jt237名のうち、出罰可熊人員を桑名、富[[]署等北勢方［百に派翡ずるよう指示し

た。

Cg) 27日午前 7時から県本部俣有の整罰白材を、前記方面に急送した。

ロ、顎察腎の活動

a，昭和34年 9月26日午後 5時叩より、 27日午前5時叩まての間、高潮または河川氾らんの

おそれある海岸、およひ各河川沿尉地域の住民避難誘導、人命救助等の店動に当った。

b，少数の本署待機員は、野察施設究の防護被害状況の実態は腔および、原本蔀に対ずる報

告、連絡に当った。

(5) 災害発牛後における腎察活動

イ 渠本部の活動

a.県下の被害は其大てあるが、通信杜絶等のため、連絡不能て充分な情況が1ま握て義ない

のて27日午前 6蒔、県本部から習部、腎部補24人をもって、 2名 1紐の12コ班の被害調査班を

編成して、原下全署に派迎、被害澗査、ならびに贅備態勢の実情視察に崎らしめたか、各班と

も途中ておびただしい橋架の涜失、または道路の欠壊、冠水等の障害により長時間を要してよ

うやく、同日午後 6時に至り、その概況を一応は握ずることか出来た。

b.県木部においては、本部および被害程度が比較的低い警察署から、最大限の警察官を動

員して、とりあえず被害の甚大と認められる桑名、富田、名張、各署の被災地に派遣し、人命

救助および行方不明者の捜索収容、検視、被災地域の警戒、警ら活動に重点をおいて活動せし

め、引続き漸次、県下の警察官を動員して増援せしめ、交通秩序の確立、暴利取締および防犯

活動

災害地における特異犯罪の捜査、民心安定の広報活動

とこれら災害に伴ふ各種惰報体制の確立等にその主力を注ぎ不休の括動を続けた。

C ．同日から本部、部課長は、各警察署区域を担任して、瞥備活動の指導督励にあたらしめ、

また、監察官（警視）を桑名署に、教蓑課長を富田署に、それぞれ派追常駐せしめて、署長の

補佐として指揮活動を円滑ならしめた。

d. 警備部隊の死体捜索活動により、桑名、富田署管内ては、続々と死体の発見、収容がお

こなわれるのて、県本部て検視班20人を編成して、 9月28日から前記両署に派遣し、 1,073体の

検視業務を適正におこなった。

e.桑名、富田署管内の被災地ては、飲料水が不足したのて、 9月28日から県本蔀の消防屯

1台 (2,000立入タンク）を派遣して、給水活動をおこなった。

f. 10月 8日災害警備本部の強力な推進をはかるため、災害瞥備実施部を編成し、警備実旅

業務の一元的処理と強力且つ、効率的運用を期することとした。

ロ 警察署における警備活動の状況
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原内の字要被災地にある北訥方而（桑名哭、富田腎） 南功方町（松阪院） 中熟方円（久居

署）紀州方河（屠箆薯、態野署）の各署においてば、合風以来災害腎II蘭本邪を殺岡し、それぞ

れ主要な災害地に地区腎僅隊と、 そのもとに野備とん所を設けて、 積極的な店動をおこなっ

た。そのおもな活動状況は、次のとおりてある"

(1) 桑名腎察署・

桑名腎察塊管内の被内は激共を楔めたのて、これ存り災民の保惹と、死体の捜索は緊芦を要

ずるのて、 9,727日から29日にかけて、下町囲噌汀＼を拮席として、次のとおり丙次増員強化し

た。

長島町、長島中学校に、長島地図腎備隊を投闘し、

人員 8名から 13名に増口

長島町都羅に、伊酋島地区警備隊を設置し、

人員 9名から 51名に増員

木苦岬村加路戸に、木習岬地区腎備隊を設府し、

人員33名から 102名に増員

桑名市内の腎罰については桑名巾警備隊 ()5名から274名に）を設置し、 従苅の派出所、駐

在所のほかに 2とん所を増加し、特に城南、村須賀の没水地帯には軍柑百備し、腎成腎ら店動

を強化した。

34年10月 1日より災害現地の実情に対処し、腎察活動を末端におよぼすため、地区警備隊を

本部として、警備とん所を次のとおり設置して、舟艇による水上ハトロールを閲始した。

34年10月 3日大阪府機動隊 1コ大隊 (?33名）が増援され、警備力は 1段と強化された。

(2) 富田警察署

26日午後 5時40分、=:重郡川越村駐在所 (13名）四日市市内富田浜派出所 (6名）富州原派

出所 C6名）にそれそれ事前配置し、警戒していたところ高潮により川越村の亀綺および福崎

の海岸堤防か欠壊して浸水し、この地方は未苦有の大被害をこうむったのて署の総力をあげて

避難誘導、人命救助にあたり、翌27日午後 1時に県警特設機動隊 1コ分隊の応援を得て、計61

名の警察官となり、更に、 I0月 3日よりは人阪府機動隊 1コ小隊の増援をうけ、管内の行方不

明者の捜索班、瞥ら班、交通整俯班、被害調査班等の担当として、この地方の救助と、治安の

確保をはかった。

(3) 四日市警察署

四日市市旧叶j内の 3分の 2の約15,000戸が浸水の被害を受けたのてあるが、特に石原町は強

風と高潮により、死者27名、家屋倒壊およびその他の被害か甚入てあったのて全署旦 164名に

より、智戒瞥ら、交通整理、暴和取締、被害調査等の各班を編成して、活動したほか、市内塩

浜に替備とん所を設けて、屈夜のパトロールを強化し治安の万全を期した。

(4) 松阪瞥察署

飯南郡飯高町および飯南附方面の被害か甚大て（被害調書参回）山間部は交通が杜絶し、食

糧は白衛隊ヘリコフ゜クーによって空輸するのほか方途がなくなったのて飯高蒋部派出所を地区
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瞥備隊木脊因として、齊察官22名を派遭し、被災者の救護と腎戒、腎ら、暴剌瑕締、広報渚動に

軍点をおいて活動した。

また、櫛汀1川の氾際によって、松限内射和、多気、明和町か浸水し、全半壊多数の被宝をう

け紀勢本線は、多気Ill『地内の櫛田川鉄橋の橋脚が流失して不通となったので、この地域につい

ては被災者の救護、警戒贅らのほか、国鉄不通に伴う交通整理に重点をおき活動した。

(5) 久居警察署

一志郡笑杉村地区は、強風と哀雨によって、大小あわせて、300か所の山崩があり、死者12、

負傷者61名、家屋被害、其の他、甚大な被害を受けたのて、瞥察官12名を現地に派班し、笑杉

警部派出所を現地贅備本部として、被災者の救護、智戒、警ら、広報后動を有って、民心の安

定につとめた。

なお、この地区ては自衛隊も相当活動しているのて、その項も参昭せられたい。

(6) 砧羽警察署

志序半島の英虞湾を中心とする蓑殖呉珠の被害は相晋大きく（農林被害のところか参阻せら

れたい）再起不能の業者もあると云われた程である。

これに伴い、真珠母貝等の窃盗事案発生のあそれがあるため、県水産会等と坑力、浜島港を

拠点として笑虞湾を中心に海上パトロール（県水産会所有はまゆり 4トン）を実施し、これら

犯罪の予防、検拳を重点に警戒取締を実施した。

(71 尾鷲、熊野警察署

沿岸地帯ては高潮と激浪によって、家屋の倒壊多数におよび、［魚港を1まじめ、堤防、道賂の

欠壊、住家の流失、倒壊等甚大な被害を受けたのて自衛隊の出動（別記参照）によりこれが応

包復l日に側面的の援助をおこない、なお、暴利取締、漂涜物横領等の瞥戒、取締を厳にずる一

方、復旧救援物賓輸送に対する交通幣理等に活躍した。

(8) 名張腎察署

名張川のはん際によつて、市内の約？0％が疫水し、 この珊流によって、 琉れ込んだ、泥士

は、 床 l約 0.6米約14万{1・方米におよび、 この排土作業が白衛隊（別記参昭） をはしめ消防

団、地元民の令J」が住がれたのて、これに対し、上野署から 1コ分隊の応援を得た、臀察官45

名とともに、交通悴輝、腎戒、 W知ら、防犯の各班を編成し、排ナ作業、交通昭理および開放さ

れt^家！パの惚難予防’：年の活動に直点左閥いて腎成に＇ l,1り、夜間バトロールの強化により殆安の

万全を期した。

(9) その他の警察署

その他の智察署においては、台風直後の災害瞥憐に引続ぎ、腎戒、野ち活動を噌点に交通幣

軟、防犯取緒、広報および情報活動＾げを積極的に行って、 治安0)万↑を期す一方、 桑名、富

［］］、両署に対しては連日（約カヽ月間）瞥備要員を派追した。

Ml 県痔特設機動隊の活動

イ災害発午時の店動

a. 34年 9月冗6日午後 8時頃、県機動隊 1コ分隊は倒壊の危険に瀕した津市小森町にある
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市立「戸寮に出動し、寮民住者'OD名を県薯察学校に避難誘導をおこなった。

b, 34年 9!JL.6日午後11時、津市藤方地内の相川堤防左坪か欠壊し、孤立した住民を県機

動隊 1コ分隠か津署と院力し、同市垂水地内の安全湯所に誘導存冒った。

已災宝発生後の活動

34年 9月27日午後 6時、県機動隊2こ分隊 (21名）桑名署へ、 1こ分隊 CID名）雰田署へ、

それぞれ出動し、現地轄察署長の指揮下に入り、各災害地の智傭部隊の中核となり、所有装備

賢材を活用して、人命救助、避難誘導ならひに死体捜索活動を行ったぅ

富田署に配罹された 1コ分隊は34年：0月9nから桑名署に転進し、木苦岬惚備隊木邪に所属

し、引続き同様の作業をおこなった。

八大阪府警察機動隊の活動状況

某下全域に亘る被害の実態か判明するにしたかい、到底本県爵察官の数をもってぱ、甚大な

被害の応急措置に適切な警備活動を実施することは、不可能と認められたのて、 34年ID月 1日

大阪府公安委貝会に対し、警察官の応援派造を要請し、10月3日人阪府醤機動隊 1コ大隊 (238

名）の応援をうけ、北勢の各地区に適切な配置をし、携音装備賓材を活用して、死体拘索、野

戒、瞥ら、ならびに交通整理に日夜積梃的朋動を続けた。

ニ・その他の活動

I.主要道路被害状況のは握

2．交通関係の広報店動

3.交通規則の実施（欠壊道路に対して）

4.腎察本部における部外広報活動

旧）補給関係

出動警察官に対する給食ぱ災害発生当初、それぞれの署において炊出しを実施したか被害の

もっとも甚だしかった富田、桑名の酉智察署にあっては、出動警察官の勁称の性格上、炊出し

を継続したか給食に必要な物賓は現地て調逹不能のため、その大部分を県本部て購入して現地

ヘ補給した。

給食費は、当初り災民なみに一日一人‘片り 75円てあったか、 10月初句から物資調達の好転と

栄喪而とをにらみ合せて150円に引上げた。

なお、人阪府機動隊については、白條て設堂したが、これに必要な物胄は本県において調逹

給けした。

(12) 装備閃係

災害後の 9月26日深夜、開本部災害腎罰本部においては、開木部特科班、機動隊、警察学校

の全員を桑名、富11]地区へ忽派し、装備賓材についても危当り必要な出動衣、出勁用毛布、携

帯）］］発『｛［機、霊気メガホン、携帯投光器、叩明具内の在叩品全剖1を肌本部車輛およひ、借入車

輛をもって、投入するとともに原！、各災害地区における、市輛、整備品、貸文給品のり災現況

或いは、不足買材の凋杏を行いこれか応急賂備方策と腎区その他への緊包培援要請を行うこと

とした。

翌27日、車輛柩罰員 9名をー班に分け、桑名、富［月、門日市の一阿に派朋して、市輛用燃料

の補給、水没車輌の応急粕備をおこなうとともに、桑名署に取り敢えずウエボンキャリヤー 1
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合、ジーデ 2今、阿付自転巾？合を陀巾し、また富「［噂にぱ、ジーフ゜ 1合、スコッフ°f号凜、

窃[1窄＇ャ I曽給し、 19,1日1]閃所屈野備/I]舟艇「あさあげI在桑名方可に回航出動せしめた。

さ応に、？8日以降叩釘蘭班左北勢地図に脱在せしめて、水没市輛の応告柩罰かおこない。市輛

の稼動｝］同復在1まか7,一方、舟艇、 1・1動巾、仰付I]転巾げの民間借[.fCおこない、繁冑均区に

送った。

9 月 30 日、警察庁に要謂中てあった木閲折たたみ—Iミート 6 四の平輸を受げたのを初め、 10 月

1日にば碓．［保安庁巡悦艇により出動衣、投光恭知か、四日巾偲に荷抵心れ、 I0月3日にぱ、

州動衣、［布、ゴムナート、文墓、原fl• 「 I 転中竺多数か、近畿腎区より、災害直後の、四路をつ

いて、i閉伎陸送ぎれるなと、腎察庁、管［ズからの増賢且箭．団かその後も陸紅到済ずるにいたり、

これらは、いずれも機を失せず直おに被災地の買に配分し、齊／肩ii舌動に介効的に使用した。

(13) 野察通信関係

イ．通信施設の被害状況

県］の齊察'9[1話同線も仝体の93％か不通となった。化訥方面の桑名、宮「ll、四目市酔察署に

おいては、有細線通信施設0)•一部に授水被害をうけ、また紀州方町の思腎、熊野腎察署の超短

妓中継所ておる、南島中継所は鉄塔 2詰が倒壊し局舎も大被害をうけたか罰務中の通信職員が

暴風雨ドの也条件を克服して、応急措置を講じ紀州方面超短妓通信を確保した。

ロ． 初期通信の確保

a. 限卜の打線電話は殆んと不通となったため、腎察超短波電詰網ぱ、県下の唯一佃二の

幹線通にとして、腎察は勿論、災害関係諸官公庁、団体なとによって打効に活用され、この初

期通信の確保による災害各地からの情報は握、市後対策椋J立等に多大の成果を収めた。

b.鵜殿署の有線電話は、台風通過前の26日午後4時頃不通となったが、これを予想して

1［前に派遣した無線課員 2名による応急無線通信の実施により、 9月30日に有線電話が回復す

るまて、県本部との通信を確保した。

c.熊野署の有線電話は、；6日夜より杜絶し、超短肢電話は、同方而唯一の通信機関とし

て、初期通信か行われていたか、これか電源の消耗のため、 27日午後 6時頃通信に支障が起る

おそれがあったのて、鵜殿署へ派遺中の無線課員 1名を同署に急行せしめ、民間のものを借り

上げて、応急措岡をし、通信連絡の確保をはかった。

ハ．桑名方面の通信活動状況

北勢方面に対しては、 27日木明I9ぶ急通信隊11名を出動させ、 桑名、 富田、四日市の 3署の

有、無線施設の応急復旧をおこなった。また、水没状態にある桑名署管内の各被災地との通信

網については、有線応急電話の架設をはしめ、超短岐電話、中短波電話を配したが、その後投

入された通信施設（既設の智電を除く）を併せその配備は、次のとおりてある。

有線応急架没電話 13回線 5,023粁

電話機 10台

超短妓無線霊話

ウオーキートーキー
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ハンデートーキ親局 (PR4型）

ハンデートーキー

1局

16局

なお、これらの通信機器保平のため、 4名の通信要員が常駐した。

ニ．通信方紐設の復旧状況

a．桑名、富田、四日市署の通信施設は前述のように応忽通信隊により、 27日中に復旧し

た。

b. 打線電話は殆んと不通となったか、門方の強力な督促と鸞々公行の絶大な協力により

県本部と警察署間は27日中に50%10月 3日に全回線か復旧した。

また、警察署と駐在（派出）所間、および、その他の警察電話も 10月12日に全回線か回復し

た。

041 警察職員の罹災状況

人的被害

死者 殉職

水死等 水死

菫傷

軽傷

（全治20日以上）

（全治 5日以上？0日夫満）

1名（警察官）

4名（腎察官家族）

2名（'")

12名

第八項自衛隊の活動

昭和34年 9月27日二三重児知事の要請により久居駐とん部隊の一祁が松瞑市に、主力が北勢地

域に派述され、応急救援作業を実施し、また、同しく航宰学校のヘリュプクー、および連絡機

をもって被災地域の偵祭、孤立部落雰に対する食糧の空輸雰を実施した。特に、北勢地区の被

害の砂人なるにかんがみ、 9戸27日夜第10施設人隊の主力を桑名に派且して第;14普通科連隊第

3人隊長の指揮卜に入れ、次いて 9月30[］から第I0特科幽儀長に~—屯肌―卜の地上判隊を統一指

揮させた。

これより先、 9月29日名張I]に第10特利連隊の第 3人隊を派雌し、道路啓開作業窄を実施し

た。

I 0月 61100C(―)綿隊区分の変史により、第 3管区隊から東援した、第 7普通科連隊長を．：：：

，V災害派逍吼！隊長とし、前止の綿隊を併せ指揮し、引続ぎ桑名I]、四日巾巾、長島町、木悛岬村

等の水没地帯に主力を投入し、人印救助、食糧輸送、給水、 1防疫、桑名市南方地区の潮止め、

道路袖修等を実施するとともに、氏島町国道 1号枷の決壊か所に10月 9日ヘーリ一橋を架殺し

た。次いて 屯県南部地区に対する派逍渋訊え領に伴い ［災吉派逍，鴻隊を北勢およひ内勢両

災古派逍隊に改祖し、 10月11[]から第10特科叱隊にの指揮する同連隊、第10施設人隊、第14普

通科由隊第 3人隊専を由勢に転IIjし、名伽由、昨野rl,、尾鷲巾、 1じ牟婁都長島叫およひ史杉村

等の各派遺隊を廃止撒収した。この間、第 3牡科凸賤かI0月21日桑名にが1沿、第 7普通科連隊

と交代し、北海道の集成施設人隊字）］とともに、 2511から「木酋岬作戦」を閲始、木固岬村南

部の締切り作業を実施し、 11月5[］締切り完了、 6日似へ引股した。し後、加島、木苦岬地区
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の道路の復1日および防疫、給水、伊勢志摩地区の通信線の復Illエ市等の諸作業を実施したか11

月27日をもって全作業を終了し、一直原知昇の最終撤収要請に基つき＿こ虫県卜に対する災害派

逍を完全に終了し部隊を撤収した。

二瓜県下における活動状況およひ主要成果

場所 l作叉内容
l IIの作及！
人は概数等

瑚
•-." "--- - --._ ＿ー・ 一一 一ーー・・ - 一一 ―- - . --- - --．, -．． 

被＇足地全械
，航‘や機による柏寮、人且救出[x l~2磯II{｛和34年 航炉学校その他

ーおよひ物賓翰迅 I[ X 2機 9月2/1_1~11月叫，
---・ー""●-

| 

＇ 避靴民救出作業

1逍体収容作業（捜索を含む）
I 

氾路棺開作業

釘路応急復II]作業

I緊急物費輸送作業

桑 名 巾埒防および水門応怠復11:1作業

避難民輸込作業防疫および診 i 

瞭 1第 6管防疫隊
| 

| 
流木処理作業

城南Ill堤防Iぷ急役1日作業 1 300 10月 8日～！0月2011第7普岨科連隊第100施設人隊

城南1日現防補強作業 ］ 150 |90月 l日～II月 9日第14普追科連隊第 3人隊
…• -•-------------~~-- ---● •—---- ----…• • 9- ＂ 

I 
桑名市 v , ＇ | 

川 越村
サン，ポンプ）甘配線文援作業 30 110月 7日～10月 9[［第 7普逍科述隊

i -:—-…•••-. 9 --

1氾路袖修作業
岐阜～桑名線 97如 第 10施設大隊

桑名郡
多度町外I

四日市～多度線 9.8如 150 110月 6日～10月13[『第 3施設大隊
| 

彦根～桑名線 '3.6kml i 西方ダンプ中隊

その他

I 
•- •一•- ［ ---•-—-•---[ __＿_ ＿_＿＿＿ ＿＿9---

避難民の救出作業、遺休収容：
I 
第14普通科連隊第3大隊

作業（捜索含む）適路啓開作
200 ! 9月27日～！ ！月271lI 

第10施設人隊
凜
| 
道路応急復旧作業

第10特科連隊

桑名郡長島町ベーリー橋、軽徒栂梁架設お 100 I,月30日～II月27日第10施設大隊北部方面第成廂

よび撤収作業 i 設大隊需品学校入浴支援隊

野外入浴支援作業 第 3衛生大隊第 6管区防疫隊

l ：第109施設大隊
―--"＂" ＿ ＿ ――,  ""•--------, I 

遺体収容作業（捜索を含む） I I第10施設大隧

第 10特科連隊

び給水作業 ！ ； 第7普通科連隊

桑名郡 野外入浴支援 ， 第109施設大隊
大曽岬村 話訊ヤ 9び診療 需品学校入浴支援隊

よび貨物輸送 北部方而集成施設大隊

作業（木曽岬作戦） ：（延4,202人） ll月23日～II月 7日｛第 3特科連隊

蝶防締切作業（木曽岬作戦） 1 ：北部方面集成施設大隊

！ 
; - ---•---' I ! 

遺休収容作業 1 50 ! 9月30日 1第 l4普通科連隊第3大隊

1瓢 噂開作業 240 j,o月18日 第 7普通科連隊
三重郡）1|越村 1

［じあい処理作業 2D0 11 I月 9日～JI月90日第 3特科連隊

＇防疫および診療
| 

I 30 110月16日 第3衛生大隊
- " 

ii¥l 俯i 考

• - ~ ~ 

1 : 

i 
第14普辿科連隊第 3人隊

第 10特科連隊

330 I,月27日～11月27日第10施，没大隊

第 3衛生大隊
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I 第 10特科連隊第2大隊

200 I 9月30日～10月191い第 7普迎科連隊

I 
！第 3衛生大隊

99, ． ， 9 • • 9 9,  
I 

ー'̂’

学校等の瞥地竹業 ＇ ［第10特科冨五―第i第2第3大隊

噂涅およびltil打峠通路1,t、芯！ 800 :,o月12日～10月24Hi 

志郡災杉村'
印 fi作業 9第 ID鮨設大隊の競

川床等の排土作業 l 罪方ダンブ＇中隊

iji壊上の椋よ竹業
| | 
I i i ! •一• -—- •----

名，）K I 珀路啓開作菜
i l iijt卜』乍業

150 ! 9月29日～10月12い第10特科連隊第 3大隊

“｀復111作業 1 1 1第 14普叫科連隊冨•3 大隊
尼 節 ，li[i夕止め護岸応急復ILi作業 60 !10月II日～ID月30日

| 
校庭応急整地作業•一一9 •--9•9-,．ー•--- -- 9-• 9—’•-—^ I _ 一 _ _] 

|Iぶ急汐止め作業 ！ I 
i 

l名介および呼崎氾路応氣役111
北牟髪郡 ：作業小学校々庭幣地竹業

長島町 1

!70 110月16日～10月27日循10施設人隊

占里河l..91および中州排土作業

追路啓開作業

I - -- - •-• -- 9[--9•--• 一•
甫母追路応急復11i作業 I I ， 

迫木 "' I ! 
ク古泊（磯崎）ク

須野 ク
第14普岨科連隊第 3大隊

熊野市 350 110月II日～10月27日
i木本海岸河1]排上砂および舟 ， ＇第10施設大隊

引褐のための応氣道路構築作

：路啓開作業 I I 
| 

ー9
9,. ―J 

巳＿ 凰門作業 9-••―—- -I__9--30l9月2` -／第14粋叫科連隊翌3人隊

□界讐喜9郡 I~ご｝醤誌『素塁日 1 1 170 jli月11日～II月25日第IOI珀信構成大隊

鱈～宮前 I 

~- ~-'---------L~- ーニ― -—-•一一
桑名市！ ！ 

i 

長島町邁路応□□ィ：業 I 
第 3特科連隊

600)1 I月II日～11月27日

木曽岬村i l '北恙方面集成施設大隊

l 99 •一——―・・---9•一—'9-• ••-•---• •—J--9 •••一ー••••• ••-- 9---, 
! (1) 延人員数 約70,000人

成 （2）延車輛数 約 7,500両

(3) 延舟艇数 約 810隻

果＇（ 4) 延航空機数 約 110機

(5) 築堤 ！粁

の （6) 適路の復1日 33粁

概
/ (7) 土のう作成および運搬

（8:土砂運搬

呼 I(91 給水量

7 I (IO) 物資輸送 2,620聰

日n
 

＂し

1富田地図の瓢噂開作業
l 

巾 I~，磯崎堤防応恐役lt1作業
「4

しんあい処理作業

l防疫および診療

349,000俵

10,550立米

1,950憩
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伊勢湾台風に伴う今後の中部地区におけろ災害復旧塙力要綱

（1)全般状況と見とおし

1 第10混成団は、海上自衛隊、航空白衛隊ならびに関係諸機閲と協力して被災地合般に対

する初期の救援活動をおおむね終了した。諸隊は引続ぎ、愛知、：三重両県の冠水地帯におげる

食糧、水その他救援物資、避難者等の輸送、防疫、診療活動のほか、乾陸地帯においては、道

路の啓開、通信作業、消毒作業、入浴支援等を実施中てある。これらの諸作業は、さらに今後

相当の期間にわたりおおむね現態勢をもってこれを続行する必要か予期される。

2 第10混成団は、現に使用しうる隊力の大部特に建設および施設部隊等を結集し、愛知県

海部郡内の旧東海道応忽締め切り工事（尾西作戦と呼称する。）に着手した。この工事は関係

諸機関ならびに海上および航窄自衛隊と緊密に協力し、おおむね11月末以前終了することを目

途に作業中てある。別に愛知、三重両県内数か所の築堤作業等を実施中てあり。これらの作業

は、何れもI0月下旬終了を目途としている。

3 上記 (1) (2)号の諸作業のほか今後、請負作業を支援するための要請、または全く新ら

たな作業等の 1部を陸上自衛隊か担任しなければならない状況になることも予想される。

(2)方針

今後における陸上自衛隊の派逍行動は、所要の衛生、施設、輸送部隊等による救援活動を続

行するほか、現に実施中の尾西作戦を主体として、隊力の大部をこれに指向し、 11月末頃その

主要作業を終了することを目途とする。し後の作業は、諸般の状況を加味し適宜実施すること

とし、前記の期間にかかわらず、作業を続行して詰末をつける。このため新鋭諸部隊を投入し

て部隊の交代を行い、作業の強化促進を図る。

C 3)指導要領

1 主要な新鋭投入部隊

a, 1 lli-

連隊長の指揮ずる一般の部隊 3個大隊

現に作業中の第I07施設大隊（第 1施設人隊の 1個中隊を含む）ぱ、 第 1建設部の作業進捗状

況により交代の要否を定めることとし別に示す。

b. 3 Di-

迎隊長または副連隊長の指揖［する一般の洸隊2閤人隊

現に作業中の第！09施設人隊は、担叶作業の終了に伴い撒収する。

c. N,¥i--

施設 1、lt,11大隊を燒10混成1可長に配属する。

2 部隊の交代要領

a．前項（1)の部隊投入に伴い閃係各部隊等ぱ、弟10混成団の現有能力を低下させない範

-176--



囲において、第10混成門長と原所属賂隊等の長が相互に凋整し、交代要領の細部を定めるもの

とする。たたし、衛生判隊笠の釦紐晶ボ0.)入要およひ施設部隊等の表備、その他の交代準備に

つし、ては別に示す。

b_交代の実施については、別州するところに従い、おおむね10月20日頃から約 1週間を

もって終了することを 1_1途とする、

3 新規の作業を担任する場合については、使用する乳9隠の勢力、妓間、投入、 11考期等に関

し別途計両することとする,,

4 10月26日（ぶ派直間のピーク）における汎隊の勢力は次表のとおりてある。

3 4 年 I0 月 2 6 日における部隊

隊 区

2
 

第］0混成団本部
~ ~ - --

北勢災専派（第3特科連隊副連隊長）

第3特科連隊派心隊（第4入隊欠）

北罪方面集成廊設人隊

桑名通信分追隊

入浴支援隊2個親
~ ~~”‘’ 

南勢災害派逍(iO特科連隊長）

分 人

舷外機x2 給水セツト 2 

(690) I i 
(343) I I 
(233J I 
(144) 

(15) 
.....…—…......-

i名古射災害派追隊（第14粋心科連隊長） ’,602 ! 167 '!龍応恥諾材x3 ポー fx33 

第14普曲科連隊
舷外磯 xi 給水セッ fx I 

(I, l27) i (110) 

第！特科隊第1大隊 (355) （50) 

第302地区施設隊 26 

第i0偵察中隊 (1個伯察小隧欠） 94} 16 
-••---...........__.......·---••----•-••----...... -・ •--•-......9 •---•••_.........._......--•-•-----

尾西災害派遮隊（第13晋逍科連隊長） ！ 1,496 I 112 ポート X5じ 舷外屡X16 

第13普逍科連隊（第3人隊、第1特車大隊） I 

. l給水セツト x5
I. 130 ! (IOI) 

5 1 第 1特科連隊輸送隊 (34) 

北部方面集成施設大隊直轄

施設部隊武山臨時輸送隊 (23) （日）
. --·-·•---··--———•---·• •... --• ・ •—•• ● 

岐阜災害派追隊（第IOI固定心に教育人隊長） i 201 i 22 

第101固定泊信教育大隊
| 

(172) ： (i 3) 

第301給水中隊給水班 I c10) I I給水セット x2

6 I第l建設部給水班 1 (14) 

第10混戎団本部付中隊輸送組 (2) i (2) 
第ID武器中隊輸送組 (2) （2) 

| 
1第10通倍中隊輸送組 (1) I (I) 

第10特科連隊

3
 

第14普近科連隊筍3人隊

i,~

' 

)))

~5 

5

9

9

9

 

2(

(

~3 

5
 

(•I 

台I

76 I給水セット x2

隠設直悩甘ス 5

(6J I 
I 
| 2D1 施設屯話材 x7 ポート x5

第10施設大隊

西音ふ方而ダンプ車輛中隊(I個小隊欠）

弟317武閤中隊車輛整備班

4
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第1建設祁

第！07施殴大隊

第1]也設大隊第3中隊

＇第 3特科連隊第4大隊
7 

北邦方而隊ダンプ車輛中隊

第301給水中隊（！個班欠）

西邦方而隊ダンプ車輛中隊の111む］小隊

施設学校航外！幾朔

i第10施設大隊の動）Jポート班 ： （2) 
! -…---------~~~------
第9C補給中隊 1 53 I 25 

第 1補給隊車輛小隊

酉方入浴、洗濯支援隊 1 88 | 20 
8 

I 
i 3 管移動加熱器班

6管移動加熱器班 I 15 

I 9混移勁加熱器班 I 6 

--；_＿＿_＿ _-—-- ＿_＿＿1 --J 
-9 ―綱ー1-01一門i;；構成大隊 l•-- 169 --I 37 -••一•

10 第IOI通信連用大隊集成中隊 124 ! 28 

: I 
一

第 1ヘリコプクー隊 I 53 I IH-19x8 H-13x3 
II 

第301 ヘリコプタ—•野整備隊 14 

-～●●一—

l 

12 1第IOI輸送人隊 I 1s5 I s1 
| I 

------ -- --- - ---- - -----…------- __ I __ - _ I'-------------~-

1第10混成1廿本部付中隊 I 11 I 30 I 
1 3 ; i 

i't;r」．学校輸送隊 I 15 I 1, | 
． ．＂＂~・ ~ ~ ~ …• -- --…--9ヽヽ -- -- ------- --- -- - - --- -- -- -- , 

第叫叫中隊（桑名叫い分辿隊い、 l伽1愉恙 1ss I 53 Iポート x3 ’ 

I紅l!：□三；：；：n： I : ： : 
!06 

3,489 

(2,257) 

(431) 

(156) 

(301) 

(145) 

(59) 

(i27) 

(ll) 

431

>

g5
<~ 

(49) 

(63) 

(30) 

i施設噴器材 x52 ボー Ix10 

i2舷外機 x28 給水セツト x7

l 

:1'； 1 0i昆1戌l寸1lサi:,11りi/iriC，鳴 421 

::，i:,nぢi附fI:：’|)平、：子11

臨時'、『11」所とん地1内似隊

i 5 

叩衛屯人隊

救護隊（第 1～第4救護fif)

第 3衛生人隊

第ID衛生中隊

第301I'防衛生中隊

西，915方而隊防疫隊

内部方而隊医療班

衛生学校検水隊

化学学校消i:｝中隊

閲西地区袖給処泊出班

!6 '第10航空隊

(67) | （25) 

(16) 

(1 16) I (30) 

(6'/) i (39) 
， 

(32) j 

(49) ！ 

(12) 

(9) I.  
(50) （IO) 

(3) I (I) 
； 

. ~ 

i'  氾 I 11-19x2 IMxl 

ー••_,I ―•
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21 I 3 

>1 72 

”--，_ ---

98 4 

I 

: 30 : 

-~--------——-•----•--•-- •--•--• [--•----•----•-•-•--•---
i調査隊第10混成団分辿隊 I 26 i 7 

20 I 
調査支援隊 I 6 

- ．．ーー・ ーハー＇

21 需品学校入浴支援隊 (2個組欠） s1 I 20 
―‘"" 

22 第10伯察中隊偵察小隊 i 8 4 
----ハ--- --- --_,  | 

23 ヘリポート管理隊 I 22 i,  
----------., 

第10会計隊 i 23 I 2 

24 1 i管会計支援隊 ： I 
--

25 i陸K関連絡支援隊 I 31 i 14 I 
8 i 

i 

I第10混成団警務隊

第 10混成団本音〖付中隊保安小隊

第303保安中隊
17 

＇ 第301保安中隊(2飼小隊りく）

第302保安中隊保安中隊

惚務隊の一部
~ ~ 

＇第 306固定逍信中隊

18 （桑名通信分追隊要旦欠）

| 
I 固定逍信部模万電伯班

----------------

~' 

第10武諾中隊
19 

l管武辞支援隊

100 

28 

26 1第ID混成団資料隊
-------------------------------

27 1会叶 1，'：：し丘隊第10混成1寸1分必隊
99 99 :---- --- ---------------------

28 第 2臨時輸送隊

29 ＇第 3i7武路中整備中隊
......、．．:、、--―------------ ---

30 第301』他，役野外整備中隊

31 氾305車輛中整1崩中隊
-----、.,""'"

32 I弟10混成団監寮l涙
.......---------------、.．-------------

33 | ＼『山駐とん地業務隊

34 I ',f'仏報班

L
O
 

11 

78 

合 計

102 I 23 
・-

6 

・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・ 

氾3 I 9 

i 2 1 
．．、・- ·• 

I 

.，,. ; ＂"，.＇＂",.  9 , .  9 9 9 ,  

！ 1 38 I 12 
| 

! ---••一•一•—\_ 121 
I 

| 
I 11, 957 I l, 696 給水セット x20 ポート X195 

| 
l 

.... 舷外機x47等
””~‘ 

社： （ ）内は内数てある。

(2)派逍要請

今次災轡における部隊派辿の根拠となった尉知事からの派逍要請の概要は次表のとおりて

ある。
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災害派逹要請一覧技 （□重県関係）
． •一 -・ー・ -- - -------- -- -,  ----------••—---- -- ----̂”” 

文 苦番号要請月日 場 所！ 作業内容 i人貝等期間
•~~ •ー・・ - - - - - ---- --- --- - - •ーー・ ～ヽ•- -

間

間

間

間

間

間

l

間

間

間

間

日

間

間

叫

間

間

間

間

間

間

一

問

間

間

間

間

間

一

間

間

間

間

間

一

4
0
8
3
0
8
ク
ク

2

5
門

□
門
[
7
,
ロ

ー

亨

ク

E

5
刀
＿

1
4
I
D
D
-
1
2
1
5
0
-
1
5
8
1
4
9
2
8
8
2
9
-
1
1
1
6
8
2
0
8
2
2

ク

ク

ク

＿

約

ク

＿

約

綴

約

一

約

一

魚

約

；
ー
'
|
~
'
：
ー
ー
―
ー

'
-
"
1
9

…

＇

一

ー

-

‘

ー
機
—

，30
-
名

名

名

名

名

名

名

一

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名

一

名

名

名

ー

名

名

名

＿

名

名

名

名

名

一

0

0

 
0

'

 

D
 

。

0

0

0

-

0

0

 

。

5

2

2

-

3

7

 

;
-
5
0
5
0
2
0
國

2
0
0
2
0
3
5
0
3
0
0
3
0
3
0
1
5
0
1
0
0
2
5
0
1
0

ク

霙

6
0
1
7
0
-
3
5
0
1
0
-
2
5
0
1
0
0
8
0

喜
3
0
5

一
ー

•• 

I-

-

;

_

1

-

:

：
i

-

9

,

_

i

、
_
＿
＿
ー
！

—.,' 

等

ー

援

撤

i

輸

ー

水

ー

文

し

資

＿

給

こ

疹

線

ょ

―開
修

袖

配

お

修

u
 

療

び

i

め

啓

療

補

急

設

袖

lj

送

棗

人

多

復

＿

111

—
'
り
言

よ

ー

等

lL
烙

診

勺

竺

応

プ

業

架

紅

援

-
f

芹
＿

I
n
J

忍

ー

復

お

i

療

潮

追

び

応

一

防

ン

作

の

比

文

t

守

河

一

笠

輸

出

侃

診

区

よ

峰

堤

ボ

理

修

橋

防

畜

開

：

｀

理

資

送

送

一

防

よ

応

想

送

理喜
餌

啓

処

物

め

翰

輸

扉

ぉ

ク

一

疫

線

応

輸

処

―

．J

ー

路

ぷ

路

埃

援

土

員

者

一

南

疫

一

話

路

資

埃

救

啓

、

地

ク

お

}

丸

伯

ド

処

柚

一

翔

＿

入

咋

屈

’□
.
I
l
K
I
-
1

爪
＇
叫□〗
一
疇
こ
訓

'
`

□

1
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1
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l
i
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追
庫
救
ー
｀
｀
｀
ー
I
.
1
`
`
｀
`

-
i

寸
i

勢
一

ー

中

n
l
-

―

け

本

・

昔

―

-

メ―

＞

地

冑

町

岬

村

島

一

寸

町

岬

一

―

り

町

村

叫

島

越

i

叶び

局

t
'

艮

島

島

曽

杉

長

一

越

曽

島

曽

•
長
木
一
区
長

1
1
i

人
9

多

長

市

＿

長

木

芙

郡

i

艮

市

郡

市

よ

地

郡

罰

一

-JIi
市

区

一

木

区

名

名

ク

一

名

ぉ

勢

名

重

一

市

郡

ク

巾

ク

ク

部

―

il

郡

郡

・

弔

ー

郡

郡

郡

巾

慶

市

二

郡

市

地

郡

地

市

鯰

鯰

国

虹

鯰

：

｀

虹

叫

＿

鯰

麟

古

疇

□
疇

／

in
叩

□
＿

鯰

麟

鯰

桑

桑

桑

噂

北

桑

―

-

i

'
 

―

-

i

-

-

9

-

9

9

9

V

、
.
,
．
一
ー
i
:

日

日

日

。

，
 

月

月

0

-

0

0

-

0

-

o

l

.
 

i
_

ー

-
i
-
9
:

＇
ー
—
-
＇
_
.
,
；
一
、
―

号

1
J

号

号

一

号

号

一

号

号

号

。

＿

8

-

8

8

-

ー

第

第

第

第

一

第

第

第

］

第

i

企

一

介

一

介

一

介

企

企

介

一

介

3

； 

9月27ll I三重県ト
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(3)撤収要請

災害派逍部隊の撤収の根拠となった、県知事からの撤収要請の概要は、次表のとおりてある。

撤収要請 一 覧 表

文因第号 鳴収要請
1月日！ 場 所 作 業 内 容 撒収月日

：桑名市 避難民の輸送 34年 9月29日
i i ,  
i34年 ＇ク 物資輸送および堤防応芯祖修~ ク 9月30日

介第 265号
9月2911!='.重郡川越村 遣1本捜索等 ij 9月30日

桑名市 流木処理 ク ID月 1日

I --•--ヽ—へ•--9 /t 、―--
i四日市冨田地区, l潮止め ク 10月 2日

i桑名郡長島町
| 
避難民救出 e 10月 2日

企第 268号 ID月 11：!＇ ク 木曽岬村 遺体捜索 ク ID月 2日

桑名市および桑名郡長島町 遺体収容、水路啓開等 e ID月 4日

l I I - -

＇ ！四日市市 磯沖堤防復lri I" ID月 6日
I 

桑名郡長島町および木怜岬村 ：物資輸送および避難民輸送 ≪ ID月 6日

桑名郡木曽岬村 1避難民輸送 9 10月 7日
企第 270号 10月 5[]

四日市市＇富田地区 適路啓開 ≪ 10月 8日

桑名郡長島町 軽徒橋の架設および撤収 ド ID月8日

桑名市 サンドボンプの配線支援 I• 10月9Ei 
I 

| 
， •~~―~』

I 名張市および桑名郡長島1附 追路啓開 長 10月'2日
企第 272号 10月10日i

I桑名郡、多疫町 " I e 10月13日， 
I 

一~．~ヽ

: 
： ：桑名市 ：限埃処理

---―- ---I 

介第 274げ^ 110月15日＇桑名郡木曽岬村 I 
ク 10月16日

11足防迎路応恐補修 ,- ID月17日

＇ 桑名郡川越村 堤防応急補修 ヶ 10月20日
i - - ---------------- l 

介第 275号 ID月17日

' ~- -•一•- i 
介第 277¥JIIO月2011

I 
一志郡笈杉村

5
 

2
 

）
 。

~
~
 ー'L' 

8
 

？
 

2
 

rI 
げ介

能野市およひ北4‘婁郡長島町

尾箭市

北勢地区

桑名巾、四日市1行、桑名郡艮島町

木曽i岬村、＿こ，li.郡Ill越村
--

介第 279号 1,0月30日'
ー：i[県 l‘

| 
一一------- - - -- -一、--

| 

I 
＇免名郡木曽 1'1叫1
桑名市城南

介第 282号!II月 51l ’ ._＿び［郡）1|越村

桑名部長島町
| 
．ー-----—--、---、- ----------

| 
企第 284号 1！月 10日桑名郡長硲町

1---------------—---------～ --- ｀一ヽ— -- ---

企第 285号II月15日北勢地区（田代ーII雁ケ池を除く）
I 

救援物賓輸送
| ヶク{ 1 0 月1 6 日

10月17日

10月20日
--------- -

迎路唐開等
II 'み: 

10月23日

， iO月24日

追路駆開 /9 ID月27日

ん ク JO月30日

人員輸送 /9 ID月30日

力 10月31日

ヘリコプターによる人員救出およ＇ヶ II月 1日

~ー了

潮止め I• II月 7n 
埒防補強

l I" II月 9「]
陣埃処理 ク 11月i0日

ペーリ一橋架設および撤｝、 々 li月10Fl

:.~,.-

： 
疎間学；代の物資輸送 I• II月14日

I •一 _JI ―
遥路啓開 】ク '1月19日

I I 
・•一・ ~~~． ＾ ・
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桑名部長島町 防疫およぴ診療 ク II月25日

志摩および中南勢 霞話線復I「I I,, 1!)]25日

介第 286号 11月20日桑名郡木曽岬村 ＇給水、野外入浴支愕、軌l’万~ !• 11月27日
、 l

i北勢地区（田代ー雁ケ池） i恣路夜開 I• 'I月27日
| 1 | l 

~ ~ `—~ t~‘‘”t~~ t.~. 

i |＇  
企第 289号 II月2511Iで直県下 ！総括撒収 " : 1月27日

| | l 
．ぃ-~/ ~."" ～ ＂~、~．" -V  ̀~ " 

2 救援およひ復旧支援作業

災害派遣の実施を適切ならしめるため、胄親活動を活発に行った。ずなわち、団本蔀におい

ては昭和34年 9月26日屈から情報勤務は非常態勢に入り連絡幹部各 1名を中部管区腎察同およ

び名占厨気象合に派翡し、また、各隊区担当およひ、地区腎備担任9笥隊長等においては、関係

各県庁、各原腎察本部およびもよりの気象合等へ連絡者を派遺した。これら情勢活動の実施に

当っては、台風情報、被害状況、郊隊派迎の要否、交通通信状祝および部外機関等の状況等を

爪点とした情報資料を収集させた。

部外機関等と部隊との電話連絡は、所により詐異はあるが、おおむね26日午後 8時ごろまて

は確保されていたか合風通過に伴う、被害の続出によって逐次とたえて打ぎ、し後は宇として

佃線機および伝令により連絡を保持した。たたし、中央との冒応恵絡か終始確保され迅連な報

告連絡等が実施てぎたのは幸いてあった。

次に各作業の内容について述ぺる。

(1)応急救援作業

I.要 旨

台風の荒れ狂う最中から応急救援の作業は開始された。応忽救援作業とほ、前述のようにい

わゆる「従来塑」の災害派遺の作業てあつて、今次派遣行動の初期約 1週間程度における作業

の主体をなすものてある。この作業の内容は、人員救出、遺休収容、緊急物資輸送、給配水、

応急道路啓開および応急堤防補強等てあるか、この時期における行動は汗動状況下における行

動であつて、これら作業は、被災地における衣食住を初めあらゆる可の不足、欠乏、破壊、悪

臭、混乱等の中て強力に清実に、かつ、迅速に実施されなければならなかった。順次項をおっ

て主要作業内容別に述へる。

(2)人員救出

26日夜半より陸上自衛隊の救援が三県下に開始された。 27日制から三重県北勢地区におい

て、三重地区警備担当部隊か主力となって水中に孤立した屋根等から、救いをもとめている搾

い人命が続々救出されることとなった。 I0月 1日まての救出人員は、三重県下に於ては約1,510

名てあった。あわただしい各種応急救援作業の実施されている中て愛知、三重、両県当局お

よび関係市町村等の説得ならびに10月3日の人潮の脅威等により、いまだその例を見ない 1万

数千人におよふり災民の集団避難が実行に移され、日米両国のヘリコプター約40機による大空
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輸作戦および海＿1:-白衛院餌によるほか、所在の部隊は全舟艇および市両を可勁して救庄輸送を

実施した。 これら避難者は老幼者を主とし、 10月 5日まてに ~叩，直］係は約2,500名て、鈴鹿

巾附近または伊勢古附近へそれそれ収容せられた。

C 3)遺 体 収 容

前項の救出作業等に併秤して犠牲者の遺体収容が実施された。倒懐家屋等の下から、戸大な

涜木の間から、或は濁水の肢間から自衛隊員の手によってI0月 3日まてに引揚げられ収容され

た逍体は、ご直県関係の分は152体てあった。 （桑名市、長島町、川越村、木許岬村）

アンドセルを背負った幼い女の子、齊ん坊をしっかり胞いたま主の恣の「｝親か元気—•杯の若

い隊員も思わず沢を涜すような悲惨な作業が打われたのてある。

(4)緊 急 物 資 輸 送

恐怖の一夜が明け、破壊涜失等によって衣食住すべての物を失った、 り災者砕に、海水の澗

と化した中に唸点と孤立した人人に、痔力かかえ復1[lへの音慾を直挺燃えたたすものは、何と

云っても食糧てあり、毛布てあり、衣炉てあなすなわち被災直後、被災地上窄在飛ふ救拠の

ヘリコブターに対し、水中の困根の上から手な振って千頁似て食べ物を要求する老人、残存堤

防ヒに着陸したヘリコプターから食紺を奪い合うように特帰る男女の姿なと緊恐救援物資の輸

送の価値はきわめて人てあった。

この作業は 9月27日から開始され、―田県てもヘリコプター、舟艇、巾両窄により輸羨され

ID月 1日まての字な緊笠物資輸送状況は次表のとおりてあるか、この作業は第 2図］以間は「配

水給水作業」として引」．けるまて継続実施された。

物
F
ず

t
』日数

三咽北勢地区
蹄詰、 ミルク、 11用品、衣類、ローソク等
毛布

輸送機械
~ ~ ~ 

316} 舟貯、ヘリコプター、車輛

(5)給 配 水

災害により、給水源守を破壊活染され、また水没された地域に対する給水セットによろ浄水

等の作業（以下配水）とに分れ、前者は施設部隊、後者は一般9咆隊において担‘']て翌るものて

ある。

配水については、特に今回のような広大な水没地帯に対しては、水クンク、 トレーラー、水

クンクローリー等による以外に携打用食罐、石油罐、ー升ピンおよびビー lレビン等の応用容器

ならびに水縮等を舟艇によって末地に配分する方法を実行した， 命の綱てある 「水」 の補給

は、給水セットまたは他の水源地からこのようにして各戸に実施された。給配水を二菫県て実

施した区域は北勢地区および松阪市てあって、 10月5日まての給配水量は次のとおりてある。

(6)応急堤防補強および道路啓開

第10混成団においても、防衛庁長官の決裁を得て桔極的に支援する決音となし、新たな態勢
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をもって三電県て1ま、桑名市城南地図堤防の締切に芹手し、 10月中句に一応蹄切を完了した。

締切り作業の価値は各方面において感謝され締切りの度ごとに感激の「万オ」かまぎ起り復冥

の気蓮か各地にみなぎって来た。

自衛隊においても大英断をもって、創設以来初めての作戦名を冠することに決意され、自衛

隊の大締切作業に、尾西作戦、南陽作戦、木曽岬作戦守と、呼称することになり、10戸16日付の

朝日新聞朝刊のトップ記事として報母された。本原ては木曽岬作戦によって大成果をあげた。

(7)木曽岬作戦

木曽岬村には、陸上自衛隊による木曽岬作戦と称し、次の如ぎ大規模な応包丁事か実施され

たのてある。

木菅岬村に対しては、当初から救援およひ復旧支援作業か実施されたが、 I0月25日から同村

最南端部の藤里から源禄に至る間の応急工事か開始され、一般謡隊（第 3特科連隊）と施設部

隊（北部方面集成施設大隊）との混成部隊をもって11月5日完成した。本作業完了に引続く業

者等の最終締切終了によって、 11月18日には排水が完了し「木曽岬島」か再現した。本作業1ま

全部隊か海上自衛隊舟艇によって水路現場へ輸送投入され、堤防構築用土砂を作業現場から取

得し主要施設機械をフルに活用して遺憾なく混成部隊の能力を発揮した点か特徴てあり、その

作業の内容の概要は次表および次図のとおりてある。

木苫岬作戦作業経過およひ成果表

部隊名 第 3特科連隊 期 間 自 ID月25日

北部方面集成施殺大隊 至 11月5日

災害状況 堤防延長 1.680m 

破堤か所 5か所

破堤か所延長 968m 

丁要竹業 堤 防 締 切 5か所 698m 

土のう作り 50. I 00俵

七のう連搬 27.860俵

士の う 積 42. 976俵

杭 打 3,207本

慮 土 7104m3 

作業醤 人 員 4,704人

般車両 185両

ダ ン プ 43而

プルドーザー 30合

海卜＿自衛隊支援舟艇 V. P. 38寝

L C M 30グ
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翌名己亘 木曽岬作戟状況図

咲人●

畜 •r 疇遵

］ 
艮 I

＼ 口 唸

息＼習

町 111 ¥悶

木笞岬作戦設計図・断面図

(8)道路 啓開作業等

1.要旨

道路啓開作業のうちもっとも、問題となったのは、名古屋市と桑名市間の国道一号線の早期
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恢復てあり、海：祁郡地区の排水の見とおしと閏連して、冠水氾路の慮；卜げ丁法窃か択られ、白

衛隊の実施したベーリ一橋の関夜、迂回路の罰築雰のほかは、中濯地方建支1はか実施した。

-•重じ，［中南勢地区においても、河川の氾陸笠により各所に大ぎな被害をうけ、流失して全吠

跡形もない氾路もあり、山岳地て岩盤訴出のため作業困難なところは爆破により、人のみ酒庁

出来る道路を開殺し、或は其の他の道路応急丁事を実施して、主要な道路交通を確保した。

2.国迅 1号線の復l日

重卯、長島加の流失した長栄橋を白衛隊が宝施したベーリー概0)跨丁と同時に、建茂省にお

いては「トフム罐1法」と称して国道 1号線の両路口にトフム罐を並へて怯団とし、路而腐を

1.5米鼎上する l・・市が屈夜を分たず進められたのて11月 5日に完上し、 同日より三市印、と名古

屋市との交通は開始された。この丁法は全国て始めてのものてある。

3.応急道路啓開

国道以外の木的岬、．に島、四日市、川越地区の決壊道路の袖修も、その他の救院什業と併行

して北勢災害派遣隊により、作業）］の許ず範囲て、宇として人）j竹業により、継尻主胤した。

第10年'i科‘i罪隊笠の南勢地区転進に伴い、 10月 6日から新たに交代した第 7普通利連隊等をもっ

て、引続誉同作業および岐阜市方面との連絡てある戸津ー桑名間の道路維持作業を実施した。

10月26日から交代した第 3特科連隊、 化部方而集成施設大隊を拮幹とする北勢災内派遺隊

は、 「木炉岬作戦」終了後、木曽岬、長島地区の排水の進捗に付い、 11月11日か応11月30日ま

て全面的に応包道路啓開を実施した。

二重県北部地区における道路啓開等に関する第10混成団行動命令

1 北勢災害派遣隊が実施した「木箇岬作戦」は11月 8日終了した。

2 第10混成団は、―--．．i"殷知市の要請にもとづぎ、 平県北部地図の排水後の乾陸地におげ

る、道路啓開等を実施した。

3 北勢災害派遣隊は、 11月11日以降、前項の道路等の啓開および補強等を実施せよ。

作業実施の細部に関しては、第10醗成m長とー・爪原知市との覚内にもとづき、二玉県土木部

長と明地において相互に協クビせよ。

第10混成団長 陸将補 熊谷卓次

添付書類別記

あて先

配布区分

北勢災害派遣隊長

「GI」

陸上謀僚長

自衛隊中部地区災害対策本部長

中部方面隊準備本部長

北部方面総濫

第 3 管区総監

尾西名古屋災害派遣隊長

第10混成団久居連絡所長
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関丙地区補給処小牧前進補給所罠

各部課長 各 1部

誇 証 第10混成団本部第 3部畏 1宮陸佐斉藤常屯

伝達方法 要旨口達後文書後送

伝達終了時 刻 II月8日II時10分

北勢道路幣開作業等に関ずろ＝市県と自衛隊との覚内

昭和34年11月10日

--～: 重 県知事

陸上 目衛隊第10混成団長

田 中 党

次卓谷ビ
3
i

＾
目
"

団路の件に関しー重卯知事と陸上白衛隊第'0混成Ell長と協諦の結果、下記のとおり実施一令 7,

ことに取り決めたのて、それそれじ後の業務指導のための覚円として記録する。

I.作業の目的

排水後の乾陸地における主要笥路の応急啓開等

2.作業の湯所

(1） 二重県桑名市

ア新応敷一—ー小貝須線

イ 和 ［化ー一干 拓 線

ウ 桑名市街地東南郊

(21 て重県長島町（北部）

ア 県道多妓ー一長島線（但し窃座一下坂手、間を除く）

イ 県道長島＿停車場線

ゥ西 川一一高座線

(3) 主重県長島町（北部）

ア 原道篠吉ー一十日外而線

イ 鎌ゲ池＿茂ケ多頁線

(41 木笞岬村田代＿陥ケ池線については別途に調幣する。

3.作 業の範囲

別図の通り（省略ずる）

4.作業の期間

自昭和34年11月11日

至同年11月30日

5.作業担当郭隊

北勢災害派遣隊長 2等陸佐 藤田義喜

6.作 業の程度

設計は県側の担当とし作業の程度は図示のとおりとする，』
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7.賽 料

作業に必要な買料1よ三重只側において準備し作業担当部隊の要求する場所に運搬集朋するも

のとする。

8.県側の提供する施設および器材咋

（別記のとおり）

9.土建業者との関係

自衛隊と土建業者との関係ぱ一切県側において処理するものとする。

10.交通統制

自衛隊の自衛隊車両についでの対地方交渉ぱ、すべて県が交渉を実施ずるものとし、直接地

元市町村等と実施しない。

11.補償その他

現地の畑その他、地上刹権についての交渉は、県側て担当し作業に支障のないよう処理する c

12.今次作業をもって三重限下に対する伊勢湾台風による災害派遣（防疫給水を除く）を終了

する。

作 業 名＇ 工事の程度
•-•~ - - ～ 

＂ 
l 路而決壊か所1理戻し補修

r3s~404 

I 和 泉―「打線：大ス／カトロロニ庁皮 ：二〗
I I 路面の決壊か所兜戻し補修

2 新招敷小且須闘 2 人決壊か所20米上俵積杭打盛K

i 
3 白動 3輪4い［行可椛程度

-

: 
3 ltt}j氾 長硲停市場線

2 

a 
4 i！り）II 高粋

1

2

 

．
 

礼J
9
 

々

1

2

 
，
 

勺
K租î 

r
卜
9

,'9 
ヶ”! 

I/~ 
池ヶ恨̂g

 
5
 

胃1面補修

トラック辿行ii]椛程良（有効11]員3.5m-<m)
一—- -------....．・ • --. " ".... •一······-- -

砂利連搬敷ならし

自勤3輪 •l直行可能程疫（在湖111 員2m-2.5m)
・・・・-・ ・-・ - ・・--・ 

砲提路面噌形

リヤカーの31月行99［能程度（有令）JII]員2.0m)

6 幅 I l 砂利）州搬敷ならし
i「---1-11夕甘研i,）'，

, 2 トラック連行可能程度 (h対川］旦35m~4m) 
， 

7 多
l 路面袖修

良 長島線
2 肖動3輪車の叫行可能和Ifと（有偲Jill員2m~25m) 

一一 ―- - - - - - -
~ - ---

I 

8 槃名市街地東南部 路 而 袖 修

備 考 I;,．行可能程良は最小限度とする
I .....• 
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資 材 表

I 
•一.. -

所 要資材

番ウ Ij午 ．業 名 I •一•一• 集柏地および

| i品目規 格数：i，I凡柏几「 [I
---- ------ -------•ー・．．，．． ．． ．．．．．．．．．．．．•ー - -------・・・・・ ----··•一•- -------------・ 

I l 

土 俵塩カマスを餘く I,000依
： 

和 泉干拓線杭 l¢ IO~15cm長4m I 100ぷ 34月II月II「l
lク",, 2m I 100本

2,400米 i
鉄紛 3.8mm 線 400米 小貝須浜決壊現場

I 
流縄i

| 
40巻

| ------1•一•一•• --•- -•一· •-—- •一•一•一ー・ ・ •---・ ••---•---••-· •• •一ー•一•--- • -——-
l土 俵1塩カマスを除く

| 
600俵

i 新摺敷•ー・小具須線 抗 ¢ l0~15cm長4m~2m 50本1 34年II月！3日
2 

190米 鉄 線 3.8畑線 200米［新屋敷砂利採取場

長 ： 1 ：I 力 f， ：長島叉 •一
杭¢ 10-l5cm 長4m I 1,000本

ク≪ 1;2m I 1,000本

ケ池四ケ須線鉄 饒 3,8隅汎線 4,000米 11月I! ［I 

5 1 1,700米 ！荒 縄 100巻鎌ケ池作業現場

1板村厚4cm 11J 18cm 艮4m
300 

平方米
角材Iク 7cmx’1cmx4m 20本

釘 1 6cm60キロ入 li!!I 

' 6 1·- 福＿—-一＾＾、吉二．＿＿ 1_＿I⑰虞線―--：--t........-＿、i―--------＂‘‘、 - ----• ----
870米 l！なしi

-＿し＿＿ ＿ 1＿＿、 --------------····-·············!·····—•一ー[ ---
7 多 度ー長島線；な しI I i 

一一―---"＂ --- --、一ヽ ----- 、 .. .. ..... ...... . . -----;,  

1土俵I 13,760俵1

i 杭 14m I 1. 1so本i
I I ~; I ; ; I ; : ;~~;1 

| 
'， i 2 m I 1.100本

計
鉄線 I 4,600米
荒縄 i 160巻

板材
300 

平方米
角材 20本

，釘 I 1樽---~ ・ ------ヽヽー一ヽ ・ ・ --・ ---~ 

県側の提供した 施設および器材

施 設 'I 器 材----~-----------------… 
I 'I I 

N o  I種類 ，場所 i期間I備考¥No 種 類，規格数罰備 考
i | l | 
一~．＂．~ ~・

I 
l 砂利採取湯 奥 新 田34.II」I1 ,1 1 1クVーンジヨベ；日 2台1精込施設を含む

2 ク 肱江北西～11301 ii 2'自動 3輪車 i1 5~2t積 20台

3 i ク 東 野 3 リヤカー j 20台土砂積込設備左含む

4 1 ク 長良川I I II; トロッつ線 500米（都羅＿ i 
| 

， 赤池）＇
ii 5 トロッコ台車 10台

] I I I | 6 モ 9 コ 50組にない棒付
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4.三重県伊賀および南勢地区

(1) 名張市道路啓開

名張川の氾罹により、平水位より 10米以上も高い名張市内に浸水し、市内の道路を閉塞した

のて、第I0特科連隊第 3大隊か昭和34年 9月29日から10月12日まて、市内の道路啓翡排土作業

を実施した。

(21 南勢地区道路啓開等

災害当初は三重県下の通信か杜絶し状況不明てあったか、逐次被害状況か判唄し、 10月4日

久居駐とん地に第10混成団久居連絡所か渥かれ、第］0施役大隊等により作業のための本格的現

地調査を実施した。

10月12日南勢災害派逍隊が編組され、計画的に救援活動を実施した。

R 一志郡芙杉村においは、豪雨による山崩れと、雲出川支流の谷川の氾陛により土砂を

流出して、道路が寸断され学校等が埋没したのて、第10特科連隊の主力をもって、これらの復

旧にあたり、延長約I,300米の道路の啓開、補修、 1か所の応急架橋、学校の排土作業等を実施

した。

n
 弓内

{
沼ハ

＼

一

又
名

S

、 芦遠

奈佼＼~;,'\ ----~- 0 廷 9且’尻

南勢（美杉地区）道路 啓 開 実 施 状 況

• -^ 
部隊I第10特科連隊

第 IO施設大隊
直人員 4,281人

し - - |I.--•-- I - -
雙四9134,10, 14~ 10.24 ：！ プルドーザー

作業，道路啓開等
|―..,!  l)-4 1 

i 

涎 長 1,494米
コンプVッサー 1

内容 i
器材

上 屈 3,893立方米 i噂 tダンプ IO 
!I I 

水路啓開 742平方米， 1 
噂 tカーゴー 35

架 橋 1] Iし一

南勢（尾鷲市、熊野市）地区道路啓開実施状況

凡例 （）実施場所
~ ~ ~ ........... --・・・・・・-------------・●̂ ̂ ”‘”~~~ 

1 第3施設人隊

部 隊 ［ 第10施設人隊

； 九州四部方面のダンプ中隊 ~ ~ 

-―  

期間 I 34. 10. !1-10.30 

心路許開

延長 'l,745米

11,536立方米
作菜内容

土鼠

校挺整地

水路啓開

架橋

20.650平方米

4.620 ク

4 

3,689人

i 2 %tダンプ 2 
-------- ------ ---•一・

| 4 t ク 16

器材 プ）レドーザー l) 7 

ク J)-4

コンプレッサー 1 -

延人は
l 

2
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⑪ 熊野市、良島町、尾腎市等海岸地帯は高潮により海岸道路が決壊し、海岸の砂の吹ぎ

寄せにより河口を閉塞し学校、民家等を埋没する等各所に大きな被害をうけた。

復旧にあたっては、機械力の使用てぎる熊野、長島地区には、ブJvドーザー、グレーダー等

を輸送し、プiレトーザーによる海岸、河口、学校等の排土および爆破による応急人道および爆

破による応急人道の啓閲、 木橋架設4か所を含む応急道路復旧作業等延7700米を実施し、 1月

28日撤収した。

(9)物資配給および配水作業

要 旨

応急救援段階における緊急物資輸送および給配水作業は、今次災害の特徴てある広域長期湛

水のため、第2期以降も依殊継続実施され、堤防締切作業が表芸的華やかな戦斗場面てあるの

に対比して兵姑支援的裏舞台において連日定時的に碧実に実行された。締切作業はフラッジュ

の下に報道関係者とともに在ったが、配給水作業は常に罹災各家庭とともにあったのてある。

現地における作業実施状況の 1例は次のとおりてある。

配給作業は、各種手段をもって配給の基地に集積された食糧、寝具類、衣類その他の生活必

噂品等を、舟艇、車両または、普方をもって主として水中等に散在する補給集積所および各集

落等に配給輸送するものてあってその要領を図示すれば、次のとおりである。

配水作業は、浄化消毒された清水を水タンクローリー、水トレーラ、水道等の正規装備品以外

に応急救援作業て述べたような応用容器をもって、舟艇な氏びに車両雰によって配水地点等に

連振ずるものてあって、その要領は図示のとおりてある。本作業に直接玉要な地位を占めた浄

水セノトは、昭和34句8月の岐阜

児災害派逍の体験を活かして早期

・『配され、昭和］34年10月7日には

合，汁21セノトを保f]した，J

―・団県長~島町 4 七ット

第10施 設 人 隊

第 109施設人隊

(10)通信復旧支援作業

要 旨

この合風により通信施設が重大

判肖配結菜餞図

国二互］
叫悶訳） Sコ．祉t

こ
鯛悶霊五

i!lit水系統図

『水9原了内外

図叫＇プ jー限；l

喫 A(t いう—翌

四砂9919み戟l

口；］閂
区五］雪記B

回’←迄）

な被害を与えられた軍々公社は、全国の技術者を東海地区に集中して鋭意その復旧を閲始した

が、被宮はf想外に人きく、閲係各県知事はその復 1日を促進するため自 1均隊の派逍を要請し

た。これかため、 10月4日第10l通｛い構成人賤か配属され、 同入隊およひ第10通仙中隊の一部

をもって愛知、 t：王、各県下にわたる通信施設復旧作業を文援した。作業は東海通伍局等と虚l

整してその方針に従い、該を要するものから逐次実施された。作業の内容は主として地方幹~線

における霞柱の建直しおよひ傾斜なおし裸線およひ支線の張替および調整、腕木および似子の
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取替等て特にで煎県の志摩半島は泥澤のため、作業ぱ困難を弐わめたが、隊員は平素の訓練の

成果を最大限に発揮し、旺盛な士気をもって突貫作業を行い、すへての要請を満たして11月26

日まてに全作業を終了し、第101通侶構成人隊は11月30日原隊に復帰した。

2.作業内容

作業内容は次表のとおりてある。

、一、 作業）J！i 第IOI且f1恰樅成入隊 i

地区 I人艮 9EI 数 1
-------------

志 摩 地 区 73人 i 15日 ］第101辿信構成人隊は人旦l80名てV--17.18を各2台装備

伊勢地区 I 73人 I 15日 I
松阪地区 I 14人! 8日 1

箇
J~: 

要

3.作業成果

本県における成果は次図のとおりてある。

(11)衛生支援作業

I.要 旨

災祖派逍の当初において

金原衛生監自から自衛中部

災害対策本部員として来名

し、災害全般の実態をいち

早く承知把握し、刻々入る

情報に分析検討を加えると

ともに、一方これに対処す

ヘく全国各地の衛生科部隊

に次々と派迎の命令が発せられた。

この時に当り、中央および現地において衛生科部隊の指揮運用の統ーを図り業務遂行を斉整

円滑ならしめるため各種の派翡衛生諸部隊を統一連用する指揮機閃設阻の必要を認め、ここに

臨時衛生部編紐の構想か生れた。

10月10日前後に至り、増援を命ぜられた衛生科部隊か逐次守山駐とん地に到眉し、衛生科部

隊の勢力が増大した。 中央および現地において数次にわたる編成準備会議が開かれ検討の結

果、 10月19日12時「10混行災命第 3-118」により陸上白衛隊初めての衛生部が第10混成団臨

時衛生部の名のもとに武9日 1 佐を音〖長として編紐された。

治療後送支援においては、災害派遣初期から被害者に対する応忽治療および患者後送が開始

され、治療後送は10月30日まて実施し、名古屋地区および尾西地区ならびに三重地区にそれぞ

れ 2個救護班（救急車を付す。）を派遣し、遺体の輸送、民間患者後送等を実施した。また、

衛生学校、 中央病院から派遣された看護班をもって名古屋束市民病院の伝染病142名に対する

診療看護を実施した。

-192-



治療後送に従事した勢力は次のとおりてある。

（三重県関係のみ記載する）

（救護）

部隊名 （） F..M. 芹f 装備

第 3管区隊救詭隊 2 6 8 診！寮資材

（患者輸送）

部 隊 名 （） F.M. 叶 救急車

第 3衛生大隊 19 ~o 10 

汗動場所 派避期間

ーニ直県下 34年 I0月 2日～II月28日

活動場所 派逍期間

二］［原下 34月1'10月 6日～11月30日

防疫支援においては災害により環塙か苫しく汚染された被災地の伝染病防あつのための防疫

活動の強化に伴ない、 10月3日津島巾、 10月4日四日打巾およひ桑名巾の一部排水地帯の防疫

支援を始めとし、逐次、各地域に展閲し、 12月 8日津島巾の防疫を最後にその作業を終了し

た。全面積は約200平方粁におよんた。

また、冠水全域の捏虫駆除のためfl-19ヘリコフ＇クー（航空自衛隊機および陸上自衛隊機）

による空中柴剤散布を 3回にわたって実施した。この間、特に汚染のひとい名占屋巾南区には

3回にわたって地上防疫も実施した。

一方尾西地区の陪場水道源の汚染に伴ない減水地帯の水質検査を実施し、その検査数は216

検体におよんている。

三重県下て防疫に従事した勢力は次のとおりてある。

部 隊 名 （） F.M. 計 防疫用主装備 派 坦`屯 期 間

第 3管区隊防疫隠 2 37 39 咬務器動）J式 f 34年10月2日～11月11日
‘ 手拝式

第 6管区隊防疫隊 2 29 31 肘 5 // 11 /l 1 D日～12JJ10日

二重県下における防疫実施成果は次表のとおりてある。
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(12)入

I.要

災害発生後旬日にして、需品学校入浴支援隊61名を11］長とし、西郊方而隊入浴洗濯隊88名お

浴 支 援 作 業

旨

よひ第 3、磨 6管区隊、第 9混成団各移動加熱操作班29名は第10補給中隊長に配属して、人員

叶178名、ならびに野外浴糟）4セソト、移動加熟器28基等を逐次愛知、 二重両県下の災害地に

展閲し、作業と実施したか、この間給水およひ開設地選定等の困難性を克服して主として被災

地前線ならびに被災者被難地域に開設し、被災者およひ入浴困難な行動地の部隊に対して入浴

支援を実施した。

湛水地域に開設した野外入浴場には、舟て入浴にやって来る被災者の笑顔も見られ全員の士

気入いに揚った。

2.文援状

•一•]［県の被災地における入浴文援隊の展開状況ならびに入浴支援の成果ぱ、次表のとおりで
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l ＇ ＿m．県桑名郡長島HJ i 愛知県中島中学校（凧県か
伊 勢 大 栂利用するのてあるが地勢」：）
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＿鐙ー•一~•ー●一~水 - 源i 長良J11より給7k | ＿直火栓より

196-



(13)輸送支援作業

I.要旨‘

伊勢誇台風ぱ一夜にして土怒地図の蛉送槻閲、および施殺に大祖害を与え、鉄道、渭路によ

る交通は全く杜絶した。

自衛隊においては、一般屯輛はもちろん武諾、通信、衛宅施設窄のあらゆる市輛、舟艇およ

び航堂磯を各種輸送支援作業に動員した。

見渡す限りの水、その水の中に孤立する被災者、その水を徘除するための潮止め作業（堤防

の締切）給配水に、食糧に衣料、または肪疫、医界にあらゆる而に輸送力か投入され、車と舟

と航空機の文字とおり陸、海、空の一貫輸送か2箇月有余の間、複雑困難な状況マにおいて実

施され、この間舟と車との衝突事故を起すという笑えぬー慕もあった。

2.空輸作業

災害派咆の初期、道路、鉄道等の陸上輸送機構は一時的に完全な麻ひ状態となり、航牢機に

よる輸送を除いては、ほとんと杜絶に近い状況てあった。

救援物資、器材等は全国各地から航空白術隊の輸送機 (C-46)延67磯、米軍輸送磯延43機

計延110機により 9月27日から10月13日まて573トンか小牧空港に空翰された。

3.道路翰送作業

（l) 各災害派遣部隊の装備市輛または、臨時国組或は固有編成の輸送部隊により、学独ま

たは他の部隊に配属されて、初期から撤収まて、冠水、後方地域を間わず、打動可能な地域に

は屈夜を分たす不眠不休の活動か続けられた。

10月6日16号台風来たるの報に輸送科部隊は、深夜直ちに市を連らねて避難民輸送に條宵こ

れに従市する等、その効果は大なるものてあった。

(2) 災害派逍部隊の装備車輛はもちろん、 臨時または第101輸送大隊等の同有編成の部隊

0)巾輛もその85％は救援作業に充胄され県（市）および日赤等の文梃翰送に、主たは雌難民輸

送や迅路消捐、薯開に伴う輸送咋に従市した。

可］限における部隠の中輛装備劫は次表のとおりてある。

．t ~~ I'% た9
t i I %t A 

~. ~ |！, ＂2ダ~••-怜-ン-----プt----! ＇| - -‘ハヽ•-- -…-6 ｛―也---—~—計----~ ---2 1らt 4 t旦 t't部 隊 I¥;， ヵ'、＇， ヵ←ーマ‘',! ダンフti ",'|4'~ レ―ッ~~ カ，ーレ・ッガ,； l その| | 

北 jl 3 ;I 
26I 9 ｀ -- 22 

241 
！ 

70 
l O 4 Iり 21 iO ， 66 

勢 その他 2 2 s 
I 0 A 53 38 39・ 133 

南{14 i3 Bn 16! 2 4 22 
勢 IO ],; l31 5 5 27 

i 

50 

61 

: 

WAダンプ 3 4! 37 
i 

4.水上輸送作業

水上輸送は、当初陸上白衛隊の各怒隊、および施殺科部隊の装備ずる動カポート、折たたみ

舟、攻撃用ポート等214隻、ならびに舷外磯等の附属機具か陸および空輸により緊急翰送され、
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これら器材をもって現地て、被災者の救擾作業に従亨するとともに潮止作業の士のう、木材等

の輸送を実施した。

救援、救護等の補給レート、および水上輸送作業の一例は次表のとおりてある。 10月初句か

らは、海上自衛隊の艦艇73隻の海上輸送力も加わり、人員救助および物資輸送等に従事した。

特に潮止め作業のナのう 195,000俵、万のう269.500俵その他材木、かまず、麻袋等の輸送に大

なる輸送力を発揮した。

(14)その他

1，非常用糧食の管理換え

災害発生直後、愛知県、三重県から被災者用乾パン補給の緊急要請を受げ、守山駐とん郁隊

から愛知県食糧事務所へ12,000食、久居部隊から三重県食糧事務所へ4,000食の管理換えを実施

した。その後、陸幕において、 約270,000食にのぽる乾パンを全国から航空、または陸上輸送

により被災地に投入された。

通常はあまりかえりみられない乾パンが、ヘリコフ゜クー或いは舟艇て蓮ばれ、孤立した被災

者の命の糧として貴重なる価値を発揮した。

2.被服の放出

応急段階において、愛知、岐阜、三璽各県からの要

請に基ぎ、次のとおり被災者用として中古被服を霊品

補給処および関西地区補給処から輸送し、貸付を行っ

たが12月に入りこれか譲渡処理を実施した。

その数量は、表のとおりである。

～～～ ～～～県別
\~ I三重県

品 ti.ニニ・：：：：：：三 一
夏服上依 8,500 

々ズボン 12,500 

作業服上依 I 20.000 

計
I 41,000 

．，~―,,.ヘヽ~… /tハ」＾ーし

伊勢湾台風災害派遣隊の諸施設等刹用に伴う経費負担区分に関する協定書

10混発施第 号

() 0 県災害対策本部長殿

陸上自衛隊第10混成団長

0 0 0 0 

伊勢湾台風災害派遣隊の諸施設等利用に伴う経喪負すい区分に関する漑定

標記の件、別添の協定書とおり協定する。

赤付書類：別咋「伊勢誘台風災害派遣隊の諸施殺等利用に伴う経費負担仄分にOOする協定」

伊勢湾台風災害派遣隊の諸施設等利用に伴う経費負担区分に関する協定丙

伊勢湾台風による中部地方災害派逍に際し、陸上自衛隊第I0混成団が被災地において要した

諸経費の負担区分について、 00肌災害対策本部長OO県知市O(）00を（甲）とし、陸上自

衛隊第I0混成団長陸埒補0000を（乙）として下記のとおり協定する。

記

1．この協定書にいう諸経費とは、陸上白衛隊第I0混成団か作業の必要のため使用した校舎、

公民館、その他の施設の借1s料および担料ならびに汲取料、国気料（設備料を含む）水道料と

しヽう。
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2. （甲）は次の径費負担するものとする。

(I) 校舎、公民館、その他施設の借上料および損料の仝額

(2) 前号施設の利用に伴う汲取料、電気料（設備料等を含む）、電店料（災内派遣に関係す

る事項に限る）および水道料の全額

3.前項に定める経費およびこれ以外の諸経費て、負担区分に疑義を生した場合ぱ、両者協議

のうえ協定するものとする。

甲 00県災害対第本音闘長 00県知事0000

乙 陸上自衛隊第10混成団長陸将補 熊谷卓欠

(15)行政管理

I.災害派遣状況

本災害派逍期間内における災害派避人員は延63万3千人で、 1日の最高実動力人員は 1万2

千人に達した。

2.人員状況報告

人的勢力のは握は、 他管区隊から派遣された部隊の人員状況報告の様式の区々てあったの

て、災害派遣の初期においては、朋々困難なる状況があった。

3.人的損耗

人的損耗は比較的少く、派造行動に支障のあるようなことはなかった。

4.規律の状況

今次の災害派遣部隊は、全国から参加したのてあるか、隊長以下隊員 1人 1人が任務の重要

性をよく認識し連日連夜強行作業に従事し、日頃の訓練成果を遺憾なく発揮するとともに常に

厳正なる規律か維持された。

本期間内において服務規律の違反か 1件も認められなかったのは、その証奥と去える。

5.腎 務

a.概要

初期は、直轄運用による交通誘尊、警護および瞥成等の応包処置をして人命救助、救援物資

輸送および避難民輸送等の車輛誘導ならひに城北ヘリボートの腎戒を実施した。

じ後、逐次贅務科部隊か到膚し腎務業務全般に支援業務の支援が可能となったため、愛知、

［両殷下において腎察側と常に密接なる連絡、協力を保持して通1l統制存を実施した。

次いて、北勢地区に腎務連絡班、国道 1号沿線に腎務情報所を開設し、本来の司法腎務を積

梧的に実施した。

b.司法 腎察業窃

派附期間の長閉化にともない各種市故の発牛防止について、しばしば、各部隊の緊粛を要望

した。

また、交通巾故の発什した場合は、現場即決］］名により努めて腎察官の立合のもとに現場に

おいて解決し、間題を残さないよう処理した。

C, 規準維持 の 協 力
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広汎なる災害派避地域内の各綿隊宿営地を巡察し、また、モークープール、城北ヘリ'"ート

等の腎戒を実施規律維持に協力した。

(16)士気および人事支援

a.訓示等

本災害派遣期間においてぱ、長官および陸上蒋僚長から布益墾切なる訓示を賜り、隊員の士

気におよぼした影響は極めて大きいものかあった。

また第10混成団長も適時必要に応し訓示、激励等を実施し

災害派遣部隊に対する団長訓示

れい下外諸部隊統一指揮に際し、団本部幹徳に与える団長訓示

中部日本地区災害派遣に対し長官訓示

「国民は諸君に感謝している」団長訓示

西部方面総監激励の辞

陸上幕僚長訓示

自衛隊記念日に際しての総理大臣訓示

自衛隊記念日における第10混成団長訓示

災害派造の終靡に際する陸上9幕僚長訓示

災害派逍諸部隊の帰還に際し部隊一般に与える団長訓示

災害派遣の終幕に際する長官訓示

陸幕長訓示

災害派遣の全面撤収に際し、れい下および指揮下各部隊に与える

団長訓示

なお、防衛庁長官の訓示を代表的に記載すれは次のとおりてある。

中部地区災害派逍に対し長官訓示

(34.9.3.) 

(34, IO. 3) 

(34.10. 8) 

(34.10.12) 

(34.10.14) 

(34.10.21) 

(34.11.1) 

(34.11.21) 

(34.11.27) 

(34.11.27) 

(34.12. 9) 

(34.12. 9) 

(34.12.10) 

中部日本地区を襲った戦後最大の災害に対し、隊員諸官が出動を命ぜられて以来、日夜救援

の任務に全力をつくしつ＼あることは、全国民の感謝と信頼をかちえ、自衛隊の成果を高揚せ

しめたものてあって、衷心より本懐に堪えない次第てある。

これ即ち、自衛隊の任務と責任を白覚せる諸君が行動において記現せるもので、この衿持を

深く胸に抱誉つ S、更に、一層の決壱ど覚悟を新たにして全力を学けて、任務の遂行を期する

よう要望する。

この際この責務の遂行に唱り、特に次の諸点に留翌されたい。

(I) 業務遂打に当っては、被災者の心情にたち行動すること。

(2) 作業は自衛隊日常の教育訓練成果と熊力を最高度に発揮するごとく抒うこと。

(3) I.II動蔀隊は、その規律を厳lfこにすることは勿論、行動に伴う事故防止なと安全拮閤に万全

の対策を講ずること。

(41 業務を行うに当っては、関係県その他の機関と緊密な連絡をとりつ＼、災害復1日の全般計

画に則した有効な業務を常に積極的な態度て実施すること。

-200-



(5) 隊只の健康に留意し、位重な注意を払うこと。

なお、今回の派遺は災害事情に鑑みその出動する期間は相当な長期にわたることが了想され

ることである。必要かあれば更に、駕隊を投入するとともに、派遣隊員の業務遂行に必要なあ

らゆる措質をとる覚悟てある。以上主旨を派翡隊員はもとより全隊員に徹底せられたい。

昭和34年10月8日

防衛庁長官 赤城宗徳

(61 災害派遣の終篠に際する訓示

沢逍部隊はいずれもよく使命を自覚して、一致団結、規律厳正、士気旺盛にその任務を遂行

し、被災者およひ被災地関係官民ぱもちろん、全国民より絶大な感謝と賞さんを受け、成果を

あげ自衛隊に対する国民の信頼にこたえた功績は誠に著しいものかあると認め、派避部隊の労

苦を深く多とするのて、この旨全隊員に伝達せられたい。

昭和34年12月 9日

防衛庁長官 亦城宗惣

(7l 表彰

当初、表彰資料の収集ぱ不十分てあったがI0月下句増加都僚等の増援を得て、表彰班を臨時

に設閥し、表彰業務専間に従事させ最大の活動を実施し、資料の収集に任ずるとともに、下級

部隊の指導を実施し、適正なる表彰を実施することかてぎた。

今回の災害派遣の表彰実施状況は次のとおりてある。

(l) 総理大臣表彰

陸上自衛隊第10混成団同配属郊隊及ひ同指揮下部隊、同支援部隊

(2) 第 1 級賞状（防衛庁長官表彰）~

第14普通科連隊同配属部隊

第10偵察中隊

第30？地区施設隊

第10特科連隊

第10施設大隊

第 1建設部同配属部隊

第 1施設大隊災宝派）府隊

施設学校舷外機班

第 1ヘリコフ゜ター隊同配属部隊

第301ヘリでプター野整備隊

第IOI固定通信教育大隊小熊野作業隊

北部方面集成ダンフ゜車輛中隊

西部方面集成ダンプ車輛部隊

第2級賞状（陸上幕僚長表彰）

富士学校輸送隊
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外52隊

第 3級質状（第10混成団長表彰）

第IOI固応通伍教育人隊岐阜派遺隊

外32隊

その他、災害派遺において功績のあった名闘隊ならびに個人につぎそれぞれの権者が実施し

た。

表彰状況はつぎのとおりてある。

第 4級買状（各表彰権者） 40 

第 5級# (同） 15

第 4級賞詞（各表彰権者） 330 

第 5級# (同） 468

(8) 広 報

昭和34年10月10日から、三重県久居駐とん地

内に三重広報班を設置し、三重県一円の広報を

二＼区―・呑―ー・ ， 

職名＼＼
、 階級 1数装 備

l 

一・ ー ・・
班 長|3 佐！ ］ i 車輛

班 員 '1 前 II% tジープ l台

写頁手 3 薗 I I写真機

l：長 Ii J. P.Jl382 I 

ドライバー＇士長． I/ P. JI 104 I 

i o l 

| 
！ 

M EI 4 I J.P.lf324 I 

·--'…• ~ ~••一

担当せしめたその人員および装備は表のとおりである。

(9) 許楽隊の運用

災害派追の行動か一段落したため、諸勤務に分散従事していた、音楽隊員も引ぎ上げること

がてぎたのて、 11月19日以降被害民柑間激励のため、次表のとおり本県下の避難者収容施設を

巡回演奏し、多大の実効をあげた。

期間 演奏か所 演奏時間 聴衆人員

三重県下｛自 34.12.1 
至 34.12.10 17か所 15時間40分 延 17.710

(2時間45分）

註 演奏時間欄の（ ）内は夜間における実施時間を示す

(10) 部隊閃係外より賠られる感謝状の取扱について、これを受ける自衛隊としての拮本的な

考え方を統一しておく必要かあり、 10月161且1次表のとおり、その態度を決めた。

部外からの惑謝状の取扱について

領 i項

| 
- -. -..．．．．．ー••—●●ー・ ・ーー．．―-一- ...-—- -、---••: | ••一・ --------．--•••一—- ----------------~-

l 一般的慰労を原則とするも、特定臼． 受領｝］法関係磯閃から宜接対象部隊に訥る。

作業に対する感謝状についてはそのI I --
l 内 容 1選定及び対象部隊について関係機関 l 愛知、妓阜、国の噂および名古

と事前調整をはかる。 I5． 関係機関屋市について同•—趣旨により調幣考

---------------- ---~---~------

I 
船ずる。

！ 総ての源遺者を対象として固有の ・I--• 9 ---•-．．ー•__ ＿•---•一••----

2. 対和部隊
，編成により、 5-6名の者についても i 名古屋,iiを除く巾町村については枠

00中隊派遺隊として対羹祁隊とす Ii
その他 外とする。

る。 〗ー・--- • ……•-.-.. I、---...-•一ー・·- ・ ------ …--

一 ー ー・ー・―-．、 -- -- ● -●-------------- --- ---・ 

3~ ＇一般的慰労部隊餌撤収時とする国則として＇梵 ii I 
受 Iの分 1 

賞 i
害地域を撤収する時） ， 

時，特定作業に1

~~…••~ ~ ~~• ~ ~. "~....- ~." ~ •••一"• ~ ~…•--..""..! 

期 i対する分 i一般的附労の分と 1li]時 1•-—-~ l• •- ----

項 又
ず

'
1
J
 

日 扱 疫 扱 要 領
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更に、 10月20日中蔀日木災害対策木部において、次表の

とおり、陸上自衛隊に対する感謝状の取扱いに関する申合

せ市項か発表され、本格的に業務を進めるようになった。

部外から贈られた惑謝状は、愛知県、一三重県、岐阜県知

市を初め、名古屋市長ほか、ご重肌下の市町村長から贈ら

れ実にぽう大となったことより。

自衛隊の災害派避行動か、如何に地方民に感謝されたか

が想像することかてぎる。

本県からの感謝状発送の状況は、次のとおりてある。

陸上白衛隊に対する感謝状の取扱について

笥1外から感謝状を贈呈した件数
---- ------
‘ヽヽ、＼＼区分． ． 

贈与公共機間等名！件数

県側二．’―--—--- ''_ I県知事 1 41 

！ 熊 野 市 長 2 

i美杉村長 5 

三 重 県 長 島 町 長 6 

桑名市長 2 

その他の市町村長 8 

I 計 |64
—~—…-------'-----------~-

中部日本災害対策本部内

関係県、市、連絡部申合せ事項

昭和34年10月20日

(I) 惑謝状の越旨については、一般的な尉労を原則とする，ただし、特定作業に対する惑謝

状についてぱ、作業の選定、対象部隊および贈与の方法等につぎ、事前に白衛隊側（第I0混成

団本部）と連絡調幣する。

(2) 対象部隊としては、原則として災害派迎に参加した総ての隊員を含む部隊単位とする。

このため、部隊の名称、範囲、作業の内容、期間等について自衛隊側（第I0混成団本部）と連

絡する。

(3) 贈与の時期としては、県または市に所在する全部隊等の振収時を原則とし、派遣期間中

に交代のため、撤収する部隊については当該部隊撤収時を原則とする。このため交代により撤

収する部隊、およびその時期等については事前に白衛隊側（第10混成団本部）から連絡調幣が

ある。

(41 贈与の方法としては、陸上「］衛隊第10混成団長またはその代理者、立合のうえ、対象部

隊に直接渡すのを本則とする。このため実施の際には、車前に自衛隊側（第10混成団本部）に

連絡調整する。

(5) 名古屋市以外の市町村については木案の枠外とする。

(6) 原則として陪謝状には額緑を付するものとする。

(17)太災害派班通信の叶色 今次台風において、通信ヒの特色を例陀ずれば大要次のとお

りてある。

(1) 災害規模がぼう大てあった。

通信上配慮を要した地域は三重県全域、愛知県の大部分、岐阜県の一郭分にわたり、組織上

からは防衛庁現地機関てある白衛隊中部災害対策本部、海空白衛隊ならぴに連隊 6、独立大隊

9を含む約40平竹の部隊の指揮連絡通信を必要とした。

(21 上団通信中枢は、終始守山市に常駐キャンプとして設置され、この中枢が、固定および

野外通信怒隊の合同使用に供した。
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（3) 風7}位によって苅外適信施翌が大打幣を受げた。必守しも屯用級の暇内か可住てなかっ

た また冠水およひ［『内霞力闘のため、戸外飩の使用が訓限されたことにより＿・［要通信丁段を

V II Fおよび長距離屯叫訳依存せざるをえなかった，

(4) 災害派近の終始を通し、平故による一般的笥害を除いては、ほとんと支防なく可要の涌

信か確保された。

以卜は、 （自衛隊の災宝派費誌のうちより抜幸したものて克る，）

第九項取締船の活動

海上保安本部のとった対策

名古屋海上保安部四日内海ヒ保安罪

台風崚近の予想か強くなるや、四日市在港船舶の状況を罰苓し、ついて、庁舎の袖強ならび

に書類の肪護作業を開奸ずるとともに、て重但四門巾港窃幻と連絡して、在港中の、中小那船

の運河への避難を促進し厳重な腎成態勢を整え、一段と警戒襲勢を厳にした。通信設備は不通

となり、午後 6時には、激浪か岸壁およひ道路を洗うようになったのて、信号所員の避難につ

いて臨機の措附をとるよう指示していたところ、午後 6時30分四日市港腐いか没水し、信号所

員は波浪のため迎難てぎなくなった。同時に人妓か庁舎内に没入しt-。午後 7時55分には庁舎

南側窓下の壁か大破し、浸入する波浪のため、備砧討恭閉は担但し、屯用電話、一般慮語とも

不通となった。晴寺の潮高は＋4_55米を示し危験となったのて、仝職員は柏物検疫所に闘難し

た。

其後宿舎の 室を海上保安翌仮市勢所として借受げ、ただちに今後の対筍について、次の市

項を重点的に＇冗施することとした。

ィ 4這1と0)通に迎絡確保（方介在講して）

ロ 被古情報の収集

ハ 台風来襲後の「はつぎく」の状胃ぱ胚

一~ー 庁含の応茫修雌

ホ 1戦員の般害，闊査およひ救陪対策の確¥i[

ヘ 腔備救済阻報の収集

翌 7日午前？時30分大協石油四日 1サ丁場のガ‘ノリンI00キロが海上に涜出したとの情報に接

し、現場に名げ『宇情凋杏にあたるとともに、管区瓜聞あて連絡しようとしたか、通信不通全く

孤ぐ[O)伏態てあった。ようやく午罰 7時にいたり {II悲船舶0直噂通信局に緊急市項の発信連ら

く、ならひに本部との通に連絡を仏頼了解を得た。その後午11i19 時昭和石油四日市］~場から［呵

エチル鉛人トラム賄：3本か流出、本品は毒物てあるとの連絡かあったのて、四日巾船舶食品株

ュ冒会行の所介船「いせ」 （約 5屯）を使用して、港内の拇ぷに崎ると同時に在港船舶にそのこ

とを伝達し、一方管区本部に対し瞥報発信方打電した。

午前 1：時庁舎近辺の高伯町、千歳町一帯の被災者に対し、付近偉泊中の船舶から保有飲料水
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を細償提供するよう協力をえて、付近被災者の救援汚動に従事した。

鳥羽海上保安部

巡悦艇および陸上職兵により、周辺海域におげる被害潤査を推達ずるとともに、各穂犯叩の

発生を予想して笞偏態勢を整えた，1

尾贄海上保安署

尾鷲！］内の海炉附系団体、および業者に対して厳山汗窟ずるよう勧告した。なお、合風の接

近に伴い港内避泊船舶に対する避難勧告を凶切に実施した 3

凡羽海上保安部殴切分室

I隻係先に災宙防止対笈の骰底を！辺つていだところ、 26「l午後 7時30分唄庁舎倒壊のおそれが

あるため、けん銃およひ9F要物件の賑出とともに避難刈備をして、 L「後 7時50分けん銃およひ

弾梵を加~跨員巴難した なお、分室般げ：報岩のため、風弱まるのを待つて「も＼やま．！船長

を陸路、旦羽海上保左氾へむかわしめたこ9

2 船 艇 の 被 害

(AI 所 咽
f

~99 

＇ 
船 艇 閃 係

餃悪の条件が,1,なったにもかかわらず、各占属船艇ば、白船の保↑に万合の措陸を溝し、全

乗糾凶—~致協力のもとに適切機敏なる処凶をとって、被占で最少限度にととめることかてき、

爾後の船艇活）i］に多人の宜献をしたことは、まことに唸はしいことてあった

船艇の被害としては、まず入梨中の船艇が強風と叩朝のため、被古を裳つたほか、救助艇、

雑船、訂合見回船笠、小型船艇 5屹に損偏をうけたるにととまった， また］事材料品について

は、崎II守名古屋、見羽両海上保安ぷに保管していた巡悦艇月］ナ機セ Jレモーター罪0) j~り； 1月材釆f

か孔窮朝のため冠水した なお船艇関係被因状｀）」は次表のとおりてある Q

ーノ

名

ー

4ヵ）
 

¥

1

-

9

 

甜
~
よ
~, 
一
~
，

s
 

"“-

p
 

番

3
 

C. r 

.．．  

状 況
- ---．．ー、

定期検在修理工車のため愛知造船株式会社て；架中であったか、底滑l

のため船台しを移動し、船I且ぱ船台から脱落して約 6米左舷側に移動

し、船尼か、同社建物および護i年に激突して支えられ約24゚ 左舷に傾

斜した。このため船休外板および肋骨iこiii1闊をうけ、また、悔水か船
内に汝水したため、ふ磯1Jじ、発屯攪等は冠水した。
・・・・・・・・---------............,......ヽ---- ------

底汎修理工市のため＼まつかり」と同様I司工場に上架中てあったが、

高潮のため他鮒および流木とともに約40米押流され流木の中に掴坐し

た。このため船休機関諸設備に祖傷をうげた。
~..,,.9,、·---------- --·—•• ••- --- - ---------- ---

波切港内にて待磯中強風によりピツト折損 他船と接触し紺竹材破団
..'- ----…•-, •……• •- ---

河合造船所（燐羽屑）にて合風に備え」＿架中てあったが、風［［により
オーニングおよび同スタンジョンに打廿蒻うける。

一 9,、9 ,...＂,..... ^•一 ・ 99ハー

2,14 !選跨港内船溜にて係留中、高潮と弛風のため掴挫破損す
．，9 9 99—,.,.,,.,,.." 9 9ー-----------

息羽港内に待殺中ホイツプ？ンテナ折「i，i

’/ 7 ^ 2 5 

19.12 

10.20 

ト
人li 

‘;If 

師崎港内において、船体大破沈没
----------·…~—-

迅鷲港内にて、風波、高潮のため、船体のみ残しぎ装品、｛哨品等流失

烏羽港内にて避出中、流失した。
--- - - -- - - ---- - ---
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航 路 標 識 関 係

強風と謁浪により、管内の航路標識は甚大な被害を索り、また大丁綺無線方位侶房所はアン

テナか倒壊し、四日巾港霧儒号所の投光装樅一人が流失するはか、送電綜およひ同電柱ならび

に付属建物にも甚人な損傷をうけた。 なお航路糠識閲係の被古状況は、 次の表のとおりてあ

る。管内総数171のうち、 115晶の航路楔識か消灯、罰壊、流失、移動およひ業務休止という被

密をうけ、その被害割合は、約67％にのぽっている。

1.航路標識

-- I--—・丈「 ー一一~一~塔 灯具 灯 岱

単位 ー"""-- -- -------~ -----＂―"- --------̂”-ハtr ~、~. ~.... 

'|  倒壊傾斜 i破担流久 l人破！流久没水大破|Ii水中破I小破I ·-~-----------~ ----- ---------・・-

灯 台基 j i I I 14 I I I I I I I IC i 

導 灯ク 1 1 | i l I 

> :;I : I・ : I I I : I ; I i ; I I ; I 
立標"I I I I I I 
みむしるし 1 ク :I 2i 181 9i ,I 

計ー一 " -~ 9 _＿ _2_-L門~―‘| --9 1-］ , •----• 1 [- 14 2 

種 別

”~..~.. p~’" , 

種別単位
ュ，；流失標危 [I

1大破
中 破 小 破

I i 

灯浮標 基 I 3 I l i 

浮 標ク 2 I o 

計 I • I 5 I 1 I 3 
~~/ 

3

D

 

，9 9、9 9 9 99 9 9,..  

種別 1
＇蛍位：
，か所 i

被害内容

---^▼ 
無線方位信号所’ 1 

I 
アンテナ倒壊 I 

霧信号l
1 投光装置LI式流失、受光部制御

; 装置 l式浸水大破

I 2 計

2,付 属 施 設
――-一"―

I 電 柱電,---- 線

1 倒壊および流失 1 折損および傾斜
―・ （切断、飛散、流失）

---- 1 ----—--~ • ~~..--I —• /t --^ t-• ~•• ` •--• •—-
I標識数本 数 l標識数本 数標識数＇延長（m) 標識数~ 1延長 (m)

---- ]＿＿, -- ［」~―~- I I I I --~> i—

1 25 J--1 13 | 7 1 :• I •- 25_J 6 290 |-~J 
種 別

海底ケープ］レ
（切断、流失へ破損）

送電施設 898 

付属建物
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なお、その他機械施施夜、および道路、敷地、付属丁ー作物等も相当の被害をうけた。

4 災害対策

通伝交通の復Ii]とともに、被害の状況か漸次判月するに従い事態ますます重大化し、海L保

安本部としても広範囲にわたる甚人な被害に対処して、 その復旧には長期を要するものと衿

え、災轡対燎に万全を期すへく管内・ー丸となって救援復！卜1作業にc且念した。

中部日本災害対策本；布の発足に伴い、当管区本部も直ちにこれに参両することとなり、海上

および沿海氾における状況ならひに、当管区本部の勢力および活動状況について、逐ー説叫す

るとともに同対液本部の要請を文け入れ、災害救援ならひに復旧活動の機動化円滑化を1まかっ

た。

5 協力業務

（イ） 救援物資の輸送

激浪高潮のため、堤防護岸か決壊し、海水が低地帯に浸入し、水中に孤立する部落か出現し

たため、この地区に対し、飲料水、食糧等応急物資の補給が急を要することとなった。このよう

な重要事態につぎ、中部日本災害対策本部としても海上からの救援を図り、当本部にその輸送

に1周する要請があったのて、巡視船艇の全力をあけて、この作業に協力するよう中し入れがあ

った。哨本部ては、まず船艇および航空機により、輸送水路と物資集積地を確保するため、昭

和34年10月 1日海部郡飛島地区全域の調査を実施したところ、現地り災民に対する救援ぱ全く

空白状態てあるのを確認し、翌2日から直ちに巡視船艇により飲料水約℃0睦ならびに食料品、

日用品等救援物資I.485個の翰送に従事した。 さらに、この間に同地区における、公共的建築

用木材6.8m3を輸送した。

（口： 名古屋ー四日市間緊急輸送

長期浸水にともなう交通途絶のため、災害対策関係者の往来に支障をきたしたのて、同災害

対策本部から、名古屋、四日市間の定期緊急輸送について要請かあったのて、当管区本部は、

10月2日から同月23日まての間、巡視船 2棲をもって一日 2往復（午前、午後）就航させ、要

旦総計I,865名を輸送した。また、 10月6日から10日までの間、同就航船により名古橙郵政局の

要請により、三重県あて郵便物4,557袋の輸送をもあわせて実施した。

（バ水路調査等（三重県関係のみ）

名古墜港の水深調査とあわせて、さらに昭和34年10月28日から 3日間、木曽川、揖斐川およ

び鍋田川河口付近の水路調査および導標設置作業を実施して、同方面における復旧救援活動に

大なる役割を演じた。

6 海難対策

管下各海上保安部署、各船艇、ならぴに関係機関からの情報を総合し海上においても多数の

船舶が乗場、あるいは沈没し、また涜木等の漂浣物もあって、船舶の航行は多大の危険にさら

されていることが判明した。さらに、台風来襲時、管内に所在していたと思われる消息不明船

も多く、合風災害瞥備救難対策本部が設置されただちに、管内被害状況の調査、海難救助、消息

不明者、および航路障害物の捜索発見ならびに除去、航路標識の復旧、人員および救援吻資の
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緊急輸送、水路凋査、その他、被害復旧の諸作業に船佃航空機勢力の全音認を投入した。特に中

部日本災害対策本部と緊密な連繋を保つ一方、各県市町村・当局、その他関係機関と連格を密に

して、当庁勢力の有効適切な運用をはかった。

（イ） 船艇、航空機勢力を指揺運用

昭和34年 9月27日以降、管下船艇を逐次本部長の指揮下に入れ、他管区より応援派遣された

船艇、航空機とともに随時船隊を編成し、各種任務に従市せしめた。

派逍船躯、航空機、およびその行動概要は別表として次に記載ずる。

（口） 海難救助および同調査等

揖斐川河口付近に乗揚げたオランダ船チャンチャンレンガ号 C10, 97=,退）が、昭和34年 9月

291]設標船「ほくと」により乗客25名を、また10月 2日巡視船「しぎね」により乗糾員78名を

救出したほか、伊勢、二ご河湾内に乗褐あるいは沈没した各船舶に対する緊急連絡半項の中継、

関係者の輸送および海難調査を行った。

(9ゞ 行方不明者の捜索、およひ逍体の揚収等の作業を災害発生当初より特に伊勢湾北綿、お

よび知多湾北忽に重点をおき、船隊捜索、および他種業務を兼ね、引続き、これか、発見につ

とめて来たか、昭和34年10月30日現在まて発見揚収したものは、合計 8体（男 6、女 2)てあ

る。

（二） 消息不明船の捜索

管下、各部署船艇により情報のしゅう集につとめたか、逐次消息判明し、別表2のとおり全

部所在が確認されたのて、それ等手配は解除された。

（ホ） 航路障害物、および 4エチ；レ鉛罐の拙索

高潮のため、 i弯内沿岸、および名古屋港内 8号地沖貯木場より流出した材木が多数漠流し、

一時は名古屋港入出が危険視される状態てあったか、関係者の積極的な除去作業が進捗した。

巡視船によって処理したものは、 1件てあった。

また、高潮来襲と同時に四日市の大協石油およひ昭和石油より流失した、猛毒性の4エチ；レ

鉛トラム罐123本の捜索を実施するとともに、 揚収者の危険防止のため、瞥察その他関係機関

を通し、注意喚起をおこなった。その後、大多数か工場側により発見揚収され、現在 (10月 3

日）未発見のものは 7本てある。

悔難船舶 一 覧 表
＇̂- ----- ---- `'  口：＼沈 没乗 楊破 咽 I流失行方不明 計
一-~ ―'‘--．．ー、ー・ 一•• -～ 

船種 隻 lトン数 隻 トン数 隻 I卜`ノ数 隻 Iトン数役 Iトン数 隻 1トン数
••--••------ -- ------- ------＇-------―------…--....---- -，＇＿ :_':'_I--…-----_' 

汽船 I 61 6131 21, 68,013! 22: 24,314 119 92,940 
機帆 船 ' 2 1 899 53 2,710 96 3,403 1701 7,012 

漁船 ,021 732i nl 26516,3941 12,6201 4991 914; 2.4n[ 2,10sl 9,7191 17,236 

その他 1 101 652 42 2,856 121 816 1 64 4,324 

計 33912,8961 1931 73.8441 6,524i 41,153 •-••--•一 L339~.l39_6'---931, ＿二＿＿ 1 
4991 9141 2,4771 2.70510,0321 121,512 

（備考） 行方不明とは滅失四散したもの
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357幸汽鉛 大阪 ク 26日衣浦在泊後＿
国海商船） i i不明 i入

i 264大阪機帆船［＜i ,' ク 26日名古屋港介
K, ，泊後不明
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672'出光輿産，ク ク [26日尾鷲入港後
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157杯伯市 i25日ンカメオ州
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i23 99 9F県／，IIll i人阪 10)1i I! 9,1 l噸県1'lflt' 
浜 11隣 99, •4 im'1後不明 ，’’’ 甘：0月 311
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l :＇  
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＇ 

； ！ 
： 

i
u
 

Fr 

¥
1
 

釦

島

ク

', 

ク

2.9 ，
 

2
 ＇ 

rぃ

，
 

，．司

Tll戸
松

阪

月29日

/r 

ク

み

み
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四日市在港中

29日
東京入港

29日
浦芍入港

29日

大阪入港

29日
東京入港

29日
人り反向航行中

29fl 

尼ケ崎入港

横浜入港

愛媛県イカタに在泊
ヰI

29日
小名浜入港

29日
名古困入港

片田に{I泊中

船「と連絡かとれた
（名古庄1卒泊中）

船 艇、航 空 機 等 作 業 覧

伊勢湾合風の各種作業に従れした船は、次0)とおりてある。

白＂召困113411• 9月27日～全I0月28日間（船舶）

こうず、もかみ、はまちとり、もちづく'e、しののめ、のばら、やまとり、ぬのびぎ、名隆

丸、きよしも、 M603、

はやなみ、むつき

ほくと、むろと、しきね、くまの、みうら、 N,517 N号 2、
人畠丸、勝丸

航

ベ
空

港 湾

機

対
I DI号棧、 102号機、 106号機

策

今次台風により、管内各港湾は甚大な般宝を受け、特に名古屋、四日巾港なと重要港偽も、

その機能か完全に麻ひされるに至った。 罰役関係施設の被災、 航空標識の破損、および港内

水路の異状等を含め、 一時その機能を喪失した。 県災害対策本：紹ては、 10月 8日再開を目標

に、施設の復旧整備を図ることになったのて、当本部としては、信号所の応怠整備を開始し、
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これと併行して、港内各航路擦識航路および港内各水域の異状調査等、関係各部において、船

舶交通安全のための措樅を講した。以後10月 8日からは、 1隻I,200トン程度の計画荷役が開

始され、これと同時に、港内信号所は応急的施設により業勢を開始した。その後、各関係部門

の努力により、 20日現在には、その機能の80％が復旧するに至った。

四日市港においても、被災により港内の混乱をみたが、観測船「海洋」による水路調査等に

よって、その機能も漸次復旧に向い、 9月27日休止した信号所も30日には平常業務に復した。

また、伊勢湾口神島信号所は、中央固定1;,） （名古呂港務屈信号所）の業務休止により、 9月

27日以後船舶は通報不能の状態となったか、 10月 5日より平常に復した。

（ 卜 ） 瞥備対策

台風による罹災沿岸海域において、予想される悪質犯＇）ドの予防および鎮圧、治安の維持等を

末殊のうちに、迅速に処理するため、当管区本部災害対策本部内に、警備班を編成し、情報の

収集につとめ、下記対策に当った。

(1) 漿流死体の処理

災害発生により、人命財産の保護か急を要するものがあるのて、海上に襟流する異状死体の

処理について、中部管区瞥察／這と打合せの結果、次の方針により処理することとした。

(a) 異状死体を多数収容したときは、次の習察機関へ引き渡すこと。 （一．重県関係

ばぶ州原、四日市、桑名、白子、津、松阪、二見、烏羽、尾閻の 9警察署機関）

(b) 悪質財産犯の取締

今次台風により、 最も浸水の被害の大てあった愛知リ，［海部郡より、 桑名市一帯の沿岸海域

から避難民に仮装して、水害区域内に侵入し、難民の家財道具類を強奪、窃盗する事例が出初

めたとの事報に接し、これら難民の窮迫につけこむ悪徳、不法行為に対して、急ぎょ厳重な瑕

締りを実施するとともに、三重県熊野灘沿岸一帯に続発した槃流真珠筏の横領行為について、

同様に取締り方を管下各部署船艇に指令した。

(C) 瀕業取締

管下諸船艇か （救援活動実施の問隙をねらって、 予想される違反操業船の跳梁ばっこに対

しては、高知海上保安部派逍の傭船巡視船腐2勝丸の応援を得て、熊野灘沿岸一帯の取締りを

実施した。

(d) 海難事件の捜査

今次台風によって遷難した、各種船舶の中には、その原因か天災事変等不可抗力による事由

以外の湘由に起因したものと、疑うに足りるものもあるので、海難事件として捜査を開始する

ことにした。
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第二節組織の活動

第一瑣災古対策機構の拡充

仝県下の被害が判叫ぷる従い、 1『坊方而の被害か巽常かつ緊忽救助を必要とする事態にある

ため、昭和34年 9月?.7日本郎の情生り地を桑名由に設け、機動的な救援活動にあたらせたが、

さらに10月6[1本杯的な復1！体，Iい囁罰［するため、--．9E原行政阻織規程の一部を改正する規則

を次のように定めた．

第14款災害対策れ務所

（設骰）

第135条の 2 桑名郡及び桑名 lI]の災害救助及び災宝応忠復 1日対策業務の推進を図るため、

臨時に災古対策屯務所を設漑ずる 3

災害対策9且務所の名株、竹附、及ひ所管区域は次のとおりとする。

名称 位附 所管区域

＿ □-重県桑名災宮対策事務所 桑名市 桑名郡桑名市

（内部糾織）

弟135条の 3 災古対策'ji務所に、 次の上欄に掲げる課を設げ、 課の事務を分掌させるた

め、次に掲げる係を樹く。

総務諜 庶務係、広報沙外係、行財政指導｛系

厚生課 I和 1.f系

復陳課 産業係、 L木係

（分掌事務）

第135条の 4 災書対策事務所各課の分掌‘li務ぱ、次のとおりとする。

総務課

1.一般庶務に閲すること。

2.町村の行財政事務の実地指導及び』絡調整に関すること。

3.自衛隊その他関係機関との連絡に凋すること。

4.広報に関すること。

5．知事の特命事項に関すること。

6.その他、他課の主管に属しないこと。

厚生課

1.援護対策に関すること。

2.保健衛生対策に閃すること。

復興課

I.産業及び上木関係の復舞対策に関すること。

（ 職 制 ）
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第135条の 5 災害対策屯務所に所長、次長、課長、及び｛系長、 その他の職員を置く。

昭和34年10月6日

この規則は公布の日から施打する。

この規則により桑名災害対策事務所は発足し、次の人員か配附されれた。

所長 1名 次長 1名

総務課 課長共 10名

厚庄課 課長共 7名

復興課 課長共 7名

更に、昭和34年11月16日、この市務所を北勢災害復輿事称間に昇格され、次のように機構を

充実し、復箕対策の万全を図った。

局長 次長 各 1人

総務課長 1名

庶務1系 4名

広報渉外｛系

行財政指導係

厚生課長

厚生係

産業課長

総務係

普及係

技術係

復i)l！諜艮

上木1系

耕地係

2名

3名 （外に兼務 6人）

1名

7名

1名

9名

11名

6名

1名

2行

1名

昭和35り'8月1517こ0)9|i fりいは廃庁岱れた，

この間およそ11/J9 日間、泊嵐＼，1［Iiとして、 もとより 1：和海自向隊その他各方面の

協J)を得C、民'l0)安＇［と！忙業の 1足国、 11]［保:‘に）jいとつくし7このてある｝

（この事務 1,,｝の活動応：9•9は桑名災対U) 復詞のあゆみとして別冊発ィ［するいて、人間ては省略す

る）

第 二 項 中部 ll 本災',i•I'対策本部活動

政府はもり合風（伊砂喜合風）に腿われた東扁地方の復'lをり虫）］に進めるため 9月29「]「中

郊日本災古対策，本］」ル名古困いにおぎ、人，1;しに益谷,_1裕且I!、ノ入げl又｛＼団に右！）J＇1]冶庁長官

をあてることを1ためた まず、石貼j又官か29日午霞0時15分発のダ1i'19て名占喧に向った。これ

は農林、連輸、建設、岨産、文訂じ、大畷、 1り1、9I);f的、白治、贅祭の各省庁の宮男長またぱ、
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閉畏が同有した。

一行は、 9月30日愛知限庁内に殻げられた災古対策木郊で、復1日の具体第を打合せた，）

益谷副総珂は10月2日国鉄「はと」て来名、 5日頃まて潜在の予定てある。なお、岸首相は

復II]の「メド」がついたころ見舞をかねて、災害地の視察に出かけるものとみられている。

石原長官ぱ、出発に先立ち「現地に打ってみないととこから手をつけてよいのか見当もつか

ないが、さしあたって浸水地域の位t水と交迂、通信の確保をやることか先決たと思う」と語っ

た。

（以Iは中帽 II人、I],・]の31'19月30「19-[]軌て克る')

叩和34°i9カ30]水耀 II、本］においても、中，誓日本災ぐ昇対策本，噌の翌閃にともない、て宮

出納長以卜数名の見議員を中翡災内対墳本昂詰とした。

なお、中，唱「］木災害対策ぷ阿の活勤状況の慨況については、次のとおりてある。

中部日本災害対第本部の活動状況について

l ＿目的及び業務

句15りf‘風による般：ビの其大なことにか人がみ、政印ま 9月29日の閣議了解により、名古階

,1]に中,-:1s114,災実対凌4¥：噌を投謹し、強））かつ機動的な、災害対策のC史施を推進することを決

定し、同杓ただちに、石r！いい駕長f＼班！ほか閃係『＼＇左現地に派刑し業籾を開始した。

さらに、 10月9日のI糾議了解により、人1:/叉II]に人1阪ijli絡所を設買し、被災した口［県・名占

岸巾げ「との評路沌絡の不使な地域との述絡を緊密にし、災密対策0)［可骨なる中施ん＇はかること

とし、人1り旦加汀，｝しほか、散II茎51, ｝良｀『か．—れに‘竹ることとした．，

2.構成

木 蹄 長 円務人臣 副総理益谷 苓次

本部長代理 国務大臣石原幹市郎

副木 部 長 閃係1ー政磯関の政務次官又は市務次官等のりちから本蔀長が指名ずるもの

部 員 閃係打政嗅閃の職員のうちから本部長か指名する。

3.会議

太部は 9月30日から、毎日間と夜の 2同、 10月8日から、毎日少なくとも 1回、 11月7日

から隔日、定例会議を『『うとともに、本蔀に「締切徘水小委員会」「災害救助小委員会」「住

宅小委員会」を設置し、決壊堤防の締切り、排水作業、災害救助法による被災者の救出、収容‘

食糧、被服、豆具等の但与、医療、防疫活動、応急仮設住宅、災害公営住宅等の建設、道路、

鉄道、港誘等交通憫閲の復町1、復刊資材の了配、資金、金融等の特別措限等につし汽ご情報を収

集し、 これか対策を検はずるとともに、各省、県、 市等のおこなう緊急対策について、その

連絡闊的につとめ、復1l]対策の実施を強力に推進したのてある。本会議は、右のほか、各省お

よびI-_i.,'先機闇、国鉄、電々公社、中部電力、名港管理組合、―三屎、名古岸市等から関係官が常

時IIif暫して構成し、彗初は毎日午前、午後の 2回、 10月7日から毎日 1回、 11月7日から月、

水、金の週 3回開他され、 9月在まて約70同延3.500人か参集した。

4．小委員会
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(1) 締切排水小委員会ば、 10月5日設置され、内閣、建設、農林、運輸、防衛の各省庁音闘員

および愛知、三重、岐阜の三県、 名古屋市、 名港管理祖合の代表者等閃係者の常時出席を得

て、当初は日に 2回、その後も本会議に先だって毎日会議を開ぎ、 現在まてに約70回延2,000

人か参集してさ県下220カ所、延30粁にわたる河川、 海岸堤防の決壊か所の締切、および 3万

ヘクタールに達するたん水地域の緋水等について緊徳計画を樹立し、これに必要な人員延53万

人、土のう 700万袋、ボンプ船43隻、応急排水ボンプ140台、さらに陸海空の自衛隊員延約60万

名車両9,500両、上陸用大型船艇延I,000隻、小型舟艇8,200菱、航空機延I,000磯を動員して、

復旧作業を強力に推進した。

(2) 住宅小委員会は10月7日設置され、建設、厚生、農林、 通産の各省部員および住宅公

団、住宅金融公庫、国民金融公庫、愛知、三重、岐阜、名古屋市代表者等の常時出席をえて、

隔日に会議を開催し、 現在まてに約30回延約600人か参集し、応急仮設住宅、災害復興住宅、

災害公営住宅、開拓者住宅等の建設、補修の促進およびこれに要する資材の緊急確保、手配、

輸送等について緊急計画を策定し、応急仮設住宅13,000戸うち入居済約7割住宅金融公庫によ

る災害復興住宅貸付申込8,300戸うち貸付承認箔約9割、 公営住宅法に括＜災害公営住宅の謹

設計画4.200戸等の実施を推進した。

(3) 救助小委員会（略）別記。

5.主要事項日記

9月29日 閣議において、中部日本災害対策本部を名古屋市に設置することを決定。

9月30日 中部日本災害対策本部を愛知県庁に設匿。

石原本部長代理ほか、各省関係者来名、たたちに、本部会議を開催し被災各地の市情を聰

取するとともに「緊急措置」「応急復旧拮陸」「復II:]対策」等につぎ検叶破堤か所の締切

を開始し、締切排水のためボンプ船を全国的に手配。

定例会談は午前10時、午後 5時の 2回開催することとする。

10月 1日 締切排水計画を策定、強力に実施するよう推進することとする。

災害救助怯による食品｛共りの給食料 1人 1日平価50円左75fりに引 l1干n11日よりT施するこ

とに決定。

浸水地区からの雌難を極力説得し、ヘリコフ゜ター、舟艇、トラック等て雌難所へ輸送。

自衛隊中部地区災密対策本部を設置、時、海、心各罪隊を動員し、救助物貴輸送、復旧作

業等に全面的協力体勢を強化。

浸水地以外の霞信霞話主要回線ほIJ'復：11。

10月2日 益谷本部長、池田通商産業大臣、渡辺厚生大臣来名。

愛知、て重、岐阜、―し門の市附村長より災害状況を詳細に聴瑕し、＇崎而の緊包対策につぎ

協議。

治安維持、暴利取締りのため警察力を増強し、腎備を強化。

10月 3日 内閣総理大臣、福田農林大臣来名

総理、愛知、で重、岐阜、奈良四県知屯より情況を聰取するとともに本錦員を激励。
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災害救助法による応急仮設住宅建設枠は現行 3割を 4割に、毛布 1人 1枚半は 2枚にそ

れそれ引上を決定。

10月4日 磨大了殿下来名、状況哩取および被災地視察。

10月5日 三県下に赤廂患者約330名発生、消毒防疫につとめる。

本部に「締切排水小委員会」を設置し作業の強力かつ早急な実施の推進を図る。

10月6日 白衛隊は全国各地より増強され本格的応急復旧態勢を確立した。

I 0月7日 「住宅小委員会」「災害救助小委員会」を設置。

10月8日 本日より定例会議は午後 5時半から 1回となる。

楢橋運輸大臣来名。

被災者に対し収容所の発行する「被災者眠賃乗市証」により国鉄、租鉄、パス等10月末日

まて無賃乗車てきることとなる。

ID月9日 名古屋市南部地区の締切り終り、排水を開始。

被被災地の実情に応じて災害救助法適用期間を延長することに決定。

10月10日 大阪連絡所関係者会議を名古屋に開催。

10月13日 海部郡北部、旧東海道に沿う締切作業は「尾西作戦」と呼称され、第一、第二、

第て工区に分け、 白衛隊2,500名、 車両190両、 舟艇130Wの協力のもとに締切作業を開

始，

10月14日 松田文部大臣来名。

10月15日 名古屋市南部排水完了。

災害救助法による基準額は炊出し給食費75円を90円に、毛布は 1人 1枚を人数に応じ約2

枚以上に、学用品150円を210円にそれそれ引上げ決定。

I 0月17日 佐藤大蔵大臣来名。

ID月18日 養老輪中地区排水完了。

愛知、 旧両原に暴風雨腎報か発せられたので、被災地に万全の措岡をとるよう指令。

10月20日 国道 1g線店；上げのためドラムカン丁法を宝施，

10月21「] 海祁郡北部「尾丙作戦」第一］こ区締切完了。

10月？4日 f~島北部締切完了。

ID月？6日 罹災者用無賃乗市証の有効期間を11月末まて延艮、これとともに国鉄、私鉄乗車

証65,ODO枚在発音。なお救授物資の無賃翰送も 11月27日まて延長。

10月29日 災害関係追加予算審議のため愛知県誤会開始さる。 これと関連して限下労働机

合、学生等の災害復旧に対する要望のデモ増加。

10月30日 名古屋市西部締切終る。

自衛隊は岐阜県および‘□重県南部地区に対する災害派翡任務を完了撒収。

11月 1日 桑名市南部排水終る。

11月2日 愛知、三重県に風雨注意較、岐阜県に大雨注意報が発せられ、中対本部は厳甫な

る警戒態勢をとったか、桑名市南部において仮締切か所か決壊し再び浸水するとともに各
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地において堤防の濫水を見る。

11月4日 国辺 1弓線はドラムカン丁法による密江一弥富間約4粁の謀上工事を終り、全線

開通。

11月5日 桑名城南干拓堤防締切完了し、排水始まる。上野、横須賀地区締切終る。

11月6日 本部会議は月、水、金、の適 3日間とすることに決定。

11月9日 木苦岬締切終る。

11月10日 海郡部北部締切終る。

11 n 12日 海部郡南部締切りのための自衛隊の「海阿作戦」始る。

長島北部排水終る。

11月13日 名古屋市南蔀排水終る。

11月15日 名鉄常滑線開適、

11月18日 尺島南部の締切終り、＝市県下の破堤か所の締切りはずべて完了。

11月21[1 海部郡南屈の締切完了。これにより 1：腐下拓地を除ぎて県の海岸、河川の破堤か

所221か所はすへて締可を完了。

11月22日 村［建設人臣来名、復1]状況視察く，名飲尾西紛間通，9

11月25日 国鉄閲四綜開通，

11月27日 白衛隠はり直［下に対する災害派洒仔務完了撤収。

11月2811 海部郡北隅の排水終る，．

長島南部の排水絡る。

11月30日 陸上自衛隊は第10混成団以外の仝同各地からの部隊のキカか撤収帰遼。

12月2f] 海し自衛隠は災害派遺の仝任務を完了帰還。

12月7日 海部郡南部排水終る。

12月9日 中駕日本災宝対策本部長災害功労者に対し成謝状贈呈。

中部日本災害対策本部閉所

12月10日 陸上自衛隊及び航空隊は災害派遣の全任務を完了撤収した。

なお、この対策本部の小委員会の活動および決定した事項については次のとおりである。

中部日本災害対策本部災害救助連絡小委員会

（開催経過概要、中央において採られた措閥の
概要および応紅救助の実施概況 ） 

1.救助小委員会の開催経過概要

救助小委員会は10月8日第 1回の会義を開催してから12月 1日まて29回の会合を持ち、災害

救助法に革く応急救助の円滑確実なる実施についての諸問題、その他各種授助物資の配分処理

等の諸間題について、厚牛省、大蔵省、防衛庁、海上保安庁、警察庁（中部管区警察局、愛知県、

＝重県、岐阜県、及び名古屋市の関係者が協議し救助対策の促進を図って来たのてあるが、そ

の状況は次のとおりてある。

(I) 応急救助実施の円滑化
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今次災害が共大かつ広汎てあったことから、当初木綿においてば、り災民の救出避難等人命

救助活動燭先の方針を決定したのてあるか、当委［＼会においては、その方針に拮彦、その括動

に全力を学けるため、中央関係機関との連絡、青年[J1、婦人会、学校等民間各団体への協力援

助の要請を行う等実行上の細部についての検訂を重ねその円滑化に努力した。

(2) 集団避難の勧奨

湛水地域が広範に宜つたため、り災者に対ずる救助酒動は人員、給水、物資輸送等に困難を

極め、救助の徽底を期し得ない怒みがあったのて救助活動の集中化を図るため、遠隔地の避難

所に老幼疑女子の集団避難を極力勧奨した。 （応恐救助の概況、集団避難所収容状況参昭）

なお、避難所の開設期間の長期化に伴い、医療救護班、保飩婦、栄養士、を随時派遺し、罹

災者の健康管理、栄養指導を行うこととした。また1恐良図円、教育映両の貸出し等を行い避難

所における余暇の苦用を図る写、罹災者の生活指荘を行った。

13) 各種救助の韮準の検討存

災害の規模等災書の規模か大ぎく、かつ救助期間の長期化に伴い、現行各種救助の店滑の引

上げ救助期間の延長存の特別措置の必要について、り災地かちの多くの窮見かあったのて、こ

れか内容について数次に宜り慎弔検討を加え、中央に進達してその決定を促進した。 （中央に

おいて採られた措i置の概要参間） 又は各柿救J功拮準の実行上の諸間題について、 中央との凋

賂、り災県相互の澗整を行い救助の万全を期ずるよう努めた。

(4)被服寝具等の給与

冠水が長期化したこと更には冬期に向ったこと、更には義担物野との関係窄から被服寝具そ

の他生活必需品の支給についてはその品LL、数鼠について、り災民の霊要に合致したものとな

るよう検討を行った。

(5) 医療活動

国立病院、療蓑所、日木赤十字社原支部、県医師会その他の疾療機関の協力の下に医療救護

班を編成し、被災地に出動せしめて医療救護の万全を期した。

(6) 防疫活動

り災地の防疫活動については自衛隊、その他他府県の応援により、 り災地残留者及び避難

所の収容者に対し衛生知識の普及、環境衛生に対する指導を行うと共に検病調査、保菌者の隔

離、消毒の実施等の措置を講した。排水完了地域に対しては住宅、井戸、側溝、街路等の消毒、

ねずみ昆虫の駆除、汚物の清掃を行い防疫の万全を期した。

(81 給水活動

り災地に対する飲料水の供給については、罹災県において給水班を編成し、或は他府県の応

援を受けて給水を行ったが、その搬水については、 自衛隊、 海上保安庁の応援を受け、ろ水

器、給水車、搬水用舟艇及び船舶を総動員したが、冠水地域は広汎にわたったため、これが末

端における給水用器具（給水塚、給水蹄等）の確保には困難を極めた（給水用器の状況は応急

救助の実施概況参照）又ぱ排水完了地域に対しては、給水源の確保、消市を行い衛生的な飲料

水の供給につとめた。
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(8) 長期冠水地区のり災者に対する栄養剤の給与

長期炊出しに伴う栄養障害については、過労、野哭不足等の間類もあって炊出し愁りの引上げ

のみてはこれを防止てぎないのて次のようにビタミン剤を竹別に支給ずる措置を講じた，

愛知県

三璽県

岐阜県

名古忌市

177万錠

88万錠

17万錠

45万錠

(9) 児京、生徒等に対する救助措置及び学校施設に対する措置

り災した児童、生徒に対しては、学習に必要な教科書、 学用品、 通学用品を給与すると共

に、集団避難した児童生徒に対しては受入学校及ぴ所在市町村穿の協力により机、椅子等設備

について応急措置を行い授業継続に支障のないよう措置すると共に、り災児章生徒が速やかに

正常な授業を受けられるようその促進に努めた。

ao) 義捐金晶の処理

災害発生とともに国内、国外から多大の義捐金品の寄贈があったのて、り災県に対ずろ配分

罪について相互の調整を図った。 （後記応想救助の概況参阻）

(10 各種施設の復1日対策

吐会福祉施設、児童福祉施設および医寮施殺の被害状況は―「記のとおりてあるが、これが応

急許置、更には＇：ビ度内に完全復 1日を行い得るよう下算措置等についての検討を行った。

区

社会福祉施設

児帝福祉施設

阪~招施設

各種施設の被害状況
一ツ"‘

愛 知県 1―2- ir［県 岐．m 県 名古屋市
分 1 - -- -, - -- ----------- I , - ——-- -----" ＂＂ --…• - --- 一ヽ・・ 1 - ------—-^ . -

施設数 l被害額施設数被害額 I施設数被害額施設数被害額

127 1441]工l l091 31 9旦 15 1［喜I―-14! 43 -［闘
54DI 1 74, 68 : 1 60! 38, 323 247 32. 025 48 ?3, 37 1 

2, 894 ! 706, 3531 1, 1 83 369, 446, 556 1 4, 448 6! 4, 996 

―---1 ---- ---、------1 --------- | 

2.中央においてとられた措置の概要

中央において、り災地の要請に応し、または、その寅情を考露して各種の梢置を講じたが、

その概要は、次のとおりてある。

(1) 応急救助措貨

（イ） 食糧の緊色輸送

厚生省においては、 9月27日農林省防衛庁の協力を得て、応急用乾パン45,000食をり災地に

牢翰したほか弓［続ぎ農林省、防衛庁その他の関係磯関の協力を得て、乾パンを緊包輸送した。

急送した乾パンの畠は、次のとおりてあるっ

愛知県

三重県

433万食

47万食

（口） 救助の基準引上等の特別措閥
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災害による被害が甚大であり、かつ救助期間の長期化に伴い、厚生省においてぱ大蔵省と協

議のうえ、次のとおり救助の基準改訂または、特別措置を講ずることとした。

救助 の 種 類 i 見 準 改』または特別措置の内容
-~------

避 難 所 の 設 置 1 避難所開設後II月以降一般某準の 6円に、入浴等保健衛生のため経野 l

9人 1日2円以内の加算を認めた。 （特別措置）

応ご1仮設住宅の設府 1 (,i) 仮設住宅の I戸当り建築費某準額 8万円（坪当り単価 1万6下円）

を10万円（ 2パ円）に引上げた。 （甚準改訂）

回 仮設住宅の設習戸数の限度がJり常の場合市町村毎に全壊流失戸数の

三割以内となっているのを 4割まで認めることとした。 （特別措四）

炊出しその他による食品の給与 ！ 長期炊出等のため、食品の給与額の引上げを必要とする場合、近常 1人

1日当り 50円の悠讚額を災害発生後 7日以降は75日まて引上げて差支え

ないこととし、さらに栄養袖給の必要があるときは、同しく 21日以降90

日まで引上げることとした。 （特別措隕）

被限寝具その他生罰必叩品の供 災害の発生が冬期を目前にぴかえている関係上、野外架設、または、採

与または貸与 暖設備の不十分な避難所に収容されている者、または良期冠水ため孤立

している者等に対し、 世幣員 1人の場合は850円それ以上の場合、 2人

増す毎に850円をそれそれ現行基準に加罫して支給することとした。

（特別措置）

労 用 品 の 供 屑" |教科肉以外の学用品について、

ィ、全壊、 流失により被害を受けた場合は、 現行店準小澤生 1人につ

ぶ 150円を210円、中学生 1人につき280円を360円に引上げた。

ロ、平壊または床上没水により被害を受けた場合は、現行甚準額、小学

生 1人につき30円を70円、 中学生 1人につき60円を 120円にそれそれ

引上げた。 （以上桔準改訂）

ハ、長期冠水地域のり災児竜のうち避難所に収容され 1月以上にわたる

ものについては、小学生210円、中学生360円をそれぞれ加符して支給

i することを認めた。 （特別措置）
ウ？~~

り 各種救助の期間延長

り災地の実惰を考慮し、避難所開設期間、炊出期間、医釈救諜の実施期間等災害救助法に肛

く各種救助の期「開延長を行うこととした j

（二） その他の措閻

給水班及ひ給水市の派翡について、他の！イ砂門に応祝方法を指令した。また、教命ポートを凋

達愛知県に急送した。

(2) 防疫対笥

厚生省においては、木省係官、近県の防疫業称萎託職員を応援に派遮したほか、名古尽検疫

所に指令して、東京、東京空港、横浜、 f青水、大阪および各検疫所の職日から成る検病班、消

市清掃班各 5班を編成せしめ、防疫対策に従市せしめた。

(3) 汚物処理

厚生省においては、災害発生後、ただちに現地の行政庁を督励して、 被災地の、 し尿、ご

み、動物の屍体の処理消毒、応急便器の配布、仮設便所の設附等の応急処置を講ぜしめる一方

り災地の近隣都府県に対して、し尿、こみの運搬用車輛および船舶の現地への応援派遣方を要

請する等、被災後の清掃に必要な器具、器材、人貝等の確保に万全を期した。
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なお、 i芍物処珂のために採った11附四ば、次のとおりてある。

1．束泉都からし尻誨詳投菜附3'.iI、ン（処瑾I.800石）

2.京都巾からし尿処理巾1.5トン 1i[6合、 3.6トン「ド 1合

3. 人阪市からクンフ'fl•[ 8台、水槽中 4合、ハギユーム車 3合

4.盟中巾堺市およひ午口巾からハキューム巾 3合、ダンフ＇市？合、トラック 1台

をそれそれ応援するよう指令した。

(41 緊包医応＇計存の名虞

厄！省においてぱ、罪災地0)賞1替を芯耀し、医4応恰、衛り材料笠左田地に輸送したが、その

iーなものは、次のとおりてあな

ーロ＇！
 

「l 数 閉 俯J 考

石灰 サラジ粉、クレゾ~・ル

l 9 l). ＇ 1‘ 、 ff•1k錠、ゾへル剤

脱 11打綿

ガーピ，糊，：ド、脱脂綿胃

救 仇就セヅ卜

ヴイタミ、1/',ir｀ }~ 

ガスエソ抗ん素

破似風抗 山ふ

価格10.ooofiill欝入配 Ih

300巾

10.000伽II soo g人

ト7‘‘）バ合 6 000人分 i'i心部より輸送、大咬府より輸送

7,500人 マーヤユこ9位[6品「l)及 び 8晶目入

33,500心 日本閲茂団休連合会四335万円相笠頷

150本

100人分

(5) 特 別惜岡

1.慨帯偲｝賓合の増額

り災原の要請により、 lit帯可）百合のJ曽組拮i置を講ずるとともに、これか資合に対する国庫

袖助率現了i3分0)2を！i分の 3にサIlけた。

2.は［福柁資合の『『）凡貸’i',

り災Ii『家i廷に対する/:/{翫祉臼令0)i日］について、住宅吋修資金笠の闘付の粋の増額を図

るとともに、し＿れか責金に対する［月豆）貸1寸＿t0)り：［け梢紐を講した。

また、次のとおり貸付繁仔の緩印を図ることとした。

生業資金

平業継続賢合

住宅袖修資金

据閥期間見斤 1什を 2年とした。

ダ 6カ］］を 1年半とした。

// 0を 1仔とした。

3.災密救摩費に対する国庫祖嵐りの特別オ翡清

災害救l切費に対ずる口庫袖＿1}］は国忙は、 校：乃世の窓額が嗜該県の普通税収入見込額の

I,000 
を超える恙分についてそれそれの負｝「とにより宝庫袖いの対象としていたのてあるが

I 
これを の額に引しげたほか、従東まて口］庫間加の対象となっていなかった救助のためI.000 

に要した施設または設備（給水］＇享）の貨用についても、その対象とすることになった。

4.応笠仮設住宅の資材のオ1,「げ

220、



農林省においてぱ、応急仮設住宅の買材に充てるため、合風前の価格の 5割の価格て国有林

の原木、払下を措置した。

5．鉄道運賃等の誡免

日本国有鉄道においては、救助活動の円滑を図るため義担物資救護材料等の輸送について鉄

道運賃の無貨または割引を、 2カ月にわたって行った。また、日本国均鉄道をはしめ、私鉄、

バス会社等においては、集団避難所のり災者に対し、お見舞乗車券を交付した。

6.お見舞ハガキの交付

郵政省においては、集団避難所のり災者に対し、お見舞ハガギを無料交付した。

(6) その他

I. 日本亦十字社、中央共同蒻金、各新聞社、日本放送協会、その他終済 5団体（目木了業

倶楽部、日経連、経国連、経済同友会、日本商工会誤所）等においては全国的な規槙において

義捐金品の募集をおこない、罹災地に配布した。

2. 米宗教三団体 (C.A.C)はその援助物資を、次のとおり、り災地に配布した。

小 麦 粉 316,000ボンド

ヽ Jレ ク 129. 666 グ

チ ヌ・ 42,000 // 

乾パ ン 11,400食

衣 料 742点

ヴィクミン 1.660.000錠

3, タイ、ヴィトナム、中国から米200トン、米同から小麦粉4,000,000堪ンド宮それぞれ各

贈を受け、配布を行った。

第芝項県議会活動

9月つ6日瓜肌令域を嗅った伊勢誇合風は、叫録的な超人）［リのものてあり、その被害は fi時の

絆過とともに、刻々増い間下各地に｝む）＼なる愉胄をりえた

知ー＇れは、米国政府の招聘を之 ・I戸見地視察中てあったため、特に執（い衿と i、IIたすざえこの致命

的な非常災宮に対処するため 9月28[＿ 1 議J之ーは、災胃第•—報を 1,f 参』＂｝濾 l-）ド、政爪国会府に対し

被古状況の報告をおこなし、、政府の積極的な対策を梢逆よるため、名［けぐに災古対冶本，筆の設

惰を要請した。 I0月1日全員協議公を10i] 6 1i臨 I与見義；；；1バ周ぎ、関係堺局から般古状況の説

明を求め、被'9唇の全貌をは握し、災甚対策に万仝を期すへく 「 ｛原義仝非常災古特別委員

会」を設惜、全議旦を委員として災宮牝別ぐ［訳指店、破堤か！一応の緊包仮締切完了官強｝］なる災

害復1日の実現につき政府、 l-[I会ド）／め巾；：：日本災古対喩本墨および閃係・］り局に対し積楔的な要

請、蝕悼を行うとともに児 I‘ ?：域にわたり、災内現地胡衷を実施する等紛豆を紐束して災内復

旧対策に万全を期した。

I.三重県議会全員協議会

昭和34年I0月 1日県議会議惰堂において合員協議会を開！II!、崎いから被声状況ならびに、’
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れまてにとった応急対策の説明を求め、被害の全貌をは捏し総意を結集して災害対策に万全を

期するとともに早急に臨時県議会を開くことを申し合せ弓［続き伊勢湾台風災害復旧に対処する

県議会の決意を、次のとおり表明した。

県民の皆様へ（県誤会より）

去る26日夜、本県を襲つた台風15号の被害は筆舌にも尽し難い莫大、かつ、悲惨なものであ

り、本日まてに判明した犠牲者931名、行方不明者600余名、負偏者4,500名に逹する末的有の人

的被害を示したほか、被害総額I.000億を超えている実惰てあり、支玄に謹んて故人の御冥瑶をお

祈りするとともに、り災者各位に対しまして衷心より御同情申し上け、かつ、復輿の 1日も早

からんことをお祈りする次第てあります。

災害発生以来、政府はもちろん、 1周係当1叶は文字通り不眠不休て人命救助を初め、あらゆる

応急処置、或は、情報の収集に務めておるのてありますが、何分通信交通網の大部分は、かい

滅の状態にあり、かつ、機動力の不足等、悪条件山積のため、当局必死の努力にもかかわらず

最小限度のり災者の救助すら意の如くおこなわれない実情にあり、人心の焦慮不安はその樹に

達しておりますことは誡に遺唸に堪えないところてあります。

また、県議会は今日まて県当局と一丸となり、この対策に専念いたして参ったのてあります

か、引続ぎ当面する事態に対処して万全の処齢を講しますほか、政府ならひに中央諸機関に対

しまして強力なる援助を要請し復1日対策に遺慇なきを期す決意てあります。

原民各位におかれましても、今時非常事態の現状にかんかみり災者各位に対する絶大なる御

同惰ならびに御支援、更には、満身創洟の状態にある郷上三重の復卯に格段の努力を尽されん

ことを切望して止まない次第でございます。

数日内に本会議を開き万全の策を講しまずが、阪り敢えず本日事態収拾のため全員協議会を

開きましたのを機会に全議旦一致の総官をもって県民の皆様に実情を訴え御協力をお願いする

次第てございます。

昭和34年10月 1日

三重県蛾会
2. 三重県議会臨時会

昭和34年10月6日第 3回臨時会を哨会、開会に先き立ち、今次災害の犠牲者千数百名の方々

に対し敬虔な黙とうを捧げ、その冥福を祈含し議案 7件を上提、知事より災害状況ならびに提

案事項の説明を求めるとともに伊勢湾台風に関する災害復旧対策ならびに上提議案につき積柩

的な質間を展開、慎重審議を重ね上程議案7件を満場一致可決した。

引ぎ続蓉、議貝提出決議案ならびに建議案各一件および今期議会に提出された災害関係陳清

13件を日程に加え審誤を行い、それぞれ可決或いは、採決するとともに伊勢湾台風による非常

災害に対処するため 8月臨時会の議決により設醤せられた 「災害対策特別委員会」 の名称を

「三重県議会非常災害対策特別委員会」と改め委員会の構成を更改、全貝を委員として災害復

旧に対処することを決定し午後 7時3？分閉会した。

今期臨時会において議決した誤案ならびに決誤案、建誤案および採択した陳隋ば、次のとお

りてある。
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(1) 議 案

議案第 1号 昭和34年二璽県歳入歳出追加予罪（第 1号）

議案槃 2号

議案第 3号

昭和34年度三重県日子福祉資金貸付金歳入歳出追加予算（第 1号）

三重県起債について

議案第 4号

議案第 5号

昭科34年度第15号台風被害者に対する県税の減免等に関ずる条例

予算外義務負担契約について（中小企業者融資担失補償）

議案第 6号 予算外義務負担契約について（憔業融毀損失袖I賞）

議案第 7号 内決処分の承認について（災轡救助費）

(2) 決議及び建議

(3) 陳情

決議第一号

根本的治山治水対策の確立を要望する決議 案

右提出する。

阿店r34'土10月 6日

提出者

根本的治山治水対策の確立を要望する決議

高倉朝次郎

小久保久吉

ill T 文立文

栗 本音

倉田文冶

中村 ＿．喜之助

田 叶］ 佐武郎

広 山俊

服 部 郎

岩 名清 尚

山 ロ 茂夫

石田 マサヲ

菊川 秀

水 谷 力

西島好夫

本義会は過去幾多の風水害の実例にかんかみ、 その損害を最小限度に防止する唯一の途は

根本的な治山治水対策にあり、かつ、その施行は現在の如き窮迫を極める地方財政を以ってし

ては到底至難な実情にあるため、国家的な施策として推進されたい旨の意見書、決誤書を既に

数次にわたり政府を初め関係諸機関に提出する等手段を尽し、これが促進方を要望し続けて来

たのてある。
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しかるに、今回東海地方を中心に本・上に来襲した伊勢湾合風は、各種施設を完全に破壊し、

一瞬にして二万余におよぶ人的被害を示したほか、本県における公且施設の被害のみにても数

百億円に達する空前の大災害を惹起し白然に対する国民の不安と伊慮に堪えないものがある。

よってこの際、政府並びに国会は、この台風による惨状をー地域の間題として採り上げるこ

となく、国自身の間題として十分の善後措置を早急に讃ぜられるとともに、今次、大惨害の真

因を追求し、柏林、砂防、河川、 海旱写総合的見地から、 治山治水に虔Iずる匿凌を樹立せら

れ、これを緊急、且つ強力に実施し、もって国士保全に万全を期せられるより切苧する。

右決談する。

昭和34年10月 6日

口 重 県 議 会

建議第一号

伊勢湾台風災害対策に関する意見書（陳隋書）

右提出する。

昭和34年10月6日

提出者 高倉朝次郎

小久保久吉

I且 ー文I 登

栗本音

ノぷ^  ～ 111 文治

中村て喜之助

111 中佐武郎

広 ll! 俊

服 部 郎

岩名清 尚

ii」 口 茂夫

石田マサヲ

菊川秀

水 谷 カ

西島好夫

伊勢湾台風災害対策に関する意見書（陳情書）

去る 9月26日（女、 ―重県下全域に来嗅した伊勢滋台風の被害ぱ、筆舌に尽し難い甚大かつ、

悲滲なものてある。

災害発生と同時に自衛隊を初め政府諸機関の積極、かつ強力な援助のもと県並びに関係当局

は全機能を摩げてこれに当り凡そ人力の最善を尽し、り災者の救助並びに応急措憤に専念して

いるにもかかわらず、今、なお、全村泥海化した地帯或は交通機関等の完全まひにより、陸の
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孤島化した地域雰においては最低限の衣、食、住の確保すらなし得ない惨状にあり、誡に憂慮

に堪えず人道上の見地から寸時も放渥し得ないところてある。

よって、政府、国公並ひに関係当/,.jにおいてはこの際格別の配慮を致され当面の災害復旧に

つき強力な対策を採られんことを強く要囁するとともに、特に左記す；項については緊急かつ万

全の措此を講ぜられるよう切に要望する3

品

I. 災古救助法の符例措店と国庫旦担孟の旱期交付

2. り災者住宅建設の促進

3. り災者の生活保護施策特に主業資金の早期交付

4.復旧諸資材機械の低廉あつ炭

5. り災農林水産業者及び中小企業者に対する狂付枠の拡大と低利瀑責

6.貸付済各種資金の償還延伸と利子の軽戚

7.農災補償の支給と農業共済保険金の即時支払

8.各種共同利用施設の被害救済のための国庫助成の特別措逍

9.国直轄諸施設の早期復旧

10.災害査定の促進と原形復旧に併せて改良事業の大巾認定

11．公共施設災害復旧国庫負担の特例措置

12.災害復旧債と特別交付税の増額

13.小災害復旧対策の特例措買

14.県及び市町村に対するつなぎ資金の早期融資

右地方自治法第九十九条第二項の規定により意見因を提出する。

昭和34年10月6日

三重県議会議長 野呂恭

意見 苔提出先 陳情書提出先

内閣総理大臣 衆参両院議長

大蔵大臣 同 大蔵常任委員長

建設大臣 同 建設常任委旦長

農林大臣 同 農林水産常任委員長

厚生大臣 同 社会労働常任委員長

通商産業大臣 同 商工常任委員長

文部大臣 同 文教常任委員長

運輸大臣 同 運翰常任常員長

自 治 庁 長 官 同 地方行政常任委員長

中部日本災害対策本部長 県選出衆参両院議員
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陳 情 表
......... ----------. --------~一 ー・”"―

受理悉り f1 名 i 要 旨 1 提出者・紹介議員
_．．...... -....．........―"......... -・  ・・・・・・・・----・---・・ -- ----------------------- -

I伊勢湾台風による中 1伊勢況台風によるに数臣億に上る中小企業閲係災1提

陳 29.
i小企業閲係の災害復 害役II」のため、県において災害貸／寸に対する損失 I三重県中小企業団体

I 1日対策についての独；袖償、保餅協会の機能拡大、災害融資の利 j’袖給 I中央会会長

情・ i及び県税の減免等適切な措買を講ぜられたい。 1 清水一 良
・.-..............． ,.....1....,.......---"―....-- -,．．-•一

伊勢湾台風災害に対 i伊勢湾台風により多気町ては、人的被害を初め建，提
| 

陳 30( 
する救励対策につい 物、耕地、農業施設、上木施設に多大の被害を豊 多気郡多気町長

ての陳I青 ったのて、その救助に万全を期しているか、県に 西浦清之助

i おいても何分の援助を下された＜要望する。
. ＂. •…•一•,．．... •一....- - -

伊勢翌台風災害に対＇伊勢湾台風による甚大な災害に住民は不安定な日 1提

陳 31 ! 
する緊包措置につい 1々を送っているのて、桓久的災害復旧はさておい i北牟婁郡長島町長

ての諌情 て衣食住に関する緊急問題について早訊善処を願’ 西 山 住 大 郎

iいたい 外三名
·--·'．．—ー"-....... ＂＂. - -..  : 

，伊勢湾台風による漁 1伊勢洒台風による漁村の災害は施設を初めその他 提

陳 32 村の災害対策につい にも某大てあったのて、これが1心怠措置並ひに県 I三祖県漁業協同組合

ての陳情 単補助の拡大、融資措置等その復興対策について
連合会会長

［格段の御高配を要請する。
石原円吉

外二名
．ヽ9.＂".. " " "………•ハ←

伊勢湾台風台風によ
晩秋蚤繭の出荷期と晩々秋盗の最盛期にあった巻 提

る被災投蚤業者の救 蓋農家ては、伊勢酒台風により桑樹、 桑葉、 蚕 三重県蓑蛮販売農業協

陳 33 Ii斉措置についての陳 室等全く使用不椛に陥つているので、 これが損 同組合連合会会長

情 失袖償、復1日助成等緊紅救済措置を講じられた 神谷長一

．し、0

--------------- ----------一・• •9. "＂ 

l 

伊勢酒台風災害に対
伊勢酒台風により河芸町では、大きな被害を蒙っ 閂

荻

する救済及び復lI」に たので、これらり災者に対する最菩の救助及び早 安芸郡河芸町提

陳 34|ついての国訂 、急な復Ill措樹のほか、中の川、田中川、護岸及び 阪 順故

I海岸堤防の抜本的改良措置並びに水産業の復巽に 1

， 

i最善の処罰を要望する。 1 外ー名
...．.．．＂＂  

伊勢湾台風による災
災害対策として、次の事項を国及び県において実：提

害対策についての陳 施せられたい3 飯南郡飯南町畏

情 ①公共施設復1日1形の仝額助成 静永秀雄

R地方交付税の特別交付 外六名

， 疎 35 l | R 災店9救助注施行細則の改正

⑦ 冶i！治水工事のI‘LI久対策樹）乞と・噂措［習・ 1 

R 罹災者に対する諸税の減免措買

@） +J州］以卜の小災害に対する袖助

⑦ その他Jil失袖償等災害に対する善後策の樹立

伊勢笥台風の農家におよぼした被害は、恒めて葵！提

大であり、農業災害補償法の頁価発揮は、今回を＇・芝喧県農業共済組合

餘いては絶対ないと考えるのて、これが実施のた 連合会会長

め

① 水稲仮払金惜入に要する利f補助

① ii務野の特別祉ilリ）につき格別の配應を賜りた

¥/‘ 

浜田九之舗

--226 -



I伊勢箔合風による災 I伊勢湾台風の梵来により飯南町ては、これまてに！捉

| l国 1！についての『味 ない大災害疇り、被害住民は危険に頻し不安に 阪南郡飯南町粥兒
陳 31 I 柏~ I陥つているのてこれか救励並びに災胄区域国追の 1畑）キ 郷組頭

i完全改修と被宮復旧を図り今後の被害杯減を期す 大久保周 r［防I Iへく配應を切望する。 外六名＇＇一-- -------------,-------------~---~--~--~--••一I ，伊勢湾台風によるI災 伊勢涼台風による県下殷林閲係の般害は200低円 提
＇業被害対策に 1)('する 1に上っているのでこれか復1日のため、次の点につ て重県農業会談会長
陳情 き格段の記憶を賜りたい。

陳 381 I 記

l 浜岡，一郎

I I ① 農業各団休事務費に対する県特助成

: I R 被災家畜の集結移勅に対する県聾支出I I~ 被害農家に対する県税の減免
i I④ 改良資金その他の周蝶資に対す延納

---- -

i伊勢箆台風による農 1伊勢湾台風による県下農t召の被害は、 9億円にも 提
陳 39 協災害に救済助成を およびこれが自立再建は極めて困雑な実態てある 三重県農業協同組合

要望する陳情 ＇のて、これが対策として股協施設と在庫品の被害＇中央会会長

9 9 ,  

I I救済に特別の措置を講ぜられたい。 小林慧文

開拓地に対する災害 i伊勢湾台風により各開拓地の被害は甚大てあるの 提

I 復1日を要望する陳情！で、これが復1日につき、次の諸点を配慮せられた 三璽県開拓者連盟
い。 I委員長
①住宅および農用施設復旧に対する全額国庫補 津田拒天

陳 40 1 助の早急実施

: R 営農、経営資金の早期源資 ！ 
i R 補助金等決定までのつなぎ融費

① 復II]工事の早期施工

, R 既借入金に対し全免または減免、償還金の長

1 期延期
- - --- -- -- - ---- -

伊勢湾台風による被
，伊勢湾台風により志摩共栄開拓地は全滅したの 捉

陳 4！ 災志摩共栄開拓団民
て、融貸その他救見策につき格別の配他を賜りた 志摩共栄開拓農招婦人

I部長米沢てるの救済を要望する陳 ゜"‘ 
情---I 

外四七名

第四項三重県議会非常災古対策特別委員会

CI) 設置

10月6日開会の臨時議会の議決により、去る 8月19日設縦された「災害対策特別委員会」の

任務へ県下全域に未苦有の大災害をもたらした伊勢湾台風による災害対策を加えその名称を

「二玉屎議会非常災害対策特別委員会」と改め、委員会構成を更改して全議員を委員とし委貝

艮に議長、副委員長に副議長を当てることとした。なお、委具会の円滑な連営を図るため理事

10名を附くこととした。

正副委旦長ならびに理事は、次のとおりてある。

委員長 野呂恭一

副委員長 神谷長一
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理 事 野中 林兵衛

長 井 源 一郎

小！ll 義直

西島好夫

水谷 力

1!1 下 ツ．立X 

服 部 郎

長岡栄太郎

福島重之

広 田俊一

(2) 活動

委員会を開くこと 1回、 中部 [•1 本災害対策本部をはじめ政府、 国会および関係当局への陳

情、折衝、県内災害地の調査等を積極的に実施した。

（イ）委員会

10月19日午後 1時県議事堂において委貝会を開催し、次の事項を協誤決定した。

知事より臨時県会以降の災害応急対策状況を聴取したのみ、次の対策を決定した。

1. 中部日本災害対策本部について臨時国会か10月26日召集され補正予算、災害特別措骰

法等が上程される予定てあるか、その内容は中部日本対策本部て相当程度決定される傾向か強

いのて、次の日程て活動する。

ィ、 10月11日本原選出国会議旦の多数か名古屋に会合されるのて正、副委員長、各常任

委旦長が陳情する。

ロ、 10月12日～14日、議員各派代表10名（自民 5、社会 2、農政 2、無所属 1)を5名

宛 2回に分けて陳情する。

ハ、 10月16日、益谷災害対策本部長が視察のため来県される機会に、理事10名および視

察地の地元誤員か陳惰する。

2.臨時国会対策について

臨時国会は10月26日招集、会期40日程度の予定て開かれる見透しなので、国会開会前より 11

月初句にかけて 9回程度波状陳情をする。

3.県内災害地調査について

委員会全負を 9班に編成昭和34年11月4日より 11月7日まての間に実施する。

（口）理事会

1. 10月6日臨時県義会終了後第 1回理事会を開催、特別委員会運営規程を決定した。

2. 10月10日午後 1時より第 2回理事会を開催、委員会活動等を協議した。

3.第 3回理事会を10月19日、第 4回理事会を11月7日それそれ開催した。

し→ 政府、国会およひ閲係当局への陳清、災害対液特別委旦会の決足に基翌、各班別に「伊

勢台風による災轡の概況」 10月臨時誤会て議決された「根本的治山治水対策の確立を要望する
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決諦」「伊勢湾台風災古対策に関ずる窟見書（陳情書）」により政寄、 国会および関係当局へ

災害特別立法措閥並びに災害復旧につ彦弧力な対策を採られるよう積臣的な折衝、陳情を行っ

た。その概要は、次のとおりてある。

政府・国会 官 陳 情 状 況
_……• • --…..." 

| 班別陳情月日，
! 10月26日（月） I リ手、田村、入付、 III碕

| 
陳情先 Iー• •---•_ l ----—--•______-—: I i : （三県関係）

（県選出国会談旦［児係） I 東悔さ県災害対策連絡協

木村、田村、山手、川崎 践会

）卜野 ， ， （県選出国会醗員関係）

10月21日（水） （建設省関係） I 
＇第 4班

木村、山手、田村、吝蒋

防災課長、治水課長、 ' I 小林、角屋

砂防課長、道路局長、 i I 'i i 
10月27日(,k)| （三県関係）

道路局次艮、事務次官 ！ 木村、田村、浜地、早稲

（県選出国会議員関係） 田、辻、江崎、久野、

山手、川崎、田村、木村
I 

I ! 八木、中垣、三田村

角屋、堀木 妥 I ! 交告、野田
10月22日（木） 1 （政府関係） l （県選出国会酸員関係）

副総理、総理大臣、小笠1 1 I 第 4班に同じ
i' ―̂̂ --9,、.

県選出国会践員関係）
I 

第 1班に同し （農林省関係）

10月22日（木） （政府関係） 災害復典課長、大野政務

第 1班に同じ
，第 5班

次官

（政党関係） i I -I 10月28日（水） I （衆院災害特別委員関係）

自民党災対立法小委員長1 南条、世耕、河野（考）

（政府関係） 交告、岡本（茂）、辻、

大蔵大臣 I 丹羽、田中（正）、前尾

10月23日（金） 1 （県選出国会諮旦関係） ！ 1 堀内、綱島、服部（安）

山手、田村、角屋、 K村
| 
！ 中垣、岡本(Hi)、伊藤（北）

堀木 ＇ 横山（利）、辻原、小林（重）＇

（政党関係）
！ 

山手

自民党副総裁、同幹市長i i （衆院災害特別委員関係）

（防衛I『関係） ， ！ 田村、江崎、三田村、

政務次官 ｛加ぬ（観）、

（農林省関係）
第 6朔

10月28日（水） 疇、塚本、坂田、小為

10月23「]（金） i 大野政務次官、水席1]長 1 ！ 小坂、久野、仁村、

官、猟港部艮、漁港綿計・ i ． ＇ 小川（平） l 
両課長、食料汀長官、殷 ID月29日（木） 今井（耕）、徳安、闘見

林経済局畏殷地）崎長、林 l 
田l1、坊、二階常、

野庁長官 ! 
太ll1̀ i月、田中（幾）、

（その他） ！ ： 金丸、加藤（鐙）、松平

股林中金理市長 I I ! i 穂穫、町1

（県選出国会談員関係） i ! I（参1院災害特別委員関係）

第 2~りに同し
l 

（｝置省）
！ ， 秋山、：II-1-、1浴、稲linl

10月24[1 (1-．) |けij」保安打長官

! I 汀藤、木村、 1]他，:,'.池、

小林

（文 9咆省） i ] 110月29日（木） I 小山、郡、吝森、市政、
l 

1 文部大匝、事務次官 ' | 四川、山本（来）、
| 
l （県選出叩環員関係） ， I I I吉江、米田、人倉

. --....―------

2
 

3
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第 7舟
清沢、克山、小酒井、 1 

田中（一）、成瀕、羽生

藤田、安田、大竹、 I 

小平、向井、森、 l 

（自治月関係）

自治庁長官

10 月 30 日（令~） （建設省関係）

人臣秘苫官

県遣出国会誤員
．．~、~

‘

,

／

）

 

月

火

（

（

 

日

日

。
ー

，
 

月

月

ーー

朔

担

8

Q

‘

 

r
 罰

第

i.~ ~ •…---"•• ●ー~ ~ヘ~・~‘^＂------

自民党政調会

建設大臣

法務大臣

（国会関係）

県選出国会議員

浜地、角附、田村、山手

i 斎謀、

！ 災害対策理屯会

； 農林省閃係

＇ 

に） 中部日本災害対策本部への陳情

災害対第特別委員会の決定に某ぎ、各常任委員長、各派代表者か 3班に分れ、災害特別立法

措置、破堤か所の早朗締切り等災害対策につぎ強力な陳情を打った。その概要は次のとおりで

ある。

中部「1木災害対策本部への陳惰状況l'i —|——--- •-- •---•--- •-—-- •一 i

1期日 陳梢先＇
1 .~.....---••—--•--~ - ••-----•ー・--•一・•-•---、 ．I 
I 中邦日本災害対策本部長 i 
I 10月11日 本県選出国会誤員 l 

t （知事、副知事と合同陳情）
I 

中部日本災害対策本部長

10月12日 中部地方建設局長

名古屋農地事務局長

期日： 陳情
~-…• : 

中部日本災害対策本部長

| 
中部地方建設局長

名古屋農地事務局長

中小企業金漁公叩名古屋支店長

10月13日，住宅金融公庫名古屋支店艮

！―-一—- ---------

先
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（ホ）県内災害地調査

災宍対策特別委員会の決定に某ぎ、県下各地の災宍状況を、次のとおり、 6班に分け現地謁l

査を実施した。

県内災害地調査状況

調杏月 IJ 周
を・
1

，
 

査 地 （調杏か面）
~一

北 勢 頸 l 1 4 i四Fl,i]港、四 Iー［巾々ゞr納芹小学校

四日巾競輪場、露［［［地区悔i『

四［I巾心汗戒業且地、川越村

桑名市日出橋、長島［財、木曽l岬村

中 芍 J罪 11. 5 i r-1了町海iド、丁代崎鈴鹿漁港

鈴蜂れ避難所、鈴鹿．l田信学園避怖所

河芸1,!j.)Iii/『、高田本11l避罰所

芙 杉 村

飯忽•松阪班 1 1 _ 6 飯南町横谷 同橋堂

同新高橋、阪店町赤桶、同哭野

同Ill俣小学校、詞笠松、同森

櫛田川頭竹工、松阪巾魚見橋

南勢・志摩 ~f I II. 4 I神宮参徊所避難所、伊勢高校

宇治山田商工高校、二見小栄校・：＿て見町保育所、烏羽屯営住宅

南勢町みかん畑、磯部町）し栄開拓団・大＿ー［町波切il1ii『

志摩町半田沿ii'、度会郡立養老院

牟 婁 班 ！！． 6 長島町名倉、呼崎海i手、長島町漁港

長島町海山町引本長浜

尾鷲市尾節漁港、熊野市．二木烏

同遊木漁港、木本高校、熊野市古泊漁港 同大泊洵虚、

股業試験場紀南分場、御浜町詞田和区漁業賓村及び水廂加工施設、

紀和iII]11 0)湯、 in!I』II
-----····--············-·--··-·-~---

4.災害現地見舞について

9月30日、特に被専の荘大てあった北勢地区に対し次のとおり災宝見舞を実施した。

被害見舞状況

四 日 市市役所

川越村役湯

桑 名市域（ネ冨地）

川越 村亀崎区

桑名 内赤須賀地区

木悦岬村役場

長島町役場

桑名市役所

県前 進基地
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第五項災古対策本部H誌

昭和34年 9月26日 土曜日 暴風雨

〇 台風接近する、午後各地に堤防欠壊や没水によろ被害が続出した。

〇 午前11時、沖地方気象台より屎下に暴風雨警報発令と同時に 「て噴県災害対策本郁」 設

置。

〇 風雨が激しく午後 8咋56分頃東海地方は停電、同 9時頃屯誘が不通となる。同 9時30分頃

には四日市々てすでに30,000戸が浸水、午後 5時30分関西線、近鉄線）しに不通、交通機関ぱ

空襲以来のまひ状態となった。

〇 自衛隊の出動要請。

9月27日 日 曜日 睛

〇 午前 1時三重県災害対策木部を「非常災害対策本郊」に切りかえるとともに、非常災害救

助隊を設置した。

〇 桑名市に前進基地設屑

〇 自衛隊、県警機動隊出動（自衛隊の活動として、別項に詳細に説明）

〇 午前 1時、部長会議を開ぎ、緊急対第を検討する。

〇 午前11時30分副知事自衛隊のヘリコフ゜ターて北勢被災地一帯を視察する。

〇 午前 1時30分 四日市々、鈴鹿市ほか 3市 1町に、災害救助法発令。

午前4時30分桑名市、伊勢市 ク

午前10時 津市、亀山市、一志町、上野市、嬉野町 ク

午前12時 木曽岬村、長島町 ‘’ 
〇午後3時 部長会誤。

午後 3時30分遂に県下全市町村に災害救助法を発動、同時に食開干配、 2万食分木酋岬村

へ、 1万食分長島町へ、 45万食を四日市市、鈴鹿市、伊勢市へ、なお、 50万食分の緊急手

配を行う。

9月28日月曜日睛

〇午前8時 部長会議

〇 副知市四日市々、川越村、桑名前進店地を視察する。

（） 毛布2,000枚、木悦岬、長島地区へ、下済知I,500点午前 8時発送。

〇 クレオソート5.000錠、ビタミン10,000錠、太曽岬、長島地区へ。

9月29日火闘日弱雨

〇午前 8時 部長会議

〇 副知市、桑名前進井地にて、指揮指屯。

〇 欠壊河川の仮締切L弔許手。

〇 衛生医旗班編成、長島、木灼岬地区にそれぞれ 2個班派避防疫活動に従屯。
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〇 毛布9,000枚下宵閉6,000点を化勢方而へ、 毛布22.300枚下府知380,000点を中南唸方而

へ、なお毛布45,149枚下類450,000点をI0月 1日まてに被害者に配布叶両完了。

〇 販南郡飯高町へ米40俵をヘリコフ゜ターにて輸送。

9月30日水曜日快間。

0 「中部日本災害対策木郊」愛知県庁内に殺屑ぎれろ，

〇 農林政務次官来県。

〇 村上建設大臣、大野自民党副総哉来県。

〇 部長会議。

〇 副知事自衛隊ヘリコフ゜ターで、木曽岬村へ祝察。

昭和34年I0月 1日 木曜日 曇 1時弱雨。

〇 知事は午前7時 5分米国国務省招聘によろ米国訪間から、伊勢湾合風の非常なること洒知

をうけて予定を変更して急いて帰国（羽rn庁）。

〇 午前 9時50分全日空機により小牧恙、自衛隊航空学校のヘリコプターにて木悴岬、長島、

桑名視察。

〇 午前11時北勢災害対策事務所情、被災および対策状況聴取。

川越村、四日市市、楠町、鈴廂市、安尺、津守を視察して，

〇 午前11時50分県庁内グランド舟。

〇 正午災害対策本部会誤を開く。

〇午後12時40分記者会見。

〇 午後4時災害対策本部会議を開く。

〇 被災者の緊急避難を決定。

〇 死者 1名に対し、弔慰金10會000円を支出することに決定。

〇 県談会全員協誤会開催。

〇 四日市～名古屋間連絡船開始。 （別項海上保安庁の措四を参団）。

10月2日金曜日弱雨。

〇 桑名郡長島町、木笞岬村両地区の老人、婦女子集団難避開始。

0 大阪府警200人来援、四日市、桑名地区の瞥備救助に当る。

〇 厚生政務次官来県。

〇 知事は自衛隊のヘリコフ゜クーで県庁内グランド発 午前 9咋ー校阪市 (9時：0分― 9時

30分）ー伊勢市 (10時～ 10時］0分）一几羽市 (10時40分ー11 時）— II)1野航空学校（燃料補

給）一津 (12時30分）。

〇午後 1時陸蒋大森副長来県、災内対策木駕会閤。

〇 午後4時30分 犀庁グラウンドより、ヘリコフ゜クーて名古犀市へ行ヤ。

益谷本部長およびーご殷知市対談を、 CBC.TVにより行う、

10月 3日 上曜日 慕一時弱雨。

〇 文部省管理局長来県。
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庁において、知市は臣訂相に災害悟祝を説明した。

午後 5時

10月4日

知れは、午前10時30分幅I[1農林大『一行（農林大臣、官房罠、農旭□建翌罰巨、水芹庁漁
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知事は査名から人坦経由て名古屋市へ。

緊急避難希望者I064名を自衛隊ヘリコデター 11台、および白衛置にて、鈴程電通学園、商

田本山へ翡噂t

益谷副総理、木苦岬村方而視察（航空機て）。

中部日本災害対策本部において、木苦岬村、桑名地区の締切計両決定。

防疫班15班、医旗班100人、給水班 6班被災地にて活動開始C9

井野法務人炉視察。

10月5日

愛知II門庁において、中門賛筵？叩対策木邪仝隅が開佃ざれ知事も出席午後 1仔『愛知且

愛知原庁グフンドよりヘリコプクーにより帰庁，

「II械訂1並雨

月曜日
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昭和34年10月 5日三菫県庁において

閉大了殿下に災害状況を説明する田中知事

前I!時津市立南立誠小学校グランド管、午前11時：0分より午後 0時50分迄県庁にて被災状

祝、対策状況等説明申し上げ屈食の後、午後 1時津市立南立誠小学校グランド発、鈴鹿電

通学隅へ瞳難中の人々を慰問せられたうえ午後 1時45分名城ヘリボートに溶御せられた。

ID月 6日 火曜日 曇後弱雨

ノヽ（
 

桑名郡長島町全中学生 (905名）伊勢市へ集団瞳難。
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〇 中蔀日木災害対芍木罰へ怒紘衣11戸l乳下閃閃倅者出向暇在

〇 臨時瓜議会開会。

〇 仮設住宅建設滸―[〗

〇 桑名前進叶地か「唸名災宝対策下存所」に切替えられる。

I 0月 7日水曜日並雨r

〇 川越村にサントボンプ (2000尻力） 1艘列滸、作業開始，

〇 臨時阻誤会閉会。

0 ID月8[」木曜日間

自衛昧により長島I：門地内国道 1号線糀槃（長栄秤）陀失のところに、ベリー梱架茂かはじ

まる。

0 大阪に中存9日本災害対策木部の「災害対策迎絡所」殺府。

〇 災害義捐金の配分委員会設岡。

〇 知市は県庁内グラント発午前 8貯30分ヘリコフ＇ターにて南勢視察。

南勢町（午前 9 時30分）—―•南島町（午前 i 0時20分）一長島町（午煎11時）一尾府市（午前

11 時20分より午後 0 時30分）—-熊野市（午後 1 時50分）一鵜殿 県庁グラント（午後 3時

30分隋）。

〇 午後4時50分より知市は県庁において、来県中の衆議院派此議員尉間門に事情説明。

10月9日 金曜日睛後曇。

〇 ベリー橋完成

〇 知事は午前 9時県庁内グラント発のヘリコフ゜ターにて、中勢、伊賀祝察。

上野古（午前 9時30分より 10峙30分）ー名張内（午前10時50分―-11時20分）一芙杉村（午

前11 時35分——午後 0 時冗分）一飯高町（午後 0 時35分ー午後 1 時）飯南町（午後 1 時10分

-1時40分）明野航空学校一午後 3時県庁着、ついて午後 3時20分より名古屋市に行ぎ、

午後4時30分から午後 5時40分まて、 NHK.T.Vにて、 今日の災害地からI1と題して

ご重、岐阜岡県知市対談。

10月10日 上曜日 弱雨後嚢

〇 木曽川下涜桑名地区のサンドボンフ＇配船計両決る、

〇 午前10時名城ヘリポート発にて、知事は石原中郊災害対策木駕長と同乗して桑名光風中学

校ヘリボート着（午前10時30分）一七里0)渡跡（午前10時45分）一木曽岬村加路戸（午後

0 時40分）一桑名災対市務所（午後 1 時30分ー午後 2 峙）ー一•9' 「越、富田一—県庁（午後 3 時

30分）曽、午後 4時石原本部長代理は名古屋市帰る。

10月11日 日曜日快睛

〇 県選出国会誤員は被災地を視察後、午前10時30分から愛知県議会諮事堂において、県選出

代議士が災害対第協誤。

〇 午後 1時愛知県庁において、愛知、一市、岐阜のそ凱知市会議をおこない、三県知事か政

右への要望事項を決定する。
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〇 午後 3時知屯ぱ、東海アレビて災害状呪と対策について放逸ずる。

〇 午後 5時40分、知事は、肌庁にて渡辺農林次官に災害0)概況を悦明ナる。

昭和31’;=|0月12日 月耀［］睛

（） 門衛隊によりーー志郡芙杉村の排l—作業始まる。

（） 大販災害対笙遮絡所会談開倦~紀勢ム線の復旧間堕ならびに復旧資材の確保を要望ずる。

〇 知＇ドは如見の Iいに建設省河川／五］長に同行ずるため、 午前11 時桑名着~ー木苦川下涜市務所

（午罰11時り0分 午後 1時）ー川越干拓（午後 1峙30分ー午後 1時45分）一富田海岸（午

後 2時） 磯沖海）•げ（午後 2 時乃分—-2 時40分）―-鈴充海岸（午後 3 時）一曽根橋一雲出

川一大正橋一梱［「］）＇ 1（法[1]午後 5時） •-松阪市（午後 5 時45分ー午後 7 時）一津齊（午後

8時）

10月13日火躍日睛

〇 桑名～名古屋間連絡船就航。

〇 午前10時 佐藤総理府総務副長官視察のため来県につぎ、知事は被災情況説明。

〇 午後 6時24分名古屋発第ニコダマにて、知車上京。

10月10日 水曜日 睛一時しぐれ

〇 ピタミン 3万錠の配分方法決定。

〇 午後 1時都道府県会館において、災害対簑全同知市会隈開催。

10月15日木曜日曇

〇 都道府県会館において、全国知事会議。

〇 知事、午後11時16分着（名古屋）の列車にて名古屋迄て帰る。

〇 松田文部大臣来県

〇 台風18号来襲予想に備え万全の対術を樹立する。

自衛艦アジサイ (250トン）災害部隊に編入さる。

10月16日金曜日並雨

〇 川越村海岩潮止め成功。

〇 知市は午前10時名城北ヘリ峠ート発の航空機にて、木県を視察せられろ益谷中対木部長に

同乗して、桑名市（午罰10時20分ー午前11時）一津（午前11時30分）貯。

0 11時40分から午後 0時30分まて県庁において被害の概況を説明のうえ、 津発（午後 0時

40分）ー名張市（午後 1時10分― 1時40分）ー伊勢市（午後？時10分ー 2時40分）ー白衛

隊航牢学校（午後？時50分）一枯谷本部長は名古犀へ。

〇 午後 5時 災害対策本部会隈、記者会見。

10月17日 十 曜 日 並 雨

〇 桑名市地蔵地区、揖嬰川右岸欠壊に仮締切り丁市究了。

〇 紀勢線名気~ーー徳和間櫛 I―11ill鉄橋復旧、同鯨は全線にわたり開通した。

〇 午前10時30分 愛知限庁において、中対本部会議あり出席者の宇な人1ま、佐藤蔵用、主計 ， 

局拉其の他てある、翌知、 "i、i岐阜．0)'県知市より災宮概況について説明聴取する。
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〇 知巾は名城Itへ i]-l、゚ート 午後り時30分発のヘリコフ゜ーターに佐藤蔵相—・行と同乗し、弥富

韮老絆由一桑名（午後 1時55分―・午後 2時30分）ー熱王神宮ヘリボート着（午後 5時（同

所よと L型飛行機にて帰庁した。

10月18 11 「I帰！tJ 弱雨

（） に島地区潮化め開始

〇 午前11峙 県庁において災害対笠木：』’I¥に公議

C） 午後 0時50分 石原中対本部｝又代理，t県、知・j¥四 11市市立日永中学校に出迎へ、ついて門

日市ドレミメ女学院において、被災地巾町村の陳愉をうける午後 6時帰庁。

10月19日 月曜日 並爾後偽

〇 知事北勢避難所慰間（商田本山、霞通学園）

〇 午後 1時 県議会非常災害特別委員会開催。

〇 長島町地内国道 1号線揺梁（長栄橋）の仮橋完成。

〇 災害対策本部大阪連絡所会議開他。

10月20日火曜日睛

〇 城南干拓地の潮止め丁事を完了、本格的な工事開始。

〇 国道 1号線のドラム罐丁：法開始。

〇 自衛隊杉山幕僚長来県。

〇 午前 9時県庁において災害対策本蔀会議開催

〇 正午より南勢避難所を知事慰問す（修練道場、如雪園、奥野家、五鈴館）

〇 午後 6時20分名古屋発にて知事上京す。

10月21日 水曜日 弱爾後曇

〇 午前10時より都道府県会館（東京）災害対策のための全国知事会談。

〇 午後 1時より衆議院牒林水産常任委員会において、知市は概況を説明し、対策について陳

情する。

〇 午後 3時より、都道府県会館において全国知事、談会議長合同にて、災害対策会議をおこ

なう。

10月22日木耀日快睛

〇 川越方而の排水完了。

〇 桑名市街地の排水完了。

〇 午蔀 8時30分ー午前10時30分に厚生、農林両省て知市は被災の概況を説明のうえその対策

につき陳惰をおこなう。

〇 午前11時一午後2時に知事は第三議員会館において、本県選出の国会誤員と災害対策につ

いて打合せをおこなう。

〇 午後 3時一午後7時に知事は、建設省に概祝説明とその対策につき陳隋する。

（） 午後7時東京発にて、知事帰県す。

10月23日金曜日睛
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〇 池田通産大臣来県につき知市は名城北ヘリボートより同乗、石原産業（午前10時00)一平

田紡績（午前10時35分）―-桑名巾松約（午前11時I0分）一桑名明止中学校 (11時30分）一

県庁（午後 1時一午後 2時30分）一久届（午後2時50分）ー名占屋へ

〇 引続き午後4時名占屋観光ホテル、通産人臣、財界人懇淡会に出席。

〇 木酋岬村木曽川破堤か所330メートルの仮締切り完成。

10月24日土曜日晴

〇 午前 8時45分ー午前 9時05分間、知事はCBC_T,Vにおける災害対策放送の「私ぱぎぎ

たい」に出席。

〇 正午、知事は、市叩村会館における県下全市i町村長のおこなう合同災害対策協議会に出席

〇 午後4時、県庁において災害対策本部会誤隅催。

〇 長島町、北部仮締切り完成。

I 0月25日 日曜日快睛

〇 白衛隊木酋岬作戦開始1,000名来援。

〇午前 9時 災害対策本部会議。

〇 午前 9時40分より知市嘔難所慰間（鈴鹿電通学園、鈴峯在、楠小学校）

〇 午後 3時05分 知事災害用務のため名古屋発上京。

10月26日月耀日快睛

〇 桑名郡長島町、木曽岬村て三重県消防救援隊か流木整理開始。

〇 桑名市、川越村の排水完了。

10月27日 火耀11 曇一時しぐれ

知市上京中、特記なし

10月28日 水耀日 弱雨一時雷屯

〇 木酋岬作戦瓜機械を入れて 6か所同時に締切り下事を開始す。

〇 知事は、都道府県会館における、農業災害補償制度協議会に出席。

10月29日木曜日快睛

〇午前 9時災害対策本部会謡。

〇 被災者、および避難所へ布「月上~トー糾を配分（約850世帯へ）することに決定。

〇午前11時知事ば記者会見す。

〇 午前11時30分 知市はNHKの社会の窓に音録（議題は災害救助について。）

〇 午後 1時ー 2時知事は伊勢新聞編集局長と対談す。

10月30日金曜日快睛

〇 長島町白鶏南端決壊ロ 100米の仮締切り完了。

〇 知ドは県庁を午前 8時に出発して般災地視察のうえ復旧活動を激励した。そのコースぱ、

次のとおりてある。

津 富且］富州原（海炉） ~―-川越亀崎新 IIl ー桑名地蔵（消防団か作業している分）一長島町

千む、人岨（排水作業） ｛惜9羅隔吉 （消防団の作業している分）一木酋岬村藤里 （自衛
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隊）一•Iii 先、見入、東殿名（消防団が作業している分）

I 0月3li」上曜日睛

（） 桑名市I'打鵡の排水完了。

〇 国道ーづ綜0)トラム障工法成功ず。

〇 午前 9時、県庁において災害対節本綿会議。

〇 午後 2時、知事は四日市々山手h学校において、大阪府臀嗅勁隊に対ずる唸謝状贈呈人を

おこなう。

Ii月 1日 日曜日 墓後並雨

〇 三逗県非常災害対策本部を「三重県非常災害復輿本部」に切替える。

〇 知事災害陳惰のため、午後 3時津発にて上京。

11月2日 月耀日並雨

〇 連日の降雨と波浪のため、桑名市城南福地地区の仮堤防再び欠壊し、約44戸浸水。

C) 知事は全国打村会館において、木県選出国会議員と打合せ会を行い闊係各省に災害対策の

陳情を行なう。

11月3日 火曜日弱雨

〇 知事は1周係各百に災害対策につき陳情

〇 特記なし

11月4日 水曜日 弱屯後睛

〇 午前11時 知市は衆議院第二議員公館において、本開選出国会議員と打合会を行った上、

衆議員災毒対策特別委旦会に災害の，名対策につき陣情をおこなう。

午前11時30分より、知事は衆議院第二緞員会館における＿こ直愛知、岐阜＿．口県の災宝対策協

議会に出席。

11月5日木曜日快睛

0 名古屋一桑名、七坦の渡し、定期船廃止。

〇 桑名市城南干拓地海岸堤防仮緒切り成功。

〇 勺~前日時 知・ドは衆議院災害対応．『別委：1会において、伊勢湾否風の参考人として実噴を

陳込した。

〇 知市は午後 0時30分より殴議院第三議員会館において、三県災害対策協議会に附席同所に

おいて、 NHK対談に緑l笥。

// 産経新聞対談

〇 更に、午後 5時30分より連翰省港湾！91見、と肋波堤間題て懇淡した。

Ii月6日 金曜日 公後並雨

（） 本酋岬作戦；し了

〇 午後 6時30分より知ドは、衆、参両院災古対策特別委員長と懇談をおこなう。
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11月7日 LI附日睛

〇 正午より、知」9はて直大学塁学部におけるlこ地改良事業団体連合会災害対策大会に出席。

〇 午後 1時より県庁において記者会見する。

11月8日 日曜日快睛

〇 津、鈴虹、伊勢へ集団瞳難した学業の帰郷を開始する。

11月9日 月曜日快睛

(> 木仰岬村仮締切・［事完了，

11月10日火附日快睛

〇 特記なし

11月11日水曜日睛

〇 知市は畠居において、 天皇陛下に復輿状況の御説明を行う （その内容については別項参

暇）

11月12日木耀日睛

〇 特記なし

11月13日金曜日曇

〇 長島南小学校児童帰郷。

11月14日土曜日快睛

〇 長島中学校生徒帰郷、避難学京の帰郷完了。

〇 午前 9時 県庁において災害対領本郁会醗。

〇 午前11時知事は県庁において記者会見。

11月15日 日 曜日 曇

〇 長島町白鶏の欠壊口締切り工事に「前だれ工法」開始。

〇 楠小学校避難所閉所

〇 知事は、午後 0時30分より城南、長島、木曽岬の被災地視察。

11月16日 月曜日 曇一時弱雨

〇午前 9時災害対策本部会漿

〇 午後 1時より知事は、 NHK津局において、災害対策について録音。

〇 午後 1時30分より KTB津局において、災害対策について録音。

11月17日火曜日睛

〇 午前 9時県庁において、災害対策木部会議。

〇午前10時 災害対策の県談会開会。

〇 午後 3時10分 参議院文教委員、学校災害状況視察のため来県。

〇 科学技術庁、藤村審誤官来県。

11月18日水曜日快睛

〇 三直県最後の締切り完了（桑名郡貶島町白鶏）

〇 午前 9時より災害対策本部会議。
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〇 午前10時より県議会

〇 午後 7時 全国漁業連合会片柳会長束県

11月19日 木曜日 曇一時弱雨

〇 午前 9時 県庁において災害対策本部会巖

〇 午前10時より県誤会

11月20日金曜日快睛

〇 四日市～名古屋間連絡船廃止

〇 午前 9時より災害対策本部会議

〇 午前10時より県議会

11月21日 土曜日弱雨

〇 鈴鹿市、鈴峯荘避難所閉所す。

〇 午前 8時知事はCBC.T. Vの題名「私はぎぎたい」の放送をおこなう。

〇 午後 6時25分県議会は本会議において、議案表決され採たくのうえ閉会す。

11月22日 日 曜日 睛

〇 午後2時より、洞津荘においておこなわれた郷土復興県民会議に、知事出席。

11月23日月曜日睛

（） 午後 1時30分村上建設大臣来県視察（知事随行）その行程は次のとおりてある。

木曽岬村、田代、賄ケ池、白競ー長島町福吉、松蔭一都羅、白鶏一桑名市地蔵、城南、福

地一町屋橋

11月24日火曜日暴

〇 県庁において災害対策本部会議開催。

11月27日 金曜日 昼一時しぐれ

〇 知市は午後 1時30分より皇居において天皐陛下に、災害復典状況について御説明中上げた。

11月28日土曜日曇

〇 知事は東京において、本県選出国会議員と災害対策について懇談をおこなった。

11月30日月曜日快睛

〇 午前 9時より県庁において、災害対策木部会誤。

〇 午後 0時30分より、知事は、県庁において記者会見を行う。

〇 午後 1時より、県議会議事堂において櫛田川水系治山、治水砂防事業期成同盟会結成され

知事出席す。

12月3日 木曜日 睛一時しぐれ

〇 県庁において、災吉対策本部会議。

12月4日 金曜日 弱雨後睛

〇 午後 5時、農林省災害復旧課長来県。

12月8日火曜日盈

〇 県立大学避難所閉所。
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C） 午後 6時より、知肛は名古屋において、岱谷中部災僭対策本部長、石原副本部長、愛知、

岐阜両県知事および名古屋市長と懇談~

12月9Ii 水曜日 快睛

（〉 中：11:日本災内対浚本綿閉所

12111011 A,11秘11 i1月

．） 午Ili]1時 0分、り［「『内グラン l発の白衛隊

ヘリ ．． 1アクーにて、知巾は及書地現祭この

コースは、次J~）とおりてある。

津—釦恨良杉—飯：1-木曽岬一身 l」]中

学校へ

〇 午後2時より、高田本山専修寺において、

伊勢湾台風犠牲召合同尉霊祭を行なう

〇 高 [1本山鼈難所閉所

12月12日土曜日睛

0 12日より 15日まての予定で、臨時合風科学

対策委旦会 1行来県各地視察
昭和34年12月10日 高田本山専修寺における

合同慰霊法会
12月13日日曜日睛 涙も新らたに黙とうをする遣族

〇 正午より、県議会議事堂において、知事は、南条衆議院災害地対策特別委員長来県せられ

たので被害の概要とその対策につぎ説明のうえ、政府への要望古を提出した

12月14日 月 曜 日 快 睛

〇 午前 9時より、部長会議

12月17日木曜日快睛

〇 県議会開会

12月18日金曜日晴

〇 午後 5時より、県庁において台風見舞金配分委員会を行う。

12月只0日 日曜日快睛

〇 午後2時より、知事は、桑名市益生小学校において伊勢湾台風被災孤児慰間激励会に出席

12月21日月曜日弱雨

〇 鈴鹿市、鈴峯荘避難所閉所

12月23日水曜日快晴

〇 県議会開会

12月24日木曜日曇

〇 鈴鹿電通学隈避難所閉所

12月25日 金曜日 睛一時弱雨

〇 津市水産会館において、伊勢湾合風関係功芍者表彰式挙行

12月26日より 12月30日まで
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〇 知屯は、昭和36り度災寅 f算関係接捗のため上京、各省に陳隋。

廿召和1351cI 月,7日

〇 伊勢湾合風災古"{側11l'~h起 1人学り（長島'l「]伊磨？島小学校において）

知れか昭和34年11月 7日畠1因において天晶陛卜に御説明中上げた事項は次のとおりであ

るC9

犬皇陛下に対する知事説明資料

ー、伊勢神宮の被害について

伊勢市附近の風速は、伊勢市の記録によると59米となっております。この烈風によって、伊

勢神宮ぱ末苦行の大被害を被りました。

両宮とも参道両側に控立していた千古不ばつの巨木も無惨に倒伏し、その風倒木によって五

丈殿をはしめとして、 72の社殿（内宮48、外宮24)が大、中破の損壊をうけましたが、正殿ぱ

安泰てした。

また神宮林の風倒木も甚だしく、 95,000石、約 2億円にのぼる被害でございました。

二、真珠被害について

真珠筏は台風直前に、応羽、的矢、英虞湾から紀州方面にかけて75,081合が浮設してありま

した。この筏て被害をうけましたものは、くろ貝（手衛をして珠の入っている貝）の筏で、流

失また大中破したものは49,859台 （地区により異るが70-100%) くろ貝は7.479万貝の34億

V ,  500万円の被害額にのほっております。 また母貝の筏ては18.181台、 3.640万貝 5憶3,256万

円となっております。

その他筏施設、陸上施設、船舶等の被害額を併せ、 5億6.102万円の巨額にのぽりました。

これが復旧には、容易ならぬものがありますが、県としましてはまず生産規制計画年次の最

終年次に当っておりますのて、 35年には55,000台を目標に規制をする方針のもとに復興計画を

樹立しております。

これら復旧資金は約29億円を必要としますが、このうち政府関係金融機関（農林中金、農林

憔業、金融公庫、商工中金及び天災法融資）の協力て約20億の手当を見込んでおります。その

残額は普通金融機関の協力にまつこととし、概ね 2か年をもっおて復興いたします。業界は目

下一丸となって復旧作業に努力しておりますが、まず大破した筏や陸に打ち上げられた筏の整

理、水没埋没した貝の採収作業とともに、残余貝の水揚げ作業避寒漁場の準備に努力が注がれ

ております。

国においては、真珠筏10台以下の小業者に対し被害筏の 8割を補助、さらに真珠漁場の掃海

作業、補助等の措置がとられることになっております。

なお、従来漁場の密梱による品質低下の傾向がありましたので、この機会に品質向上を期す
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るために、残った）t（珠且に充分な泊蓋管理か必要なため今冬は特に優秀な避寒漁場の確保を図

り、さらにi魚湯復旧とともにその適ll化を追めてまいり、世界の宝石「真珠」の名声維持に努

めたいと存します。

三、その後の避難所の動静について（皇太子殿下御差遣以後）

占＇太了殿「かおいていたたいた 10月5日、鈴11且電通噛の大ホールには1.337名（長島746名、

木苦岬591名） の荘難者か収容されて 21! [lて

ありました。

最高時県設罹の避難所には木麿？岬村、長島町

の避難者約2會700人（うち学童2.000名、一般粍

幼姪女子700名） を収容いたしましたか、現地

の排水の進捗に伴い、逐次碍還したため、現在

の収容状況は次の通りてあります。

； 

県 設 府 1収容，内 訳
:—----—--- 1一般

避難名所 ：A＿旦l'］‘二J門［中造高校生l
鈴鹿電叫学園I2791 

I I 
鈴峯訂 1541 I 148 

高田本山 95 

三重県立大学 2581 254 

計 7861 2541 1481 I 384 
t 

I 1481 I 

279 

6
 
5

4

 
，
 

なお上記避難者のうち、長島野の履門難者約500名（学章250名、一般250名） は12月上旬に帰

還ずる予定てあります。

以上ぱ、県殺殴の避難所の模様ですが、現在避難所を設置している市町村は、北勢の木酋岬

村、川越村、長島町だけてありまして墜難所の粘は、 85か所、 収容人旦は、学童約400名一般

5300名てあります。

四、今後の伊勢湾臨海工離地帯の課題について

(1) 臨海工業の被災状況

北勢地区の大企業 (300人以ヒ）の被害額は3ぅ・工場？7應9.100万円、このうち繊維工場の被害

か最も大きく、 15工場15位？，300万円、化学'O丁湯 8憶5,400万円、囃業？丁場 1憶7.700万円

等となっております。

(2) 復旧状況

被災直後は送電線故障のため、県下全般が生

産休止の状態にありましたが、その後電力は逐

次復旧し、原材料および製品の輸送困難が著し

く操業をおくらせている状況であります。

北勢地区の人企業ぱ被災後10日以内て50％以

上か操業を再開、 12の大企業を除いては、すて

にフル牛産の段階に入っておりまず。

そのうち、著名丁こ場の復＇日状況は次の通りて

あります。

(3) 今後の臨海「業地帯の課四

伊勢湾台風によって甚大な被害ば受けましたか、丁業地帯としての特性価値は有利な立地条
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件と整備された閲連施設とによって何育文節を＇ 1-することなく、次のような今後の復旧整備によ

らてむしろ従前以上に期待される臨海［業地帯として発展j―ることを確にいたしております。
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（イ） 駕界埠防の祈丁怯施丁と防腔堤の新設

臨海地域におぎましては各町に亘って誌大な被害を受けましたが、午起地区のテトラポット

一丁法による新しい痙岸構築により防備されたところもあり、今後の護臣堤防葉造上自重な貴雷

な体験となりました。しかし四日市地前而の防肢堤の亭造は包務てあり、吏に、因ケ間、冨州

原、川越、桑名地先窄罪立浩成に‘"1って、駕片［現防の亨遮を充分検;;IIーるとともに、併せて苅

面に防波堤を新設ずれは、万全を期せられます

（口） 海臣、河川堤防の総合的復甘

臨悔工業地幣の風水害眈間は、国日呆令ならびに産業施殺保罵上年ドに軍要のみならず、在住

民の！に命財産の防僅し必須てありますのて、今同決壊破担した堤防を附に海庁堤防としてのみ

ならず、河川堤防との関連において復I「lすることかのそましいのてありまして、このような措

置によって丁場地帯の防備も完壁を期せられると確伯いたしまず。

（／う 埋立造成地の早期実施による堤防の建殻

現在埋立造成計両のある霞ケ蒲、富州原、川越、桑名地先の埋立進成を早色に実施し、堤防

の二重第造を避け、併せて内陸部地帯の完壁な防備をすることが可能てあります。

（二） 住宅地を丘陵地帯に設定

臨海綿工場の住宅地計両を百検計し、酉北方の丘陵地帯にこれを移ずことによって、エ嶋の

被害から従業員の個災による丁場復旧のおくれのないよう措阻することか肝要であります。こ

の場合住宅地域と工場地帯との連結閏跨の弊備がおくれておりますのて、これらも新しい観点

に立って立地配隠をすべぎてあると考えられます。

固 名四国道の建設促進

伊勢漑臨海丁業地帯の進展に伴い、名古摩、四日市間における物資輸送交通鼠は極度に高率

化しつつある状態てある際、 今回の災害による国道—一号線、 関丙線、近鉄線の不通が諸産業

に与えた影響は甚大なものがあり、第二国道建設は益々緊要度を加えています。現在着工中の

名四国道の建設を第二堤防的性杯をも併せ促進ずることか肝要て、道路公団においてはすでに

路而を従来の計両より約0.6米、栢梁1.0米0)かさ上げか検訂されております。

（へ） 都市排水の粋罰促進

国鉄四日市駅附近はこの地帯において最も低いナ池てあり、下水道の不罰と相まって殆んと

の降雨時には地上溢水を束し、産業の動脈てある鉄道輸送の停滞等の大ぎな原因となっていま

すのて、駅構内外の為上げとともに、排水施殺を早急に整備することか肝要てあります。

以上のような災宝関連の市業を迎めるとともに、従来からの臨海工業地帯の整備叶阿を促進

し、新しい臨海丁＿業地帯の造成に努力して参りたいと存しますっ

五、教育関 係 に つ い て

(1) 各学校の授業再開については、その実情に応じて学校痙営（二部授業、分散授業、短縮

授業、籾式授業、学級統合窄）による授業cl阿を樹立せしめ、必要最小限度の応急工事を施行

するとともに仮校舎の使用賃により早急に授業体制を確立しつ＼ありますへ

(21 特に被宮の共しい北部餃水地帯の木'，'9,i岬村、旦島町の 6校につ蓉ましては、次の詣難所

-~ 145 



に緊急避難を実施し、戸常な授業を行うため、各学校単位に百編成の上、早倍に授業再1)月の体

制を講じました。

長島町の排水完了のため、長，む北小学校は11月8日、長島南小学校は11月13日、長島中学校

は11月14日、それそれ復帰致しました。

なお木曽岬小学校は、 11月26日復帰の予定てあり、また、伊曽島小学校および木曽岬中学校

につきましても本年内には復帰する予定てあります。

(31 り災児童の流失教科害用品の補給につきましては、必要教科書の稲類、冊数を早急に調

査し、中央教科書供給所よりの補給により 17万．3000冊の配給を完了し、 授業体制を確立しつ

つあります。

なお、災害救助法による学用品につきましては、各集団避難所ごとにそれぞれ配給を完了し

ました。

(41 学校給食用小麦粉および乾燥脱脂ミ 1レクの捐失補償並びに罹災児童生徒に対するミ Jレク

等の無償配給につきましては、その実惰を調査し、関係機関と折衝の結果、学校給食会、パン

業者によりすてに損失補償および無償配給の措限を完了いたしました。

(5) 被災児童生徒に対する弔慰金につきましては災害により死亡の犠牲者となりました児童

生徒に対し、学校安全会より弔慰金268件総額536,000円を贈りました。

(6) 高等学校生徒て災害により一家の生活が困難、あるい学資の支弁か困難になった者に対

しましては、授業料の減免を実施致しました。減免許可者は全日制の免除320名、 減額 (2分

の 1)412名、定時制の免除120名、計852名で、これによります減免総額は2,267,400円てあり

ます。

育英資金につきましては、被災により一家の生計か困難になったもの310名に対し、 1か月

3,000円の特別奨学資金の貸与、また学資の支弁か困難になった者に対しましては 1か月 1,000

円の貸与方を本部に要請、高校在学生305名の配当をうけ、さらに中学校三年生在学中の者に対

しましても、災害のため60名の追加配当をうけましたのて、日下その準備を進めております。

第六項災害広報活動

被害状況て述へたように、交通、通信とも杜絶したなかて、本県の災害規模と悲惨な有様を

国民に訴へるため、最善の努力をして、本県の災害広報后動を次のようにおこなった。

I.新聞、ラジオ、テレビ、利用による広報

刻々の災害情報や、被害者に対する注意などをその都度報氾機関の協力をえておこなった。

2.災害写真の作製

各地域の災古写真を集緑し、災害写真を作成し、 政党本部、 中央官庁宥に持参して貼布し

た＂その貼布月日は次のとおりてある。

第 1報 昭和34年 9月29日

第？報仝 10月 1日

3.災害壁新聞の作成
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災害被害状況を集録して壁新聞を作成し政党木綿、中央官庁、各関係機関、全国都道府県、

東京、大阪県人会、県下巾町村関係団体等に配布した、その大要は次のとおりてある。

第 1報 「惨禍、三重全士を襲う」 3,800部

第2茨 「続々判明する被害」 2,000閏

4.映画

＝重県ニュース災害特報を製作」：映した。その概要ぱ次のとおりてある。

製作 日本映両社

企画三 重 県

35粍フィルムては東京都内常設館および三重県下常設館にて上映した。

16粍フィルムては、県下を巡回し、ライプラリイを通じて上映した。

10月4日、第 1報として、 「台風15号三重県て空前の猛威」と題して、プリント35粍、 10本

16粍、 11本を作製した。

10月11日第 2報として、 「救授つづく被害地」同様に製作した。

第 3報として11月5日「たち上る被害地」として同様に製作した。

5,広報紙の発行

三重県だより「災害特報」を発刊し被災者の手引や県の災害対策を広報した。

配布数、県下全世帯を対象として、 3'8.000部を印刷した。

型は新聞紙半蔽4頁とした。

6.伊勢湾台風災害画報の発行

災害発生時から復興途上への写真を収録した。

「伊勢湾台風災害画報」を発行した。

その部数は3,000部てある。

体裁はA4判、 5:;頁建

総アート紙

表紙3色中 2色である。

第七項県党避難所の活動状況

l 県営避難所設置の経緯と収容状況

通常巾l川村は、水防法に札づぎ水防計両の中に非常中態に備えて饉難計両を策定し住民に周

知靡底させること＼なっていて桑名郡[",島町および同木位岬村は、木曽、揖斐、長良．ー・大）1|水

防指定管理団体に所屈し、水防叶両による症難計祖較）局知條底と水防演習の都度避難訓練され

てきか、今次の伊勢誘合風か史士稀にみる人災害てあっただけに、さしも頑丈な堤防が一瞬に
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して涜失しー望千里の泥海と化したのて避難の方途も全く途絶え多数の住民ぱ、風前の燈火の

ように危機が迫つても施す術もなく、自衛隊のヘリコブターて投下された食国によって漸く露

命をつなぐといった悲惨なものてあった。

県ては、 10月 1日深夜部長会議の結果関係町村にかわって県営避難所を設置し緊忽避難させ

ることに方針を決定し、 翌2日早朝係旦を各地に派追し調査の拮果別表の避難所候補一覧表

を作成し、このうち10月2日鈴鹿雷通学國の人講堂に鈴鹿避難所を開設し、とりあえず98名を

緊急収容し、翌10月3日には津一身田町真宗高田派本山専修寺に（大講堂、茶所講、その他）高

田本山避難所を設骰し両明村の老幼婦女子を緊急避難させたものてあって、 10月17日現在（最

大収容日）長島町にあっては災害前の人口8,668名のうち1,805名(20.8%)を、また、木苦岬村

にあっては同じく災害前の人口3,326名のうち913名 (27.4%)を両避難所に収容したのてあっ

た。

なお、各避難所収容状況は、県営避難所避難者数調のとおりてあった。
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さ軍県非常災害対策本部の組織及び今後の雌難所の組織概要
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B.学竜罹災者収容避難所の例示
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（注） I)で電県災害対策組織規程第15条第 2項により県剪常災害対策本部は即時自動的に

県災害救助隊の組織を吸収しその機能を強化した。 （点数をもって示す）

2)学惰罹災者収容避難所においては主として教育委員会事務局職目をもってあてそ

の他の避難所においては知市部局職員をもってあてた。

3)伝浩病発生時には所轄保健所より臨時に防疫班の増援を求めた。
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罪難所の維片管珂に従市した開職員及び臨時傭人の種□別人日数
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避靴 避 罰~ 者 数 i人所）！ ［I I，没置月日

所別！避難者別 10i『l豆瓢 6~―lli『―]二ニ「『ニー~ —-----~--~ 
迄 ' 3 l[l iS !| 301i, 

i2}］以降総数 1 退所月日 閉鎖月日

総数1, 196| 4 8?  I 3 7? ？円 l l?？ 99 262 0月？日入所 10月2日｀

辛 ['ii 4, 9 1, i | 
犀 I i 1 ! _,415112月？0日退所;12月24日閉領

般数i 4曹249 4 T 353’ ：｝ーロ勺⑫ l l T 1 2? l 6 847 2 I 計 0日間

ト的 i岬村総悉，9| ―1 388| 3 085 ! 531 94 1 ] 043l 14 538|10月3il入所1101]2日：虞

内 ，＇i，_ 1芹殻l 4 9 1 :： | 398| 
| l 

i I I 5 311112月2CII退所!!2月24日閉鎖

．舷 数 ？ 曹q75 ?、 6む7 l, ：s l ! 04 1. 
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| 1 
l, 04ふ 9,2刀計 79日 1

計 17 0841 7 906[ 5 353i 4 292i 2165: 36 8001 110月3日麟

島 即総厖：l l o26 5i6I m l l l認 9ei 2 0•ぅ8|10 月 3 日入所I] ？月 130 ~閉鎖
ヤ溶瓢 618| 123| 1 | 74 ! l;2月 5[]退所
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舷数 408! 3叩 I 3! ii !351 ?01 I曹317/ 計 64日 10月 3日設置

木曽 II叩村総数1 3 32! 2 564 1 7叫 l i l8i 1,15 8 88?|10月 3日入所 '2月10日閉鎖| 
内学ポ数！ 1，595! 2 9 0I I I 
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I,8DSjl2月 5日退所
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霊｛内／ ： ： 6 ［：0 8 ::: 6 :，7: 
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尺島町総 数： 1 463 2,35:l ?,0?8 | 5,842 10月 6日入所

鳳内学市 認 l386i 2 240 1 ?32 5,553 1 1月14日退所'10月5日設閥

一般数 77| l l : 961 i | 284 計 40日 111月18日閉鎖
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•一般数' ! i39| 53 ! ! :921 計 21日 l1月18日閉鎖

修長島町

>{
総数 ：，975! 2, 1 73i 

| 
4, 14'110月19日入所

内学帝数 1,090! 2.lOD 
| 

i 4,009:'i月14日退所:10月 3日設置

慶｛長島町・ : ：1 507| 4 2:: 3 9:: 3 949 1 327 4 ;:: 10↑尺所112月 8日閉鎖

大 内 学窟数 4971 4 0461 3 SOIi 3 BIO: I 270! 13 424112月5日退所 10月 4日設置

〗：炉 i材身舟/:| 0 8 3;: 8 3:/ 5 9i/| ：，;; :： ：［； ::20:；所 2月2日閉鎖

長島村総薮I 20.3111 28.4441 22.69r 7.4851 2.4691 81,400 

内 学常数 l5,31 1 22,876 17,945 3,8 10 1,270 6 1,212 | 

般数 5T ooo, 5, 568 4, 746 3, 67已 1.199! 20,188 

木曽岬村総数 11,209, 13.764[ 11.421! 8,0121 4,343'48.749 
I 

内 学窄穀 6,508 8 -402 7, ml  5,707 2, 9581 3}, 319 
| 般数 4,70 i 5. 362 3, 677I 2 -305 1, 385 1 7 -430 

長島、木曽岬総歎 31,520, 42,208 34,112 
|，．！  

15,497, 6,8121 130,149 

内 学屯総数 21會 819! 31,27ふ 25,609i 9,517, 4,2781 92,531 
| | 

一般総殻 9,70:'10,9301 8らA23 5,9809 2,584 37 b18 

-------.~•-"."."—~ ~•-• --•----• ••~.．、- -••ー・・~ ~―~ ~... ~...~—~ -~... ^‘••-------~—” L __一一
（註） この表は各避瑚1所よりの1fl：日の取客人日放邪の素I!｛＼外成時（概ね『］現在砧）におけろ収容避岬者

の人し＼歎をり汀Iしたものてあろ

鈴

鹿

避

咄

所

長

内

島 iH}・

'，;' 

高
田
本
小
避
難
所

長

内

各

避

難

所

合

計

穀

252 ---



2，学童の集団避難と授業再開状況

10月2日 木仰岬小、中学校、長島け、 1じ小学校および伊凶島小学校等の児童、生徒の一部

が救命ポートて木曽岬堤防．しに救出され、陸＿Li噂隠、リ）ヘリコフ＂ターて桑名市立光風中学

校々庭に空輸梨鈷、または蔀．上自衛該J)」」逹，印舟艇て木磨＇］朗ばれから白子、または贄崎港に

海上輸送され同所から人型ハスて鈴虹這難所に収容された。

10月 3日 木曽岬小、中学校、長島l'ヤ小学杖、長，し9:jLI学校およひI}膚，応小学校等の児童、生

徒か前日の要領てそれそれ鈴底、または位[」1本1汀喧難行に収容された。

10月4日 文部省小林管理闊長か学童饉難状況悦寮のため、来県された。

10月 6日 鈴齊瑾難所に収容された木曽岬；介、牛学校、伊曽島小学校およひ長島中学校等の

児童、生徒に対し混合応急授業を閲始した。

高田本山倍難所においても収容中の木薗岬小、中学校、 1・釘泣島小学校および長島中学校等

の児童、生徒に対し湿合応急授業を開始した。

学校再編成のため長島南小学控 (360名）長島北小学校 (268名）の児筐が伊勢市中ノ切町

如雪澗に集団移動させることとなり、現地から海上白甑隊の麗艇て［）'羽港に上陸しパスに

て如雪園に、長島中学生徒の 咄は同絆路て碩勢市旅直釘賽野家 (141名 1名陸輸）同五鈴

館 (137名）に収容されいずれも 10月7日から授業を詞閲した。

I 0月 9日 衆議院災害状況調査門長菅家庭六外 6名か被害状況謁査のため来原された。

文部省初等中等教育島水口祝学官か集団地難所収容児童の生徒の授業実地状況視察のため

来県された。

10月14日 学校両編成のため、鈴

鹿およひ闘it！本l」ぃ扉難齊に収容

中の伊曽島小学校児窮(?44名）

を・コ重県立人学に集団移動させ

I 0月16日から授業を再開した。

I 0月15日 松[[1文部人臣が災害状

況を視察のため来県された。

10月17日 参隈院議員文教常任委

員吉江勝俣ほか 2名か災害状況

を祝察0)ため来県された。

文教再刷成のため、釣鹿および

高田本山避難所に収容中の木酋

ク、しぶりにもらった教科書てにこにこ頻の了供たち

伊勢市如雪園において

岬小学校 (369名）および人苦岬中学校 (158名）リ）児直1徒か鈴客礼に集門移動し 1月18

日から授業を再1娼した。

10月19日 長島北小学校児ば：こ難所において授業『州rl釣IJしおよひ砂！●：1加 l」罹難所に収容中の

辰島中学校屯・ー＇芦 1の＇し徒を伊勢巾修訊且場に、日 ~—{| ／i 0.）罰1を伊勢巾•五鈴館に、

同女土を伊勢1い退野家に集団移動させ1011,0日から授業を叩姐した，
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11月811 .][（郡楠町111楠小学校に収容されたに島It小学校児童68名と教員その他 8名汁

276名が全具パスて帰郷した。

11月13日 伊勢巾如雪園に収容された艮島IYJ小学校児童482名と敦且その他18名叶500名が全

只ハスて帰郷した。

11月14日 伊勢市修練道場に収容された長島中学校卜徒150名と教員その他 6名および同市

奥野家に収容された長島中学校1徒 140名と教はその他 5名ii14:J名か全凶ハ、メて帰郷し

た。

12月5日 二［砂，［立入学に収容された伊曽晶小学校児班およひ教具その他全且ハスて帰郷し

た。

12月20日 鈴峯在に収容された木巴岬中学校仕徒およひ教凪その他全且ハスて帰郷した。

3.避難者の健康管理

A.健康検診

避難民の健康管理の万全を期するため、所轄保健所ては県衛生部の応援をえて健康検診を実

施し異状のあるものに対しては最寄りの医療機関（〗巫県立人学医学部附属病院、 日赤病院

等）に入院又は通院させ早期治療をはかった。

B.避難所に医師の常駐

今次避難民の大部分か60オ以上の高令若しくは乳幼児て占められていた特殊性に鑑み避難所

内に医師を常駐させ予防、治療の万全を期した。

C.臨時予防接種

ジフテリアおよびインフルエンザを予防するため各避難所とも所轄保健所によって別表臨時

予防接種実施状況のとおり実施した。

D.避難所における検病検査および健康検診の実施状況

現地において赤瑚患者がすでに散発していたので避難所内に感染させぬよう別表のとおりし

ばしば検病検査と健康検診を実施し予防の万全を期したか鈴峯荘避難所においては、別表避難

所における赤判患者の発生状況とその後の経過概要のとおり、その跡をたたなかったので面会

謝絶と食品の持込みを厳に禁止していたが肉親の情やみかたくひそかに面会するものがあっ

て、その跡をたち切れなかったことは反省すぺぎことであった。
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寒天コール i)レ石鹸［生石灰 I | 石鹸 lお）剤油斉lj|-）レ 油剤 、／油剤マリン1（錠）
一~~~ ~ー"-.~” 

gr~ gr; gr| gri gr 
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I 1 20,000' ， 600 

伊勢保飩所 I ’ 6,000 187,500| ! I 1s,oool I 22,5ools,,oool10、000

3, 1501 1,500 127,0001587,5001145,000;480,000 18,000 20,000 22,50054,000110,000 

----~ ~.~~., ＿ | --- | ---

計 600 

避難所における赤利患者の発生状況とその後の経過慨要

I ―--------，----―--•一· ----•一•---.--
発生月日＇発病の場所 1患者の氏名 学年又は年令男女の別I 貪院喜€せ危 概 要

昭和 I I ---,-—•--------· ,-＿＿_＿_＿＿＿．．-- -----
鈴鹿市[t内町 !'  

34. 10. 181 鈴峯肝避難所内＇・大田 光明 中学 1年生 男 I日亦鈴艇病院， 10. 29退院
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伊藤信子 " I年生 女 ヶ 11. 9 

；黒宮幸江ク 2年生 ク ク 11. 17 ， 
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発生月日 発恥の場所 1 患者の氏名

＇ 昭和
- -------------
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I 入院させた
［／竺年令門色竺叫＿！凡院＿名＿1 概 要

I I 1 

ク 5年生 f I ズ 日赤野底病院 lll, 20 

中学 1年生 ≪ I ＇ ク j II, 22 

！ 小学 4年生 1 ク i ;, I 11, 25 
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ジフテリヤおよびインフ 1レエンザの予防接種

各避難所においては次表のとおりジフテリヤおよびインフルエンザの―予防按種を実施した。
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訂

JO月26日

同上

liiJ 上

10月27日
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避難所における栄養管理

通常、災宙救助法による炊出しは 1人 1日50ド］以内と規定されていたが、今次、伊勢湾台風

の特例として、昭和34年I0月16日付厚生事務次官通牒によって（ a)冠水等のため相当長期に

わたって炊き出しを、必要とするときは、主務入臣の承認をえて災宙発生の日から 7日以降は

1人 1日75円、 （b)給与期間が21日以上の長期にわたる場合て収容者に栄養障害か集団的に

現われるとき主務大臣の承認をえれば 1人 1日90円の炊き出し料が認められることとなったの

て各避難所とも、この予算の枠内で栄養確保の万全を期するよう、所轄保健所勤務の栄蓑士が

栄養献立表を作成し栄養管理の万全を期したのであった。

なお、調理については所轄農業事務所勤務、生活改良普及員か交代てその業務に従事した。

各避難所栄養献立の一例は、別表のとおりてある。

鈴鹿避難所における乳児の指導状況

調乳の状態

期 日総数
区別

＿＿ 哺乳状況 備 考

天工「混合I I（調乳についてぱ保健婦さんが担当）
--------•一ー••・・ ・・ ・9-.

ドライミルク 1日6回月令その他の事梢に応し調乳

17混合栄蓑に対しては
!i日3回～4回に減る ； 

111 I脱脂粉乳になり下痢患者も出る

9 日ツ四ー 9-~ r~'ツ 但し、この中で1日1
える乳児もあり

31 I I部引揚げたため4名程度となる

3 全員引揚げる

I . .． ‘^'t/  -

離乳の状態
．．ー―~•- -

期日総数 l 朝 1 昼 I 夕 備 考
—~--•-••-• --1主食―一？ 主食 ．．．．＿ —-• 主食 --•---• , ―-•--- -----• ---- -― 

7分粥—全粥 I おぢや 7分粥ー全粥 乳児の発育状況その他の事情

10月il tl 
！味咽汁の上澄 魚、フレーク ポテトクリーム

から I 15 みそ 1 土葱、キヤヘノ 脱脂粉乳 に応し加減する
l:S翌 ！馬鈴薯調味料！馬鈴著 なお、献立については、一例

| tt請 ： 砂 糖
笏

をボめしたが一般食の・→部を
l し、I主食 ―― -- ．j直•--―~ •-——| L食 iとり乳児にふさわしい状態と

l 昧咽／・「季節の野1 7分粥•—全粥 7分粥全粥
退所時 5！野菜つぶし菜 南瓜あんかけ 豆腐くづ煮

してあたえた。

| ！人参、馬鈴薯卵南瓜魚フレーク 豆腐人参魚味1

I 森 i 片慄粉調床料 片粟粉調味料，--- -- -- -- ------------------一

鈴鹿避難所における集団給食の献立表 開設昭和34年10月 2日
頃所昭和34年12月20日
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鈴峯荘避難所における集団給食の献立表
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高田本1廿逝難所における集団給食の献｛［表

I i _さ

カ）レンウ j.̀|
ヒタ、ンI •-----• --• --...-• ---•---..•-

A iu i B, mgl H, I C 
------- ---・---- -●ー・・・ ・ ー・＿＿ ＿＿ ＿―-● - ．ー・—

61 250 700 o. 3| 0. 3 20 

9I sool 900I 0.41 0.4I 30 

1 0 250 1, IOO: o. 5 0. 5 30 

25[ 1, 000 2 -700 1 ・ 2: 1. 2 80 
';''  - ------- ------ ------- ---- ---―  

肪

250 --



献立表
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水産学部におけろ献立表

計 区 分 熱恐 架白質＇脂肪力）バンウム i ピクミン
．． 

画．一—-------l ----- ! ------ -------―------―----------.，-¥ i B_1_＿~----'［凸 I C 
し朗食 700 10| 101 100 1、350| l.3 0 3 10 
た 1昼 食 800 25l 25 

! 
2001 2,0001 1.41 1-41 25 

贋夕食 I 1001 251 :ol 2001 2,oool o,I 0-41 2s 
餓 i l 

計 1 2,200 60| 35[ 500, 5,350! 1, 1 1, 1, 60 I ---: -----, "'I "'I 
・・・・・・・・・・---・-・・ ------・---・----- -----・-・・--・--
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如雲園避難所における集団給食の献立表

開所昭和34年10月6日 閉所昭和34年II月13日

： ［ 

区 分 熱憬 恨白竹 1 脂肪；カルンウムl----＿＿竺＿＿＿＿＿？＿＿＿＿ミ ン

――- -l •-— ―--―-----—-- -.-•--- ---＿＿] ---•一=! ニ・ヘ ".._ 1-＿11-’---i-_＿-B a _＿^」.--•-c;_
I朝食 578' 26 3: 87: 600 0 411 0 13 10 

I : ： ：：： :: : 4:：1 4::1 : ：: ： : 5 9 
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阿万］睾0caIIIPJ、)％)

-'：礼, 269 
虹

弓i

~- ~＼誓
， 

｀ 
、, ふ‘
‘ヽ'
—＿ヽ—-石白忠ー、こ-4

/5) 
劣

I II; m, 
(Ie88名） ぷ？DD心

朝 昼 I 夕 1人員
~?~ 

米 120 パン loo！米 130 I 
;ic 20 ミルク粉乳 28＇と

クリーム ： 
20 I 

みそ汁 ポーダ 14炊合せ
大 根 20!カレー煮 レンコン 50 
南瓜 30牛肉 30貝 40 
廿万 40+E 葱 40砂糖 5
み そ 25渇鈴薯 50調味料
に干粉 2人 参 IO!ソーセージ 50
佃舷するめ 油 5泊 物
/ill 点 10カレーのもと 沢庵大根 15 

' m 物
凋吐料

胡瓜 10¥
・-・・  

奥野家
五鈴館｝雌難所におげる集団給食の麟＇［表

開所昭和34年 10月6日 閉所昭和34年II月14日

ー•- --

計区分熟げ窪白質脂肪 カ）レンウム ピタミン

両 I I □¥ I I,；, | B2 ·―丁―----c~--し • •一•一• 9 • -9-• -＂'’ ー・・・.... --.,;- 一••…•ー•-…- …-＇＾一ー•••-- -9-•--------• 

叫 657, 101 7 
た

・←査 931 7l6i 0.441 0.161 12 

栄
昼食 8361 34 101 5291 1361 1,041 1.141 16 

狩夕食 814: 28 18 105 2,097 0.50 0.75 32 

屈
計 2,307! ao[ 351 7271 2.9491 1.9a[ 2.os[ 60 

~~—?~..."• ~~--- -~• •…•~.` ~ ~•-~ ~ ~ "...-~ ＂．＂.."...．．,....．．"•、~/..．~----

”
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備考(I)

(2) 

(3) 

朝 昼夕 1 人員
---···一•-．—-•●●—····-'-----·············-•一••·.... -------・ヽ●ー

米 140 ！パ‘ノ 135栄
l 

140 

人 30 1 
lミ｝レク粉乳 301 
Iクームポーダー

及 30

カレー・／t |チラi／ズ
トウフ 30隅鈴 拷 60：干 類
キャベッ ：30人 参 30|

旦干責 冒．V-・信 誓llオ,;
み そ 25iメリケン粉 5ア ゲ
泊物油 5卵
たくあん I吋正セージ 砂 糖

付合セ 60調味料

I Il[＇i 物
たくあん

ピタミンAのみは改訂所要忌て計勾する

五鈴館は中学 1~2年の男生を収容

輿野は中学 1-2年の女生を収容

五鈴館と奥野家は同一献立によって給爵していたか個々の材料によって多少和達があった。
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修練道場避難所における集団給食の献立表

開所昭和34年ID月 6日 閉所昭和34年11月14日
~------------

I I 
I熱屈 I罰白質 脂 肪 1カ）レジウム！

， i ピ タミン

A,  1i l i ll 2 ! C 
- --------- -_、‘‘--/ / ~ ~..~." 

朝食 I ml I ml 211 151 ml 1 os2I o,sj o 221 15 

昼食 i 8 101 32 1 2 577 1 0] 。-871 1,101 22 

夕食 i 629i 26 5 59l 74 1 9 0. 58 0. 30 28 

計！ 2.1711 791 321 8511 1,9301 1.931 1.671 65 
ヽ―--~~~．~~ ~~ • ~ 

". " -- ~ ~ ＾/~、~ ~ ~ /‘‘~ ~ ~ 

朝 I 昼 I 夕！人貝
..~ 
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そ
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ヤ
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米
，
久
み
一
：
め
白
，
で
み
吐

杯
I 
，夕 1 人負

： ―-．．―-● - •一…• ーー・ ―------` ---999: 

＇ハン 135来 1,0 I 
i : 1レク粉乳, 25 
！クリーム

史 30

ポーダー 0 5煮魚醒
30せんざい 1，凋味料
5小汀 30滋込み

20メリケ‘ノ朽 50閲 鈴 禁
ぬ砂梢 20'玉 葱
20ソーセージ：60人 参

甘店ふかし 200かしわ
（おやつとして）！凋昧料

' 

！果物柿 乎個
泊物
！たくあん 20 ， 

--―-……… -― 一~ ー、 ― - --．ー・ーー・~ -~ 
ピタミン AO)みは改，【「所茫て,t勾ずる

＠贈難所と被災現地叉はその他の避難先との通信連絡の便宜

電々公社の好宣て應難所内に公用電話機がとりつけられ、現地叉ぱその他の両難先との無料

通話、郵政局から無料郵便はがぎの寄付等の便宜かはかられた。

⑥避難民に対する国鉄その他交通機関から配付された顛巨乗巾券の利用状況
.， ..9 9,. 9 9 9 9’’’‘’99・，．9 ，.,..9 9'”‘`＇， 9’’^’ ー～，、ー•ヽ------------ ----------ー＂，．． 999, -

配 1寸先別燻賃乗巾券交付数閑
，ヽ99,．.99,. ＂＂9,．．礼曽・餅1'’ ’ ’ '＂，… ,r,,:;,;;•一•一—9—●●●●9, ．，，．．，．---9 -•9 9 9-9---,.,..--•’’`9--

長島町 冬1文町!!ii越村桑名9fi,＿

四Iliij’ ！人な m,！高田本 ＇ 
：村 I9 : l’9,  J 名りに11|J勺］國l’i[ll i畑耀五鈴館団野序修練場

---.....  -...  ， 9，．. -， 9 9 9 99 9 9 9 9 9,.  9 9 

| 

| | 

阿有鉄氾 8,340| 2,650| I 338 954 1 097 3?7| 452 180 

近畿日鉄 7,001 2 897[ ］62 136 136 136 1 630| 5?3 658 2321 

名古附鉄罰 133! 42 1 l i 

中部乗合自
9,.  4: ： I 

蒻 11協会
2 462 779 106 ?08 7561 3 15 520 9 36i 164 36 

（神都線） 1.8021 I i I I ! I ! I i i 1 '  

126! 31 

9 l ':  ! 1 

I 
19, 738! 6, 368j 106j 370j 1.2301 1、090, 451, 3, 168 990 1,400; 479 

l | 
- -,'---•••’’—•-,..,•••--•9• •••-'-•一．．．．·:'』、--’’―::ヽJ:~I __ 

9. 

（単位枚数）

柚小学県立大 ＇ 五差引不用学 ＇鈴峯訂計使用 199］ 古”‘‘'9~.. ，.，．--•,．．一＇：9,．＿＿ ＿ L ,残＿ー四
i 、 i

27711,51971 I,61 I! 

16?I14 236 1 12 520 l 

1901 188 

5.882 5,241 

2,0001 1,999 

439137,505j31,559j 
| 1 

区 分

185 

233 

132 

110 

37 

32 

363 

， 
計 487 

(0内職の斡旋

鈴鹿迎難所においては、翡難民の憫労汀欲と

避難か、かなり長期にわたる見透しから希望若

に対し内職をあっ旋することの必要を認め、三

璽県内職あっ旋所の紹介て、津市出口町、高山

真珠店と契約し 11月上句内職を浮入したところ

当初は24名てあったのか日を追って増加し、

人 1日70-80可の収入をあげた。

•
;
~
、
i
:

；

1
-

404~ 

17~ 
6
 

1

1

2

-
~
~
 

1

0

1

 

9

ー

。

1

1

3

 

614 

6

6

2

1

1

 

8

1

4

 

5

7

6

 

9

,

 

3

1

 

5,946 

＠避難所内における娯楽施設

(a) テレビの無償貸与

NHKの好意て次のとおりテレピか餌償貸与された。

鈴鹿避難所 2台 高田本山 合 計 3台

(b) ラジオの備付

各避難所に慰安用として 1~2台ラヂオをとりつけ避難民の慰安に供した。
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(C) その他

白衛隊（音楽隊）の尉安油奏、青年、婦人会算の尉安演芸笠か宝演され應難民を尉間した。

各避難所の施設概要

各施設共、関係方血の深い理解と協力によって翡難者の収容所に転用することの涼解をえ

て次のとおり突貫丁事を施Lし収容の万全を期した。

所
.
t
'
 

i
 

．＂＂ょ避 ．也がr~
几

r.
1・va 

名 じ 事内容

鈴鹿（宙叫学園） 収容施設建築エギ品食／木板弘りエ市 587井90 I 

グ ク lー玄閲「国家恥没工事 7月'50

/r ＂ ！炊市場、宿直室、合沖紐没
i工事l叫、「50

1洗i/1＇場、洗而所建築工 "1936り| 

15坪

事 4If I 
50坪

25坪

89坪

事 5坪

工事

4棟） 32/,1c75

雇工事

陣搬特

1諸経聾

小計1

収容施設電気工事配屯工事

小 計

収容設施間仕切及び阪闊及び整理棚取設工事
居室天井取設工事

；, 天井張工事

述搬抒

ク 諸 経 19

小 計

ク I 上水氾工事 給水管布施賓材牲

ク ク 給水管市設労力特

ク ク 本管連絡工事

: I : 雑特（手数料）

" I小計

合計

高 田 本 山 収 容 施 設 建 策 工 事 減 事 場 3棟67坪 5

ク ク便所 9坪 2棟2坪 11坪 1

ク ク 洗面所 3棟27坪

ク 々 i洗面所上家 1棟 4坪

ク ヶ 9物干場

ク ク ！既設建物修理工事

ク " :給排水工事

---•I‘’…~ -- ----~ ~•‘̂  

ノ

“ 
ク

ク

，

{’ 

ク

ケ ／／ 

ク 力

夕 ル

ク ク

;，
 

ク

ク

ク

ク

ク

ク

夕

み’

ク

力

ク

ク

/r 

ク

／9 

、9.

芯負―E事舒 摘| 要
~~ ~ ~~ ~~~’‘ ~~ ~一

I」1,
I,640,00D!芹の施設の外越冬対

115,500策として10月中句頃

I, 124,ODOの施設をなした。

記

299,0001建築模様替
i23,000 

6-70人を 1団にす
3 1,000 

る居室 (100畳敷）
3 i,000 

, 6室、保育所 (120 
586,000’ 

1人収容）職員宿直宝
501,500 I兼事務点、調乳室、
26,500 

I診寮空（ベッド 8を
54,000! 

，含む）密官語所各 l
568,0001 

328,000 
Iを間仕切り天井ばピ

ニール張りとした
280,ODDI 

! （所要経抒1,100,000
637, 500I 

！円）この場合ピニー

6.345.ooolル張りのため暖房用

102,000 火鉢を用うと室内に

炭酸ガスが充満し瓦
102,000 

斯中毒の虞れが少な

543,000 くなかったので特に

換気に留意した。
432,000 

45,000 

80,000 

1,100,000 

182,677 

34,266 

53,05'/ 

9,000 

279,000 

7,826,000 

947,000 

330,000 

349,000 

45,000 

52,000 

193,000 

205,000 
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------
I 

高田本山収容施股建築ー［平暉搬 '11' I ,60.000 

ク ク ！諸経抒 1 243,000 

ク小 計 1 I 2.524,000 

ク I収容施設霞気工事杞電工事ー式 ' I 65,000 

" I小 計 i

ク 炊市場建第氾加工市：深井戸堀エ市

ク ！石橋修理工市

ク 収容施，没整地工事切利幣地エ市

', ク 迎搬抒

: I : I諸 経 特

ク小 計＇

合計

楠小学校収容施設工事洗而所炊市場、浴室建第エ
事26坪

ク タ ；便所建築工事 8坪

ク ク ［渡廊下建築工事 14坪

l ク " i給排水設備工事

" I ク i
I 雑℃抒

" I " I運搬仔

" I " i諸経野
ヶ ク 校舎修繕工事

ヵ 小 計

ク 収容施設電気工事霜気工事

合 計l
鈴 峯 釘収容旋設工事炊事場建策工事廊下共 1棟, （26坪） I 
9 ’  

ク 渡廊下建築工事（便所分共20坪）＇

" I " 便所建筍工事 2棟 15坪

ク ク ！物干場新設工事

" I " 本家修紹工事

，' ク ；洗濯場給水工事

!J I !J 
1電気工事

" I " I運搬符

I " I " 諸 経抒

合計

県 立 大 学収容施設建築工事床板張工事

ク ク

ヵん

み

み

≪ I 4 

| 

' ''、,

ク ク 1食柑倉1輯新策工事 4坪 ！ 
| 

"' I " I各教室間切仕切工事延88而坪分

" I " I水槽屋根修理工牢 10坪

" I "' ！雑工事

" I " I運 搬 費

" I " 諸経舒

ク小 計，

I 
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65,ooo: 

75,500 

36,000 

10,000 

10,000 

8,500 
| 

140,000 

| 
2,729,000' 

496,000 

147,ODO 

75,000 

71, 000 

8,000 

6,000 

12,3000 

170,000 

1, 140,ood 

29,ODO: 

1.169,000! 

332,ODO 

＇ 101,000: 
l 

256. 0001 
， 

19,000 
| 

126,0001 
| 

28,000 

12,000 

72,000 

114,000 

1,060,0001 

76,000 

63,000 

5,000 

167000 

60,000 

24,000 

29,000 

75,000 

26,000 

101,000: 

46,000 

98,500 

867,500 



• -

| 
！ 

党収容廣疇業町叫！ i 
i 

疇エ市 i炊市場］1,,:,1工巾 9)f i 183,0001 

ヶ 洗面所・及びl罰什切工事

ヶ Ij重搬＇｛じ
I 24 -003 

8,0001 
ヶ 1戸闘I'll'， 25,000 

I 
！ 小計 240.000 

計 1,107,500

固収容施設建咆エ市片ば噂理―I:4叶奴許瓦I.500枚 l 
, 50 000 
＇，  

計 1 50 000 

館 収 容 施 設 建 竿 エ 屯 便 所 0 5坪 22、400

！ 
I ク ：便所と豆ぞとの渡廊て 1が1冒 ，，600 

計1 32 000 

屋 収 容 施 設 建 築 工 事 1便所 0,5坪 ，，ODO 

＂ 便所と寝'i.？どの渡廊卜の休 1i h 
l 
と「翠根ふき 111'及びとび iりじ）咽
設工事

県 方 大

ノ9

ク

み

ク

合

如 宝

合

五 鈴

／ 

合

奥 野

ク

合

総

9 000 

計

計

18,000 

13,991.500 

I -- --- ---------- -

12.被服の 法外給与

疵難民に対しては災害救助法に拮づぎ被服、寝具存か関係町村長を終て給与された筈てある

が、避難所においても芹し当り必要な寝具として次のように毛布か狂与され、叉法外給伊とし

て多数の被服類が援護物資て交付された。

10月2日以降 1人崎り毛布 3枚貸与

10月10日以降

11月 1日以降

12月 1日以降

ク

み’

‘’ 

A
1
,
5
7
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第六な 伊勢湾台風の災内に

関する立法措骰

今次、台風の被実規模の広範にして其大なるにかんがみ、木県財政市清によりみて前途容易

ならぬものかあり、この復塊完遂のためには、特別拮殴による国の全而的な財政援助がなくし

ては、到底忽速な復！1］をはかり、荒廃した県土の恒久的保全を期することか至難な実状である

のて、この台風により本県と同様な被災をうげた愛知、岐阜と協同して次のような要望害を国

会ならびに政府に陳情した。その桔果、政府は第33臨時国会に提案し、閣僚も次に記載されて

いるような同情的な施政方針の演説をおこない、国会の協力を得て両期的な、特別立法として

昭和34年 7月および 8月の水害叉は同年 8月および 9月の風水害に関する特別措置法が可決さ

れたのである。

第一節伊勢湾台風による災害

復旧に関する要望

大る、 9月6日夜半史し唱前の規模をもーぅて東海地方を襲い末苦有の猛威をふるった伊勢湾

台風により、愛知、 ・屯、餃阜＿．ーし尺1、各地は、海倅およひ河川の破堤、溢水、山崩れ、地すべ

り、道路の欠壊。橋梁の琉失、家屋の判壊、流失、罪没、投水、ユ~場の破壊、浸水、田畑、農

作物の流失 冠水写甚人な被肉を蒙っており、その惨状はi，語に絶するものかあります。

今次合風による罹災細は、わか国産業絆済の—人「1 Jし地てある伊勢湾沿犀およひその内陸部

てありまして、一~似における被害は極めて ，t甚人なるものか克り、 10 月 10 日まてに判明した三県

の被害は、死者3,960人、 11方"f'Iリ17::3人に達しており、その被宮額は、 4.600億且1以上と推定

されます。

特に、伊勢湾沿臣お t腺老地区の低地守、堤防の決類により広人な地域にわたり長期灌水状

態にあり 1'！然減水に期待することか仝く不可院な地域および今なお交通杜絶状態にある南紀、

その他の山間僻地においては、住民の不安、窮状はその極に達しております。

政府におかれま Lては、災書発｛後いちはやく現地に中部日本災害対策本部を設屑され、適

切なる応急措附を講せられつつ皮ることは、 平］の感叫にたえないところてありますが、な

ぉ、今後とも破堤1臼所の仮締切］~市の早芯なる完成およひ罹災者の救萬措齢等につき、万般の

御援助を賜わるとともに、被災地における民1~の安定およひ産業復囲のために、昭和〗•8年の台

風13号の災害に対する措趾を人巾に上回る呵期的な復巽対策を講ぜられるよう、特に懇願中し
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上げる次第であります。

昭和 34年 10月

愛知惧知事 桑 原 幹 根

＿こ玉県知事出 中 覚

岐阜県知事 松 野 幸 泰

第一項災害復旧公共事業等に

関する特別桔置法関係

(IJ 伊勢湾台風に伴う風水害、高潮および地盤沈下による海岸堤防、河川等の災害に対し

て、 「公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法の特例に関する法律」を制定し、国庫負担率の

引上、連年災害に対する負担率の逓増等を行うとともに、海岸堤防および河川堤防について

は、将来再びかかる惨害の生しないよう災害を防止するに必要な改良復旧については、災害復

旧事業と同様に取扱われるよう特別の措置を講ぜられたいこと。

なお、この特別法による諸工事は、工事中にさらに同様の災害か加重されることを防止する

ために、昭和35年度まてに竣工せしめることはもちろん、治山治水事業に対し抜本的対簾を講

せられたいこと。

(2) 伊勢湾台風により被害を蒙った農地、農業用施設および漁港施設等の災害復1日事業およ

ぴ除塩事業に対する特別立法措個を講じ、その事業費の国庫負担率および補助対象の拡大を図

られたいこと。

(3) その他、今次、伊勢湾台風による空前の被害、特に広大なる長期湛水地帯および山間僻

地等の惨状にかんがみ、災害復旧事業等に対し、補助およぴ負担率の引上、国庫補助金の交付

等の特別立法措置を講ぜられたいこと。

第二項税財政関係

(1) 国庫支出金の早期交付およぴつなぎ融資について

応急対策事業およひ復旧事業を促進するため、国庫支出金を速かに交付されたいこと。

なお、国庫支出金、起債等を見返りとするつなぎ資金を早急に融通されるとともに、同資金

に対する利チについては、地方交付税その他により全額補てんされたいこと。

(2) 特例債およぴ地方交付税について

災害応急対策に要する諸経費および弔独災害復旧費ならぴに地方税等の減免および徴収猶予

等による収入減については、特例債により措甜することとし、これが元利金については、全額

補てんするとともに、その他災害に関連するよ経費についても特別交付税において大幅な増額

を図られたいこと。

(3) 国の直轄事業については、全額国庫負担とせられたいこと。
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(41 政府四金に係る起債の冗利償還に対し、借替債を認められたいこと。

(5) 被災者に対する国税、特に中小企業に対する所得税については、減免、徴収猶予等に関

し、特別の配囁を致されたいこと。

第 三瑣民生関係

(1) 湛水地帯における「災害救助法による救助の方法および期間」の適用について、特に炊

出、被服、寝具その他土活必富品、仮設応、急住宅、住宅の応急修理費等の給付基準を引上げら

れたいこと。

(2) 世帯更生資金、［J了福祉資金等の資金を特別に増加割当されるとともに、その財源を全

額国庫補助とするよう特別措醤をとられたいこと。

(3) 甚大な被害を蒙った社会隔祉施設等の復旧について、特別措置法を制定し、高率の国庫

負担率とされたいこと。

(4) 民間社会事業施設およひ閃係団体の復興を促進するため、中央共募配分金および、お年

王年賀はかき寄付金の配分について、特別の配慮を願いたいこと。

(5) 被災地域における国民健康保険事業に対し、国庫補助等特別の措置を講ぜられたいこ

と。

(6) 其大なる今次被害状況に鑑み、義捐金品の全国的募集ならびにC.A.C物資の放出につ

いて、柁別の措固を講ぜられたいこと。

第 四 項 衛生関係

(l) 災害による医療、 給水等の救助期間、救助栢準ぱ、 その実態に即して認定するととも

に、これに要する経費は、全額国庫負担とせられたいこと。

(2) 災古時における防疫措憤費については、災害救助の閃連において、袖助率の引 I.—等、特

別の措置を講ぜられたいこと。

(3) 医療施設、水団施役、その他の衛化関係施設の災害復IF]に対し、国庫補助、融資呼、特

別の措附を講ぜられたいこと。

(4) 浸水地区における清掃、し尿の完全処理等の万仝を期するため、特別立法措闘を講じ、

これに要する費用を全額国庫袖助とされたいこと。

第五項土木閃係

(I) 災害復＇日巾業施 i戸1度割を改め、速忠に完成出来るよう措置せられたいこと。

(2) 水防資材費およ〇堪水地帯における応忌締切貨、 排水費、 道路の維持修繕毀について

は、全額国庫負担とせられたいこと。
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(3) 災害復1日事業国庫負担対象限度額ぱ、現門法令による国庫負担対象限度額、県丁事15万

円、市町村工事10万円を、それぞれ、県エ車 5万円、市町村］：事 3万円に引ドげるよう、措謹

せられたいこと。

なお、補助対象外小災害については、全額特例債を認められたいこと。

(4) 被災地区における住宅、丁湯等の立地条件を改苦するため、 卜地区画粕珂事業および宅

地造成事業について、高率国庫負担等の特別措習を開ぜられたいこと。

(5) 被災地区に堆積した上砂および堪水等を排除するための経背についてぱ、高率国庫負担

の特別措置を講ぜられたいことっ

第六項港湾関係

名古屋港および四日南港の重要性にかんがみ、港湾機能の早急なる復1日を図ろため、港内の

掃海と航路の深洩測星を速かに実施するとともに、港湾施投、上屋、起重機、船舶等の災害復

旧事業費については、高率の国庫負担とされたいこと。

なお、壊滅的打撃を蒙った港湾関係民間業者に対して特別融笠の方途を講ぜられたいこと。

第七項住宅関係

(I) 災害公営住宅の建設誌準を、県下全域における滅失住宅戸数の＝分のー以上に引上げる

とともに、その建設費および既設公営住宅の袖修に要する経費は、高率国庫補助とし、その他

は全額起債をもって充当てきるよう特刷措僻を図られたいこと。なお、災宙公営住宅について

は、今回の経験にかんかみ、なるへ＜耐火構造とし、特に、簡劫耐火構造二階建並びに叶1肘耐

火構造を考慮せられたいこと。

(2) 一般被災住宅の修紐およひ復Ill'席に住宅金融公庫の融頁枠を入幅に増加願いたいこと。

第八項公営企業関係

上下水達、終末処理場、 1二業用水道、電車、バス等の公営企業の災害復1日については、次の

特別措囮を講ぜられたいこと。

(I) 下水排水施設てあるボンプ所、終未処理施設の復附費、排水毀、排出汚泥の処理につい

ては、全額国庫補助とされたいこと。

(2) 丁業用水道事業の被宮については、仝額国）車袖！切とするよう特別措附を講ぜられたいこ

と。

(3) その他災害復旧毀については、て分の一を国庫補助とし、残り二分の一および復輿に要

する経費については、起偵の方途を講せられたいこと。
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第九項｝農林農地関係

(1) 百作農維拉創設資i孤！通広に見く災古資，令枠の大幅な追加割喝をされるとともに、貸付

最蒻限度額0）引 l-およひ貸付利率の引「について竹別閏罰をされたいこと。

(2) 人災による被古此林加業者＇｀、りに対ずる資令 0)融通に閃する暫定昇肘投法による特別被害地

域として、以下合巾叫村を承認されるとともに、貸付限度、償遠期限、握附期間、利半につい

て特別梢闘を講し、特に般古施設復 1「I資位についても融伍対象に加えられたいこと 99

13) 農林i旬業金融公／車の被災農林出家施設並ひに且I;、9'利j11施設に対する融資の貸付和］半につ

いて、特別措附を講せられたいこと。

(4) 被災農林煎家．存の政府1児係機閃に対する偵務の！』t足凱限の延長およひその利了減免の特

別措店を講ぜられたいこと。

(5) 被害を支けた股地およひ設林水産業施設の復1i]に対し、農林水庄業施設災害復1日事業費

国庫袖［リ］の暫定措直にi周ずる法律による袖1炉率を十分の九に引上けるとともに、補助採択晶準

の引冒ナ並びに除塩対疲事業について国庫補助の特別拮；；りをされたいこと。

(6) 農林式済再保険金並びに罰業百保険金の即時概紅払を実施されるとともに、農業且済組

合連合会か、保険金の仮渡しをした協合の利・子補給をされたいこと。

また、建物共済のJし済金の支払のための借入およひそのため発生する亦字について、特別の

措舷を講ぜられたいこと。

(7) 被災した農林水産業協同糾合の施設の復1日に要する経費については、高率の国庫補助を

行うとともに、農林水産業協同紐合か、被災した紐合只に対して差当りの復旧資金の融通を図

るために行う借人金については、担失袖償およひ利子袖給の特別措四を講ぜらたいこと。

(81 被災した農業協同糾合整備特別措附法による整備組合に対しては、実清に即した整備汁

両の変更を認め、高率の補助を行われたいこと。

(9) 再牛産に必要な種子、種9店、肥料、翡賢剤、農機具席の購入並びに永｛「作物改梢に要する

経費について、国庫助成をされたいこと。

なお、蚕糸業については、災害による生産口の増点をおさえるため、適当な助成措置を講ぜ

られたいこと。

00) 本年度産米について、政府売渡米の減額補正等を打うとともに、被災農家については、

概算金の返納期限延長およひ禾1]子免除の措握を講ぜられたいこと。また、被災農家の米穀につ

いては、等級外のものも特に、政府買入の対象とし、時期別格差の適用期限についても、これ

か延長を行われたいこと。

(11) 被害農家に対する米麦の売渡の特例にi周する法律を制定せられ、被災農家に飯用米穀を

配給するとともに、この代金について特に、延納措樹を講ぜられたいこと。

a2) 畜産に対しては、特に、養鶏、養豚等の集団飼育地帯の復興に要する資金の融資と利子

補給の方途を講ぜられたいこと。

03) 漁港の復旧は、全額国庫負担とされたいこと。
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(Is'じ 真［欠義殖市業の復i日につぎ、国庫補助および農林漁業金融公庫の融資枠の拡大を図られ

たいこと 3

Q5) I I淋！颯年1木の処連およひ再造林を推進ずるための咋別措i，'りを講ずるとともに、風＇到木の

先却に伴う蓄得和戚免の措置を講ぜられたいこと。

[61 緊急沿山復旧を要する個所については、本年度土に計詞の完全実苑かてぎるよう、国庫

において援助をされるとともに、製喪治l」出業についても、全額起債を認められたいこと。

(171 丁拓堤塘復『半業およひ堪水地域の拙水に要する経政については、全額国庫負担とせら

れたいこと。

:181 閲拓地の復旧のため、袖助、起債および各柾融資について砕別の措置を講ぜられたいこ

と。

/191 愛知片］水文線水路事業並びに翡墾事業に1対する災害復旧事業費について｝よ愛知用水公

団事業資金中、国庫負相賓令として処理するよう特別の措置を講ぜられたいこと。

920) 堪水地帯における救農土木事業および抜本的営農指導を野われたいこと。

第十項商丁→関係

(1） 上業の復閲を促進するため、その立地足イ］の改善を図るとともに、この際、海埠堤防の

復！［］計画等と関連して、臨海「業地帯迩成の推進を図るとともに、臨海地帯のエ娼配店の適正

化を期するよう特別の拮iiりを講せられたいこと。

(2) 政1fffI¥fパ：の増加を図るとともに、地元金融機恨］のへ4噂肝J¥;i制度の引備字を雰とする等

地7L金融事惰0)緩和を図られたいこと。

(3) 特別融資の促迎について

（イ） 中小企業金融公庫およひ国民金融公庫の闘出資金の割当額の増加および金利引下並び

に返済期日の到来した貸出に対する返済猶予の措附を講ぜられたいこと。

（r,) 商「糾合は嗅［金庫による別枠融究の措附を講ぜられたいこと。

り 中小企業1-[I[II保陰公庫怯による化川俣謹協公宜付．位の罰刈額培加の措i付を講ぜられた

し、こと，9

(41 念融特別惜直汀、'i-{19Il土し、中1企業名に対ずる貸i融岨見）利（袖給、い用保険の保陰料

の軽絨および保険金額の弓Il：げ措ii侶りを講ぜられたいこと。

(5) 中小企業販輿資金については、別枠を設けて増額ずるとともに、袖助率を引上げ、被災

業種に対し適用されるよう措沢を講せられたいこと Q

第十一瑣文教閃係

（！） 公＼ゲの学鯰胞岱およひ[1公敦t)施設J)!い：復！l］特についてぱ、特別拮府怯を作II定し、団

庫負担率を1分の九とすろとと応に、―I ンクリート造にするため書の改良「→ドについても、災

害復旧にポして拮帆［されたいこと,,
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なお、一学校あたり団庫負担対象限度を 5万円以上とされたいこと。

(2) 私立学校施設の災害の復旧に1周する特別措饉法を制定し、所要の特別措置を講ずるこ

と。特に、災害復旧屯業費に対しては、国の高率間助とし、残りの事業費は、全額私立学校振

興会の貸付によることとされたいこと。

（3) 被害を受げた学校給食用物笞、被害児庁に対する岬償給食等については、特別措置法を

制定し、全額国庫補的とされたいこと。

(41 学佼給食施設および設間の災声復：［］笠に対して、高率の国庫袖助の方途を講ぜられたい

こと。

(5) 被災により教科書を喪失または、ぎ損し、就学上支障のある義腐教育児童、七徒の全員

に対し、これが無償配付の措阻を講ぜられたいこと。

(6) 文化財の災害復旧については、特別の措質を講し、少くとも 8割以上の国庫補助を実施

されたいこと。

第 十二 項労働関係

(I) 就業適格者の激増か予想されるので、失業対策事業の就労入員の拡大および紹介適格者

の就労［］数を、月間25日に増加するための予罪措料を早急に講ずるとともに、全額国庫負担と

されるよう特別措置を願いたいこと。

(2) 被災巾業所に屁用される失業保験の被保険者か失業し、かつ就労することがてぎない状

態にある場合、その被保険者の'I活の安心に賓するために、…，．般の離職者と同様に失業保険金

の支給がてきるよう、特別の法的措附を講せられたいこと。

(3) 労働者の生活資金並びに住宅復旧のために要する資金として、人蔵省資金部資金の飩付

をせられたいこと。

第十三項 公共建物および施設の復旧関係

公共建物および施設害の被只か甚大ておることにかんかみ、腎察消防施設、保娃衛外施設、

労働1月係施設吟の災害復旧について、底斧砂）国庫袖助制度を設けるとともに、国庫袖助制度の

ない施設復旧については、特例債による拮附を講ぜられたいこと。

第 二 節 国庫負担額の決定方針

伊勢誘台風の応急措悩［を溝ずるために召出された、第33臨時国会において、岸首相、佐藤蔵

相笠は、次のように演説をせられた。
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第一項岸首相の演訛

団l直□ゾ最屯点に (［附和35年2月 1日、尉首相施政方針演説速記録より）

「まず、治山、治｝人国 1この保全については、民生の安定、産梨晶盤の強化等の見地から政府

は、つとに施策0)，[，点として、その促進i賃lって参りましたか、昨年の人水古の経験にかんが

C九明 1度 f'虹におし、ては、これら0)国上保全事業を政府の最直点施策として取り」げ、新たな

構叩）もとに総所投舒費 兆ド］に及ぷ治山、 治水 0か年叶IthIを樹立し訂I判的かつ総合的に治

山、治水及ひ高潮対策事業の強力な推進を計ることにいたしております。

なお、これらの事業を実施するため治山、治水特別会計等、必要な諸体制についても併せて

整備する所存てあります」

第二項佐藤蔵相の狐北

抜本的な国L保令対策 （昭和35年2月1日 佐藤蔵相の行った演説速記緑より）

「この方針に即し、まず昨年発生いたしました人災害の実惰にも顧み、将来再びこのような

災禍を招くことのないよう抜本的な国上保全対策を樹立し、これを推進すると共に、当面緊忌

に措四すへぎ災害の復ii]に万全を期することに予算の最重点を骰くことにいたしました。

（中略）まず、昭和35年度f罪案におきましては、昭和34年災害による被害の復旧の促進を1よ

かることをもって、もっとも緊急の要務と考え、その復旧を所定の計画に従って促進するため

に必要な計伐、 581億円を計上するとともにその経験に顧みまして、国土保全のための諸施策

を強力に推進することと致しました。このため、新たにかかる長期計画を樹立し、今後10か年

の間に、治水¥業については 1300倍円、合計 1兆500惚円に上る事業を遂行することと致しま

した。このうち緊急に実施を要するものにつきましては、 4550億円に及ふ前期 5か年計画を作

成することといたした次第てあります。この計画を目標として昭和35年度において、所要の経

費及び資金を優先的に確保いたしますとともに、また、今後この計画を強力かつ確実に進めて

参りますために必要な体制乞整えることといたしております。 なお一般会計に計上された治

山、治水関係翌は60一億円てありまして、前年度当初予算等に比し、 200億円の増加となってお

ります。 （中略）

なお、この際、昭和35年度予算と同時に提出いたしました昭和34年度一般会計予算補正につ

いて一言申し述へます。今回の補正は災害復旧費、失業保陰費等の、主として義務的経黄の追

加てあり、いずれも昭和34年度中に支出すへきものを計上いたしたものてありまして、その総

額は139億円てあります。 その財源といたしましては法人税、酒税等の自然増収及税外収入の

増加等をもってこれに充てることといたおしてります」

第三項特別措置法

この災害の甚大なるにより政府は特別立法として次の法案を可決した。
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昭和34年7月及び 8月の水害叉は同年 8月及び 9月の風水害に関する

特別措闘法集（本文は省略し、日次のみ記載）

目 次

(I) 昭和34年 7月及び 8月の水害又は同年 8月及び 9月の風水害を受けた公共土木施設等の

災害復旧等に関する特別措置法

(21 昭和34年台風第十五号により災害を受けた伊勢湾に而ずる地域における高潮対策事業に

関する特別措薗法

(3) 昭和34年8月及び 9月の暴風雨による堆積土砂及び湛水の排除に関する特別措置法

(4) 昭和34年7月及び 8月の水害又は同年 8月及び 9月の風水害を受けた農林水産業施設の

災害復旧事業に関する特別措屑法

(5) 天災による被害農林漁業者等に対する資金の融通に関する暫定措置法の一蔀を改正する

法律

(6) 昭和34乍 7月及び 8月の豪雨、同年 8月及ひ 9月の暴風雨叉は同年 9月の降ひようによ

る被害農家に対する米穀の充渡の特例に関する法律

(7) 昭和34年 8月及び 9月の風水害による任意共済に係る保陰金の支払等にあてるための資

金の融通に関する特別措置法

(8) 昭和34年 9月の風水害を受けた漁業者の共同利用に供する小郡の漁船の建造に関する特

別措閥法

(9) 昭和34年9月の暴風雨により塩古を受けた農地の除塩市業の助成に関する特別措置法

(IOI 昭和34年 8月の水害叉は同年 8月及び 9月の風水害を受げた中小企業者に対する百金の

融通等に関する特別措置法

旧） 中小企業信用保険公庫法の一部を改正する法律

[2) 昭和34年 8月の水害又は同年 8月および 9月の風水害を受けた中小企業者に対する国有

の機被等の売払嗚に閃する特別措置法

[3) 昭和34年8月の水内又は同年 8月及び 9月の風水内に伴う公咲住宅法の竹例布に閃する

法律

閻 昭和34年8月の水害叉は同年 8月及び 9月の風水内を受けた、公立の学校等の種物等の

災害復旧に関する特別措岡法

05) |I{1和34年及び 9月の風水害を受けた私立学校施殺の災害復1日に閃ずる砕別枯閥法

[6) 1i(｛和3417月及び 8月の水害又は同1['8月笈ひ 9月の風水古を受けた都道府限の災宝救

助費に関する特別オ酎置法

(j7) 昭和34'r8月及ひ 9月の風水害を受けた村会慌祉 t肛業施殺の災害復旧費に閃ずろ年『別措

置法

⑱ 昭和34年7月―及び 8月の水害又は同午 8月皮ひ 9月の風水内を受けた胄に対ずる「［「福

祉資金の貸付に関する特別措附法
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i19l 昭和34ケ7月及び 8月の水害叉は同年 8月及び 9月の風水内に際し、繁古救助怯が適用

された地城における国民健康保陰市業に対する補助に閃ずる叶別肌置法

(20) 昭和34年 7月及び 8月の水害叉は同年 8月及び 9月の風水宝を芝げた地域における仝衆

衛生の保持に関する特別措置法

(21) 昭和34年 8月の水害叉は同午 8月及び 9月の風水雪をりげた医序機関の復IFJに関する特

別措置法

四 昭和34年 7月及ひ 8月の水害叉は同仕 8月及ひ 9月の風水宍を受けた地域におげる失業

対策市業に関する特別措置法

(23) 昭和34年 7月及び 8月の水害又は同年 8月及び 9月の風水密を受けた地方公共団体の趙

倍の特例等に関する法律

(2-0 昭和34作7月およひ 8月および 9月の風水害を受けた地方公共団体の起債の特例等に関

する法律

栖） 昭和34年7月およひ 8月の水宍または同灯 8月および 9月の風水宣を受けた市町村職員

共済組合員に支給する災害見舞金の額の竹例にI]]ずる法律

第四項激tt地指定市町村について

今次災害の復菌に対する国の補助金制度につぎ、今回初めて被害か激甚な地区を指定し、特

に高率の国庫補助をおこなうことに決定した。本卯のその割‘片巾町村は別図のとおりてある。
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第冗項 伊勢誇等高潮対策冑業の,11画），tイり方針

（即矛「35年 2月18日 伊勢汽等高潮対策協隈会）

再度災宍を防止するため抜木的復団計阿を樹立して、政『『関係各省からなる伊葬肘弯高潮対策

協議仝（会に：粋箔企両「『怒合開発罰長、藤佐告生氏）は、このほと伊勢誘なとの店潮対策屯

訂両か進めろ期トカ針を決めた、作防謬合凧のよりな納噂汀畠朝による洵岸地域の粧書を防止す

業るため、間罰のおる泊砂ド、阿川、匹：尻、 ifIけ牧および下拓地なとに由院戸訂朝を防く語施疫の雫

茫計阿をたてるのがねらいて、対的地域、戸休的左実施方法、時間、財政措附なとは氾賂建設

叶阿なと他のI[］係，1，［f'1と爪的して、―.，＂校汽にならないより関係各省か調栢して決めることに

している。

協議会かけ両の対梵にしている気免、流魚条件は（朝位偏芦や腔浪の高岱が伊熟誘合風呼の

もの左包定し、また尺休潮f方は合凧間の平均澤廟位を抒1月、これらを上同る条件に対して

も被吉を隠］ヽ札度にととめるよう堤防なとのぷ施設を改翌ずる方針てある い本方針の骨

了は次のとおりて夜る，

今次伊勢誇台風によろ巽＇常高潮ばれ炉イ j0)出(})ておりゞこのため洵1芯地域は、↑而的に共大

な微内を受け、多数の人命の担失と閏人な被汽を＇ iずるにいたった，このような屯態に対処す

るには、直院高潮を防御する嗣芦、阿川、港湾、 1角港およひ丁拓地罪における諾施設の箋浩計

翡0)、みならず、非'，}|『時における通信、水防および避難その他の被；＇： t：中介戚の語対策をもあわせて

仝而的に検，，Iするとともに、高潮対策に関する科学的凋杏研究の促逢を図り、これらを裕合し

た防潮対策を確立して早急にその実施を図る必要かある。

しかしながら、本協議会においては、これらのうち、高潮を直接防御する上記施設のごと

食一般公共土木施設の第造計両を樹立するため拮本的1げ頁について協議ずるものとし、こ

れ以外の前記諸対策は別途に推進するものとする。

一般公共十人施設の計両を決定するに際しては、可能競大の規模の条件を対絞とせず、次の

且本的な方炉によるものとずる。

（イ）基本的事項

(II ]十両は、海戸、河川、港高、！り消も、干拓地、 J「月立地ならびに氾路等の諸計両を総合的に

考慮して樹立することとずる。

これらの計両のうち、その旦体的ア施の方法、時期窄について硯段階において、明確に

しかたいものと関連ある計阿はそれらの計両の決定を急ぐとともに、実施にあたっては二重投

資とならないよう十分な調整をはかるものとする。

(2) 計両対象の気象およひ海象条付としては、 i朝1¥1偏苫およひ肢浪は伊勢誇台風時のもの

を、天体潮位は台風期1ア均満潮位を採るものとし、それを L回る条外に対しても被害を最少限

度にととめるよう考慮するものとする f3

（口） 堤防の高さについて
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（］） それぞれの地点におげろ堤防天喘言ぱ、 ［~記のイ '2の水珂忍件が店噂とし、 ，1『後地の

条件、堤防構造の特性、堤防法線の筍地的特性および堤防前所の海咲地形、あるいは港湾、i'缶港

の機能保持ならびに防妓堤の効果等の諸点を考慮して定めるものとする。たとえば、

（イ） 海面下にある、あるいは比較的地盤か低平て人口糊密な地区等の前団堤防天端高ぱ、

計画の対象とした高潮ならびに波浪による海水を堤内に流入させないよう台風期平均満潮位に

伊勢誇台風時の最大偏差および波高を加えた高さを基準とする。たたし、港湾、罰港の機能保

持ならびに防波堤の効果等の諸点はこれを考慮するものとする。

（口） 背後の土地が高く比較的人家等の少ない地区については、その実状により一招の越波

はやむをえないものとするが、 高潮の涜入およびおよ肢浪のエネ／レギーは阻止するものとす

る。

（ハ） 港湾、南港のふ頭地区あるいは臨海工場地区においては芍役機能および丁場牛産機能

に支障をぎたさない限度の高さとし、場合によっては高潮時に＿＿—-時冠水するものかあってもや

むをえないものとする。

(2) 防妓堤による波力、異常高i朝の誡殺効果およびこの築造が他におよほす影害の程度、あ

るいは河川、入江部に浸入ずる妓、異常高潮の遡上現象等については、すみやかに調査および

実験等の技術的検討を加えるものとする。

（ハ） 堤防の構造について

築造にあたっては、とくに次の事項に留意ずるものとす。

(1) 堤防の構造はてきるだけ統一をはかるものとするが、既設堤防との瑕付けの関係、ある

いは地形上の特性、士質条件、土地取得の難易ならびに防御！］的の詫異等のため、両ー的な構

造とすることか困難な場合かあるのて、このようなか所についてはその接続点が弱点とならな

いようとくに留宦する。

(21 計画の対象の潮佑および肢浪に対して越肢させない規模て築造ずる堤防においても、堤

体の天端および裏ノリはコンクリート等の被覆―しを施してノリ面保護を実施し、越妓を考えて

築造する場合は、とくにノリ面保護およひノリ尻の洗堀防止の強化に印意する。

(3) 堤防被覆T内には空隙を生しないよう設計施丁日汀翌する。

(41 施I-後の沈下がとくに酷念されるような」：質条竹0)坦合ば、おらかじめ十分な措闘を考

慮する。

(5) 埓文下想される地盤沈下に対してば、 I—分対処しうるよう―衿慮ずる。

第三節減 税 措 置

第一 ui |l;．1税に対する減税対策

政府は今次台風の非常なるにかんがみ、名古厨団税局をして次の処置をおこなわせた。
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A. ｝罰外広報 災内以•，に、管内納税者に対して税金の絨免還付についての広報を活発に行っ

たがその大要は次のとおりてある。

I.新聞記者会見

昭和34年 9月29日 伊勢深台風の被災者のための国税減免の手続になど

同 乍10月 3日 所得税関係の損害判定珪準を無条件適用地区および匿税間における相

談所の設阻なと

同 年10月13日 相談所の設置および災宝に対する減収見込なと

同 年10月19日 災害関係の措置の要約、全国々税局長会議携行資料

同 年10月27日 税金還付状況、見舞金の税法上の取扱なと

同 年II月24日 被災者に対する法人税およひ所得税の瑕扱について。

これらの記事は各紙に取り上げられたが、新聞社はたびたび肖由取材の形て減免関係記事を•

大ぎく載せた。なかても中部経済新聞は11月 1日からII月 3日まての 3日間にわたり、直税蔀

長らとの紙上座談会を催した。

2.フンオ、テレビ放送 各放送局の好官により維持している、ラジオ、定期番組はその

内容を被災者むけのものに改めたか、 CBC側の好意によりテレビ放送を行った。
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テ マ

（ラジオ）

（テレピ）

備 考

局の直税部長

ク 徴収部長

ヶご存しですか

ラジオ相談室

局、）ll'l't税課艮

ラジオ相談室

ヶ

局、総務部長

， 局、直税蔀艮
i 
I 伊勢税務署長

I 
」：野ヶ

津税務署直税課長

3.新聞広告 昭和34年10月 7日付の中部 11本、朝日、毎日、中部経済、名古犀タイム

ス、伊勢、岐n．クイムスに「所得税減免のお知らせ」の広告を出した。

4.印刷物 パンフレノトを作成して配布したものは、次のとおりてある。
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切 名 芍

被災者のための悦金の知識

災内による所得悦減免のお知ちぜ

被災者の所得税の減免手統および礼＼内の判定の拮準について

災国を受げた方へ（ポスクー）

災内を受けた方へ（ ク ） 

笥数 椛
．＿，．一 -----

100,0CD!A3慨
| 

40,000!B 12!，豆

3,0309 B 4 1阪ガ！），炭

4,030 11 4 （騰万＇フアック,)

15,032|，1 2 （木I.i竹成）
| 

5.臨時相談所開設 被災者に災内絨免0)丁続についての指導をおこなうため、次の1廿淡

所（・屯尉関係のみ）を閲設した、その叡扱件払は次のとおりてある．

----------―--9 

... ----------------- ----

場所別 ＇受兜件数し相当者数 1人当り付数 1開設 ll 危¥ 11日当り付数
' 

桑 名 「!J 

961 

! 4 i 6.J 14! I 6 8 

四 II ,Ii 々 41 II 3.7 11 3 7 

IIq [1 i Ii f[‘t;『II l itl・ 93 13 7.2 i 3 I 7.2 

B、措置

1,特別地域の指定 今次台風の災害か特にじん大てあった地域て被災者に対する租税の

絨免、徴収猶予等に I周する法神（昭和29仇法律第175•；；；以下「災内減免法」という）か適用さ

れることか叫らかとなったのて、同法政令第 1条に規定する被害割合の調査を省略する池域、

以下「特仇災害地域」という。）を局l且 り定め、この地域に屑

住ずる被害者については、被害の間合の個々の調査を省略し、まず所得税0)絨免遠付1げりの促

進をはかった。本原の特別地域は、次のとおりてある。

桑 名 rli 全部指定の町名

新町、笥汀、依尻げ、東鉛附町、酉鍋j冦町、新凩敷北、 Wf:犀敷西、新屋敷南、東

新町、八幡町、東一色町、四一色町、北鍋吊町、掛樋町、江場、江場中町、南寺

町、寿町第一、寿町第二、松菫町、常盤町、旭町、緑町、老松町、東常盤町、大

央町、三之内第 1、 吉之丸、吉之丸舎宅、 冗赤須賀東、内屈北、内堀東、内荊

南、内堀西、西伊賀町、東伊賀町、柳原、外屈北、外堀中、外塀南、若葉舎宅、

日立若葉寮、中央町第 1、北浜町、蓮見町、成町、扇町第 1、新勢町、楽天地、

修徳町

桑名郡木悴岬村（全村）、長島町（全村）、

桑名市一部指定の町

束矢田町、御旗附、寺の町、中ノ町、東相川町（東部の一部）

北寺町（一部）、八間通り (1部）、其の他 17町の大部

四日南市 新町、浜町東部、北条町、若浜町、―三谷訂、納困町、南納雇町外 441打の大部

分。

2'各税務署に指示した主な事項

イ 申告中得税関係
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(1) 被内澗杏ぱとり主えずし被害頂杏対集者カード」の作成ぺれたものについてf了うこ

ととし、適切なる被門［慨要0)、はりビに然めるとともに、還付平務0)迅出を図るため、その坦に

おいて申告所得税請求内に対する処理を付い、 1人祝により「災内を＇，；けた資産の明細書」の提

出がある場合には、その内容の適否を確認するとともに、今後提出する必要かあると認められ

る，杯類についての指母をおこやうこととした。

(21 柏害額肛：；、ビのための調布について、被古芝叉けた者か集「月的に存在する地区につい

ては、特別！訂両を樹立して潤杏を定施ずることとするか 披鸞を，9Tげた占か点右的に存在ずる

地区にあっては実額凋杏、実態調査と併りして実施ずることとした。

口 源泉所得税関係

災害減免、徴収猶下の処理にあたっては、巾請内の提出のあったもののずへてについて担害

額および被害の割合の逸否を淵査するのか吐前てあるか、今次の災害状況に昭し、次に褐げる

ものについては晶査を省略することとし、遠付または、徴収粕予の迅速な処理を図った。

/‘ 家財に対する評価

家財については、その笠定の要悶として、①居住していた砥びふの評価額によろもの、②被災

者の前年分の所得合額によるもの、③その可得者およひそ 0)者(1)扶恙説放数によるものの家財

の評価額とするが、その計箕式は次のとおりある。

住宅の；評価額によるもの・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．c．、

（固定貴産税の評価額xI.5) x 40 " 30 X 
100 I 00 

前勺~分所得額によるもの・・・・・・・・・・・・・..………••・ R 

前年分の所得金額か50万「l]以下のもの（その所得額x100 ) X 40 
100" 100 

rヽ
80 50万円以上80万円以下のもの｛ （その所得額x +10万円 x40 
|00 } 100 

ク‘
70 80万円以上120万円以下のもの｛ （その所得額 X--- ) ＋18万円｝ x40 
1 00 | 00 

白己およひその扶蓑親族数によるもの……c

10万円 x（自己＋扶養親族数） X丁3000

（注） 生活：こ通常必要とする家財の評価頷は前記のRキ⑪＋cの合計額。
家財の評価にあたって、居住していた住宅か借家てある場合は自己の住宅として計罫する。

lfiJ一の住宅内に 2以上の所得者およびその扶義親族か居仕する場合に、住宅の評価額か

ら算定する家財の価額においては、所得者か夫および妻の 2人てある場合は、それぞれ

等分に所有しているものとし、それ以外の場合には、前年分の所得金額を要索とした家

財の価額と自己および扶投親族数を要索とした家財の価額の合計額の比率によりあん分

した金額を、家屋の評価額を要索とした家財の価額とする。

上記の算式は被災者の前年分の所得額が1~0万円以下のものに適用するものてあり。 120万円

をこえるものについては調査する。

二 土地に対する評価i

士共地（田、畑、宅地および山林）に対する評価額ぱ、相続税財産の評価基準に準じて算定し

た金額により、その実状によりその金額に50％以内の割合を乗して計立した金額を加尊した金
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額

ポ 市業用動産に対する評価

機械連搬具、器具、什器、その他これらに準ずる勤産て宇業用に供しているものの評価1ま、

被災直前の調達価額（新たに財産を、その財産の現況により取得する場合のその価額）により

評価する。

へ たな卸舒産に対する評価

たな卸資産については取得価額により評価ずる。

ト 上記以外の資産については、相読税財産の評価基準に準じて評呵した額を韮準とす

る。

チ 損害額の算定要領について

損害額の算定は被害の状況にり実状にそうよう個々に、判定することが原則てあるが、被害

の現況からみて、個々に判定することが困難てある実状にかんかみ、その席尻化を図るため被

害割合の判定珪準表を設けて計罪した。

I. 建物家財の部

被
被 害 割 合

害 区 分 - - - -

建 物 家 財
9 •——---- ------"—.,___---—---- -------- ---------------------- --------------------

％ ％ 

床 下 原則としては、零とするが、当該原因により被?9を受

没 I けたことが明らかな場合は個々の実桔に即した判定と

すること。

且、 15彩 20彩

家 60桐以」~ 35% 50% 
9ド{｛ 9噴麟

水 I上
二 60桐末灌 10% 15% 

胃 60糎以」• 20形 400る

厚（ ・ロ
家 建 60形 75形

階 建 50% 50% 

土 砂 ャ99 t l [』 入 50% 60形

平 壊 60形 60彩

全 壊 90彩 9006 

流 失 100彩 100形

注 （I) 被';19区分か屯複する場合は被況割合の大きい方をとること。

(2‘ この表の適用にあたって次のような場合には、それそれの率を本表被罰判合に乗じて

得た割合を加符して適用することがてきる。

没水期間か10時間以 1こ3[1末満の場合て、没水が決水の場合は25％潮水の場合ば40笏

3 11以 17日末悩の場合て没水か破水の場合は30形、潮水の場合は45%、また没水が

7日以！ ！5日末満の場合て没水か破水の場合は35%、［朝水の場合は50彩、なお、建物

につしては没水か潮水の悶合て1511L‘I t 30日1¥＼凶の均合にIt6D形30日じII.60日応111の

場合は65,le，およぴ60日J:/1の場合は70を

臼哭の場合て［か噂り分か平壊の場介の2506

浸 •Jくの場合60f，9] ：l Iについては、ネii・，打の’史t,『により最高，1甘下の：即合にデろ主ての：rり合
「K砂流入」とは、 1木I没水て、かつ、てい＿1:カ・流入した場合てある。

算「下没水 どは、おおむね1木」2.0米以［として適用する。
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砂礫堆祐
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1 5| 
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15I D 

1001 100 

~~~ ~~．．~ ~~・~

。
。

’'之小作の場合

受卜作の湯合は賢P『としての被書はないのてあるか、憂小作者か復II]のため支出した金額が

ある場合は9'位亥と出金額をし後の借受期間にあん分して必要な経毀に尊入すること。

この場合、し後の借芝期間が不明なときは10年とすること。

ヌ 法人税閲係

納税者の被災状況

今次台風による被災地所管署数は、全管48署のうち 35署にのぼり、被災法人の数も総体の

14％を占めている。

また、災害による損失見込額は 1法人立り 59万円となっており、災害の復旧と事業の復汚に

は相崎の貸金と日数を汲し、税収面に彩開かあった。

被災法人数

" ＂ ~．．．．．~、/‘// ~ ~-~ "~." "• - - /•一~―----- -- ----------
！ 左のうち被災した法人数

区 分怯人穀 : B 
--------

ふ 1全ヤ壊、流失、沐たな卸資産の人邦分Ai.l暮水＿しtこ也の__＿1苔皮害をう旦t虚．の［• -一吋＿．B-I iI 
| ~→遣県'I 6.6171 I, 1041 5111 1,6151 26,9 

％ 
・--------- --... ----- ------.. 

なお、災害減免法第 4条該当の滅免状況は次のとおりてある。

名古屋図税局（昭和34年II月30日調）

相続税 i 贈与税！合分 I•一―- •---- ------ | --• •一●計
件数 i 税額 1 件数税額件数税額

9 : : 

-、~ ~…'------------~--
i 千円： I 千円 ！ 

全 管区 27i 677 1 i l l.848 138i 2図翡
; : 

芝雨県 I I: 7 , 
| 

l 297 6| 304 
i 

~ 9/ ~. 

5I.  9 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

区

｝レ 滞納者に対する措固

滞納中の罹災者に対しては、特に被災者の身になって適切な措置を講ずるよう留意して指導

したのてあるが、この趣旨は従業職員にもよく條底し、おおむね所期の成果を収めた。
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なお、徴収猶」，'、執行停止賽の処理伏況は次のとおりてある。 （昭和34年11月末現在）

個人の執行停止者

全管内 三重限関係

人 員 I.561人 136人

税 額 3,460万 9千円 242万 2千円

法人の執行1亭止者

人 員 379人 16人

税 額 I.394万4千円 21万2千閂

差押解除した者

人 貝 288人 16人

税 額 I,399万 1千江］ 67万 5千閂

徴収を猶予し差押を解除した者

人 員 45人 2人

税 額 1,221万 1千円 10万 8千円

第二項 県税の減免等

概要

伊勢漑合風は全リ9［卜におよふ入災只てあり、納税者においても著るしく担税買力を喪失した

ものが多かったため、県税条例ぶ74条、弟166条に定める不動産取得税、I!;甘吋凡資忙税、ならび

に1.-1動車取得税危例第17条に定める日励卓取得税の成免規定に加え昭和34年伊勢湾白風被害者

に対する県税威免等に圏する条例を昭和34糾 10月7日に公(11、個人事業税、臼動車税、鉱区税

をおのおのその定めるところにより滅免し、また白動中税の第 2期分納期を 1カ月延期した。
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伊勢腐台風に伴う旦［税徴瞑猶予額調

法人県艮

伽［人具只

怯人事業税

杷人事業税

不剌圧取得悦

30 

・

ー

2

8

1

|

遊巽飲食税

自勤卓税

釦区 税

狩狐者祝

軽泊引取

自勤革取

(，単位 1月）
-------・  ’"—~ •J. ~ ~ ＂' —……"•- ~^ ~ 9 9 /  ̀ • —•••~ ~ " ~__ , ——"—~^^ / ~-~— ~ " •…---- --·—-9~~ / •一 ； ．＂―"~一 ~ ~ "" ~ ~ ~ J ハ・

桑 名四 i4,fi 會入鹿 津 松阪伊琴
| 

~99 上野，尾質 熊 野 i 計
- -~ ＾一ハ•- • -—"—~--•一、一" '"'一 ， 、.,,・｀―~• 一• ~ " ~ ＂ ^-"~-- - … ―――"•一~ー•~ ~ ,．． ,—-- ---~- i—--- , -

丸額件数税額件数税額付数税額付数税額付数税額！件数税額件数税額件数1 税額件数税額!,  •• ---------·~--··········-—- - ・-- ~--- -- ・-
，~ー一

~ ~ ~ 

518.700, 209, 17,531.094 3 i5.06Di 5 2,043.200 4 64.730 60 2.022,380: 5 199.66□i 2! 59,930'i I 318i 22.454.804 
; ； : 9 ! ．：  1,  

| 

35 2 559 080 2 12 10,46°,3 0 7 E4 480 5 i0 9Cl 370 4 337 930 72 13 792 950 7 1 628.860 1 285 270 | 343 131 069 250 

32 140 770 565 3 403 190 106 468,510 10 95 390 15 i28 460 250 3,201. -，60 121 14 1, I IO1 76 103, 31° | l,06C 8、897050 

38 2i 5国 1532 639 955 4 4,490 8 72 230 12 71,860 47 3 201, 880i 2! 32 330| 4 23,250 268 6,252 065 

3 7 ,000' ！ | ＇,  3! 7,000 

974,0CC 108 1, 335 020 1 104,444 i 4,060 8 5:, 308 32 5, 480,384 i i 18,63l | 194 7,967,847 

90.270: 494, 1.655.030'3: 6.450 8 62,800 26 85.61じ 75! 323, 140!'i 1.250! l6i 46.9l□i I i 638! 2.:71 460 
i : ： i ! ,  9 | | 9 

i 5! 23,6701 i i i i 5'23.670 
9 9 | l l. 

l i ! | | l ! l 
’'’i  i | | 1 

6じ1.000'15 3,468.3'/4 ! : i I I I I i ! 9,  1 | ! 17| 
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, ： l , ， '  
2125.977. 110;1,915'133.387.653: 124,683.434'43!13.244.950 75 824.278¥ 57530.294.284j 36:2.066.894¥ 108jl.290,901j j 

I I 3,oesl,87.769.504 :133.387.653: 124~683.434i 43113.244.950: 75 824.278157530.294,2841 36!2_—~ I i'・0esl 
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第七窄 応急 措骰

第一節水政関係

第一項 Il'［帖（国）区域の応急工1i

本原におして、もっとも被害の激甚てあった木管岬、 長島、 桑名は木曽川三］11の河口部附

近てあって、建設省直轄施工区域かその大部分を占めているのて、たたちに、建設省中部地方

建設局は総力をあげて、木粒川下流工事事務所に、人員と各種建設機械、浚せつ船等を配固し

た。

人員について

本屈および最寄りの事務所から、木酋川下涜工事事務所に対し、とりあえず必要な人員が派

遣された。一方、緊急復旧工事に必要な各種建設機械、その他連絡車の応援に伴う運転関f希要

貝の応援派遣か急速に行なわれた。また測菫、設計、機被およひ事務要員として各地方建設局

からの応援もあり、その人員は延へ 150名に達した。

浚せつ船について

応急復旧において何よりも間題になったのは仮締切工法の決定てあり、ごく一蔀を除いては

ほとんと陸上からの上連搬か不可能てあり、しかも多鼠の土連搬を必要とした閃係上その大部

分を浚せつ船の活動にまたねはならないのて浚せつ船を全国に手配した。

次表は浚せつ船回船ならびに配船状況表てある。

浚せつ船回航な ら び に 配 船 状 況 表
_＿＿＿― l - --~—-_\ ___--—• •-•一~一~―---••----- -----

船 名 会社名動）JI出力災害時の＇出航現地到 1
I所在地月日箭月日！ 作業状況

--~------'-------' 
H) 

長田丸阪神 I E 150 揖斐］1［i 10/ 5 長島北、長島南、長島北、桑名

人郎 丸若松 ク l,000 四日 iiiI ! 1011, 長島北、長島南

第一宝津丸 ク 000 10110 1桑名、堤防し吹付

令 1闊丸佐 伯 " I 1.000 大 分！0122I 10130 長島南、桑名、長島南
大栄丸|大本 I) 1,350 大 阪 ！0/ 7 I ID/ID 桑名、長島南、木曽岬、長島南

児島丸，阪神 E i i,000'木曽！IIi I 10/16 長島北、木曽曲

長島丸 ク ケ 1 l,200 1小松島，91因J| 10/ 9 10/15 I 101 9 I 10115 I木曽岬

均て末仏丸東亜 ヶ 750 横 浜！ 1011, 1 1011s 長島南

鶴見丸 " I 700 10115 I 1012s 長島南

第二若梵丸 1『 松 1 ク I,ODO 竹 松 10/8 :0/25 1 桑名、長島南

筑紫丸 I阪 神 I) I 200 I小桧烏疇 i 10111 I,0116 木曽岬、多度

隅田丸 I水 野 ］り 1,000 名古！社迷 10/22 桑名

旭 丸 i阪神 e I 350 1日）し川 12/8 I 12/16 船頭平

海竜丸 I,, I I) I 210 ,, I 1212s 1 12129 大両

福智 丸臨洵[ E I 200 赤珀賀 I 11/ 16 I I 11111 船頭平、赤須質、深谷、安田
．~・-―______,_______, 
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電力設備について

浚せつ船の動力源てある電力を早急に確保ずることぱ、潮止工事の完成の時期を左右する重

大な要素てあった。 この地域には以前から桑名地区より伊曽島地先に送電線を架設し、長島変

電所において 10,000V800KWを受電し、一方、蟹江地区より木曽岬地先て送電線を架設し、

木曽岬変慮所において 30,000V1,200KWを受電して浚せつを実施していたが、電力回線を調

杏した結果、長島送電綜は、長良川憤断分が幸い被害を受けておらず、長島送霊線の木苔岬送

寛線およひ長島、水望岬両変心所より分岐している配竃線は、変屯所を除いて仝滅の状態であ

り、 破堤か所の潮止じ事は既往の軍力を復活する程度ては容櫨不足て、 辰良川筋に 4,000K

W、木曽岬4,000K¥V、城南池域て3,600kWの叶11,000KWを必要としたため、早急に実施す

ることを要し、 1迅夜をわかたず作業の結果予定日まてに完成した。次表は、霞力設備復旧表で

あり、次図は電力配線図てある。

憲力設｛菌 復 旧 表
.…-．．,．．．．．．．．．．．．．．・ •一．．．．- " ・-.....  --------•一••一

工事例所 工 市 内 l I 容 数罰 i諸負者名竣功月日
-- I •一•一•-• ・-- •-• •一•--• I 
長•島送屯線送'9E経 1及 Ill!! ／｝が 1 回線倒杵 5 本、架線54Dm頼柱 5 本 i ー 式近畿屯気 i

木曽1'却送軍線
l迅叫砂1日45経閉］，｝j潜、傾柱30本、傾柱20、本22m/,,t[ 5. 192m I " 
| 

1回線

長島変屯室.|'’
I.250KV A変圧器修理、 配定盤計謀取替、各機器，謁 ょ．9|中央'，E気

| 
整修理

木曽州唆屯室 1,oooKV.13台増，没復Ill改追 i ・・・・-
•ii、地変屯宅 l.500KV.1 3台新設、他設備施設新設

長~鳥配宙線建札43本新，，斐

本柱142本、 IOOm／屈 2条 21叫線新設 57,445m 中央屯気

木柱62本、如日200m/11tI[,,]線増設、 IOOm／面 111,1糾 I 
復111 ~ 

2,oJom I近畿々

長島配屯線 I投延長工事IODm／面 1回線新設 2.ooom 中央 C I 
城南配電線： 60ml面！回線新設 19,045m ．店松築港 i
，、~ ＂ ＂ 

式

式

', 

ク

阪神珀港

赤地配電線

木約1ll隋じ軍線
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立田さ電玖路

立田疫電室 i?SOK)'AI 

ホ●岬配電l9跨

長患配電§9沌

木曽岬迭電成笞

木曽岬弯雷空1/1？OOKVA)

艮島度竃室[l?50kVA)

活埒笈霊宝し4SOO附VA)

畏島送電蝶路

獨渦武虻電戌窃

赤地9已霞成詑

地己汲路

域南粗常咬路
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このほか、 トラック、 プルドーザ、 ジョベル船、連絡等各種建設機械を大鼠に導入した。 ま

た一方、自衛隊のし陸用舟艇の応援もあり沼々と準備は完了した。

応恐復＇日エ芥について

応急復旧工事もこれと同調して、初期ぱダンフ゜トラ y クて、また浚せつ船は10月8日17時に

長田丸 (7巳OIP) か揖斐川左岸の長島町地先て十砂ふぎを開始したのにはしまり、 第 1宝津丸

Cl.000厠、入茉丸 C!.350fP)等が次々と活動を開始した。このようにして、復旧買材の連搬

と浚せつ船の稼動開始とともに桑名内 1＿ノ綸地先、長島：［赤地、松ケ品、桑名叶］地蔵等惜々と

完了していった、，ー・時は地琺の様相を呈して、復Ii]のi1途もつかず前応に1脊たんたるものを恩

わせたか、地元民はもとより、 ともに 体となって立上り、 ！バ夜を分かたぬ作業を続

けた結果、予定よりかなり吊く、台風後 2 か月たらずの '1 月 18 日に、長，島町~白鶏地先の復旧を

もって建設省施 L区域の仮締切l]ドは終り、その後も堤防の袖強を継続して、 ここに応恐復1「1

」＿＿'ドを完了し、復IllI事の第 歩を蹟み，9」ー',Jことかてきた。次図は、破堤か所延艮およひ仮締

切完了月日の図てあり、次表は、応急復IllL事に使J-1］した主要資材の一覧人てある。

応急復旧］~＿ 9れ主要資材一覧表
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締切工事 Jil七足

袖強工事Jfll：紐
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々

ノ

50,000 

320,000 

2,300 

2,500 

396,ODD 

142.500 

19,000 

5,500 

26.ODO 

1,951,000 

1,350,000 

このほかに木習岬村には、陸上白衛隊による木曽岬作戦と称する次の如ぎ大規模な応急工事

が実施されたのてある。

木酋岬村に対しては、当初から救援および復旧支援作業が実施されたが、 10月25日から同村

最南端部の藤里から源緑に至る間の応急工事か関始され、一般部隊（第 3特科連隊）と施設部

隊（北部方面集成施設大隊）との虚成部隊をもって、 11月5日完成した。本作業完了に引続く

業者等の最終締切終了によって11月18日には徘水が完了し「木薗岬島」が再現した3 本作業は

全部隊が海上自衛隊舟艇によって水路現垢へ輸送投入され、堤防構築用土砂を作業現場から取

得し、主要施設機械をフルに活用して逍憾なく品成部隊の能力を発揮した点か特徴てあり、そ

の作業の内容等の概要は、次表及び次図のとおりてある。
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木，；り岬作戦作業経 過 お よ

祁

災

隊 名

也 1.680m 

5か所

968m 

5か所 968m

50.100俵

42. 976俵

27. 860俵

3.207本

7.104m3 

4.704人
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ブルドーザー 30合
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状 況

主 要 “F ⇒ゞミ

第 3特科連隊

北部方而集成施設人隊

堤防延長

破堤か所

破堤箇所延長

堤防締切
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11月 5日

海上自衛隊支援舟艇

曽岬 作 戦 状 況 図
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本 復 旧 事業について

木曽川下涜―丁1[19腐手ぱ、木杓川、担斐川、塁良川の直轄河JI！左ぱじめ、―了鷹しより委冗下

平として、城南、長島、木曽岬の各蔀臣堤の応急復1日］ー1Iをf'『なったのてあるが、引続ぎ本復

!「1]［事が進められ、即和35乍度からは、上記二9E似忍託の海庁も建設省［打轄海界として新たに

スクートする市になった。 （計阿は伊勢誇復輿計両につぎ参！胃せられたい。）

伊勢合風による災害の教訓から、木曽川、揖斐川、長良川の河口部ては、従来の河川堤にか

わり高潮に対処てぎるように、海岸堤防の構造が採用され、木曽川水系の鉄道栖より下涜鍋用

川および各海岸堤ては、昭和34年度から昭和37年まてにいたる特潮対策市業の全体計両が樹て

られ、今後の改修計両は、これに某いて施行されることになり、海岸附近ては、堤防高を+7.

5米とし、 河川を逆上するに従って順次低くして河道も進入肢の収剣ずることのないように堤

防法線をスムースな線とした。また鍋田海岸については、二線堤となる閃係上堤防高を十4.0

米と5.0米の案かあり、南陽、海部海岸の堤防は、 運輸省て計同中の防波堤の影饗により 75

米を6.0米まて低くなる可能性もある。また、二重県川越海岸の堤防については、

月から建設省て施行している。次図は、高潮対策築堤標準断面図てある。
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堤防の表側ぱ、全而コンクリート張と

し、

は、

天端は、 アスファルト鋪装、 褒法

コンクリートプロノク張とし、表側

には小段を、上駕には妓返しを設げ、基

礎には P.S. コンクリートの矢板を打
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込み、高潮に万全を期している。以上の

計両に基いて、昭和35年 3月まてに河川

堤防（木悦川、鍋田川）ては約27億円の下

告をもって延長24.845.5米について護岸

基礎を施工し、表小段の2.9米から3.9米

程度に表詭岸工を施打する計画てあり、

すてにこれらの区間について丁事を施丁一

中てある海岸堤防についても、約 18但円の」：費をもって延長 8.850米について萬靡方＼礎および

3.5米程度の表護岸工を施．］する。

--293-~→ 



高瀬対衷河 111堪樗連 l!liiili包l

1 1臼＇"''"
また合凰期の 7月末まてに河川

堤防ては延長24,845米について、

海岸堤防ては延長 8,850米につい

て、 もとの高さの 4.5米まて蔑岸

を施工し、 昭和 35仁度末まてに

災 宮 前 堪 防 断 面

二
~
 

窃尺 9200 
3

5

J

i

t

 

.
 

.
 -― 

は、表護臣を原形高以上に上げ、

昭和36年度以降には、表護皐の残

りと、天端高まて完成し、裏法工

もずべて施工する計画てある。

(a)組織について

災害復舞の促進を期するため

に、建設省ては、昭和34年12月3

日中部地方建設局に海臣綿と愛知工事事務所紐織か新設され、また、木忙川下涜工事屯務所と

本局河川部の組織も増設された。 （宜細は復囲計阿害参昭せられたい。）

第二項 県 の 応 急 工 事

本原においてもっとも被害の激誌てあった木曽岬村、長島町、桑名市ぱ、木曽＝川の河口郊

附近てあって、建設省直轄施1二区域か大部分てあって、第一項て説明ずみにつき限施丁区域に

ついて述ぺると、 被災後直ちに官民•一体となり総力をあげて復 1日に芍めた結閉、 40か所延畏

8.1kmに及ぶ仮締切丁市も）胄々と進み、

日迄には完丁し、海岸仮［事局高松海界、羽津海臣、川臆蔀界は10月25日には殆んと完了、城

安濃）＇ 1、鈴鹿川窄の河川仮］~： 1[か所 29か所は10 月 25

南二線堤の11月30日を最後として仮締切に終止符をうったり

とおりてある。

員弁川方岸堤防板締切丁市

このり t直~た仮丁市の概韮は次の

延長216.0mのうわ中央郊より粕下涜 30mかT.P-•?.0m て他は T.P 七 0 程度てあった

が、院速は 3.0m/secもあり干満のたびに深掘れか激しいため、 T戻り作業が多く締切り T屯

は困難を極めた。殊し、e涜部より下記＇［法にて徐々に締切り、 10月9日午後 5時の干潮時を利

用して捨十俵杭打「法にて→学に最後の10m0)締切に成功、その後沈床にて根固めを施行して

10月15日、仮工市を完了した。

なお、盛士についてはブルドーザーか店躍した。
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横所面図

----
5 

..i- 期

① 34年10/1 - 10/8 

④グ 10/1 - 10/5 

⑦グ 10/10- 10/15 

R 34年10/2

⑥//  I 0/3 
10/8 

10/8 

③ 34年 10/2

⑥ク 10/9

10/9 

10/11 

汐 止 工 事単価表
9 9 9 9 

名 称品種形状寸 iki数賢1単価 1金額 I摘 郭
.、----- ------ - -- --、----、，.

I叶
盛 土 1一^ 砂 4,401 0m'7 13 00 3, ！37,913，腐プ）レトーザー

捨叫砂1-，依材［I 吠 17,497_0俵 63 00 9, 102,31 1,001 ,]迎搬Jし
ク 縄

I 4,098_3尺 19,001 77,862_00 

土俵中 J阻七砂＿，I: 砂 I 874.Sm'I 683.0DI 597,488-40 
I 

机 菜 沈 床粗 染 800東］25_001 110,000,00 

9’l; ヽm 梢 48束！50,DOI 7,200,00 

杭木 1,2ml 367本 1,1.001 50,219_00 

沈 i'.I ・・・ I 020~:l 1 965 ooi 02s ;oo oc 

掻込砂利 1

I 
i 320m'I 780,DO! 249,600.00 

工＇杉丸大小 O,09x 3_00ml 73本］ 317 ・00 23, 141,00 

丁，＇f多丸太，＇ 1,0.09て4.0□ml 242本 482,001 ! 16,644_00 

t 1月 竹目叫 6- 9 cm! 305本 38,00! 11,590,00 

I杉丸 j¥I 9po.09 x 1 50m 42本 317 00 13 314 00 

i ；； 中じ09x2_0Dml 85本 317,00 26,945,00 

I ，抗 I 木目泊 4-6 cml 3,992本 !4,00・ 55,888,0Q 

椋而鉛引12＃線 62, 7位
| 

88 ・ 00 5, 51 7 ・ 60 

夫 I 600人 480oo! ?88,000,00 
他 l

l 

| i 1,947,507,00 
l 

l 
} 8,450,000 ・ OO 
l 39, 1?〇,00

i —~---------L__—•! _____________--しi 

そ""L 杭

訪 抗

竹 冊

み

ノ

飲

人

そ の

計

1.0 M 当り単価

城南二線堤防仮締切工事
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延に1まわづか 54.0mてあったが、 その殆んとが水深 T.P~5.0m、涜速 3.0m/scc にて、

しかも底質地舘が土砂のため、 〒満のたびに深掘れか激しく、 粗染沈床の敷設は困難をぎわ

め、 11月4 日に至り噸く敷設を完工、 11月13[］には1袋渫船第 1宇津丸か活動を開始し盛」は許

々とすすみ、その上第一線堤の締切が完了したため潮0)干満もなくなり、最後締切は大して間

題なく 11月30日に仝締切を完了した。
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横祈面図
gm 5 

~ ~、→

I 名 称 I品 種形状寸法 i数量 i単価金額 I摘 要
----•----~-------~,,-,-~ 

i 1 長3.0m縄 円，円
粗染沈床粗 采｝ ｛ x70cm 3,346束 199_ooi 665.854.DO 

ク 1沈ふ， 99m31 2.263 00 224 037.00 

ク鉄線I , 147 -6切 88.00, 12,988.80 
i 

捨七俵及び土俵羽口 吠 4,280枚 63. 001 269. 640. 00 

中芍ク土砂土縄砂I I :,:~:~I :::] ::::iH~I { r~ トーチーに
’' ，,  198 ・ 9,がi446.00i 88,709,40 

抗木 1 2,607本1 14.00 36,498.00 

土
| 

34. 5m3 953. 00 32,878. 50 

盛 土 I土 砂 19.500m3 227.00 4,426,500.00 サッド点ンプによ

人夫； ＇ 
iる600人 480.001 288,000.00 ， 

舟夫 1 ! ！8人'1,006,00i 118.708,00 

その他 ' 7!9,314_00 

計 1 6.976.000.00' 

1,0 M より単価 ! I I I 129.185 oo 
i 

一-------------------…--"-------------------
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川越海岸仮締切工事

第 1号か国は、延長417mのうち南端200mlま、水深T.P-4.0-6.0m、他はT.P± 0程度

て後背地か広く隣接瑚日町没水、流速に最｝＼時2.5-3.0m/sec程度。

第2号か所は、延長207mの内中央部120mか水深'l'.p... 3.0-4.0cnて、他は T.p... 0.5m 

程度。

第3号か所は、延長69mの内中央部2.0mか水深T.P・・・0.6m程度て他はT.P士Om位てあ

った。

各か所とも底質は砂の軟弱なものて杭咋の打込みは容晶てあったか、丁満時の涜速に耐えな

かったため、困難な潮止作業てあった。 9月28日に着工した。その後両臣より順次トラックに

よる士砂氾搬おこない、 併せてプルドーザーて地均しつつ次第に堰止め、 最終I0月15日の干

満差少ぎい午前 In寺、 残りの20mの潮止めに成功し遂に 11月6日締切上市を完了したのてあ

る。

u
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澪止工享個所別横断面図麟 69JM

'•,'，り←999., { ｛,， 4 00 -

下期

① 34年9/28 - 10/17 

③ク 10/10 - 11/1 

R 34年9/28 - 10/15 

④,,  10/18 - 11/2 

⑥ u 11/2 - 11/6 ⑥"  I - I 
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廟止工事単価表

ー 9--•9-…---•. 9 

名 称 I品種 i形状寸怯数屈 1 単価令 額 I摘 要
l --...,.,,.,.-:---•9,.,.9,. .,........—•• ●●ー9--―--...．．，.，•一●●ー•--••••一•-•一•..,＾「―9 - -

捨石 i粗品 m＇：ド］ 円 i
盛 土土砂 1 6,925ク |63C 4.363.000 i 

親 杭杉丸大 i 本 ＇ 

， ＇  l 

布木！ ク， 1

． i 
ク

棚 板 ！ 松板 ！ 面！

石俵及び＿•K俵 吠'| ＇  
74,434俵 I 63 I 1.6s.ooo 

, 9 : 

ク！俵 1‘
ク休袋！ ＇ み'

麟疇上砂土 砂 I i l, 185mS ! 630 746.000 i 

石俵中誌石休 礫 ， 
， 

2,536≪1 6501 1,650.000 I ,.  
I 

緊結線亜鉛引 s# I I ,,s1cg I so ! 3s.ooo 

人夫i 1 ' 

l 

I I 
I 3.,,o人 130I 2.s11.ooo 

その他 ！ I I ! 9.667.290 

計 1 I : 23.661.000 
；し 9, 9 

M当り単価 ' i ' 34.000 ! 2.5呵培哨価I :.  I,., 
i ―••~ー• i - ~．~ l - --~-~. 

第三項復興対策

災害査定の経緯

公共ヒ木施設の災害査定は、次により実施せられた。

(1) 緊急裔定 次、 （主として 7り合風に因るもの）

中請/[日 昭和341!9月2日

責宜月 II 昭和34<i 9月7日～昭和34年 9月15日 9日間

査定官 査定仝般八乙女脊応官

技術班 IJ月1冦、庁木、吉田（直）技官

1.i務班小）11 1i務官

緊包杏定 二次 (15号台風に因るもの）

中請月日 昭和34年10月12H

査定月 H 昭和34作I0月20日～昭和34年10月31日 12日間

査）i仝般 八乙女涅定官

(2) 本査定

ヰ1請月日

替ん9月日

壺定官

技術班岩田、斎藤、田原、桑原、四原技官

申窃班関IH事務官

昭和34年12月 2日

昭和34・年12月5日～昭和34年12月2611 22日間

査定全般 八乙女査定官

技術班石川、舟津、金安、斎藤技官

事務班荻原事務官
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(3) 高潮区域災害再壺定及び高潮対策屯業計両の樹立

巾請月日

壼定月日 間和35年 2月22日～昭和35年 3月7日 15日間

査定官

再査定全般 八乙女査定官

技術 1班（旧助成区域） 吉田技官

ィ、'" 2班（南部区域） 舟津技官

ク 3班（直轄区域） 阿川技官

事務班（再査定全般） 中島市務官

ロ、高潮計画調査班

班

班

術

務
技

事

r
i
¥
 

巌其査定官 田原技官

斎藤補佐 浜事務官

ハ、仮締切および竣功認定班（竣功認定は33年度助成工事）

絹田補佐 加山事務官

4 応援計画及び増員

(I) 災害復興工中を軌道にのせるため、他府県へ技術職只の応援派四を求め、市業の進捗を

図った。そ叫虞は、次のとおりてあな

.‘
 4

じrー“ 援 状 況 調

応授を受けたホ務所

人 口＇l 応援此、県名． iI 昭期和iO3.4年12 - i I. 30 ~. 間-----------------------------------------------------

松阪 I: 木 市 務 所 6人 i'1'，fl 山県 4人

愛銃県 2人 10. 18 i1 30 

久居 t オ、市務所 5 岡山屈 2人 10. 12--.... ll. 30 

否川県 3人 iO. 28 11. 30 

伊勢/:木市務所 3 紬烏県 3人 !O 22 11. 30 

上野＿1こ木事務所 3 商知県 3人 10 19 ! 1. 30 

尾銹卜本 市 務 所 3 愛媛貼 3人 ]0 l8 11. 30 

熊野 I: 木 平 務 所 3 否川県 3人 ]0 28 l l. 30 

計 23 

---- --- - tし一ー し．^一

5.復旧工事

昭和34年災害による公共士木施設災害復1日事業は大規模なものて査定額ぱ、 10,025,807千円

となっているか、このうち伊勢湾台風分か、 8,358.043千円て、 83.36％を占めている。被災直

後の間題としては破堤か所の締切、主要道路及び橋梁0)仮エ市てあって木曽、揖斐、長良の三
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人河川の潮止め．I事こそ包称てあり、建茂省、県、砕上、海七自衛隊その他閃伊方［団の協力を

臼て、 11月18日完了しその他、肌施行区域における阿川の仮締切95か所は10月25日まてに完了

し、 海即仮［可17か所も 10月15「］に完了した， 本復1日のよ店本方針は印則として的潮区域内の

仝半壊か所は表護戸の原形高復旧、 一般区域の破堤か所の復旧は昭和35,r出水期まてに完了

するものとし、 本査定後の35午 1月から本上市に］脊了し、 別冊復罪叶囲の通り宵々と進捗し

ている。伊勢誘沿犀部及び熊野隈沿臣の被害激甚な箇所は高潮対策市業て抜本的改良復旧を行

うこととなったか 舟又区域分としては 6,121,144千円てあって、このうち＾一応定叶固により復旧

するものは42か所6門0,454千円、関連事業分43か所610.441千円てある，一般災の計両を全体的

にいえは34年度緊要エギの30%、35年出水期まてに破堤か所復旧全平業完了の日近を37年度末

として鋭宣復旧事業を進めた。 （これらの詳細は復興計画を参叩0．~）こと）

査定額は第 表のとをりてある。

第二節交 通

第一項応急仮道、仮橋丁:'il

選路の被害は原下全域におよび道路欠壊およひ涜失か所は 820か所、橋策の涜失及び渡橋不

能は 110 橋にのぽり、県下の交通は•一時まひ状態てあったか、その後白衛隊ならびに建殷業者

の協力により道路417か所、橋梁83橋の仮工事に着手した。その交通再閲した状況は次のとお

りてある。

国道 1号線

桑名、長島町地内は海岸堤防の破堤か所の仮締切と平行して応急工事の施1子がなされるので

満潮位以下の地帯か水没して居るため困難を枢めたか陸上白衛隊の活動により、ベーリ一橋が

架設されるとともに海岸堤防の仮締切も徐々に進み誹水作業て減水され10月IDn通行杜絶から

2週間て交通が再開された、

県管理の国道及主要地方道の応急仮丁事の完了したのは、次表の通りてある。

その他の一般県氾も概ね10月末日迄に仮エ市の完了を見て交通再開した。

--100-



宇要路線通行杜絶か所と 1娼 通 月 n
 一・ ー・---- 、- -

路 線名
辿行村絶か所

| 

,—i 計
氾路；橋梨 II. --•-•- •- -—•-- ••-- -•- _＿ -.,＿―'--＿,--•9--9-•9 : 9~＇•一 99ーー^’ ”-9 9 ―9 _＿ー．―-●-．．．―-●-ー・13、~---------

l 

iー 級国道 1 13 I -I 12 

: ＇  i 二 級 国 珀 大 阪 四 日 市 線 5 1 3 8 

ク 入 阪 津 線 l6 l l 
I 

17 

人和 高出 松阪 線 1 80 8 | 88 

＇ 賢 島伊勢線 1 

岐阜桑名綜 1 5 | -

律 彦根線 9 i 3 I I 

I ク 彦根桑名線 l I 

＇ 

I ク 四日市椅鈴廊線 3 -

I 尤こ ・＂ ，ぃ良津線 3D 1 1 1 3 
I 

I ク 上野名張線 3 - ［ J i 

＇ ク 天 理上野線 I 3 I -I 3 
I l ク 四日市菰野線 i 5 l 6 

ク津関線 5 i 5 

名張柿野線 i 36 | 17 1 53 

ク 宇治山田五ケ所線 1 3 -i 3 

ク 治山田粥見線 I - I 1 I 1 

ク 員弁菰野線 - I 2 1 2 

ク 久居 家城 榛原 線 21 I 4 I 25 ! 
i ,; 烏羽長島線 28 i 10 1 38 

ク 浜島鵜方線 7 
I 

- ; 7 

| 
ク 志摩）＜ ＿五姐方線 I s I I 8 

-----------~--------·---

路線番り 開心月日

2

3

5

6

7

1

 

4

6

6

6

6

 

I

I

I

 
ノ

2
 

ク

ー主要地方氾

々

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

ー・

1

1

1

,

＇
1

1

1

1

1

L

4

10. 15 

10. 11 

10. 24 

ID. 21 

9. 28 

ID. 15 

10. 25 

10. 10 

10. 25 

10. 25 

9. 30 

10. 2 

10. 20 

10. 10 

10. 25 

10. 25 

10. 25 

10. 25 

10. 12 

10. 25 

9. 30 

9. 30 

第二項 交 通

（イ） 応急仮道、仮橋丁事

道路の被害は、原下全域におよび、道路欠壊および道路流失 80か所、橋梁の涜失および渡

橋不能は 110橋にのぽり、県下の交通は、 '-時まひ状態てあったか、その後自衛隊および建設

業者の協力により道路417か所、橋梁 83橋の仮工事に清手した。その交通再隅した状況は次の

とおりてある。
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第ーで項 応急港誇施設の整備 (1府役窮）

県下港湾）1港のうち、鵜殿港を除く 20港1まそれぞれ、護岸、防岐堤、船揚場、桟稲等146か

所の被害を受けた。そのうち、仮工事に謄手し、すてに、吉津港、二木島港、引本港等20港1ま

完＿丁し他のか所についても詔祁34仔I0月70日に完工した。

また、四日市港は護岸、防潮壁に被害をうけたがすてに 2か所の護岸は完．［し、その他の上

屋4棟の仮工事も昭和34身ーI0月16日に完了した。

第 四 項 国有鉄逍における応急拮骰

被衷とその対策に詳述したのて省略。

第五項近畿日本鉄逍における応急柁骰

同上。

第六項湿i,iiじ語災？：応急拮骰

同し~＇

第じ項配虚災内応急耕骰

同上。

第三節農 地 関 係

第一項農地局（農林省の出先）の

行った対策について

農林省災害対策本部名古吊連絡所（名屋古農地市務屈）か被災直後おこなった対策について

は、昭和34年 9月30日中部日本災害対策本部か、愛知県庁内に設附されると同時に、農林省に

おいては、伊藤正義農地局長か農林省代表委具として出向して、中噂〖日本災害対策本部の指示

をうけ、農林省出先機関の密接な連絡を図って、その対策を具現するため、昭和34年 9月30日

に名古屋農地事務局内に農林省災害対策本部名古屋連絡所を設置し、 10月 2日～10月 6日斎藤
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誠官房長が、 10月7日～10月10日小船情考荏官か、 10月11日～I0月13日中西一郎税J}諜長か、

10月13日～10月25日吉岡茂官房総務課長か来名し、その運営に当られた。そのとられた対笈の

重なものは次のとおりてある。

(1) 入植施設（住宅、農畜舎、共同施設）復旧対策について

(a) 従来の補助制度にもとずく補助金の交付予定者を対象として、収り敢えず住宅袖助

金つなぎ資金を農林中央金庫から貸し出す措既を講した。

(b) 丁拓地を除く一般阻拓地の入柄者住宅の復旧については、従来の袖助制度を全面的

に改正し、指定地域については、 10分の 9の高率補助とし、被害住宅の袖助対象の範囲も、全

壊、半壊まてとし、なお補助対象者については、被災入阻者の大部分かその対象となることか

てきるよう措陸中である，また新たに農舎、畜舎、堆肥舎、共同施設を補助対象に加えた。

(2) 干拓地住宅の復旧対策について

鍋田、碧南、平坂、城南の各下拓地については、災害宜後、応急対策として、予算額（予備

支出） 20ぷ01千円応急収容施設を建設した。なお、復旧住宅については、従来の木造住宅のあ

り方を再検討するとともに、敷地造成についても考慮し、ここに堅牢かつ荊見な三階建鉄筋コ

ンクリート連棟式住宅の建設計画を進めた。

(3) 開拓者に対する金融措置について

(a) 開拓者資金融通特別会計からの融資

農地、住宅、農畜舎、農機具等経営甚盤の一切を喪失した入植者に対して、開拓者資金融通

特別会計から基本営農資金（利率年 3分 6厘 5毛据近期間 5年、償遠期限15年）約 6千万円を

貸付けることとした。

(b) 自作農維持創設資金の狂付

自作農維持創設資金の災害に対する隅拓枠として、当管内に 3億円の割団があり、このうち

既に内渡し資金として、岐阜 2千万円、愛知 4千万円、＝直 3千万円をそれぞれ今回の災害直

後割当済みてある。

(c) 天災融資法にもとずく災害経営賓金

滋資額については、現在検討、査定中て近く書LJ当が決定する見込みてあるが、各県の借入所

要額は、岐阜15.000千円、愛知130,000千1月、二玉36,000千円、計181.000千円てある。

(d) 営農振興資金の融賓

聞拓融資保証協会の保証に係る、昭和34年秋肥の営農振輿買金の融資については手配済みて

ある。

(4) 関拓に対する各柾四金の償遠対策につて

(a) 凋拓者資金（政府資金）

債務の償還困難な1姐拓者に対しては「国の債権の管理等に関する法神」により実情に応じて

履行延期の条件緩和を行っているか、今回の被災開拓者に対しても、これか適切な連JI]により

不安のないよう措i趾する方針てある。
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(b) 農林漁業金融公庫資金、災害経営賓金、憤雌延期等については、それぞれの実情1こ

応じて措悩するよう各血融機閲と協議済みてある。

(c) 営農振叫資企

依遠延）月については、 従来とおり各紐合いの実清に応して、 1年以内の期限延長の措四を

講ずることになる。なお、虞材＜中文幻車は一戸崎りの被古企額か30万！月以上の場合には延滞期

閲中0)木資盆0)ill1＇免除＇，りにつし心房！慮した~＇

(5) ［月拓者に対する救農上八J:、又り実施について

被宙燐家に就五の機公をうえて、現金収入り）近を1姐くため、救農士木肛業としてエ＇ドの施工

が容劫てあって、比較的労務比率の！碕い団体営」＿地改良¥業、翡墾建設丁事と、開墾作業を衿

えている。このりち閲墾作業 9此は 般の協合より袖助率を引上げ 5割袖助とし、管内 3県に対

して、袖助金額16,000千円を要望した。

I 農林漁業頁金役l係

1. 農林漁業資位（災古復旧資．也）融釘について

農地ならひに塁業il]施設の被［l｛額4,973百万「］に対し本年度融資l]椋額51?百万円を設定し、

その他噌什発仕災害に対する融資l]枷額118百万円と合せ633百万円の融資措附を講じている。

2， 上地改良区の連営資金ならびに既借入金の条件緩和等について被害激晶地域の上地改良

区の連営資金については、農林中央金庫から（利率日歩2,2銭貸付期間 1か年）磯資する方針

て具体的事務手続について検討した。

圃 白作農維持創設賢金の融通について

今次災害の披害が予想外に激甚なるにかんかみ、 これに対しとりあえず災害内渡資金5:0,

000千ド］を配分し、史に袖田予肛分として 1.450.000了ド］を追加し、合叶 2.000,000千円を東海

三県分として配分した。

しかしながら、この配分額ては到底：羞要額を充足し得ないと考えられるのて昭和35ケ度にお

いては、爾後の申請状況に応して不足資金の予箕計上方を強力に推進して行く方針てある。

なお、本年度追加配分額2,000,000千ド］については、各県の被害状況を再確認のうえ緊忽に

融資を実施する予定である。

w 被害の状況

伊勢湾台風による国営事業の被害の状況は次のとおりてある。 （＝一重県関係のみ論載する）

-•- ----
事業名県名1 地区名 被害額 昭和34年II月30日現在の状況

~ ~‘~ 

I 
千円：村料連搬適跨崩壊 2か所、隊迫工仮設破損

樋門排水機大破

し海岸堤肪は建設省所轄応恐仮締切

々 開拓迫路崩壊 2,216m（査た完了）

ヶ " 44m (≪)  

" 84m (ヶ）

み
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対 悛

I.応芯排水ボンフロ

（］） 要水予虹額 122.161,850門（風水災対策黄）

(2) 成立予立額 122.220,000円（ グ ） 

(3) 購入およひ徴用白数

イ、購入合数 173合

ロ、徴）II台数 29合

;-t 江し合

(41 ポンプ配趾

----- ---

配岱先
~~ ~• ~ 

愛知県

ー・成県

配骰年月日 i台数I 罰 芍
i ~...".~ ~ー・~•~ ---、・ ・・-・・ ・"-＂● ●ー -・ ・ ・・-・・・．ー・ーー・---.---……--・・・・---・ 

I 
昭和34年10月 51.1~35年 1月31ll j 126台

昭和34年 10月 7日～35年 12月311」 , 76台
昭和34年II月25日から、うち34台受

I 76-t) I ｛知県へ転／廿。
”~ -ヘ

2. 災害査定の実施

災害査定の万全を瑚し、湛水地区以外は昭和34鉢内、湛水地区は昭和35年 1月中に査定を完

了させるため本省およひ他事務同部内職員 23名の応援配慰を行ない、延 68)人をもって次のと

おりの現地査定を行った。 （三重県関係のみ記載する。）

事業別 査 定年月
~...~ ̂ 

日 昭和34年度内＇元（の分 備 芍

代行事菜 ！ 昭和34年10月29日～ 34年II月4日

！ 昭和34年 10月！9日～ 34年 12月24U 

釈災害： ｛昭和35年 1月6日～ 34年 1月16日

洵i『災宮 ！ 昭和35年II月2日～ 35年12月22日

全晶りif

訛水地区を除き］Gr 
覇水地区査定＇応 f

完了

I 

I 

~ ~ 

第二項県の行った対策について

1.開拓関係

(I) 城南地区ほか51地区の住宅ならびに農業用施設の被害が特に共大てあったので、その応

急対策として「つなぎ資金」を 3千万円 (10月6日臨時議会議決）を住宅被害者に対し貸付け

た。

(21 特に被害激甚てあった城南干拓地区に対しては、北勢地方の入柏者の協力を得て災害住

宅、施設等涜失資材の整理作業に従事した。

(3: 城南干拓地入植者66戸に対する応急仮設住宅を建築収容すぺく手配した。

(41 被災農家に対する白作農維持創設賓金の貸付については、手続の簡素化を図るとともに

継続融資を斤うよう F配した。
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(5) 開拓者の現令収入の方企を確立するため、国の高率補助を得て、努芯救農対策市業を丈9

施した。 三重県北勢地区湛7K排除概要図
2.応急排水事業

北勢地方浸水地帯の

3,898ヘクタールの排水

については農林省の協力

を得て、 76台のポンプの

割当もうけ、鼠誓li業て

実施した。その状況は図

のとおりてあり別項て詐

細に説明につき省略する。

3.除塩事業

北勢地域をはじめ、全

県下にわたる約 3,000ヘ

ククー／レの塩害を被り、

その対策として、湘水、

石灰施用を実施する計両

て塩分濃度測定その他の

基礎調査を実施した。

(I) 除塩指導計画
＼平栴汽 E34 l/30 

（イ） 稲収樅作業
凡 1湛水面積八 締切完了月日 T,

除塩行程を迅速ならし ｛ゲJ1排加仮ンプ総馬力誼炉
排外（機譴個所。

排）i（完了月．8 万
めるため、農家に対し稲 破堤個所 I9n199

は原則として刈り取り圃場から持出すよう指導した。なお、労鋤力のない場合も考えあわせ共

同作業を行ったところもある。

（口） 潅排水路の整備作業

潅排水路の多くは十砂に埋まっているため、この整備は除塩作業の基礎となるのて、ただち

に整備した。

（9→ 士嬢の塩分濃度検定事業

耕種技術的には水稲の場合、本田0.1%、苗代0.05%、麦、菜種ては生育初期ては0.2%、生

育期間ては 0.I％以下の塩分濃度の線て農家を指導した。

このため、さしあたり長島、桑名、に釘］市の農業改良普及所に塩分濃度の検尽器具を設置し

除塩に先苔立って水没地帯、耕地の塩分濃度の測定と発芽試験を行なった。

に） 排水直後の塩分濃度（長期湛水地帯）

長期滞潮により土艇中に塩分か吸着されて、このままては稽作、裏作ともに栽培不可能な状
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態となったことはもちろんてあり、この塩分を除去するための事業、すなわちし除塩事業」を

可成り人規模に打わなければならなくなったのてある。

この除塩の作戻としては、 ます塩分検定、腐れ稲その他陪害物の除去、石灰の散侑、除塩

溝掘り除塩水の刷真Jくといった作染か必要てあり、 これらの指吋を農業改艮普及具か担当し

たのエあるか、このり~業を推進するためには実に幾多の節胄があり、除塩作業というものは、

令くこのI節古）"'0)り越ぇなけれはならな＼，ヽ竹業てある。ま jぶ記 1に除塩前の塩分濃度の測定を

すれは次0)珀りーしある 1
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調査地点

桑名市
下 拓 地

福 罪

＇］ヽ貝須浜

塩分 i農度
~ - - ---

lー！NI中！曽 l咽
------- -- ---- -

| 

危 笏笏
1.375I 0.0201 o.690 

o.s4 i o.s: I 0.21 

0, 17 I 0.30 I 0.22 
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I 
9] I記闊査は昭和34年II月～ 12月に渡って実施したものてある。

塩分誤良は硝酸銀滴定による塩索i農良をもつて規定したものてある。

検定／1]の採上はよ土より 20cmの間を上罰、中It1、FI習の 31¥,1を採取したが、 し！Iりの上にさらに「ヘド

ロ」が乗っているか、このヘドロは I屈以しに塩索晶良が謀厚てある。

困除塩のための耕転畦立作業

除塩を迅速ならしめるため稲刈り取り跡の耕転畦立をする。

（べ 真水潅漑のための堀抜井戸

木曽川、長良川尻は塩分濃度からみて川水0)潅水の不能て期抜井戸を必要とし、長島てぱ

1:On木曽岬海岸部ては18011を必要とした。

田除塩事業実施計固

除塩を必要とする耕地而積の把捏につとめ、既設用水源（取入樋門、井堰、湧水路、楊水機

等）および石灰施用戸積の調査により除塩事業実施計画を樹立した。
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なお、それらの指導を打うため北勢地区に派四した技術班の配附は次の通りてある。

息

•
9

た 区 名

桑

長

名

ク

島

ク

K
I
I
多

ー

市

町

越

度

苗
＂

ク

城 南 地 区

干 拓 地 区

梢地区

伊曽局地区

長 島 地 区

岬地区

地区

地区

計

-------…-—ヽー ----、--, --------------- -- -------—- --9ー

実 僅忍落数源追），f［数 ：罰 考
＂ ~ ＂ ＂・~ ~ ~ ~ ~．~ー--- -- --- ----→ • 

I 
I 

: 
I l |り芯了後木怜岬地区に派；iりする

I : 
I l 

2 

l l 

I I 

8
 

0

.
＇‘ 

5

0

9

8

7

0

 

。 ゜
4.救農土木事業

この地域は農作物の被害が甚大てあり農地、農業用施設等の復旧については相当日時を要す

るのて牛活を支えるため、この被災農民に就労の機会を与えて速かに現金収入の道を講した。

この事業としては、翌年の粕付期まての期間を限度として実施の容品な区阿整理、客十市業

を選定した。

イ 昭和34年度事業

本事業の緊急性と必要性を考慮にいれて、北勢地域の長期間湛水地方を中心として、門下継

続中の区両整理事業を始め中勢、南勢をも併せて各種の小規模土地改良市業を実施する。

昭和34年度救農土木事業地区別調書
. .  

地 区 名 l事 業 内 各 1 事業行（補助令） 1 備 考
・・-- __,,,.,.  ・"'--",_,.,  ・・----・'へ9 " ~ ~-

団体管継続事業
（全休而積160ha)

,; (,;  64ク）

ニ頂郡闊日 町 柿 小 向

桑名市城南第三

,j, 計

鈴鹿 1-[j 白［町白 f

安芸郡河芸町千直

律市白塚町白塚

良会郡御闊 村小林

ク ニ見町~西村

•-志郡久店町小戸木

飯南耶飯裔町宮本

小 計

桑 名 郡 人 曽 』川村源緑

，9 [こ，!贔II「|{｝ l~ ,；り 1;,1,1,.

小 計

ーボ郡川越村川腿

,Jヽ 計

区両整理し二20ha

ク A=l7み

排水跨

ク

,' 

{ 

み

ク

用水粕

37 a 

l =407四

l =380 / 

1=560み

I二 250c

樋門 2か所

I、一二331ク

Iー220ク

l = 1, 063 " 

I二 3,220,

図圃整狸 A•-＝27ha

9, 1 -＿＿2?ク

A-49み

布 _1 • ,\,~36ha 

A -~_36 99 

5,000 

4,566 

9.566 

4.000 

2.000 

4.000 

2.860 

1.900 

I曹 500

1.500 

17.760 

6,684 

5,170 

11.854 

6.540 

6.540 

(2,500) 

(2,283) 

(4,783) 

(2,000) 

(I,DOD) 

(2,000) 

(I,430) 

(950) 

(750) 

(750) 

(8,880) 

(3,342) 

(2,585) 

(5,927) 

(3,270) 

(3.270) 

規

夕

み

み

ク

ケ

ク

r' 
北
＾ 規

／ 

ク

ケ

’’ 
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志摩郡磯怒町販崎 I小規閃T．地改良
••\一二4,9

I 

飯南郡販高町森＇；； L=l.32lm 

鈴腐市国府I,, l.=998ク

桑名郡長島町西）II! ,, I、=950,,
| 

鈴鹿市箕田ヶ l-＝435/ 

桑名市江 馬 , , l.=403≪ 

桑名郡多度町野代 ク l-＿53ク

小 計

計

1,942 

5,800 

2,500 

2,460 

600 

470 

500 

14,280 

(971) 

(2,900) 

(I,250) 

(I,234) 

(300) 

(235) 

(250) 

(7,140) 

9 60,000 (30,000) 

~~ ~/... 

荊規

ノr

I 
新規

／ 
i 

ク

ク

ク

客ヒ

用永賂

農迎

ク

ク

用水路

排永笥

第三項 農地・農業用施設の応急復旧

農地復旧事業

農地の流失埋没窄による県下の被害而祖ぱ、 806.9ヘククー Jレ、か所数865か所て、復旧市業

費598,459千円てあるが、昭和35年度作付而租80％を目開として復，Ilit両をたて指導監督をお

こなった。

農業用施設復旧事業

農業用施設の被害による復旧件数は2,578件、復旧市業費1,847,468千口の査定てあるが、昭

和35年度作付けに支障をきたす施設の復日については、応急仮上事或いは臨時揚水機等の借入

等応急措置をはかり、作付を可態ならしめるよう指導した，9

昭和35年度興農土木事業

昭和35年度は輪中地帯における長期洪水（概ね30日以上）の被害激共地に対して特に生庁桔

盤の強化を重点する所謂国農的なろ救農土木市業を実施する。宝の下箕規模に左右せられるが

昭和36年度に完了したい目標てある。地区別調苫は別紙のとおり。

興農士木事業地区別調君

地 区 名 事業内容

桑名郡木曽岬村源緑＇区両幣理

ク 民島町伊曽島第•, I " 

,j, 計

ヘク,--)レ
A =4.52 

A -＝90 

面積 135.2 

-•ヽ●●

＇ 事業仔（補助金） 1 備 考
--

20,000 (10,000) ! 34年良紺続実施
I 

27,620 (13,8[0) I C 

47.620 (23.810) 

かんがい排水事業

(Al 県営
-~------~------~-

地 区 名 i受益而粕杏定額仝休 1 り蘭 芍
------ - --------- -“----- •…•ーー・・ '●-ー・ー ー・ -- --•—•• ●- '----- ．．．ー ・＿＿＿＿＿ー"----．． - •一-----9 999 •• " " --

ha I 
外城田川沿岸排水改良市菜 1.600 281,500 I lJ「水賂改修13.993m

木曽川卜流隈業水利改良屯業 l,263 1 344.ooo l l[（水麗；？ lケ、 fi1水路15 5°l J疇愧 lケ
1111水閏2484 

式谷 JI!排水 改良屯菜 456 1 99 -700 

計 i 3.319 I 725.200 
| ―--―---•ヽ＿―-一------------'---- ---------．．···"-----~一•~
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!A) 門休党屯業

継続実施の地区ぱ早因完成を期ずるとともに、また特に低位牛産地図を新規事業として許下

する。

| ＜ 

区 分地区数 l 受益而積査定額全体 備 考
： ： 

~ ~ ~ 99  

I I ha I 千可
既定 |25

250,086 
I 2 09 1 | (105,856) 

＇ 17 1 

l 

新 規 l,298 

計！ 42 i 3,309 

特別団体客| : ！ 1,472 

合計 42 I 4.781 I 

!30, 770 
(53,556) 

380,856 
(159,412) 

110,000 
(55,000) 

490,856 
(214,412) 

耕地整備事業

継続地区の早期完成と低位生産地帯の早期着工を日途とする。

区 分地区数，而 栢査定顎全体 備
~ 99 9  9• 9 一" " "• 

ha | 手1可

野定 i 2 102 
15,600 
(4,678) 客 土

20,ODO 
(6,060) 

35.800 
(10,738) 

新 規

小 計

3
 

5
 

200 

302 

既 定 I !7 I 2,885 

新 規！ 6 | 554 

小 計 23 3.439 

合 計 28 3.741 

~ ~ 

伊勢湾等高潮対策事業

考

，' 

(15,015) 
450,050 1 区圃幣理

71,308 
(12,392) 

521,808 
(156,407) 

55,608 
(167,145) 

伊勢湾等高潮対策市業地区の復111件数は427地区て2.651.339千円てある。これが復1日につい

ては国の了釘措府に！i噂復ii計両を樹立している。

工

桑名市北部地区、直齊分施1了殺註額—一覧表
.~ ~~ ~ ~..~ ~ ~ ~ ~ 

行設計額 i 

------ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

雑 1,I 計 ［決勾額 ＿T-

I ！ •—~ |~白全
, 30. 000'30, ooo| 34. I O. 1 7~34. IO. 3 1 
| 

560[ 22.0001 21,440[ 34. 9.28-34, 9.28 
I ! 1 8, 59,000 58. 5?31 34 ・ I O ・ 5~34 ・ 1 0 1 5 
： 

192'39,000 37. 704i 34. IO ・ 5~34 ・ 1 0 1 5 
＇ 

期

桑深排水機修刑

ク ．i→人工事

ヶ勁）J工事

ク連転舒

ク雑工事

クi幾械盟げ慧且料

計

,
9
9
9
,
 

9

0

2

8

 

0

4

8

0

 

0

4

8

8

 

9

9

9

9

 

0

1

8

8

 

3

2

5

3

 
9

9

,

9

 

0

0

0

 

5

0

8

 

3

0

4

 

9

9

9

 

1

2

2

 

7

2

 

1

3

 

2.000: 
i -, 

I 172.ooo!! 
| 
, : 

’’ 1. 5201 324. 000 
| 

---------

650 1,3501 34, 10 

172,000! 34, IO 

321,017 

（単位丁円）

摘究

5-34.10.15 油運搬舒
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冷’

’~1 
「

_Jりt, 

動
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力
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工

帷＿―I: ]料

i!'I 耗晶符

備

咆',

J'[ 

，
 

F
 

L
'
 ，
 

~ 1―. 

罰

搬

予和！了字 9駕J[f;区、 ii'誓｝施臼茂：国貿宍

柿 1 廂行設け額
本＿1皐抒 i難'!『 l 計 ！， 

I決窟賀i エ
， 9 9 9 9 9 9 

円円
， 9，. 

iり 1] I勺
98 ・ 964 32| 99,000 1 94, 23が 34・ ! ° ・ 9 7~34 ・ 1 0 _ 3 1 

!68,458 54? 169,000| | 
1 68, 390, 34, i ° ・ 1 0~34 ・ i l ・ 1 7 

贔 ， l

| 
95. 00011 94, 960! 34、:o i 7~-34 _ 1 0 ・ l 7 

943i 2, 500'! 24, 05’/1 34 ・ l 0 1 7~34 _ 1 0 _27 

200 2, 000'’ 
| 

I,8001 34, 10、!7-34,10_27 | 
342,60G! 394 343,000j 342,606i 34.10,17-35, 3.80 

4 5, 464 536 46, 000, 45, 464 34 ・ ] 0, 5 ~34, ］ 0, 27 

57, 750 2, 250| 60,000, 54, 46 i | 34 ・ ! 0, 23~34, I O ・ 26 
| 

I O l, 370 630'102,000 i l O l 370 34 _ 1 0 ・ 1 7~34, ］ 0, 27 

726, DOO - 726,ooo| 726 : 000 34 ・ : O ~ 9 0~34, 1 1, 1 7 

1曹661.433! s,567I 1,667.0001 1.653.292 

---—~•~ 

I : 

＇ 
nf’ 

仮排水料工

樋門修理工

機械訳只釦料

計

•9 

.

.
 

0

7

0

 

6

5

0

 

9

0

8

 

・

・

’

 

4

4

・

i

 

゜

咬

｛ドラム用ポジプ
叩備粋l41,498門
む納整備201,188門

3地区分

多度地区

------------ヽ●●----------
廂行設計額 ，！ ＇ 

：・

工 種，太＿じ車背叶厨計 i決狩額I―L 期摘 要
l i 

---- -ー一 ヽ - --- -- ----------- ---… …-
且 1州円； 平

排水機迎転' 102.2471 
円i 自 ＿こら

| 
2.7531 105.000!'75,9631 34. 8.19-34.10.24 

', 
同 jー燃料 71.066[ 934[ 72.0001 68,419 '， 8.18-ク 10.20

ifi]上（既設）借料 I{ 2 1 6. 000 - 216.000 2 16, 000 34. 8. 1 8~34. 8. 3 1 I 140 000 - 140.000 ] 40,000,'10. l7～ク IO・！7|計 356.ODO
|．：  

鉄管借料， i92.168, 832• 193.ooo! 192,000 ク 8.18～ク 10.17 

同ヒ i 76, 302! 698 77.ooo| 76.oool ク

＇ 

, 9. l～ク 9.n I 純県秤分（使用外）
'I ・真空ボンプ修理 ,s.0001 -I ,s.ooo; 44 680 ク 8.31-ij 9.10 

＇ 同 上 01.0001 I 61.000' 
i 

. 61, 000 60. 600: ／9 : 0. 8～ク 10.15
:．;  

同 借料 8.1601 8401 9.0001 8,1601 ;, 8.18-c 10.17 

＇ 同 Li o.480i s20, 7.0001 6.1so1,-
l 

9. l-1, 9.171 純県野分（使用外）

原動機借湘•+ ］ 3,600 400 14.000' 13.600 ク 8.18～ク！020 

計
'--- ___ i 
i 932.0231 6.9771 939.0001, 901.982! ; ,  l,  

送霞施設符及 l ' ’ l ’多度、桑名市、南綿
屯気料令

3,692.0001 -: 3,692.00013,689,5761 f[34.8.!9全35.l 
l 

10 長島町、北駕長島町
： 

臨時：；’／打惜料 134.9591 
I 南，予95本曽岬村41: 135,000i 134,959! ≪34.10. 10ク;,12.5 

: 1 ,  --------------- --------.、 ~. 

木曽岬村地区

工 種 i, 本―亡市廊野・・―-行'',種i投1?計匂→計，~;i ： | 決卵額［＿ エ 期 摘 凋

紐心畑＇- 級 9-OO,,O,, l-- ＇邸-9--磁-，B690閏-|-g,9,a-34 99 20 

臨時ク迎搬 78,000 - 78,000; Tl 800 ヶ li 1~ 夕 11 8 

ク 整佑 96~ 叫， ＂竺必砥ク 999a-9 99 90 

ク修-9坪-- 27, 1, 942 27,000 27 000 ゥ・ 11 10~ ヵ· l 1 10 

{Iヽ［ オ非 ／k 且各 ―-r. 327, 329,000 32'.? 538 // l l 12~ ク 11 30 

/I 備品 4, g00 5,000＇ ’ ＜ 4. 200 11 ; 1. l 5--r, I I 18 既股 220,520

ク 沖船行 60 2必 ,1 公3□ xl7 4J3 ク j9 9~ ク 9 1 28 1配姻9訊

fill] 1III ↑]）月I 30, 760 l, | I 31,000 i , ； I | 20 880 9 1 1 9~，， 1 9 1 4 

消且品特 6, 200j I ODO 7 000 6 200, ク IO l~々 i: 30 

計 3,463.165 7 835 3 471 000 2 957 904 ..~.~~..^ 

,a~ 
f
`
1
 



戻島町北隋地図
--~----

施行設計額 l 
工 柿―-------—----―-―--- i決邸額|こじ 期 'i喝 四

木工事牲雑 11:i 計 i | 
- ---- ----

I i'I 月ー']r-1 全
仮排水賂エホ！ 645,386' 1 6:4 647 000 643,889 34 1 1 7~34. l i i2 

| 
| 

栢凹管理 i 56,160 840'57,000 i 34、Q匹 '34・ : 0, 23~3-1 !1. 4 

ホンプ迂転 i 483, 769| 2, 23 1 486、ooo! ,29曹23(〉 34,1 0, 23~34 ・ 1 1 1 4 

因時ポンフ~ ｝ ; 1 
)'，E 搬費： ！ 

, 222 00Ci (-） i 222,000, 22 -756 34 10 5~34 1 0 23 

| 伽品特， 27曹66C, 340, 28,000i 27、660 34, I O, 5~34 ・ : O ・ 23 

屈｛，時ポンプ l 
照罰修料

249 ・ 695| 305| 250,000| 2 1 8,222i 34 1 0. 5~34 ・ 1 : 9 : 5 

哨耗品 1『 8, 380 620' 9 000 8, 380 34 10, 5~34 1 : ]0 

パーテカJレ ｝ | 
ポンプ修紐

4,000 -| 4000 3.800 34 10 5-34 1, 9 5 ! i腐詐 232,630

ポンプの辿転燃料野｝ 417 740 26C 418,000i 301 2109 34 12 15~34'2 18 既 ，没 10 640 

排水麿担料， 1，402,000, - 1,402000| 1,402,00O'34 10 22~34 l l. 19 i 

計， 3,516,790: 6.210! 3.523.000j 3,290,293! 34. 10.22-34.11. 10 
---------

長島町南部地区、直営分施行設註額一覧表

工種 I施行設計額
--・-・- ・・

| 
..................••••- l決冥額 i エ 期 l 嫁 要

本工事特雑費 1 計 l —-•• •一．＿．．．．．．．．．． ． ．．ー・ ．．．．．． .—. ． ． .. ．．--・ ••••一• •--...... 9 .• ..-..  I•--· ••••一· ----

I □I 円円i に］肖全
迎 搬 エ 156,923! 771 157,000'! 156,9231 34.12, 3-34.12.20 ! 

| 
連 転 工 409,5241 4761,10.0001 109.241!,, 11.1s-,, 12.26 

動）J 工 21 1, 392! 6081 2 12,000| 206,430i ク 11 15~々 l2 3 

整 備 エ 1 635, ；70 830 636,000| 634 929 ク ll 10~35 3 30 { 
柏備 'fl222,890 
返納整備 412,039
備 品 特 2,649 

罰品及消耗，虹費 25,509 491| 26,000i 25 509 34. l l l0～ク 12 3， ジョレン 6,300 

| | ｛消耗品費 i6,560 
雑エ市 21,soo[ sooi 1,」ss,ooo[ 21.soo! ク li 10～ク 11.20 水門扉

仮排水路 1,154.9531 471 587,00011,046,422! (; l!.19-ク 12.20

機械器具札i料 587,00DI -: ,' 587,000 ク ll ・ 18~ >， 12 26, 

計 1

| 
3,201.971! 3,029 3,205.000! 3,087,924 

----・- ---- ・・ ヽヽ~ ~ "~ ~・

北勢湛水地区の応色排水1t業は次のとおりてある。

既設排~水機一覧表
•• 

区
名

也ー

磯K
ク

ク

ク

|

7

 

I
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摘 要

在米施設の 1,200買"2台は地

区外てあるかサイフォンを使用

した。

福島地スはl・流のため昭和34

年IO!J10/Jより連転。

昭和34年II月2日午前 8時再

度欠潰。

再欠浪後の排水は次のとおり

てある。

日し町 800.. l台

干拓
809ヶ 19 

1,300，，＼，・ 

新福地 2幻 l,' 

二排『‘貝須浜 8009 1 9 

段水福地 500 ≪ Iみ

）は 2度目使）り数を示す。

Dは既設施設のデイーゼル発

動機である a
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第四節林 業 関 係

第一項治 lll応 急 拮 置

今次伊勢湾合風の災古か、中附勢およひ伊賀地方においてぱ、その災宮の1閉因か、上流川地

の荒危林地のj石汽による被と，鰭か特に人きかったことにより、殊：ご櫛田川、雲昌川の上涜地域

て、 1憂良な昨督林地の刷製か名所に発'Iし、 i必流のI：辺哄と杯まって、多！けのI砂を続／1'・ して、

各種施設を破壊し、多人の般古を与えた。これらは、まずます拡人崩壊し、以涜内に月1禎する

土砂とともに漸次流ドして、将来引続き下流に人さ~な般吉を与えることか臼及せられる。また

海臣地帯における防／朝林、訪風林等のいわゆる防災林の被苔かも甚人てあって、既設防災林か潮

風、冠水写のため風1到狸没し、後方農業施設、家屋等に人きな被害を与えた，，従って、これら

の跡地は早急に復 9日して、材木＇いし産の用に仇するとともに、有害士砂の生産涜出を抑制して、

森林の保水機能の増大を図り、岩Iりならびに伯防対策の綜合的な計画のもと林幣を復旧して潮

風、高潮による被害を阻止する必要がある。

また、これら復旧市業とともに、 1名来災害の防止鰐減をはかるため、森林の育成、保安林の

整備管理のサ怠化等とともに、荒廃防止的工事を推進し、特に人命被害の絶無を期するため、必

要箇所に対しては、えん堤等の防災施設の強化を積桓的にはかる予定てある。

このため、 披害地のうち大部分 (3.608ヘクタール）の荒廃地ならびに危険地帯に対して

は、災古荒廃地復旧市業として国庫袖Jしりをうけるよう中諮した。

小規模の災古荒廃地て民生安定．上放附出米ない189か所、 323ヘククー；レのものについて

は、産業賑閻泊山復II]9ji業として、 I見費により昭和34介、 35年の両年度において復旧する方

針てあり、いずれも石稼：［等の補助的―口［作物を併設して、植栽丁事を実施し、荒廃渓涜につい

てはえん堤床固め」~事を築造して渓床の授蝕と」＿砂の涜送を防止ずる。 海印防災林について

は、防潮林79ヘククールの復旧を計画し、国庫補助をうけるよう申請した。

第二項林道応急拮置

林産物搬出施設てある林道の被害は県下て158路線 430か所、総事業費301,862千円て災害直

後直ちに国の災害査定をうけ、 ただちに昭和34年度として137か所、事業費63,619千円の復旧

着手した。

第三項林廂物生廂施設（炭窯）の復旧

(1) 炭窯被害状況（個人施設）

木炭の •1産施設てある炭啜の被害は I,599；也、被害額22,707千円てある。

(21 炭窯復旧計1Cli（共同和！if]施設）
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炭笠他設の被胄ぱ、 流たまたは仝壊の人被，灯を芝げた炭党722品、骰害頷14,431了口に達し

た。そのうち、国庇およひリパ妙．）補助を受け、 j［同利用施設として、農業協同紐合、木炭’1産

者ぶ[i合内の般心地域のI..i1体か37i見をII召打34'1度内に復旧し、 その他については、個人の自已

資金により復Illすることとした。

第四瑣貯木場の復 IIl

桑名由幅島地内にある桑名甘『木湯、北／勾脊迅路U)災因復1日については、特別閏紐法に且づさ

堆積＿し砂排除を打なうこととなり、昭和34'}良1人」に完了した。

排上鼠

・し事貨

貯水場

2,806立方米

919. 000円

第 五 節

流送路

7,471立方米

3,026,000円

計

10,277立方米

4.005.0001~ 

住 宅 関 係

第一項辿難者応急収容施設の建設

避難のところに闘細に記しているのて省略ずる。

第 二 瑣 1む急仮設（公営）住屯建設計画

応急仮設住宅の建設については、 桑名郡長島！］I]、 木悦岬村を除いて殆んと着下しているの

て、昭和34年11月末には完成した。

長島町、木，；立岬村についてぱ、それぞれの地区の排水完了後速やかに智［したのて昭和35年

1月15日には仝部完了した、，なお各地区別に建設された、住宅の戸数は次のとおりてある。

北勢地区 四日市市 329戸

桑名 I|j 150戸

鈴鹿市 59戸

亀山市 10戸

桑名郡 多度町

旦弁郡 北咽町

三重郡 菰野町

鈴鹿郡 な し

中勢地区 津 市 57 

松阪市 67 

安芸郡 阿芸町

一志郡 久居汀

6 長島町 147 木箇岬村 112

2 員弁汀 6 大安町 4 石加村

9 楠 町 6 川越村 163

4 竺濃→;r 3 翌甲村 1 安濃村 5 

10 香良州町了 白山町 5 嬉野り 12 
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叛南郡

多気郎

南勢地区 伊勢市

紀州地区

伊賀地区

！＇，羽市

度会郡

志摩郡

尾飩市

熊野市

北牟婁郡

南牟襲郡

上野市

名張市

阿山郡

名賀郡

芙杉村 22 

飯南町 21 

多気！l1『 10 

宮川村 8 

145 

68 

工城町 12 

南島町 60 

度会村 16 

浜島町 72 

磯部町 44 

40 

74 

長島町 55 

御浜町 14 

48 

22 

伊賀町 4 

青山町 2 

三雲村 g 

飯高町 36 

明和町 54 大台町 6 

一見町 41 小俣町 12 

紀勢町 ， 御幽村 6 

大王IIIJ 73 志摩町. 51 

海山町 13 

紀宝町 13 紀和町 12 

阿山町 4 

第三項災古公常住宅の建設

勢和町 7 

巾勢lII 47 

大内山村 5

阿児illf 88 

災害公営住宅については、昭和34主度において、県ほか36市町村にて886戸（うち県営33戸）

昭和35年度において、県ほか31市町村にて443戸（うち県営36戸）計I,329戸の建設を計画し、

昭和35年 7月末に全部竣工した。

また、 そのほか一般公営住宅についても、 昭和34年度において650戸を建設中てあったの

で、被災家族か相当数入居てきた。

第四項住宅金融公庫の融賢の幹旋

住宅金融公庫融資による、災害復興住宅については、昭和34年度および昭和35年度の 2か年

にわたり新築2,900戸 (8億 7千万円）補修4,700戸 (5倍 7千万円）か予定された。また産業

労働者住宅災害特別融資についても、耐水構造による弔身者共同宿舎365人分、 世帯向住宅88

戸の融資を中請し、枠の確保に努力した。

第五項公団住宅

住宅公団の災害特別枠の建設については、耐火構造による単身者共同宿舎24人分、世帯向住
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宅149戸を中請したか、昭和34年度分として単身者宿舎24人分、 世帯向住宅60戸分の建設か決

定し、残余については昭和35年度において枠の確保につとめた。

第六瑣その他の施策

災害被災者および災旦1時危険を予想される低湿地帯居住者の高地えの移住促進を容品ならし

めるため、県住宅公社において、北勢地方の住宅適地に約15ヘクタールの宅地造成を計画して

いる。

第七項民間 住 宅 建 設

民間自力建設の促進を期するため、災害と同時に県建築課および各土木車務所に災害復興住

宅相談所を設け、建設指導に当るとともに、災害後 1か月は被災者か建設する応急仮設住宅に

ついては建築基準法に基く諸規定を一切免除し、 6か月間は、建築確認中請手数料を1/2に減

額措謹を講し、その促進を図ったために、 約I.000戸の民間自力による災害復興住宅建設申請

をみた。

第六節商 工 金 融

第一項 商工業復旧および資金融資の斡旋

今次災害の特性として、水害、風害が特に伊勢湾臨海部に集中した結果商工業にとっては末

曽有の被害を受け、中南勢地方は強風による建物損壊、北勢地方は浸水による機械製品の損俄、

商品の浣失が目立っている。之等の被災は自然の脅威に起因した事は、もちろんてはあるが、

老朽した建物設備、経営白体の脆弱性が更にこの被害を大きくした点は否めない事実てある。

そのため被災物件復旧のための各種の制度を確立し、併せて金融技術指導その他の策を講ずる

のはもちろんてあるが、更に一歩進んでこの種災害を、より軽減すへく、建物の配晋、構造、

排水施設、機械の配置等の適正化を指導するとともに経営内容を健全にして不測の災害にそな

えるよう措置をした。

CI)公共施設

l工 業試験場 I金屈試験場窯業試験場

所在地 1津市桜橋通 桑名市新矢田 四日市市東阿倉JII
分場阿山郡丸柱村

--

＇化学試験、物理試験 ＇ 

業務内容 1木工技術研究指導 鋳造技術試験研究と指導 陶磁器試験研究と指導

--•- ］麟維ク __.---• -----I-—- -＿ _ _＿＿ -- --- ！ ------
［建物半壊 1棟

被災状況 雨水漏洩、風雨害による被甚＇ ヶ iti壊 l棟 1風雨によ
I額70万円

る没水、建物損壊
I浸水及び雨水漏洩による被害 被害額 40J叫

---、-— ----1?―,—-------··-•一^- -1額 12-0Ji円＿＿．――------•-• •-•--- •-- 9--••--•----------

復1日状況 1県抒17万円で復旧完成見込 ，県’仔96]］可で復11_1中 県舒28カ1月て復旧中
35年3月 ！完成見込35年3月 完成見込35年3月

一9^”----~-------'、J--J - ＂＂．．．-- ---＂ t-

今 後 の
近返か比較的低地てあるので
排水施設を完備すると共に、 建物が老朽しているのて改 高台にあるのて水の心配は無

問題点 今後の設備について水苔の点 築が望まれる。 い。
を充分考匝しなければならない

---・・--------- -- -・ ----・ 
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(2)設備復旧費

中小企業名のこうむった披宮は101億I,800万円を推定せられるが、このうち機械設I府の被害

は25侶Iりてある。 被災の杜度にもよるが」ー作機等て精度を要求せられるものは、 再度使用不

可能となったのて正し＇竹り導入を要する機械類は 5億円杜度てある、 この際、 両期的な近代

化設間を導入して、人きく飛躍しようという意慾は各所に見られ、特に鉛物業、ミシン業、電

気機械、製羅冴に設陥資金の闊；要は高まったのて、別項紐融対策によって処理する一方、復［日

殴0)｛名人',9りによる資．位換の悲化も生ずることを予想して、近八化資金闘付．上場に対する慣遠金

の免除あるいは延長の梢i直を採ると共に残存国有機械の九払等により消極的てはあるが設備の

近八化とともにおしなうよう指導した。

(3)設備近代化貸付金予算追加

昭和34年度当初予算は4,700万円てあるが、この内訳は次の通りてある。

当初予算 増滅 最終り〗

費

費

金

還

計

国

県

返

13,500千円

13,500 

20,034 

47,034 

12,000 

12,000 

6,260 

17,740 

25,500 

25,500 

13,774 

64,774 

このうち災害による需要増（約 1億5,000万円）と、既貸付分の返還金の免除、 延長を考慮

して追加予算2,400万円をとり上記の如く 6,477万円の貸し付けを行った。

(4)設備近代化貸付金償還金の期限延長

33年度以前の設備近代化貸付金の貸付上場は、 34年度末に定期償還をしなければならない

が、このことが災害復旧のための資金繰りを圧迫するおそれか見られた結果、 34年度災害関係

特別措酋法によって、 1年ないし 2年の延長かみとめられることとなり、 三玉県の場合は34

件、 477万円かこれに該当することとなった。

(5)国有機械の売払

残有国有機械が、被災者に対し、国の機械評価額の 5割減をもって売払われることとなり、

全国リストにより希望をつのった所、 95工場延へI,800台の希望かあった。 所管束海財務局よ

り割当られたlふ台（旋譴30を含む）をこれ等の工場に割当てした。なお残余については昭和

3り年10月末に入手てきた。

(6) 中小企業合理化対策

a，糾織化促進

被災中小企業の早期復旧をはかるためには、復旧資金の借入れのほか、復旧後の企業合理化

を進めるため事業祝同組合等による紐織化が必要てあるのて、末組織業者の組織化を強力に行

なうこととするか、特に被害の多い北勢地域の撚糸業者、各地の水産加工業者の組織化ととも

に桑名市、四 II叶『市、桑名郡長島町における商店哨等の地域協同糾合の設立を指導した。

b，経営の合理化

経営の合理化ぱ企業体白体の繁栄のための間題てあって、災害復囲のための経営合理化てぱ
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ない管てあるが、例を桑名市の鮒砂業にとって見ると被災の程度の翌もあったが、慨して、合

理化の進んた上場はその復旧も吊く、従って f・！産低I、も少なかったのて、合理化に対する従業

蚊の気構え、貨任分担の明確化、経営余力雰が災出復旧に貢献したように考えられた。

また、今回受けた商丁業の被害か非常に人きかったにかかわらず、 当初予想された以しに

例産、休業等の犠牲者も少なく、工業生産も生産指数においてII月～12月に於てすてに被災聞

に復謁し、 3匂年 2いには究全に記録を史妍しているか、特に、弘要てあると認められたのて極

カ合理化をはかるよう指導した。

なお、合理化推止機閃としては、次のとおりてある。

中小企業庁 以商 I国一課、商 l~祖淡所

中互II産業連盟

日本生産性中：駕地方本部

中小企業団体中央会 名商工業阻合

(7)金融対策

被災中小企業者の事業復旧賓金の融通は、政府関係金融機関に依存する度合が大きしのて本

県分融資枠の設定について、中小企業金融公庫20億円、国民金融公庫15億円、商工組合中央金

庫20億円を要望している。一方これら政府閣係金融機関に対しては、その機能の拡充をはかり、

県信用保証協会の保証能力の充実をはかり、復旧融資の円滑化をはかることとした。

(a)政府金融機関の拡充強化

イ 損失補償契約の締結

国民金融公庫および商工組合中央金庫との間に、復旧融資について生じた損害の補償につい

て、それぞれ次の要領による損失補償契約を締拮して融資の積極化、 1月滑化を期する。

補償対策融資限度額 3億円

補償金額の最高限度 3千万円

補償金額の対象 債務不履行による未回収元金と未収利息および延滞利息の合計額

Cb)信用組合の育成強化

の1/2の額または、貸付 1件ごとの融資額の 2割に相当する額の

いずれか低い額の範囲内

似用組合の貸付については、被災者優先を旧直するとともに、 4方に、業務迎営の健全性保持

については、検査指導を強化した。

なお、 現在各信用組合に貸付けてある、 三重県中小企業金融対策貸付金 9千万円について

は、残枠の貸付或は返済金の新規貸付は、被災者を重点に貸付けることとした。

ロ 利子補給

信用補完制度の拡充強化

県信用信証協会の保証能力の増大をはかるため、次のような措置を講ずる。

a.信用保険公庫の貸付金 1億 5千万「月の確保について

県保証協会の保証目標額を15億円とし、その 1割相当額 1億 5千万円の貸付を要求し、災害
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牡別保証に伴う、協会の保誼能力を確保ずる。

b．災寅特別保証措置の実施

保証料の免除 (3か月）保証限度の引上げと災害復旧特別保証を実施中てある。

C ・保証料およひ包括保険料の袖給

特別保証措陪による保証料免除に伴い、 県は免除相当額のI/2以内て保証料を補給するほ

か、保証協会か信用保除公庫に納付すへき包括保険料の一郭を補給することとする。

第二項観光施設の応急対策

その後の措闘と対策

1.公共施設関係

（イ） 国立公隈地域内の公共施設の災害復 1日についてば、 10月中句、中部日本災害対策本名〖

を通して厚生大臣宛高率補助適用の特別措置を強く要望した。

（口〉 県立公園地域内の公共施設の災害復旧についても、運輸省、観光局、日本観光協会、

その他関係方面に対し、強く助成方を要望した。

り 前記第 1項については、高率補助適用の実現を見なかったことは遺懲てあるが、国庫

補助1/2により、次の災害復旧事業が34年度中に実施せられることとなった。

(I) 鬼ケ城廻遊道路災害復旧工事 事業費 9,580千円

(2) 二見駐車場（休憩舎、便所） ’’ 430,, 

(3) 賢島駐車場（休憩舎、便所） ，， 420,/ 

なお、上記以外に国の直轄事業として、横山レスト・ハウスと腎島園地休憩舎の災害復旧エ

半か34年度中に実施せられた。

市町村営施設災害については、県費18万円を得て、 34年度中に事業費57万て実施した。

（］）朝熊登山道路 事業毀 30万円

(2) 鬼ケ城公衆便所

(3) 大杉谷登山道路

’ 
グ

18 // 

9、/

（二） 国の直轄・4i業として28万 8千円て、国直轄て34年度中に実施した。

(I) 横山レスト•ハウス

(21 腎島園地休憩舎

（ホ） 県立公南地域内の公共施設の災害974万円復旧についても、 運輸省観光局日本観光協

会、その他関係方面に対し強く助成方を要望したのてあるが、特に被害の大ぎかった市町村営

の赤且渓谷探勝道路の災害復1日については日本観光協会の補助10万円を得て34年度中に工事費

35万円て実施するとともに、次の施設についても災害復旧補助事業として県費82万円を得て34

年度中に事業費2.74.5万円て実施した。

(I) 恙応寺山園地整備工事 26.4万円

(21 御殿場ピーチハウス改修 15 ，， 
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(3) 水胚県立公園幣備 32.8万円

(41 石水渓観光道路改修 30.3// 

(5) 鼓ケ浦海水浴場整備改修 20 ‘’ 
(6) 長者野探勝道路改修 30 ‘’ 
(71 鍵扇辻隈地整備 64 ヽ

(81 多度峡園地整備 16 グ

(9) 鈴鹿I峠公衆便所 40 グ

なお、昭和34年度に原費150万円を得て赤目漢谷探勝道路を継続丁ー下てア施した。

2.団体（観光協会）社寺施設関係

県下における著名神社、仏閣は、末悦有の大被害をうけ、その推定額12億に達したとおもわ

れるのてある。その実情を中央関係各省に報告するとともに、これが復輿につぎ国の強力な援

助を要望したのてあるか、さいわい、閃係方面の協力を得て昭和34年末まてには一応の応急措

置がとれた。

3.旅館並びに個人施設関係

秋の旅行ジーズンを控え、旅客の予約状況は各旅館とも満室を示し、紀勢線全通に伴い観光

誘致は、愈々軌道に乗りつつあったのてあるが、伊勢湾台風により、各地の観光地帯ては旅館

数160戸、 金額にして 5憶1.500万円におよぷ甚大な被害を被ったのて、 県はその対策として

8割の融買を態得すべく関係方面に働きかけ、昭和35年10月16日融資斡旋懇談会を開ぎ、その

対策を協誤し、また、各地においても融資説明会を開催して復興資金の借入れを円滑に進めら

れるよう指導したのてある。その結果市中金融機関より 8.000万円その他商工中金、中小企業、

金融公庫、国民金融公庫、保証協会等より融資を得て、一部旅館を除いて殆んと復典し、旅客

の受入れ体制を整備した。

4．宜伝対策

交通機隅および旅館施設も甚大な被害を受け、その復1日が遅れたのて、観光客は一時杜絶し

たのてあるが、昭和34年10月中旬より一部の旅館施設も復旧し受入れ体制も幣備されたので、

次のように誘致対策を行った。

1 関西地区旅行斡旋業者との懇談会 昭和34年10月27日 大阪市ユニハース会館

2 大阪市務所に観光連絡室を設陛 昭和34年I0月上句

3 ポスクー絵葉書等の配布

4 キャラバン隊派遣 昭和34年10月28日 京阪四国地めぐり

11月26日～12月3日 閲八州めぐり

5,展覧会開催

a, 三越展（三重の観光と物産展）

9月26日から開催の――越展は年中秤市てあるが、災害直後の催してあるのて、各奥―平阻災

索関係（受付）市務所として活躍、多大の効果を収めた。

b, オリエンク｝レ中村展（神宮宝物展、三重の観光と物産展）

災害一色てすぎた、秋期ジーズンを挽回すへく新年早々の旅客誘致対策として三市の観光と

物産展を開催し多大の効果をあげた。
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第七節農林水産経営指導関係

第一項農林水廂金融対策

① 災害融資

天災融資法の適用に関する政令（昭和34年12月10日公布）によって被害農林漁業者等に経営

資金及び事業資金を融通し、特に大部分の人が特別被害者の指定をうけて、年 3分 5厘の低利

て融資を受けている。

災害融資の狙いぱ、信用力か低下して、金融ベースに乗りにくい被害者または融賓機関をも

対象としておりこれらのものと、県が利子補給及び損失補償契約を締結して、被害を受けた農

林漁業者等の再建資金の円滑な融通を期していることにある。

なお、 28年台風から伊勢透台風まての天災融資法にもとづく貸付額は、約22億におよびその

果す役割もまた少くない。

伊勢湾台風に伴う貸付額および和1子補給額は別表のとおりてある。

R 災害農協振興資金

被害激甚地農協52組合に対し、農協再建資金として 1億 9千万円を年 6分 5国にて行付け県

は利子補給及ぴ損失補償をしている。

③ 被害激甚地被災零細農家再建資金

天災融資法の適用を受けない被害零細農家220戸に対して、 県単煎事業て経営資金として年

6分 5厘の算出利率で6.236千円を貸付けた。

これに対して県は利子補給及び担失補償を県信用農協連に対して行っている。

④ 農林漁業資金

伊勢諮台風に伴って農林浄業資金は特例を設け、主務大臣指定災害復旧杏金ば、年 6分 5厘

（据附期間内は 6分）て、共同利用施設災密復1日は、年7分にて別表の如く貸付けられた。

--.  
共同利川設買 主務大臣指定災害復Ill I 計| 

ハ•……~ •…"．．．••一J~”" ~ ~..~…~ ~ ~ ＂バ" "~-

殷

水

業 8,100

陀 3,350

計 11.450 I 143.553 I 155.003 

~-- .＿_-------- -•- | 、一ー―- ---------•- -—------

71,913 

71.640 

80,013 

74,990 
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伊勢湾合風による貸付額および利了補給額表

年度別I 35年良 36年度 37年度 38年度I 
冨 資下和 —f 冨――一釘―尿ij―-•-f 晨 百『一祠II――万―冨「町―利子

賓金別 ＿‘¥残 高 l補助額残＿＿高 I袖助額＿し残＿＿J-、高＿＿＿補助額 1_＿残＿＿高．＿袖l功m-L
； 丁•［月 9月i 千円 1月 千円 円I 千円 円

指定地区
経 営資金

35!,97![ 2,880,239j 349,808! 3、979,0661 283, 1,,: 3,220,9671216,637:2.464,245 

一般経営杏金 45,703! 261,798: 43,28li 378,7081 27,4831 240,476i 11,9831 104,851 
農 I

事 業 貴金I 14.507! 155. 1,01 10.59il l85.342i 5,75CI 100.625! 923! 16. 152 

開 拓指定 i I 
林 I経 営汽金

34,5461 392,961: 10,7061 243,5611 8,5641 194,8311 6,4231 !46,123 

開拓一般
経営資合1 730l 8.213 1501 3 375! ICO| 2,250, 50| 1, 125 

| i I 
小計 447.4571 3,698,377! 414.5361 4,790.0521 325,0691 3.759, 1491 236,016!2,732.496 

指 定 地区
水［経営費・合 500,05413,068,5951 499,99115,836,7051 399,,293! 4,660,962: 299,08!13-491,385 

産＼l一般経営資金 193,04 1, 859,551 193,04, 1、689108 128,856 i, 127,490 54,251, 474,696 

事 業賓金 1,5201 13,300! !,520! 26,6001 1,0201 17,850: 5101 8,925 

小計 1 694 615 3 941 446 694 552i 7 552 493 529 169 5 806 3021 353 8423 975 006 

合計 1.142.07217.639,8231 1, 109,088'12.342.545! 854.238! 9,565,451[ 589,858,6.707,502 

'~ ： :.~' 
第 二 項 食糧対策

災害地を除いて、全国的には豊作てあり、政府に対する売渡し鼠は、 3,600石を下らないと

推足され、 11月 1[]より増配も行われることになっており、食糧供給而において不安を来すこ

とはない。

県としては、食糧事務所と常に連絡し、原に必要な年間需給計団を樹立し、この計両に拮い

て県外米を移入し、在庫の実態により少とも年間 1か月以ヒの在庫を常に俣行し得るよう措置

した。

消費者

罹災応急配給後の消1り者に対しては、一般地域と同し食糧配給を行う。

＇：l/：産者

新しく公布された特例法により罹災農家配給を実施した。

応急配給 冊災 I坦i ，人［1 応急配恰 l,-fl左金額 父加配分！力し罰分 罹災股家 'II炉足農家
所要惜 家配口 l •~•-•~•…~…•一．．．．．～”＿-----•……~~ ~‘―--―ー・~•…~•…~ " …~……" ~＂―----•••~…~・~ ~ ~~．＂~~ ~、 I 配給~． h1~~・~ ［~酋●●配給金額~/—

, | i 切 1「I’’ 図図切；戸Ji 

桑名9打泊牲者1,882,} l l)1 901~i | 27,310 (ii) 82 -：(2, 173名） _, @ 733 
城南生屹者2,4531 ま て 2 j49,420'実 施 108,0001 317,800: 425,800; 31,211,000 

| 
隣牲者 2,85711 12月15日'l67,95Dlt3,77l,9DOI -K4,l81名） i 

I 

噂 1J生産者14984 1ま てI I入 施1186 900 582 100| 769 coo| 56 368 000 

躙鰐 4551t l2/Jl5JJI 64,970! 5,327,54□! -k2,364名） I 
木笞岬村！＇

生産者i2578 ｝ま て ！ 実 施 1'03:.~~o1 30 I'ooo! 406'700i'9'B 11'ODO 
l 

噌惰者 3.9941 I l /] 30 11 14.2?0 1, 166 040 -（2, 176名）！ 1 
川越村麟者3.72811まて l 実施 ： i02,000i 455 COOl 557,80C 40, 887,000 

I 
鱈町噌団噂 9911 -' I I ! 

l : | 

[il'i't¥'Kai 99/i -:・(934名）＇ i ! 

七取喰郎打！．230 実 ＂ ! | 
-； ：！也’47,700: 163.900i ?l I.6001 15,510,000 

l I : 274 450!22 514 90034年10月 I
31日まで

560,2DOi,810,700! 2.370,900! 173,787,000 
1 | ! I 1 I ______ r -r ---l"'tacl -----1 ----i------! 

(，,｝)『Ii'，人農家配給については iか年妍納とし、受配者から米代金を徴収する制艮てある。
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伊勢溝台風による貸付額および利了補給額表
ー・ - - - - -------- - - ---● --- - ----- 一ー・ー・ー一● ヽ '̂ , ＂. ......-•- -

I 39年度 1 40年度 41年度 42年度 計

□喜！｀冒胃□喜I［リー：冒夏i喜二｀｀—jli`1:＿資額:1利子補助り

飯用米の供給計画

千円'

I 
円

,971 

45'7031 986'384 

14. 5071 457. 285 

34.5461 1,122,256 

730 14,963 

447,4571 17.885,650 

500,0541 20,537,952 

193,0411 4.150,845 

［ 
1.520I 66.675 

I 
694,615j 24,755.472 

142,0721 42,641.122 
I 

災害地の農家て災害のため収痙皆無となったため、翌年の飯用米に不足すると思われるもの

に対しては「被害農家に対する米穀の売渡の特例に関する法律」に基づき、次のように飯用米

穀を農家に売渡し、復興意欲の向上と経済負担の軽減を図る計画てある。

(1) 売渡代金は昭和35年12月15日まての 1か年間無利子、無担保の延納とする。

(2) 売渡数籠は完全農家については再生産を保障するため 1か月約10kg、準（不）完全農家

については 1か月 6kgを売渡す。

(3) 売渡単価は、ほぼ政府売渡価格程度にする。

なお、本制度は農家を対象としたものてあり、消費者（非農家）に対してぱ、特別な措置

はとっておらない。
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第三項農業協詞組合対策

農業協同組合の所有している農業倉庫等共同利用施設の被災した施設の復1日について1ま、米

麦等の集荷販売、生産資材の保管等に支笥がないよう早急に復旧することとし、 被災施殺279

件について復旧事業計画を樹て、農林水産業施設災害復旧平業国庫補助の暫定措四ならびに、

同特別措置法の適用を中請した結果、国の査定により袖助対象件数222件、補助対象外 57件

（耐用年数経過、査定平業費0)少額等）となった，9

復旧事業については,34、35両年度て完了することとなっており、その概要は次のとおりで

ある。

（1) 年度別事業概要 （単位千円）

区分，件数復1日事業野査定事業，1'Ii補助額 袖 鳳 率
・--・・・・・・・・・--- ・・・・・・----

34年度: 1051 41,3991 21,9831 19,6921 9胄II糾ill/J 104/'「 5内1'罰）！り 1件

35年 度 l 1 17 32, 184 17,548 15,7妬 ，， 116件 " I件

計 l 222 73,583 39,531 35,438 ク 220件 9 2件

一件当り平均額 I 331 I 178 I 160 

(21 地域別施設別事業概要
--・----・ ・・・・- ----

＼□-地域別1 農業倉庫 i 費材倉），•~I旦用加贔，!胃畠鳳叫信施設 合 計！
件数事業費:..，•一否―---（1,,．--•--＇否―9,. ， ―ヽ，．999 9,.. 9- --•ー・99-9-‘ ＾一＾，． ．，．9，．．．了9.9'9,....---―--_＿＿_|乍胄助金頷

件数ぺ 1件数名 IL1件数復 1日件復 II:I|｛牛朋＇伐 Il1件数復旧i
事業費 l事業費 事業費数事業牲＇ぷ市業野 I事業費地域別 --•一9•一99 ・------------・ 

桑名農業事務所管内 10: 3,7311 5, 3,1071 41 1,3□9, 21 3031 2; 9,6611 23jl8,11ll 9,930 

四日市 ク 29 8,739 4| 688 1 583 1 163'1| 7161 36 10,889 2,51 1 

津, , 1 101 s,o: 31 1.009 21 4, l39j II 130f II 402j 171 6,530 3.886 

松阪 " I 291 3 584; 1ol 2 610! ;13 7511 sl 6941 zl 3411 51110 9801 5:;;; 

伊勢 ヶ 1 24 6,660i 19 6,243 201 6,733 5 937 3 928 7 1 21,501 10,914 

;， 1 6 1 277 2'301 3[ 327 - - l 1 1,905 708 ト野 1 

尾管県事務所ク ,—i 4l 627 -！ - 1 61 _ i 5| 688 294 

能里9 、f ;, , 1  I 10si 3! 1, 218! _: -i 21 s90! 2i 766! sl 2, 9791 1, 775 

合 16sd 1;! 317s¥ 1~l12.su1 
I | 

| | | | | -
計 '109i24,946'50j15,803! 37,16,8421 15! 3會 178¥ 11112,814, 222/3,5831 35,438 

（汁）農協所打の林業関係施股は林業対策、畜戸「関係拘設は許賃対棗、開拓農協柿股は開拓対策に野戟

第四項激枯被害部落牒作業等共阿化施設'}I-業

事業の目的

昭和34年 8月および 9月に発生した合風により、激其な被害を受けた市町村のりち、農家の

大部分の家犀か流失倒壊し、または長期にわたる墨水等の被害を受けたため、農業り育訊盤ま

たは、什産・丁段の全部または人半を失い、共人な被害を受けた、農家の部落について、営農の

急速な回復対はかるため、部落再建計両を樹立して、部落仝休か共同化によって、百建をはか

ることが肝要てあるのて、応色的に必要な営農改善のため、 iL同施成に対し柚助合を交付し、
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総合的な共同休制により、農家の笠沌な再罪を強力に推進することとした。

事業の概要

激甚な被害を受汁た桑名郡木苦岬村、長島町、多度町、そ電郡川越村、桑名市のうち、 85部

落を指定し、市町村が部落の意見を聞いて、部落再建計画を樹立し、部落の腔家か共同体制に

激じん被害部落農作業等共同化施設事業実績困
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よって、再建ずろため応急的に立要な施設として、共同作茫所52部落、 56棟、サ同利用農隈

具、 85邪落、足島共同管理部、 1部落、 1棟、臆比同管珂所、 2部落、 2農協、 8棟、椎蚕、共

同飼育所、 1農協、 1棟、農事センター、 1部落、 1棟を総市業袈149.869千円補助金 74.258

千円て計両された、 市業か34年度中に完成することが困難なために35年度に市業を繰越して

実施し、 7月まてに大半の市業が完了したが、災害復旧のエ申の遅延及び資材、人夫宮の調達

困難なため市業の完成は 9月におよんた叶両に対して出業の実積は共同作業所、 51部落、 55 

柿、廿同利用農機旦、 85部落、鶏共同管理所、 1部落、 1椋、豚共同管理所 2郎落、 2農協、

8棟、椎蚕！［同餌育所、

千円て設府を見た。

1農協、 1棟、農事センクー 11東を裕事業費148,0:orllけけ］補助金73,004

事業の実施に当っては、市町村が直接監督し、適正な施行を行うとともに、即においても径

営管理の厳正適正な運用がなされるよう指導した。
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一

見

置

一

設
~
東

；； 

', 

ク

み

ク

；； 

;， 

み

ク

、
し
~台2

1

1

1

 

l棟
127. 7坪

坪

台

坪

5

4

5

 

I
 

棟

棟

ー

泉

泉

和

和

ク

ク

“

/

上

下

＇ 
台4

1

1

 

320,000 

82,000 

44,000 

91,000 

9,702強

28,600 

282.500 

28,600 

275,250 

85,000 

72,000 

1,239,DDD 

1,239,000 

3.146,000 

429,000 1 
I 

1,130,000 

l, 130,000 

1.559,000 

429,000 
i 

1,258,000 

I, 101,000 

85,000 

72,000 

1,687,000 

1202,000 

566,COO 

463,000 

1029.000 

640,000 

640.000 

1669.000 

215,000 

565,000 

780,000 

215,000 

636.000 

851.000 



町村及び部落名

中和泉

ー

3

3

7

1

小

小

泉

i 
事 業 種 目 I 

事業主体 1設置か所事業量

,，------- - -［ -- J 
l 共同 作業所 富田子農家組合 I富 tli 子|l棟 15坪

＇ 共同利用農機具ヽj

！ 自動耕うん

石油発動

I 籾摺

i 計共同作業施

i 共同 作業

i 共同利用農機具 ,j 

自動耕うん

！石油発動

l籾摺

I精米

！電動

衡

林

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

籾摺 機

精米機

電動 概

衡 器

共 同

計

作 業 施 受111-U 

中和泉農家糾合

中和泉農家紺合

／ 

', 

み

4 

4 

小泉農家糾合

ヵ

み

ク

‘ヽ

中 和 泉

坪5
 

棟

泉

泉

和中

， j ヽ

み

ク

ク

ク

ク

ク

ク

台5
1

1

 

l棟 15坪

台3
1

1

1

1

1

 

台4

3

2

1

1

1

1

 

289,333旦i
270,200 

72,000 

73,000 

単 価

29,6D0 

275,000 

72,000 

69,ODO 

27,ODO 

12,000 

a.ooo I 
I 

！ 

29,133強 I
I 

275,000 

52,000 

45,000 

67,000 

37,000 

16,000 

8,000 

事業抒

ー・・ •.…•'^.＾・

負担区分
--·~· 

i 県 市町村 1その他

43-：嘉I 217 0［↓ I -一•三9 217 0旦
1,496,000 I 748,000 

鼻
I 748.ooo 

l,351,0DDI I I 

,2.000 I I I 
73,000 

1,930.000 

444,ODO 

1,013,000 

825,000 

12.000 I 

69,ooo I 
27.0001 

12,000 I 
I 

8,0oo I 

1.457,000 
I 

437,ODO 

1.474,000 

1,100,000 

156,000 

90,000 

67,000 

37,000 

16,000 

8,000 

＇ 1.911.000 I 
i 

965.000 

221,000 

506,000 

727.000 

218,000 

737,000 

965.000 

223,000 

507,000 

730.000 

219,000 

737,000 

,＇ 。゚゚
5
 

5
 

0
,
 

956,000 



町村及び部落名 事 業 種 日

松永白鷲

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発動模

籾摺 機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

籾 摺 機

精米機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

自動脱穀機

籾招 機

計

共同作菜施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

ー

3

3

8

1

源 緑

卜 藤 里
下藤里

••••一： ・ •一 ・・--=
｝ 負担区分

； 事 業 主 休 投鼈か所＇事業量 単価 事業費 ー． ＿ •一—•

！＇  県 i市町村 1その他- ---•._. ．「――・•一円 円―••一●●●円 円·—••ー百

小 林渋家組合 l小 林 l棟 30坪 i 28.933強 i C6C.ooo i 434.000 434.000 
, ： ！ ,.  9 

i i 1 773.000 386.000 I I 387,000 
'I  " i'"、 320.000! €40.000 ! 

| ＇  
ロ I, 1 曇

み 々 | 52 000 52 coo | l 
：クク l : I 8i,000 8i,000 

， 

1 9 '  
1.641.000 j 820,000 

l i i l ! 
松永白鷲農家組合 松永白鷲 l

I 2棟 '
, 26.2坪 l

27.557 i 722.000 j 360.000 

| l l 1. 672, 000 836.000 
l 

ヶ ：ク i 6台 220.ooo| 1.320.ooo : 

I 
: I , i ヵ！ 3 | 52 000 156,000 

i クク 1 l i 45:000 45 000 
! ,  l'  

々 I 2 I 61.000 i 122,000 
9 1,  

ク j I I 29.000 ! 29.000 

i I I I ： | 
I 2.394.ooo 

緑 1棟 15坪 1 28.600 

5ム
戸
I 275.000 

3 | 44,000 | 

I I I 60.000 
， 

噂！
26.2坪

! 26.870強

I 7台 270.000! 
7 ! 60.571強
5 I | 45.000 j 

ノ

ノ

源緑農家紐合

／ 

ィ

ヽ

士藤里下藤里
農家組合

ノ

／ 

／ 

源

ク

ク

み’

里
里

藤
籐

上
下

~vv. 

／ 

/ 

み

429,000 

1,567,000 

1,375,000 

132,000 

60,000 

1,996,000 

704.ooo 

2.375,000 

I.540,000 

424,000 

225.000 

1196,000 

997,000 

352,000 

1187,000 

821,COO 

362,ODO 

836,000 

1198,000 

214,000 I 
783,000 

215,000 

784,000 

999,000 

352,000 

1188,000 



町村及び部落名

|
3
3
9
1
 

事 業 種 目 事業主体 単 価 事業符

木曽岬村全部落

木曽岬村計

長島町松蔭東

松 蔭 中

籾

衡

揺 機

器

計

共同作業施設

共同利用農機具小計

トラクタ

動力撒粉

計

様

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん棧

石油発動機

自動脱穀様

籾摺 懐

電勤 機

緒米 機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん槻

石油発動機

自動籾指懐

精米 槻

電 動 機

衡器

--~~”-----

木 習

ク

ノ

松蔭東農家紐合

ノ

松 蔭 中 農 家 組 合

ク

ク

ク

呼 村

. | | | 

i設置か所 I事業蟹.! 

I 

2台 I
2 I 

み

み

木曽岬村

み

松蔭東

,' 

み

・/-4
 

5
 。

東
3

才

~
 

中

ク

ク

々

蔭

ク

松

~
V

、
' み

4 

ク

9

ヶ

ク

台`
9
4
 

l棟
36.6坪

台5
2

2

1

ー

ー

台5

1

1

1

1

1

 

日
85,000 

8,000 

2,440,000 

58,000 

23,300強

335、400

57,000 

46,000 

67,000 

16,000 

36,000 

33,016強

， 

298,DOD 

72,ODO 

89,000 

37,000 

16,000 

8,000 

---＿―「-一.
I 負担区分
i 一"•―------——-

＇ 
！ 県 市町村＇その他

＇ 円 円 I 円！再
1 70.ooo | I 
16,000 ! 

3.079,000' 

2,664,000 

2,432,000 

232,ODO 

2,664,000 

40,904.000 

853、000

2.002,000 

1,677,000 
； 

114,000, 

92,000 

67,000 

16,000 

36,000 

2,855,000 

1,000,000 

1.712.000 

1,490,000 

72,000 

89,000 

37,000 

16,000 i 
， 

8,000 ! 

l 

1,539,000 

1,332,000 

1,332.000 

20234,000 

426,000 

1001,000 

1427,000 

500,000 

854,000 

1,332,000 

1.540,000 

I 1,332,000』 19,338,000
I 

1332.000 I 
427.ODO 

1.001,000 

1,428,000 

500,000 

858.000 



- - -~ ！ 

町村及び部落名

松蔭丙I‘̂

事 業 種

—~ ^ - | 

I 
日
[
I 事業主体

ー

3
4
0
ー

松蔭西上

白 鶉

横渦~蔵

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

籾摺機

精米機

電動機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発動機

自勁脱穀機

籾穀機

衡器

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん要

石油発動機

籾 摺 機

計

作 業共 同 施 設

松蔭西下農家組合

ク

松蔭西上農家組合

ケ

ヵ

ヶ

ヶ

ク

白 鶏農家組合

ク

ク

ク

…
 

量業事所力ヽ置設
●‘ 

松蔭西下

ク

ク

ク

ク

ク

I 

松蔭西上，
I 1棟

12.5坪

白

み

ク

ク

ケ

ケ

ク

単 価

ク

ル

鶉

1棟
30.5坪

台4

3

2

1

1

1

 

台3

1

1

1

1

 

l棟 48坪

台2

1

1

 

| 

9 99 

， ： 負 担 区 分
i 事業費 ， ••一一-●___::__ --

I ！ 県 I巾町村 Iその他
--' 
円 円再］円可i 2.712,000 I 1.354.ooo 1,358,000 

l 

30,852強 j 1,124,0DDI 541.000j I 
i 

1.55a,ooo I 703,ooo I 

I, 192,000 』

1 56, 000 1 

90,000 

67,000 I 
37, 000 [ 

16.000 1 i 
2,6a2.ooo I 1244.ooo I I - ---I 

I 
620.ooo I ， 

1.070,000 i 
894,000 

59,000 

43,000 

66,000 

8,000' 
I 

1,690.ooo I 

298,000 

52,000 

45, DOD 

67,00D 

37,DDD 

16,000 

50,400 

298,000 

59,000 

43,000 

66,ODO 

8,000 

23,688弱

320,ODO 

82,000 

91,000 

I, 137,000 

813,000 

640,000 

82,DOD 

91,000 

1. 950,000 

310,000 

535.000 

845,000 

565,000 

406,000 

974,000 

5£3. 000 

855,000 

438,000 

310,000 

535.000 

845,000 

569.ODO 

407,000 

976,000 



-- •---——•._ 

l 

町村及び部落名

福 都

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

籾摺機

精米機

電動機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

籾 摺 機

衡器

|
3
4
1
-

長 地

豊
豊

福
福

東
西

事 業 種 目 事 業 主 体

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

石油発動機

籾 摺 機

精米機

電 動 機

衡器

計

共 同 作 業

共同作

施

業
設

所

横満蔵農家組合

ク

ク

ク

ク

福都農家組合

ク

ク

ク

ク

ク

長地農家組合

ク

ク

ク

ク

ク

ク

東福豊西福豊
農家組合

！・I ，設岡か所事業蟹． i| 

l l 
~ ~ ~ •一- ---

横満蔵

百
＂も

~
 

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

”
 

都

地

l棟
30,5坪

台3
1

ー

2

l棟 15坪

台2
3

2

1

2

 

坪5
 

棟
豊
豊

ク

ク

福

福

長

東

西

:
~
~
、

’
~
t
9

、
~
:

1棟 15坪

台3
1

1

1

1

2

 

999','i 「'- - -

！ ！ 負 担 区 分
I 事業費 ！ ， 9,． 

: 

1 県 ，市町村 I その他
9999999円三］ i _，79丁”-＇
23,213 I 708,000 i 334,006 I 

円，
I 

円
334,COO 

＇ 1.127.000 i 563、oooI 
, 1 564.000 

960.ooo I , 1 

91.000 I l 
31,000 I 

39 000 

1 835 000 917 000 

単 価

320,ODO 

91,000 

37,000 

19,500 

＇ 

0

0

0

0

0

 

強

o
o
o
o
o

3

0

0

0

0

0

 

3

,

 

．
．
．
．
 

5

0

2

5

1

8

 

•2649 9

3

 

2
 

29,533強

320,000 

82,000 

91,000 

37,000 

16,000 

8,000 

32,667弱：＇ 

I 

443,000 

1,023,000 

640,000 

186,000 

90,000 

91,000 

16,000 

1,466,000 

443,000 

1.202,000 

960,000 

82,000 

91,000 

37,000 

io,ooo 

16,000 

1,645,000 

490,000 

221,000 

511,000 

918.000 

222, DOD 

512,000 

'

,

 
0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

'

，

ヽ

9

9

2

ー

1

2

5

3

2

0

2

4

 

7

2

6

8

2

 

734,000 

222,000 

610.000 

823.000 

245,000 



町村及び部落名 事 業 種 目

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発電痩

自動脱穀機

籾 摺 穫

計

共同作業施設

共同利用農機具 小計

自動脱穀磯

計

共同作業施設

共同作菜所

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

籾摺機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん複

石油発動壊

自動脱穀機

籾摺 機

計

共 同 作 業

共 同 作

事業主体

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

一

台4

5

0

3

2

 

量業事

赤 地

喪ケ須
ー

3
4
2
ー

鎌ケ地

又木源部
出口

施

業
設

所

赤地畏家組合

殴 ケ 須 農 家 組 合

ヶ

設置か所

鎌ケ地農家組合

ク

ク

ク

ク

又木源部
農家組合

出「l

赤 地 3台

§ 

蔑ケ須 1,棟 15坪
i 

み

ク

グ

ク

鎌ケ地 坪

台

坪

0

2

3

2

1

5

 

1

1

 

棟

棟
1

1

 

部源木
口

又
出

グ

ク

ク

夕

台4

3

2

1

 

単

ー' ’ -

I 負担区分

事業特 一•』「----
1 県 市町村その他

円円
I'-

1,837,000 I 918,ooo 
円 1 円 円

919,000 

s20,ooo I 1,2so,ooo 

52, ODD I 260,000 

45,000 ! 135,000 

s1,ooo I 162,000 

2,327,000 

価

320,000 

29,533強

320,000 

62,000 

45,000 1 

91,000 

25,600 

320,000 

55,333強

45,ODD 

81,000 

I 

29,533 ， 

960,000 

960,000 

960,000 

443,000 

1,647,000 

1,280,000 

186,000 

90,000 

91,000 

2,090,000 

［ 

256,000 

977,000 
］ 

640,000 i ， 
166,000 I 

＇ 90,000 ! 

i 
81,000 

1,233,000 

443,000 

1163,000 

480,000 

480.000 

221,000 

823.000 

1044,000 

1164,000 

480,000 

480,000 

222,DOD 

824,000 

10め，000

0

0

0

 

。

゜
0

0

 

。

゜
0

0

0

 

9

9

9

.

 

8

8

6

1

 

2

8

1

2

 

1

4

6

2

 

128,000 

489,000 

617,000 

222,000 



町村及び部落名 事 業 種 目 事 業 三 体

ク

9

ク

殿 名

ヽ
く

f~9:~

:~_~~~;~‘ 

台

台

台

台

蟄

坪

坪

2
ー

1

5

3

3

2

1

5

3

1

1

2

浪

業

ー

棟

事

ー

¥： 

．
．
 

i
 

•• 

~
~
 

所

名

名

付

ヽヵ

殿

”

甲

置設
東

オ

~
ヽ
~

共同利用農機具小計

自動耕うん壊

石油発動機

籾摺機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

籾摺 機

計

共同作莱施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発動機

籾 摺 槻

計

共同作業施設

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発勁機

籾 摺 慢

衡器

小計

豚共同齊理施設

殿名農家組合 殿

~
ヽ
し

ク

ク

ク

単 価

ー

3
4
3
ー

東 殿 名

押 付

ク

東殿名農家組合

ク

ク

ク

押付典家紐合

ク

ク

ク

ク

ク

々

み

ク

ク

', 

ク

_

o

o

o

 

国
〗

0
0
0
0

0

0

 

9

9

9

 

0

2

1

 

2

5

8

 

3
 

29,523 

3

0

 

0

0

 。

0

0

0

0

 0

2

0

 

0
 

0

0

 

0

0

0

 

0

0

 
0
 
0

5

0

 

9

9

9

9

9

9

9

9

 

5

5

1

9

0

2

1

 

5

8

 

2
 

4

5

4

8

2

2

 

2

3

 

320,000 

52,000 

81、000

8,000 

事業費
I 

円-
773,000 1 

640,000 
， 

52,000 

81,000 

1.216,000 

443,000 

1.062,000 

735,000 

156,000 

90,000 

81,000 

1,505,000 

I 
443.□oo I 

1.093.ooo I 
960,000 

52,000 

81,000 

1.536,000 

I 
781,000 

640,000 

52,000 

81,000 

8,000 

781.000 

負九区分

！市町村その他： 

386,0翡I 円 1 387,0ば

607,000 

県

221,000 

531,000 

752,000 

221,000 

546,000 

767,000 
' 

390,000 

609,000 

222,000 

531,000 

753,000 

222,000 

547,000 

769,000 

391,coo 

390,000 

| 

391,000 



町村及び部落名 事 業 種 目 事業主体
i 
i設置か所

i 

事業量 単 価

豚管理

附帯施設小

カツク

電動

藷糠飼

小

中 JII 

平 方

大島駒江

築 戸

料

所

計

一

機

機

計

計

共同作業施設

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

籾 摺 機

電動機

計

共同作染施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

石油発動機，

自動脱穀機

籾摺 機

計

共 同 作 業

共同作

|
3
4
4
1
 

施

業
設

所

‘ 
ク

中川農家組合

平方農家組合

グ

ク

ク

大島駒江農家組合

ク

ク

築 戸農家組合

中

平

築

ク

ヵ

ヶ

ク

ク

み

ク

ク

ク

| 負打！区分

事業費 I--- ．戸―•
県 I市町村その他

― ' 可 円円［円1 可

16,293強！ I 901,000 | 44 1, 000 | 460,000 

75,000 i 

＇ 

37.ooo I I 3s.ooo 

’ ’  25,000 j 25,000 ! 
!,  I 

23.ooo i 2,.000 I 
l ! 

27,000 ! 27,000 ! 
！ 

976,000 I 478.000 

1.757,000 I 868,000 

戸

2棟
55,3坪

台

9
,
 

9

,

 

台

坪

台

坪

3

6

2

1

1

5

 

3

棟

。
頂

ー,
'

9

9

,

、9,

11

方

江

々

駒

．
 

島

ク

夭

、9

台2
3

2

1

 

l棟 15坪

320,000 

30,784 ! 
， 

275,000 

67,000 

18,000 

！ 

29,533強

＇ 275,000 ! 
＇ 52,000 ! 

45,000 

81,000 

l 
34,667弱！

！ 

960,000 

960,000 

960,000 

942,000 

635,000 

550,000 
＇ 67,DDD I 
， 
i 

1s,ooo I 
1,577,000 I 

: 

443,000 

877,000 

550,000 

156,000 
| 

90,000 I 

81,000 i 
| 

1.320,000 I 
し

妥

520,ODO, 

480.000 

480,000 

466,000 

317,000 

659,000 

260,000 

498,000 

889,000 

480.000 

480,000 

476,000 

318,000 

0

0

0

 

0

0

0

 

0

0

0

 

9

9

9

 

3

1

8

 

8

2

3

 

7

2

4

 

794.000 

222,000 

439,000 

661.000 

260.000 
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村

国

区
—

＿

＿

町

—
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l
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,
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,
9
9
9
9
9
,
'
 

9

9

,

9

9

,

、

9

9

,

9

,

，
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一
臼
一
県

i
1
9
7
4
5
7
4
8
3
9
8
8
7
2
5
6
0
6
7
3
1
2
6
9
5
0
9

こ

9

9

9

9

9

9

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

,

9
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9

9

,

9

9

,

＇

9

:

＇
，

9

9

9

,

'
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9
,
9
9
,＇ 

＿

―

弓

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

o

n
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0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

-
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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。

~
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費
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0

0

,

Q

0

0

9

9

0

心

0

0

心

9

9

0

心

O

O

'

O

'

O

'

O

'

,

'

-

4

5

2

7

4

6

8

4

1

2

5

6

0

1

3

9

9

5

4

0

8

3

3
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0
、

7

5

6

1

9

7

7

5

1

8

5

9

8

6

3

1

2
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9

5

4

7

4

3

2

9

4

2

7

2

2

8

1

4

5

0

8

1

5

4

7
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業

9

9

9

,

'
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事

ー

1

1

1

1

1

f

9

9

,
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,
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,
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0
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、

'

,

,

0
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'

,

'

，

3

,

'

，

3

,

5

2

7

8
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5

2

5

1

9

5

2

5
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7

5

6

,

2

9

5

4

8

,

7

5

4
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2

4

2

5

2

9
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2
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9
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F

F

台

F

台

2

壁
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台
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棚
，
＂
ど
台

f

士

l

l

l

l

ん

1

1

5

3

3

2

1

5

3

3

2

1

5

2

5

t

,

1

1

 

育
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業

棟

ー

棟

棟

棟

可

.

l

g

?

J
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事

々

i
i
i
'
-

．
,
．

i
'
_

＇
,
．

,
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,

．
,
．
,
＇
i
・
'
:
'
，

9
9
9
,
i
•
9
9
9
9
9
9
9
,
.
,

．
い
，

i
i

ー

9
,
.

所

島

島

島

禾

入

ク

ク

ク

松

ケ

ク

ク

ク

ク

ク

9

ク

ク

ヵ置
一

設

小

南

松

招

間

•~~~t,.

,',

99,,9,. 

合

島

合

合

-

｛

組

ヶ

組

組

本

家

家

主

松

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

家

合

一

ク

9

ク

業

農

島

且

農

農

和

々

系

事

島

松

家

、

南

牒

協

間

J
 
r
 

~
~
~
＜
 

~.i~ 

月

計

機

機

機

設

所

設

設

所

計

機

磯

機

機

設

所

計

機

機

機

設

所

計

機

、

、

．
 

‘、

J

j

J

 

、9

9

.

‘

ん

勁

鹿

＂

施

業

ん

動

穀

施

業

ん

動

殻

施

業

穀

具

飼

施

具

具

具

機

ぅ

発

摺

計

同

同

計

業

pF
機

ぅ

発

脱

摺

計

業

fF
機

ぅ

発

脱

計

業

F
機

脱

~
種

ル
，
農

F

用

，
農

t

農

耕

t
‘
t
、

F

封

F

用

“

農

耕

ー

業

虹

動

閥

j

j

瞥

”

_

i

n

J

虹

勁

油

動

”

'

同

利

勁

油

勁

同

利

動

i

同

蚕

翌

同

同

同

同

同

同
稚

附

共

共

自

石

自

籾

共

共

自

石

自

共

共

自

t‘ ）
 

七
‘

k

‘

4

」

,

＇

ノ

佳店

9ヽ

i
」

1自

石

籾

―― 
町村及び部落名

小 島

島
島

松

ケ
南
松

1
,
3
4
5
1
 

協 和

間 々

457.000 

743,000 

139,000 

887,000 

126,ODO 

606,000 

732.000 

270, ODO 

510,000 

780,000 

222, 000 

387,000 



町村及び部落名__ I 
I 

I 

事 業 種 目 事業主体
！ 

設置か所！事業量 l単 価

発

摺

計

共同作業施設

共同作業所

，、共同利用農機具 小計

自動耕うん機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕うん機

籾摺機

通風乾燥機

電動機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具 小計

衡 器

石

籾

油 動 機

慢

高 h
F
 

L
 

松ノ木

坪

坪
5

2
 

棟

棟

ー

1

•~~/~~.

,9,

'9,

' 

木

所

ノ松

|
3
4
6
1
 

新 所

上坂手

長島町全部落 理

計
年
末
作
計

F

管

幣

ヨ

ー
同

ー

管

同

共

豚

附

チ

共

豚

施

業

施

理

施

ツ

設

所

設

所

設

パ

ク

ク

高座農家組合

ク

松ノ木農家組合

ク

ク

タ

ク

新所喪家組合

ル’

上坂手漿家紐合

長 島

ク

農 協

＇ 高

新

み

ク

＇ 

ク

ク

ク

'， 

ク

ク

座 1棟 37坪

台

坪

坪
0

9
 

2

.
 

棟

棟

ー

ー9

.

 
手

町
坂

島

上

長

国

h
 

―
-
Aい

一
）
 

.
t
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そ
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'

,

9

,

9

,

＇
 

区

村

i

円

町
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,i’ 才

市
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―
-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
 

•PODooooooooo 

。
0
0
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i

負

o

o

O

O

O

O

D

o

o

o

o

o

o
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,
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．
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,
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,
．
 

7

6

0

6

4

,

1

5

8

4

2

6

6

5

7
 

県

O

6

3

9

4

1

5

1

2

7

7

6

2

6

3

3

6

2

2

4

2

2

3

3

9
 

9

,

＇

'

、

9

,

9

:

9

,

9

一

費

-
0
6
6
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
o
o
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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霙

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
o
o
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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2

1

6

0

5

5

5

8

3

0

1

6

6

1

2

8

8

0

3

3

3

5

5

 

5

8

1

9

2

2

1

8

2

2

8

0

1

1

4

5

5

5

4

5

1

 

業

2

7

8

8

6

4

4

2

1

9

4

4

7

7

1

．

．

．
 

事

ー

1

2

一円
[
8
1
2
|
2
7
5
,
3
2
2
2
0
,
8
5
3
5
3
6

3台

台9

,

1

2

1

 

ー台

36,333強

8,000 

3 7 6 5 。

18,008話

15,000 

＇ 

609,000 

424,000 

495,000 

919,000 

244,000 

212,000 

456,000 

224.0DD 

4.000 

228,000 

377,OOu 

377,000 

9 1 78, 009 

28,000 



I 

町村及び部落名 事 業 種 目 事 業 主 体

藷糠飼料機

雹勁機

小計

共同作業抱設

共同利用農機具小計

トラクタ

動力撒粉

小

ク

ク

長 町

機

計

計

長島町計

多度町七取一円 豚共同管理鹿設

豚 管 理 所

附帯施設小計

石油発勁複

衡器

電 勁 嗅

チョッパ

藷糠飼料

計

共同作業施設

共同利用農機具 小計

自動耕うん撓

石油発動機

自動脱穀機

籾摺授

計

共同作業施

共同作業

|
3
4
7
1
 

上之郷

平 賀

授

設

所

七 取

島

ク

ク

牒 協

上之郡農家組合

ク

ク

ク

平賀股家組合

,— ”9 ••一•一

I ! I i I I 負 担 区 分
i設翌か所事業競 単 価 i事業舒 ー一

l 
I 県 1市町村 Iその他

^̂‘'一 99, 1 1月 円円円 I t1 
＇ク i I台 23,000 23,000 

ク 1 1 1 7,000 1 1 7, 000 
9 1 1 ,  2,198,000 i 992,000 

| | | 
I | 12,766,000 6'369,000 

| 
5台 2,,12,000 1 12,360,000 

7 I 58,000 I 406,000 I I 

I 
I I 12,766,000 I 6,369,000 

I | 14%4,000 7,361,000 
I 

58,934,000 I 29. 10,.000 
I 

21,463蔀月

44,000 

7,500 

20,000 

16,500 

2,4500 

平

ク

ヽ

坪

台

坪

1

4

5

4

1

0

 

棟
7

棟

2

1

 

永

永

郷

賀

琶

目

之

ク

ク

名
ネ

西

東

上

ク

台1
2

1

2

2

 

0

0

0

0

0

 

0

0

5

9

0

 

0

0

2

0

0

 

．
 

5

8

5

8

3

 

7

5

4

0

2

 

2

1

 

1,526,000 

161.000 

44,000 

15,000 

20,000 

33,000 

49,000 

1,687.000 

1,679,000 

1,100,000 

290,000 

181,000 

108,000 

1,679,000 

230,000 

745,000 

80,000 

825,000 

a39,ooo I 

839,000 

115,000 

6,397,000 

6,397,000 

6,397,000 

6,397,000 

1,206,000 

1、206,000

23,433,000 

781,000 

81,000 

862,000 

840,000 

840,000 

115,000 



町村及び部落名

-
.
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I
I
~
I
I
t
‘

し
、
：
~

事 業 種 目 事 業 主 体

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

籾摺 機

計

共同作業施設

共同作業所

共同利用農機具小計

自動耕りん機

石油発動機

自動脱穀機

籾摺 機

計

共同作業施設

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

石油発動機

自動脱穀機

籾 措 機

計

ク

ク

ク

ク

ク

ノ

ノ

／／ 

台2

3

2

,

＇ 

西祖永

|
3
4
8
1
 永

敷
福東

占

多度町合計

川越村当新田

北福寺

共同作業施設

共同利用農機具 小計

自動耕うん機

計

共同作業施設

共同利用農機具小計

西福永農家組合

ク

ク

ク

ク

古
組

ク

ク

ケ

永
家

福東
農

， ----,~ー

| 9 9 | 
設競か所事業蟹！

負 i且区分
！ ！単価！事業抒し—
; ； : 9'  

： 

----—": l 
: i 県 市町村 1その他

円巨『］月｛円 i 『
934. ooo I 467. ooo ! i 467, ooo 
550,000 | ！ ． ！  
186,000 i':  

； 

, i 

， 
90,000 I I 

， 

＇ 
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I i I 

108,000 l ! 

1,164,000 
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合

当新出農家組合

坪

。
棟

~
ヽ

9
9

永

永

敷

福

福
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古
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し
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62,000 

＇ 45,000 i 

＇ 
108,000 i 

34,300 

27D,00D 

57,000 

45,200 

108,000 
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第五項自作農維持創設資金

昭和34鉢 9月発生．の異常災害に対して、被災農家の経済維持および経営再建資金として、自

作農維持創設資金融通法の趣旨にもとづき、これら農家に対して、その農作吻被害による減収

の補培および陀宅、農業施設の復旧資金として融通した。

なお、今回の資金融通については、その貸付適格認定の基準および資金貸付実行の条件につ

いて特別の考慮がなされた。

(I) 貸付適格認定基準については、中開規模以下農家 (13アールを上限とする）を原則とす

るのを緩和して取扱い、中庸規模以上農家についても融通し、また、下限経営規模農家(-応

5ヘククール）以下についても具体的実情に従い弾力的に運用した。

(2) 住宅および農業施設復旧資金については、他の制度金融の困難な農家に対して、本資金

の貸付を行った。

(3) 資金貸付実行条件となる保証人については、原則として借入者と同一市町村内に居住す

る農業者とされているが、これを県内の農業者とした。

(4) 同担保について、 災害により抵当権設定の登記が容易に行い難いことが予想されるの

て、登記完了前に貸付実行をするとともに、必ず抵当権設定契約書と念書を徴し、後日登記が

可能となったときは、速かに抵当権を設定することにより貸付実行をなした。

(5) 借入巾込者の農地の哩没したものは、当該巾町村長の復旧見込証明占により、固定資産

評価は被害前誂価により取扱った。

以上の特別取扱いにより総額2,626件406,540千円の災害融資をおこなった。その市町村別内

訳は次の通り

-354-
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合 計 2.626 406.540 

第六項 農業改良賢金

農業改良資金借受者のうち被害状況の人ぎい者にあっては、その貸付条件を緩和する措岡を

行った、，すなわち農業改良資金助成法第10条、 三9E原農業改良資金貸付規程第 9危の規定によ

る技術導入資金の支払猶予、~——重県農業改良貴金債務保証規程第13条の規定による施設賓金の

保証契約変更を決定した。 三え方貸付について1よ台風後の農家経営の安定のため水稲早期栽培、

園芸ヒニー Jレ栽培か怠速に普及されたか、この資金需要については当初計画枠を変更拡大し資

金孟要に応した、水稲早期栽培ては、 9,90,046川、園芸ヒニール栽培ては、 8,426,400円を貸

付決定した。

支払猶予の状況
----------- -------------------------

貸付残高 1 --- -―------------------
当初の約江賃％頷

I I 34 I 35 
I --- -•孔］円i

i II、]87.38216.511.0491 3.750. 

！ /‘~ t 

決定付数

43 

（受益者 647名）
一―--9 9 - - ^ ~ 

I 支払猜予後の約；暉麟額
i -... ---"• •- -• •-....." •、--------、~…- -—”` 

36 I 34 I 35 I 36 i,, 
-．..、 --------- -- --- ．．一ヽ ． ―-● --

円 円円＇叫円
925,6321 314,6331 6,520,9161 3,426,2Dil 925,632 

925632L_3~463t—----I_＿ •--—•---•----
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施設資金の保謡契約変更

・-
当初の約定償 遠額 変更後の約定償遠額

決定件数 貸付残高 I-•—●●●●●ー••-•-•__＿＿_...＿＿＿●●ー・・・ •—り•一●●●●ー•- - •一’"---―-
| 

| 
j'" OM"''j 34 I 35 i 36 I 37 j 38 I 39 j 40 i 4 i i 42 I 35 i 36 I 37 I 38 I 39 I 40 I 41 I 42 ---•一•-- | •L. | --- •一• I---•, |____1___. t-• •—-- -・―--L 

千円 i平・円 ！ i 1,  | l i 

6 1.044 206 206l 206 206 140 20 20 20 20i 266 259 259 172i 22 22I 22 22 
| I |-—- | 1 I I | l _＿1 | 1 1 -

第 七項農業共済対策

I.共済金の支払いについて

（イ）仮渡

被災地における水稲を始め家畜、建物の共済金の仮渡しについては、早期に支払うよう連合

会を指導し、水稲保険金は、 収穫皆無地を対象として10月；0日に第 1次を（木苦岬村、 長島

町） I0月281］より桑名市外347町村に第 2次の支払を行った。家畜に対しては、行方不明、 溺

死等の市故確認をまって10月20日、 11月2日の 2回に分ち木苦岬村ほか 9か町村に支払った。

建物JI<i斉における損宙評価は水没等の関係もあって予想以上に日時を要し、早急に決定が出来

なかったことおよび文払財源の見透しか困難てあったこと等から産し当り涜失農家に 1戸当り

10,000円0)似払を行ったのてあるか、 11月:o日損害許価額の決定をまって連合会の手持賓金、

積立金を充刈し ；駕内払を行った。

(u) 決定

I.水稲の損乳評価闘0)とりまとめは、 12115日まてに組合評価高を12月25日まてに連

合会計＇価高 31.868トンを決定、同 L1農林右に報告した。農林省は農林統計調査部の資料を拮礎

として、 3.)．4.1511共済減水凪26.085トン（共済金641,486千円）を認定連合会は保険金文払不

足金3.500万円の借入を行い 5月9日文払を行った。糾合から塁家えの支払は 6月末完了した。

2.建物共済金の支払資金については、再保除措陪がないため、不足金は全額借入金に

依存せざるを得なかった。 この実情に処するため政府においては、 臨時国会て「農業共済基

金の業務に関する特例法」を議決、農業共済枯金より借入を受ける道を開いた。そのため連合

会は農業共済拮金との間に13.289万円の借入契約を結び、これに対し県は25％の損失補償を行

い、 2月3日基金より借入金13.,89万円と自已資金 ,3.065.524円を合せ共済金155,955.524円

の支払について万遣憾なきを期した。

2.事業運営の指導について

（イ） 水稲の評価高のとりまとめ

連合会（出張所）か紐合別の当初評価高について均衡調整（反当修正蘊の決定）を図るに当

っては、担害評価員の意見を求め、決定したが出張所が調整案を作成する事前においては、関

係農業事務所と緊密な連繋を保ちその指導を受けて決定せしめた。更に本部段階においては統

計調査事務所との調整、各評価区域間（出張所単位）の玲衡に関しては、特に、意を用い評価

会の運営指導に当った。
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なお、第 1同の統計、県、連合会の検計会の結果について連合会ぱ出張所をして管内の組合

か当初評価高を決定するに必要な資料として指示せしめ、 適正な評価高のとりまとめに努め

た。

（口） 建物共済の加入推進

建物共済の支払資金の借入額は1,289万円の巨額に達し今後これが償還については極めて困

難か予想される。これが償遠に必要な財源は、保険料に侯たなけれはならない。保険料は共済

金額に保険料率を乗して得られる額て借入金を均等に償還すると仮定して、元利の返済に充当

するための、加入共済金額は少くとも現在の 3倍以上に増額せなければならない。

このことは現段階において農業共済団体が打って一丸となって対処しない限り至難な事項で

ある。要すれは共済団体は、事務執行体制及ひ役職員の責任体制を確立し、事業の計画的な実

施を図り強力に推進ずる以外に解決の途はない。

特に、連合会における綿密な事業推進計画が基本となるので、県は細部に亘る指導を秤うと

ともに、財政の許す範囲において一部利子補給を考慮するほか、事業の推進に格段の協力を致

したし‘°

更に、連合会の35年度事業計両の樹立に当っては、建物共済に限らず平業財務に至るまて綜

合的に再検討を行い健全なる運営に積極的な指導を行う考えてある。

り完全引受と共済金額の撰択

今次の台風により部分的てはあるが引受洩れが表而化した。

晟業共済における引受は、事業の出発点てあり農災法の定めるところにより完全引受（農作

物面繭）について強力な指導かなされた。

引受成紹の良否は、紐合財政に大ぎく影寅し、強制加入の立前から紐合員1{l]に不公平を招く

こととなり、更に、基準反収、決定の正否、被害率（掛金率）等に関連をもつほか、連合会の

保険収文、共済減収闊の認定に不均衡を小ずることとなる。又共済金額の撰択如何は補償に関

係をもつものてあって、事業，j十両の殺定に普り、原は、趣旨の骰底を図った次第てある。

以上の観点から今後においては強制加入の農作物、寮繭共済の引受洩れの絶無は勿論のこと

義務加入の家畜任官共済の建物に辛るまて事業の経済性を拡大し、農業に対する総合補償とし

ての役割を果す農業共済に発展するよう努める。

第八項党農杵及対策

◎ 共通事項

1.部落別農業改良復典計画樹立事業

農業 ('i活）改良普及市業推進方策として、昭和34年度から各農業改良普及所は、地区内全

部落について部落別農業改良普及計両を樹立し、具体的活動を推進してきたが、今回の台風禍

により計画修正再出発をせなければならない部落が続出した。

この際、被害激甚部落については新しい構想のもとに、被害程度を検訂の上、部落共同経営、
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部落共同作業、邪分的共同鍔営、主たば、！！：同作業箕の拮本方向にもとずく農望改良普夜叶岡

を樹克推進ずることか緊急の要務となった。

依って、各普及所に昭和34年11月中句から本課月！門技術員、農試技術員を計両的に派迎し被

害じん大地区から順次、農業改良復菰計両を昭和35年 3月を目途として樹立した。

なお、地冗にお汁る復輿上の諸計阿との調幣は勿論のこと、必要な措置について関係諸機関

と連絡する，

また、前途の拮本方向実現のモデルとして、災害激しん地の 5部を選定し、農業共同化のモ

デル施殺を殺岡した。

部落農業改良復興計画樹立に際しては、次の項目を充分検計した，

記

1.土壌診断による十＿性、土質の確翌

2.農業脊木とくに農業賓材の瞥備ならびに汗用状況の確謬

3.農業労働力の確認

4.牛活改苫汁画の確認

2.土壌診断市業

被災地域は程度の苫はあるとしても、塩水の浸入、十砂の流入主たは耕十＿の流亡等による士

穣の攪らんかある。

これらの耕十については普及所において、塩素濃度の検定、士壌成分の分析、その他珂化学

的性質の凋査診断を応忽的に実施し、改誇事業実施の桔礎資料を弊備する。

士壊成分の詳細な分析官て普及所の穀備て不充分のものは農業試験鳩の施設をもって陥力し

た。

この事業は応急的には、昭和34生末まてに実施し、事後は作物栽培の経過とも、にらみ合せ

て、必要の都度実施した。 （塩素濃度の検定結果についてとった処府は、別項除塩対策のとこ

ろを参照のこと）

3.生活改苦対策

1 住居の位謄および構造について

災害回避の観点から地形の状況等を考慮した安全度の高い復国の指導

2 浸水家屋について

押入れの整備、台所改菩等が衣類や家具の流失汚損を最小限に止めた事例が多いのて、これ

らの事例を活用して住宅改善の指導を強化した。

3 主婦の生汚技術の向上が災害時に保存食の作成、作業衣の防水等復囲作業に大ぎな

役割を果している実状に鑑み、これらの各種事例をもとにして、農家字婦の仕活技術の向上を

推進した。

4 災害復興作業

現金収入のため男子の出稼が多く、農家主婦に農作業の負担が多くなりつつあるので主婦に

対する農業技術の研修を行った。
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5 共同作業、共同炊事、共同保育所等の開設を啓蒙し指道した。

〇 米、救援物買、汚染家具、衣料等の利用厚仕の指導

◎地域別事項

北勢地区

ー、塩害対策市業

海水侵入耕地の塩和喪度検定を行う、除塩市業並びに作物作付計画指溝上の資料を得るため

次の対焦地区を管理し、次の計画て派消実施する。巾業の実施に廿っては、本課専門技術旦並

びに農試職員が指導に当る。

検定は各地区内部落毎に排水直後、除塩中期、後期の 3回、合計約2,000点を目檸とした。

地区名 実施部落 派迎班数 備 考

桑名市城南 10 

桑名市干拓地区

長島町楠

ク 伊苦島地区

ク長•島地区

木笞岬村 地区

川越村地区

多度町 地 区

計

完了後木的岬に派遣rる

5

0

9

8

7

0

0

 

1

1

1

1

8

 

1

2

 

2

1

1

0

 
二、農機具緊急幣備派遣事業

悔水授入並びに泥水侵入等による、被災農機具の整備指導を行うため、専用技術員並びに農

機具特技普及員等をもって整備班を編成し次の計画で現地に派追する。

修理班は農機具専門技術負（農試職貝を含む）を班長とし農機具特技普及員 4名をもって 1

班を編成する。

修珂場所は各地区農院事務所とし、派遣期間は次により予定している。

修理班派遣地区名 派遣期間 備 考

四 日 市 地区 2日間 実施済

桑名// 8 /, 

長 島 ‘‘ 6 

木曽岬 // 3 

) 1 1 越 グ 11 実施済

多 度 み’ 1 

叶 31 

芝、農業改良普及員の当面の一般活動計画

¥.排水された畑地の、そさいの応急播種
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① 畑地の塩素濃度検定

R 各種種子の現地におげる発芽試険

③ 栽培管理の指導

2.来年度の稲作の苗代殷定指導

① 苗代の上壌的条件の確翌と指達

R 苗代の共同化集団化の指導

③ 苗代賓材整備の指導

3.麦、なたね播種の指導

① 播種場所選定、士性矯正の指導

R 播種時期の指導

③ 共同播種、共同管理の指尊

4 種子確保に関する指導

① 地区内自給を目標にして確保に効めるが、不足の場合ぱ至急関係方而にあつ旋方

依頼の指導

R 早期栽培早植栽培用稲子の確保において市点指溝

③ 種子予措について事前指導

5.家畜家禽の導入利用指導

① 飼養管理の指導

R 塩水害籾ワラの利用法指導

③ 飼料作物作付指導

中勢地区

ー、士壌管理対策市業

一志郡癸杉村及び阪南郡飯謀町等に於いてば、河川のはんらんによる七秒の涜失した耕地の

士砂の若しくは、そのまま客士すべ弐かを、その耕地の十壌診断と肥沃度なとの検定結果から

判断し、今後の1-＿壌管理方途の指導をおこなった。また、耕上を流失した地域に於いてば、客

入七の検定を行い、施肥対策を指導した。

一志郡＝雲村等の海水涜入地域に於ては、塩素澄度の検定を打い除塩事業を推進した。

二、水稲早期、早胆栽培による災害回瞳の推進

早期、早植栽培の直入により、 今回の台風災害ぱ大いに回避され効果的てあったのて、 今

後、早期、早植栽培を重点的に推進した。これは災害回避と共に秋落および塩害回避としての

効果が期待されるのてある。

三、自給飼料の確保

自給飼料てある稲藁か不足しているのて、その対策として、青刈飼料の早期播種春播青刈飼
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料が尊入推進した。

応急対策としては、甘苅ツ）レの剌用に努めた。

南勢及び紀州地区

ー、柑橘の復旧対策

熊野灘沿犀地帯、南勢町、南島町及び吉摩地方の柑橘の老令樹て倒伏したものは改阻するよ

うに指導した。このため、艇良苗を確保することか必要てあり、また計両的密相栽培が経営的

に有利てあることなとについても指導した。潮風害を受け樹勢の著しく弱った成木および幼木

に防寒のための対策を講じた。

また、防風林の効果も大誉く認められているため、損等の苗木の導入を考える要があると指

導した。

「夏橙」は「普通温州蜜村」に比へて潮風害に弱いため、改阻する場合には海岸近くに栽培

することは考慮の要かあると指尊した。

被害糊に石灰乳を裕布するよう農家に普及指導した。これは栽培管理上のみてなく、農民の

柑橘涸の復囲意慾を蛮起させるためにも有効てある。なお、改椙の場合はもちろん、被害樹を

回復させる措置を講しても、これから 4~ 5か年は収穫か期待出来ないし、果樹集団地帯にぱ

今後、大規模な撒水（潅水兼用）設備等が必要てあるため、長期融資官の措個かこれらの技術

指舜の前提条件となる。

二、水稲早期早阻栽培の尊入推進

他の地区と同様、早期、早柏栽培を推進した。

二＼曖地隅芸の復典対箕

的島に於いて暖地濯芸として温窄ぱ強風のため殆んと仝かいしているのてその復団対策とし

て長期淵賓の措附が必要てある。

なお、志摩町においては花舟秤苗の尊入資金融買か屯まれた。

門、甘藷の種苗対策指導

塩分を含む強風のため廿藷の茅葉部か担傷桔死し、 商塊より畑地において、 発芽をしてい

る。これが種藷と j るには不適当と杓られ、，91責種の吏新を兼ねて種格の；尊入の指導をした。~

伊賀地区

名張巾附近の農地は改良復旧を日腔とし、区阿呼珂を行い、分散している畑地は集門化する

よう関係機関および農家によびかけた。

このため

ー、：t目は、そ菜、桑、果樹等集門栽I音するよう農家に普及した。

二、田はコンクリー 1-水路とし、旱期、晩植、田畑輪換等集団として実施て彦るよう、市

町村等関係機関に働ぎかけた。

三、これらの復旧工事が進捗するにつれ、士壌濶査を行い、また、土壌管理として、混上

を行うよう市町村に働ぎかけた。

四、稲ワラか不足しているのて、甘藷および甘藷のつるの利用を指導するとともに青刈銅
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料を確偲卜るため、飼料作物の播柿および栽培指噂を沖かにおこなう。

万、農機且の共同利用をすずめた。

災害に対する普及活動の体制と組織

◎ 災害直後には取敢ず被害状況及び被災毘家の実状ぱ押のため、専門抹術日、｛系日を司地

に派情し、これらの情報の収集並びに地冗普及所の店動方針の指溝につとめた。

◎ 農槻且修理班の編成

海水侵入及び水没地帯における農機旦（主として原動機）を早期に応急修珂叉は粕備ずるた

め、農槻旦卑門技術員 2人県下各普及所の農機具特技普及員10人を動員し、 2か班の農機且修

理班を編成して、それぞれの班長は専門技術員が担当した。

修理班の活動状況は、次のとおりてある。

修碑班派避地区名 派）、胄！月日

桑名市市城南地区 3日間

/9 城南干拓地 2 H 

長島附楠地区 2 ク

グ 伊苦島地区 2 ＇ 
// 長島地区 2 ・ヽ

木苦岬地区 3 グ

川越地区 2 ク‘

多度地区 1 ‘’ 
名張地区 2 // 

合 計 19日間

◎ 塩分検定要員の派避

除塩対策の一環として、先ず海水浸入耕地の塩分濃度の検定をせなければならないのて嚢

名、長島の両普及所へ塩分検定要員を派遺し、同時に必要機械も幣備して、これらの地域の除

塩対策を促進せしめたのである。

塩分検定要員派遺人員

桑名普及所 2人

長島普及所 3人

◎ 北勢災害復典事務局への派遺

当事務局が発足と同時に桑名、長島の両普及所も復罪事務局産業課へ編入し、さらに農業改

良課、農業試験場、農政課、畜産課から、それぞれ技術者を派遣増員し、当産業課の中に桑名

班、長島班の班に分け、桑名班ぱ桑名市、多度町、長島班は長島町、木曽岬村を担当して、被

災部落を主たる対象に営農復興の活動を行った。

特に、被害の激じんな部落に対しては、璽点指導部落として、連絡担当者を 2人あて配四し

て重点活動を行ったのてある。
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人員配置表

桑名班 長島班

腔業改良課 12人 10人

ク試験場 1人

農政課 1人

索産諜 1人

合 叶 14人 11人

第九項 種 子 対 策

稲苗の確保

潮水の侵冠水が共しかった、桑名市、長島町、木苦岬村、川越村の稲作を確保するため、苗代

設骰不能地へ委託苗代42ヘクタールを設屑して、 840ヘクタールの苗代可適地の稲荀を確保し

た。

桶了ー（いも）確保

(I) 柿もみ

被災により次年度播付用恨良種もみ、 709,371初を確保するため、採種ほ産、腫了242,948切、

準種了25,195kg.、普通もみ、 441,228kgの流転用して確保した。 原内のみては確保か困難てあ

ったのて、青森、秋田、茨城、埼王、群肝；、冨山、京郡、島根等より 114.483kりを移入した。

(2) 裏作種了

激其被害部落の裏作種了を確保するため、他良麦柿子および柿，1;1，鈴しよの種いが諄入のため

閲係機関と協議のうえ尉販速を通し、麦種子4,150kg秤焦鈴しよ49,943kgを移入して確保した

(3) 甘しよ種いも

風水害および水害て地上部の枯れたものは、早急に掘取するよう指導し、再生産用の種いも

を確保ずるため、無被害地帯より 1紐良種いもを尊入した。

養蚕および桑園

蓑蚕

第十項蚕糸災害復 1日 対 策

桑樹の被害により、昭和35年春期揺立の激誡が予想されたので、群狩蚕連合会において、椎

弼の委託事業を講ずるよう指導した。

桑園復旧対策

1 4 長期間湛水していた桑園については、速かに排水の手段を講じた。

2.浸水、冠水の桑國については、石灰を撒布せしめるとともに、早期に洩＜耕うんし七

壌の乾燥と膨軟をはかつた。
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3.枝をの偉痕から病菌の登水を防くため、農茨により且同消毒をT施した。

第十一項 園芸作物災古復1日対策

但勢満台風の本県果樹隈にあたえた被害か著しく、なかても熊野灘沿臣のtttf裔隅ぱ強風によ

る折損、倒伏に加え潮風害によ草症は茶褐色に変色し落葉、落果をともない枯死ずるものが乾

出した。

被害直後の応急対策として倒伏樹の処置、落虹樹に対する菱剤撒布、施杷および落葉後発生

した新梢葉の防寒について指導するとともに、特に、被害の著しい幼木隅に対しては、 i]『木尊

入、補助を行って改植をすすめた。その結果次表のように苗木の導入をおこなった。

被害状況及苗木漠入本数
- ~ ~ 

市町村別 I栽培而柏，被'，1, 而柏
, l 

-----------,---c;; ----;,、--……•.-----""……•---cc -
アール アー）レ

760 I 760 

1,530 I 1,530 

520 I 224 

150 I 150 

582 1 582 

486 I 385 

836 I 137 

1,322 i 525 

5. 297 1 2. 277 
i 

2.633 I 1 _932 

多

南

南

浜

磯

烏

長

尾

御

熊

良

勢

島

烏

鱈

羽

島

慾

浜

野

，＿  

改胴泣入本放
9- 9- ．999 9 9 99,．，．． 9 9 9 9 9 9 

本
5,126 

38,780 

13,660 

8,507 

10,097 

7,670 

11,605 

4, 344 

2,861 

2,224 

南勢i町を中心とした、伊勢誘合凧にともなり、潮風害激共地帯ては、落忙後汀柏（/）り発を見た

ため、春期には、相当蒻芽し灰復が朗行されたか、漸次芯凋柏死するものが続，りし、＼9i国］の予想を

るかにl~廻る様相を里した。 しかも、これら被害樹は盛東期に入った成木か殆んとて、これが改

植には忌地等の関係から大伯による改柏より方法了段かなく、｝［同育凸園0)設附を指舜し、これ

に導入する苗木購入費に対して袖助を行い、昭和35什度に30.000本の｝噂育凸園か設附された。

恒久的対策として、防風記の設間、 ［壌の深耕、根接罪による倒伏防止、閂に、9朝風害般害地

帯には、被害直後に散水により被肉の車予絨をはかるため潅水施設ii八及び「皮みかん」は「混州

みかん」に比へ潮風害に弱い鈷果か凡新改植の出合には、樹柿0)選定を指応した。

第十二瑣 畜 p 信 寸
L

大 策

昭和34年 9月2611午前10時（風雨注意報の発令直後）防災と被害状況把捏のため、県下各家

畜保健衛化所長に待槻命令を出し、厳咽な腎成体制を幣え、翌27日午前 9時風水害後の家畜の

保健衛生上の注意と処岡を各新聞紙に掲載了配をおこない、その処四に是心感のないように警告

するとともに印刷物20,000枚を農家に配布した。

総力をあげ、主要被害地に出張して情報の収集に努め、支庁各農業車移所、家畜保健衛生所
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と協力して状況潤査をおこない、次の応包措i置を実施した。

1 ・家畜防疫

災害後の家畜伝染病特に牛の流行性感冒、 lI釆コレラ、炭項等の発生予防のため、各家畜保健

衛生所を中心に家畜防疫旦を動貝して、防疫班を編成し、各市町村、各関係団体の協力を得て、被

害地、特に、浸水地幣および過去おいて、家畜伝染病てある。昧コレラ、炭墳病の発生地を重

点に25.000棟の畜舎（牛舎7.500、厩舎田、恢舎12,000、めん山羊舎I.000、鶏舎4.450)等を

骰底的I肖毒を行った。

同時に被害地の状況 家畜の密良、投学的見池等現地の状況をは握して、牛および豚につい

て重点を指向して、健康検査を実施した。

また、浸水の著しい桑名r4]、桑名郡、三，"郡、四日市市、ならひに被災した過去の炭瑣発生

地その周辺の'i-1,700姐、 1馬300蚊に対し緊急炭紺予防注射を行うとともに、下記の緊怨家畜集

中管理へおこなって、救出した家冷ならびに被災地偏病家畜の1,＇ぷ急救渡を行った。なお、家畜

衛’l対策としておこなったC99.1細な状況は別表のとおりてある。

1 被災害畜の緊急収容

被害の激甚を棚めたIL勢水殴地域（桑名郎長島町、木忙岬村、桑名市城南）における残存家

畜は畜舎、飼料の涜失破損等により、その日のり存をも危ふまれる状況てあり、その間、不正商

人による家畜の買いたた誉等も叶われ、災宮後の営農の立ちあがりにも彩警することの多いこ

とを名え、いは、これら家畜0)緊包救助を決脊、し、昭和34119月281囁産関係団体と協談し、

その業務を、ー屯尻品産農業協同祖合迎合会に恥［して、由ちに、関係団体の協力を得て、救

助収容班を編成吐しめその作業を開始した。

翌 9月291!rJ]収容班の残行家畜を確認とともに、緊乞家畜集中管理所を員舒郡化勢町阿下喜

家俗巾場に仮没ずることを決定、竹迎人0.)配i'りおよひ緊包飼料の「配柑備を完了ずるとともに

収容のため、 トプ f ク、オート．．輯玲「配を(Jった。

昭和3411ID月2日より、本枡的な救勘収容に入り、同月 6日まてに牛102頭、豚332頭の緊包

収容をおこない、このうち、牛102頭、 利豚40如については、上品北勢Iil]0)梨中管理所におい

て、共同管理を実施した。

その後、柾豚40頭については、 11月2日、牛については、 11月29• 30[]まて収容し、災害復

旧の一段落した後、それそれ所有者へ返送した。

また、肉豚については、四日市市赤掘の四日巾家畜市協及び具宍郡大安叫梅戸井農協の肉豚

出荷施設に一時収容し、県販売購買農協連合会を通じ、四日市、名占屋食肉市場て売却処分した。

3.飼料確保対策

（l) 濃厚飼料対策

災古の発生クにともない、瓜内飼料］•→．場、製麦、製粉上場および此家保打糾料の浸水による使

月」不能、あるいは流失菫等は700I・ ン以上と推定され、従来供給の人半を仰いてきた、中京地

方の上．湯被害が大きかったため、一時、局地的に著しい飼料不足を招来した。

この事態に対処するため、 9月29日政府に対し、災害用フスマの放出を要請し、飼料欠乏と価

格暴とうを防く処薗をとるとともに、県販購連に飼料確保の依頼を行った。これより県販購連
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は名古屋、阪神方団に係員を出張せしめ入手に当った。

更に、政府放出フスマ38トンを10月3日、 6日、 8日の 3回に分け、多度町外 4か町村に先

渡すとともに、別に、政府所有フスマ350トンの売度申請を行った。

このうち、第一次分として、 10月7日に50トンを買受け、実費て罹災農家に配分した。

第二次301トンは、昭和34年12月 1日桑名市、四日市市等県下り災市町村長に代金延納 (2か

月）を認め売渡を実施した。

(2) 粗飼料対策

災害発生直後、県畏協対策本部より見舞の稲わらトラック 1車、

中管理所に輸送し、応急措骰を行った。

フスマ18袋を、緊怨家畜集

このほか、 10月13日新潟県から貨車 3車、昭和34年10月20日福井県から貨車 2屯、惜岡県か

ら1車の救援をうけ、家畜増殖基地農場の 1、ラックをもって現地に急送配分した。

また、

全国陥農業祝同紐合連合会に、その斡旋を依頼する等の措置を行った。

(31 

没水のため良質粗飼料を失った名張市に対して、牧草乾草7.5トンを確保するため、

畜 産

被災地の産業復興のため、国の援助と制度金融の活用並びに農協の組織力、経済力を集中し

て家畜家禽の計画的導入を図るとともに、自給飼料の確保に要する飼料およひ牧草の造成を推

進する。

家畜家禽の導入

天災融資法による経営資金を活用して早芯に家畜、 家禽の導入を図り、 その復！日を促進す

る。
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vii芍

(4) 

2
 

単価は什60,DOD円、肱6,000円、めん ，j'5,000円、にわとり 200円として見柏った。

滋吏対象は被災家而、家禽中、！卜は 100笏、豚e0形、

た。

めん山平、にわとりは50％として計上し

被災飼料作物の復旧事業

流失、開没により冬期およひ翌春の飼料作物か、激晶な被害を受けているのて播き直しを行

エンハク239ヘクタール、イクリアンフイグラス246ヘクタール、

ルの再播に要する種子代に対し怜助成を行う。

うため、 レンゲ144ヘクター
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再播用種子補助計画 （単位ヘクタール）

！灼刈えんばく イクリアンライグラス＇ レ ン グ
要再播面柏：•••―---- ----＿|-- -— ------— - -事業費

I而積金額i面 桔金額面枝金額
- ---•---――- | 

ヘクター尼 円ヘククー）レ 円iヘククー叫 円＇ 円
6 2 9ヘクタール 2391 597. 500 246! 984. 000] I 441 756. 0001 2. 337,500 
！ヘクタール当噂種 既 既 旺 I,.337. 

腿（既）
501 I 20 

円円喜I

冠当単価！ 50'200  160| 

円 円円'
町 当 り 事 業融！ 2．500 4.000 

----―- --------I | ----- --

5,250! 

(5) 牧野復旧事業

白給粗飼料の確保のため、被宙の激しい牧野のうち、高度集約牧野20ヘククー Jレ、白然牧野

（改良牧野） 10ヘククールの復旧事業を行い、松助成を行う。

高度集約牧野については障害物除去、起土整地、牧草種子代を対象として、 1ヘククール当

り標準事業費は59,550円である。

改良牧野については流石、除去、牧野飼料木の補植を助成対象とし、 1ヘクタール当り単価

は7.980円である。

牧野復旧計画

--ッ-----
高艮集約牧野 1自 然 牧 草 i 計 i 事 業 費

~ ~一

20ヘククール 10ヘククール 30ヘクタール 1 1,270,000円
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R 収文予算苫

収入の品

l 

区 分 1 予邸額

____ J _______一^---·―--••---
I 前年炭噂額
； 

差 引増減

増 i 減

国 1しド 袖

県

計

文出の部

4,201,860 

4,201,860 

分 1予邸額 前年区噂額 I------------- ---差引増減
区

増，減

一—---— I ； 
： 

じ 方役以旅 費 ， 610,800 I I 610,800 

屈 入日当 674,800 i 746,800 

薬品牲 2,878,460 2,878,460 

生物学的製剤 37,800 37,800 

計 4,201,a6o i I 4,201,860 
| 

~• ~.~. 

第十三瑣水性対策

今次合風による水産業界の蒙った被害、 97憶余円てあるがこのほか漁港区域内の海岸保全施

設の被内11位余円を加えると実に110{紅ド］の被内にのぽり、 その般吉は、 ［伽巷施設、 漁船漁

具、羞殆弛設、］［同利用施設罪あらゆる面に甚人な被害をうけた、9

この復l1]について、根本的対沿を樹＼グ：ずるため、次のような対策をおこなった，

(I) 指 導態勢

災害復111について1ま、先づ、適確な被災状況をは握し、各種の国庫補助事業成1ま、天災融資

法、公庫融資等とあらゆる制度を総合的に利用して、再建計画をたてる必要あるのて、次のよ

うな指心をしている。

1．現地指導

a 直後の指導

昭和34什 9月28日北勢班、中勢班、古摩班、南島南勢班の 4班を編成（諜長、係長を班長と

し1班 3名）して、被災状況のは握と復旧の指導をおこなった、9

昭和341F9月 8日～同年10月 1日、取締船伊勢、神品にて、 2班加成、北牟婁、南牟宴地区

被災は握と復II]指導をおこなった。

b 金融指導

34外10.13-16日、 2班刷成し、度会、芯摩、津、南牟妻にて、制度金融の説明と指導をし

に（金融対策についての詳細は別項で説明）

c 相談班派逍

係長を長とし、 1班 3名、 4班編成、被古激しん地、礁業協同紐合について、金融復！日対策

-371― 



その他につぎ指導した。

北牟襄地区

南牟婁地区

南島南勢地区

伊勢湾地区

昭和34年11月8日～11日

ヽ 4日～ 7日

‘‘ /; ~、
ク 、~、

2.伊勢湾台風水屹復l日対策協義会設謄

肌ならひに水産団体か．＾致して水産業界の災害復旧立ち上りのために、有機的連撃を保ちな

から、対策の樹立改は指導をするため、県（水産課）漁連、に連その他の系統糾合をもって、

昭和341/iO月23日上記対策協議会を設罹した。

（月n,：M)指導班編成には、 1c叫紐合連合会、漁業組合連合会の職旦も同行して指導をおこな

った。）

(21 基本対策について

被書か誌人なのて、公共上木施設てある庶港施没、漁業協同紐合の介する施設、 真珠、 海

苦、養製等の壺殆施設、煎船および漁業障害物除去等のいわゆる復旧事業に対する高率国庫補

助の要望陳惰をおこなった。その結果、特別措骰か実施され、高率補助をうけるようになった。

（別項特別措器法のところ参照）

また、復1日の根本てある金融については、天災融資法および農林金融公庫資金を広く適用す

るため、要望折衝をおこなって来たのて、この点についても、相等の特別措附がとられた。

なお、これらの制度金融の実施をみるまての、つなぎ資金の一端として、 5億円を融資限度

として、農林中金、 i魚伯連、百五銀行を扱い機閲として、県の損失補償契約のもとに、緊急を•

要するものに融貨の途を講した。

(3: 国庫補助関係

！I¥) 共同利用小型庶船建造費袖助（特別立法）

1地区て、 25.¥lc'.または（所行船の75%）以上か修理不脂船となった場合、漁業協同紐合が共

同利用の漁船を建造ずる場合、その1/3に対し、国の補助率3/10の割合て間接補助か認められた。

(4) 融資関係

I.県損失補償契約融資

融資限度、 5億円、農林中金、漁信連、百五銀行を坂扱金融機関とし、 2割の損失補償をす

ることにより、制度金融が借りられるまてのつなぎ融資をした。

2.天災融資法

無動力船の建造、購入毀、動力船の修理費が新たに対象とされることになった。

激甚地においては、融資限度を現行 1人15万円を、真珠、養鰻は50万円に、その他は20万円

に引上げられた。漁具は 1人に付き800万円か限度となった。

県の天災融資枠のうち、水産関係の要請額は11億300万円てある。

3.公庫の農林水産災害融資

据置 2年、｛賞還期限10年以内とし、現行 7分の金利を、据置期間中は 6分に、償還期間中は
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(G) 漁港区域内の海岸保全施設の災害復旧ならびに改良丁市（

第二各部門別対策

1.真珠および真珠貝養殖の復興対策

真珠｝い産については、昭和33年度以来筏の規則を行って、密殖緩和と晶質の向上t魚場秩序の

、/ ）
 

緋持を図っているのて、昭和35年度は、筏規則の最後の勺にあるから速やかに昭和35年度の筏

の規制叶両を樹てる必要かあるのて、汽金的にもこれにマ｝チさせて合珂的に復旧計両を樹て

ることとしだ，

復旧資金について

復II]に必要な資金は、真珠（子）関係2,471,500千円、 頁珠（介）関係352,000千円、 合汁

2, 823800千円を要ずるのて、この野金計両としては原則的に、次の資金源について指導した。

1 国庫補助企 10台以下の業者て流失人破した筏の復旧費に対しては、その 部を国庫

補助による。

2 天災融資法 貸付限度 1人15万円が50万円に引上げられる見込みてあったのて、 l0台

~20合まてのものは、なるべくこれを利用すること。

3 農林庶業金融公庫 50万以，いのものは、 公庫融資の対象に指定され、 貸付限度 1人
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I 00万円（現存）を500万円に引上げられたのて、てぎろだけこれを和l用ナろこと。

4)腐工中央令庫 真吹加工を兼ねているものて組織している商了訊合員に対してば、商

工紐合中央金庫費金を厄l]用すること。

5)系統機融機関（農中、信連）および古中銀行の資合を利用すること。

6)県祖失補償契約による滋野の剌用（中金、信連、百万汁 5((1の粋）すること，

7)漁業信用峡金協金の保証制度を利用ずること。

2.養殖漁場の障害物除去事業について（県営事業）

筏施殻が大破し、木材、竹、錯、ワイヤーロープ窄が互にてん絡して名所に沈下して、咬施

殴の復！日にはもちろんひぎ網漉業等にも重大な支間を与えているものに対してぱ、同府の補助

を得て県営事業としてこれら障ぎ物を除去した。

3．真珠避寒漁場の臨時措置について

真珠関係崩場の復旧作業実施のため、鼎宜に支防をぎたしている向ぎがあるのて、この対策

として、本年に限り特例措閥として区阿罰業権（存続期間を35賃： 4月末まてとし）の追加免許

をおこなった。

4. 真珠価格対策について

今回の被害は凡羽、的矢誇地区の仕上漁場と英虞誘地区とは比較的少なく五ケ所、南島、杞

州地区に大ぎく従って本年の浜上げ数鼠は昨年と大笠ないものと考えられる。むしろ脱落した

作業具の投殖年次不明と衰弱による処理のための浜．上げ凧は昨年を上廻るのてはないかと思わ

れる。

反而、明年以降の浜上げ昆は減激ずるものと予想されるのて、業界えの影罰は明年に至り深

刻化するものと考えられる。

一方其珠輪出は好況を示し、将来の珠不足を見越ずとき、その価格は上昇ずべ翌てあるに拘

らず、現実てはむしろ低下の額向を示し（特に 5~6mmか安い）ている。これは災害復旧費を

含む賓金繰りのため、売り急ぎをすることが大きな理由と考えられるのて。この対策としては、

全国衷珠漁協の行っている、共販事業の活用を図るとともに、恒久策としては、この機会に生産

計両の励行と、これに見合った、長期生産資金への転換を図り、もって価柊の安定と業界の安

定を図ることに重点をおいた。

5.復旧の見通し

復日資金か円滑に融資されるならば、一部資金の値上りもあるか、明年 4月投殖開始時期ま

てには一応筏施設作業場等の復旧は完了ずるものと考えられる。しかし、真珠蓑殖の基である

日貝については、明年は粗々不足ずる見込みてあるか、幸い、本年産椎貝が災害後も予想外に

確保されている（所要鼠15,000メ保有最20.0001)のて、この椎貝か団貝となる昭和36年に至

り一応復国は軌辺に乗るものと思われる。
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真珠関係災冑復旧所要資金潤
-----、 _ _ _ -

種 別 i数情金額 1 備芍
--＿＿＿_＿ t 

＾＿＿―-一~-
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39,000台 649,DOD千円

i 
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I 2,0隻， 27,ODO

1 2. 1 37,500図 l,425.000. 
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地区別真珠筏数汁両表 （昭和35年度以降）

- - -…-------
筏 数 減 枠 数 I35年度計画筏数

．――-------- 1 --- -- ------ - ----------- -‘‘-----------------＿＿ _--- -------_＿_ 

37台

187 

14,816 

3,002 

i 1,512 

527 

20,081 

I ____、1―-----

34 年

4,537台

6,687 

45,516 

10,502 

5,612 

2,227 

75,081 

4,500合

6,500 

30,700 

7,500 

4,100 

I, 700 

55,000 

6.漁船保険金支払

被害 5氾梵 412,711千円

1.漁船保険金早期支払

漁船保険金早期支払のため損害保険、緊急査定が次のようにおこなわれ、それそれ次

のように支払れた。

捐害緊急査定 回

回
1

2

 

第

第

r
~

、
し

昭和34年10月 5日～10月22n（水産庁 3名、中央会4名

// 11月 4日～ 7日 （水産庁 2名） （水没地帯）

昭和34年11月10日現在支払状況は次のようにおこなわれた。

支払状況

査定状況

i全損

1分損

加入

被害

450件14,700千円のうち250件7897千円……支払済

981 件 13,750千円のうち 90件3687千円…•••支払済

74組合中

1433蜆中

50紐合査定済

972隻査定済

なお、その他のものは、昭和34年12月中に査定および支払が完了した。

2.共同利用の小型船建造

各共同組合の小型漁船の建造は、 20組合に対し次のように建造することとなった。
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対須 20組合動力船400箆佃動力船 1.000危

I 
建造隻数 1400隻x--＝466隻

3 
3.悔船建造資金融資について、この466害に対し菌の補助 (80%）をうけることとした。

漁船建造資金の融資については制度金融を次の鰐準て利用するように指導した。

天災融賓法 ｛1.無動力船の建造取得の資金
2.動力船の修理資金

公庫融資（指定災害融資）

三、災害に伴う漁業金融対策について

伊勢湾台風災害復旧の汽金計両は次のとおりてある。

—,--

部 門 別 被害総額 1復1n資金'
資金計両

天災融沢公hl瀑軋資 1 系経＿＿，般 l中小企業 市中金磁
融 l'i I系統磁汽；その他千円 千n— 手訂 千円ー一下1訂―• •-••一• •-- -千門

漁 港 l,459,892il,022, 000l(90％国19卜補励）1 178,0001 102,000 

漁船 412,7111! 611,0DD! 213,0□0i 300,000 98,000 

共同利用施設 51,30il 138,000 I 47,0001 I I 91,000 

真珠孜殖関係 5,406, 1021 2,784,000 192,000 980 000| 628,0001 400 000 584 000 

のり袴殖関係 608,970 608,000 393,000 : 60,000 155,000 

その他の脊殖関係 55,00□I 55.DO□I s.oool I I I 47,ooo 

脊鰹関係 I 355. 2401 355. 0001 9. oooj 56. oool I I 290. ooo 

漁具 I 429.451 I 429. 0001 240. 0001,o. 0001 30. ooo I 139,0DO 

水産加工施設 I 663,6361 469,00DI I 166,000 100,0001 203,000 

その他 i :63,202 30,000 20,000 
漁協事業資合分

5 000 5 000 

I (28, 00切
合 '計 9.705.50516,501.000: 1.103.00011.747.ooo: 723.ooo: 500.oool 1.n4.ooo 

~·~----•-----~^••~ 
註 ① この表て復11.1汽金と汽金計両の合計額か一致しない理由は漁港の国1中袖助額ば含んていないため

である。

R この表の野金計両欄中天災磁軒についてば、 現行法による藷蛉賓限良15万円て符定したものてあ

る。

第八節民生安定関係

第一項生活保護法の適川

a.一般的共通事項

差し当りの4活雄持のため、災害救助法の規定による救助が仔われたのてあるが、特に、次

の市手について、適用期間とワクに限度があるのて、その期限経過と対象にならなかった、要

保襄者のうち保護を要する者を、早期に発見ずるため、福祉市杯所地区担当員を動員し、地域

民化委員の協力を得て、調査を行い、生活の安定をはかるようにした。

I.炊出しおよび飲料水の供給

2.被服寝具の給与

3.住宅の応急修理
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4. 疾寮および助産の衿付

5.収容施殺の供与

り地域別事項

厚生大臣の派詞を受けて、災害救助法の規定による救助の期間が延長された地域1ま、大休に

おいて被害の激しん地域てあるのて、救助の期間が終了した日以後において、地区、またば、

町村毎に瑶祉事務所において、生活相談所を設げ、要保痙者を早期に発見し、住民の生渚安定

を図った。

第二項 庶民金融に対する野金あっ旋（被災労働者）

災害労饒者に対する救援たちあかりのための応急資金を、次のとおり労働金庫を通じて貸出

すものとし、これに要する資金は、政府低利笠合を借入れ、これを労働金庫に貸付げるととも

に、一部を労働金庫の手持資金によってまかなうものとする。 その貸付終額は、 177,500千可

を予定した。

a，貸付計両の内容

只全体貸付総額 137,500千円

(I) 労懺者住宅応急補修資金抒付

抒付額 39,500千円

被災労鋤者の住宅の応急補修のため

貸付半壊戸数 340戸

ク床上浸水戸数 750戸

I戸当り貸付額

半壊 1戸当り 50千川（総貸付額 17,000千円）

床上浸水 1戸当り 30千円（総抒付額 22,500千円）

(2) 災害による打合遅欠配に対する応急対策資令

抒付額 45. 000千円

ー市業て再開不能および2か月以士わたり市翌再間国難な市業所の従業員に抒付けた状祝ぱ

32市業所て従業員はI.500人におよんだへなお、 1人当りの貸付額は月 15千口の？か月分てあ

る。

(3) 被災労鋤者立上り資合費付

被災労罰者か緊包に立：l-るための汽全を抒付けた抒付額は 53.0000千1汀てあって、 その対象

となった、貸付労働者数は10,600人におよんた。なお、 1人胄りの貸付額は 5千可てあり。

これら貸付金の地域別状況は次のとおりてある。
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．ー—---—ー・・— -- •一—-—- -- --------------- -、 - --- ---~ヽ-- -------―---

！北勢II加 1,l塾地［ぺ！南勢地凶 紅I+It鷹［KI[）賛＇iし「 計
！ -- -------- -----…- - --- ------ ------------------ ---- -- -- --------------------- -------- --- ------c~ 

-- ＿ー～ 貸付額 1 •TI lI ーロ 『1月 丁Iり 手！叶 千円
¥ 77 500 16 300 3 1 000| 8 80CI 3 900 137 500 

貸付種類 I ----------一-- ----------- -~ ---------~-、-—-~---―~~ -~ ~ ~ ~ ~ 

①譴者（［国心袖修資令額 I22500丁ド］ 5 300千1-］|7 800丁1月 2500千「`:I二〗 39悶l 

半 壊 1 戸丁□ 戸千閂 戸千＇月 戸T戸 戸□11 戸千円
I 15Dx5Df 40x5Dj 12oxso 

l 20x50i 10、メ諷 340 X 50 
i l '  

け、 ヒ 浸 水 ； 7 500丁ド］12 000丁円16o:丁・II{ i 000了刀 500TI叩 17:千円
i i 
， 戸丁I「h 戸丁I「II 戸丁I「］ 戸丁—ー［l, 戸了円 戸千円

500 x 301 1 10 x 301 60 x 30i 50 x 30 30'< 30'750 x30 

15,0DOH「13, 300•「 I'll I,BOO丁円'1,500 T I叶 900 f |-I] 22 500千円
i l l - ------------ ---- -- ----- ----------…•----- - --…-----------
i i I I I R 災古による竹令遅欠配に

対する応芯対策資金
30,000丁釘 '13,200丁’'!Il,800了1月' -: 45,000千円

i l : i i 
市業再開困咄及び閉鎖 i9市業所 i 8屯業所 5市業所 i 32事業所

， 
人千円l 人T：り 入 丁 円 人 丁4月， 

市業所の従業旦に貸付ける 11,0DDx36I ・1 440;<30I 60v3DI ・1 L500x30 
l 

I I l 丁！［1 | 千両
25,000千円 11,000千且1i 10,、̂004, 500丁□2 500T I-[1 53,000 

R被災労働者＼乞しり賓全 l人Tド1 人千円 人TIL： 人丁円 人丁円 人千円
5,000 x 5 2,2000 ¥ 5 2,000 x 5 900 x 5 500x 5; 10,600x 5 

I l '  ~• ~ ~.. ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~."~ ~."~ ~ ~ ~ ~ • " ~ ~ ＂ ~ ~ ~ "~....." • 

第三項 ltI滑肛町l:．賢金の代付

被災者に対しては、別途災害救助法に基く生業資金の貸付(420件 4,971,200円）を行ったが、

―I分とはいえないのて、 国庫の高率補助を仰いて、昭和34年10月肌眺会にI.ODO万円を予算に

計上し、昭和34年12月、県議会決議をえて更に、 3,336千円を追加して、 被災者の戸立更牛を

促進するため、限社会福祉協議会を通して貸付を行った。

針利率 3分

償還期限

貸付限度

•最高 4 か年

最高 5万門

貸付状況は次のとおりである。

生業資金 196件 9.065.000円

生活資金

支度資金

計

138件

1件

335件

3,970,000門

15,000円

13,050,000円

第四項 周子福祉腎金の緊急1？付

り災門子家庭に対し、その住宅補修野金を始めとして生業賓金、市業継続野金貸付金として

'0.000千円の予箕を計上し、昭和34年11月叫こ貸付審議会を開催して貸付をおこなった。

なお、日子福祉資金貸受者てり災により、償還金を支払うことか困難になったものについて

は、 1年間償還を猶予した。
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第五項要・保 謹 児 窮 対 策

a.特別児章巡回相談調杏班の派翡

今回の台風により特に人的披宝の多かった地区に対して、中央児童相談所、児羞『福祉司n子

粗談員穿による相談、調杏班 (2名～ 3名て編成）を派店し、要保隈児事およひ［］了世帯とな

った者の凋査、相談に応し、これら 0)ものに対し必涙により置麗施；；受、「］f岱へ入所または里

親委］［等適切た措附を講した。

各地区別派翡計両は方の通りてある。

北勢地区 延25回

9七勢地区 /; 5回

南邸地区 バ5回

b. 孤児の育成強化

合風により親を失い、所謂合風菰児となったもの1ま41名を笠し、これら菰児の保罵状況ぱ、

紀勢地区 延5回

伊賀地区~ ，'つ同

下記の通りてある。これら児帝の保駕育成については、中央児京相談所係員、所轄児京福祉司

か保部先家庭を定期的に巡同訪間し、秤々の助口指導を仕えており、現在ぱ芹したる間閻もな

＜満足すへぎ状況にあるが、児窟の成長とともに、秤々の間間が'Iずるものと」£-序見される。

狐児に対し、災古穀援金の内から、各ID万i打を育英汽合として交付し、その他救尻物費を贈

り、物心両而の立直りを希求した。

兄 姉 親戚従姉 t 就職丸

17 4
 

11 

第 六項保脊所設骰

（イ） 臨時保育所の没岡

災害復Ill事業に保護者が従市↑るため、その監蒋している乳幼児の保育に欠げることが多い

と円われるから、殺買主体たる崎該市町村に対し、精梃的に臨時保脊所在設附し、これらの児

童に保護を加えるよう指導した。

これら保育所の人件費に対し、 3/4の国および県費を補助した。

なお、地区別殺置数は、次のとおりてある,,

北勢地区 9か所 紀勢地区 3か所

中勢地区 7 ;/ 

「竹勢地区 10グ

伊賀地区 1 // 

計 30グ

第七項 It活相談（指祁）実施

(I) 北勘地区
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そ名市

木佐岬村、長島町、多度町｝

① 北勢災害復菰事窃所に専任職員を置芸、市、町、村、民生委員の協力を得て、被災者

の生活相談に当った。

長期避難所についても同様の措謄をとった。

R期間

昭和34年11月～昭和35年 1月（またば 2月）

(21 その他の地区（一般的市項）

① 各市、県福祉事務所に生渚相談班（仮称）を設庁、特に被災者の牛茫相該に当った。

R期間

昭和34年11月～同年12月

第八項消防施設の応急策について

1.桑名市、多度町、川越村については、被害をうけていない地域の消防施設を一郭配置換

をして、防火対簑を講ずるよう指導した。

2.長島町地区にあっては、一部北部に機械器具の完全なものがあるのて、これらの機械照

具を重要糊所に配置し応急策を講ずるよう指喋した。

3.木苦岬地区については、全滅の状態にあるのて、非常の場合は、隣接町村の応祝を求め、

応急対策を講ずるよう指導した。

4.各地域における応急設閻を必要とするものは、次のとおりてあるのて、早急に、この設

置の実現を図るよう指尊した。

木麿？岬村 消防式ボンプ白動車 1合

可搬式ポンフ゜ 3合

長島町 消防ボンフ゜自動車 1合

可蝦式ボンフ゜ 3合

桑名市 可搬式ボンフ゜ 2合

芙杉村 可搬式ボンフ゜ 2合

5. なお、右の被災地域における消防施役の幣備についてぱ、特別法が制定ぎれなかったの

て、国家消防本部に対し、応忽整術を叶るへく交渉の拮果、昭備補助合か交付されたっ

なお、明年度の軟備事業を傷先位に取り扱った。

木曽岬村 可搬式ボンフ゜ 4台

芙杉村 可搬式ボンフ゜ 2台
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第九節教 育 関 係

第一項学校の再建

1.被害の概況

/11 被宮総額の中、 7号台風によるもの 5校で、 4,951.000円てあって、 その内訳は津工

業高校の没水による機械士本、電気各引の設備、 校舎被害が一酋大ぎく、 他は校庭の上砂流

失、圧くずれてある。

(2) 伊勢湾晉風ぱ原立学校のほとんとか被害を受げ、その被害額は97,896.300円で、その

中主なるものは

仝壊

半壊

伊勢 l業高校機被利上場 木造 520平方米

伊勢高校体育館 鉄骨造 190 グ

明野砂校」：作室 木造 177 ‘’ 
桑名高校本節 木 造 1672 ‘‘ 
水産高校本館 木造 885 グ

限日市商業恥校剣道場 木 造 1125 ク

人破ては、志摩、 I― 9，羽、明野、相可、四日巾、宇治山田、長島各高校か特に誌大な被内を受

けている。

(3) ｛ー地は f•他の涜［月による被雷か多く、」＿作物ては、自転叶吋討場、塀、連動部屋等の1涅l

壊か主なるものてあって、設備は、雨紐、没水による教科備品、一般備晶の祖古てある。

昭和34針一度発生災吉復1日国庫貨担事業一覧 （県立）
--．．．．．．一--●-●●●ー●●●●● ーー．． ＂＂＂＂ ―-建....-----•----•ー．．．．．．―-．．―-一••- .-•…---~ ~ii・— _--． -—- •, —--•`., --

--- ---------- ---- 物 ' i建物以外ー••--•… ,_…•-.［・地 1 設備＇
学校種別 I学校数 要 新 第 I要袖修 I― 9のエ作物

令__^ J衷＿＿ ＃ 壊 ！大破以 1•I 復―•III―復 lH 履 lI-1 工事抒

坪数Ii:．事費評数l工事舒工車抒工事費工事費工事牲
平方米 千円•―平方米＇ 千円 午臼 千内― --•--• 

高等学校
I 千円 千円 千1月

35 1 567 17, 993 2740 47, 532 36, l29i 2,655 5, 495 6, 965 1 1 6, 769 

盲学校 1 I I 1 1831 182 

ろう学校
I : 

'I I ！ 
I I 1, 000: 

I 15671 17.9931 27401 47.5321 37.3121 

I !，000 

計 371 15671 17,9931 27401 47,5321 37,3121 2,6551 5.4951 6,9651117,952 •-」----•--• _＿＿1_． I I_- ^-•-]-—•--•--•__j__ ＿_＿. 

2.復旧対策

(I) 改良復旧を行いたいものとしては

桑名高校 本館 2763平方米 木造を鉄筋造に

水産高校 本館 945平方米 木造を鉄筋造に

(2) 他に復旧事業の主なものとしては

炉勢高校 体育館 690平方米

伊勢工業高校 造船建築科 903平方米

等てある。

鉄骨造

補強修理
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(3) 被害総額に対する事業計画の割合ぱ

事業費 117,952,300 
被害総額 97,896,300

-i20,4％となっている。

(41 右の総事業計画は、左記の基準により 34、 5両年度にわたって実施した。

（イ）

（口〕

伊勢高校体育館復旧事業は34年度

大破以下の被害を受けた学校の原形復ii:］事業は34年度

市い「『村立学校施設の再建について

伊勢湾台風 (7号台風を含む）により被害を受汁た市均村立短大、小、中学校（公立の幼椎

園を含む）の施設設備て災害復旧事業として再建計画を打っているものの内、国庫袖助事業と

して設樹者が計画しているものの事業費概数は、次のとおりてあり、

昭和34年度発生災害復旧国庫負担事業一覧 （市町村立）

--/丁―廷'------- 物 ，建玩以外＇ユ Jし ヒ

学校
|-―_＿_＿＿．- --—＿ー―-― -—-—-—-土地 認 伽

校 i 要 ＿新 褒＿＿＿＿＿^ ＿＿夏袖修 ＿＿＿—＿＿-i のエ作物__＿＿--ー．＿工事費
種別数全 壊半 壊大破 以f復旧復 1日11及旧

、 1
-―_＿＿＿坪覧＿ーエ．盃―費1坪数9工―承―費！土事―費_:!L璽璧．」こに事＿費」工団費 I

平方米 円平方米 1月 I'、1 「「1 円 円 9月
幼稚園 1 6| o oi 294 3, 590, 000 644, 100 0 140,000[ 9,404,600 5,778,700 

I 
小学校 231'5, ss61 96,309, ooo!s, 7961229, 940, oooi 142,742,3□01 lo.875, ooo! 3,205, oooj37, 255, 200:,00,326,700 

| | 1 

中学校 i25 4, 068 68, 1 58, 000:4, 947 80, 6 1 0, 000 74, l 25,400 8, 102, 300; 4, 1 7 1, 200 1 7, 766, 800 252,933,700 

I i I I ___ I _I _I J 
大 ll Oj Oj OI OI 308,iOOj 

! 
O'o  o, 

36319. 9541164. 467.000114,037'314. 140. 0001217,819.900118. 977.3001 7.516.300156.426,700j689,347,200 
!, | i I - | ---•· -----—^- -―----、--- ---- - ---. ----------<．"  • ~ " ~ 

短
308,100 

計

国の方針に晶1jって、店臼度 (2か年以内）に出姓をする 1_＿I標のもとに

I. 全半壊の校舎は極力改良復旧をする。

2.校舎、設聞の復旧を役先して行う。

等を取上け、再建計画を樹立せしめるとともに、

か獲得てきうるよう要諮した。

これらに対する底率の国庫補助および融資

なお、小災害に対する復1日についても、右に準して白己負担にて再建を行わしめる方針とし

た。

（県立人学）

1. 台風後の復旧計画について

今次台風による建物および設備等を含め、被吉総額ぱ、 26,878,000FIJに上り、各学部に区分

すれは本濁628,000円、医学部641,000門、水産学部2,518,000円、津病院3,256.000|］、闊茶屋

分院8,181,ODO円、塩浜肉院11,654,000円てある。

特に、病院閲係については、息者の診咲に支障を食たさないよう、応恐修理に全力をそそぎ、

本来の使命に外喩;tりなきよう手庄したゥ

小i：艮の修理に止めた"

また、屎形復1日については、業務に告応りないよう最

- 382-



第二項 樅災児巌、 生徒の就学対策

小中学校および盲炸学校閲係

l.児童および生活困窮家庭の児童、生徒対策

(I) 孤児について

今回の災害により孤児となった、児童生徒の数ぱ、県下で、次のような数になっている。
9ヽー一 ~ ~ ~ ， 

小 学校 中学校 i

------―----—--•-•l~I 合男 I女 I 計男女計
l 

＇ 

. _....7---••--. -.ー-J
＇ 

I 
i I l I 4 I 5 

3 ! 2 I I 2 

2 ! I I 2 I 3 

＇ 
i 6 I I 
； 

I 

4 

16 i ] 6 
; 1 -- ~ ~ ~~．~ `” 

計

1

2

3

4

 

3
 

5

6

計

2

4

,
：

3

0

 

ー

2
 

1

6

 
10 26名

これらの孤児については、現在不安定な生活状態かそれらの児童、生徒の教育の而に大苔な

支障をもたらすことを考え、早急に里親あるいは、保護施設への収容対策を講ずると共に、そ

の間における、教育のプランクを少なくするよう、配慮することに重点をおいた。

なお、埒来、それらの児棺、｝上徒については、学校と 1且親、保護施設入かかI分協力の上、そ

の 1闘在的菜11~かもたいず、教育上の間題を懸念して、長期に亘りよく見守り指導して行く方針

である。

(21 生活困窮児童、牛徒について

罹災による生活困窮家庭の児童、生徒に関しては、翡［および各地域の社会隔祉機関と 1一分連絡

の上、見準に適するものについては、生活保護法の適用や、準援護補助を受けるよう配慮する

とともに、それらを含めた1活困窮家庭の児竜、生徒の上に打来起り得る教育費文払不誌、長

期欠席や、またそれらのことを原因とする、精神的ト安定等より社会への影習等の教育間題を

予想して、各学校においては、その家庭や関係機閲とよく連絡の上、個々の実清に即した指導

対策を講して行く方針てある。

(3) 高校進学生徒について

中学校卒業1：のうち、高校進学を災害により仕活困窮となったため、断念ずるものも出来てく

るもようてあり、これについては、育英会の貴位制度を活用するよう指導するとともに、この制度

における育英釘□給IIいわくの拡人とその増額について、閃係機関を通して中央へ要望した。

（別品）

2.盲聾校児学童、生徒対策

現在罹災に伴う、白、 9昂学校、就学奨励位の段階変吏を必要とずるものは、次の大のとおり

てある。
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段階変更を必要とする児嶺、生徒数

6

2

0

 
0

8

 

1 段階――→ l 段 階

m 段階――→ I 段 階

皿段階~ ］段階

受けていない児屯、生礼→ I段階

計

聾

小 L I•: ’̂パ
1

4
 
•. 

L
 

-
L
ー 計 9」ヽ

7

4

2

0

3

 
ー

7

5

0

釘

)

2
ー

0

1

2

0

3

 

2

1

3

 

7

4

2

0

3

 

合

6

2

1

1

0

 
ー

計

2

1

3

1

7

 

2

1

3

 

0
,
5
0
 0

4

 

ー

この点に関してはした，，関係機関を通じて、その段附変史を甲請し、それらの児箪、 1徒の

就学に文防のないよう配慮

高等学校閃係

伊勢湾合風のため就学に困難を来した高等学校：l_徒は相当数にのほり、被災直後、桑名高校

10名、四日市丁業 6名、その他合して30名程か学校に以学を中し出たか、その後学校の指導と

保詭者並に地域社会の協力と努力とによって、種々の困難な其情を克服して、就学を続ける方

途を講したため、実際の退学主は、桑名高校の 2名に止っている。

以上のほか、今次災害によって衣面には出ていないか、今後就学を続けることの至って、困

難な生徒が多数潜在することか考えられたが、高等学校は義務教育てないため、退学生徒を絶

対出さないよう処理ずることは、不可詣てあるか本人の自覚を高め、父兄その他の関係各位の

理解と協力を求めるとともに、育英奨学の制度を最大限に活用し、更に、授業料の免除ないし

滅額等の措僅を坂ることによって、生徒の就学を推進するよう指導した"

罰 考

I.背英会の奨学資金について

日本育英会より、今次罹災生徒のため、閾等学校在学中より 305名、明年度高校進学予定の学

中 3年在学生より、予約生40名の増具か認められたのてその人選を進めた。

2. 授業料免除減額について

県において罹災よる就学困窮生徒に対し、授業料の免除並に減額の方途を講じ、県下各高等

学校より申請のあった、授業料免除希望者全日制約320名、定時制120名、授業料減額希望者全

日制400名について、実情を検訂の上、その希望にそい就学の安定を期した。

第 三 項
'，‘、9,

f• 校 給 森

被災に伴う学校給食末実施校ならびに、実施てき得ぬ原肉ぱ、次表のとおりてあるが、それ

ぞれの原因を除去して、可及的速かに実施するよう、関係市町村を指導した。

なお、被災により新たに、準要保護児童生徒になった者の給食費については、 2分の 1の国

庫補助かあることになった。
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，．  

給食末 実施校 I 木実施の原囚 実施f正），JIl
,,,,,,,, __ " _____________,, -~-----------,,,,,,,,,,,, ---

桑名市精義小学校 警寮機動隊の炊事室となっている 35年 1月20日

ク 立教小学校 城東小学校が人つているため 2部授業 '12月上句

ク 城東小学校，校舎半壊のため立教小て授業 9 12月ヒ伺
（立教小で実施）

ク 日 進 小 学 校 ， 没 水 の た め 整 備 てきず l2月上句

ク 修徳小学校 1 浸水のため 12月上句

=.，r［郡）II 越 小 学 校 避碓所となっているため 2部授業 ！ 12月上句

四日市納屋小学校 ク 1 35年 1月末日

桑名郡長島小学校 没水のため 1月上句

ク 長島南小学校 I " I 1月上句

ヶ 長島北小学校 ;; ! I月上句

ク 長島伊曽島小学校 校舎全壊のため 35年3月

第四項文化財の復旧

I.国指定文化財については、国庫補助金の交付を得て、残額のI/3を県費補助金として交付

することになった。

2.県指定文化財については、総工事費の1/2を県費補助金として交付することにした。

（注） 伊勢湾台風災害復旧工事の県特補助金

総 工 事 抒 団庫補助金 i県費補助金 I地一元負担金
-------～ - - ------ - ----
円 円

国指定文 化財 985.000 
円

689.ooo 
円

91,000 I 199.ooo 

県指定文化財 441,000 i 441,UUU I - I 220,000 I 221.000 

計 I 1.426.000 I 689.000 I 317.000 I 420.000 

------―-- - --- -----

第五項社会体育施設

社会体育施設の災害状況は、次表のとおりてあるが、国庫補助金の交付を得て、 34年中に復

旧事業を完了するよう指導した。

種 別 l件数
~..,'"—…------ --- ---------------------

テ ニスコート 1 
； 

グ ランド 1

--

I 被害
I．．．．一―-一

金 額

6件

3
 

9

T

 

プ

ト

り

Jレ

迅

撃

計

場

場

12 

1,914,000円

953,000 

104,000 

47,000 

22,000 

3.040.00 

---------~-·-•一—·-~-~―”~~~、一

何れも建物、土地、設備、工作物に対する被害額
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社会体育施設市別復旧事業費一覧

巾 名 件数 国庫袖助金 1 iij 1『 i 計
~ ~ •一•-•-•~ "~．．．」.----'"-…---""---------- | 

143,0001 157,0001 ~000001 対象外 1 件を含む
12e.ooo I 12.000 I 200.000 !対象外！件を含む

646.ooo I Js9,50o I 1.01s.soo 対象外 1件を含む

066,000 I 434,000 I 1,300.000 

3 i 69.ooc I 75.500 I ,.,.soo 対象外 2件を含む

C [ C0,000 j 80,000 対象外 1件分

12 ! 1.852 000 1 1 188 000 1 3 040 000 1対象外 6件

I ""~ ●●ーり" ― 

備

桑名 l廿

四日市巾

松阪 ''i
伊勢巾

上野市

尾跨市

計

2
 
2
 
3
 

考

85,000IIJ 

8,000 

47,000 

41,000 

261,000 

（注） 被害額 1件 i0万叫未滴は対象外とする

因I9闘Ii助率2/3とし、残余は市野とする。

へ、社会教育施設の復旧について

伊勢誘台風による、社会教育施設の被害状況は、次表の通りてある。
•-

種別 i件数被害額 I 備 考
""~•…- - •---

公民館： 102館! 30,410,000円，全1襄 6館、半壊 7館

図書館 5... j 2,926,000 I 

計 1 113 33,336,000 

- ----------------~--

右被害施設の復旧については

1.政令に基く激じん地指定靡町村のうち、特に被害額か甚大であるものについては、次の

通り国庫袖助金の交付を得て復旧事業を行うこととなった。

年 艮 別tぶも

館

即

民

杏

民

公

図

公

r
i
,
.
j
 

ば

炭
年

年

4

5

 

ゥ

数
＾
▲
 ’

 
,
1
 

事業総額
.... 

5,815,050円

2,130,000 

I, 708,600 

------------------・ 

内国印袖助額

1,910,800円

389,000 

826,700 

2.他の施設については、市町村当閲及ひ関係者に働きかけて、再建を速かにはかるへ＜措

固した。

第十節衛 生 関 係

弟一項被災水逍施設、環槌衛生施設の復旧

a． 上水道対策

パ汀甲村、長品町、桑名市の一部雰の北勢の市町村は、全滅に近い被害を受けている。この

地区は、木曽、如良、揖叫） ］ー入河川の疏域に位するため水質か悪く、上水心、伽易水道等の

給水施設は県 1、て最も吊くから究備されていたのてあるか被災後は、全く飲料水に困却し、水

道施設の吊期復旧か必要とされた。水道施設は公営企業的な性格をもち、給水区域を拡大し
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給水人口増加に伴い、事業の経営は円滑に運営されるものてあるから、被災施設の復1日に当り、

特に、この点に閏意して計画を進めている。木苦岬村については18か所の水道施設か散在して

おり、今回の災害により、施設か全滅したのて、この機会に水源を一元化し、現在の配管を十

て総合復旧を行い、水羅の確保と符来の管理に留意した。その他の地区については、一応原形に

分利用し復旧して早期通水を計った。なお、被害激甚地にして、飲料水施設としての井戸が破

壊されたり、海水侵入のため塩水混入して飲料に適さなくなった地方、すなわち、長島町伊曽島、

桑名市深谷、飯南：r『横野、浜島町、南張、尾鷲市梶賀、熊野市須野については、水道施設を新設

して、飲料水の確保につとめた。これら災害復旧に対ずる、国庫補助金申請の査定は別表のとお

りとなり、いずれも1/2の補助金交付を受けることになった。工事については、木曽岬村統一計

画と新設地を除き大半か34年I0月中に完了し、他の地区も35月 3月初旬に本復旧が完了した。

上水道関係災害復旧地区別調書

-~.. ------..  ~... 

市町村 名 地区名 計画給水人口 現在給水人口 i財務部最終決定額
••• • -- 9 -

楠 町 全 町 ' i.500 l 3,100 I 2,s39 

熊 野 市木ノ本町 ！1.000 I 8.soo I 858 

北牟婁郡長 島 町 全 町 12,450 7,300 821 

津 市津 91,soo I s,.ooo I 6,000 

計 i 135.950 I 81.520 I 10.518 
·-、~.._,  __  

第 二項消帰関係の対策

1，清掃関 係

県下全域にわたる強列な風速と栄雨とによって、消掃施設の被害は甚大てあり、汚物の流出も

末苦有の量に達した。翡掃関係の災害復旧は罹災地住民の健康管理と生活安定のため環境衛生

災轡渭掃施設、清描事業復旧国庫補助指令額

む＂
、？ コ＂

ー
才
~ 施 設 清掃事業

市町村名 Iごみ焼却場 1公衆便可芹火葬 場
-- -----_ ＿＿袖助指危額 袖助指令額補J功指令額 合-- - -- ---

i 
， 

四 日市市
, | 

瞬．333I 20 I. 500 I 4DJ, 300 i 1.468, 333 四日市市 2,809,138

伊勢市 i l28,000 128.000 103,875 
： 

伊 勢，h
松 阪 市 120.000 I I 1 120.000 桑名郡長島町 461,000 

烏羽 mI 676,666 ！ 

676.666 I JI! 越 村 727,000

迅節市： 2.661.000I I 1 2.667.ooo 木曽岬村 651,000 

熊野 市 101,000 ＇ ,UUU 1 1 I 101,000 i名張市 I 250,000 

浜 m 町 BOO.000 I 西．． 800,000 I, 桑名市： 2,225,986， 
上野市 106.000 I ,a6.ooo 鈴鹿，廿 I,00.000

北牟嬰郡長島町 I I I ,o.ooo 
l 

90.000 

川越村 ！1.0,6.000 I 1.046.ooo 

楠町 160,ooo I 160.000 

木曽麻川村 430,000 ! 430.000 

飯高 町 460,000 I 

i 
計 1,i 

I 
I 8.335.999 I 
i 

― L __----ー----------------------------- -̂-、___J 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~. 

市町村名 i清掃事業
ヽ．．袖助指令額

463,000 

計 7,357,999 
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L •[I もゆるかせに出来ない問題てあるから、県においては、関係市町村を督励して、適切な

対液の樹立と活発な復刊！活動を促進せしめた。国においても復旧対策として、 I|]は、 20万円以

上、町村は Ofil月以上の復l日伐に対し、 2分の 1ないし 3分の 2の国庫補助を決定、復輿する

ことになった。

I.清掃施殺災害復旧費

査定の結果国庫補助額

2.渭掃事業災害復旧費

査定の結果国庫罰助額

？．へい獣処理事業

37,095.200「[]

8,335.999円

41,026,282円

7,357.999円

伊勢湾台風の発生と同時に各地にへい獣の被害があり、昭和34年10月25日現在に於て牛668

頭、馬2頭、豚1635頭、めん羊山羊345頭に達し、そのため、県で各保健所を通し関係市町村

へ、次のようなへい獣処理方針を指示した。

I.処理方針

イ 移動し得るものについては、適当な場所に集めて処理する。

ロ 移動し難いものについては、その場て個々に処理する。

2.処理方法

イ埋却

2mの深さの穴を掘ってクレゾール、 BHC液及び石灰を撒布し士砂をもって覆ふこ

と。

ロ焼却

0.8巾の穴を掘り薪を入れ、ロスト Jレ、鉄板を隧き、へい死体をのせ、その上薪を四き

直油Aをかけ、それをぬれむしろにて覆って焼くこと。

以上の指示をし原にて、へい獣処理班をもうけ、現地の指導にあたった。処珂頭数及処理事

業費は次のとおりてす。

へい限処理 頭 数

処理号lj I ¥ 
l 

l処理頭数

巾I町村名 i 馬
-- ---- --- ----

！ 
桑名郡木怜,,川村 9 354 

ク 艮 島 町 413 

桑名市 129 

て直郡川越村 197 

即却！ 焼 却
----.—~ -● -•—- -•ーー・ーー ・ ーー、 ---● ； - -. --●-● -●-- . ·• . -• ・・・・・-,---

'I i II余 i且I‘（＇めん‘{ ！鳥 叶 i豚！山 ‘f めん浮| 
~~~ • --．--. --..．．---.  ---

I 
-i - 129 2161 叶

161 351 - - 195 161l 6 

28 169 - I 1 66 621 1 

へい［＇訣処理事業費

巾町-村---名-------支---出- 額
国1中袖助額

桑名郡人曽岬村 621,000円 414,000円

； 長島町 692,000円 461,000円

桑 名 市 278,785円 185,856円

一三重郡川越村 489,598判! I 326,398円
9ヽ ---------
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第三項伝染病隔離病舎対策

古摩郡にある県立吉限病院に併設の、南郊伝染病閤離病舎紐合のものと、大主町忙隔離病舎の

2か所があり、大王町のものは全壊し、南部組合のものは、半隈し、使用不能となったので、

この機会に統廃合して、南部組合のものを改良復旧することとした。

なお、 I緑離病舎復詞叶両は、次表のとおりてある。

闊離病舎災害復旧叶両

志1伊郡南部伝処約院 組合隔離病剣志胴郡阿児町鵜方

桑名市伝榮病協離病舎桑名市大字柳原

伊勢 市 伝 榮恥隔離病舎伊勢市宮後町 790

鈴鹿市伝榮的隔離病舎鈴鹿市庁岡町

―- 1.  

--------------ヽ 9
--

I I I 
I 経舒内沢

尉離店舎名 所在地病1+数1- -- --------------―------| ！役1日年度

l ：支出総額 1袖助対象額1 負担額 I

休 1月1 _＿ド］］•一―何
30 9,070,000 6,243.0001 5,202,500昭和34年度

I I 35年は繰越
26! 4,9n.oooi,.,12,79013,677,325昭和34年度

35年に繰越

301 292'0001 152'0001 126'666昭和34年度

381 1,1.0001 112,0001 94,333昭和34年度
I I I 

＇ 

第 四項阪燎社会巾業の推進

県下て、 495.700余人にもおよぶ、伊勢湾台風の罹災者のうちには、罹災のために生活保護を

うけなければならなくなった人が、 629人にものぽり、経済的、精神的、社会的な諸問題に直雨

して苦しんているので、公衆衛生の第一線機関として、直接、その面に接している保健所ば、

迅速適切に、この問題を解決しなければならないのてあるが、現在の保娃所の、医療社会市業

活動は予算面、人貝面ても非常に不足している状態であったが、ただちに、保他所の医僚社会

叩業係んを充実して、その活動を強化し、各地域の社会福祉主事、民牛委員、市町村役場など

と、一体となって、り災者の当面している、諸間題の解決にあたった。

第五項衛 生 教 育

災害地の住民の饉康管理のため、指導教育が肝要である。このため、保健所を動員して、随

時適切な計画をたて、衛生思想の普及啓蒙宜伝を積裾的におこない、復典への活動の源泉力を旺

盛ならしめることをはかった。

また、復典のための精神的、肉体的な過度の作業や環境の悪条件のもとては、栄盤不足等か

ら起丙して、健康を損ねる場合が多いのて、これらを防ぐための対箱として、飲料水の検杏、

排水路、便所等の消痔環境幣備、寄生虫検杏、結核検診、 n子検診、栄指指心咋の強化を各地

区毎に実施した。
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第十一節労 務 関 係

第一項 公共事業等への失業者吸収強化

I.公共事業袴（県市町村単独事業、財政投融汽事業を含む）特に、災害復1日屯業に対し、

法定数の失業者を吸収せしめるようにした。

2.法定の吸収失業者数を確保するため、エ市請負契約の条件に加えた。

第二項職業のあつせん計両

1 ・被災地離職者屈先取扱い

伊勢湾台風により市業所が一時休業または閉鎖をしたため、離戦した人々にぱ求職四に（災）

の被表をおこなって、倍先的に就職のあっ旋を行った。その期間は叩和34年10月19日より同年

12月31日までてある。

なお、職業紹介状況、職業相談および復罪要員のあっせん状況窄ぱ、次表のとおりてある。

被災者に対する職業紹介状況表

~~- -— 
区 分 l 求職者数 l 紹介数 1 就職者数

男 237¥,。 1 76 

公共職業安定所窓口取扱 I女 198 i IOI ! 84 

計

男

臨時職業相談所取扱 I女

計

男

女

計

計

435 191 160 

38 21 15 

42 31 20 

80 52 35 

275 Ill 91 

240 132 104 

515 243 195 
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霰災者に対rる職業相談実施状況表

I.県、公共戦業安＇所共同て実施したもの
--------------~~-

実施月日； 実施場所
l 

担 当 者 求職者数
| 

I糾介数 1就朦放
一ー 、 り —-”~— 
I I目 | 

34 10_ 12 古

I ~べ 2 男： ： 
l叫 1本山避呼所 i t1t 2名 女 7 I 7 [ 7 

県］男 4

10.21 四[lfi公共戦業安定所 1 

！ ・女 ！ I I : I : 

10.22 

10.23 

10.24 

10.26 

10.27 

桑名市城南小学校

桑名市 II脊？：寺

宮田北望1公民館

四日市市筐所

富洲原出張所

ーロ『（郡川越村小栄校

長島中学校

限

桑名

県

四日市

県

四日市

県

四日市

県

桑名

2

2

 

4

2

 

3

2

 

3

2

 

3

1

 

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

5

6

 

2

1

 

2

2

 

4

2

 

2

8

 

3

2

 

9

6

 

2

1

 

10.2s I 木曽岬対策本郊
i県 2 男 2I 2 I 1 

桑名 1 女 6 I 6 I s 

”””"、----~-一

2、安定所において実施したもの

10.1s I 鈴鹿電通学園避難所

計 I 9か所

四日市

延県

聰安定所

男

女

男

女

＇ 

名

1

3

 

2

1

 

3
 

9
,
7
 

38 

42 

6
 

21 

31 

6
 

15 

20 

伊勢湾台風災害にともなう、各丁＂場へ復興のための労務者あっせん状況は、次表のとおりて

ある。
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災 害 復 旧 } 

プ9 務 者 あ つ せ ん 状 況 表

三 菱化成

日 本揮発

兼 民商店

四日市合成

大宗 建設

平田 紡績

i
:
3
9
2
ー

杉 本

戸 田

四日市海運

四日市倉庫
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7
 

4
 

ーー2
 

3
 

ー

4
8
3
8
6
6
1
3
3
1
6
1
6
1
⑱

8

7

8

7

1

0

8

門
品
4
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3
9
3
6
6
6
6
4
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4
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5
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1
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ー，
6
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3
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|
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~一--月日
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月
日

0

2
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計
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男
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＂

供
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海
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本
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日
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―

日

四

四
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窮八な 功労者に対する

表彰および感謝状

第一節表彰および感謝状

今次のりどに対布の推讃に貞献したもの巳対ずろ }g名および虔謝状の叩扱いにつ＼ヽて、次のと

おり t[しに方針を ',i' ｝I）応れたのて、~―- (!）方釘に 1,lいて次大いよりに政！しおよび知市の砧請1快をお

くった。

第 一 項 功労-打表彰要綱（胃ば1閲「11月19日決定）

第 1 閂訊誇合風の災内に1究して、特に功芳があり、他の模範と認められる諮門休またば伺

人に対し、内閣総理大1百の表彰を中謂ずるとともに、知屯ぱ iu見表彰現則（閂和25し、―屯

肌規則第138号の I)により表彰をおこなった。

笥2 前1項の表彰は、次の各弓の 1に該‘りするものに対しおこなう。

I. 自己の危難をかえりみず、人命の救助、水防その他の汽行を打ったもの

2.罹災者の救助に特に尽したもの

3.医療、防疫または給水雰に特に尺したもの

4.その他、災害に際し、特に袴1『のあったもの

第 3 市間吋長は、 特内において前唄に該崎するものがあると翌める場合にぱ、 紀南支庁

長、北勢地方駐在参事または地方駐在刊参屯を経由して昭和34年11月末まてに知事に具巾する

こと。

第4 この表彰の選考に関しては、三重県非常災害復腿本部会義の審査に附すること。

第 5 この要阿に定めるもののほか、必要な事項は知事が別に定める。

第二項伊勢湾台風災害功労者

に対する内閣総珂大臣表彰

第一項の要綱により、次の団体および個人が表彰されることとなった。

◎ 昭和35乍 3月8日付 m勢誘台風災宝功労者に対する内閣総理大臣表彰

個人 4、 団体 5、 計 9、

桑名市入字江叫214番地

桑名rij人字小凩91酢地

→→且郡川越村大字豊田一色 5番地

尾管市梶賀町43帯地

安 1「l 苫作

佐野闊砧

寺本武男

合本三郎
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二＇重那川越村梢防団

飯南榔阪摩り消防団

名張市消防団

熊野市消防団

志摩都大て叩消防団

第 三 項 伊勢誇台風災古功労者に対する叙勲

◎ 昭子『35年 4月22日付て伊勢汽今風災宍功労者に対tる叙勁か、次の 5名におこなわれ

た。

勲八等瑞宝窄 桑名市大字江場214帯地 安 田 苫作

グ 桑名市大宇小泉91番地 佐野膀祐

‘ ＝咽郡）1|越村人字豊田一色 5番地 寺本武男

勲七等瑞宝誼 尾控市梶賀町43帯地（勲八等） 倉本三郎

勲八等瑞宝章 尾笠市須賀剌町271番地 浜戻 Iム上 • 1 Ir-J 

◎ 昭和35年 4月26日付 伊勢湾台風災害功労者者に対する叙勲

勲七等瑞宝章 多気郡明和町人字有爾中296番地 樋 ロ

第四項伊勢湾台風災害功労者に対する

知事汎詞、表彰状、感謝状等

久男

◎ 昭和35年 3月28日付て 伊勢湾合風災害時において特に功労のあった県出先機関穿に

対する知事買詞が、次のi8名におこなわれた。

北勢災害復典事務局 北勢農業事務所

北勢地方連絡室 北勢農業事務所桑名出張所

南勢志摩地方連絡室 長島農業改良普及所

伊勢県税事務所 桑名農業改良普及所

北勢隔祉事務所 桑名耕地事務所

桑名保館所 桑名士木事務所

四日市保健所 四日市土木事膀所

漁業取締船神島 宮川ダム管理市務所

庶業取締船伊勢 桑名教育事務所

◎ 昭和34年12月25日付て 伊勢誘台風災害功労者に対する知市表彰、感謝状が次のとお

り、おこなわれた。
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個

団
人

体
三重郡川越村

伊勢深台風災害功労者に対する知市感謝状

個

団
人

体
亀山営林署

◎ 

◎ 

白

林

木

昭和35年 4月19日付で 伊勢湾台風災害功労者（義捐金寄付）に対する知市感謝状が

--：重県海外協会伯国支部にわたされた。

昭和35年 6月10日付て 伊勢湾台風災害功労者（義捐金寄付）に対する知市感謝状が

次の団休にわたされた。

在米ご 遣 ク

政

正

ラ

三電県海外協会伯国支部

◎ 

義

信

プ

表

外
74 ] I• 

外 1:;} 

外

外 137

1 2}計

t
 

11=
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．ヽ；：
J

彰

3
1
5
6
 

2

2

 

189 

151 

後記名笥のとおり

487 

状

（個人の 部）

番号 氏 名
------------

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

政 義

覚

治

始

一

郎

吉

七

宏

弘

松

郎

確

行

作

―

―

―

太

静

兵

三

仙

け

林

秀

利

菩

賢

留

進

恵

木

宮

田

美

川

田

山

藤

谷

川

尻

藤

野

村

田

厖

羽

村

藤

岡

村

野

野

藤

田

川

沢

田

佐

谷

比

白

黒

富

宇

長

安

内

伊

水

早

川

伊

日

中

安

松

丹

中

伊

松

中

佐

牧

伊

飯

石

小

大

吉

一

博

武

郎

祐

範

郎

忠

腎

満

市

次宮

勝

喧

一

直

泰

苦

所

桑名郡木曽崎村大字福崎 658

ク ク 大字見入 693

ク ク 大字豊崎 180

9 ク 大字小林 109

桑名市大字三之丸

ク 赤須賀宮本町

桑名郡長島町大字福吉 575

ククク 335の1

ク ク " 4 

ヶ;; ;; 440 

名古屋市北区金城町 3の24

桑名市伊賀町 1827

ク 新歴敷西

ク 安永 5の362

ク 江場 214

ク 大字上の輪

ク 立田町

ヶク 116

ク 安永 2の578

クク 1136

＂ ク 5

，' 大字小泉

三屯郡川越村屯崎新田 77

ククク

住

；；
 

ク

ク

;，
 

ク ‘ 
危尾薪田

ク

ク
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番砂 l 氏名 住所
....ヽ•--‘ヘヽ~•‘" • ~.、t•• …··· ,・・-------~· …~ "" 

29 小 沢 喜久男 三9印郡］1|越村亀崎新田

30 太 田 栄 市 9 9 吊尾新田

31 鈴 木 久 雄 ク 朝日町大字縄生 597

32 岡 田 卓 也 四日市市西町三区

33 向 山 利 明 ク 大字宮田一色江戸町

34 加 藤慎 函 ク 東紡Ill北町

35 I 増 山 英 一 ；； 大字日永 894

36 矢 田 甚之助 ；； ク袋町

37 福 島 友五郎 一志郡嬉野町大字田村 64

38 脇田多賀夫 ク 9 宮古 986

39 飯 田 治 9 一志町大仰 255

40 丸山 利夫 ク 美杉村下之川 1392

41 1 脇 谷 義夫 9 9 ヶ 1800

42 i 谷田 隆 9 クク 1748

43 I Jll 口 政五郎 南郡飯高町大字田引 159

44 橋本政蔵 9 ；；ヶ赤桶 I!17 

45 村 松 市太郎 ， ク ク 粟 野 64-

46 河 合 呂 雄 多気郡多気町五桂 234

47 小 林房 夫 名張市黒田 1414の2

48 浜 広市 尾鷲市須賀利町 271

49 倉本三郎 ク 梶 賀 町 43

5" 岡 村好 友 桑名郡木曽岬村

51 諸戸 一雄 9 9 加路戸 2038

52 加藤誠一 9,'  見入 137

53 丹羽政 男 桑名郡長島町

54 伊藤 義雄 9 9 西外面 1061

55 館 秀遠 四日市市西阿介Ill836 

56 大 橋 原 穂 鈴鹿市神戸地子町 518

57 島岡典教 ク江島町 3134

58 山 中 宗 之 ・三屯郡楠町南五味塚

59 堀 川 忠 つ 沖市乙部

60 田 中 み き 一志郡久居町西鷹跡町

61 I 111 Ill 千 忠 f 津市一身田町

62 斎 藤 悦 子 ，， 出口町岩田 828

63 名 越 成 夫 一志郡嬉野町ヒ小／11

64 中 西 いつ了 度会郡小俣町

65 浜「1 幾了・ クク

66 安岡千代了， ク 9 

67 林久 il：ク 9

68 洒徳早 r'/1 ク 9

69 中谷鈴 f クク

70 西村清彦 熊野市有罵町

71 尾 崎 弘 雄 南牟嬰郡御浜町市木

72 西 岡 彦 ー 熊野市大泊町

73 ] 7E }j 一 郎 l桑名郡木曽岬村近江島 336

73の2 阪 HI 脩 i 飯南郡飯南町大字深野 3767

73の3 i 
I 

寺 本 武 男 1 三重郡）11越村大字豊田一色

l ~-------~-
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◎ 表 彰 状

C団 体 の 部）

巾町 村 関係

i 
番号i 団休名 代 表者名 I 所 在 地
- --- -- ・ヽ・----- ---------------------

I I 
74 三玉郡 111 越 村 1 宮田完 I 
75 ク 朝日町 ，安逹諏て：

！ 
-“/—'”~ 

自治会関係

番号 団体名 1 代表 者 名 ！ 所在地

~——-~ i -~--— 
l 

桑名市自治会連合会 1 水 谷 新之助 桑名市新矢田

松酉下自治会 1 大 田 秀 雄 桑 名 郡 長 島 町 大 字 松 蔭

羽津地区連合自治会 伊 東 直 作，四日市市羽津

＇ 
| 

76 

77 

78 

消防団及び水防関係

爵号： 団体名 代 表者名 1 所在
-~·-··---·~- ・--・--・--・  

四日市市

三菫郡）1|越村

；ク 楠町

桑名郡長島町

i桑名市

｝多気郡多気町

！志摩郡人ーエ町

度会郡大内山村

志1伊郡志府町

名張市

i尾駕市

I 一••志郡芙杉村
；桑名郡木曽岬村

熊野市

飯南郡飯科町

度会郡南島町

I 
＇良会郡紀納町

, •志郡始野町， 

地

79 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

四日市市消防団

川越 村消防団

楠町 消防団

長島 町消防団

桑名市消防団

多気町消防団

人王町消防［月

大内山村消防団

志序 l町消防 [}l

名張巾消防 l寸l
I社 競市消防 1_9fl

央杉村消防 I-月

木曽岬村泊防団

熊野 市消防団

飯高 IIり消防 111
南島Ill月［消防団阿曽浦 fI[

紀勢町消！約 1＿ヽl]錦地区

焙野町水！切[11字気郷村

大

牧

宮

丹

水

長

中

井

宇

森

松

松

岡

谷

滝

竹

I I:I 

野

野

崎

羽

谷

森

村

上

田

ii」

平

勇

―

―

―

治

郎

正

生

男

二

久

衛

大

郎

―

―

一

兵

大

悦

清

庄

秀

安

矩

健

克

屯

怜

安

義

虎

紐

正

永

本

村

川

野

内

四

男

人

［月

婦人会

番り

97 

98 

99 

100 

101 

102 

肯年［月I対係

団体名
-----------

―-、9f郡朝日町如1人会

鈴底市婦人会連紹協澁会

桑名市婦人会連絡協厳会

伊勢I甘か｝人会連絡協談会

沖巾婦人会連絡協議会

沖巾・,埓 I[I婦人会

綺

生

谷

下

本

井

舘

川

麻

水

岩

松

常

へ一 ．．．．＿＿＿ 

代 表省名 1 所 在 地
！ 

------・ -
！ 

iて直郡朝日町町役場内

i鈴廊9ii加iん登町

I桑名巾新知1

I 伊勢市岡本町

沖市

津市・一身田

"• -

子

子

f
ね

さ

[

鶴

禾

邦

下

千

か

ひ

教
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番サ

103 

104 

105 

106 

107 

103 

109 

110 

ill 

団 休 名

沖 iヰ：高山本山紐人会 iー1L

飯高町婦人会 ， Jミ

津市南立城婦人会 i 前

椅町婦人会 I 岩

伊勢占年会鹸所 ＇笠

飯高町占年団 Iii 
大東紡絨株式会社鈴腐工場j’9年如I
人ぎ'I
四日市市橋北杉の水子供会 I ’i: 

四日市市匹末仏町占年日l | t" 

名ど衣灼／＇ 所
•~• 

.＂' 
，
 

J 應

| 
松 採 枝 沖市・一身田

田 喜 枝 飯南郡飯高町

田 スエノ！律市

田 七 子 i三重郡梱町

井 義 人 祖勢市岩渕町日0

合 勉 1飯南郡飯高町

鈴鹿吉白予町 4000

賀 冨 弥 四日市市四橋北地文中）II原町

洵 金 → 四日市市西末広町 4202

学校関係

- - ＾ヤヽャ・・~ ―----------~ 
番号 l 団体名 代表省名 i 所 在 地

＇ _．．-―•--”".~·······-------·…·--------····．．一―-•-- - ．  

1 !2 

113 

114 

115 

!!6 

117 

118 

119 

!20 

:2: 

124 

伊

芝重大学学芸芹謡学生自治会 | ―樹
て甫県古大学医学部辛生自治会 向

ク 水産学部学生自治会，瑣

三軍県砂賢高等学校保育課程
生徒—--1甘l

・て重県立亀山高等学校保育課程
生徒ー1戸i

ク 宇冶山田高等学校生徒会 中

ク 宇治LI田商業靡等学校生徒会 井

ク 四日巾高咋学校生徒会

ク 桑名高等学校生徒会

122 l ク 四 i」ii工業高等学校生礼会

123 , 9 名弘高宵学校生乱会 I 
高田高等学校生徒会

て直大学農学陥学生自治会

律市立-~it田中学校

126 ! C C 小学校

125 

7

8

 

2
2
/
 

伊勢理容 災 容 学 校

学枚怯人伊勢栄園

i29 学校i)9人旭J用容災容専門学校

i30 ;i［県＼J9菰野謁等学校生徒会

131 袖91j也 柚中学校生徒会

132 二iiiff県＼ゲ沖女了高究学校生徒会

l:l3 ク 沖商業高等学校生徒会

134 I n,ドレスメーカー女学院生徒会

1,5 I・こ直厖期大学

136 i ;, 少 年 学 眈

137 i こ屯県立長島高等学校生徒会

藤

島

島

り

寸
f
木

l 
i桑名叶］東方

四 IJ巾市浜田

名弧市東IIIJ

I 
i it ! I f -Lぃ｝且l

保地 [E 良！ク 大古曽

新山 勇 ク ，' 

理事長四田捨古 伊勢叶Jづ忍町 191の4

中西 久ク河崎町

川

浅

脇

川

所

井

田

谷

谷
艮

湯

匹

長

別

藤

桑

恥

常

平

宣

L"
―ーし

成じ，＇ノ

-r 
沼

樹 l渾廿栗真町犀1財

和 ク 丸之内殿町
、土・
辺 ク島居町

男 ク大谷町

度会翡1小俣町
！ 
l亀山市本町

努 伊勢市八日市場町~

紘 伊勢市神田久志本町

9バ1日叶了9甘＇［ふ tii

切 『 ii訂甘仏明町

彦 ．：屯1罪菰野町

敏之ク椅町

耕 太 郎

公

！ー Ii屯巾柳山沖団

l]』 1 ク 渋見町

I,, 大谷町

I • 栄町ご「日
｝ 

ク 大谷町

人 北年嬰判I艮島町

、一 ． 一

-399-



医療閃係

番号 1 団体名 代表者名 1 所在地
~ •-~、- ~” 

| 

138 I社会保険羽津病院 山 口 党 人四日市枷J輝町

139 1 カトリック教会医療班 トーマスペリ神父 津市西坑端

140 田 中 病 院 i 田 中矩夫培山市西丸

：：： I良鷹砂璽棗喜覧闊賃i睛，1 |水 谷 政 市 1松阪市日野町
嵩等看護学校学生自治会！粟 田 芙 代 子 津市栄町

143 桑名医師会 ！佐藤 一 男！桑名市中央町胄木外科病院内

144 四日市医師会 石 川 1,: !四日市市南町

145 津 医 師 会 伊 藤 貞郎津市鷹匠町県医師会内

146 松阪地区医師会 今牧甲
| 

了男 松阪市殿町

147 ！伊勢 市医師会 井戸政信伊勢市常磐町 181

148 1名賀医師会 ，夏 秋 忠 雄名張市松崎町K久保病院内

149 員弁厚生病院 笹 本 弼，員弁郡北勢町阿下喜

150 I菰野厚生病院 杉原 茂 1三重郡菰野町

151 中納病院 ＇筒 井 悴 平 鈴鹿市神戸矢田部町

- --"し 1 ~..~—" ~-~ 

社会福祉事業関係

一＾一

番号 団体名 代 表者名 所在地

152 1 
, - - ----——• W9  [ 

社会福祉法人長谷山学園 高 山 宗 俊 i津市片田長谷町

—-•-- - ----t  -_＿ 1 •-… 

会社、協同組合、建設業者関係

番号 団体名 I 代 表者名 1 所在地
- •一ー．．．．．．．．．．．．ー•…~ -- ttw— —• - -- ~ 

153 金海枯機工業株式会社 金 海 洪 注 桑名市内堀 1752

154 旭ダウ株式会社鈴鹿工場 小深田 耕 鈴鹿市平田町
l55 入東紡織株式会社鈴鹿工場 奥 山 好 行 鈴鹿市白子町

156 赤須賀 漁業協同組合 千 莱 胤 桑名市大字赤須買
157 

波洵森林●合 I ・μ ・
中 彦左術1'り 飯南郡飯翡町

158 北勢地区開拓農業協同糾合協議会 船 越 諌 四日市市浜田錦町

159 
三重県理容環境術生環糾境合l百j衛伊業鈴鹿生勢組合支店 凸 妻 伯 鈴漉1|j白 f•町東町 628

160 二直県公衆浴場同業業 酉 井 清大郎 伊勢市常磐町 336
支店

161 ク 公衆浴場同業組合伊勢女店 神 田 二之巫 祁巾南之瀬古町
162 ク 厚生農業協同組合迎合会 服 部 光 良 ク羽所町
163 ヶ理容環境衛生l[fl業組合河芸文1占 ク 来真町附町
164 桑名農業協同糾合長会 大 椅 炎 生 桑名市寿町 497

165 
訴郡尺柔協団紺合に会 1I 近

藤 儀 貝弁郡貝弁町楚原
166 二胴農業協同紺合長会 広 Iii 、99.<., 四日市市浜田 1463

167 鈴媒市牒業協同糾合長会 川 北 実 鈴腐rtj神戸矢[l1部町
168 鈴廂郡亀山市殷業協1司紺合長会 伊 藤 義 男 亀山市御9卜：町 272

169 安芸津牒業協同糾合長会 長 谷 •L9i ~^ 祓 沖巾古河 81

170 五迅志農業協同組合長会 」~こ 田 利 美 一志郡久居町本町
171 飯南松阪農業協同組合長会 小 林 牲 文 松阪市京町 346

172 多気郡農業協同組合長会 ill 下 芳 雄 松阪市京町
173 度会、伊勢農業協同組合長会 中 村 善一郎 伊勢市岩渕町 510

---―'----------・・-―------------,--・-------------
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番号 団体名 1 代表
… tt  - -

i 

| 
志摩農業協同組合長会

阿山、上野農業陥同組合長会

名賀郡、名張市農業組合長会

北牟婁、尾鷲農業協同組合長会

南牟婁、熊野農業協同組合長会

三甫県農業協同組合中央会

三重県信用農業協同組合連合会

ク 販売購買農業協同組合連合会

ク 共済農業協l司組合連合会

ヶ 醤油味咽工業t蒻同組合

東亜紡織株式会社楠工場

芝璽県モークーポート選手会

ー：重大学附属小学校P'rA 

鈴鹿市P'rA連絡協談会

者 名 所 在
ー也

174 

175 

976 

977 

178 

179 

180 

181 

182 

183 

184 

185 

186 

1D7 

奥

森

田

柳

桧

小

山

浜

山

清

田

山

森

程

志

助

助

造

吉

文

助

郎

助

良

寿

弘

清

男

之良

博

兼

登

克

留

懇

幸

一

幸

壱

祐

村

本

中

田

作

林

羽

岡

羽

水

村

中

田

垣

忠

志摩郡磯部町迫間 4

上野市丸の内 57

名張市栄町 2,947

尾鷲市中井浦

熊野市木本町

津市羽所町 69

ク

ク

ク

ク広明町

三重郡楠町

津市丸之内

', 

鈴鹿市江島町

◎
 

（個人の部）

番 号

感 謝

氏 名

状

~”~ 

住所

0

1

2

3

 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

・
ニ
郎
人
人

人

人

`
＂
匹
佐
英
：
；一

大

リ

国

i

米

藤

田

藤

辺

崎

井

森

山

野

111
ンイ

日

林
加
安
近
渡
三
辻
杉
高
奥
~
芝
デ
駐

伯

美

郎

郎

丞

雄

郎

郎

□
大

之

大

一

喜

徳

権

寅

久

正 貝弁郡北勢町下平 1810

ク

東貝野

ク 阿下喜:6784 

ク 大字鼓 487のI

員弁郡大安IIIJ字北垣内洵戸

桑名市東方

鈴鹿郡関町加大板尾

多気郡勢和村朝柄

伊勢市宇治今在家町 18

伊勢巾宇治今在家町 24

米国ウイスコンンン州

ク

◎ 感 謝 状

C 

国の機関関係
・~

番号 団 体 名 ！代表者名 | 

亀山市東丸町

安芸郡豊里村が田

多気郡明和町上野 435

一志郡白山町

鈴鹿市加佐登町

I―志郡久居町軍談野
_ ____J—~ ̂” 

所 在

1 4 

15 

16 

17 

18 

19 

宗

義

和

立

光

沢

原

田

月

岸

堀

池

前

藤

望

山

中

亀山営林署

国立三重療蓑所

ク 明星ク

ク 療蓑所静澄園

国立療爵所鈴鹿病院

国立津病院

地

雄

雄

夫

国

正
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番号 団 体 名

20 

21 

22 

23 

24 

国立榊原療養所

鈴鹿電気通信学園

鈴鹿逓信病院
建設省中部地方建設局

木曽I’1下流工事事務所
農林省三璽食脊蟹事務所

． 
代 表 行名 所在地| 

i 

松 村 友 行 iー志郡久居町榊原

岩元 巌鈴鹿市白f町

梅原 享鈴鹿市庄野町

渡 辺 豊桑名市東太一色

下 坂 正 良 1 津市広明町

名 所在地

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

杉

阿

服

水

二

佐

角

平

本

竹

部

谷

井

藤

永

田

凋係
へ～~ ~ヽ~

番号l 卜Jl 体 名 I 代表者

！鹿

勢

直郡楠

名

弁郡員 弁

弁郡東 員

且巾

造

助

門

昇

郎

治

清

矩

之

龍

仙

栄

四

孫

佐

自治会関係

番号 I

33 

34 

四 t1,h巾水沢地区

津市~．身田町内会

•-• ~--- ~-—- 1 ~―~ ~-• -• -—•--•-----
団体名 代 表 者名 所在地
--- ------------ ------------一9.

森~ 幸雄

片~ノロニ郎

--- - - ‘ -- ヽー ~一~

四LIih巾水沢

津市一身田町

消防団及ひ水防1麗係
..........•ー 999‘” へ9 9’"‘̀ "’ ― 

歯り： ［寸l ｛本 名 ！代表者名 I 所 在 地
| ; .• ~...-,. ＂ ~ • --

I 
伊藤嘉七！ ii噴j

岩田富
！ 

郎 l只弁郡東貝村

I岡 一郎＇ク藤原村

i野 呂 政 ーニ直郡朝日町

1 小 林 炎 枯安芸郡安濃村

I策 HI 左田八 旦弁郡北努町

I清水節 生 ， ' 大安町

伊 藤 泰 生且弁郡凸加村， 
： 太田 武男ク員弁町
； 

［渡 辺 貞 彦桑名郡多度町
i 

！勝田平男鈴媒市

浅 野 貞 郎鈴鹿郡鈴峯村

山 内 喜久男 鈴艇郡関町

服 部 辛人郎 I三重郡菰野町

近 沢 杢右衛I',J 9 安芸郡芸浪町

田山秋吉：ヶ翌里村

前田政ー！
＇ 
，' 河芸町

田中栄—:' 
| 

ク 美里村

祁

束

藤

朝

安

北

大

和

以

多

鈴

鈴

閲

菰

芸

腔

河

美

防

防

防

防

肋

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防

防泊

泊

消

消

泊

泊

泊

消

消

消

消

泊

消

泊

消

消

泊

泊村

村

町

村

町

町

村

町

町

市

村

町

町

村

町

村

叶

且

原

日

浪

勢

灰

加

弁

良

底

峯

jI

野

涙

里

芸

里

団

団

団

団

団

団

団

団

国

団

団

団

団

団

団

団

団

団
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番号 I 団 体名 代表者名

i 
53 i香良州 IIり消防団 長谷川

54 久居町消防団 服部

55 松阪市消防団 中林

56 1 -•志町消防団 田中

57 白山町消防団 野田

58 三裳村消防団 川合

59 上野市消防団 北崎
60 青山附消防団 ，松原

61 阿山村消防団 竹内

62 大山田村消防団 東出
63 伊賀町消防団 森口

64 亀山市消防団 伊藤
65 島ケ原村消防団

所 在 地

連

I 
I一志郡香良州町

I~阪市久居町
i一志郡一志町

- 1'， 白山町

ク 三雲村

上野市

名賀郡青山町

，和］山郡阿山町， 
阿山郡大山田村

ク 伊賀町

I楕山市
阿山郡島ケ原村

I津市

雄
雄
―
―
―
三

三

正

美

民

栄

利

仁

雄

勇

郎

一

雄

郎

―

―

―

 

幸

苔

保

栄

学校・医療関係
~＾へ~

番号 団体名
~ 

~ 

1 高田幼稚園 i I三直県医師会 1 伊藤
···-------~~------· 

67 

68 

報道機閲1鬼係
9^-.. 、.．-

番号 1 団 体 名 ！ 代衣省名I 所在地- - - -- -- - --- - --------

69 i伊勢新間社 川村久―
70 日本経済新闘社

I 九 I 1•It 巾丸之内本町
萬 直 次 屯点部中央区日本橋序場町

71 ，中部日本新間社 小 山 龍 ＿二 1名古屋市中区御幸本町辺り
72 1 中部経済新閻社 1 •三 む 訛 松 名古屋市中村区泥江町
73 読売新聞社 裔橋雄豹東京都中央区銀座西
74 1 伯日新聞中部本社 媒 Iii 韻 渇：名占屋市中村区堀内町
75 朝日新聞名古屋本社 杉 山 勝 芙 名古屋市中区広小路通り
76 産業経済新間社 水 野 成 犬大阪市北区梅田
77 共同逍伯社 松 方 三 郎，東京都千代田区日比谷公園
78 時事通侶社 長谷）II オ次 ', 
79 日本放送協会 野 村 秀 雄 1東京都千代田区内幸町
80 東海ラジオ放送株式会社 安 保 正 敏 1名古屋市中区桜町通！の 12
81 東海テ Vビ放送株式会社 千 田 憲 三 名古屋市東区東新町
a2 I中部日本放送株式会社 佐々部 晩 穂 名古屋市中区新栄町

--L  -- I --• --ニ-
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外国関係
/ t ~~~ 

番号 1 団 体 名

83 I介：米三重クラプ

C4 ！ 在ア）レゼンチン三菫県人会

C5 i北加在住三璽県人会

86 I ]apa,,esc Chamber cf commerce (f S.O.Ca!if 

07, The RAFUSH!MPO 

88 I New Japanese Amcr;can News 

89 I CaU Daily News 

90 布畦日系人連合協会 I田 畑
I 

91 / カナダ児咽救済韮金会

92 フランス児章救済会

93 I IUCW（国際児竜福祉連合）

94 ロツキード航空株式会社婦人会

5

6

7

8

9

0

1

2

3
 

9

9

9

9

9

0

0

0

0
 

代表者名

森西房

服部定

I 所在地

雄

雄

博 米国ハワイ州ポノル）レ市

ノールウエー ）レーテン協会

アメリカ国政府

ヴェーナム国政府

カナダ政府

日本キリスト教 4ぇ仕 I寸l

アメリカフレンド奉仕団

日本国原キリスト教奉釦．． n 
カトリツク救済ふ仕Iil

（アメリカ）ダイヤモンド電気会社

・~~~ ~．~一

杜公福祉事業関係
'------------------

団休名 ＇代表名名 i 所在地

: _____•一ー:•一一•一----．．．．----― l ●● ●ー●一●一^ ----- _ :_ __ 

日本赤十字社・て屯県文部 田 中 覚律,11塔世

ll_I III 赤十字 1内眈 服 部 逹｝く郎良会郡御拙村邸向

鈴底赤 1-'/I内粽 | 
原 義典鈴廂'1i／平岡町

I 
---------- -- -------------- ---~-~-

会吐、協同糾合、建設業者閲係

--・・ ---- ー・

I 番サ I、ll 1本 名 i 代表者名 i 所 在 地
| | .．．-＂ - '”"..,,  -•一

I 
107 1 二重交辿株式会社 安 保 正 敏 l虚t]丸之内本町

108, ．一三岐鉄迎林式会社 ！九 鬼 紋十郎 i四日市加鱈IH

109 1近畿日本鉄迎株式会社名古屋営業局 中 谷 茂 ー 1名古屋市中村区筒島

I ID 有限会社宮田屋麻店 冨 島 利 男津市栄町 2の21

lil 油正醗造株式会社 ，川 端 正 七 一志郡久居町本町

112 中冊電｝］株式会社津支店 ！神 尾 静 ・大 i津市南堀端

113 六泉タオル工業協同組合 坂 上 育 造 入阪府六泉南郡熊取町

114 四国タオ）レ工業組合 宮 崎 研 一愛媛県今治「'j泉Ill通

915 1 桑名建，文事業協同組合連合会 山 下 清 作 桑名市大字相生町

116 譴県建設事業協同糾合連合会 1 安 井 伊三郎 津市羽所町

117 三重県建設業協会 平 田 竹松ク桜橋囮り 2

118 1譴県畜産農業協同組合連合会 1 小 林 隷 文 1ク羽所町

119 三重県木材組合連合会 1 久 保 次三郎 ク下部田I 
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番号 i 団体名 代表者名！ 所在地

――---

| 

i 

120 内城田森林組合 福井 I 定 ，度会郡度会村
I 

121 日木土建株式会社 平 田 竹 松 I津市検校町

122 株式会社矢野組 矢野
｝ ＝， 郎 i三直郡朝日町小

123 株式会社福田組
I 

福 田 元八郎 i向四日市市浜田

124 松岡建設 株 式 会 社 松 岡 周太郎 1三重郡JII越村南福崎

125 朝日土木株式会社 泰 三 男四日市市浜一色

126 中 井 土木株式会社 中 井 峯太郎松阪市中町

127 株式会社宮本紐 宮 木 武蔵伊勢市浦口町 110

128 宮 本 組 I宮本役蔵桑名市東方門前通
I I 

129 八功建設株式会社 1 水 谷 義 t且1 I桑名市大字桑名

130 加 茂 組 ＿9'―|加藤 政 次 I桑名郡木曽岬村見入

131 株式会社荏原製作所名古屋1恥k所新 村 一 夫 I名古屋市中区広小略 2

132 日本興業株式会社 中 村 同 一 1桑名市矢田

133 太陽工業株式会社 伊籐 勤ク和泉町

134 平 JII 工務店 平 JI[ 正次ク矢田

135 森本典産 株 式 会 社 森 本 芙 雄四日市市派田

136 松岡産業株式会社 松 岡 武一郎 桑名市大字安永

131 I西松建設株式会社中駕支店 高 橋 勝 雄 名古附市中区御乎本町 2
I 

130 I株式会社守谷商店名古困支店 守 谷 育 介 ク ク新栄町二丁n
139 I久保田鉄工株式会社 小田原 大 造 大阪市浪花区船出町 2

140 浪 花 工業株式会社 安 井 伊て郎津市1-1卜財町 2254

141 東海工業株式会社 大 谷 存 正四日市市新浜皿T1702の 1

142 株式会社大木組名古屋出張所 坂 田 悦 次
名古附市中いふ一一見町 7の 1

（久野ヒ9 ）レ—:::階）

143 府松築港株式会社名古附支店 ＇白 石 義 雄 ク ク広小閑知！りり

144 阪神築港株式会社桑名事務所 森 下 正 雄 桑名市門前町

145 東而港酒工業株式会社木曽JII作業所大 門 芳 ーー ク ＿この丸

146 株式会社水野組名古閏娼＼ 闘 顕 、NI' 高 名古戸市中区免名町

147 佐伯建設工業株式会社 佐 藤 茂 嗣 四日市市午起町1世先147 —---__＿＿＿名苗聾務疇．山且也張糎＿＿＿へ•--- -―------ --I—---—- ------- -

その他
- -------・・・-・・・-・・・・・-- ・・-・------・・ 

番号 i 団休 名

148 裔田本山専修寺

149 財団法人伊勢神宮奉賛会

150 財団法人修脊団

151 三軍地区非常無線屈信協誤会

代表者

発

宗

謙

昌

井

111
木

見

盤常
宮
一
一
永

" ＂.. -• —ー・＿~— -● ● 一 - --- -- …• -~-

名 i 所在地
ヽ — ーーー・ー 、 ---

棋 沖市一身田町

徳 伊勢,li'i’治中之切町

ク 今在家町

司沖「1j
••--1 ＿＿一―

-405-



第九な 復 輿 費

伊勢湾台風による災害復典のために、被災住民の民生安定および被災施設の復詞整備ならび

に、今後防災対策に万全を期する計画とするため、その性格から必殊的に他の諸事業に優先し、

しかも、早朋完成か望まれるものてある。その財政汽金総額は約566億I.800万円（民間費金約

31億円を含む）となり、その状況は次のとおりてある。

第一節県 財 政

別表に明示されているように、財政関係事業費は国庫補助、県費、その他に大別される。伊

勢誇については、特別守法により大巾な国庫負担、および補助措置か講ぜられているが、災害

復興の『要性にかんかみ、国庫補助をともなわない事業についても、復詞対策上必要な事業に

ついては、県単独費をもって積梃的に実施することとした。この復舞に要する国および県の予

算関係は総額426億余門て、そのうち、国庫負担および補助額は約355位余円、約83％に達して

いる。 （別表参阻）

第二節市町村財政

本災害にともなう、市町村の財政負担の状況は、別表のとおり総体予算108億8,500万円であ

って、そのうち国庫補助によるもの75億5,500万円となっている。 寄付金その他を粒引いて市

町村負担は31億7.300万円となっている（別表参叩）このような事業費は国費、原費等にくら

へるとその額は多くはないが、今次台風被害の激誌てあった市町村ほとその財政収入は、激減

し、同時に、災害復潤費は増訟をぎたしており、財政蓮営は困難を翫めている状況てある。

一
費
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工

事

区

ー

34年災害復旧に伴う県財政負担総括表
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1 -----＿財＿＿＿＿，源
区 分屯業特 ＇ I'Ii付令 県負担の内訳

補助が同1；負オ［! I 県負担允当 '―9 

9その他
- 半 起｛！i|県抒

2 公共土木施設事 1 

千円形 千円 千円 千 円千 円

業 5.448,8051 ! 5.303.9301 I 144.875190.ol,2,.,751 2,.,00 

建設省関係
一般災 ':t1I 668.6021 95.51 638,5141 i 30.088 ク： 27, 000 3. 088 

県 I 特例災 3,587,971; 97 7 3 505 447 882 524,, i 74 000, 8 5?4 

農林省関係 I I 
党 I一般災 害

丁:I I 22,5811 " I 22,0611 I 520 ク 520

116,290 ク i 113,6151 I 2,675 み 1 2. 675 

市 I韮輸省関係 I
90. 0061 95. 51 85. 955・ 4,051i ク 4,051

434.se,i 97_71 424.5871 I 9.996 ク 8,000 I,996 

国エ
建設省関係

靡車｛特般例欠〗 ：：98 88:： ：： :I ニロ ：:::I : I :ロ ニ
----．．．99.  9――;  

3. 公共：I-．木施設，
災害 1対連事業

485,01621 63、41 307,5001 I 177,516140.0I 55_0001 122,516 

河川 I 23. 121 ノ 128.780 74,341 み，＇ 23,000! 51,341 

海 1,, i 58. 18a1,, I 37.ml I 21.s1sl " I 6.oool 21.5161 ≪ I 6.0001 15.516 

砂防 I 29. 160 ク 18,487 10,673 ヶ 3.0001 7,673 

港病 i 17、324 み ,o.9s31 I 6,,141,, I 2.000 4,341 

蜀路 I I 76'623j " I 111'9781 I 64. 6451 ク 21,0001 43,645 
―--- ----•，二99__J___ --―-！＿_＿_＿＿ 9--'__＿_＿_1 ------ 9-9 9--9_＿ i 一9 --

4,, 9 _ 

農林水産施設屯 I 

染
348. 12s1 I 3D3.DS9i 22,s111 22.s19, I I 22.s19 

'一般災害 324, 1 38 88 6 287 186 18,4761 18 4761 18,476 

災 ；t: 関連 i 23.9871 66.31 15.9031 4.0411 ,_0431 I I -,.043 
’~---'----~ 9 - ---- -9一9--,.I

5. 公立学校（県立）

施設 事 業 i I 
142.4291 12.01 102.5561 i 39.8731 I 3s.oooi 4.873 

~- -/——-~—~—- _ __7-----—I-——~-——- --•一—--~ i ―-----•---1 
6. 崩壊地卸[1事業 1,958.□22: I I、306,oool I 652,022 597. ODDI 55. 022 

国直轄市業 264.3051 66.11 11s,29tl I ss,01,l9o_ol 73.oool 15,014 

県営事業 1 1,693,7171 ク 1,129.7091 I 564.0081" I 52,.0001,o.oos 
..””~ /—ツ------

| 290, 000 lC0,0 290, 000l 7. 県単独災害市業 290,000 

｛指定地 158 000 
小災害

158,000 ヶ '158,000

その他 i 46,、oooi i 46,000 ク 46,000

その他 I 86.0001 I I I 86.0001,, I 86.ooo 

8. 災害対策費 1, 778,6231 I I、on.7341 I 685.8891 I 110.000I 515.889 
r-~ --「―「―--

合計 I42.642.1531 I 35.569.7991128.617I 6.943.7371 15.703.515:1.2,0.222 

（注） 殷林水産施設災害事業の県舒貨担の充当内訳中、起債額か年次別の割当にすると、単年度10,000千

円末満のため起債対照頷に達せず一応県抒として計上した。
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（総括表）
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第十窄 被害者の記録

およびその他の記録

(1) 被害者の当時の模様

わたしはひとりになった 桑名市域南中栄校 3年伊 籐 好 芙

9月26日、あすぱ陸上競技大会と言って勇んて家へ帰った。しかしそれはつかの間、伊勢誘

台風のため、租逹はおびえていなければならなくなった。外はもううすくらくなり置気をとも

すころになった。しかし電気はつかなかった。祖日は水道のとまるのを円心してハケツなどに

水をくみとっておいたと言って安心していた。ラジオは 6時の合風情報のニユースを最後に聞

けなくなり、何もすることなくした家族は、交か新聞を見、日は衣類を二階に上げて用意して

いた。私達姉弟 3人は、そんなにひとくなると思わないのて、雑誌なと見て遊んていた。ちょ

うと 8時ころ、風か強さをまし、困根のかわらがガサガサと音を立てるのが問こえはじめた。

そしてかべが少しずつたたみや土間、そしてタンスの上におちはじめたのだった。かわらが家

のうらへとんていたのて、東風だったように思う。そうした私達の不安もよそに、前よりもひ

とく吊根のかわらのふぎとぷ音。

8時乎近いころか、かへもひとくおちはじめ家の中にいてはぎけんな状態になってぎた。父

は「lに、家にいては却けんだ、少しても家かひくくて風のあたりにくい家が安令だと言って私

達をうらの窓から出して、うらの丹羽優さんの家へ入れてもらった。父はきっとこの時堤防

のきれることは頭においていなかったのだろう。ここて私逹か打って 5分もたたぬ間に、とな

りの松井さん一家も丹羽さんの家へとやとやと入って来た。そして「私の家もおそろしくてい

られんわ、あんたとこは少しもかへか落ちんな」なとと語しをしていた。これて—•^li「の家に三

軒13人か集まったのてある。そして、このおそろしい時間を、互にぎんちょうした顔を見合わ

せ、耳と 11ばかり落ちつかなく、あちこちとすばやく変ったことを見のがさないようにと動か

していた。

半時間くらいしていちばん前て入口の所に立っていた父が「あっ、いかん」といって一歩後

へさかった。私は何かと思い立ち上がってその方に首をのばすと、多くのごみや木のはしをう

かしながら、海水が目の前に迫るのを見た。私はびっくりして思わず円のぎもののそてをつか

んだ。すると総立ちになった私達の足もとに、たたみの間からひやりとする海水が一めんにふ

ぎ上げて来た。 思わず私の背に冷たいものか走った。 上の弟は父に、下の弟は母にしがみつ

ぎ、 「こわい」と大きな泣ぎ声を立てた。それにもかかわらず、水はどんとんふき上げて、み

るまにたたみをおおいつくして、私のひざの深さに達した。南をくいしばった私も、思わず父

母をよんだ。父と母は子ともをかかえて少しても早くのがれようと水にうぎなから天しようを

見上げてにげる場所をさがし求めた。

うらのゆぎ子ちゃん、みき子ちゃん、それに弟の「とうちゃん、かあちゃん、おそろしい」
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と誓ぎ叫ふ古て、家の中は醗吠とし、それをおさえつけろよりに「そんなにiケかんとぎな、と

うちゃんやかあちゃんがいるから、おそろしくあらせん」と貧日のはけます声。水はこくこく

とまし関の上まてきた。

丹羽さんは天じよう板を水といっしよに涜れてきた材木て、 打ち破って小さい子を先にあ

げ、私や祖門、それに丹羽さんや松井さんのおばさんをしげて、おじさんや父か最後にはい上

って来た。てもだれも何とも；了おうとしなかった。そして今度はニ一階の窄，から、前と同じよう

にひとりずつ犀根の上におし上げてくれた。私か上った時ぱずてにi蜀琉ぱ序根の上から千にと

とくようにふえ、 多くの木や板が流され家にふつかるごとに、 かたむくからだをはっとこら

ぇ、顔にかかるしぶを水びたしのそててふいた。あたりは陪くてよくは見えず、弟二人私の両

わぎに体をすりよせ、その丁は門のうてをしっかりにぎっていた。荒れくるう風、たたぎつけ

る大つぶの雨の巾て、びったりよりそった1まだのぬくみか、ずぶぬれの汗胴をとおし伝わって

衣たのを私ぱ忘れることかて翌ない，

この時、父はいよいよきけんと息ったか、 門にしかみつく弟一人を ['1分の両がわにかかえ

た。そして私に「おばあさん、かあちゃんからはなれるな」と言いきかせた。たく流はさらに

はげしさを加えて、 1召根の上の私達の足心とをはげしい勢いて、洗いはしめた。もうにげ場所

もなかった。義ゆうに水かふえたように息った。突然足をすくわれ体かあおむげになり、家も

ろとも水中にひっくりかえってしまった。私は壊中になってもがいたことてあろう。 た ん 水

にのまれて、てたびうかび上った時、私かつかんだのは板のような涜木だった。とてもからい

塩水が口からはいって来た時の芯しみ、 「死にたくない」おそろしさの中から私は「足に力を

入れて涜木をしっかりはなさなかった。 「生きたい」このねがいのほかには、家放のことも頭

にうかばなかった。たく流をたたきつける風餃をかぶり私はとこへ涜されていくのか、見''iも

つかなかった。時間がたつにつれて、自分のつかまえている涜本か、いつのまにか涜れていな

いのに気がついた。それとともに私の体をしめつけてくる流木の群、私はじをはずませて、そ

の木をはらいのけるのにいっしよけんめいだった。そのおそろしさの中から左右を見まわして

いた私の了に芍のようなものかさわった。思わず涜木をはなし、足て一歩•一歩足協をさぐり、

手て涜木をおしのけて上へと上った。それが堤防とばうことも何もわからなかった。ただ早く

水からのがれたかったからてあったかもしれない。こうしてはいずり上って、手にじやりのよ

うなものがさわった時は、思わず「うれしい」と心の中て欝わずにいられなかった。

眼をあげると、酉の方に小さな燈が見える。私はいっしようけんめいにていぼうを歩いてい

った。まだ風はとても強く、歩ぎはじめても、すぐふらついてその場にしやがんてしまう。小

さい燈は、近いようて遠かった。私はあせり、水のためにけずられたていぽうのあなにはまり

こんだりして、ようやく村らしい所にたとりついた時は、体は冷え切ってしまい、言葉も出な

かった。家の形かくらやみの中にもわかるのに、人の姿が見られない。少し進むと人らしい気

はいに恩わず「たすけて」とさけんだ。そしたら同し大平町の宮［月さんというおしさんが、私

より先にきたのか「なんや好ちゃんやないか、とうちゃんは」といって私の方に文た。その時

はしめて今まてこらえていたなみだが、胸からあふれててきた。私は小貝須の伊藤さんという
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寮にたすけられたのてある。その家の人1まとても籾切て「ぬれた胴などをぎてるとかぜひくか

ら」としってかわいた服を私にかしてくださったり。それなのに私の口は噌かった。あの咋、

私はていねいな礼をいったたろうか。そこの人は、私か家族のことを心配しているのにぎづい

てか、 「朝になればきっと家の人はこの辺にもさかしに見えるて、もう心配せずにねてなさい

」とはげましてくたさったものの、やっはり交や円や弟のことが気になり、体を柚にすろこと

はできなかった。夜明けの長さ、とれほど夜の白むのを待ったことか。

朝は来た。まとから外を見たとぎいちばん早く気づいたのは友達の村山雰子さんの家が、全

然なくなっていることたった。ふりかえてはるかに干拓の方を見た時、とれほとびっくりして

くるてあろう。家のかけもなく、田畑も水におおわれ、海と一つづぎになって、ところどころ

かたいだ霊柱か見られるだけてあった。私にとっては、朝を待ちこかれていたたけの喜びはな

かった。父も門も家族のものはだれひとりたずねて来てはくれなかった。手人は間 9時ごろひと

り、やはり浣されて、ひなんしていた家へおしさんについていった。

9月27日おじさんの家族や、干拓の人といっしよに、あらされた土地へ碍った時は、気がぬ

けたようになっていた。おじさんは何度も「もうあきらめろ」と言った。しかし私は、交や口

の遺体を見るまてはあきらめない、と心の中てかた＜恩っていた。一面水におおわれた干拓を

見ていると、今まて自分達か住んていたとも恩われないようにひとくあれていた。

ていぼうの下には家にこわれた材木や、家財道具なとか山よりにうち上げられ、所々に牛や

ブタの死んだのがうかんて目も向けられない状態だったC，私はそれを見て家族の者も牛やブク

同様になっていわしないかと、それはかりか気になって、多くの人がはげましてくたさるのも

よそに、ただぽうぜんと、涜れるだ＜涜を見つめるだけたったn 10時頁い唄、材木をかたづけ

ていた女の人が、木の間に死体の足か見えると男の人にいってぎた。それと同時に私の足はば

じかれたようにその方に向って走り出した。まだとこのだれともわからないのに、とうしてそ

のようになったか[C1分白身わからなかった。 4、 5人の男の人にひぎ上けられたその遺体が、

顔はみえなくても、はいたもんぺのもようで、私の祖臼とわかったときは、思わず蔀にいたお

しさんの体をせにささえられていた。ていばうの日こ祖口の変りはてた体を見た時は、芍の上

にうっぶしてなぎふした。水谷さんというおばさんもないていた。長い間ないている私におじ

さんは「好芙、もうなかんてもええ、それより、とうちゃんやかあちゃんはいまごろどうして

いるやろな」と私にいった。それて私も、おばあさんは二度と口もぎけないけれと、父や母や

弟はまだ生きているのだ。となお私はあ荼らめなかった。そしてもうじぎに私のところに来て

くれると信じていた。

9月28日、この日もとても良く閉れた日だった。私はぎようこそ父や丹が会いに者てくれる

と思って、それだけをまっていた。流された家も、家財も、何もかえって来てはいらない。た

だ父母が一時も早く帰ってきてくれるよう、とれほと心て思ったことてあろう。てもとれだけ

まってもむだなことだった。ちょうどお屈前おじさんと二人て家の所へ行っていたおばさんが

帰ってきて「好ちゃん、父ちゃんと和己と買が上った」と教えてくれた。私ぱ思わず「かあち

ゃんは」ときぎかえしたら、おばさんは首を横にふっていた。そして私が家の近くへ行った時
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目ついたの1ま、宅地の上のあちこちに、男の人や女の人、子どもの死体が10人ぐらい上げられ

ていた。そして私は初めて、父、弟二人を見た。それも変つた姿て。

てもまだ私には母がいる。丹は死んていないという思いかあった。しかしそれもつかのま宅

地からお昼を食へて1号る途中、私の目にはいったのは一そうの自衛隊の船だった。堤防のすぐ

下を、よしをかきわけなから通っていた船が急にとまり、中の人かよしの土をたけざおてつつ

いていた。私はそれを見て、またたれか見つかったのかしらんと思っていた。まさかそれが母

だとは思ってもみなかったのだ。 4、5人て上げているのを見ていた。すると干拓の人てそばに

見ていた人が「好ちゃんちよっと」と私をよんた。私は何かと思いその方へ行った。とたんに

私の足は骨がなかったかのようにくずれていった。しかしなみだはてなかった。自分てもふし

ぎなくらいだった。こうして私は家族の者の全部失ったのた。そして 4人かまとめられ、百術

隊の船に乗せられた時、はじめてとめとなくなみだがあふれたのだった。そうして自衛隊の人

にお願いして私も父や母の遺体と一しよに日の出橋の遺体収容所まてのせていってもらった。

「生きてぎてくれないかしら」とどれほと舟の中て思っただろう。そして 4人か他の多くの

遺体と、かんの中に入れられた時、 26I]からこの時まての間に初めて私はひとりになったのだ

と、［平分に言いきかせた。一時はなぜ自分も一しよに死ななかったのだろうと息ったが、この

とき初めて「私は父やけの後をつかねばならないてはないか、こんな的いことてとうするのだ

だ、もっとしっかりしなくては」と自分白身に言いきかせたのたった。

(2) 台風直後避難所（鈴峯）の臨時教口として 3カ月間、被災児；「とあけくれともに生

活をともにせられた、鈴鹿巾白了町、青Ill秀了さんの手記を記載ずる。

木曽岬の子らよ、がんばれ.II

被災地思い出の記 臨時教貝 古 田秀子

水がそたてたみなさんの ゆたかなむらを

水かまたむざんに あらして行ぎました

あの日 あのよる みなさんは

どうして にげた ことてしよう

それても よかったぶじていて

鈴峰荘のみなさんはかりねの ゆめに

かあちゃんを よんで なんども ないたでしよう

くるしいとぎに みなさんは 人のなさけを しったでしよう

じぶんの力も わかるでしよう

大きくなったら みなさんの なかから

治水の ぎじゅつしやががくしやがてぎてほしいもの

どうかみなさん これからも 鈴ふるしかがいるという

すずかへ あそびに いらっしやい
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(3) 一被災当時の模様一

災害を再びくり返すな 野 呂 恭

伊勢湾台風は有史以来の超大型て、その被害もまた末的有の惨状を呈したが官民一体の協り

により災害復旧も順調に進み早くも災害誌を刊行するまてに至ったことはまことに欣快にたえ

ない。

当時県議会議長として終始その対策に当った私にとって、この企てはまことに感慨深くこの

機会に当時県議会のとった措置を追憶し災害詰の一頁を飾りたいと思う。

台風が去ったあの翌日は、私は濁涜の国道を松阪から県庁に辿りついた。知事外遊中二度目

の災害てあり、高谷副知事と相談して一刻も早く知事の帰国を願うよう手配し、国ちに全県下

の被害の実態は握にのりだした。何しろ交通機関は寸断され、通信網は完全に杜絶して被害状

況はさっばり不明だったが、揖斐、長良、木曽川が欠壊して長島、木曽岬の被害が特にひどく

濁流の中に孤立しているということだけは判った。

やがてヘリコ 7゚ クーから被害状況を視察して戻った高谷副知事が陪涙に咽びながら悲痛な面

持て被害実状を報古したが、その被害が余りにも大ぎいのに驚ろいた、ここて私が直感したの

は、この行史以来未忙行の大災雲の救助復旧対策は、これまての救助復旧のような手ぬるい対

溶ては 1→分てないから、牛名別ガ法て国の強力な援助を得なければならないということてあっ

た。私は直ちに上京を決意し、政府に提出する資料のとりまとめを原の関係各課に命し直ちに

この日の午後激晶地の長島、木苦岬のお見舞と現地事情を知るため市を飛ばせたか高潮の関来

て潰戚的打整をうけだ店HI地内のII匈まて没する濁涜に前進を阻まれ、自然の猛威の前に屈伏せ

ざるを得なかったリ

気づかった犠牲者の数は刈々と増加し）II越村の如ぎは屍々累々として目を覆ぅ滲状に鬼気追

るものかあった。

翌2811 唯•の交通賤喝として残された近鉄の復 1日をまちかねて大阪空港より上京直ちに岸首

柑、白民党本部に対し、被災地区に内閣にも代るへき強力な対策機関の設沼を懇請したのてあ

るか、国においてもこの非常炉源をよく了解し、 30日には早くも名古屋に益谷副総雌を長とす

る中部災古対液本祁を設け積極的な救助応急対策に乗り出してもらったことは、不幸中の幸い

というへきであり大変に心強いものが感ぜられた。

一方神谷副談長等は連日各地に泥まみれの現地調査を直ね実態のは握応急対渡を検討したの

てあるが、通信網の回復とともに刻々情勢が判明するにつれて今回の被害は早くも北勢海岸地

帯は死者、行方不明既に数1団名を越へなお、刺夕の満潮時には塩水が逆流し関係当局および自

衛隊の決死の努力にもかかわらず数日を経た今日においてもなお、生命の保証すら意の如くな

らない地域かあるほか、飯南ー一志或は紀州等の山間部も到る処交通が杜絶し深刻な食糧難に陥

っているとの実状が判明、事態はいまだに最悪の情勢から脱しえないということが明らかにな

ったのである。この様な状態を知った知事は外遊先ブラジlレから急拠帰県、 10月 1日折柄事態

収拾のための開催中の全員協誤会に出席、沈痛な様相て 1.800億円におよぶ被害説明を行った

-413 _ 



後緞会とともに今後の対策の検訂を重ねた結果、取りあえず10月6.7日に臨時謡会を開偕し挙
県邊邊致の強力かつ速かな拮直をとることに決定、一応散会したのてある。この間にも 10月5日
天畠陛下の御名代として皇太子殿下か親しく御見舞に来県されたのを初め岸首相、各大臣の
祝察各方面からの見舞、或はその間顔をぬって船路、中部対箋本部への交渉等をかさね、さら
に現地へ救急の対策の推進等、関係当間の努力は決死ということかそのままあてはまる全く超
人的なものがあり、史上不滅の功績として讃えられてよいと思う。

かくして臨時議会が開かれたのてあるか、会期僅か 2日とは云い乍ら全く真剣そのものであ
り、終始検討の拮果、ここに挙県一致てこの救助復箕に当ることとし議会においても全員もっ
て非常災害対策特別委旦会を誌成、この遂行のためにはあらゆる施策の犠牲もまたやむを得な
いとの非常事態を宣言するに到ったのてある。

函来議会は挙げて、或いは現地に或いは中央にもその持てる政治力と情熱の総てを捧げてこ
の解決に尽してきたのてあるか幸い政府および国会の強力な援助と各方面からの温かい同情と
支援に励まされ関係各方面不休の努力の結果昭和34年11月には一応の応急対策成り僅かに 2ヶ
年にして原型復旧更には改良復旧にまで進展しつつあることは誠に喜びに耐えないのである
が、私はこの機会に声を大にして県民各位に訴えたいことは「現在の科学の力ては台風の来襲
を回避することは出来ないとしても、その被害を最少限度に食い止めるだけの措漑は可能てあ
り、かくすることが国土保全、民放繁栄のため我々に課せられた崇高なる使命てあるというこ
とだ。

我々は再び伊勢湾台風の第牲を繰り返してはならない、これか I.200余名の尊し犠牲者に捧
げるはなむけてもある。

「議牲者の冥節を折りつ＼稿を終る」

（投稿は飯南郡選出県哉会哉此てあり、伊勢灼台凪当時の県談会議艮てある。）

(4)-―一路父母の許ヘー—-

すずかし教育長 こはやし よしお

かずかずのやさしい激励の言集に送られて、 11月26日、思い出の鈴蜂荘をあとに、 3台のト
ラック、 6台のハスは、国迅第 1号線をひた走りに、今や父母兄弟の待ちわびる、なつかしの
木着岬村へと走りつづけるのてした。毎夜の夢に父を尺を慕って泣いていた子も、タベのお別
れ会にはしやぎ恕っていた子も、うれしさでねつけなかった子も、今日の車内ては不思議な程
みんな酵かでした。

それは一ーことはにも動作にもあらわし得ないよろこびの極地てもあり、又我家への、我村
への不安なおののきてもあったのてしよう。

ハスが長島にさしかかった折、今迄にぎやかに芙しかった町並にくらへて、容辺に展開され
る異様にあれたill隣の風娯にちっと見入るみんなの瞳には早、我村を思い浮へて、涙さへたた
えている子もありました。

伊勢大橋を渡り尾張大橋にさしかかった時、たれかか、 「やあ、木粧岬橋が見える」。とさ
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けびました。 卜さい子も大ぎい子も一斉によろこびの瞳を坪やかし、ぢっと前方を必死に見つ

づけているのてした。

パスか見えたぞー、やはり待ちこかれていた村人たちは一斉にこちらに向って手を振り、手

拭を振り口口に声高くよばわっているようてした。

歓喜して出迎える村人たちの状景が次第にはっぎり視野に入る頃、ハスはもうすてに木哲岬

橋を渡って先頭の子供たちは早くも砂浜に降り立って親子兄弟の対面にひしめぎ合っておりま

した。

私等第四分団ても早や窓から上半身を乗り出してハスの停車を待ちぎれず父丑を求め、我子

を求めている声々て包まれておりました。

50月前、涙て別れたこの橋て再び相まみえる親とは子は、どんな恩いて手をとり合ったこと

てしよう。

その切々たる情景に只々胸ふさがる思いがして、しばらくは言葉も出ないのでした。

恩えば何十年来、豊かにみのり続け、三重県の穀倉として富み栄えたこの楽土も一夜にして

泥海と化し、あまた肉親を失い家を流し、財を失い果ては命のぎずなてある田畑さえも昔の芙

田にかえすよしもないまてに傷めつけられたのでした。

川の浣さえ未だに閃くとよんて何かしら当時のおそろしさを秘めているようでした。

人家もまばらにすっかり淋しくなった村。

茶色にくさりついた稲は、口い塩のあとをとどめてひようぼうとくり展げられている仝くの

泥上てした。

また幣理も充分てない流木の群々、そこには今なおさがし求めてやまない肉身の遺体が横た

わっているのてはないてしようか。

水はやっとひいたといっても、それはあまりにもむざんな台風の爪あとてした。

川面からは絶えず肌さむい風が、人々の油気のない髪をかきみたして、つかれ果てた人等の

姿に一入のわびしさを与えておりました。

ても、今や、いとしい我了の元気な姿をみては、ここ60日間、苫しみ悲しみに打ひしがれた

身も心もtttiればれとよろこびによみがえって、私は骨肉の愛情の切なさに又しても1jig]がいっば

いになりました。

かくて、よろこびのうちに帰村人も終って、・「に「に情の品々 -~"l';:/fi, アルパム、果物等

々……をいっぱいいただきなから、親と子、兄弟は今後如何なることがあっても、もはや再び

相はなれまいと心にかたくちかいなから、よろこびいさんて帰って行くのてした。

私は、その後姿に「しっかりかんばって下さい」と呼ひかけずにはいられませんてした。

(5) 被災地の行政担当者の記録

伊勢 湾 台風に思う

桑名市長水

- 以下省略＿

谷 昇

あの日~ 9月26日ーーから早くも一年半。いま 200名余の殉難者を出した揖斐川
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堤防の決壊口跡にたっても、この間続けられた復旧大工事によって、あたかも万里の長城を恩

わせる堤防が延々と築かれ、 伊勢の海は、 何事もなかったかのように春の序曲をかなててい

る。

しかし、あの宿命の夜犠牲となってあたら尊い生命を奪はれた人の遺体収容と災害復舞への

苫斗は私の脳裏に又 7万市民の心に、永久に深く深く残ることであろう。

恐怖の一夜が過ぎた刺は快睛であった。だが庁舎屋上からみる市内東南部一帯は一面の海原

てある。早速かけつけた揖斐川の破堤か所は、自然の猛威そのままに濁水を呑吐している姿が

いたましい。 そしてこの泥海の中に罹災者が水との斗いを余儀なくされていた。 私の四裏に

は、救援活動の数々が走席燈のようにかけめぐる。かの山中鹿之助かいみじくも詠んだ和歌「

憂ぎことのなおこの上につもれかし、 限りある身の力ためさん」は、 まさに私の心境てあっ

た。

救援活動は炊出しから始まった。私は人命救助を始めとする救援活動を最優先的に考慮する

よう全庁貝に命した各地から続々救援物資やら御見舞金を贈られ、その御同情と御厚意は惑謝

に堪えない。炊出しの婦人会、直体検査や清掃作業、潮止工事に日夜協力した消防団、災害復

旧応急救援に骨身をおしまなかった自衛隊の大活動導は忘れることの出来ぬ惑激てある。

日か経って救援活動が進むにつれ、各方面から激励叱陀をうけたか、わか市役所が、平素か

らこのような人風水害の発生をか直に入れての特別の準備をもつことの必要性をつくづく痛惑

した。また救援や復旧活動の局知をいかに確実に、いかに早急にするかも課題になった。

全力をあげている救援や復1日活動も、周知が徹底しないため、一部デマ発生の原因となった

こともよき教訓てあった。

一年半を経た今 II、 7万市民の力強き立上かりに加え、国県の協力によって災害復旧は順調

に進捗し、たくましい復其をしめしていることは誠によろこばしい＂文字とおり「禍を転じて

福となす」よう、今後さらに強固な改良工『ドを推し進め、無災古部市の建設へ全幅の対策を講

ずる決窓てあるし＼

左に災害当時の感想歌の数首を録して御・一訛を煩わし、崎時を追想していただぎたい。
おとめ

たらちねの父よいとしの妹よと 遺骸にすがる少女のすかた
おのこ

亡ぎ団の逍骸もとめて流木の中を さまよう男もありき

家も1士1も家族も流れ おのれのみ生き残りたりと男の涙

あつめたる公民館の隠賃に われ涙して冥隔いのる

何半も心おさへてしのべかし ののしりいかる罹災者の虞
とわ

夜半まても骨身おしまぬ自術隊の つとめは永久に忘れざらまし
たんしさ

断食の米をたずさへ見舞われて 心打たれぬ一燈園主

みのる田の稲穂の上を船出して 被出のさまを見るはあさまし

かくはかりあさましきさまとぷらいて 言の葉もなし台風のあと

みのる田の水づく田の面に船出して あかるぎ秋の雲見るわれは
ぉ

潮止めを終へて万歳三唱す その声天地にととろきわたる
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潮止めのなりたるとぎのもろ人の その喜びはたとへがたしも

リス 0)ことはしりまわりてをりをりの すかたをしらす記者のはたらぎ

被災者もい静まりしより 感謝してをり人のなさけに

（一周母追粋歌）

伊勢の海の入誉津餃におそはれて あたら失せにし人をしぞおもふ

(~) 台風直後友への出したてがみ

長-
J
 

-； ー可9
,
J
 

r
t
 

中 村幸 ヒコ―-9
 

X X 君

海阜地帯のせいか、この冬も、風の強い日が多い。樹木をゆすり雨戸にたたぎつけるような

音をきいていると、きまって、昭和34年の、あの伊勢湾台風が日に浮かぶ。

史上最大といわれるあの惨禍を。考えても、ゾツとするし、市民のあの苫しみを思えば、ニ

度と経験したくないものだ。日本の宿命だといってあぎらめられるものしやない。

たから、いまさら台風の苦労話てもないが、当地出身て、外国にいる君の注文だし、その郷

土愛に免じて、思い出すまま、高いてみよう。

X X 君

君もご承知のとおり、砧羽市はほとんとの町か、海に面し、それに四つの離れ島かある。何

より恐れたのはツナミた。風速60メート！レの暴風雨の中の海は、もう荒波というしろものしや

ない。海全体が山のようにふくれあかって落ちる。海岸堤防を越す被は、さながら大瀑布だ。

まずい筆で、紙上に再現しにくいが、とも角、ユートピア（楽園）のようなところにいる君に

は、想像もできないことだった。

堤防はくずれる。浜へ上げた船は流される。田畑は埋没する。住家は倒れる。屋根瓦は飛

ぶ。学校がつぎつぎと崩壊する。役所に出たか、悲報は相つく。実際、苦しかった。夜に入っ

ても、風は、いっこう弱まらない。近距離の職員は、我が家をかえりみず、ほとんと出てぎた

が、そのうち、電話線が切れてしまう。被害状況かわからないから、職鼠か各地へ飛ぷ。とい

ったって陸つづきだけ。船が出ないから、島へは行けない。

電灯か消える。暗黒の中に、たた無気味な風のうなり、そして、看板が、屋根瓦がずさまじ

く飛ぷ音ばかり。ずぶぬれになって、家を釘ずけにする市民の姿、海岸堤防の袖強に、腎成に

出動している梢防団員たちのことを思うと、目ばかり冴えた。

60有余年の生涯て、このときほど、いても、立ってもいられない気持になったことはなかっ

た。この台風も、いまか限度なのたと、無理に、自分にいいきかせた。そして、これ以上、荒

れるな、これ以上、犠牲が出るなと、そればかり思った。

X X 君

わかってもらえるだろうか。 60年に一ぺんという超台風に遭遇した市長の心境を。

朝になると、風は弱まった。

市街地をまわってみると、さんたんたる有様だ。ぺしゃんこになった住家がたくさんある。
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倒れない家ても屋根瓦は完全にないし、雨戸ぱ吹っ飛び、宅ぱこわれている。屋根瓦か満足に

0）っかっている家は見つからない。市営住宅も全部やられて、道という道は、瓦れきの山だ。

それても、巾民は元気に後片付けをやり出した。

虞がくんくんと流れ、青空かのそいた。台風一過、きのうか信じられない明るい空だ。

とに角、復興だ。早く建築資材を確保して民生の安定をはからなければならない。まず、瓦

だ。 トタンの調逹た。これには、現金から確保しなければならない。職員を、大阪へ、名古喉

へ、金を持たせて買付けにやらせる。汽車の不通は、なんとしててもゆけという勢い。やっと

現地にたとりつけば、俯かへらほうに高い。つけこむわけてもあるまいが、多くの被災地の買

いつけに品物の奪い合い。それて、つりあかってゆくのだが、その中でも、少しても安いもの

をと職員も、ずいぶん苦労したようた。

そうして早く、一刻も早くというわけて、 20万枚の瓦や数万枚のトクン板なと調達、毎日、

連続してトラックて運びこまれた。こんとは各町への配分た。救援物資の配布もあるし、保健

防疫対策もある。職旦はみんなか不II民不休、 市史員として、 当然ながら、頭が下がったもの

た。

X X 君

被害状況はだんだんと判明してきたが、意外なほど死傷者が少なかったの1ま、不幸中の幸い

たった。建物ても、船ても、農作物ても、つくろうと思えば、てきるか、人命はそんなものじ

やない。ほんとうによかったと、いまても思っている。それにしても、総被害額が19億円を突

破したのには驚いた。いったい何年かかったら復典て弐るだろうと、はしめは考えたものだっ

た。

中ても{番こたぇたりぶ学校の杓炉旦た,〕［h内勾校0)1,iとんとが人含な打り手をぅけ‘君の曰

校を含む 7校が全壊したことだ。

そうそう、その節は、学校建設に、たくさんのこ寄付を願ってありがとう。おかげで、もう
姿

しぎ、君がみたらびっくりするような鉄筋コンクリートの校舎がお目見得するはずだ。それば

ともかく、学校たけは］」も早く復旧しなければならない。それには、少しても多くの補助金

をもらって、こんとは、台風なんかに、ビクともしない、鉄筋コンクリート建築にしようと決

心した。

災害救助法は、発動されたが、県下ては、何としても、木悦川涜域なと北勢へ噌点かかたむ

くことか否疋てきない。 それだけに、私も必死だった。とに角、 国に捨身てふつかろう。ま

だ、汽車か閲通していないのて、船て浦郡まて行ぎ、豊橋から東海道線で上京した。国への要

請は、愛知、岐阜、ー出、三県知市、三重県出身代議士を中心に、各市町村か一体となってつ

づけられた。午前 1時をすきるのか毎夜の例たった。体は疲れた。しかし、休むわけにはゆか

なかった。

欧米視察の途中から怠ぎ帰国した田中知1手は、顔1祖蒼白となって＿＿三重似下の被害を論じてい

たし、浜地応義士は哀珠業者の全成を強調していた。みんなか呉剣だった。私たちも、がんば

った。何しろ、 1心羽市たけても19倍円年間予算に数倍する損害た。それたけに、高額な復旧資
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金を穫得することに全力をそそいたか、中ても、学校の改良復旧（鉄筋コンクリート建築）に

最大の国庫補助を期待して努力した。

X X 君

たから、よく文部人臣をつかまえたものだ。 ［」動車て出かけるところを急位りしたり、 一度

は、台風の担害視祭にきた文罰大臣が、名古屋から巡視船「こうず」に乗るのに、うまく同乗

して陳情したこともあった。

ともかく 1円ても多くの補助をもらい、市民の負担を軽くして、りつばに、復！日したいと、

それだけしか考えなかった。 そして、それから、ほぽー9年の間は、 陳惰に明け、陳情に暮れ

て、上京も15回を数えた。 その間公室長から、なんへんも、 だいしようぶてすかと、きかれ

た。老体を思ってのことたろうか、自分ながらも、よく体がもったものだと思った。

おかげで、学校は、全額国庫負担に近い高率の補助で、鉄筋コンクリート建設1ますすんでい

る。ぜんぶか完成すると、市内の学校は、 その総建坪数て、 50％か鉄筋建築になる。外国て

は、めずらしいことてはないだろうか、これは、日本の全国平均か10％だから、素晴しい数字

なのだ。海岸堤防やその他の施設についてもそうたか、この学校のこと一つを考えても、いか

に国が、よくやってくれたか、今なお感激ていっばいだ。

X X 君

やる気になれば、なんてもてきるものだ。あのときほど、しみじみと思ったことはない。ど

この首長も経験したことだろうが、台風の吹ぎまくる最中、被害状況をぎくほと、つらいもの

はない。だが、それにくらべれば、陳情で動きまわる苦労には、建設という大きなよろこびを

もっている。しかも、全市民が後押ししていることたから、こんな気強いことはないわけだ。

しかし、あんな台風は、二度とこめんだね。失なわれた財産は、いつか、とりもとせるけれ

ど、尊い人命はかえらないものね。

台風が、日本の宿命として、回避てきないものなら、人事の限りをつくして最小の被害にく

い止めたい。それが私たちに課せられた任務なのだ。

苦労談になったか、とうか、こ判読願う。そちらの明るい話もぎかせてくれたまえ。ては、

お元気て。 さようなら

(7) 瞬間の糞度胸

南島町長野村幸之助

風と妓には毎年痛めつけられている我南島町ても、台風接近？の新聞やラジオを聞けば、薄

気味が悪いか漁船を陸揚げして其珠筏の不動錨を強化して、不安とおのの食を交へた落府かな

い表情て二、三日前から何んとなく騒々しい。

ラジオは、今朝から刻々と険悪の状態を伝えてくる。

各部落からは食糧の手配を頼むとの電話て応包対策の必要が愈々迫ったので、総務課長と土

本課長を同伴して先ず自動車を束に飛はした。 （午後．二時）

鵜紅地区（奈屋浦、贄浦、憶柄浦）海犀を一巡したか、既に冥珠作業場は流失して筏は道路
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トや[1]園に由積されている。

絞浪ぱ紐々崎い心位いて四難せしめるようにと消防団と連絡して、更に車を中島地区に走ら

せた，9

阿位の内間は、 筏と小川と人て人り舌しれている。 風速:JOllの海上は正に修羅褐の様相てあ

る 海上の人なれはこそ、この風浪てこの活動か出来るのた。

lも大平洋の宇庫を1)翡i]し、ポルネオの深海を征服する海人魂か斯くして鍛えられる事等を想

い合わせて窃かにし強く感ずると共に、突瑳に度胸を出して渡船を呼んだ。町直営の渡船であ

っても容易に船を出そうとはしない。途中不幸にして逆難しても身近には浮滸物が散在してい

るから一命どけは人丈夫・だ。と半は強制的やら嘆願やらて激励して漸く出帆せしめた。

雨は小やみになったが鉛色の雲は千切れて内湾は真珠の避難て、正に乱斗そのままである。

午後、三時半阿凶浦へ上陸と共に外堤へ急いだ。町民は大半避難して消防や青年団は要所要所

に屯している。

十三号台風の時に築堤した頑丈なこの外提も、ふちつける狂乱怒濤のためすてにクランクを

生して、唯一の通路（岩州海岸）は遮断せられて電話もすてに不通になっている。

波高30＇ni-（；］も小石はもとより四、五貫位の海底の石を混えた怒濤を冠って人家の屋根が破潰

せられている。腎塀筏は又刻々と犀壁を破潰もすれば、納屋、人家等を押し流している。無論

通行人は一人もない。

この難所を突破しなげれは連絡がつかない。一番奨度胸を出した。サア行コーカ。 30mの波

高の下を早駈けした。同伴の二人も後につづいた。只一目散。見入る漁民達は身の程を知らぬ

と嘲ったろか、これも一途に生への執潜か然らしめたものかも知れない。

辛うして紐合に設けた非常対策本部に辿りついた。集っている村人の頭数は随分多い。只食

糧と真珠か話題の中心をなしている。生と慾望か白然的に交錯する現象こそ人間の本能かも知

れない。

幸い応急対策は十分手配せられている。然し、刻々破潰せられていく自分等の郷土、施す術

も効果が見えない。只慾を棄てて避難することこそ転禍為福の近道てある。

グヅグヅしていては出も帰れない。サア帰ヘロウ。途中倒れたら二人て抱いて走ろう。君達

は若いから僕の後へ続けと 日散。途中は無我眠中。海辺に育って海の好きな私が年甲斐もな

い図太点を恩う時、戦］か軽卒やら恥し味を感しながら、人災を免れたことを先づ幸いと銘記し

たいのである。

営て、私は昭和卜九年の南海の大津波には墨流した経験かあり、十て号台風には又被害者の

一人てあって、 過去二回に亘って災害救助法の適用を受けて復旧工事を完成した経験もある

が、町村長＿―--互間に於て四回（チリ津波も適用を受けた）迄も非常行政を担当せねばならん運

命こそ、私に与えられた大きな試錬とても言おうか………。

新しい施設か月々完成せられるのを期待している次第てある。 （昭和36.3. 10記）
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(8) モ ン ス ー ン

I l」 口 茂 夫

日本のモンスーンは生と死をもたらすと云われている。降るともなく降る 5月のモンスーンJ

は女性的てある。さて女か赤い態、赤いオコジ姿て、さ苗を招える田園風景は詩情をそそる。

このおとづれの遅速と多少は農家の人々には一喜一憂てある。 9月のモンスーンはいつも暴力

的、破壊的て我々には百害あって・ー釆1]もないと云える。水力発胄所を喜はせる木グのものて、蛙

たって迷惑がっている。

我々の先祖代々とれだけの生命と財産をうばわれたことか。印度のモンスーン1ま冬ぱ、カラ

風、夏は焼熱地獄さながらの広野に洞然と大粒の雨をたたぎつける。万物は死の世界から生命

の躍動する自然にかわる。経済界はこのモンスーンの訪れをぎいた途路に活況を呈する。今の

共産中国は知らないか、 昔の支那大陸は夏のモンスーンは揚了江の、 1まん際に特長づけられ

る。洞庭湖の山上にアクビしていた遊覧船はいつの間にか満々たる瑚水に悠然と浮かび遊子を

喜ばせる。これら東南アジャ独有のモンスーンはその地域の文化、経済に大ぎな影薯をもたら

していることは昔も今もかわりはない。

わが郷上、ぞ重には最近ても昭和28年13号台風の来襲かあり、その傷あとの癒えない間に追

打ちをかけるように伊勢湾台風かやって来た。最も惨鼻を極めた木曽岬村、長島町の両輪中ぱ

云ふも更なり、それより南え紀州、志摩の両地域にわたり＼思い出すさえ身の毛もよだつばか

りてある。それにつけても当時の県、市町村当局者や民間諸氏の挺身救援に奮斗された姿ぱ今

も目かしらの熱くなるのを禁じ得ない。田中知事の額のしわかふえ、目玉が一層大食くなった

のもこの時てあった。私は冗数年前、木曽岬輪中から岐阜県高須輪中に到る一連の輪中の分布

に非常な囲味をもって、研究を行ったことかある。後年理化学機械の販売をやるようになって

からも行商のかたわら何回となくこの地域に往来してその見聞をあたためた。一云にして尽せ

ば、この地域住民の生ぎることは水と戦うことてあった。何度となく洪水による堤防の欠壊の

無惨な歴史をくり返しながらも、 こりることなく住み占して来た超人的な神経のズ太さを思

わせる。しかしそうてはない、住民の 9割まては安全なところに行ぎたくとも行けないから泣

く泣く廃墟の中に、また家を建てた。少しても金かたまれば一寸ても高い七地に移り住んだ。

今日ても氏神様と有力者ぱ一番高い所に住んていて、今回も全く眠市てあった、その家の某氏

に問いて見ると、先祖は数回屋敷をかえて現在地におちついたと云う。家の屋敷の高さは富の

程度をあらわしていると云えないだろうか。産米の 7割まて年貞米に取り立てられた小作農民

はとうして高い所に家を憚えることがてぎますか、いわんや安全な他所え移り住む白由等あろ

う愕はありません、その肉果な生活の延長から、またまた今回の伊勢誇合風にもいの一番に大

ぎな被害を受けた。この何世紀かにわたる不亨をたちぎる為に、 [11巾知市がじりllを砕いたこと

は、敬服に価いするa 地域住民は千々孫々に語り伝えることてあろう。

欠壊の直後、私は破堤か所を見てビックリした，，土堤には「は鋼！：」位は入っているのかと

息ったら、さにあらず、川砂を高く盛り上げて、その上に芹や女竹をはやしてあるIこけ、伊勢

誇から熊野灘沿臣の破堤か所もこれに酌した脆弼なものてある。これか数万の人間のり命純か
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と思うと沢が出た。食うためにぱ、危降をかえり見るいとまもなく、方々から、翌奴が小作人

として集って来た封建社会の恣かありありと日に見える。且）］治紳新からこちらえ 料会の近代

化はすすんだ愕てある、~とも近代化されなかった。

飛行機、軍艦は世界最大に強化されたが水に対する防衛線は旧体依欽として、砂とペンペン京

て守られていた。大平洋戦争の敗戦て世裔の力は或る程度政治1こひひくようになった、同道ぱ

舗賃されたが、 輪「1,と伊勢誇から態野灘沿岸への民衆の半命線は終に忘れられたままてあっ

た。税金はジエット槻になるより、特市になるより、オネストジョンになるより、哀平な競咤

船になるよりも、高くて堅い堤防や立派な学校になることを希沼している。税合の希望を叶え

てやるように政治の姿勢を正ずことが、各級議員の何物にもまさる暇大な使命てある。

このことて記憶にあらたなことは、今は、故人になられた噌賛市の市長、畦地市長さんから

しぎじぎお伺いしたことてす。尾賛市内の海岸部は大被害を受けたのて建設省に陳情に上京さ

れた。陳惰中に建殺省のある高官が「そんな小さな部落のために何千万もかかる堤防をつくら

なくとも、この漁民をとこか高い丘の上に移住させた方が金かかからなくていいてはないか」

と大真面て云われた。畦地市長は内ら大変恨慨されて、そりやあんた、岡師を高い丘の上にう

つすちゅうようこと出来ましよかさ、かい。それよりや政府が一台 6億も 7惚もかかるジェヅ

ト機を買う金かあるんやよって、そんなものやめたらとんな立派な堤防も出来るやないてす

かJって、わしわ云いぎったよ、かい。熱情の人、誡実の人として市民から慈父のごとくした

われた畦地市長の面日躍如たるエピソートてすか、これは一般民衆皆に共通した心の叫びてぱ

ないでしようか。

現在のように本末を誤つ政治の姿正を正すことも、むつかしいにはちがいないが、これとて

も台風を退治するよりわ、ずっと簡単てある。イワク、主権在民。総選挙に………堤防をよく

することに金を出しをしみして、高潮対策に熱意のない政党人に投票しないことて解決する。

台風は学者の説によると、太平洋上に無数に散在する島々に原因かあるという。島の過熱で出

来た沢山の小低気圧が寄り集って大きくなり低気圧の北と南の気圧傾斜の大小によって北に移

動する。フィリッピン附近から北上し始めて、沖縄あたりから、大陸に行ったり、日本に来た

りする。東南アジャに住む民衆の宿命てす。月に、火星に、宇宙船をとばす研究も結構です

が、赤道直下に太陽電池による一大浮城を造ろう。そうすれは台風はなくなるし、赤道附近に

不夜城の居住地がうまれる。この名案を実現するために世界の国々か金を出す、勇気と叡智を

ほしいものだ。

災害は忘れた時に来る。なんてのんきなことは日本には通用しない。災害は涙のかわかない

うちにまた来る。何をさておいても山から海まての防災対策に最善をつくすべきことを切に惟

う。

（投稿者は松阪市選出県蒋会議員）

C 9) 避難 所 の 思 い 出

医 門 安 西 定

未曽有の伊勢誇台風に際し、 防疫活動に徒事しましたが、このうち、 避難所か最も印象深
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く、程達も木＇月に色々な鍔騎をしましたがこのうちの二、＝のことを氾したいと思いまず。

鉛鷹罪難所に詣難者を収容した第 111は10月2日てした。この夜、 8時過ぎ、姐難所の本郊

にいた私のところへ、保健所の 1人の職員か苔て「赤ちゃんのお乳をとうしますか」といって

ぎました。私ぱ本門にかく殊としました。午後2時頃から包に受入れ準罰、収容、消毒等々に

忙設され時間のたっことも忘れていた私には全く、熊責任な、恥しいことてした。哺乳につい

ては全然衿えていなかった間題てした。また同夜 9時頃，力飛人が綿花を求めてこられた時も全

くあわて＼しまいました。私逹は色な、しかも経験のない堪難者収容、僻難所開設てそこまて

の準備も、心の余裕も、 一貫した壮画も坑しいことてすか本晋にありませんてした。赤ちゃん

の泣炉に追れるようにして町へ出掛け、あわてふためいて準備しましたが本崎に冷汗ものてし

た。お口さんのお乳が被災によるジヨックと疲労、栄蓑不良て出なくなっていたのてした。

これは計算の外てした。

叉鈴案在に開設された避難所に収容された木曽岬小、中校生約 550名の内から収容後、間も

なくから赤崩患者か続発した。私逹関係者一同は、もちろん全力を学げて也者の収容、消毒、

防疫、予防に努力しました。しかし、私逹の努力にもか＼わらず次々と発化し遂には、 20名を

越える状態になりました。原因について私達は徽底的な追求をした結果、外部からの持込みが

菫大な関係があると推定し、父兄の面会を白主的にやめてもらうことにし、この旨を色々な磯

関を通して父兄に伝え協力を要請した。 にもかヽわらず裏口から坦を越えて、 子供を呼び出

し、そっと苫面してきた食品を食べさす父兄もてる宥様てした。我々は、再さ、同様な要請を

したが一向に効果なく、一方て亦崩患者か且~~＼るという最悪の状態になったのて遂に、鉄線て垣

をし濫視者（教職員）をおぎ、 立入禁止をした。 それても予想した効果はあがりませんでし

た。全く日本人のエゴ、親の盲愛にはヘキヘキしました。被災地の親か子供を心配して相当な

ぎせいを払って食物を苦面し、遠路はるばると面会にぎて、自分の子供だけにそっと食べさせ

ている父兄の気持ちはよく分るが、そのことが事実、赤痢発生を促していることが分れば協力

するのか良識ある社会人てあり真の父兄の姿、考え方であろうと私達は残念がりました。こん

な状態て鈴峯在の赤痢は、あらゆる対策にもかいわらず当分続いたのでした。

また、 「学校給食」について色々考えさせられるものがありました。収容された、小、中学

校ともに、学校給食はしていなかったのてした。このことが避難所ての集団生活、集団給食に

かなり如実に現れていました。白米食の弁当持ちの学校生活に慣れていた児童、生徒にとって

は急激な生活の変化、食生活の変化は色々な影響を与えた。避難所ての給食は殆んど急援物資

に頼っていた関係から同しようなものばかりか続いた。このうちても、主食として与えられる

パン、ソーセージ、脱脂粉乳には全く当分はヘキヘキしていた。パンとミ Jレクが不人気で、サ

ツマイモが人気があったのは輿味あることてした。しかし略々 10日ー 2週間て給食献立に色々

なものが盛られるようになると共に、この様な生活に慣れてこの後、漸次残飯が少くなって私

逹も安心しました。

学校給食を実施していた学校の児蛮、生徒てあればもっと給食に対する態度も違っていたた

ろうと強く感しました＂
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租逹1ま3ヶ月にわたる避難所開設中ずっと、衛生の諸問題、健康、炭病窄の色々な間四を担

普し貴重な経験を得たことは望外の幸ひてした。今迄誰れもが経験したことのなかったことを

私逹ぱ実際に経験をしました。

人間生店の複雑なこと、人間関係の難しいこと、生命、健康の貴いこと、戎は紐熾、機構、

管理の確立の大切なこと等々、またまた平素の準備、ら構えの大切なこと等々を強く感じまし

た。こんな悲惨な大災害を防ぐ方法はないものか？ また、最小限度にくい止める方法ばない

ものか？科学的にしっかりとその道の専門家によって検討してもらいたいと祈らずにはおれま

せんてした。

この捜査の進展に伴ない、派生的ケースとしては、汽船松隆丸（松岡汽船、 5,602屯）ぱ、

三河湾内避泊中座礁したか、合風来襲当時、約50屯の燃料を涜出して、付近の漁業関係者に被

害を与えたのて、この補償について、暴力斤為を伴なう紛争かおこるものと、ゆう慮して、厳

璽腎戒したが、まもなく平和的に解決をみた。

（投稿者は当時の項山保健所畏）

(10) 被災地を視察して

＾
 

息 田 文 治

「災害は忘れた頃にやって来る」とは昔からよく云われましたか、絃数年来、私共の住む地

方ては衷実「災害は忘れる間なしにやって来る」……何と天災、人災、共に豊富な我が郷土で

はありますまいか。

昭和34年 9月26日に潮岬に上陸して伊勢湾沿岸一帯に空前の暴威を揮った、いわゆる「伊勢

湾台風」の凄惨さとその規模等については、既に幾度か新聞、ラジオ等て語り尽されて居りま

すのて、省略する市とヽして、被災の直後、現地（長島町）を見たありのままを少し記してお

ぎたし、

長島町はその名の示すように木曽、長良、揖斐の＝：大川に囲まれた地に人口 6千を擁する島

の町てある。関東の潮来、出島なと刹根川の日本水郷に対して酉の水郷と呼ばれて数多くの運

河か、そうして陪池か、放射線のように散在して日昭りか続けは続く程豊作と云う、川底より

低い土地柄なのてある，，津市の安濃川（暴れ）II)の堤防沿いに住む私共が旅行の度毎に列車の窓

から芸しこの言大川の堤防が決潰したとぎ、この村の人々はとこへ避難するのだろうか……と

幾度ても同じ思いを巡らしていた事かあの日に現実に起ったのてあって。被害を受けた家屋が

実にI.404棟、被災人口7.636人、一瞬の内に382人の尊い生命か失われたのてあった。その日

の最大風速は45米と聞いているか、大災害の宜接原因は風速のみでもなさそうだ。長島町の四

囲に築かれた堤防の破堤、決潰による潮流の強い悛入か、このような人災害を1i）1らしたものと

問いていな

伊勢大橋を渡った直く右側の約200米の破堤個所が1，斬く最初の仮締切に成功し、排水作業の

土木機械が据付られて居たの私共ホット嵩びの思いをした。恩えばつい咋日まて緑の色が濃く

笑しく 11召り輝いていた田、畑に玲酷な灰色の泥水が禍高くのしか＼っているのに気付いた一瞬、
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あやう＜虚脱の感に関われかげたのてある。

淡い陽光0)もと日頃枝紋一つ立てずに、芙しく陪かてあったあの三大川も一度狂えば、こん

なにまても魔性の猛威を揮うものかと大自殊の恐るへぎ力に私共は改めて決宣を新にしたのて

あった。

木曽岬橋を超えて少し進むと昔のままの竹筋続ぎの堤防てある。私はこの度の災害てコンク

リートか竹の根よりも弱かった事を知って寄異な割り切れない惑しを持った。平供心の折から

竹厳による護）芦の防懲力と去うことを只漠吠と頭に入れていた租にも、特の人の生活と体険か

ら得た血のした＼る尊い防猥手段を更めて高く評価せざるを得なかったのてある。

今この地の士木事業に建設省の使役人夫として鋤いている人々は、つい昨日まで4佐続ぎの

豊作を夢みて刺夕、自作の田畑を眺め楽しんていた人てあったのてはなかろうか。鋤く姿にそ

の其剣さが溢れている。家族を失い、家財を涜し乍らも申し合わせたかのように、郷土の復典

を一刻も早くと互に励まし合っているのてあろう。私は私なりに推察して更めて目がしらを厚

くし、決意を改めて帰路についたのてある。

「災害ぱ忘れる間なしにやって来る」何と天災、人災共に豊富な我が郷七てはありますまい

か。

政治、政治、それには生ぎた政治を。

（投『裔者は津市選出の県商会諮日てあ恥）

(II) 伊勢湾台風によせて

水 谷 正 俊

今次伊勢湾台風は、我々芝重県民にとっては、全く驚天動地の形容そのままで、一体何事に

なったのかと思ひ迷った。あのいまわしい合風の爪あと、悲しさ、恐しさは、私共の体験から

も筆舌に尽し難く、今迄出版された時報、両報等てよく報道されている以上てある。私はこの

機会に今後の防災について、一言述べることとする。

災害をうけた場合緊急を要することは、被害者が生存てぎるよう水と食 を供給し避難、収

容の場を確保することてある。これと同時にり災者を早急に立衰らせるよう、万全の措限を講

ずる必要がある。このような応急対策を迅速かつ適確におこなわれるよう平常から準備するこ

とがのぞましいcこの準備は恒久領の一環として計画しなければならないのは云うまてもない。

また防災の措置の一つとして暴風雨や嵩潮に対する予報贅報の伝達方法に問題がある。危険

地域に住む人達に適切に予腎報を知らせ、待謎の方法を教えたり、市町村等の中枢磯関か情報

を収集して適切な処置をとれるような、通信の確保が絶対に必要てあるが、台風時は常に風速

かきわめて大ぎいのて、有線の通信網は完全にまひしてしまうのを常とするので、無線通信と

し、その電源も杜絶しないよう配慮した計画を行うとともに予腎報を初めその他の防災情報等

を適宜その地区の事情に即して解説し、住民に知らせる組織を作ることが防災の 1つである。

またこれらの防災の予報彗報等を受けた人が避難する場所についても、あらかしめ若えて造っ

ておぎ一般にも平時から周知させておく必要がある。理想的には各家庭て考慮すへぎか望まし

いか、公共的な謹難所は絶対に必要てある。また、住宅を熱寮するとぎにも今次災内の経験を
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生かして屈限や構浩に新しい丁丈をした置砂のものを指導する必要かある。

また、防災措置として、海）や、河川堤防の建設はその枯幹てあるが、単一の施翌による防嗅

体制ては、完仝に防災効果を発揮て弐ないことかあり、万ーの場合も考え種々な方)＼を組合せ

る必要かある。また北勢地域のように堤防0)策堤とともに今後この地域をいかに利用して経済

効果をあげるか、時には浸水は許すことかあっても（特に港誘咋）人命や家限には軍人な祖宝

をおよぽさないような防災叶両を取り入れた開発方式をとり、雌立、防波堤の新設方を勘案し

た綜合的防災叶両か必要てあると思われる。今次災害を機会に恒久的な防災対策を樹立して幾

多の災害犠牲者の霊にこたへたし 1ばいてある。

（投稿者は員弁部選出県認会議口てあろ')

(12) 伊勢湾台風と普及活動

野 呂 多

4 9 5粍の連続雨鼠と瞬間最大風連 60m/secを記録した伊勢忍合風は梱田川！一流沿臣にも

生々しい爪跡を残して去った。早速普及所員が集合して、災害対策を，［t議し直ちに現場の被害

の実態は捏に手分して調査することとした。

主要道路、電信電話、送電線、寸断されて使用不能で全く草罪ばぎの踏査行である。たゞ県下

各地の災害情報、復旧状況等はトフンヂスターにより聴取するのみてある。普及員は被災写其

或は農家の被害実体は把のため、管内各地をかけずりまわった。そして各自があつめた資料を

もちより全員て，，］議集約して被災作物の応急措置、家畜の管理器材器具の手入等を細かく苫い

て農業災害特報としてパンフレットを各濯災者に配付し、夜間は被害損失防止の技術対策につ

いて部落集会を開催して指導をおこなった。しかしなから被災農家は、昨日まてずっしりと置

い稲穂をたれた田てあったものが一朝にして河原と化した姿をながめる心情は見る眼もいたま

しいすがたてあった。せめて命だけても助かったとあぎらめの言葉をもらすものもあった。

なんと云っても農民は、稲作に対する愛着は深く、埋没した稲を掘出し、その穂先を鋏て切取

り穂付のままムジロ干している農家が多く見受けられた。そのすがたを見て涙ぐましいものが

あった。倒伏した稲は早いものて 2日、遅いものても 7日くらいて穂発芽現象が起り稲を持ち

上げるとパリバリと音をたてるまで発根したものが多い、一粒の籾て「地上部は第 3本葉が抽

出展開し、地下部は4-5本の冠根が発生する」という生育ぶりて、もはや米として価領のな

いものが多い脱秤したものは胴割れか大半て味も著しく劣り全く満足なものは少ない。品種別

の差もあろうが発芽 6月の苗代にくらへ実に早いものだと恩った。籾の胎内に秘められた種朕

保存への力強い生命力に驚いたのである。

その他、普及員としての職務の完遂に全旦努力して被災者のこころを心として活動した。

（投縞者は丙飯南普及所長）
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明治初期よりの台風および震災害史

（各古物より拾録したものは原文の主主品1閃した，）

明治？年 7月13日（西歴1869年）

南牟婁郡誌

大風雨、神の内成1'！例家

熊野史

大風雨 神の内成）I!侑喩、城下戸根を飛ばし冗を桃り、門戸を町し、早窟口の内あり。

字殆山田市史

13日、暴風雨、万卜鈴川出水にて風日祈宮界、中治1喬少担、同仮橋およひ新閂ば涜失し、

宮川ても仮箇は涜され所々の小橋は残らず落ち、外宮域内の大木は百I・本伺れた。 （＝屯

県史笥）

明治2年 8月2日 C// 1869年）

港村史料

大雨にて阪内）1|出水甚しく、遂に荒木高川向堤防悉怖及大平尾字杉の木堤防を決壊し、激

流は大平尾町方而に向って奔涜し、田畑人家は一阿水に授され、その＇惨状被害の激甚なり

しことは、今も猶両字田畑の間に介在せる幾つかの小山の残りしを見て、当時埋没せる士

地の復旧整理に莫大なる努力を要せしかを推察するに余りあり、当時堰止め工事の状呪を

ぎくに普請奉行森部市之承出張指揮せられ、紀州川工事に倣ひ、仮堰に取かかりたるが、

七麗夜に至りて功を奏せず、全く河涜急激にして工事の困難なること一方ならず、これが

ため下涜にある町平尾、猟師の迷惑なるは非常にして直視するに忍びず、同村庄屋、種谷

弥二市兵衛、代官布目惣兵衛出張せられ、四近十力村へ人足割当て舞賀にて工事に助力す

ベぎを命じ、また松阪魚町材木商田中茂兵衛方より多く杉丸太を徴発し、一凩夜にて仮堰

をなし得たり（下略）

明治3年7月16日（ //187炉旬

桑名郡伊笞島沿革誌

16日、大暴風雨太曽）1|通隔豊外マか所堤防潰損茂ケ須綸中一円入水し冑鷺川通福吉二か所

破損。

大日本府県誌

17日、吉摩大風雨洪被家屋破壊しrn圃臀荒す、朋死するもの数十人あり。 （＝雨県史料）

明治3年 9月7日（//1870年）

大日本府県誌

8 II、志胆大風雨洪波家限を預没し「日間を1廿ず、罪死するもの数卜人あり，（三手県史料）
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宇治山田市史

7日夜の暴風雨で宮域民家の被害が多かった。 （神部年代記）

明治3年9月18日（ '"1870年）

宇治1JHI1叶f史

18日、また荒れて内宮樹木十三本、外宮＝百六十三木倒れ、忌火宗殿圧破せられ、民家咽

の破壊も怨かった。 （神都年代記）

津市史稿

明治3年は春季以来気候適順を得、夏に入って益々順調近年まれに見る豊兆を示したが、

9月に入って 7日、 8日の風雨て多少の損害を受けた、次で同月 18日突如として、大暴風

雨を捲起し志摩地方は遂に一大海疇の襲来となりて大損害を被った。

抑そも此日は朝来の小雨に午後より北風吹ぎ添ひ風力は刻々に強列となり汀没頃よりぱ

益々猛激を加え暴風を伴い民家を吹ぎ飛ばし大樹を引抜ぎ全く物凄い状況となった。而も

初夜 8時ごろ俄に海嗚か押寄せて堤防を欠壊し、沿岸足里、田園に大肢か奔涜し、津町ぱ

床上浸水I.083戸巌死14人を出すに至った。

町年寄の提出した被害報告書は、次のとおり 9月18日風雨高浪に付破損所死人書付

覚

I.床上迄水入家 分部町組 82戸 I.床上迄水入家 築地町組 118戸

1.床際迄水入家 宿屋町組 17戸 I.床上迄，， 新角町紐 59戸

I.床上迄水入家 同 39戸 1.半壊家 伊予町 4戸

I.床際 ク‘ 大門町組 35戸 I.床際迄水入家 同 15戸

I.床上迄水入家 同 9戸 I.床上迄ク 同 24戸

1.床際迄，, 立町組 21戸 I.壊家 弁財町組 4戸

1.床上迄グ 万町組 8戸 I.半壊家 同 6戸

1.半壊家 同 1戸 I.床際迄水入家 同 28戸

I.床上迄水入家 蔵町組 57戸 I.倒木 同 1本

I.同 東町組 10戸 1.死人 同 女 4人

I.床際迄グ rヽ 33戸 1.壊家 八幡町組 7戸

1.床上迄グ 新中町組 80戸 1.半壊家 同 6戸

1.半壊 同 1戸 I.床際迄水入家 同 164戸

I.床際迄水入家 北浜町組 10戸 I.床上迄グ 同 68戸

I.半壊家 中1兵町組 4戸 I.壊家 新東町 3戸

1.床上迄水入家 同 60戸 I.半壊家 同 3戸

I.床際迄ク 同 31戸 I.床ヒ迄水入家 同 232戸

1.床上迄ク 山の世古町糾 105戸 I.壊家 藤枝町 10戸

1.床際迄ク 同 5戸 1.半懐家 同 7戸

I.潰）1|岸納家 築地町 3戸 I.床際迄水入家 同 39戸

I.半壊家 同 ?'戸 I.床土迄ク 同 80戸
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1.死人 藤枝町 男 1人 1.潰家水入家死人等無之、丙町塔世祖、

女3人 茶屋町紐、北町祖入町東組、八丁四組

1.壊家 的場柳山坦内 7戸

I.半壊家 同 9戸 I.社寺潰堂兼住屋 3戸

I.床際迄水入家 同 2戸 I. I司半潰庫裏 1戸

I.床上迄ク 同 38戸 1.同床際迄水入堂庫裏 4戸

I.潰家 贄綺町 31戸 I.同床上迄水入家 14戸

I.潰上蔵兼納屋 同 13戸 1.倒木 26本

1.潰神社 同 4戸 I.死人 僧 1人

1.半潰家 同 21戸

1.死人 同 男 1人

女 5人

総計

憤民家土蔵納家兼官社堂宇共 75戸

内 民家 52戸 半潰家 66戸

士蔵 1戸 床際迄水入家 404戸

納澄 15戸 床上迄ク I.083戸

神社 4社 倒木 34本

堂兼寺院 3戸 死人 14'人

右之外高塀小建物等破損所多分有之候市、贄崎波戸並其外石坦常燈合等所々破損仕同興行小

屋潰候事

右之通り御座候以上 町年寄

領内災害状況報告井（弁官へ提出）

I.道路田畑、欠山欠 750. 3251閏 1.水入家 8,812戸

I.潮入水漬砂入山落川成田畑 9,494反余 1.井堰壊 2,810所

I.涜家 291戸 1.倒木 141,760本

I.潰家 I. 729戸 I.溺死人 293人

I.半潰家 3,052戸 1.溺死牛 35頭

I.流失土蔵 179戸 I.溺死馬 1頭

午 9月 海岸汐入調

村数 36村

高 17,074石 9斗 7升 1合

内本 田畑 760町 9反 8畝25歩 分米 9.117石 6斗 1升 5合

新田高 6,154石 9斗4升 9合

内新 田畑 560町 7反 5畝15歩 分米 6. 738石 1斗 7升 4合

家数 4,269戸 涜失家 236戸

-429-



潰 家

半潰家

469戸

667戸

人 数

死 人

以 上

20,732人

211人

士族困敷及！l汀続郷中の被害は統計の徴ずへぎものかない、 但し困敷町は19日夜から900人

前の炊出を給し、其受給人旦は漸次減して29日には、 300人前となり、此日限り給与を打

切りたいと云うに徴しても、被害の甚大が推察せられる。町外郊田方面では、鶴宮附近の

東側民家は大破揖を生じて潰家多く、大部田は浸水八尺余て死人があった、塔世川口の松

本綺新田は此時全部破壊せられて、荒蕪となり乙部、中河原方丙は堤防決潰して一而の水

となり、乙部の中央民家の比較的高地ても、地上8尺内外の浸水て二階から手梱杓て水を

掬ったとの実歴談がある。両村共水先に当った所は潰家半壊等を生じ十数人宛の溺死者を

出し、災後に流失藁屋根が音外な辺に漂昔したものもあり家と去う家は痣蝉箭の如くなっ

ていたと去へば其の被害の猛列さが推測される。

また、極楽橋ぱ此時全く破壊せられ岩田）II筋堤防1まところどころ大破し寒朽院へ千右船

が打付げたとは、今なお古老の語り出づる所てある。当時の模様を詳細に記したものに「

岡安定日記」があり、其の惨況歴々として眼に写る如く、就中東部海岸に近い低地の被害

は直視に堪えぬ程てあった。

鶴村水害史 大海鴨により海岸堤防決潰す

9月、 10日間に亘り海唱起り暴風雨続ぎ18日、海水一時に堤防を乗越へ来り全村浸水収穫

なし、死者40人悲惨を極む一家全滅せるもの三世帯、倒壊流失せるもの無数。

相賀町年表

9月1811夜五ツ時より九ツ時迄大高浪有之に付、、竹村新町迄浪打卜り、尤も大水にて木地

凱一而に相成本町も同様家の床より家により万寸、ー尺、＝尺にも上り大あれなり引本浜

辺の家は大邪分浪上り大破掛、赤右辺は家限敷悉皆破れる。

四日市市史

暴風雨特浪起り沿海地は潮水没入して市中大半没水す。

松阪港村史料

門、互日前より雨肺りに降り続ぎ風さへ吹ぎ募りて天気模様なんとなく悪かしが 9月18日

午後頃とも覚しく海求俄に濫し求り、すは沖浪よと驚ぎ騒ぎ我先にと逃出せしか激浪は次

第に里中へ押寄せ来り八時頃には大口の人家の人家等悉く水に没され床上4、5尺におよぶ

所ありて見る見る海旱の堤防は所々に破壊せられ海水は府浣の勢を以て遠く笠の地蔵辺押

上げ、平叫蜀等坂内川の堤防迄押流され大口の見中に在りても溝川の向岸に建てる人家は

今にも押流されんとする有様なりしかは居残り人々を助けんと屈強の者共船を！曹ぎて、其

の附近の家々に就ぎ急ぎ居残りの人々を乗せつ＼ある折柄家の庇落乗りて船覆り終に非常

の死を遂げし者11人に及びしは悲惨なりぎ、時恰も塩浜、塩田丁事中にて紀州侯より普請奉

行其他の役人払多く出張して［夫4、51-f人をも使役し居たり、当時海岸の堤防上に役所を

拍へ役人工夫等 100人余りも寝宦り居りけるか俄の津肢に狼狽し逃出せり、海岸堤防ぱ
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忽ちのうちに数か所決消し遮げ場を失ひし者20人計りば堤防の松の木によじ登り雌難せ

り、されと歳度か成にさらわれんと上るを辛して助けぬ。是今に云う助け松これなり（後

略）

名賀郡史

名張川大洪水にて新町士堤浸水せり。

南牟婁郡泊村役場調

9月18日暴風雨あり、午後 7時頃より高浪起り翌19日午前 5時頃迄に海摩に近ぎ人家 6戸

を流失したるも人畜に被害はなかりき。

明治7年8月12日 (1874)

宇治山田市史

無風の降雨に思はぬ水が増し、内宮風宮橋小田橋簑子橋皆墜ち涜れた、宮川筋には異常が

なかった。 （久保田俊鈴雑記）

明治13年 6月6日(1880)

毅知新聞摘録、伊勢国諸郡の大水

6日午後4時より降雨の処同 8時頃東風強く吹起り翌 7日午前 5時まで降続ぎしがため、

川々出水。

明治13年 8月10日(1880)

日本気象資料 三重県下の状況

殊に 9日より 11日の朝まて間断なき強雨烈風

補正明治史要に収録されている明治13年水害表
--—~ 

I 河）II 名府県名 洪水月日 損亡代価
---- -------—-~ •------•'•--•-•-~ ~-• ~---•一•一••--•t-~- 1 ---

I・三 重 県 8月10日 277円

I " I 6月6日・ 7月7日・ 8月ID日 30,881 

ク 6月6日・ 8月10日 11,321 

'， 6 月 6 日• 8月10日 8,649

ク 8月10日 475

ク 8月10日 53

6月6日・ 8月！0日 6,209 

8月ID日 151

8月10日 644

8月lO[j I 1,724 

7月 1日～ 3日・ 8月9日・ 25日 42,060 
9月16日・：0月3日

~~ ● ●●ー• •-~ ~、-.

揖

員

鈴

三

大

竹

朝

十

内

加

澱

斐

弁

漉

滝

井

谷

明

四

部

茂

JII 
Jll 
Jll 

Jll 
Jll 
JII 

JII 

J I I 

JII 
JII 
JII 

ク

ん

ク

ク

京都、大阪、＝^ 童

明治13年 8月25日 (1880)

日本気象資料

一咋日は（中略）午後 5時頃より出風列しく吹起り 6時30分頃より雨を交へ風伯は益々威を

遥ふし夜に入りて雨鼠また勢を張るに乗して田公由援をなし一時は余程凄ましき有様なり

し。

(8月27日 摘要類函）
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（注）摘要類函は新間記柑より所要部分を摘，氾収録ぜろ事とす）

河川名 県 名
I 

f̂~fnFa9 
リ

]

拾

い

忙

9

''ii 

田

/II 

/II 

/II 

ヶ

-9̂
 

［
 

~t. 

--

訊水月 1.―I I !Ii 亡代価

i 
------- --- -- -----

円
I, 108 

! 17,703 

5,214 

」------…•••一

8月25日

8月26日

8月251i 

附皿径略図

、グ

f 

台風の既況

此の台風は粗等に優勢にして紀伊半島南端

に上陸し本県を縦断せしため県下全域に暴

風雨を惹起し近来にない大被害を生ぜり本

邦附近台風経路を示せば左図の如く南方洋

より北上せし台風は紀伊半島南路に上陸津

を通過、名古屋、長野、秋田、宮古北方よ

り北海道南東海上に出て北東進し去りしも

のなり

津測候所暴風観測は次の如し

9月11日の暴風観測

最大風速

同 風向

23.6米／秒

東南東

日降水量 (11日）

9月12日の暴風観測

i06粍

最大風速 22.8米／秒

四日市市史

明治）2年 9月11日暴風雨起り大滲事を受けた。其の状況及被害の程度は、当時警察署長）11

田茂通より県本部長脇千茂氏への報告は、次の如し。

明治22年水害取調書

9月11日午前:o時頃より東の風雨起り午後 3雨時頃より暴風雨、 7時頃北風となり、 8時

半西風に回り風雨陥まる。当日雨鼠は風力の強かりに比し余り多からず、随って河川の出

水約 5合に連せしのみ、暴列風のため、海潮怒濤を生じ海岸の被害甚し、其の主なるもの

は高砂打波止場四分通り破損、其他該町海岸沿ひ宅地欠損凡そ百間流失家屋8軒破損潰、

稲葉町涜失家屋 4軒、破揖潰れ 1軒、直高堤防切、農田地 7町余浸潮蔵町及其近傍町々は

何れも浸潮床上 4尺以上多数関西鉄道会社堀割（連河）及昌栄新田堤防切れ浜田田地一面

に浸潮以上追て高砂町及波止場は実に眼も当て難ぎ程の惨状を極め候、

失せしもの多々有之候共其員数末だ不詳人畜は死傷無之候

なお船舶の破損涜

家屋被害 流失家屋、高砂町

同 稲葉町

8軒

4車f

---432-



明治15年8月5日(1882)

宇治山田市史

4日暴風雨、 5、 6両日に亘って雨やまず諸）II増水して宮川西側の堤防切れ磯村の田、畑

6、 7町河原となった。 （神都年代記）

度会郡南海村役場調

高浪起り海水津浪の如くなり。農作物五分位減ぜり人畜に死傷なし。

明治16年10月28日 (1883)

桑名郡伊符島沿革史

暴風雨水害、都羅新田堤防が欠潰せり。

明治17年 7月17日(1884)

宇治山田市史

洪水被害多し。

明治18年 7月1日(1885)

宇治山田市史

暴風雨、宮川洪水にて屈田村の堤防切れ17戸流失し、：o余人の溺死者があり、 田畑200余

町歩河原となった。 （神都年代記）

港村史料

朝来降雨頻りにして天気模様悪かりしが正午頃に至りて風雨益々激しく家屋揺ぐばかりに

て屋根瓦を飛ばし樹木を折り阪内川の水は濁流届々としてi張溢し来り松阪町の人橋は中断

して涜失し、遂に御厨神社の裏戸是防は欠潰せり。見る見る濁涜は鎌i且を突過し、郷津、

商町屋に向って進み、万浜の苗代1日は一望向の如く没水せり。尤決潰個所は人傾斜をなし

水流坂落しの有様なるを得へし，ここにおいてか、松咬町は、矢）II/摯江の人足を切口の西

側より鎌田、人口、郷津、高町屋の人足は一団となりて切口の東側より堰止上市にかかり

一度堰止直ちに、また、欠潰し人足・ト五、六名は押涜されて危く助かりぬ。更に工事の方

法をかへ第四同日に全りて1斬く仮堰を完了せり。当時鎌田の四南部1.11畑は勿論矢川高町等

の大方砂礫の埋もる所となり、其の被出五十余町歩におよび惨門たる状況見るに忍びざる

ものあり。

新聞集成明治編年史

束海迅を見れば先づ伊賀国は服部川ならびに阿拝、山IU両郡の諸川暴1張の災あり (6月17

日の人雨出水の割合には担害少なかりき）伊勢国にては安濃川は満水に堤防を壊り桑名、

長島近傍は田畑人家とも一円の投水なり、町屋川、凶升川も出水し、松阪川は堤防切れて

松阪0)大橋を涜したり。 （中略） I灯海心にて大川の多きは紀伊を以て氾，とす、所謂る仔

田、日高、富田、安宅、古座、太田、熊野、紀伊の諸川ありて執れも30里内外の流脈なり

と雖も、其の出水の甚しかりしは紀伊川にてありぬ。

伊勢朝報

度会郡昼田村全村流失其他附近に大惨車を惹起せり。

-433~ 



明治2？年 9月11日 (1389年）

当時の状況

この日風雨激しく折柄海水涜溢し来り町平尾海岸堤防一体及び猟師の新浜沖大口の南浜、

里中、 畑新田の北角等の堤防一時に決潰し、 潮水は活々として田畑を浸し見る見る町平

尾、猟師、人ロ一帯は悉く床上2、 3尺程の浸水あり、されと幸に人畜には死傷なく漸く

にして減水せるを以て安心する折しも人口森川新兵衛所有の石灰店庫失火に狼狽せり（中

略）其他没水のため晶作物の被害は甚人にして殆んと半作なりしと云う。

柑賀iff」11-/

諸国人水、相賀J)堤防壊れ民家被宮多し、流失家尻 1戸、大破 3戸

．―-志邸戸木村史料

人暴風由あり、字狐塚において倒家十数戸におよびたり。

明治25年9月12日、 13日 (1890年）

合）直＼0）概況

この合風は沖縄附近より進路を北々束にとり紀伊半島に上陸し大阪を通過、能登半島より

日本海に出で、沖軽海峡を抜け北海道束部を通過し北東進したるものにて近畿地方にぱ、

その被害多く／に以も各地に多くの被吉を見たり。津測候所の暴風観測を掲示すれば、次の

とおり。

最人風述 20.4米／秒 同風向 南々東 日降水鼠 140粍

被古の状況

此の台風は本恥の四方を通過したるものにて蔀岸地方は南束の風波流く、殊に熊野灘沿阜

I 1 
期冶25年9月13峠 恥 扉 佃 径 過 固

. -uu 

地方にて高浪被害を生しる所あり、 i行し人畜0)

被害は幸いにしてなし、また、伊勢湾内の沿岸

地方にて晶浪のため塩害多くあり、全般に塁作

物、殊に稲作開花期のため、其の被害相当あり。

作付段別 73,679.0町歩

総収穫高 1,028,521石

一段歩当り I.396石

平年比 23.8% 

昨年比 8.2％減

流失家屋 北納屋町 1軒
、 南納屋町 1軒

倒家 高砂町 8軒

稲葉町 1軒

南納屋町 2軒

末永町 1軒

但物置
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半壊家 南納屋町 9軒

浸水家屋（但床上 5尺以下）

大字四日市 404軒

堤防田畑被害

大字四日市

海岸堤防切所 1か所 延長 100間

同欠所 1か所 延長 8「Il!］

大字浜圧i 30軒

同内以切所 2か所 グ 13間

—―滝川岨堤防切所

同 欠所

人字浜田

海面堤防切所

阿瀬知川切所

同 欠所

樋管流失

田畑浸潮

人字浜一色

海面堤防欠所

海蔵川通堤防欠所

以上被害に付臨時焚出救助左の通り

延長

延長

4か所 延長

6か所 延長

延長

1か所

凡

延長

グ

100間

1571/!J 

236間

75間

16間

70町

31間

40間

戸数 80戸

人口 375人

但人字四 1]市

松阪港村史 海水瀕溢して海犀堤防所々欠

潰せり。

明治26年8月18日 (1893年）

台風の概況

この台風の経路は九州南部に接近してより

四国沖合を通り紀伊海峡に入り大阪の中間

を通過、岐阜の西方を通り日本海に抜け出

で青森より北海道の東端を掠めて北東進す

るものにて、本県紀伊海峡に入りし頃より

風雨募り、全県に亘りて暴風雨となり河川

の増水、低地浸水等ありたり。津測候所の

観測は次の如し。

る一
ク

図岨通-115-v: 
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最大風速 21.4米／秒 同風向 南東 日降水鼠 156.2粍

被害の状況

この台風被害の状況は余り記録なく全屎下の模様は詳かてなきも河川増水のために浸水家

屋、冠水」1畑等の所を散見されている。

咋{Lに引続ぎ本';:0)米穀収護も悪くなっておれり。

明冶29年 8月30日および9月11日 (189F年）

台風の既況

この合風ぱ近糾稀に見る優勢なるものにして其の大暴風雨を起せし範囲も広く台風経路附

近の地方は莫大なる被害を惹起し、本県においても被害記録より考察するに近年来のもの

なり。比の台風の経路に掲くる図の如く、 Aは紀伊半島に上陸し本州を縦断して日本海に

入り北海道を通りて千島方面へ去り、 Bは四国沖合より紀伊半島に上陸し中央部縦断して

日本海に抜け秋田附近より本州を横断し大
「戸

明治23・8・30(A)

卵治 23•9 ・ 1 1(B)餌碕雌韓図?/

（向・艇は告を示す）／ノ

被害の状況

1 _ -—，い県史より当時の状況を転記すれば 8 月

30日の暴風雨によりて桑名郡長島、伊酋島両

村の堤防破れ、 ：重郡塩浜村海犀堤防もまた

激浪のおそう所となり、無惨にも破壊せられ

陸上にては守治山田監獄文署の丁＿場倒壊した

り、其他監熾本文署の―ー工場倒壊したり、其他

監獄木支署の藍房または塀柵＇：形の被古勘から

ず、其の復旧［~•’li\1-I123,000 円余を要し、戚に交人な追加文出を要するにまたもや 9 月 11 日の

暴風雨来り］［干各地を荒し、堤防決壊、道路、協梨の破壊流失ぜざるヽもの餌、その応色施

B
 

平洋岸に出て北東進せり。

当時津測候所の暴風観測を掲ぐれば次のと

おりてある。

8月30日 最大風速 31.5米／秒

日降水鼠 84粍

9月11日 最大風速 21.1米／秒

日降水鱚 128粍

A
 

設［いItのみにて実に8八000円余を要せり、後J附査する所によれは当年翡［卜の損宙はI,000,

000円以上に達せりと。

I. 本年秋季の人水害就中其 8月における風雨猛烈、河水波を屈らしたるを以って諸川の堤防

其の古をうけ、いわゆる寸断尺切の形状を示し濁流奔流し田圃丘陵一面の人砂漠と変了し、

何地か其の河心なるやを疑うに至らしめたり、現に員弁郡の如ぎー河の本支流においてすら

破壊箇所におよへり、其他諸）1|被害の大なるは此を以て推知するに足る実に['1年未聞の水害
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なり。

1. 各旭方被害状況

阿山那地方は河川の1まん際に伴い、堤防置路の欠潰随所に起り、橋愛の流失、家平涜失、田

地1.11畑埋没、院失冠水等あり中ても郡内錦↑村地内を涜れる河川の担書20,000「]を突破し流

失家扇15戸ありまた、阿妓村地内において団路の崩潰随所にて橋梁の涜失30か所におよびた

り。名賀郡も同様な状況にて殊に神戸村地内において家1"倒壊36戸に達せり。

I.桑名郡地方は揖嬰川氾艦にて河口の長島、伊曽島村両村の被害ば為阻たるものあり、伊習

島村沿革誌に記録さるものをみれば、 8月31日海疇に次て両川の人洪水にて堤防欠潰多く涜

失住家18戸其他112棟、倒壊家屋124棟、半壊98棟、船舶涜失32艘、同破担92艘、死但者数ト

人、 8月31日より 10月 1日迄焚仕＇,救助を打う延人員 110,611人に達せり。

I.鈴廂市長太浦Il膚寺所蔵記録に依れば神戸地方人侵水を蒙り長太浦庫祁および家庭へ浸

入、古庄野にて凡そ百間余堤防切所ありたり。

I.関町郷ナ誌によれば、明治29年 9月棗雨、人水害はその区域広汎にて県下北勢殊に甚敷し

く（％芍県土木復IIIT粛苦51万円を宜す）胄町の如ぎは或る部分を除ぎ殆んど全町床下に没

水し街路は濁水l酋々と阿川の状態をなし附近の山岳の崩隈最も忽く驚翌の相を現ず、 n．つ四

辺の架橋は悉く涜失し鉄聞は不通となり全奴孤島の観を呈し（後略）か＼る入水は実に応安

3年以来の末似噌の水密にありしと云う。

度会郡南海村役場の凋査によれば数日前より降雨あり n一日と風増し天候益々険となり、

同日午後12時頃には人暴風雨となれり、高浪甚しく、ために同村迫間浦において人家 2戸山

崩ありて埋没し其他海岸の堤防人家等の破涜したるものあり、米作においては収隈皆畑の状

態となりたり。

I.木の本町役場の調査にては高浪押字せ漉岸線一帯に破壊か所あり。

1，神郡年代記によれば暴風雨にて家屋の破損、稲作の被害膵しく連合寺前1[]の柿は殆んと吹

翌落され参宮線宮）Il限を発せる汽車は田丸駅との間にて罰覆し十数人の負傷者あり蓉。

I.本年度米穀収穫状況を見れは近年になぎ大凶作なり。

作付面槙 74,239.7町歩 平年比 54.6％減

総収朋高

段当収穫高

61.723.6石

0 831石

昨年比

I.桑名生代記は 8月大暴風雨大水とあり。

36.8％減

I.桑名郡古芙村役場の調査によれば明治29年 8月末および 9月5.6.7日と一大風水害あり、

当時大字古野西方寺は火災により再建中にて、被害甚大なりしため建築を 1年中止し、土地

の復旧に努めりと記さる。

I.三盾郡河原田村災害史によれば 9月7.8日に鈴窟川、 内部川の合流点大門大破し浸水 5「l

間におよびたりと。水稲の被害殊に甚しく反当り 3斗と記録さる大1メ［作なり。

明治32年 7月 8日 (1899年）

北牟婁郡相賀町年表
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7月8日洪水、木津の人家流れ死者28名に達せり。

明治32年f。り1月(1899)

9月8日および10月7日ともに本県附近を通過せし合風によるものにして当時津測候所にお

ける暴風観測を掲示すれば次の如し。

明治32年 190〗?［台風経路図
」．

]̀/ 

口

~I 気象概要 ； 

I 
I 

9月 8日・ 10月 7日

最低気庄（永点） 746.l粍 ¥ 736 3粍
起日時 8日14時0分 7日11時30分

—• 

最大風速度 I 22.6米／秒 15.5米／秒
起 日時 i 8日12時30分 7日10時0分

l 

I 
同風向南々東 1 北 西

， 
I 

暴風継続時間 i 8日ID時～20時-..-• [.—! -
降雨開終日時[

6日0時30分! 5日2時 0分
l 8日17時50分 1 7日16時20分
l ... 

総 降水嶺 !40. 7粍 307.2粍

゜
゜芦

被害の状況

此の両度の暴風雨による被害は記録僅少なる

ため程度詳かならず、而れども殊に農作物の

収穫状況より考察するに前者の暴風雨による

米穀の被害は相当に大なり、今、本仔度米穀

収穫収況を掲示すれば、

総作付段別 75,348.5町歩 昨年比 320右減収

総収隈高 1.059.311石 平年比 424石戟収

段当収穫高 1.406石

其他各河川の増水、田畑地の冠水、低地の段水等あるも大市にいたるところなし。

明治35年 8月11日 (1902)

県下にわたり暴風雨となり、特に両畠は名人に達し各地方の低地は翌水腎ぎを小ぜるも被害

僅少に終りたり。

津測候所の暴風観間は次の如し

最大風速 16.9米／秒 最大風速の風向 東南東

明治36年7月7日～ 7月9日 (1903)

終止

127. I粍

総降水塁 216粍

県下各地に大雨のため洪水を起り河川増水（冠水[n、翌水家等を牛じたるも大市ならず津測

候所の雨騒観測は次のとおりてある。

降水開終起時 開始 7日 4時30分

日 降水 7[] 55粍 8日

日

日
9

9

 

7時50分

90.8粍

-438-



総降水研（粍） 272.9粍

明治36年9年23日 (1903)

本暴風雨は台風の東海道浜松附近より上陸木邦を樅断せしため、木原においても可成風雨激

しく各地に被害を発生せり。

松阪港史料

風雨強暴にして諸）1|水濫れ其内高町屋川は旱部に通ずる土描を流失し、また堤防数か所を

決潰し瞬時にして田圃•一而に浸水せり、斯る有様なるを以て海水は却って北風に簸せられ

追々川上に逆流し来り大口挽材工場なる貯蔵木材は水の間に間に押流され田面は勿諭高町

屋郷津里中にも漂いて翌日は決潰堤防の仮堰及木材の拾収等にて入いに混雑せり、ために

田畑の被害少なからざりき。

当時津測候所における暴風観測次の如し

気象要素 起時 観訓値

最低気圧（粍） 23日9時 744.2 

最大風速（米／秒) // // 20.6 

総降水最 21日～23日 116.0 

暴風継続時間 23日 2時間～ 3時間

明治37年 7月10日 (1904)

暴風雨あり県下に大被害を与へたり。当時津測候所の暴風雨観測次の如し。

気象要素 起時 観測値

最低気圧（現地） （粍） 10日4時30分 738.1 

最人風速および風向（米／秒） 10日3ク 00ク 東南東I9.1 

暴風継続時間 10日 0時～ 6時

降水開終日時

日最人雨凧（粍）

総降水鼠

酋時の被害状況

8日～10「i

10日

（時） r'I6.00 7'12.00 

135. 7 

228.4粍

「伊勢朝報」栴雨季に引続彦汗雰碑れもやらず殊に木日に入りてより益々不穏の天候を現

し8日以束更に険悪の兆候を示して暴風警報さえ発せられたる程なれは人々安ぎ心もなか

りし、折柄 9日の雨、夜に入りて愈々烈しく午後 8時頃より疾風加ぱり忽ちジケ稿様とな

り時の進むと共に次第に吹荒れ降頻りて其咽惨の状筆紙に尽すへからず10日の午前 3、

4時頃には王に風伯雨師の暴威を涅しふせる極度なり（後略）

各地被害状況

南勢地方特に枯だしく各河川増水状況は次の如く記録せられる。

宮川の出水羅は20年来の高点に達せり平水 9尺が10日午前 5時21尺に達し12尺の増水な

り。堤防決潰か所7か所 橋梁涜失、宮川橋、船木橋、馬顔橋および沼木村の各橋梁五

十鈴川10日午前 8時11尺の増水 堤防決潰か所 3か所 勢田川出水塩田浸水
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津市方而

浸水家隅 18戸 同破損 2戸 立木 92木

板塀破損 5か所 煙突破捐 3本： 堤防決壊 8か所

多気郡 10日午前 3時20分櫛田川増水22尺におよび両郡橋流失せり。

北南牟婁郡方而 船津村往古川中里橋涜失・相賀村銚了川偲策涜失・其他畑作、犀根、塀、冗守

一志郡方面 本村字小戸木宝出川仮橋涜失

飯南郡方面 湊村字高町屋愛宕川堤防決潰

阿山郡方而 長田）1|増水12尺に達し仮橋涜失

河芸郡方面 高岡川増水 9合堤防決潰 其他交通機関、通信施設等甚大なる担害を生ぜ

しめたり。

明治37年 9月17日(1904)

この台風は紀伊水道より内地横断育森附近より北東進せしものにして、 16日より木県におい

ても暴風雨圏内に入り、各地に被害の発牛を見たり。殊に、閏北牟婁郡沿岸は高浪の来関あ

りたり。当時津測候所の暴風観訓表を次に掲＜

気象要素 起時 観測値

最低気圧 (9尾地） （粍） 17日4時00分

最大風速およひ風向（米／秒） 171]3時00分

暴風開終日時 16日～17日

降水開終日時 16日～17日

日雨是最大（粍）

総降水歓（粍）

被害の状況

17日

735.3粍

南東 28.2 

自18時～至12時

自12時～至6時

84.6 

I 63.2粍

県下全般に百り暴風雨に見舞われ、各地共に河川増水決潰、田畑冠浸水等被害を惹起せり。

校阪港村史料 当時の状況を摘記すれば

櫛田川、金剛JII、高町階川氾濫夜来の暴風雨にて遂に櫛田川筋七見の堤防第 1、第 2、決

潰し其の勢棲じく忽にして、其の水先は金剛）II2か所、高町屋JI[3か所の堤防を突破し大

口港もまた南浜の堤防を決潰せられ、午前10時頃には高町屋郷津大口等の家屋は皆浸水し

田而恰も濁流張溢して高町歴の住民狼狽して各家具を片付け老幼を扶けて玄樹寺に避難せ

り幸にして人畜に死傷なく云々。

南北牟襲郡は沿岸地方の高浪来襲し、殊に、木の本附近においては、死者 7名涜失家屋 3

戸難破船2隻あり其他浸水家屋、道路損潰等あり。

明治43年 8月8日(1910)

本台風は紀伊半島に上陸名古屋より内地を横断し北東進せしため、東海地方ぱ暴風雨によ

る被害多く、殊に、愛知県は甚大なり、本県においても各地に亘り被害を惹起せり。

当時津測候所の暴風雨観測次の如し。

降水開終日時 7日～10日 自5時00分～至10時00分
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最大日雨羅（粍）

総降水羅（粍）

被宮状況

8日 90.9 

213. 3 

8月10、13日と引続ぎ合風に見舞われしが被害ぱ堺少に過ぎたり、南熟および加野沿岸地

方は後者による破古籾々あり、農作物の被冑妹に米穀の被害少し。

明治44年 6月19日 (1911年）

台風か九州上陸四国を経て内地紺断をせしため、経路に当りし地図は暴風雨となり被害を各

地に惹起せしめ本児においても暴風雨芯内にありしため各地に被密を蒙れり C9 ＼り芦罪祖il候所

の暴風観測結果次の如し。

最大風速（米／移） 19日5時00分 南東 38.3 

暴風開終日時 I 9日 自2時00分

ク 窄I0時00分

総降水鼠（粍） 122.4 

被害状況

木台風に依る被害は、降雨によるものは雨羅少ぎため僅少、風宝多大なり而し時季か 6月

のため農作物も少なく軽微に過ぎたり、当時の模様を校阪港村史料より摘緑すれば「前夜

来風雨は愈々暴れ膜様となり家々の瓦を飛ばし塀を倒す等凄ましく此の日斯く悪天気に急

変するとは知らず猟師24人～25人は一団となり、刀根卯之助所有猟船に打乗り段取網を使

用し猟師浦において捕魚しつつありしが、暴風激浪に堪へ兼ね漁猟を中止し、午後 5時頃

急ぎ帰航のところ 11!'(12-13人乗）は端なくも風浪のため罰覆せり（中略） 6人は朋死

せり。

大正元年 9月月23日 (1912年）

台風概況 台風経路、四国室戸附近に上陸紀伊水道より福井県に入り津軽海峡を適過北海

邁を横断北東進せり、津測候所暴風観測結果次の如し

最大風速 27.4米／秒 暴風開終日時 23日 14時・ 24日 13時

最大風向 南東 総降水最 147粍

被害の状況 本台風による被害は県下各地に惹起し特に稲作に対しては稀に見る大被害を

蒙りたり。本年度米穀収穫状況（原農務課調査）は次の如し。

昨年総作付段別 75,564.5町歩 本年段当り収量

木年総作付段別 75.804.0町歩 平年比

昨年総収穫高 146,359.4石 昨年比

本年総収穫高 119.087.7石 被害金額見積

昨年段当り収羅 1.937石

1.571石

14％絨

20％減

2,870,000円

伊賀地方 阿山、名賀地区においては、各河川増水のため堤防の決壊、田畑浸水、橋梁流

失等を惹起し、殊に、阿山郡阿波村は同地内にて橋梁25か所および田畑浸水および流失あ

り、山崩も生じ其の被害甚大なり。
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北勢地方 殊に桑名員弁両郡は被宮甚大にして、桑名郡良島村地内において堤防人決潰を

生し、伊曽島村においては堤防決潰2か所、稲作収穫は60％の誡収を見7こり、また員弁郡

山郷村において河川損害、七取村地内にて橋梁涜失 2か所、農作物被害I8万円に達せり。

中南勢地方 当地方も風雨激しく各地に被害を発生せるも大事に至らず、稲作被害のみ其

大なり、当時の模様を松阪港村史料より摘録すれば「22日より降続く雨は風さへ吹添午後

10時頃よりは益々激甚となり、屋宇を震撼する斗りなる荒れ模様を来し、村民一般安眠する

いて午熊わず翌午前 3、 4時頃尤も風雨猛烈を加へ皆々心配のうちに一夜を明かしたり、

呆然此夜大平尾的井廉吉方は屋舎倒壊しで悴久吉不幸にして圧死せり、 23日朝の風水害官

僅少ならず、併し乍ら諸川i張溢に係らず堤防決潰なかりしは不幸中の幸なりぎ。」

南北牟襲郡地方 熊野沿岸地方は高浪来襲のため可成被甚たしく、人畜の被害も惹起せ

り。

南海村役場調、 当日前数日は天候険悪にして、当日午後11時頃より翌i:月3時頃迄最も甚だ

しく、大字礫浦表海岸には高浪 3間余に逹し、人家被害没水多く農作物被害殊に激しく 3

割の減収となれり。

浜郷村役場調、 大浪にて字浦方の堤防破捐あり、 2、3家応の破担ありたるも人密損傷なし。

新鹿村役場調 23日午前 2時頃より益々激しく大浪愈々加はり、本村新下地町堤防を打越

したるため、死者4名出せり。

家産納屋破損 9戸 小船 13!!' 

堤防決潰 30間 稲作 50町

道路損潰 200間 被害見積高 5.000円

帆船 2包

木の本瞥察署管内において死償 9名、涜失家陪12戸あり其他各地内に多数被害あり含。

大正4年8月5日(1915年）

本合風は閲四地方、東海地方在腿ひたるものにして本県においても暴風雨に見舞われ被害

を惹起さる、殊に熊野沿岸地方に激しかりぶ ‘'1時津測候所観祖IJ結果は次の如し。

気抜要素 起時 観測，点

最大風速および其の風向（米／秒） 5日 2時00分 東 275 

暴風継続時間 4日 3時～08時 り日 14時～19時

降雨開終日時 4日～ 5日 自22時～全IO時

最大日雨星（耗） 4日 63_6 

総降水羅（粍） 124.4 

被害状況 被害は熊野沿岸地方が殊のほか激しく高浪来襲して、家阿浸水、田畑冠水等あ

り。鵜殿村家屋浸水84戸、田地浸水 140'町歩、相賀村床＿L浸水2こ0戸、床卜160戸没水、田

畑150町歩浸水。

大正6年9月30日(1917年）

本台風は関東、伊可方面を襲ひしものなるも、県内殊に伊賀盆地に洪水を起し、阿11」郡綿
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生村地内において、河川の損宝金額10,ODO円橋愛涜失 3、 道路損壊198間田畑涜失17町歩

家喧流失 5戸あり、名賀郡においては、．滝川村雌内の道路はほとんと決壊し、名張町も大

半浸水せり。

大正7年9月24日 (1918年）

本台風は東海道浜松附近に上陸したるものにして、本県においても全県に亘り暴風化し沿

岸地方は高潮に見舞はれ萩大なる被害を蒙りたり。当時津測候所の暴風観測次の如し。

気象要素 起時 観測値

最大風速風向（米／秒） 24日12時00分 北四 23.9

瞬間最大風速風向（米／秒） 24日11時34分 // 26.4 

暴風継続時間

最大日雨量（粍）

総降水量（粍）

24日自 5時00分 至19時00分

24日 189.3粍

204.2粍

被害の状況 本台風による被害はかなり大ぎく、ことに南勢および熊野灘沿岸地方には高

潮来襲による被宙甚大なり。

度会郡地方

四郷村役場調 同日暴風雨にて五十鈴川氾階し、其時高浪起り樋門崩壊せり。

二見町役場調 高潮のため田畑浸水、海岸樹木の顧倒等あり。

南海村役場調 当日午後12時頃より 3時間計り最も甚だしく高浪陸上に浸入、人家田畑と

もに被害甚だしく、相賀にては発動機船高浪のため陸上に打上げられたり。

宿III苦村役場調 当日30年来末曽有の大高浪あり、海岸堤防決潰のため人家、田畑に大被

害ありたり。

南北牟婁郡地方木ノ本町役場調 大浪のため南部に属する新出町方面は被害多し。

有井村役場調 暴風雨前 3日は雨模様にて羮り膀なりしが、同日午後 7時頃突然暴風雨起

り、翌24日朝に至り波浪山の如く沿海岸道路は破潰、家／脊および道具の涜失14-15戸にお

よび、また負傷者も、 3、 4名あり、 井戸川に架る危齢橋0)潮水丈余にして侵水ITI畑約

40町歩、泥海に化し収岡大減収なり。

木ノ本腎察署管内

勺潰家屋62戸、涜失19戸、浸水93戸其他流失木材団路1尉闘Il1畑冠水等多数にして其の担害

見精45,000円以上に達し、死傷者もありたり。

大正 9年9月9日 (1920年）

低気圧来襲により可成の豪雨となり、特に北磐地方は各河川増水のため被害発生し、即ち

一三屯郡最も人にして、港湾河川捐潰 120か所、橋槃流失 3か所、道路担潰 13か所、田地流

失2町歩、農作被害12,500円に達せり。

大正10年9月26日 (1921年）

本台風は紀伊半島に上陸し同半島を縦断し、福井県を通過、日本海に抜けたるため、関西

地方の台風経路附近の府県にては莫大な被害を惹き起せしめ、本県においても、可成の被
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宝を蒙りたり。当時津測候所の暴風観測宍をあげれば、次のとおりであろ。

気象要素 起時 観祖lj値

最低気圧（現地） （粍） 26日1時30分 732.1

最大風速および風向（米／砂） 26日2時00分 南東 25.3

暴風継続時間

降水開終日時

最人日雨呈（粍）

総降水鼠（粍）

25日～26日

23日～26日

26 [］ 

自1時00分～ 5時00分

白9時33分～平14.18分

39. 7粍

139. I耗

被害状況 被害を他県に較べれば停少てあり風宝としては幸ひに本児は轄微なり、本合風

0)雨姑は比較的少なぎため、洪水等は汽船 1誌沈没し、 35名行方不明および河原111小学佼

1棟倒壊せり、また本年稲作不出来の上風害屯なりしため、近年になぎ凶作となれり。

本年度米穀収穫状況は次のとおりてある。

昨年作付総反別 750,509町歩 昨年反当収麿 1.944石

本年作付総反別 751,341町歩 本年反崎収闊 1.440百

昨年総収穫高 145,889.8石 昨年比 27.3％減

本年後収穂高 I 08.395.4石 平年比 21.1％絨

大正12年 6日9日 (1923年）

低気圧による豪雨のため、関西、東海各地に洪水を惹起し、本児においても北勢地方にお

いて豪雨のため、各河川増水、田畑家屋没水、道路損潰等あり、こ平郡内綿川堤防が決潰

せるために大治田、川尻等浸水あり。

大正14年 9月11日 (1925年）

台風の概況 本台風は小笠原の南束 5、 6百粁の洋上に現れ北西に進行、 8[1凰前交島に

接近、父島の南方を通過し爾後次第に北に転向して10日夜、三重県度会郡の西部に上陸せ

り、本台風は半径 250粁を超えざる狭少なるものなりしが、 中心附近は気圧傾度極めて大

にして、深度740粍前後なり含、其の後急に衰弱 11日正午直江津附近を通り、 12日→．祁陸沖

において消滅せり。当時津測候所暴風観測は、次のとおりてある。

最低気圧

同起時

最大風速

986.6ミリバール

11日3時

29.3米／秒

同 風 向

同 起 時

総降水呈

東北東

11日1時

95.2粍

被害の状況 本台風による被害は、宅喧、愛知、滋賀、静岡諸県におよび本県において

も、各地に惹起、幸い降雨量少なく風害多大なりぎ、 殊に220日の厄日に当り稲作の被害

甚大なり。本年度稲作収度状況を掲くると、次のとおりてある

前年総作付段別 740.741町歩 前年一段収穫高 1.924石
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本年総作付段別

前年総収穫高

本年総収穫高

737,167町歩

141. 764.6石

1,0.900 0石

本年一段歩収穫高

平年比

昨年比

I.641石

10.3% 

14.9% 

其他大王崎沖にて菊桐丸 (8,330屯）および志摩郡的矢沖にて英国丸 (4,370屯）坐礁した

り。
大正15年 9月4日台風経路図

大正15年 9月4日 (!926年）

台風概況 本合風は26日頃、ャップ島附近

に発生以来北西に進行、南大東島附近に達

せし頃より転向し、其後北東に進路を変ヘ

四日早朝紀伊半島潮岬沖に上陸、始めて猛

威を遥しくして近畿は勿論、四国東半、東

海道西半郊は風雨となり、三重、和歌山、

高知の諸県下は暴風雨と化したり、最も惨

也たる被害を蒙りたるは、愛知、静岡の両

県なるも、本県においても各地に被害を惹

起せり。当時津測候所暴風観測は、次のと

おりてある。

最低気圧 987.0ミリパー Jレ

最低起時 4日9時30分

最人風速 20.2米／秒

風起時 4日9時

同風向 It 

総降水鼠 143. 9粍

竿
，＼ → 

/,1八

競
＂

舟
＼

灼
＼

。

•• 

。

゜

゜
゜

；渇

-W 

被害状況 本県の被宮状況は全般に人市に至らず過ぎたれとも、殊に南北牟婁郡沿岸は風

水激しく各沿岸町村において家屋田畑浸水等あり、また、農作物に対する損傷も可成あり

其の見租闘は約58万円に及びたり。

昭和6年10月13日 (1931年）

台風慨況 本合風は10月 6日ャッフ゜島北東洋上に発生し徐々北西に進行し比島の東方海ヒ

を通過、沖闘本島、奄芙、九州南｝神を通過四国足摺岬、室戸岬北方を通り紀淡海峡を経

て、和歌山、奈良、＿．直、愛知、静岡各県を経て関東を通り洋」に出て進路を北寄に変ヘ

ご陸沖より北束進せり、本台風の経路附近の各県に於ては暴風雨にて多人の被害を惹起し

本1!;［においても可成の被害を蒙りたり。

本県の降雨状況 本原の降雨は南、北牟婁郡沿臣にて可成の降雨を見、尾鷲は日雨量463粍

を観測せり、また、中勢地方の沿犀地域にも日雨祉200粍を測り各地に河川増水氾濫し被

害を蒙り殊に熊野沿岸は相当激しきものかありたり。降雨状況は、次図のとおりてある。

被害状況 降雨による被害は、別紙降水図てわかるように、多雨地方に多く熊野沿岸地方
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は各河）1|洪水により堤防決潰、家屋流失潰、授水、道路損壊多く相賀町にて銚子川堤防決

潰、家屋流失全壊137戸、死傷22名の惨事を忍起せり、 また、中勢地方にて各河川氾陛せ-

るも大事に至らず過ぎたるも田畑家屋の没水等は、各所において発生したり。

昭和1年 9月30-7月2日雨量分布図 昭和1年7月2日 (1932)

肇雨概況 今回の豪雨は 1日より 2日にか
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け温暖前線により県下各地に大雨をもたら

し、殊に、紀州北部は将に 400粍に達せん

とせし所もあり、折柄再三の降雨にて山林

田圃は凡そ飽水状態にありしため、降水は

直ちに河川に流下して増水の速かなりしと

ともに溢水して田畑、道路を洗い人家は浸

水し或は軌道を埋むる等、多大の被害を見

たるところあり。

県下各地の降雨状況 各地ともに30日深更

より降雨、 1日午後最も強く熊野沿岸ぱ 3

競

/．（ら
V-
、

-）． 

日にも少雨あり。降雨分布概況は、次図の

ように南勢地方および熊野沿岸地方が多雨

地域にて尾鷲附近にては日雨羅400粍に達

せり。
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被害の状況 被害ぱ多雨地域の南勢および南北牟婁両郡最も大にして其他の地域にも軽微

なる被害を蒙りたり。

宇治山田警察署管内

I.宇治山田市内浸水家屋 852戸（内床上90)

I.宇治山田市附近田畑浸水 600町歩

I.県道および町村道損壊 7か所

1.小俣町没水家屋も0)-i

I. 胡熊岱ケープルおよび参宮慮車不通

I.其他褐梨流夫交通不能か所各地にあり。

木ノ本瞥察署管内

I.道路の附壊 2か所

I.田畑浸水行井村 30町歩

松阪瞥察署管内

I.管内家匂浸水加鼻、消1・^ 、ヤ＇卜方叩 t宅104、非住家 I 6戸

I.堤防肋製 3か所

I.櫛田川、金剛：11、勿来．111、各）I＇共増水氾濫せるも勿来川のみ堤防決潰せり。

桑名瞥察署管内

1．木碧川増水し朝鮮人家！ざ流失、渡船湯桟橋流失損宙 I.DOD円

I.木位川堤防0)湘漑）し樋管担壊 4.DOD円

似悶務課凋 度会郡内において、出地被害

109町・歩北牟裳郡内 50町歩あり。

昭和9年 9月2日 (1934)

今回の大由は人陸旋風によるものにて本県

下に大雨洪水を惹起、殊に、附勢およひ熊

野沿岸地方は可成の被害をみたり。

降水状況 熊野灘に沿い南北牟婁両郡およ

び度会郡沿岸地方にて、 9月 1日未明より

雨降り続き次第に勢を増し18時乃至21時に

は豪雨となりて急射し、夜半より衰えこや

みとなれり、ために沿岸一帯は雨量 0^0粍か

ら300粍に達し、就中北牟裳郡尾鷲にては

400粍に逹せんとせり、両郡内にはこれに

より水害をみるにいたる。

被害状況 被害は、次表にて解る如く、多

閉地域の熊野地方に可成甚大なるものあり

たり。
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29.248円

昭和9年9月21日(1934年）

昭和9年9月21日台風経過図
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台風既況 本台風は室戸台風と名付けられ

し稀有の台風にて、四國および近畿地方に

末曽有の大暴風雨を起し、其の被害は言語

に絶するものあり、本県においても其の余

波を受け各地に惹起せり。また、本台風は

四国室戸岬測候所において観測せる最低気

圧 91I. 9ミリパールと云う全世界測候所

の観測記録のうち、最低を観測せるものに

て、故に室戸1鎚風と名付けた由因なり。

台風経路、 図示のように台風は南洋パラオ

-兄§

南東洋上に現われて徐々に北西に進行し19

日朝には南大島南方400粁の海上に達し、

此の附近より進路は北束に転向、其頃より

次第に発達し？0日詞沖縄島の南束を通過、

同佼半には九州宮崎殷に接近21日午前 3時

こ の
B 

~!レの深厚さをもって、

トJ

6時徳島県の南四、 8時大阪を衝ぎ 8時半京都、

四国足摺岬沖を通り中心示度 919.9ミリパ

9時琵琶湖を渡

り迅速なる勢をもって、信越国境を越え正午新紺の南四沖に現れ、 この間の進行速度実に

117粁／時なり、上陸以来数個の副低気圧を発生して中心勢力衰へ、次第に埋積し東北東に

転向して山形、岩手を横断、三陸沖に出て千島に沿い北東進せり。

暴風慨況 県下は海陸共に大暴風雨となり、殊に、熊野沿岸は前日来風雨強く、 21日末明
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県下暴風観測記録は次のとおりてある。
‘‘~ ．̀．署忍――- --•··-~------

鱈豆．—ー• ~一 v ← I 津測候所 亀山測候所

最大風速向と起
時 南20.C米／秒 1 西胃門米秒／

暴風開終日時
21日自02時30分'

21日

至11≪00ク
自02時90分
至11 a ODク

最大日雨羅 1 21日13い粍 21日131.2粍

―-!--- -」
総 降 水 試！ 146.4粍 147.C粍

』し 1 →_ | ---

より劇風となり暴風信号燈の剖潰其の他漁

村の被害少なからず。

被害状況 今回の台風禍はその被害区域の

広範なること、本邦大部におよび正に大国

難と云うべく、 本県はその中心距離最短

100kmにありて風速も中心地域に比べ遥か

に弱勢なりしも従来の台風禍に比し決して

軽少ならず、各地に被害続出し総被害額ぱ

実に1.000万円におよんだといわれる。

被害の統計は次のとおりである （県警察本郭記録）
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農作物の種酌別被害調査表

--—---！ ＿ ＿ - --- --- ---..-•-----—-—-

作物1作付総 I

間l減収 ' 
骰＇甚兄込而柏 減収に対する i咸収兄

見込由ii――-------J - ------- - - - ---＂ -------------- 「- ---"＂_＿_＿＿＿ -99 ---------- ---

9 5 :i,II~ | 3 :[II~ 
種類 liし，i |収秘ゼ憮、 1割減J収i5,f;II減lll|3 :！．l]一人｝ll9|7古1]以 I_1 計 数｛孔

| 191JI 罰罰町！町町i

[ 11ー：言〗他1 積金雙＿
I 

町 Tri %1 ド］
水稲70,6642| 9 03. 0| 605. 1 4, 852. 5i 4, 827. 2 0 53,834.0 ! 94, 860 1 2. 4 1 5, 629. 505 

陸陥i 336 4i 6 3 
| -

9 1 25 -3 220, 71 01 261 4 訂 91 22. 01 25'491 
| 

， 
秘菜 7,363. 0 19 l. 5; 2 1 3 8 418. 6 2, 394. 7 0 3,283. 6 - ！ 362, 228 ， 

i 

柑れg| 711 0 9 5 89 71 270 61 243 3 0 613 2i 585 842| 27 79 188,735 
| 

梨 200.0 1 i /1 1 3. 3 45 49 2. 0 0 72 4 1 4. 572 36. 72 ! 2, 703 

柚 UIgo| 0 1 43 4 9 256.61 6 1, 2 1 2 475.7 345, 758 3 1 78 95, 308 
! I I ! 

虞 瓢 29501 3 ul 01 2.31 12.9j oi 19 oi 15,726 
; I I I ; ; I I I 
＇ 

計 '80513 6 325 8 1,080,00 5,931 3| 1763 0| 1 2958,549 3 

! i I 
115 7261 24 76[ 6.3:：ニf 32s.si1 ___ oso,001is931.317763j______ L2l5~------」-- -l-———- ---

農作物其他被害調

------、- ----- --------、一
種 別 被害見込反別 l 被害見込額

一＂----'---------------- ----―"―--" ----" "----
1 町

腹 作物 82,634 6, 14 1,879 
I 

林 産 7,128 797. 199 

養蛋 19.789 I 501.533 

水産—! 200,ODO 

計 109.551 I 7.640.611 
i 
： --~—-----------------~ 

し"”:
t
 

考

| 
~ ~ ~ ~ 

I稲作l3％減収見込
I 

本被害は桑園被害

i魚船、漁具、漁具煩

養蚕被害調査表（蚕糸課）

-～ •一•一· •-~ -•- •一----

収繭予想額 1 収 繭 額 ＼ 減 収 額 I rrti上見梢損額
．一ー，．．．．，．，一● ，^．． 

941,799メ 889.723" I 52.076" 1 148.417可

．．．．ー••-.--.---9••―- --•••- - -→ 

桑園被害調表（ 蛋 糸 課 調 ）

桑國総：l 被 害 反別 I ー損害見梢額

l屈―穫7――割応割.::_13割二:::r;-;;;;;;:;;-― 坂稜匹―形'50%～|30%～―丁竺竺＿I皆熊以＿土二瓢噂i．竺T| 計-•-J逹＿氣以＿．上i 70形＿攣．．3-0％以下1 計

町1 1 .  
19 769 1 | 564 81 984 91 2 449,Ii0 138 9114 138 2i l42 289I78 740 105 3101 262 4 161 488 757 

, • 9W•-—-•• 9•-—-- ---_ l - - l 

電柱倒壊其の他調書

1，木柱倒 壊 3,001本 傾斜 3,015本 切損 112本

1. 鉄塔// 6本グ 12本グ 1本

1. 斃死、流失、家畜、家禽等損害見積 2. 136円

1. 倒壊、涜失、禽畜畜舎厩肥舎等見積額 6,636円

1.畜産物、飼料の共同処理所家畜市場 屠場、幼飼育成設備、種付等の損害見積額

3,374円

1.飼料用作物、藁秤類等の損害見積額 7,800円
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昭和ID年8月29日 (1935年）

昭和10年 8月29日台風経過図

出L

゜
゜

。＿

合風の概況 木合風は咋午の室戸台風の如き

惨担たる被密はなかったが、前者に次ぐへき

ものて、台風の経過を記すれば20日頃サイパ

ン島附近に発1：し、西に徐1」しつつ、やヽ芯

速に発達し、 2311夕刻進路を北内に変へ可成；

急進、 25i]硼南大東島の束に接近北四に転向

し始め27日には相当発達し、北ないし北北西

に進行、夜に種了島の東 100粁に達して、遂

に957ミリハール位になりたり、28日午後 3時

頃四国足摺岬附近を通過清水測侯所の北側を

通過せり、此時消水測候所の最低気圧は実に

958ミリバールにて上陸し、のち急激に衰弱、

進路を北東に速度を増し同夕刻高知県西部、

夜半徳島県西部、 29日朝神戸の北部、同正午

松本附近、同夕刻石巻附近に、 30日朝北海沼

釧路附近に逹せり、暴風観測記録次の如し。

被害状況

中南勢地方および熊野沿岸地方

にて河川氾濫、決潰、浸冠水、

道路橋架損潰等の被害発生あ

り、北勢地方も軽微にはあれと

も各地において多少の被害を見

たり。

- -＇ 気象官：□；＼＼／1-；；；國 危山測候所
- --- - : 

最低気比（海）ミリパール 9s1 I 987. 9 

同起時 29日08時00分 29日09時40分

最大風速（米／秒） 13.4 I 11.9 

同 風 向東南東南々東

同起時 29日12時00分 29日01時00分

瞬間最大風速 23m/sec I 19m/sec 

総降水鼠（耗） 135,5 ! 116,6 

~I 

被 害 表 (9月2日現在内務省警保局調）

~ I 
人 家 屋 橋梁 堤防通路田畑鉄線破損

三喜盈 1全壊［＿半壊悶点虐エ［流 l/決一破 I決 ーロ／流没竺省線 1私線

3 1 [- 3 1 28 581 1371 2 3 10 51 10l 27 22 092 1 

其他漁舟流失 定置漁網流失

流木 I.ODO石 真珠貝養殖用筏破損 1,200円

亀山碧察管内 県道決壊 2 瑠池堤防決壊 1 橋梁脚沈下 鈴鹿川増水 1.3米

昭和11年2月4日(1936年）

大陸旋風が関東房総半島に出て可成発達せるため、近畿以東は暴風雪となり各地に被害あ
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り、本県においても全県に亘り

暴風化し各地共家桝破損殊に通

侶、電線等の杜絶を可成惹起せ

り。県下暴風観測記録、次の如

---一～ 官署名
＼ 津測候所 1 亀山測候所

気象要索----
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

し。

最大風速（米／秒） 13.0 18. l 

固 風 向 西北西 北 西

同 起 時 4日22時DD分 4日21時20分

瞬間最 大風速 31. 7m/sec 

総 降 水 畠 110.6mm 110.4mm 

昭和11年10月3日(1936年）

台風慨況 本台風は比島東方洋上に発生し別図のような経路を取り各地に暴風雨をもたら

し被害を発生せしめたり、本県においても 3日早暁よりその影習現はれ7時過より酉寄に

転向、疾風強風となり午後3時可成吹荒して暴風化せり。当時の暴風観測、記録次のよう

てある。

被害状況 県下各地に軽度の洪水を惹起し道路橋梁の流損潰、家屋田地の冠浸水および農

作物の被害を惹起せり。

昭和11年10月3日台風経過図

"・ ------''° 

＼名I 津測仮所 亀山測候所

気象翌索 [~ ！ 
最低気 ll:（海）

ミルパーJレ
同起時

最人風速（m／秒）

lfil 風向

同 起時

瞬間最人凪速
： 

総 降水屈

I 
被

家
-

I l 
全壊1半壊流| 

------- -

I 
121 5 I 

984.2 983.5 

3日07時30介 3日09時15分

12.7 18.6 

西北匹 西北酉

3 II 15時00分 3日19時DO分

20.2m/sec 23.5m/scc 

117粍 156.2粍

-—• ---------'----

害 表（県保安課）

---

屋
| 
憬作物損

．~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~~ ~ ~ ~ 

久昧虞 I'’
没水没水

計 害見桔額
! ---_―・ ・・~・・・ 1 t-• -••----

o[ 29611,5□611.a21! 424,439可
i 

I I I I 
• ~ / //‘//  9/ ~ ~.~..~ ~ ~— 

昭和12年 9月11日 (1937)

台風既況 本台風は比島洋上 700粁附近に発生して徐々に北酉に進み、 5日朝Jレソン島東

方400粁附近にて進路を転じ 6. 7日梃めてゆっくり発達し乍ら束北東に進み、 9日朝沖

純木島に接近ID日夜半に九州涯児島南東海上を経て、 11日刺足摺岬に上陸、急速に衰へ進

路を北々束により日本海に出て同日夕刻能登沖、 12日朝白森県の西方洋上、同日昼津軽海
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峡酉；罰13日朝北洵図南部沖合に消失せり，

昭和12年9月11日台風経過図 暴風状況

木限における暴風1ま11日早暁より始まり正
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要糸 ―! 
-! it'訓候所 1亀山祖l|ii叉所 1-＿野祖叡所

．．，． 9ヽ ・・…9●ー"•~-••-~.....….．．＂― . I_ ------•—I 
巖大），t,¥ 速 21、| 

141 10.2 
（米1秒）

同起時 II日9時 II日8時 11n芹9時

1 | 
ヽ~ ~~ヽ~

756 999 

百
（） ゜

午に最強となり各地に被害を見るに至れ

り、当時暴風観測記録は次のことし。

披害状況 ぷ合風による被害ぱ比較的鰐激

に過ぎたるは不幸中の幸なり。
•--•••- - --., --

昭和13年8月1~3日 (1938年）

気象概況 7月30「1支那九汀南東方に低気

圧発生し、支那東海を横切りて東北東進し

8月1日九州南部に上陸した、そのため九

州、南海道沿岸は降雨続ぎ 8月5日奄芙大

島東方にて消滅する迄の長巻日時各地に豪

雨をもたらし諸処に被害を生ぜしめ本県に

おいても末曽有の水害をあたえ、 50年来の

水魔と称せられたる程なり。

降雨状況 大台ヶ原山麓の大杉谷は 7月30

日の夜、既に大雨となり他は 1日午後より 2

日午前にかけて最強となり、大杉谷にて 1

日10時より 2日10時迄に 825粍という驚く

べき降雨をみ、 3日雨勢減し、または小雨

となれり、この豪雨により、全県下は各地

に台風よりも大きな大洪水による被害をう

けた。
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汁噸叡所俎山祖I！候所上野測候所
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昭和13年 8月1~3日雨量分布図



県下各河川増水調布（県［：木課）
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被害状況 今回被害の甚だしかった北勢ては、鈴鹿川下浣にては堤防の欠壊4か所、延長

210間による楠村および一宮村一帯の人家耕地の水害、三滝川下流において堤防の決壊110

間による四日市々の河水氾陸、浸水、および南勢にては宮川下涜において堤防欠壊2か所

170間による城田村、 御薗および宇治山田市附近の浸水著しく其の他の河川の欠瑕多数に

及び死者を生じた、また家屋の全半壊認しく、交通土木等の被害随所に惹起し、県下の何

れも未曽有の災禍にして、只、伊賀地方のみ概して無難に終りたり。被害統計表（県保安

課）は、次のとおりである。

死者

涜失

1名、負傷者 41名、行方不明

79棟、床上浸水

7名、家屋全壊

8,462棟、床下侵水

27棟、同 半壊 58棟、

12.050棟

昭和14年10月17日 (1939年）

本年は例年に比し台風の被害は少なく、被冑らしいものがあったのは、この台風のみてあ

る。 16日より 17日にかけ九州南端を掠め太平洋上を東進せり、本県においても南勢および

熊野沿岸に多少の被害を見たるのみにて軽微に過ぎたり。志限郡磯部村恵利原川の氾際に

より水田約25ヘクター／レ授水せり。

昭和16年 8月15日 (1941年）

気象概況 本台風は 8月初句南洋群島の箔か南東方に発生し、図示のような辟路をえて、

本邦に接近四国に」陸とともに衰弱、岡山、米子附近より日本海に抜けたり、このため、

四国、 '1国、近畿、九州東部にて14日夕刻より暴風雨となり本県も暴風雨域に入り、被害
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の発’卜各所に見るに至れり、県下気象官署暴風観測表ぱ次のとおりてある。

昭和1E年 8月15日台風経過図
卑

6
 

ヽ
i・

迫
行＞＿

碍
＼
ヽ

9中992-----
―-----̂ 754 

＼署名沖測候所l亀山唱鷲 I"L野
要，↓ミ ------I 測候所測候所測候所
--

I 最低気庄 mb  [ 993_5[ 993_9[ -I 991.0 

同左起時
!15日，］5日 115日
I1 1時14分］ 1時29分―08時00分

最大風速度
（間／秒）

20.51 16.01 16.21 13.3 

同 風 向南東東南東東南東南東

同起時
15日，15日 15日 15日
06時60分07時10分iD4時00分 10時00

瞬間最大風速 1 

m/sec 
26 ・ 0 22 • 2| 27 _o 1 8 -5 

I 
総降水鼠粍 255.01 227.41 374.71 147.0 

被害状況 桑名、四日市、松阪、宇治山田、

伊賀、紀北等に水害発生し殊に北勢、四日市

南勢、宇治山田市に浸水多し。

被害調査表

人家
屋 家屋 橋梁提防迎路船舶1農作

死似半休士1，*下 i物被

者者壊没水，没水 ， 流失破担1欠壊破拍破担沈没害領
ー、一—- -.-- -.. 

II 21121 121 1 9541 71 5 7□̂3611門

昭和19年 8月7日(1944年）

気象概況 この台風は経路図のように 2日

朝硫黄島南方250粁附近に発生せるものにて

5日正午には四国室戸岬南方 150粁に至り

中心示度次第に衰弱し、進路を北に転向時

速15粁にて神戸、大阪間に上陸し日本海に

県下気象官署暴風観測表

＼ 官署名戸
, E 駕 ’ 津 1亀 llll 卜野

気象要〗＼＼～●|測候所 1 測候所 i 測候所 測候所
．．．・ •9. ．．..．••一-…•- •一" "---------・・・  ····•········ 

最低気r[（悔）
ミリバール

1,.000.,[ 1000..; 997.7 

同起肪 i
7日 7日 7日

. ． 09時00分 11時16分09時00分

骰大風速
(m/sec) 17.31 IB.51 13.51 16.0 

同風向東 1東北東 東 東

同起時
7日 6日20.4017日 7il 

00.00,1日o,.3o! o4.3DI 01.40 

瞬間骰大風速 23:4,_ i229,_ [21.6, __ 1259 
m/secl m/sec! m/secl rn/scc 

総降水閤（粍） i 343.3161.6 161.6 : 116.21 105.6 

昭和19年 8月7日台風経過図
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抜け北海惰刃にて消滅せり。

暴風状況 県下全般に頁り 7日にぱ暴風雨となり、殊に南勢および紀北地方ぱ早閤より午

前中可成りの風雨に見舞われたり。

被害状況 県瞥防課調査表（ 7日現在）

櫛田川 3米 宮i1|3米 赤羽川 2米培水

道路欠壊 志摩郡磯部村

疫水田 一志郡香良州町 20ヘククー！レ 同 錦町 3
 

‘ 
北牟婁二郷村 2 

同 長島町 3
‘’ 同 二野廓村 4 グ

‘ 
其他長島方丙にて電話、電燈線故笥ありたり。

昭和19年10月7日(1944年）

気象概況 この台風は 4日夕に沖の几島南方洋上より図示のような経路を進行し、 7日タ

刻熊野灘にせまり、夜半尻笑誇より濃尾平野に上陸したり、以後能登半島より日本海に抜

け宗谷海峡方面に去れり、本県ばそのために暴風雨となり全県に亘りかなり、の風水害を

うけた。

昭和19年10月7日台風経路図

'"―"-----..c 

県下気象官署暴風観測表

＼ 官署名
＼、 沖讚山唱弩卜野

要素----
~~ 測候所測候所測仮所測候所

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

最低気！「海而
ミリバール

874. ii 974.81 983.41 976.6 I 同起時日時分
8日 8日 1 7日
0時00分02時42分―23時00分

最大風速
(m/scc) 20.51 14.21 9.71 10.7 

同風向 東 東東北東北々東

起時日時分ii 7日 7日 7日 7日
21.501 22.101 22.101 21.50分

速瞬間最大風速
m/sec 

26.61 22.91 15.51 13.9 

風 向 東東北東東北東北々東

総降雨羅 282.41 262.91 262.91 248.5 

~ ~ I 

被害状況 県警防課調査 7月8日16時調

ー・—---1 丁―—-―’―,

|―--T ―•一

人 家 屋 1田畑橋梁避跨汽車1堤防漁舟1材 料 工 場1含庫

I 死者負傷1倒 家半壊：流失I半流失没水 1流失欠壊顛授欠壊流失流失倒壊例壊_＿＿＿＿＿＿ __,.__— -L---------'------ -I ------— -J 
人 人 棟 棟 棟 棚ヘクタか 所iか尻 輛か所 船了ー一石i i面―＿棟

Iール I I 
31 151 123 4,4341 14! 261 I.BODI 91 6131,1 531 1361 4.5DDI,1 3 

i i | | ! 
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昭和20年 9月17日(1945年）

気象慨況 この台風は枕崎台風と呼ばれ九州南駕枕崎に上陸せし極めて猛列なるものに

て、台風中心の気圧示度風速何れも昭和 9年の室戸台風に優るとも劣らぬものなり、その

昭和20年9月17日台風経路図
999 "’ 
I i ＼戸

直

If 

g 

経路は図示のとおりてある。

．．．． ＼宅質．I危山 l沖 f- 野
要糸 測校所 測候所：測吹所 韻候所

----

最低気圧（悔） I 
ミリバール

, 987. 3'983. 4 984 ・ 0 982. l 

起時日時分
18日 !1s日 I 

,18日 18日
03fi寺079},03『『l55}03ヨ寺00グrl 03ij寺00

大風速
(m／秒）

1 5. 51 1 4. 9i 22. 3 1 2 ・ 3 
i 

同風通日時分 1

南々東18ク 17日南東 南西18日
日 60.201 23.40117日23時 04.40

瞬間最大）晶速風 '29.6 122.9 I _120.0南西
f/iJ I m/seclm/sec西 m/sec

総降水闊（粍） 212.11 164.11 170,71 133.2 

同

殻

被害状況 本台風は九州、四国、中国等に莫大

なる被害を惹起し、本県も各地に被害をうけ

1sも 令’ I• 

゜
゜

-" 
高

た。

人的
被害 i 家 屋 被 害

| 
橋鸞迎跨堤防田畑

-1’'1.＿Ji 死者似者全壊半壊‘
¥i,—休ト， 没水！没水1

＇流失損壊欠壊被害
---- -- ---

人人i 棟棟梱 刷か所1か所か所＇ヘクタ
4 5i 239 227 94| l,46 [l lo, 30 14 -Jレ

I i -—- 1 | •---- | 24, 778 

昭和20年10月13日 (1945年） 昭和20年10月10日～15日の台風経路図

気象概況 本台風は阿久根台風と呼ばれ九州

阿久根西方に上陸（九州、四国、中国、中

部地方は降雨猛烈にして被害甚大なり）台

風の経路は図示のとおりてあり、 14日夜津

軽海峡西方にて消滅せり。

＼ 津 I鼈山唱鷲 J- 野
要＿素 測候所 1測候所 1測候所測候所

最低気IE（海） I ―, ,———----7•---

ミリバール
996.2 

1081 

II日 12
13.32 

最大風速および東南東17西
風向 ．2m/sec 

同起日日時分
10日 II
21時00分20

瞬間最大風速風東南東20西
向 ．5m/sec

総降水羅（粍） 188.0 
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被害状況 台風は西日本に大被害を与へ本閃においても次のような被害をうげた。

、--. ~ 

行方家屋1橋緊＇ 虞の他田
不明没水I流人

i＿堤防欠壊道路損壊
1畑没冠水

--？ヽ~一~~

人 棚か所 か所＇か所
97 4 3 8：多数ある

！見込
---- --------―------ -

昭和21年7月30日(1946年）

気象概況 本台風は20日頃より発生兆候あり、 23日ザイパン北東 300粁附近に発生、次図

のような経路にて本邦に接近し、 29日宮崎沖から豊後水道に入り中国に上陸し、日本海に

抜け出たるものにて九州東部、四国、紀伊

半島は可成の雨量あり、そのために相当の

被害を惹ぎ起した、しかし台風の衰弱急速

のために、被害の程度軽微となり、通過後

好天を誘致せしため、豊作型台風と呼ばれ

た。県下気象官署暴風観測は次のとおりで

ある。

＼ 
官署名I w I危山尾鷲上野

要索
i測候所 1測候所測候所 測候所

最低氣圧 I I I 
995.61 995.41 996.21 994. I 

ミリハール

同起時
30日 30日 30日 I30日
15時00分 15時00分 15時00分 14時30分

最大風速および東 南東14.3東12.0 129日2_0.I 
風向 2Dm/secl m/secl m/secl m/sec 

瞬間最大風速風，25.6
30日 東；；南東 ヶ南々東ク東南東

向
20.8 124.6 122.4 

m/secl m/sec! m/secl m/sec 
総降水晟（粍） 58.81 95.31 | 

61.91 59.9 

--・  

昭和21年 7月30日の台風経路図

“
 

昭和23年9月16日(1948年）

概況 アイオン台風と呼ばれ 9月 7日頃マージヤル群島東部に発生してより、図のように

本邦に接近、紀伊半島南端洋上まて北進し爾後本邦南岸沿ひに北東進せり本県に最も接近

せる16日には県下一円暴風雨となりて可成りの降雨を見たり（図示のとおり）そのため、

県下各地は被害をうけた。殊に南勢、紀北はもっとも多く紀北沿臣には高潮による被害も

相当あった。

紀北地方

紀南地方

海臣堤防欠壊 2か所 家屋浸水 50ヘクター 1し

同 流失 1か所 田畑浸水 5ヘクター lレ

家屋流失 9棟 道路欠壊 2か所

同半壊 9グ

高潮による浸水 20棟 田畑浸水 25ヘククー Jレ

木材流失 370立方米
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南勢地方 木材涜失

田畑没水

62立方米

20ヘクター！レ

昭和23年 9月16日台風経路図

船舶涜失 3隻

昭和23年 9月15日～16日雨扇分布図
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主要農作物被害表（農林省三甫統計調査事務所調）

i : 

被害面桔：
， 

I 
ヘククール

米 12,320

870 

種 類

廿 藷

収穫皆無而梢

ヘククールー
18 

6 

減収翡

24,030石

10,500庖

昭和23年11月19日(1948年）

気象概要 このアグネス台風は去る12日頃マリアナ群島東方洋上より発進し、図のような

経路を取りて本邦に接近したるものにて18日より 19日にかけ九州南岸より本邦南沿岸を東

北進し全域ともに暴風化し、本県も各地域に亘って被害をうけたり

鼠分布状況は、次の図のとおりてある。

なお台風経過および雨
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昭和23年11月19日合風絆跨図

五
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昭和23年11月18~13日雨黛分布同
、一—

i-
〔；ー。や一、

心／

: 

i.．'.  -- --

県下気象官署暴風観測表

二名1津測候所I-f：・山測候所咆鷲測1戻所［野1illl{lケ；所

-·-·-·.…•·---~--------------~---
最低気IE（海）
（ミリバール）

997.11 990.sl 993.0I 999.D 

起日時分
19日 19日 19日 19日
12時43分 13時12分1 ~ 12時35分

最大風速および i東 北々西 ' 
風向米／秒 ! 13.o m/seci26.0 m/sec 西7.3ク／ク東6.3;,/み

起日時分
,19日 19日 19日

11時30分 19時10分 20時30分
瞬間最大風速及東 北々西 四
風向 月7.7 m/seC:27.0m/sec110. 5 m/sec 

起日時分
119日 19日 '1911
; 1 1時25分19,'～33ク 20時28分

総降水嶺（粍）＇ 161.61 
I 

123.8I 460. 7 

- - - .  

13時50分

122.9 

被害状況

本台風の最も大ぎな被害をうけた

地方は熊野沿犀旭方にて紀北およ

び紀南ともに相苦の額に達し、死

者を出した地方等もありその被害

の状況は次のとおりてある。

人的被害 建 物 被 害 田 畑 ！氾路 1橋梁位訓翌知酋1通信I燈台［木材船舶
"~-- ~_. --- ~ 

死行不似全 1 非被i-

者方明者壊壊失
半~流r住害凡＿卜，沐下 1 損 1流失没冠流失 ， 迎被「

| I 家 1没水没水壊
浸冠水！

雌没1水 狸没欠壊流失欠壊軌得施設倒壊流失捐害
------―~”…~、、/ --…~—~—" ~ 

人人人棟 棟棟棟棟 棟か所ヘクク がク ク！か所か所｝か所か所か所＇台＼しし柏艘

5 1 1 1 161 1 15 303 1 509 1 16|＿{:74 100 6371 12 7 9 28 | 14 2 11督40~」 ----/ ＿-- [---•- ---•ーし＿ i 上 i I -—--J__/!-l_ 3 
昭和？4年6月19日 (1949年）

気象概況 本災害はデラ台風および襲来前の不連続線の活動によるものにて、木県として

は台風襲来削の前線の活動による豪雨により被害多く惹起し、重ねて台風の接近により被
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害がさらに増大した。本台風は九州に上陸するまては、図示のような経路を取り可成の広

範囲にわたりて前線活動とともに人雨を各地に降らした。 19日には前線の活動のため可成

の被害をあたえた。その状況は次表のとおりてある。

昭和24年 6月19日台風経路図 昭和24年 6月18日～22日雨量分布図

□ /  
惑

。
。

“', 

ノ―’つ‘
紐

゜五5

被 害 状 況（県各課調）
------------ -----

上木関 係 農 地関係 林業関係
I---------• --• I ..—一 況失HI没--••-- -- -, --—-- •-----I----•一••-------• _＿_＿＿_l 

農追 i逝蹄橋戌河 IIli汁圧庁砂防冠水上砂 井堰冶山林追木材炭窯
| i流人 水路 1

ー一ー か所 か所1ミクク・―--—ーか所i -—-- NIミ万ター1 か所•一・合計 ＿＿＿＿嘉

Jレ I ル I

591 22j 367j 232!55,612.91 __ 6_8 j 17□1 34321 1.104 
6 _.-—l____---- ．(＿1.[2か所）1 1701 

か所か膚 か所＇

140i _.63[•-- 184 

主要農作物被害表濃林省・9重統計調査事務所調）
.. ~•··· 

種 類 1 被害面積収穫皆無面積 i 被害高 摘 要

770石 I
20ク 1

100> 

3,500庖

ヘクター／レ
小 麦 550 

゜大 麦 10 

゜裸 麦 100 

゜渇 9豆へ＂、 喝 250 

゜~----------

昭和24年 7月29日 (1949年）

気象概要 ヘスクー台風と呼ばれ本台風は231]頃にマナリア群島附近に発生し、 24日は其

附近に停滞し徐々に北上し26日に進行し、 28日午後本県南東沖に）妾近2、3日零時頃志限半島
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9Ci 

ミ 冨~

県下4気象官署暴風観測表

要桑
三祠津測候所 1俎山測候所尾鷲測候所上野測候所

I 
最低気庄日時分 990.4! 1002.0 1002.o| 1 1 1 1 1 
（海）ミリバール 29日05時05分29日05時05分29日01時30分29日05時17分

最大風速および 21.7 19.0 7.31 16.0 
風向m/sec 東北東北東 西 I北 西

分 29日03時40分
29日 29日 j29日

0.4時40分 01時00分 05時00分

瞬間最大風速度東北東 24.2 北東 24.3 西 10.4 
日時分m/sec [29日03時30分29日04時33分28日22時07分

10分間最雨星日 1 8 13.5 4.0 9.5 
時分mm 129日04時00分 27.04時15分29日23時29分，29日06時30

1時間最大雨墨 29. 1 55.8 1 1.01 34.5 
日時分 129日04時00分29日04時58分29日01時08分29日07時00分

総瀦水靴（粍） l48.51 217.41 96.61 

.. I 

降雨状況 降水（雨量）分

日

に上陸、木肌を縦断して、琵琶湖より若峡湾に抜けたるものにて、そのため、本県は仝県

下とも暴風雨猛烈にして莫大な風水宮に見舞われたり。

昭和24年 7月29日台風経銘図 ヘスター台風による雨屈分布図
（昭24.7.27-30)

ロ一 ，1-rへ冑 ― 
T も1，ふ，9 バ、＼r介

ァ／すt¥／心 jロ((~̀¥J3名〔／1

9// 

訊

炉

時

175.4 

布図のように多雨地域は鈴

鹿郡地方を中心に鈴鹿山派

に沿つて南北に拡がり可成

の雨誡に達したが、多雨域

は台風進路の北乃至北々西

であった。

被害の状況 被害地域は全

県にわたりことに北、中、

勢および伊賀地方に災禍甚

だしかった。

被害

人的
被害，家屋被害 土木関係 農地閲係 農作物関係＇ 林業関係

死行i釜 流―犀―氏逆橋―叫戸言i冠水麟 ！雑＇噌― I ----• 9 9 i 

1方I 卜下路梁＇川岸防：名失
冶 l 林木灰

不l’ 没！ 浸欠損欠 i i工埋土砂 水 路 米 i
者圏］襄失水水 1壊 I壊壊’lク 1 1 I I 
人人i棟棟棟l棟か所バクク＇ク I'

--- •一•一 ．＿＿＿•一• •一• I事没 I流入立堰＿ ；穀藉 I 山 1 迫 材 1窯

ヘ"クールI "か所 五 石トンか所か渋立方米 基
6002031 1 710 1 

3 | 2 8 i 2 474:2,915 390 128[41 1 52I54i358 1,567 6,514 8,250 1.5 1, 172 9,000 100へd1.5601 106,00012.800 

| -L___- 1 , I _}I 1 -- 9ー吋 I 

表 （県各課調査）
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米作被害表（農林省統計調査事務所調）
--

種 類 1 ネ1t因面積 1 収穫皆無面秘 減収高

--―------- -- ---1 -----—―,＿可―・タ—--Jレ ーミラターニ元―---------― 石

米 i 3,700 160 1 - 1 7,870 

---------

昭和24年 8月31日 (1949年）

気象既況 本台風はキテイ台風と 11子はれ駿河謗に上陸
.........、~ ~ ｀~―一＿―-●-

1：木関係
-•ヽ-~ --------·-~"— l 治山林迎

椅 蒙＇，河 川 i湘 片さ 1砂 lり,I「hl町村工事

似手1 i)2所1 望51折•一――-ti所 •- 9戸 翌所！ 50へ盃二oo[
， | I I 
米作被害表

I 
I 

＇ 類 被害面積 収穫皆熊面積｛ 減収高

••一

米 I ヘク:OO叫 ヘクタ五lVI 1 5品
．一

I I 

種

昭和25年9日3日 (1950年）

気象概況 この台風は「ジェーン」台風と呼ばれ四国室戸岬附近に上陸、神戸より若狭湾

に抜けたものて台風の勢力もかなり優勢てあったため、関西地方の被害も昭和9年の 9月

の室戸台風に次ぐ程の大型のものてあって、 8月30日頃発生し、図のような経路をとって

本邦に接近し、可成の中心示度は発達し963.Gmb位になり、暴風雨の勢力も可成りの広範

囲に亘り本邦の大部におよんだ。

昭和25年 9月 3日の台風経路図

’
 

i
 ‘

 

,v 料

〗
／
口
璽
滑
孔
，
＼

台風チェーンによる雨量分布図

面

0

0

 

0-

9 :＼ネ§j’'i

” 
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降水状況 県下の降水分布状態は図のとおりてある。

被害は全県に亘り相当の額に達した。次に本県の被害は、次のとおりてある。

（国家地方警察本部調査）
ー・- --~--------~ 

人的被害 ： 家屋被害（住家） 非住家
I 

---••••・？• --- 冠水且l1 , 
迎路堤防電柱船舶！罹災者

死者i像者1全壊1半壊贔工闊点被害 1損壊決壊倒壊沈没！概数
9 9 

人 人 棟 棟 棟 棟 棟ヘクター1 か所I_か所I 本I 隻
3 221 1971 3 17 159 561 443)レ 439 211 3 1 1841 2 1 論

農作物被害表（農林省三直統計事務所調）

種 類 被害面桔 収穫皆無面積 I， I 減収高

ヘクタール ヘククール
米 37,449 202 128,440石

馬 鈴 薯 490ク 2ク 8,000聰

県下気象官署暴風観測は次のとおりである。

..~~.~ 官署名I

~．~ヘ~．．~．～ ~ ~ 
｛津測
I 要索

最低気［E（海）ミリバー）レ

起日時分 3日

候 所 l 培山測候所 1 尾筋測候所 上 野 測 候 所

992.。I 991.9 I 992.3 I 985.2 

13時09分 3日 13時08ク 3日 II時II分1 3日 12時12分

28.4m/sec 南東 19.9m/se 南東 20.Dm/s 南東 22.2m/s 

13時ID分 3日 II時ID分 3日 12時20分 3日 12時00分

35.Srn/s 南々東 3D.2m/s 南 40.0m/sj 南東 30. 7m/s 

噂 24分I3 ll ii時54分 311 11時43分I3日 12時08分

165.4 i 134.5 I 400.9 I 156.9 

.~ ・~ ●一ー・ー ーバり ・-----

最大風速および風向 南東

起日時分 3日

瞬間最大風速風向 南東

起日時分 3日

総 降 水 屈 （粍）

-------

昭和2E年10月15日 (1951年）

暴風概況 県下の気象官署が観測した記録は次のとおりである。

------

--- 宜署名；
～．～．～  津 il!II 候 所 亀山測候所 厖賛測候所 上 野 測 候 所

～～ ～一、
/‘ヽ• ~/ ~~．~．~ //•/ -/‘‘”//-

I 
最低気圧（海）ミリバー！レ I

起 日 時

902.1 I 

分 I15日 07時56分 15日

東南東22.9m /sec 最大風速および風向

起日時分 15日

南東 16. lm/secl 南
， 

02時40分！ 15日

982.6 

07時39分I l5日

02時40分1 15日

904,0 

07時335}1 15~ 

02時30分

961.6 

07時30分

12.7m/secl 東南東13.7m/sce 

瞬間最大）颯述および凪向 東 28. I m/secl 西 31.Dm/secj 南 3J.Om/sec 西南西18.4rn/sec

起日時分 15日 00時59分 15日 II時40分I15日 03時42分I15日 II時16分

総降水鼠（ 粍） I 61.9 I o,., I_____ 61.9 I 07.7 I 97.8 I o,.a 
."."—---------------~-— 

15日 00時ー30分

気象概要 本台風はJレース台風と呼ばれ10月 8日グアム島附近より発進し図のような経路

て本邦に接近し可成の優勢さをもって九洲に上陸し縦断して中国地方を通過日本海に入り
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能登半島より再ひ廃羽を横断し大平洋料に出て北東進した。 この合風の経路となった、県

においては相当の被害をうけたが本県は比較的遠かったのて被害は僅少てあった。

昭和26年10月14日～15日の台風通過図

口
口
〗
〗
[
/
°

心

：
~
↑
I
Jー
＇

Jレース台風による雨鼠分布図
(29年 9JJ13日～15日）

-N' ―冒/• ---

[ 3:19:入9:・ヘ （` 

□□ 勺こ／羞属
S0/]ご
化心 9⑭-ダし／ ％中

/J 叫¥:え、l.J-So 

し虻 5-~

降水状況は雨鼠分布図のとおりてある。

出
，ロ

人的被害 1 建 物被 啓 ！ 且l1f—塵壁害 板塀 1 堤
__--•, -―--- -•— I •------ ：一：＿畑＿ー―---

死者i夏盈1全壊i半壊以哀覧工［非住家／ 1流久i冠水畑流l l哨没 埋 贔 冠 水 倒 壊 欠 壊
人 人i 員―――棟直―••―穂―――棟 ---•三―；；及―ヘク万又万クヘクタ＇ピ—か所［―-—:噂

I I I I |-Jレールールール
II II 11 

I 
4'3691 

I I I 
i 4,333 73| ＿! 1 907 5 331 2 

•ーニ~ ー―--••- ~- -1~— 

凹

2
 

畏作物被害表（農林省三重統計調査事務所）

種 類 被害面積 収穫皆無雨積

馬

米

鈴
薯

ヘククール1

9,270 

30 

ヘクター）レ-

3゚
 

減収高

16,560石

960應

昭和27年6月24日(1952年）

気象概況 この台風はダイナ台風と称し 6月18日頃ミンダナオ島北東洋上に現れ、その後

次第に形を整へながら発達し徐々に北上して本邦に向って接近し、 23日には九州南方にて

可成の勢力になり四国沖より紀伊半島南部に上陸し尾笠附近を通過、伊勢湾口より豊橋方

面に上陸し中部地方の南部を横断し関東より太平洋にぬげた。
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暴風概況 暴風雨は23日夕刻より次第に募り夜半より翌朝まて最盛にて全県下にわたり豪雨

を降らせたため、被害が各所に発生し、相当の被害をだすにいたった。県下気象官署の観

測した記録は次のとおりてある。
---.  ~-

一•`―-_ー- ＿＿ー 官署名
一 ＼_  _:,  津 測候所 亀山測候所 尾鷲測候所 上野測候所 大王崎燈台

_＿--------- •---•二'_. _＿_ ＿------ ------•----__------ 9 ------. ＿_1 
要素

ミ＇バ- JV ! 990.。I 991.2 I 978.8 I 991.7 I 974.8 最低気｝［（洵） ） 

日 時分 23日 22時25分123日 23時10分123日 21時21分23日 22時45分 23日22時15分

最大風速および風向 — 東北束 18. l 1西 l44 凍 15.7 北 12.9 南東 22.2 m/sec ; 

日時分 123日 21応 00分24日 01時00分123日 20時40分23日 21時40分I 23日21時50分

最人）巫＼連および風向
棗 25,7 西 19.3 I東 27,3 北 14,6 南東 33,6 m/sec 

日時分 23日 20年 0分l24日 01時10分!23日 20時38分23日 22時38分 23日21時45分

総降水賢 213.6 ! 199., I 271.3 I 139.9 I 95.7 

~ ------＂-I-_ ＿ ＿ ＂ ---、----‘̂--- J-------… I ___ _ 

降水状況 この合風による降水分布状況は図示のように全県下とも相等の鼠に達し200耗

を突破したところもある。

昭和27年 6月24日の台風経路図 台風ダイナによる雨最分布図

:、口／＇ □三・〗ー；―＇:/ r心／））ロロ ）： 

(27年 6月22日～24日）
99● ’ , t , 9 9 9  " - 9 

／・ロ□1、! !‘/~,(t: 
被密状況 台風がかなり接近したため全県下とも相当の被害をうけた。
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農 作 物 被 害 （漿林省て重統計調査事務所調）

種 類 被害而積

米

昭和28年 8月15日(1953年）

し
ー
一
加
ー
1-。

3
 

7
 

収穫皆無而積

-ha 

。
ーー

減収贋

石
5190 

前線性大雨にて14日夜半より 15日朝にかけて、伊賀北勢地方に豪雨を降らせ殊に伊賀地方

における被害は近代未聞の大被害を惹起し、其の惨状ぱ実に日を覆はしむるものかあった。

降雨状況

被害の状況

今次の豪雨が実に猛烈てありし事は、次の降水図ても知ることか出来る。

被害の状況も伊賀がその大部

を占め北勢地方も可成の被害をうけた、伊

賀地方は棗雨の急射にて山崩れて、土砂礫

燭流となって奔流出し、一瞬にして多粘の

人命と財産を奪った。

被専の状況（国腎本部調査）

昭和28年 8月14日～15日雨量分布図

人的被害

ふ建物被害

死者

負傷

行方不明

全壊

半壊

流失

一部破損

13人

73人

19人

71棟

129棟

31棟

51グ

床上没水 1,977//

床下浸水10.571//

士木関係

耕地関係

林業関係

河）II

砂防

道路

橋梁

農業施設

農地復旧

山地崩壊

416か所

45,, 

437グ

87 

2,369か所

1783ヘククール

210 # 
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農作物関係

林道

木材涜失

炭賓全壊

田流失

田冠水

8,050米

8,560立方米

340か所

I.263ヘクタール

9,697,, 



田畑浸水 8,520ヘクター Jレ 租作減収 144,000石

其の他被内を合し実に

昭和28年 9月25日(1953年）

44倍27,000余万円に逹した。

気象概況 台風13号は 9月17日カロリン群島附近に発生し以後1ま其の後図示のような経路

をとり本邦に接近し、かなりの勢力をもって、 25日正午、 四国室戸岬南東沖100粁洋上に

迫り同15時潮岬附近に上陸し、木ノ本、尾鷲附近より宇治山田、 旦羽附近を通過、 18時

過ぎ洞笑湾に入り豊橋より上越国境を経て関東北部に抜けた。その被害額は実に 600億余

円を突破した。

昭和28年 9月25日台□経路図

“ □-l賢〗

::1 
，可

台風13号による雨最分布図
（昭28年 9月23日～25日）

／
 

~.J 

.（．
9
 

”ノ
3

/

．
 

,̀．x. 
暴風雨概況

陥いった。

県下各気象官署の暴風雨観刹記録は次のとおりてある。

呑―習

台風通過時は県下全域共大暴風雨となり高浪のため海岸線はほとんと壊滅に

名

気象要索
津測候所 危山澗候所 1 墨鶯測候所 I

964 6 969. I ! 953. 4 1,72  3 

時 25日 18時00分25日 18時07分125日 16時25分25日 17時33分

11/ 
23日 05時21分24日 01時23分24日 02時20分124日 06時46分

•t 25日 21時20分26日 00時30分25日 23時20ク125日 23時20分

最大風速（米！秒） 東 23.6 西北西 23.6 東北東 22.0 北々西 20.1 

起日時 126日 17時00分25日 20時00分25日 15時50分25日 18時20分

瞬間最大風速（米／秒） 東 31.！ 酉北西 33.2 北東 33.0 東 27.5 

同起日時 25日 15時56分925日 20時21が25日 14時18分25日 14時18分

総降水麿（粍） 22,.6 I 209.2 I 335.6 I 219.9 

- -

！ 
上野測候所 I大王崎燈台

I 

最低気庄（海而）ミ 09←ル

起 日

降 水 開終 日

953. l 

25日17時29分

24日15時00分
26日03時00分

南東 34. 1 

25日17時20分

南東 45.0 

25日17時24分

37.1 
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被内の状況 被密ば宜潮を伴ひTに双人な担内となり罹災者総数は36万人にし全肛民の 4

分の 1におよんた。

て可県災害対策木部の凋杏した被内の状態ぱ次のとおりてある。

1.人的被害

罹災者総数 358,248名

死者 44名

行方不明 6名

2.住宅被害

被害総戸数 87,043戸

全壊 1,282戸

床上浸水 34,701戸

I.「日畑および公共施設被害

田畑被害総反別 55,047ヘクタール

田涜失埋没 3,332.6 // 

同 浸冠水 29,032.0 ク

I.公共施設被害総か所数 9,573か所

堤防欠壊 1,985ク

道路欠壊 6,095 "' 

1.被害総額 60,140,012千円

住宅建築 30,692,910 ‘‘ 
土 木 8,257,892 ‘’ 
商 業 2,732,500 ‘’ 
鉱工業 2,430,000 ‘’ 
水産業 3,288,271 グ

耕 地 4.211.929 ‘ヽ

林 業 2,065,660 ‘’ 
農 業 4,639,029 ‘’ 
衛 生 309. 334 ‘‘ 
教育施設 174,743 、/

一般公共施設 87. 744 ‘’ 
通信洞搬および屯カ 1.250.000 ‘ 
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雨杯傷者

憎笈罹災者

床下浸水

非住家被害

同 倒 伏

畑浸冠水

橋架涜央

鉄氾不通

2,491名

355,707名

34,925戸

10,746戸

3. 750.0ヘクタール

5.691.4 u 

I,330か所

104,, 
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て璽県警察部公保課が調査した被害の概要は次のとおりてある。

人的被害！＿＿＿ 忽 牟 竺＿＿＿門＿＿ 浸 水 家 屋

倒壊半壊―---,＇  
死者；負傷者

, 1 住一家 i非住家住家 i非住家
床士床下

I - ~-i 
―"  - - --'— 

人人棟；棟I 棟棟棟棟
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17 743 692 18 5
 

其 他 被

交通機関

通信関係

堤防被害

害

省線 5か所

社線2か所

道

普察電話

逓信電話

鉄道電話

崩

路

尾 鷲ー木本間

壊

近鉄桑名ー中川間

見ー山田間

28か所

23署連絡不能

東京紀州間不通

紀州方面不通

4か所
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明治、大正、昭和におけるおもな震災をあければ、次のとおりてある。

明治24年10月28日 (1891年）

朝まれなる強虞あり、この地震は濃芙人震災と呼ばれ四日市にて鉄道丁：場および東洋紡織

（当時．一玉紡績）工場の大煙突が中央部から折損したるのみて、そのほか被害らしいもの

はなかった。

大正12年9月1日

世に関東大震災と云う、本県もかなりの虞度てあったか被害はなかった。

大正14年 7月7日 (1925年）

験震時報 7日午後 1時46分頃芙濃国岐阜市附近に発現せし強震は本県においてもかなり

強く感した、被害は四日市市内の煙突の伺れたのみて、伊勢湾沿岸ては潮位も平常よりや

やつよいのみてあった。

昭和2年 3月7日

験震時報 7日18時27分丹後北西たる与謝半島の頸部に発現したものにしてその勢力は関

東大地震に次ぐ可きものてある。本県においても可成の襲度に見舞1まれしか被害は軽徴に

て、ただ阿山郡河合村および丸柱の製陶砲の破損があったのみてある。

昭和1,年12月7日13時35分

概要 束南海大地震という、近年稀なる人規模地震にて遠州灘の沿岸には浪害甚だしく

大損寅をこうむり、本県に関係ある歴史的考察の地裳として、安政元年11月4日のものに

類似している。

震央 東経

北緯

137> 0分

34'0分

三重県志摩半島南々東約20粁沖

規模

発震時分

地震の規模は大体関東震災と同様或は鞘大ぎいと考へられる。

津測候所 13時35分46秒

亀山測候所 13時36分36秒

初期微動継続時間 津測候所 30秒

津浪状況 今回の大地震は東は銚子から西は士佐沖に至る広い範囲に引起り、なかても志

摩半島、熊野灘ては震央に近かりしため、大きく到眉時刻も発震より 10分乃至20分にて浪

高も 5米ないし 6米に達した。
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麒 tJl計こ月t8閉切矧罷I

可： t-l束
v：翠哀

w:中鬼

皿：沿度

ll：忙束

I ：紐

X'震央

印：懸凛塚

井加）鮫及其製安時期

辺PJ

1 .. 

蜃°芯；立

註•数ざ訂様凜むキ堰吠咄

I.県下被害状況 三重県警察署別被害表（＝重県警察部警防課調）

被害名人 的被害＇ 家 屋被 害
＼、 一9 1-- ---_...'― 
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1.地方別被害状況（震害踏査報告 気象技師高木聖外 2名の記）

関西線に沿うて、この線に沿うては鳥羽迄は大体一様に少しづつ被害を受けている。特に

目立ったのは煙突の先が破損している事てあった。また壁の亀裂ぱ普通斜めに入るものて

あるが、今度は中央部に垂直に入っているのてある，長島から桑名にか汁ては、他より少

し被害か大ぎい様てある。 これは長良）『に当っているからてあろう。富田ては危いと思わ

れる川岸に建っている家も健在てあった。
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四日打ぱ埋囚也の工場1こ少し許り被害かあっだ程度て大した屯1まなかった。

との接•九がひどくやられ、石原産業の大西突ぱ．ーピから 1 /3のか所て折れた。

しかし僑と岸

津は少数の弱

いた程度て大した市はない。伊勢ー［は少し阿壊家澄をたした，

い家か吋れたにすぎす、存名な比田橋（旧矯） ｛ま白折した 松咬ぱ手の塀や幕石か聟れて

亀1」」は殆んと被害1ま;〗羽、

ない。長島忙附近は浪害か相叶人ぎく、なかても問町の津洩ぱ己こ其たし〈浪9吋も 6米か

ら7米に逹した。 としてはなく津歿による ぎく、次のよりな

被言があった。

者死

全壊流失家旱

浸求家噌

南船笠損

29名

604煉

I. 644慎

22艘

げ方太i「]

半壊家望

浄船琉失

57ぇ

I 39棟

42穂

其の他消息不明の浄船多数あり。

吉津村附乏ぱ津浪の被害か大弐く、震害としては、ほとんと見受けられず 4、 5芦亀裂が

壁に生した程度てあった。村の大半ぱ津浪にやられ地震後約15分にて 5回押零せ 1回と 3

回が最も大ぎく被害はほとんとこれにより土じたのてある。

吉津警察署調査によれば、大字踪酌、村山、郡内地内において、次の被害が発生：したっ

死 者

家緊国壊

田咆浸水

32人

53i炭

行方太明

司半壊

6人

103煉

家犀涜失

可浸水

326棟

42棟

38ヘクタール等となっている。

また、島津村附五においても吉津村と司様津浪の被害か大ぎく震害1まほとんどなかった，

津浪は虞後約15分にて 4団］来腿した島津瞥察の晶査した固和内（若桑、棚橋、古和、栃木

小萬、方広）の被害の状況ぱ、次のとおりてある。

者

家I尋！到壊

死 21名

228棟

臼方不明

高浪

6名

5米

家厨涜失 294棟

また、南牟婁郡下の状況を、木ノ本警察署の調査によれば、次のとおりてある。

死 者 (1予方太明を含む）

畜類流失

家呈全壊

ヒー
人

22人

1頭

79棟

修 者

家屋涜失

家堂半壊

1名

697棟

170煉

昭和20年 1月13日

験震時報 I 3日3時39分頃愛知県宝飯郡南形原町、酉浦町を中心として列震か発牛し死傷

者は実に3.339名、全半壊家屋15.343棟に達した。

被害は軽微てあった。

昭和21年12月21日

広県の震度津 5、亀山 4、尾鷲 3にて

この大震1ま南海道大地震と称して、紀州南沖合約50粁に起った大規槙の津被地震であっ

て、昭和I9年暮の東南海地震よりも更に大きく咤史的のものてあった。慨要を述べれば、

次のとおりてある。

震

震
央

域

潮岬南々西約50粁の沖合

南海道を中じとして、 日本の大音臼分を強く揺り著しい士地の昇降等があり
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非常に広節囲にわたった。

南海避文詑意の津末の伝描

図

，
 

九

ガ

南海疸胞翻度鱈固

．
 
•' 

震度

•v 
D11 9~ 

口直

日工～工

津浪について

ば卜さく地震発震後意外に早く来襲し、そし

て波浪の伝播速度は震源より四方に早く強く

東方に遅く弱かったり）て、本某としては熊野

灘沿岸豆）浪害も立＼，！こして般害か軽徴てあっ

たe

宝永、安政地震にくらべ津浪

発光現銀にづ＼、て

各是ともに発光現象を見、仁慧においても南

噌地方て認岳られた，

発震時分 亀L'I測候所

午前4時I9分36.3秒

雲動時間

尾駕測候所

亀Lい則候予

尾控祖i侯予

午前4時I9分25.3秒

2時間28分47秒

、太 明

I.息口の震害、浪害状況 災害の状況ぱ昭和I9伍慕の入霞よりもやや弱く、なかても洩の

害は震源か紀伊半島より西てあった関係二被害か軽少てあったことは幸てあった。

作吻涜失 麦平呵欠 麦ド廿 5ヘクター！レ（伊勢h)

5 ク （引本町）

10 " （南輪内村耕作地の!/3) 

15 石 （四日・「j十石）

5 石 （梅戸井村）

ピ方米 （熊野内木の本町）

（グ）

(#)  

ダ グ

グ

醤油浣央

‘’ 
木

品

皮
材

唄

製

杉

67 

188 

800 

ヽ

夫

1.地方別被害状況

南部熊野灘沿岸地方 埋立地の沈下山腹の道路の崩壊は木］）区、尾賞に到る間 7か所、そ

の他この地方において道路332か所、山腹崩壊等438か所があった 3

東中部熊野灘沿岸地方 海岸に沿う埋立地の沈下がところところあり、引本町、須賀剌村が
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甚だしく、埋立地ては最大 1米もあり、崖崩は墨鷲の近く桂城村より船越間の道路欠壊 5

か所があった。

南勢地方 伊勢市ては市内の住宅の踏笥か倒れたのが到るところて見られ、他の都市より

もや＼被害か大ぎく十『内河綺町の民家 800戸のうち約8割か南に傾斜し修理を要する程と

なった。

中勢地方 松阪市て被害のもっとも大ぎかったのは、日野町 2丁目て民家の全壊が 6戸あ

った。津附近にては民家の全半壊も大体他地区と同程度の比率てあった。

北勢地方 桑名、富田、四日市方面の被害は一段と少なくなり、特に四日市はJ'1沿いの倉

庫4棟が倒懐せるのが目立った程度てあった。

I.熊野灘沿岸津浪来襲状況

発震後約I0分から30分位の間、南部沿岸か早く志摩先端に遅くなっていた。浪高ぱ 2米か

ら5米位のものて来襲の回数は 5回から15回くらいてあった3 次に津浪の状況を記録すれ

ば、次のとおりてある。

要素～ 頂！最高1来襲時［ 古回数周期分最回！初和寄せ方 1床下床＿1- 流失

地名 被高14 時1 潮位闘 浸水没水家屋

米！分＇回分 i 分'i 棟
尾鷲， 2．0 40 5 | 30 

几鬼{ , | | , 
3退潮小山状徐々 60 C: 0 

九 本 08| 40 25 6 -'ク潮流状 23'. 151 0 

蛤内村 木甲 1 3 8 40 5| 20 3 "け、山状泡立1 12 80 

賀田 1 5 5: 50i - 5 | 2 ！ケ 9， 2o| 85 23 

南輪内村{
曽根 45 50| i5 5 3！ー屏風状 41 38I O 

二木島： 3．5 45 15, 2C —小山状、 2: o I o 

新鹿． 3．0i 40'8  ! 15 • o : O O 

大泊 3.oi 25i 5 20: 2 ! ,, : o I ・ o I o 

．．
 

5

5

5

 

2

2

2

 ，
 

,
 

•• 

’
 

0

0

5

 

••• 4

2

1

 
~
 

本

和

殿田

木

阿

鵜

| 20i 

： 

!, 屏風状徐々

"~' ク

/’ 

0

0

0

 

。
0

0

 

0

0

0

 

＼ 地！烏波大船，

種＼¢ 
別 ¥i羽 i

浪・米 9

古 ll. 2 
回，！―-•一・・ ,----c

沈・米I
下 0.9

＿量＿—―--• --• I •---_ 

> 翌喜喜贔
象 光あり光明馘，

昭和23年 6月28日

王！

切崎越

米米米
l. 0i -．| l. 3 ~ i 

'i.2 

先志摩沿岸津浪および沈下調査表

弄 l布 l和越御 i浜 I南 I宿！五 I船 I神！下桧＇塩 I迫

直 1田； l i津津 1上，！ i 間

田―___lf1_J具i賀 l座 i島二盟二曽浦虞 l佐浦塾」墨□j見一
米米米：米米米米米！米米米米米米：米

2. 2 1. 0 1. 0 1. 5| ：．ら 1.0 2. 0 i oi i 5i - ・-- ： 6 0. 9i l. 0i l. 0 

i …"•~..~ i -••- -— 
~•- ! ～-| -

i 

30cm-! 
!',•-— 冠糎―,•-------••-,_=;9---- — 

少糎 糎糎I

; 60cm，：  
~ l ー 9•- 60! 50,,＿ ＿， 45 -~ 60 60 

i,,  |々,,_._,,,,,,, _____, ___._, ______,_,,_,' 

紀州方 - r--
， 南西北々 I 

面電光9, ’! ! i 方に東に
様 i i ! 1 ，開光元

験震時毀 28日夕刻福井市附近に発現したる地震は末だ記憶に新たなるまことに激列なも

のて、九頭龍川の中涜および下涜域は潰滅に瀕し死者3,728名、家奉倒壊焼失39.233戸に

達した。

本県の震度は 3~4階級てあって被害はなかった。
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